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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　京きようの空は大おお騒さわぎだった。

　夕暮れから夜へと変わっていく時間の中、幾いくつもの巨きよ影えいが集まり、流れていくのだ。

　航こう空くう艦かんだ。

　多くは京の警けい護ご隊たいや役所が展開する輸ゆ送そう艦かんや客船で、それらは人々の避ひ難なんを進めていく。

　京の町。その中央部分が大だい規き模ぼな崩ほう落らくをしたのだ。

　元は内だい裏りのあった場所が、穴となっている。

　直ちよつ径けい五百メートル。深さはどれ程かも解わからない。

　穴の底となった闇やみからは、流りゆう体たいの赤い発光が時とき折おりに空に飛ぶ。そして地じ響ひびきと共に、直径よりも深さの方がある穴は、内側を埋めるために内ない壁へきを崩くずしていく。

　今や、京の町は、僅わずかにその全体を沈み込ませつつあった。中央部分の地下にある地ち殻かくが液状化し、開いた穴を埋めていくため、地上側がその背を低くする事になるからだ。

　中央から周囲三キロまでは退たい避ひ指し示じが出ていた。それも、

『京の管理を明あけ智ち様から引き継つぎました、──石いし田だ・三みつ成なりと申もうします。現在、京の崩落地ち域いきの被ひ害がい、進行の計けい測そく中ですが、該がい当とうする方々の避難と対たい処しよは可能です。所定の場所に何分後に退避すればいいかなどを表示枠レルネンフイグーアに送付しておりますので、御ご確かく認にん下さい』

　という三成の姿すがたが、表示枠だけではなく実際の姿として無数の位置に現れ、対応していた。

　彼女が、京の管理者としてP.A.Odaから指定されたのだ。
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　三成はまず、京の人々の避難を促うながすところからスタートした。

　……京は歴史のある土地です。

　名めい家かも多く、抱えている物も多いため、人々は簡単に避難をしない。

　下手へたをすると門前払いだ。

　ゆえにこちらも、避難を促した上で、ある手を取る。

　P.A.Oda、安あ土づち方面を中心とした警けい護ご艦かんを呼び出し、京の町の各所に配置するのだ。

　京の町は区く画かく整理が出来ている。通りの幅も基本、一定だ。ゆえにそこに収まる艦を用意し、ある程度の区間ごとに停とめておく。これで屋や敷しきなどを空けた時の防犯は可能であり、屋敷に残る人達が急いで退避しなければならない時も、どうにか出来る。そして、

　……上の武蔵むさしの動きも、警護艦ならば監かん視し出来ますね。

　彼らが京に降りないよう、睨にらみを利かせる意味もある。

　町の各所に警護艦が降りていく事で、安心する者もいれば、無視をする者もいる。

　そして、人々が退避と居座りのどちらかに決めたところで、自分は安土側から輸送艦に貨物を充じゆう塡てんして運ばせた。どれもドラゴン級。

『中身は、地ち殻かく加工の術じゆつ式しきや、自然分解される硬こう化か充塡剤です』

　つまり、

『これより、あれら輸ゆ送そう艦かんを用いて、内だい裏りを中心に開いた穴を埋まい設せつに入ります』

　やる事は簡単だ。輸送艦を何艦も突っ込んで穴を埋めるだけ。

　だが自分は、人々に対して表示枠レルネンフイグーアを開き、概がい要よう図ずで説明する。

『──P.A.Odaの土木技術は羽は柴しば様の一いち夜や城じようなどを可能にしたレベルの高いものです。今回は輸送艦自体を資材に使いますが、万が一として、生存者のシェルターなどが巻き込まれて埋まっている場合を考こう慮りよして、中央側に輸送艦を連結した柱はしらを通し、段階的に進めます』

　言いつつ、概要図の中で動きを見せた後、実際の空から、穴の中央に輸送艦を落として立てた。四艦一ひと束たば。これをメインシャフトとして生体反応など検けん知ちしつつ、次は地下側へと、

『──第一陣じん、投下』

　五百メートル級の輸送艦を、竪たて穴あなぎりぎりの密みつ度どで降ろしていく。これらは真下に向けた艦かん首しゆ部から地殻硬化を行い、〝底〟を確定するのが役目だ。

　轟ごう音おんと言うより、地じ響ひびきが鳴り、概要図の中で輸送艦が着ちやく底ていした。

『出来ましたね』

　三みつ成なりは、皆に対し、静かに宣せん言げんする。

『初しよ手ては、完かん璧ぺきです』
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・成成成：『ぅあああああああああああ！　穴の底とか、形状が全く解わからないのに一発勝負とか、何させるんですか竹たけ中なか様！　やってしまう自分も自分ですし……！』

・小　姫：『あれあれ三成様、今、こっちに映ってた概要図の流れ、デタラメだったんです？　どうなんですよう？』

・成成成：『い、いえ、デタラメではありません！　輸送艦を落としながら艦首側の知ち覚かく素そ子しでリアルタイムに計けい測そく。穴の底部がやや太くなっている事と、平面である事を確かく認にんの上で概要図を作り直す判はん断だんは不要としたのです』

・ＡｎＧ：『へ？　じゃあいいんじゃないの？　何か問題あんの？』

・きめえ：『アンジー、三成としては、結果として上手うまく行った、というやり方ではなく、ちゃんと事業として下調べして、絶対に上手く行く流れが欲しかったのよ。

　──現実にそんな緩ゆるい案あん件けんあったら見てみたいものだけど』

・ＡｎＧ：『ああ、ないない、ナイヨー、そんなの』

・超正義：『こ、このお二人は相変わらず！　相変わらず!!』

・黒　竹：『というかまあ、新しん名な古ご屋や城じよう消しよう滅めつの後、あっちは海中でしたけど、地殻の動きは結けつ構こうシミュレート出来てたんで、おねーさんの三さん千ぜん世せ界かいでそこら大体見てまして。

　間違いがあっても誤ご差さ三パーセントくらいじゃないのかなー、とか』

・成成成：『そ、その三パーセントが欲しくないんですよ……！』

・つるぎ：『落ち着きましょう三みつ成なり。三パーセントなんて、水みたいなもんですよ。後で表ひよう示じに気付いてソフトドリンクでなかったと気付く程度ですから。いやもう、夕日が綺き麗れいで』

・黒　狼：『平ひら野の！　甲かん板ぱんで飲んでますのね!?　そうですのね!?』
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　通神帯ネツトがカオス状態になってきたが、三成としては仕事中だ。

　正直言うと、柴しば田た班はんのいきなりの反はん乱らん宣せん言げんに継ついでか、広こう域いき通神帯との接続が切れた状態の福ふく島しまと可か児にが気になる。皆もその辺りはちらほらと話をしているのだが、

　……まずは手元の仕事からだと判はん断だん出来ます。

　とりあえず、輸ゆ送そう艦かんによる崩ほう落らく埋まい設せつの初しよ手ては出来たのだ。

　あとは上から、硬こう化か剤ざいを充じゆう塡てんした輸送艦を次々に差し込んでいく。

　硬化剤は充塡用の〝甲こう剤ざい〟と硬化反応用の〝乙おつ剤ざい〟に、促そく進しん用の〝丙へい剤ざい〟も後から追加だが、馴じゆん化か安定用の術じゆつ式しきも同様に重ねていくため、穴は下から密みつ度ど高く埋まっていくだろう。

　空に鉄の軋きしみが鳴り響ひびく。穴に差し込まれていく輸送艦が擦こすれ、火花と音を立てているのだ。少々うるさいが、構わない。また蟬せみが鳴き始めているし、何をしているか解わかるのは住人にとっても意味のある事だろう。

　穴は地上から三十メートル地点までを埋めて、以後は上からの圧あつ縮しゆくによる固化を行い、人工地ち殻かくの埋め立てに移行する。

　……三時間後には、そこまで持ち込めますね。

　P.A.Odaによる土地神がみとの交こう渉しようは、神しん職しよくを得ている公く家げや他襲しゆう名めい者しやの手を介かいする必要があったが、自分が京きようの管理者なのだ。京の有力者達の頭を越えて神々との交渉をする事になるが、緊きん急きゆう事じ態たいに権力ゲームを行う手合いには、最大の権力を見せて終わりとすべきだろう。

『全く』

　人間とは、危き急きゆうの中でも、体感出来る危険が過ぎたと判断した場合、余よ裕ゆうを自覚したくなるのか、そういう不確かなゲームをしたくなる傾向がある。無む論ろん、それによって、継けい続ぞくされる危機を脱する事もあるが、今は違う。

　ただただ、危険だ。

　単なる崩ほう落らくとは別の、危険性がある。それは、

『地ち脈みやくへの刺し激げきは、なるべく避けたいのです。──今夜ばかりは』

　ゆえに現状の確かく認にんとして、自分はある人物に通つう神しんを飛ばした。宛あて先さきは、

『池いけ田だ・照てる政まさ様。──三み河かわはどうでしょうか』
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『てるるるるる。きょうきょうきょうのみやこここから』

「え？　今日きよう飲み屋のここから？」

　こちらの結けつ構こう本気な疑問に、刑部おさかべ姫ひめが眉まゆを立てた。

『きょうきょうきょうのみやこここから!!』

　あー、うん、と言いつつ、とりあえず今のは表示枠レルネンフイグーアに書き取らせていたので変換。そして、文面を読むと、

「京きようの都みやこ!?　通神文メール!?　──うわ、石いし田だ・三みつ成なりって超メジャーじゃん!?　何いきなり!?　名な古ご屋やコーチンを上じよう納のうしろとか、そういう事か!?」

　と広げてみた通神文の中に示されていたのは、単純に現在の三み河かわの状況をまとめて羽は柴しば班はん本部に送れという事だった。

　なーんだ、とちょっと肩を落とすが、仕方ない。こっちは非戦せん闘とう系けい。羽柴班やP.A.Odaの主力は、今夜の本ほん能のう寺じの変へんに合わせ、中央に集合しようとしているが、

「まあ、こっちはこっちで検けん分ぶんだからなー」

『いじいじじじじけてるてる？』

「うーん、そこまでは」

　段々コイツとの会話でテンションの安定保つようになってきてるなー、と思いつつ、自分としては言われた通りにするしかない。何しろ、

「まあ、確かにちょっと、面めん倒どうだ」

　言って、南の方向を見る自分は、一つの光に照らされていた。

　湾だ。

　直ちよつ径けい十数キロを超えてなお緩ゆるやかに浸しん食しよくで広がっていく三河の湾が、底の方から淡い光を生んでいる。

　水がその光を減げん衰すいしているが、尚なお更さらに光は拡散するようだ。湾は全体として、下から水面への淡い光で満たされていた。

「流りゆう体たい光こうだ」

『りゅーたいここここここ』

　お前とかそのものなんだけどなー、と思いつつ、自分は今日の仕事を確かく認にんする。

　これから、サルベージした自じ動どう人形の内、復元出来るものの意い識しきにアクセスをしようと、そんな風ふうにも思っていたのだが、この三河湾の計けい測そくも継けい続ぞくした方が良いだろう。

「今、な？　海の色は青く光ってるように見えるけど、実際は別の色なんだ、多分。

　海の底では、地ち脈みやくが活性化している。それが海の色に染まっているだけで──」

　見上げた夜空には、海上数十メートルの辺りから、北側へと朱あけの光が生じて走って行くのが見えている。三み河かわ争そう乱らん以後、海から見える赤しやつ光こう現げん象しようだ。

　あまりにも普通に見えるのと、地ち脈みやくのノイズであるという判明から、深くを検けん分ぶんしていないが、これだって何でそうなっているかはよく解わかっていないのだ。

　海は光っている。昼間ならば違い和わを感じない程度の光なのだろうが、今は夜の入り際。底では空の赤光と同じ色の光があるのだろうか。

　ただ、こちらの眼前では、青の光が湾を浸ひたしたまま、しかし強くもならずにそのままでいる。

「……こうなった始まりは、武蔵むさし勢ぜいが内だい裏りに乗り込んだ辺りから、か」

　見ていても仕方が無い。やる事はある。計けい測そくの続行指し示じと、人員の割り振り、そしてサルベージした自じ動どう人形達の復元がどうなったかという確かく認にんと、

　……他の地ち域いきに意い識しきを巡らせる余よ裕ゆうってもんか。

「──恐らくだけど、この発光現象と同じものが、各地で見えてるだろうな」
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　糟かす屋やは、甲かん板ぱんに上がってから、それに気付いた。

　今、自分達は安あ芸きから安あ土づちへと急いでいる。だがK.P.A.Italia東側を行けば、それは瀬せ戸と内うち沿岸からのルートとなる。そして輸ゆ送そう艦かんの上部右う舷げん甲板から見れば、

「平ひら野の、これは……」

　空は夜。西の空に紫むらさき色いろと朱あけの残光が残っているだけだ。

　だが、海は違った。色にしてみれば黄き色いろ。流りゆう体たい光こうとして見れば、活性状態を示す光が、海の底を浸しているのだ。それも、一部だけではない。東西に延びる瀬戸内の海を、ずっと長く光は続いている。それも広い幅を持って、だ。

　甲板縁べりに肘ひじをついて、瓶びんボトルを口に当てていた平野が言う。

「瀬せ戸と内ない海かいは浅い海ですし、海底も岩がん盤ばんが近いので、条件によっては地脈がその流体性を強く見せる訳わけですね」

「……条件？」

「重じゆう奏そう領りよう域いきですよ」

　平野が言って、光る海に背を向けた。

「重奏神しん州しゆうの大部分は砕くだけて消えましたけど、空に空くう域いき差さを示さない程度の小しよう規き模ぼな残ざん滓しが、こちらへ移行した場所もあります。

　──その殆ほとんどが河か川せんや内うち海うみ。地ち域いきとして見た場合、重奏領域と現げん世せが重なる際に崩ほう壊らくしたのではなく、河川や海流などの要因で自然崩壊し、小規模化してしまったので、合ごう一いつ時じに馴じゆん化かしたんですね。そして河口や海は、その要因が流れてきて集まりやすいんです」

　だから、と彼女は言った。

「太たい平へい洋ようの持つ海かい溝こうは、瀬戸内海の海底に重なっているんですよ。──水深が浅くてもその最深部は、合ごう一いつ時じの影えい響きようで海かい溝こうの扱いになってます。無む論ろんそれは小さいものですけど、この星において、最も地ち脈みやくに近い自然の場です」

「だとすればこの光は──」

「地脈光、レイライン、竜りゆう脈みやく、何でもいいですよ？　今起きている事と、これからの事に、世界全体も呼こ応おうしつつあるんです」

「……今、京きようがえらい事になりましたものね」

「Ｔｅｓテスタメント．、そしてまた、本ほん能のう寺じでもえらい事になるんで、瀬せ戸と内うちは当分、こんな状態じゃないでしょうか。──周辺地ち域いきには祭でもやって地脈安定を心掛けて欲しいですね」

　どうです？　と平ひら野のが言った。彼女は肩をすくめ、

「私達にとって、よく解わからない流れが生じてます。明確になったのは三み河かわ争そう乱らんの時から。そして今もまた、一つの余よ計けいというか、〝何故なぜ？〟が挟まれてきましたね」

「Ｔｅｓ．、……私達の内、決けつ着ちやくに行けるのは羽は柴しばと三みつ成なりくらいですの？」

「Ｔｅｓ．、でもコレ、武蔵むさし勢ぜいにとってはキツい事になりますよ」

　だって、と彼女は瀬せ戸と内ない海かいに背を向けたまま、正面から右手側を見た。

　北東の空。そちらを仰あおぐ意味は解わかる。

「武蔵ですのね」

「流石さすがにここからだと見えませんけどね」

[image: ]

　今いるのは瀬せ戸と内ない海かい。いくら武蔵むさしが浮ふ上じようしていても、低地からだと地ち球きゆうの丸みの影えい響きようを強く受けるし、京きようまでの山さん地ちは充分な遮しや蔽へいになってしまう。

「見えたら射うちますの？」

「裏切りを誅ちゆうするのでも、主しゆ命めいや天てん命めいにてただ討うつのでもありませんから、刃やいばは鞘さやから正しく抜きますよ。武蔵と相あい対たいした時は」

「それは誰だれの教えですの？」

　問うた先、瀬せ戸と内うちの逆光の中で平ひら野のが笑った。

「母は、護まもるために射ちなさいと言いましたけど、──でも、大だい事じなものが幾いくつもあった場合、どう選べばいいのかは教えてくれませんで」

　だから、

「一番大きなものを護るのが、一番だと、そう思ってはいるんですけどね」

　そう……、と言うと、平野が一つ頷うなずいた。

「胸の事じゃありませんよ？　背せ丈たけでも」

「べ、別にどちらも困ってませんのよ？」

　深しん刻こくな雰ふん囲い気きに落ちないようにしてくれているのだという事は解わかる。だからこちらも小さく笑って、北東の空を見た。

「私達にとって、予測不能な事が生じていますの。でも──」

　でも、

「──それで私達が不利になる訳わけではありませんの。これはきっと、動き出した人達の気き遣づかいですのね。恐らく、〝存分にやろうぜ〟、と」
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　可か児には、存分に食っていた。

　……お腹なかが減っては、大事な時に動けません……！

　場所は柴しば田た班はんの所有する戦せん闘とう艦かんの中。とりあえず居い場ば所しよは収しゆう監かん用の檻おりの中だ。

　監かん禁きんされているのだ。だが、とりあえず檻から出なければ自由との事で、中はベッドや床など整えて貰もらっているし、食事は食べ放ほう題だい。だから今は、食堂から豚ぶたのコートレットとステーキを頼み、御お櫃ひつで頼んだ米と共に搔かき込んでいる。

　量にして三人前。持ち込んで貰ったダイニングのテーブルは埋まっているが、

「保もちますかね……！」

　食って、寝て、それから実戦だ。腹持ちが良いように、野菜を摂とる量は制限を掛ける。食った分だけ身体からだは重くなるが、元々が軽いのだ。今食っている分は、突とつ撃げき力りよくを上げるアンカーだと思う事にする。

　とにかく食う。寝る時間は確保してある。そして、

『可か児に君、そろそろ僕、出ちゃうけど、大だい丈じよう夫ぶ？』

「あ！　前まえ田だ先せん輩ぱい！」

　顔横に出た表示枠レルネンフイグーアに、こちらは頭を下げる。

「忙いそがしいんで食べてていいですよね！　失しつ礼れいしてます！」

『Ｔｅｓテスタメント．、良好。僕はこれから羽は柴しば側につかなきゃいけないんだ。聖せい譜ふ記き述じゆつでそうなってるからね。だからここにはいられない』

「いいんですか!?」

　問うと、前田の肩の上のまつが、両の拳こぶしを上下に振ってこう言った。

『いや──！』

『ははは、まっちゃん素直でいいよね。可児君の事、気に入ってるんだよ』

「有あり難がとう御ご座ざいます！　でも、ホントにいいんですか!?」

　だって、

「自分と福ふく島しま先輩と、他、十じつ本ぽん槍やりの方達が、勝ちます！」
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　言うなあ、と利とし家いえは思った。

　てっきり、皆をここに置いて行く事を咎とがめられるのかと思っていた。だが、

「可児君は、どれだけ強くなった？」

『Ｔｅｓ．！　柴しば田た先輩には勝てません！　佐さつ々さ先輩相手にも大体負けます！』

　あー、うん、そんな感じ感じ。

　だけど、と可児が言った。

『福島先輩や十本槍の先輩達が勝ちます！』

「ホント？」

　試すように問うてみる。大体、福島などは、腑ふ抜ぬけているとされて、佐々から山やま籠ごもりを命じられていたのだ。だから、

「腑抜けていた先輩が、これから生じる現場に来て、柴田先輩に勝てると思う？」

『勝ちます！』

「それは──」

　意い地じで言ってるんじゃないだろうね、と思った時だ。こちらの頰ほおを叩たたくものがあった。まつだ。彼女は、振り向いた先で本当の大きさになっていて、

「あは」

　笑っていた。こちらの肩に額ひたいを伏せるようにして、細い肩が上下する。

「利家君、〝勝てるか〟どうか聞いて。彼女、──〝勝ちます〟って」

　まつが、こちらの背を軽く一つ叩いた。

「疑ってるのは、利とし家いえ君」

　言われて気付いた。そうか、と思わされた。

　勝てるかどうか、という問いかけは、柴しば田た達が負けるかどうか、という逆の可能性も考こう慮りよしていなければ出てこないものだ。

　自分が冷静だからと、そういう物言いも出来るだろう。可か児にの言げん動どうは盲もう信しんだと。だが、

「可児君。ナっちゃんも賤しずヶ岳たけの戦いには出ないよ。配下をちょっと出してくるだけでね」

『そうなんですか!?』

「知らなかったのかい？」

『福ふく島しま先せん輩ぱいの出来を見に来て欲しかったです！』

　凄すごいや、と自分はそう思った。

「死ぬのは怖こわくないのかい？　自分や他人が」

『それは前に答えました！』

　だろうね、と頷うなずくこちらに、可児が告げた。

『全力を出せずに生きていく事の方が怖いです！　それは後こう悔かいに繫つながりますから！』

「Ｔｅｓテスタメント．」

　解わかる。そうだとも。

　もうそろそろ、この戦せん国ごくの世は終わり、三十年戦せん争そうも一いち段だん落らくをするのだ。自分などにとっても、生まれた時から始まっていた戦いの世界が、終わろうとしているのだ。

　最大にして極限の戦せん場じようは〝有る〟。

　が、終わりは近い。だとすれば、

「一度くらいは、全力を尽くしておかないと、生まれてからこっち、自分はどうだったんだって、そんな事を思ってしまうよね」

『一度じゃないです！　全部です！』

　可児が言った。食事しながら言った。

『自分は未み熟じゆくで、周りは強い人達ばかりです！　相あい対たいしていくなら、礼れい儀ぎとしても全力を尽くしていくしかありませんけど、全部が全部、強い人達ばかりなので──、ええと……！』

　どう言おうか迷う可児に、まつが笑えみで告げた。

「後こう輩はいは大変ね」

『Ｔｅｓ．！　でも、そうして受け継ついでいくのが後輩ですから！　──自分達も、中学で部ぶ活かつを引いん退たいする時とか、そんな事をしましたし！』

「戦国時代は部活かい？」

『違います！　日ひ々び是これ決けつ戦せん也なり！　──生きる事が戦う事だと教わりました！』

「誰だれにだい？」

『御お父とうさんと御お母かあさんです！　──人生結けつ構こう大変なんだ、って！　だから──』

　だから、

『休日くらい寝かせてくれって！　でも今日きようは平日です！』

「じゃあ、やるしかないか」

『やります！』

「じゃあこれからどうするの？」

　まつの問いかけに、可か児にが応じた。

『食べて、寝ます！　寝て起きたら脱だつ走そうします！　脱走したら強い人と当たります！』

「勝てるの？」

『福ふく島しま先せん輩ぱい達が勝ちます！』

「駄だ目めよ」

　まつが、静かに言った。

「勝って」

『──頑がん張ばります！』

　言って、丼どんぶり飯めしを掲かかげた可児を映す表示枠レルネンフイグーアを、まつが切った。

　あ、と思って振り向けば、もう彼女は小さくなっている。いきなりの等身戻しに疲れたのか、こちらの肩の上で既すでに船を漕こいでいる。

　参まいったものだ、と自分は思う。

「凄すごい後こう輩はい達がいたものだね」

　ほんの数ヶ月前まで、自分達の時代は終わってしまうと、そういう空気に浸ひたっていたものだが、もうそれは〝終わってしまう〟のではなくて〝終えさせられる〟に置き換わった。

　駄だ目めな先輩達は、優ゆう秀しゆうな後輩達に追い落とされる。

　何故なぜかって。それは当然だ。自分達が積み重ねてきた結果は、だからこそ、後輩達が生まれた時にはもう普ふ遍へんとなっていて、どれだけやってきても、先せん達だつとは後進の踏み台にしかならないのだ。

「あーあ」

　前まえ田だ・利とし家いえという襲しゆう名めいは、些いささかそこらへんが地じ味みだ。派は手でな戦せん闘とうの主役になった事もなければ、追い落としてくる後進にも恵まれなかった。

　不ふ思し議ぎな事だ。しばらく前までは「迂う闊かつに終わるのを避けたい」としていたのに。だからこそ霊れい体たいになる道を選んだというのに。

　今では、後輩達の動きを歓かん迎げいし、出来れば相あい対たいしてみたいとも思っている。

　……参ったものだね。

　これから自分は、羽は柴しば側と合流する。とはいえ戦せん線せんに積極的に加わる事はしない。P.A.Oda内部の争いなのだ。戦線が膠こう着ちやくしたり、厭えん戦せん気分が出た場所があれば、そこに仲ちゆう裁さいに赴おもむき、時にはお互いの間に入って止めねばならない。

　まるで中間管かん理り職しよくだ。というかそのもの。よく考えたら襲しゆう名めい先もそんな感じだ。死ぬまで自分以外を気き遣づかっていたよな前まえ田だ・利とし家いえ。ヴァレンシュタインだって傭よう兵へい部ぶ隊たいの存続交こう渉しようの中での暗あん殺さつだから管理職過ぎる。

　だけどそれも仕方ない。良い後こう輩はい達が育ってしまったし、荷か担たんしたのだから。

「ああ、そうか」

　任せられる後輩達が出来たと言う事だ。ならば後は、

　……自分達の問題なんだけど。

　と、思った時だ。

「おーい、前田。羽は柴しばのところ行くの？　ちょっと乗せてって」

「ミッチー、退たい避ひするなら予定たてとこうよ」

「いきなり過ぎるのよ柴しば田た先せん輩ぱいが……！　文ぶん系けいの事何も考えてない！」

　とりあえず急ぎの荷物だけまとめてきたのだろう。防水の革かわトランクを引きずるようにしてやってきた彼女は、辺りを見回し、

「何？　アンタも退避するの？　いいの？」

「いいの、って、何が？」

「柴田先輩とは、これでお別れかもよ？」
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　利家は、眼前の不ふ破わが、肩を落としてこう言うのを聞いた。

「私はさっき、一応の挨あい拶さつしてきたし、感かん謝しやの言葉も告げてきたけど」

「何て？」

　問うてみる。すると彼女は落とした肩をすくめて、

「──聖せい譜ふ記き述じゆつではとっくに死し亡ぼうしてるのを現地会かい計けいがいないからって今まで一日十四時間労働で有あり難がとう御ご座ざいました。あと、御お市いち様も、雪せつ原げんで追いかけられたのは良い経けい験けんになりました、有り難う御座います、って」

「なかなか感動的だね」

「自分でも何か状況的にちょっと泣いてしまったけど、もうちょっとぶちまけとくべきだったかしら。どうかしら」

「──柴田先輩は、何て？」

「教える筈はずないじゃない」

　と、不破は自分がやってきた方を後ろ手に指さした。

「前田も行ってきたら？」

「いいよ僕は」

「何で？」

「何だろうね」

　自分でも、言っていて意味のわからない返答だ。だが、口を開けば出る言葉は、

「そんな事をするのは、僕達らしくない気がするんだ」

「損だわ──」

「そう思うね。後で多分、そうしておけばよかったと、そう思うんだろうし」

　ただ、

「そうするだけの度ど胸きようもないのさ。終わってしまうのを認めてるようで。ミッチーの場合は有りかもしれないけど、僕達の場合、柴しば田た先せん輩ぱいは〝最強〟であって欲しいからね」

「会わない事で、柴田先輩にプレッシャー掛けてるんだ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じておく。

「こっちだって、羽は柴しば班はんの手伝いとかで外に出て、柴田先輩ではなく〝柴田さん〟と呼ばないといけない時のプレッシャーったら無い」

「あー、解わかるかも」

　不ふ破わが苦く笑しようした。彼女は一つ頷うなずいて、

「解った分だけ、〝そういう事〟にしておくわ」

「そうしてくれると有あり難がたい」

　Ｔｅｓ．、と不破が頷いた。彼女は、横、退たい避ひ者しや達の貨物として大型木箱コンテナがすれ違うのを眺ながめながら、

「佐さつ々さは？」

「勝かつ手てに何処どこか行ったんじゃないかな。しばらくしたら戻ってくるよ。賤しずヶ岳たけの戦いが終わった辺りで」

「またアイツは……」

「ナっちゃんとしては、柴田先輩が敗はい北ぼくするこの戦せん闘とう、思うところ有るだろうしね」

「どうかしら」

「どうかしら、って？」

　問うと、不破がトランクを持ち上げ、腰に乗せるようにして歩き出した。

「アイツだって、何も変わってない訳わけじゃないのよ。──有能な後こう輩はい達の動きが、時代を変えていったり、追いついてきたりしているのを見て、ね」

「──お互い、こう思っている訳だ。〝もっとしっかりしておくべきだったか〟って」

　まあそういう事ね、と不破が苦笑した。直後。

『あ！　不破様も前まえ田だ様も、退避準備ですか！』

　触しよく手しゆが輸ゆ送そう艦かんの間を移動中に、動きを止めた。

　よく考えたら森もり君も後輩だったなあ、と思うが、

「あまり君の影えい響きようを得た気がしないのは何でだろうね」

『な、何言ってるんですか前まえ田だ様！　僕の影響を受けたらビキビキィってなっちゃいますよ！　僕の嫌きらいな僕の部分なんですから、見習わないで下さい！』

「見習うの無む理りだわ──」

　だけどまあ、という口く調ちようで、不ふ破わが言った。

「私達はこれから退たい避ひだけど、そっち、柴しば田た先せん輩ぱいの仕切りはどうなってるの？」

『Ｔｅｓテスタメント．！　これから参戦組は集会やって、周囲の戦せん艦かんで空中防ぼう護ごもつけた陣じんを組みます！　そこで羽は柴しば様達御ご一いつ行こうをお待ちかねとなるそうで！』

「……僕が居るところでソレ言って良かったの？」

　問うた先、触しよく手しゆがやや考えて、反応した。

『あ……』

「──ほら前田！　やめなさいよ！　森が萎なえちゃったじゃない！」

『ち、違います！　萎えてませんよ！　血の巡りが悪くなったんですよ！』

「だよね。色が悪いもんね。そうだよね」

「前田、アンタ責任取って元気にしてやりなさいよ」

「無む茶ちや言わないでよミッチー。ミッチーこそ、って思ったけど、森君はミッチーじゃ駄だ目めなんだよね」

『──駄目というか無理です。もう女性として見れません』

　不破が石を投げるのを止める事にした。あっ、あっ、とよたよた回かい避ひしていた触手は、しかしすぐに姿勢を直して胸を張った。

『大だい丈じよう夫ぶです！　さっき、京きようの方で暴あばれた武蔵むさし勢ぜいの情報の中から、直なお政まささんの画が像ぞうを拾ってきましたから！　これで戦せん闘とう中に元気じゃなくなっても大丈夫です！』

「ミッチー、森君が、相手に通つう報ほうしたら神しん道とうの神しん罰ばつ叩たたき込まれるような事言ってるよ」

『い、いいじゃないですか前田様！　人の恋こい路じなんですから』

「恋路は合法だけど盗とう撮さつは違い法ほうだわ──」

　だけど、と不破が行き先となる輸ゆ送そう艦かんを指さして言った。

「私が帰ってくるまで、生きてなさいよ？」

『あ、どうも有あり難がとう御ご座ざいます！』

「礼れいを言うところじゃないわよ。大体アンタ、その武蔵勢とも将来当たるんだから」

　と、不破が、輸送艦を指さしていた手を、南へと向けた。

　森林と山しか見えない方角だが、そちらに何があるかは解わかっている。

「武蔵。──実際は、もう、見える位置にいるのよね」

　さて、と彼女は言った。

「柴田先輩の方もだけど、本ほん能のう寺じの方も情報収しゆう集しゆう。──何がどうなるか追っておかないと、ここから先、世界全体がヤバくなるわ。その事は、きっと武蔵むさし勢ぜいも解わかってるんでしょうね」
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「──おい、そっちじゃないぞ！　解ってるのか馬ば鹿か！」

　はあ？　浅あさ間ま神じん社じやで会議じゃねえの？　という馬鹿の声を、正まさ純ずみは空の上で聞いた。

　場所は多た摩まのウイング部となっている外交用港。その上に今、幾いくつもの艦かん影えいがある。多くは自分達が京きようから退たい避ひするのに使用したものだが、中には全く形の違うものも存在する。極きよく東とうの平ひら船ぶね型に対し、帆はん船せんとしての丸まる底ぞこ船。国としてみれば、英国以来ともいえる再会の国家は、

「三征西班牙トレス・エスパニアが、武蔵むさしとの会議の場を求め、正式な着ちやつ艦かんをしたんだ」

　京きようの騒そう動どうから、三征西班牙としては一時の退避先として武蔵を選んだのだ。さっきまでP.A.Odaの明あけ智ちに雇やとわれた傭よう兵へいだったが、今はこちらの価か値ちを定めたいというのだろう。

　そのための会議としては、確かに今、荒れている下よりも、空の上であるここが安全だ。

　……だけど今、武蔵上とて内部も外も大おお騒さわぎなんだよなー。

　内部においては、本ほん能のう寺じの変へんに対する構えとして、武蔵各かく艦かんの基本船せん殻かく部ぶを居きよ住じゆう区くや商業区から引き抜いていき、外部へと退避を促うながしている。それら横よこ町ちようや縦たて町まちは輸ゆ送そう艦かんに乗せられ、一週間分の補ほ給きゆう物資と共にとりあえずは京の圏けん外がいに退避。場合によっては瀬せ戸と内うち方面、四し国こくにまで移動して、待たい機きを行う予定だ。

　そこまでの移動にはM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントの警けい護ご艦かん隊たいを傭兵として頼もうかと思っているが、

　……それもまた、大掛かりな仕事だな。

　だが、P.A.Odaが地ち脈みやく炉ろを使う可能性もある。京から視し認にん出来る地ち域いきでは、輸送艦突とつ撃げきによる地脈炉の遠えん距きよ離り爆ばく破はもあり得るのだ。M.H.R.R.改派が京方面を近くに見み据すえながら動けなかった理由の一つは、それだろう。

　だが、基本船殻部を抜いた武蔵は身軽になり、各所の出力系けいを戦せん闘とう用へと組み直せる。もはや安あ土づちが相あい対たいしたとて、引けを取るものではない筈はずだ。何しろ、

「いざとなれば兼かね定さだの大小もある、か」

「最近撃うってませんね、正純様」

「ほら、撃ったら戦せん争そう終わっちゃうから、アレ」

　何だか酷ひどい事を言われているが、こちらはこちらで本能寺の変に対して、準備が要いるのだ。特に、これからの大だい事じとなるのは、

「急ぎだが、三征西班牙の代表と、本能寺の変を前に食事をしながらの簡単な会議だ。三征西班牙は羽は柴しばと付き合いがあり、旧派カトリツク勢力でもあるが、それを味み方かたと出来れば、本能寺の変の最中や、前後の武蔵を安全にする事も可能だろう。ゆえにこれは逃のがせない。皆、解わかるな？」

　一ひと息いきを入れ、正純は後ろに振り向く。

「浅間神社で、装そう備びや加か護ごを整えながら本能寺についての会議をしたかったが、その後になるな。だから皆、今からだが、三征西班牙トレス・エスパニアとの会議を──」

　と、そこまで言って、己おのれは言葉を止めた。

　……お。

　皆が、意い外がいに近くに居たので、少々戸と惑まどったのだ。

　いる。京きようの戦せん闘とうを切り抜け、武蔵むさしに戻ってきた仲間達だ。馬ば鹿かもホライゾンも居れば、浅あさ間まやミトツダイラも、向むか井いやイトケン達も、地じ摺ずり朱雀すざくを大たい破はした直なお政まさですら、朱雀を機き関かん部ぶに預けて、今、ここにいる。

　仕事上、関かん東とう諸しよ家けを攻こう略りやくに掛かっているベルトーニとオーゲザヴァラーがいないが、

　……二人が働くべきは、これから先になるだろう。

　一応、皆に問うてみる。これから自分達は、三征西班牙と会議だが、

「そういった会議や、今後に向け、──情報の整理は出来ているな？」

　問うと、皆が、顔を見合わせた。ややあってから、ミトツダイラが、

「智とも、出来てますの？」

「えっ？　──私、記録は取りますけど、基本的に政治関係の情報整理は違いますよ？　どっちかっていうとネシンバラ君が──」

「いや、僕も記録と、それがとりまとめられてからの判はん断だんをする側だよ？」

　じゃあ、と皆がこちらを見た。代表として、馬鹿がこちらに両手を挙げ、

「どーなのオメエ」

「そ、そう来たか！　そう来たな!?　仕方ない。──大おお久く保ぼ……！」

・長安定：『そ、そう来たな!?　そう来おったな!?』

・副会長：『そう言うなよ。出せって。ほら』

・金マル：『カツアゲ？』

　人聞きの悪い事言うな。ともあれ大久保からは情報としての資料が来る。後は、

「じゃあこれからメシをしながらの会議だ。おい馬鹿逃げるな！　──三征西班牙が、聖せい連れんの一いつ国こくとして本ほん能のう寺じの変へんの直前交こう渉しようをしたいと、そう来ているんだからな」

　正面。港の中央に、大型の戦せん艦かんが一つ着ちやつ港こうしている。朱あけと白の、十じゆう字じ架かを重ねたような形の航こう空くう艦かんだ。アルマダ海かい戦せんから残ざん存ぞんした主力艦の内の一つだろう。

　そして今、その側部入口には、一つの影が立っていた。

「──副ふく会長のフアナです」

　誾ぎんが、相手を敬称せずに言った。

「交渉は厳きびしいものとなるでしょう。何故なぜなら、──彼女に言い分を通すには、自分のペースで一気に進めるしかないからです」

　お前いつも勝ってたんじゃないかそれ。
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第二百九条

・聖せい譜ふ記き述じゆつの再さい現げんにおいて、同一国内の内ない乱らん、政変においては、当事者間、国内の方針、方策を優先とする。
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　フアナは既すでに会議の場を用意していた。

　時じ刻こくは午後七時半。夜の露ろ天てんだ。しかし、陣じん幕まくの中。

　三征西班牙トレス・エスパニアが得意とする野や戦せん展開の応用で、陣幕を張った内側に会議の席を設けてある。

「──更さらには、会議の席ですが、食事の用意をしてあります。丁ちよう度ど、私達の投とう宿しゆくしていた宿が持つ料りよう亭ていなどが共に退たい避ひをしたので、彼らの手による京きよう料理が」

　ほほう、と言いながら陣幕に入ってきたのは、武蔵むさし勢ぜいだ。

　先せん頭とうに第一、第五特とく務むが来て、続いて総そう長ちようと副ふく王おうの姫ひめが来る。後からは副ふく会長に副ふく長ちよう。続々と、という流れだが、

　……おや。

　誾ぎんと宗むね茂しげの姿すがたは無い。三征西班牙の関係者ゆえ、外に控えるという事か。

　相変わらずの堅さですね、と思いはする。横に護ご衛えい役やくで控えているフローレスが、

「あー、誾さんいない事について、房江フサエ部長からも〝残念〟コール来てますよー」

「意い外がいに皆、気に掛けているものなのですね」

「フアナ様は自分がいろいろ気に掛け過ぎてて、私達の〝お互い〟をちゃんと見れてない部分があると思いますねー」

　言われてみるとその通りな気もする。だがフローレスは苦く笑しようして、

「マジに受けたら駄だ目めですって。──私だって〝あのフアナ様が〟っての結けつ構こうありますから」

「そうなのですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──まだ帰き投とう一週間前なのに、総長宛あてのお土産みやげのリストアップするところとか。ああ、思った以上だわ〝あのフアナ様が〟やはり、って」

「そ、そういう意味ですね……!?」

　だが、訂てい正せいしておく部分もある。

「病院の子達に配る分として、ですよ。総長が病院を回った時、同じ御お菓か子しを口にした事があると解わかれば、話もしやすい事でしょう」

　成なる程ほど、とフローレスが言ったと同時だ。正面から声が来た。

　武蔵勢だ。武蔵の姫が、こちらに手を上げている。見れば彼女は、軽く頭を下げ、

「本日はお招ゲッ」

「ホライゾン！　ホライゾン！　慣れない挨あい拶さつは他に任せていいんですのよ!?」

「おいセージュン、何かテキトーに言えよ。じゃないと俺おれが言うぞ」

　仕方ないな、と武蔵の副会長が前に出た。

　彼女はこちらと視線を合わせ、口を開いた。

「会議と食事、用意があるとの事で、感かん謝しやする。──今日はやはり京料理と、そういう事なのだな？　なんちゃって」
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・ウキー：『──待て、成なる実み』

・不退転：『まだ何も言ってないわ。ただ、思っただけよ』

・副会長：『おいおいお前ら、三征西班牙トレス・エスパニアが居るからって、そう緊きん張ちようしてないで笑えよ。ここから先は笑うのが難しい会議の場だぞ』

・約全員：『笑いを強制に来たぞ……！』
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　フアナは、武蔵むさし勢ぜいがちらちらと顔を見合わせて表示枠サインフレームの遣やり取とりをし始めた事に警けい戒かいする。否いな、自分とて今回の会議はそれなりにハードなものになると思っているが、

「──失しつ敬けい。あまり警けい戒かいされていては食事の味も落ちます。そろそろ席に着かれては」

「あ、ちとすまぬで御ご座ざる」

　と、武蔵むさし副ふく長ちようが右手を挙げた。彼女は皆を見渡し、

「京きよう料理という事は、この場、京の作さ法ほうに基づくと、そういう事で御座るか？」

「え？　それは──」

　京の作法。

　三征西班牙は、長ちよう寿じゆ族ぞくの中でも純じゆん血けつ系けいや貴き族ぞく系が移り住んで出来た部分が大きい国だ。

　京とは無関係のようだが、その移り住みの中には、長寿族の純血系として藤ふじ原わら家けの流れを汲くむ源げん氏じが存在する。完全とまでは行かないが、食事などの作法には〝京〟のものが生きては居るのだ。ゆえに、

　……成なる程ほど。

　自分はこう思った。武蔵勢は三み河かわや東とう国ごくを基き礎そとする者達。京の作法には不慣れだが、それをここに提てい案あんするというならば、

　……私達に合わせる事で、客きやく人じんとして歓かん待たいしようと、そう言うのですね。

　こちらを上に置いて迎え入れる。そういう事だ。ならば、

「Ｔｅｓテスタメント．、解わかりました。京作法、そのようにこの場を進めましょう」

　以後、会議に、京作法としてのルールを設ける。これは、この難しい状況下、お互いのコンセンサスとして思おも惑わくを通しやすく出来る部分があろう。ゆえに己おのれは頷うなずき、

「──つまり〝京ルール〟、その下での会議と致します」
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・副会長：『さて』

　という正まさ純ずみの声を、ナイトは見た。彼女が何を言いたいかは解わかる。ゆえに自分は、とりあえず椅い子すを引く流れで、横のナルゼにアイコンタクトする。

　……どーかな。

　自分達が正純の声に応じてする事は、一つだ。

・十ＺＯ：『この場の安全確保に御ご座ざる』

　ここは武蔵むさし上、多た摩まの港の上だ。武蔵が持つ結けつ界かい内であり、神しん道とうの力は床下から空にまで通じている。

　だが、それらを無視したり、突とつ破ぱする方法が無い訳わけでも無い。

　……だから番ばん屋やや総そう長ちよう連れん合ごうがあるんだよねー。

　警けい備びは、諜ちよう報ほうなどを行う第一特とく務むの管かん轄かつだ。だが、第三番以後のナンバーを持つ特務は、副ふく長ちようや第一、第二特務を補助する役目も持つのが習わしだ。

　そして自分とナルゼは、両親がそっち系けいの仕事に就ついていて、知ち識しきがある。だから、

・●　画：『──私の方で、監かん視し術じゆつ式しきを出してるわ。これで鈴すずの音おん響きようや熱ねつ源げん探たん知ちを重ねておけば、浅あさ間まが結界を張らなくても大体は何とかなるかしら。……浅間？　その義ぎ眼がんでいける？　流りゆう体たい検けん知ちだったら結界観かん測そく式ではない定てい点てん観測式でも充分だろうけど』

・あさま：『そうですね。一応、私の方は〝木葉このは〟で見ておきますけど、光学系が万ばん全ぜんだと有あり難がたいです。宜よろしくお願いいたします。何しろ国こつ家か間の現場なので、あまり警けい戒かい心しんの強いところを見せたくありませんし』

　という浅間の反応を見て感想するのは、「あ、任せるんだなあ」というのが正直な内ない心しん。

　こういう時、浅間とて照しよう準じゆん術式で視覚系の強力な術式を持っているのだ。

　現に真さな田だ行きの直前、白しら鷺さぎ城じよう戦において、彼女は武蔵の全ぜん域いきを補助する程の大型照準術式〝枝えだ葉は継つぎ〟を展開している。代だい演えんなども使用出来るのだから、ああいったものの小型化や、集中化などは可能だろう。

　だが、今、浅間はそれをしない。

　そういうものがあるという示し唆さもしない。

　……アサマチ、全部自分でやろうとするの、やめたんだ。

　任せるところは任せる、という事だろうか。

　以前から、前には出ないが、裏方として大きなバックアップをしてくれていた浅間だが、随ずい分ぶんと変わったと、こんなところで実感する。ついでに言うと、

　……うわ──。参まいった。

　何しろ、こっちの仕事がナチュラルに増える。否いな、総長連合が一般市民に負担を掛けていてはいけないんだけど、浅間神じん社じやだからなーどーかなー。

　ともあれこちらもガツガツ動いていくべきだと、そういう事だ。

　大体、浅間には、他にする事が増えている。

「アサマチ、この後どーすんの？」

「あー、まあ圧あつ縮しゆく睡すい眠みんとかいろいろな手配とかありますけど」

　けど、の後は大体解わかる。

・●　画：『青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの整理とか必要よね。あそこも準分離区く域いきに入ってるから』

・○べ屋：『アサマチも、遂ついにトーリ君達の御お世せ話わするようになっちゃったかあ──』

・現役娘：『まあ、新しん居きよのお話ですのね!?　巣作りですのね!?』

・あさま：『そ、そう来ましたね!?　来ましたね!?』

　というかテュレやん聞こえてていいのかな今。だが、不ふ意いに手を上げる者がいた。

「どったのホライゾン」

「あ、いえ、帰ってからの用意ですが」

　ホライゾンが、顎あごに手を当てながらこう言った。

「やはり最終決けつ戦せん前、主人公こうがヒロインと合がつ体たいして死し亡ぼうフラグを立てる流れは必ひつ須すかと」

　向こうで三征西班牙トレス・エスパニアの副ふく会長が水を吹いた。
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　浅あさ間まは、何故なぜか皆の注ちゆう目もくを浴びている事に気付いた。

　だから全員に対し、両の手の平を立てて見せるというのを、三方向ぐらいに向けて行い、その上でホライゾンの両肩に手を乗せる。

「あ、あのですね？　ホライゾン」

「何でしょう浅間様」

「そーいうのは、そーいう義務的に行うものではないと思うんですけどー……」

「義務ではありません」

　ホライゾンが言った。彼女は、何故なら、と言葉を継つぎ足し、

「──だって、これで最後かもしれないではありませんか」
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　浅間は、確かにまあ、と内ない心しんでそう思った。後ろの方で、魔女テクノヘクセンと忍にん者じやが、

「……いい話に、なってきた、よ……？」

「いやいやいやいやなってない、なってないで御ご座ざるよ！」

　……うーん、どうでしょう。

　だが己おのれは、ホライゾンが皆を見渡すのを見た。彼女は全員を一いち瞥べつの上で一ひと息いきを入れ、

「まあ、一ひと言ことで言えば、不安なのでしょう。──何しろこのホライゾン、武蔵むさしに来て自分の正体を知ったら極ごく道どうオヤジと三み河かわが吹っ飛んだ爆ばく発はつ人生の持ち主です。失われる事は避けたいと、そう思う一方でまた、しかしこれまでの中で、こうも思っているのです」

　それは、

「失われる事を避けたいならば、生き切る事も尊そん重ちようせねばならないと。そしてホライゾン達は、その両立か、手伝いが出来れば良いと、そう思うのです」

「だとしたら──」

　というこちらの言葉の続きを、ホライゾンが言った。

「ホライゾンとて、生きてみたいのですよ」

　ふ、と鈴すずが息を吸う音が聞こえた。

　自分も同様だ。そして今、こんなところでだが、ホライゾンが言う。

「終わってしまうかもしれません。終わらないかもしれません。でも、どちらにしろ、それまでの密みつ度どを濃くして、後こう悔かいが無いように、と言っても、この男の事ですからスタートから失敗とかやめとけばよかったとか、まあいろいろあるかもしれませんで、確かく率りつ的にみると、うーん、やはりやめておいた方がいいかもしれませんがどうしたものですかねえ……」

「オ、オマエは俺おれを哀かなしみで殺す気か……！」

　まあまあ、と己おのれは皆と共に彼を制する。

　すると、ホライゾンが、彼の肩の上に手を乗せてこう言った。

「ホライゾンは、全力で楽しいのが好きですよ。隙すき間ま無く、いつを思い出しても、〝ああ馬ば鹿かをやっていましたねえ〟と、そう思えるようなのが」

　成なる程ほどー……、と自分は思った。身体からだ中じゆうに来た妙みような蒸し暑さは、貰もらい照れで間違いない。

　そしてこちらの視線の先で彼が一つ頷うなずいた。そのまま彼は、口くち端はを上げ、ホライゾンに、

「言ってる事解わかるよホライゾン。──俺おれとオマエ、大体の部分は通じてるもんな」

「──は？」

「は？　とか言うなあああああああ！」

「いえトーリ様、通じているなら、関係を深くする意味も持ちませんが」

　ともあれ、とホライゾンが息をついた。

「まあ、ここで、そういうステージに行っておくのは大だい事じだろうと、そう思うのです。不安の払ふつ拭しよくもですが、現場での信頼感にも繫つながりますし──」

　更さらには、

「あー、ここまでやっちまったら失わせるの面めん倒どくせえー、みたいな流れで、逆にやる気に繫がるかもしれませんしねえ」

「ネ、ネガティブな前向きで来やがったな……！」

「いやちょっと、トーリ君」

　と、己は、ふと思って二人に口を挟んだ。

　何となく、今までと、そして今の遣やり取とりで感じた事があったのだ。それは、

「……トーリ君、こういう遣り取りを楽しんでないで、ホライゾンに対してちゃんと答えないと駄だ目めですよ」
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　あ、とナルゼは今描いていたネームを破は棄きした。

　……そっかー。

　ちょっと勘かん違ちがいしていた部分が、今の浅あさ間まの台詞せりふで理解出来たのだ。

「そうね」

　浅間に同意するつもりで、言っておく。

「──実は、常にホライゾンから攻めてるのね」
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　わ、と皆が瞬しゆん間かん的に盛り上がるのをミトツダイラは聞いた。

「いやはや浅間様、なかなかです。──流石さすがは初しよ代だい〝面めん倒どう〟クイーン」

「な、何か初代とか言われてますよ!?　あっ、こら、皆して拍はく手しゆとかしない！」

　……流石ですわね──。

　ミトツダイラとしては、浅間の視点に納なつ得とくする。

　ホライゾンはいつもいろいろと言いい訳わけのような事を述べていて、その遣やり取とりだけを見ると面倒そうに見えるが、

　……確かに、我が王を拒きよ絶ぜつはしてませんわ。

「ええ、そうですわね。ホライゾンは、確かに口では蔑さげすみ態度で突き放し、視線では冷れい淡たんに、両腕うでは打だ撃げきを入れるし脚あしでは股こ間かんにキックなどお手の物ですが、──拒絶はしてませんわ」

「……おい、ネイト、拒絶のハードル低くねえか」

「──いえ、でもいつも隣となりにいらっしゃるのですよ？」

　メアリの言葉には、頷うなずくしか無い。だって、

「私達とて、そうですもの」

　布ふ陣じんで考えるなら、ホライゾンが横で、自分が前。浅間は後ろ。そんな支え方というか、位置関係だ。だからというように、ホライゾンが吐と息いきして、

「ま、大体諦あきらめがついてはいるので、ここらの流れは仕方ないかと思いますが」

「い、いえ、ホライゾンもそう言わず」

　自分が言うべきは、一つだろう。

「我が王、もっとホライゾンに対して自信を持っていいと思いますの」

　王は、ホライゾンを失わせたという後こう悔かいを持っていた。今、それは払ふつ拭しよくされているが、

「王は、ホライゾンに対して、一ひと息いきついて満足してるような状態ですの」

　ホライゾンもまた、こういう事には淡たん泊ぱくだ。が、時に感情は動く。

　……不安ですのね。

　珍めずらしく、先さき程ほど、ホライゾンがそういう事を言った。

　だから、今、何が必要か。

「我が王は、ホライゾンに対して何が出来るか、それを教えてあげればいいんですわ」

　それは何か。王が、ホライゾンの方を見て、頭を搔かきながら言った。

「ホライゾン」

　あのな？　と彼は前置きし、

「俺おれがオマエに教えてやれる事なんて、料理とか常じよう識しきとかいろいろあるけどな？」

「トーリ君、話の腰を自分から折らないで」

　浅あさ間まが珍しく厳きびしい。だが、両の手の平を立てて見せた後で、王が言った。

「不安かよ、ホライゾン」

「──大きな戦いにおいては、必ず何かが失われるものです。世界征せい服ふくを是ぜとした上で、この不安は常なるものだと思いますが、流石さすがに今回は一発大勝負。どうなる事かと」

　じゃあ、と王が言葉を続けた。

「俺は言ってやるよ。どうなるものでもねえって」

　だって、

「俺、葵あおい・トーリはここにいるぜ。ずっと居るぜ。それは変わりねえんだ。──その事を教えてやるよ」

「はい」

　ホライゾンがあっさり頷うなずき、テーブルに身を向けた。

「──では会議の前の、食事と行きましょう」
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　……うわ──。

　浅間は、とりあえずまとまった話を目の前にしながら、内ない心しんで感かん嘆たんしていた。

　サクヤは御お産さんなどを扱う神だが、身内の二人がこれだけオープンでその辺りの話を進めてしまうとは、正直、ちょっと現実感が追いついてこない。

　とはいえ大だい事じな二人の事だ。専門家……、というと語ご弊へいがあるが、浅間神じん社じやとしてはなるべくバックアップをしておきたい。

・金マル：『やっぱ録音とか録画するの？』

・あさま：『しませんって。どっちかって言うと音とか漏もれないように万ばん全ぜんにします』

・貧従士：『それだと中で酷ひどい事になった時に対たい処しよ出来ないのでは？』

・あさま：『いえそんな、酷い事ってある訳わけが──』

　……全く否定出来ないですよ……!!

　これは一種の人じん徳とくというものだろうか。

　どうしたものかと、そう思ってグラスの水を飲んでいると、喜き美みが言葉を送ってきた。

・賢姉様：『でもまあ、アンタ達、その後ねえ』

・銀　狼：『は？　何がですの？』

・賢姉様：『時間的に見て、人生充じゆう実じつ得るとしたら、本ほん能のう寺じの変へん前だとホライゾンだけでしょ？　アンタ達はその後ね。戦後にお疲れ充実！　準備出来てるの？』

　グラスの水をミトツダイラ共々思い切り吹いた。
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　浅あさ間まさんと第五特とく務むも往おう生じよう際ぎわが悪いですねー……、とアデーレはしみじみ思う。大だい事じな相手の事にはしっかり世せ話わ出来ておきながら、自分の事になると「後回しでいい」くらいなのだ、二人とも。

　だが、そういう事を前ぜん提ていとせずに本ほん舗ぽに入った訳わけでもあるまい。この辺り、自分としては微び妙みように意い外がいというか「あ、やっぱりそうだったんですね……」という感覚を得てはいるが、今だって二人はこの流れを否定しない。

　面めん倒どくさいとか、蓋ふたがあるとか、そういう段階では無いのだろう。

　今もホライゾンが馬ば鹿かの肩に手を乗せ、幾いく度どか叩たたきながら、

「トーリ様、お疲れ充実の筈はずが、吸い取られて死ぬ可能性もあるのでお気をつけ下さい」

「オマエ、ホントにそういうところが剛ごう胆たんな……」

「まあ、トーリ様の横にいる以上、余よ程ほどの事では狼狽うろたえも拒きよ絶ぜつもしませんとも。──可能ならば見学して〝ほほう、このように〟などと見るのも良いでしょう」

「いや、あの、ホライゾン、そういうのはもっと慣れた後で……」

　と、浅間がそこまで言って、動きを止めた。

　ややあってから、皆の視線の先、彼女は両の手でエア荷物を右から左に置いて見せ、

「──さあ、食事の方に行きましょうか」

「誤ご魔ま化かし切れてないですよ……！」

　皆でツッコミを入れたのに重ねると、浅間が喜美に誘われて自棄ヤケな踊りをした。

　と、そんな流れを切るように、手が上がる。副ふく会長だ。彼女はこちらを半はん目めで見回し、

「おい、そろそろ食事が来るぞ。表示枠サインフレーム開くのもいいけど生ツッコミとか控えろよ？」

　言われる通り、確かに陣じん幕まくの入口側で気け配はいがする。

　料理が運ばれてくるのだ。
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　フアナは、全員が着ちやく席せきしたのを確かく認にんした。とは言っても、こちらは上かみ座ざに自分とフローレス、そして二、三人の護ご衛えいがついているだけだ。

　副ふく長ちようである隆たか包かねや房江フサエ達は外に控え、陣じん幕まくを護まもる役や京きよう方面の情報収しゆう集しゆうをする役に就ついている。時とき折おりに表示枠コルテチエフイルマで言葉が飛んでくるが、今のところは外も平和なようだ。

　……とはいえ、武蔵むさし勢ぜいが静かにしていてくれるでしょうか。

　先さき程ほど、着ちやく席せき前に何だかんだとぎゃあぎゃあやっていた。時間が無いと言いつつ、きっちり騒さわぐところは騒いでくるのが凄すごいと思う。

　しかし今は、そんな彼らも沈ちん黙もく気ぎ味みだ。

　食事で、会議なのだ。

　議ぎ題だいはいろいろある。単純に現状を見ただけでも、三征西班牙トレス・エスパニアは羽は柴しば側の旧派カトリツク陣じん営えいだが、何らかの形で武蔵の援えん護ごをするか、P.A.Odaと挟きよう撃げきをするかという、二に択たくがあるのだ。

　……羽柴側、旧派と言っても、羽柴の侵しん攻こうを避けるための方ほう便べんですからね。

　更さらなる未来も考えると、ここは大だい事じだ。この会議は今、ここにいる三征西班牙だけの特とつ権けんで有り、本ほん能のう寺じの変へんという大きな時代の節ふし目めを前にして、運良く得られた機き会かいなのだ。

　急ぎの時間故ゆえ、簡かん便べんに行きたいところだが、武蔵勢には本能寺の変がある。

　彼らは、この会議を早急に終え、休きゆう息そくや補ほ給きゆうを取りたいに違いない。

　ならばこちらとしては、時間もまた交こう渉しよう材料に出来るのだ。

　故に、己おのれは、ここでの方針をこのように思し案あんする。


・要求については、時間切れを狙ねらい、武蔵勢を追い詰めれば通す事が出来る。

・武蔵と自分達の関係は、基本的に〝当たり障さわり無く距きよ離りを取る〟が無ぶ難なんである。

・武蔵を推おすかどうかは、手段も踏まえ、迂う闊かつに決定しないように。






　一番重要なのは、時間だろう。武蔵勢は休息に入らなければ本能寺の変へと不眠不休で突とつ入にゆうする事になる。つまり時間が詰まれば、相手は焦あせる。ならばこちらは、

　……立場として圧あつ倒とう的優位ですね。

　そんな事を自覚しながら、己は言った。

「料理の方へと行きましょう。まずは季節の前ぜん菜さいとなる先さき付づけからです」
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・金マル：『先付って何？』

・●　画：『あー、御ご免めん、今、ネーム切ってるからエロワードにしか見えないわソレ』

・ホラ子：『ミトツダイラ様──！』

・銀　狼：『き、基本的には季節のものを出すのが京きよう料理ですのよ？　先付は、一口で頂いただける軽いものを一～三品程となりますわね』
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　では、とフアナが言う声をアデーレは聞いた。

　目の前、保温のために蓋ふたがされた膳ぜんがある。フアナがそれらを示し、

「季節の三品。野、川、山から仕立てたものです」

　言われると同時、三征西班牙トレス・エスパニアの調ちよう理り班はんが、蓋を上げる。

　カレーであった。
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　正まさ純ずみは、皆が一いつ斉せいに息を吸ったのを聞いた。直後、全員が、

「ハッ……」

・副会長：『待て皆！　そこから先の名前を言うな！』

・俺　　：『……無む茶ちや言うなよセージュン。大だい丈じよう夫ぶかオマエ』

　コイツに言われたくなかったなあ、としみじみ思うが、今は会議も控えた時間帯たいなのだ。下手へたな騒さわぎを起こして時間を潰つぶしたくは無い。

　だから己おのれは、三征西班牙側の擁よう護ごとして、

・副会長：『落ち着け皆！　何かの偶ぐう然ぜんで先さき付づけがカレーのようになっただけかもしれないじゃないか。そう慌あわてるな！』

・傷有り：『まあ！　ではこれは、カレーに見えるだけの別の御料理なのですね!?』

・副会長：『……い、いや、そう言われると、なあ……。多分味もカレーに似てカレー味で』

・約全員：『どっちだよ……!?』

　私が知るか。というか、既すでに何人かがこちらをじっと見ている。

　つまりは〝行け〟という事だ。だったら仕方ない。副ふく会長としては、言い出しっぺと言う事も有り、自分から試して見る他ないだろう。

　ゆえに己は、覚かく悟ごを決めて、

「では──」

　箸はしを手に取り、先付の膳を手元に寄せる。すると、

「待った。正まさ純ずみ殿どの」

　クロスユナイトが、手を上げ、三征西班牙副ふく会長に言った。

「失しつ敬けいながら、我ら客きやく人じん。上かみ手てにいる三征西班牙の面々より先に箸をつける事は如何いかがなものかと思うで御ご座ざる。──さ、さ、三征西班牙の皆様、先に進めて下され」
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　フアナは、息を詰めていた。

　……何故なぜカレー!?

　予定では、ここで、豆とう腐ふを三種にアレンジした先さき付づけが出る筈はずであった。

　だが、目の前にあるのはどう見てもカレーだ。

　京きよう料理を出す筈が印イン度ド料理。北ほう条じようと京は繫つながりがあっただろうかと思し案あんするが、鎌かま倉くら北条も後ご北ほう条じようも京との繫がりは薄い。ならばこれは、

　……何故なぜ!?

　考えても解わかるものでは無い。だが、

「……私が？」

　今、カレー一番手を、武蔵むさしの第一特とく務むが勧すすめてきた。

　確かに彼が言う通り、こちらは客きやく人じんを招いた側だ。彼らに先に箸はしをつけろというのは、作さ法ほうとして無しのように思う。

「では」

　と、軽く会え釈しやくして、己おのれは膳ぜんに手をつけた。小こ鉢ばちに入ったカレーに箸はしをつけ、とりあえずという形でジャガイモを取り上げると口にする。

　……見、見ためだけカレーの、豆腐料理かもしれませんものね……！

　するとカレーであった。







[image: 第二章『囲い場所の損する人』]
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「これはまた、……結けつ構こうな……、カレーですね……」

　三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が、俯うつむきながら呟つぶやくのを前に、成なる実みとしては、疑問があった。

　……カレーだろうが何だろうが、食べられればいいんじゃないかしら。

　それに、自分としては、ふと思う疑問もある。

　小こ鉢ばちの中のカレーは、どう見ても一口分量でしかないのだが、

　……こんな少量で〝料理〟って、ありなのかしら。

・ウキー：『どうした成実、小鉢を見て』

　彼の問いに、己おのれは今心の中にある漠ばく然ぜんとした疑問を口にした。

・不退転：『……食事というのは、形なのか、実質なのか、思し案あんしてたの』

・ベ　ル：『ど、どういうこ、と？』

・ウキー：『小鉢で格かつ好こつけてないで焼き肉でもしろと、そういう事だ』

　解わかり易やす過ぎて流石さすがだわ。

　だけど今回、小鉢の中にあるのはカレー。これは焼き肉とは同義に出来ない代しろ物ものだ。

・不退転：『カレーとは、大量生産と味と評ひよう価かを高いレベルで満たす事の出来る料理。だけど、──それを小鉢に入れてくる事に、何の意味があるのかしら』

　言うと、皆が静まった。そしてややあってから第一特とく務むが言葉を作った。

・十ＺＯ：『……カレーが出た事に対しての文もん句くかと思えば、まさか、カレーの存在意い義ぎを否定する出され方への疑問で御ご座ざったとは……』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、でもそうですわね。それは私も認めますわ』

　三征西班牙との会議内容が人狼女王レーネ・デ・ガルウに筒つつ抜ぬけでいいのだろうか。まあ、何かあったとしても戦争なんだから別にいいわね。

・副会長：『何だ伊だ達て家け副ふく長ちよう、その視線は……！』

　認めているのよ。だけど、

・ベ　ル：『あの、ええと……』

　湯ゆ屋やの娘むすめが、カレーの小鉢を手にして、こう言った。

・ベ　ル：『これ、分けてあっても、……同じものだよ、ね？』
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「成なる程ほどね」

　という成実の声を、ウルキアガは聞いた。

　彼女が納なつ得とくを示す時の口く調ちよう。腑ふに落ちた、というのが伝わってくるイントネーションだ。それは聞きようによっては「なあんだ」という驚きと諦あきらめも含めたようなものだが、

「解わかったのか、成なる実み」

「そうね」

　と応じて、それだけでは説明にならないと思ったのだろう。成実が口を開いた。

「カレーは万ばん人じん受けのメニュー。親しみやすいけど、広く大きく深い、というイメージね。

　だから、わざわざそれを小こ鉢ばちに分ける意味が解らなかったのだけど、でも、小分けにされていても、どれも同じカレーだわ。皆、同じ。だからこれはつまり……」

　聞いた。

「今の私達が、〝個別〟だとしても、実際は〝同じ〟だと、三征西班牙トレス・エスパニアはそのように伝えて来ているのよ。暗あんにね」





●






・金マル：『どうしよう……。ホントにいい話になっちゃったんだけど……』

・あさま：『いや、それはそれで別にいいと思いますよ？』

・ホラ子：『ハイイイイィ!!　ではこれから正まさ純ずみ様のスーパー開戦タイムの始まりです！』

・副会長：『本ほん能のう寺じの変へんが控えてるのにそんな短時間でポンポン戦争出来るか……!?』

・未熟者：『やらないと言わない辺りがいけないんじゃないかい？　ヅカ本ほん多だ君』

・銀　狼：『しかし正純？　これからは京きようルールと聞きましたけど、一体、どのようなルールなんですの？　それ』





●






　そうだなあ、と正純は思った。

　先さき程ほど向こうと決めた京ルール。と言っても、実際、そんなルールがあるものではない。

　……お互い、敵同士だった事や、今の状況も鑑かんがみて、それを利用する事で言いたい事を言い、簡かん便べんに会議を済ませるつもりだったが。

　何かミスったら「いやあ京ルールなので！」と逃げようと、そんな言いい訳わけにも出来ると考えていたので、実はあまりルールを定義せずに了りよう承しようしてしまった。この辺りは、向こうも同じだろう。

　……何となくソレっぽい、で、いいんだろうなあ。

　ただ、京という街には、作さ法ほうがあるのだ。それは、

・副会長：『京という街は、決して、本心を出さないのだと聞いている』

　聞いている、という程度だ。他、別の解かい釈しやくがあるのかもしれない。だが、

・○べ屋：『あー、そうだね、京の商人って、凄すごく符ふ号ごう的な物言いが好きで、それを読み取らないと駄だ目めっていうのが多いよ。表おもて向むきの言げん動どうが違ったりで』

　やはり商人も、そう見るか。そしてまた、

・副会長：『二ふた代よ。お前、三み河かわ争そう乱らんが無ければ安あ芸きまで武蔵むさしの警けい護ごについていく予定だったよな。それって京きよう方面にも寄る事になるんだが、何かそういうの、習ってたか？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と二代が横で頷うなずいた。

・蜻蛉切：『父ちち上うえが言っていたで御ご座ざるよ。京の連れん中ちゆうは、自分達が責任を取りたくないからと言って、わざわざ逆の物言いもする、と』

・あずま：『あー、うん、あるある』

・未熟者：『つまり、相手に合わせておいて、その場はお引き取り願う、ってヤツだろう。本心とは逆の事を言いながら、絶対に承しよう諾だくはしない、という感じの話わ術じゆつさ』

　だよなあ、と己おのれは思った。つまり、とここで結論づけるならば、

・副会長：『本心を明かしてはならない会議。そういう事だろう』
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　フアナは、この会議における京ルールとは何かを思し案あんしていた。

　京ルールと言っても、実際、そんなルールがあるものではない。

　だが、そのまま会議を行うには、お互いの状況が難しい。相手は本ほん能のう寺じを前にしているし、自分達は羽は柴しば側と付き合いのある身だ。それがここで会議をするとなると、最悪、羽柴陣じん営えいや関係国からの攻こう撃げきを受けかねない。

　ゆえに、羽柴勢や関係国からツッコミを受けてもかわせるよう、会議で行われる会話には、何らかのフィルタを通しておきたいと思う。

　それが京ルール。そのつもりで、先さき程ほどの武蔵副ふく会長の申し出に了りよう承しようをしただけだが、何となく、流れでそのまま来ている。

　ただ、京という街には、作さ法ほうがあるのだ。それは、

　……交こう渉しようは、相手をもてなしながらも見切り、投とう資し出来るならば全力で。それが無む理りならきっぱりと引く。
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　フアナは、京ルールについて、もてなしと、支持の是ぜ非ひと悟さとっていた。

　つまり、相手に対しては、本心を見せず、もてなしておきながら、認めて全力支持か、認めずサヨナラとするかを裏で決めておく。

　上から目線、という事では無い。

　京は元々、古くからの商業都市なのだ。

　古こ来らい、京では、内だい裏りにあった朝ちよう廷ていのために、地方から多くの物税が納められた。

　そして、それらの余よ剰じようが市し場じように流れて、地元のマーケットと交わって発展したのだ。

　情報とて、同じだ。各地の物税と共に、極きよく東とう中の情報がここに集まってくるのだ。

　ゆえに京きようの街の住人は、自分達を民間の商人とは思っていない。

　自分達は帝みかどや、内だい裏りの一部。古こ来らいから朝ちよう廷ていと密みつ接せつに繫つながっていた、公的な存在という目で自分達を見ている。

　一千年続いてきた、そんな〝中央〟は、他の誰だれにも真似まねは出来ない。

　しかし、そうはいっても今の時勢だ。主従が入れ替わり、支配者とてすぐに変へん更こうとなる。京内部でも、どの勢力を推おすかで分ぶん裂れつがあるのだ。

　そこで生まれたのが、京の話わ術じゆつだ。

　のらりくらりと物事の決定を引き延ばし、誰にでもつき、離れられるようにする。

　これが京ルールだと、フアナは思う。つまりは、

・ふあな：『……食事と、軽い会議をしつつ、裏で武蔵むさしを推すべきか、切るべきかを決める』

　これは、武蔵としても同じだ。

・ふあな：『三征西班牙トレス・エスパニアや、聖せい連れんを、推すべきか、切るべきか』

　時間は無い。だから即そつ決けつで行きたい。これは、先さき程ほど立てた方針と同じだ。




・要求については、時間切れを狙ねらい、武蔵勢ぜいを追い詰めれば通す事が出来る。

・武蔵と自分達の関係は、基本的に〝当たり障さわり無く距きよ離りを取る〟が無難である。

・武蔵を推すかどうかは、手段も踏まえ、迂う闊かつに決定しないように。

　そういうつもりで、自分は〝京ルール〟を提てい示じしたのだ。

・風呂無：『あの、フアナ様、京ルールって、単に話術じゃないんですか？　本心見せないような、一種、噓うそつきにも見えるアレ』

・ふあな：『違います。それは危険ですよフローレス。何故なぜなら、国こつ家か間の話し合いの場で〝物事の逆も平気で言う〟ような京の話術を使ったら、どうなると思いますか』

　と、こちらが言った瞬しゆん間かんだ。

　不ふ意いに硬い音が一つ響ひびいた。

　テーブルを器うつわが叩たたく鳴り音。それを響かせたのは、武蔵勢の内、最も手前にいた武蔵副ふく長ちようだった。彼女は器を木の卓たくに打ち付けたまま、眉まゆを立ててこう吠ほえた。

「不味まずいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい──！」
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　フローレスは、えっ、と思わず反応していた。

　一いつ瞬しゆん、武蔵副長の言う事が理解出来なかったのだ。何故なら、

　……ええ？　美お味いしいですよ？

　小こ鉢ばちのカレーを、スプーンですくって頂いただいてみる。小鉢ごとに〝肉〟〝野菜〟〝素プレーン〟で構こう成せいされている三品は、どれをとっても、

「結けつ構こうなお点前てまえですよね？　フアナ様」

「え、ええ、何故なぜカレーなのかは謎なぞですが……」

「不味まずいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい──！」

　く、と相手は別の小こ鉢ばちに取りかかった。そして、

「くう、これもまた格かく別べつに不味いで御ご座ざるな……！」

　搔かき込み、彼女が言った。

「こんなクソ不味いものを出すとは御ご免めん！　あ、調ちよう理り人にんは呼ばなくていいで御座るぞ！」
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・蜻蛉切：『こんな感じで京きようルールのスタートダッシュはよう御座るか皆の衆しゆう！』

・約全員：『オッケオッケ！』

・あさま：『二ふた代よが先行していい点とってくれて、こっちは助かりますね』

・副会長：『うーん、全部逆意の喋しやべりに許可出したけど、ホントにコレでいいのかな……』

・ホラ子：『正まさ純ずみ様、始まった事についてくよくよ言うのはやめませんか』

・十ＺＯ：『それ失敗した時の慰なぐさめ方で御座るよ……！』
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　フアナは、武蔵勢ぜいの不ふ評ひようを聞いた。武蔵副ふく長ちように続き、まずは第三特とく務むが、

「ガっちゃん、コレなんかチョー不味いよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうね。二度と口にしたくないくらい不味いわ」

　ですよね、と頷うなずいたのは、武蔵の従じゆう士しだ。彼女は、

「こんな不味いものいつも食べてるとか、京の人間、どうかしてませんか……!?」

　そこまで言われる事だろうか。だが、流石さすがに気になったので問うてみた。

「……武蔵副ふく会長？」

「何だ？　三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長」

　Ｔｅｓテスタメント．、と相あい槌づちを間に挟んだ後で、重ねるように疑問する。

「──そんなに不味いですか？」

　言葉を投げかけた先。武蔵の副会長が、横にいる武蔵の姫ひめを見る。すると彼女は、

「そちらの女眼鏡めがね様は、これが不味くないのですか……！」

　武蔵の姫が言った。

「ルーの舌したに絡むような気持ち悪さも、その後あとで、舌を震わせつつ鼻に抜けていく味も、辛からいだけであってよく出来ておりませんし、野菜の割合もバランスが悪くて、煮に込こみも適当で歯ごたえが悪い！　とにかく肉くらいはと思えばこれも焼きが悪くて下品な味わいで不味まずい！

　どう思われますか女眼鏡めがね様は」

　女眼鏡……、と思ったが、向こうの従じゆう士しもそうではないのか。まあいいです。

　ただ、自分にはそうは思えない。何故なぜなら、

「ルーの舌したに絡むような触りのよさも、その後で舌を震わせつつ鼻に抜けていく味も辛からいだけではなく見事な出来だと思いますし、野菜の割合もバランスがよくて煮に込こみの度合いも絶品で歯ごたえが嬉うれしい形です。肉は主張が強くなりがちですが、これも焼きが見事で上品な味わいで美お味いしいものだと、──そう見ていますが？」
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・貧従士：『三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が、このカレーを全否定しましたよ……！』

・●　画：『コレが心しん底そこ本気でマズイとか、西班牙スペイン人はいつも何食ってんの……!?　頭来た！　描くわよ!?　──描いたぁ』

・十ＺＯ：『な、何かスッキリした顔して御ご座ざるよこの御ご仁じん……！』

・あさま：『ええと、あの、誾ぎんさん？　いますよね？　誾さんの見立てだと、どうです？』

・立花嫁：『すみません、外から流石さすがに口を出しますが、フアナ様は、……政治的な現場においては、噓うそをつかない性格です』

・俺　　：『マジか！　ハッサン聞いたら即そく死しするんじゃねえか今の!?』

・金マル：『これ単に舌がバカなんじゃないかなー……。あと、ソーチョーが今回は関かん与よしてないから、テュレやんが来たら負けるねコレ』

・現役娘：『ふふ、今度また別のものを頂いただきたいですわねえ』

・俺　　：『任せとけよママン！　──で、どうすんだよセージュン。この会議』
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　正まさ純ずみは右手を挙げた。京きようルールは面めん倒どうだな、と思いながら、三征西班牙副会長に向かって、

「よくないな？」

「は？」

　あ、いかん、流石に今のは解わかりにくいか。

「いや、これから会議との事だが、こちらはそれをやりたくないんだが」

「いえ、私達の方ではその必要性を認めています」

　……何だ、会議を開いておいて、本ほん音ねのところやる気は無いのか……。

　でもそうだろうな、と思いもする。何しろ聖せい連れん代表として臨のぞむならば、羽は柴しば側に近しい三征西班牙にとっては名めい誉よでメンツも立つ一方で、責任が集中する事になるのだ。

　もしも不利な内容で結論がまとまったら、聖連諸しよ国こくからの突き上げを食らうだろう。そしてそれは、今、再建中の三征西班牙トレス・エスパニアにとっては厄やつ介かいな事だ。

　……だがその一方で、ここで〝代表〟となって成功すれば、再建を一気に進められる筈はずだ。

　それを〝やりたくない〟という理由は何だろうか。やはり、リスクを避けると言う事か。

　ふと気になって、己おのれは聞いてみる事にした。

「……会議の必要性を感じる理由は何だ？　まあ、あまり聞きたくない内容だが」

「三征西班牙の復ふつ興こうに弾はずみをつけたいからです。他に何かありますか？」
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・銀　狼：『三征西班牙の復興を望んでいないと、そういう事なんですの？』

・未熟者：『これはクーデターの匂においがするね……！　革かく命めいだよ革命!!』

・眼　鏡：『あーするする。すごくするね。確定だよねトゥーサン。あ、京きようルールだから』

・未熟者：『くそおおおおお！　何て僕は御お利り口こうさん……!!』

・十ＺＯ：『今のそれ京ルールのつもりではないで御ご座ざろう？　──というか正まさ純ずみ殿どの、一応は今の件、あり得ない話ではないで御座る』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、三征西班牙は現状、アルマダ海かい戦せん以い降こうの建て直しに入っています。

　しかしその一方で、内部ではちょっとした闘とう争そうも生じているのです』

・立花嫁：『失しつ敬けいします。──つまりアルマダ海戦によって三征西班牙は疲ひ弊へいしましたが、その責任は生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうを主とした〝教きよう導どう院いん側〟がとる事になります。

　ですが、三征西班牙は他国に比べて商業などの民みん営えい化かや、管かん区く導入によって地方分ぶん権けんが進んだ国。下手へたに復興を急ぐと、それらが暗あん躍やくし、教導院側よりも台たい頭とうする恐れがあるのです』

・ホラ子：『武蔵むさしだったらそんなフザケた連れん中ちゆう、戦争中に輸ゆ送そう艦かんを供出させて疲弊させてやるものですが、三征西班牙だとそうもいかないのでしょうね。殴なぐりますか』

・立花嫁：『心強い意見を有あり難がとう御座います。──しかし三征西班牙としては、何らかの対たい抗こう策さくを打ち、それらが私し腹ふくを肥こやすような再建ルートは作っていないのでしょう。ゆえにこちらとの会議によって新たな再建ルートや補助が見えるのは御ご免めん被こうむりたい──、つまりは三征西班牙としては、今は国外との商業的な面での関わりを持たず、国際的な政治的の部分に集中した方が良いと、そういう見方なのだと思います』

・立花夫：『そうですね。フアナ様は新しん規き事業の開かい拓たくなど行いますが、その運営については手堅く、どちらかというと堅けん実じつ派は。これは総長も同じです。まだ国内が不確かな状態で、今の武蔵に関かん与よするのは危険と判はん断だんしているのでは無いでしょうか』
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　ふうむ、と正純は皆の声に頷うなずいた。

　……物事にはいろいろなアプローチがあるものだ……。

　てっきり、三征西班牙トレス・エスパニアとしては、ここで武蔵むさしに本国再建の補助を望み、それを交こう渉しよう材料にしてくるのかと思っていた。

　だが、そうではない。

　ならば、とこちらは相手への理解があるものとして、こう言っておく。

「三征西班牙」

「何でしょう？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と前置きの上で、自分は言う。

「私達としては、そちらがどういう思おも惑わくであろうと、三征西班牙再建のために手を貸す気は一切無い」

「一切……!?」

　ああ、とこちらは頷うなずいて見せる。固い意い思しを示すため、

「Ｊｕｄ．、──金こん輪りん際ざい、一生、何と言われてもその気は無い」
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・風呂無：『……あのう、フアナ様？　この連れん中ちゆう、ここで一回説せつ教きようしてやりませんか？』

・ふあな：『い、いえ、向こうにも何か事情があるのでしょうし、こちらとしても再建の無む心しんをしにきたのではありません。当然と言えば当然の事です……！』
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　フアナとしては、嫌いやな先手を打たれたと、そう思った。

　今、この場に駆かけつける事が出来る聖せい連れん諸しよ国こくの内、最も発言力があるのは三征西班牙だ。

　だが羽は柴しば側に近しく、旧派カトリツクでもあるため、他国が介かい入にゆう出来ないように陣じん幕まくを立てて〝京きようルール〟という形の無いものを提てい示じする事で、お互いだけの会議を始めた。

　もう、他国は入ってこられない。

　ゆえにここは、お互いにとって利のある現場に出来る筈はずだった。

　……それがどういう事ですか……！

　いきなり国こつ家か間援えん助じよはしないと、そのような否定をされたのだ。

　スタートから、思った以上に、上手うまく行っていない。しかも、向こうがこちらを完全に拒きよ絶ぜつするような、対立的感覚がある。

　……何かがありますね。

　武蔵側がこれだけ頑かたくなな事情とは、何だろうか。と、そう思った時だ。

　陣じん幕まくの入口側から、声がした。

「煮に物もの椀わんになります」

　次の料理が来たのだ。
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　先さき付づけの膳ぜんは下げられ、新しい椀わんが来たのをアデーレは見た。

　皆の前に並ぶそれに、いきなり総そう長ちようが手を伸ばしたが、「ふ」という妙みような吐と息いきをつけ、彼の動きが止まった。

　テーブルの下、テーブルクロスの内側を見ると、両腕うでが跳ねていたので、多分そういう事だ。総長の分、貰もらえませんかねー、と思ってしまうが、先さき程ほどのカレーがいけないのだ。あれだけしっかりしたカレーを小こ鉢ばち三つ分など、空くう腹ふくを助長するだけだ。

「では」

　と三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が言った。

「海老えびとハモのすり身にインゲンの飾り立てを含めた煮に物ものです。どうぞお上がり下さい」

　おお、と己おのれは心の躍おどるのを感じた。内容は想そう像ぞう出来る。京きよう料理がどういうものかは解わからないが、極きよく東とうの煮物で、恐らく薄うす味あじ。味み噌そを使わない薄味ならば、昆こん布ぶ出だ汁しかあっさりとさせた鰹かつお出汁の吸い物だ。先程のカレーが濃い味ならば、ここで一度〝洗う〟というところだろう。

　京料理、やるじゃあありませんか。

　と、副会長の動きに合わせ、皆で一いつ斉せいに椀を開けた。

　カレーであった。







[image: 第三章『幕の内の食べ盛り』]
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・金マル：『……段々、何か仕掛けが見えてきた気が、する、よ……』

・●　画：『だ、駄だ目めよマルゴット！　諦あきらめたら駄目!!』

・煙草女：『もう何か面めん倒どうだから煙草たばこフカしていいさね？』

・あさま：『駄目ですよマサ、ここは喫きつ煙えん席せきじゃないんですから』

・不退転：『というか、さっきより量が増えて有あり難がたいわ』
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　カレーを箸はしで頂いただきながら、正まさ純ずみは思った。

　……何故なぜ、煮に物ものがカレーになるんだ……。

　否いな、カレーも広義の煮物だろう。特に極きよく東とう式ではない本場のものならば、ルーの部分は粘ねん度ども低く煮に汁じるとして機き能のうする。

　だが、先さき程ほどは小こ鉢ばちで、今度は大きめの器うつわだ。

　中に入っているものは同じカレーのようだが、この器の差は何だろうか。

　……まさか──。

　己おのれは、僅わずかに詰まる息を自覚しながら、こう考えた。

・副会長：『先程の小鉢が〝個々〟でありながら〝中身は同じ〟として、我々と三征西班牙トレス・エスパニア、聖せい連れん諸しよ国こくを示すならば、──今回はそれが皆、一つになったという事か』

　つまりは、

・副会長：『三征西班牙、そして聖連諸国は、私達と協きよう働どうしたいと、そう言うのだな。

　本心を見せぬ京きようルールで、まさかこのような表現をするとは……！』

　じゃあ、と言葉をつないだのはナイトだ。彼女は首を傾かしげ、

・金マル：『こっちとしては、どういう方針なのかな？』

・副会長：『こちらとしても、ほぼ同意だ。何しろ現状、武蔵むさしは本ほん能のう寺じの変へんに集中しなければならない。だがここに、羽は柴しばとの繫つながりがある三征西班牙がいるという事は、場合によってはP.A.Odaとの挟きよう撃げきすらあり得るんだ』

　しかし、今の器の示し唆さが本当であるならば、三征西班牙にその気はない。

　つまり三征西班牙が、羽柴よりこちらとの協働を望むとなるならば、

・副会長：『聖連側の動きを、三征西班牙が押さえる、……と、そこまでを期待するのは、ちょっと甘過ぎだろう。この部分は、三征西班牙のリップサービスだな』

・俺　　：『リップサービスって？』

・銀　狼：『広義のホホ肉の事ですわ。牛には明確な唇くちびるがありませんから、ツラミと言う名前で総そう称しようしてますの。シチューやカレーに最適ですわね』

・現役娘：『何言ってますのネイト!?　広義の口でサービスですのよ!?　今、ちょっと御お父とうさんで確かく認にんしてきますから待ってなさいな……！』

・銀　狼：『そういう話になると思ったからボケたんですのよ──！』

・ホラ子：『つまり識しき者しやの意見をまとめますと、チンコをカレーかシチューに突っ込むという事で良いのでしょうか』

・●　画：『何ソレ！　新しいわ……！』

・あさま：『あの、ホライゾン、今カレーを頂いただいてるので、あの、ちょっと』

　結局何なのか答えるタイミングを失った気がするが、まあいいか。

　とはいえこちらとしては思し案あんもある。

・副会長：『三征西班牙トレス・エスパニアがこちらを挟きよう撃げきするつもりがないならば、こっちとしても平和状態を保ちたいところだ。──大体、私の今のところの方針としては、ここで三征西班牙を味み方かたにつけておきたいと思っている』

・不退転：『？　それはどういう理由かしら。向こうとは、アルマダで戦争したんでしょう？　さっきもまた、京きようで殴なぐり合ったのよ？』

・副会長：『あれは英国の傭よう兵へいとして、だ。そして今も、向こうは明あけ智ち・光みつ秀ひでと内だい裏りに雇やとわれた傭兵に過ぎない。更さらに言えば、初めて接敵した英国沖おきでも、あれは聖せい連れん側へのメンツを通すためだと言える』

　だから、と己おのれは言葉を挟んだ。

・副会長：『お互い、私達は、敵ではあれ、正式な国こつ家か間戦争をしていない』

・銀　狼：『だとすれば、どうしますの？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、可能であれば、三征西班牙を傭兵として雇いたい。私達が本ほん能のう寺じの変へんを行っている間もだが、過ぎた後ではまた疲ひ弊へいの時間がある筈はずだ。そこにおいて、三征西班牙が守りについてくれるというのは有あり難がたい』

・○べ屋：『ちょっとちょっと、それ希望論。実際はいきなり国家級の傭兵雇うだけのお金は捻ねん出しゆつしにくいよー。大体、本能寺の変でどれだけ疲弊するか解わからないし』

・未熟者：『だからまあ、さっきの三征西班牙との戦せん闘とうでは、全体の疲弊が少ないように、少数精せい鋭えいの地上戦にこだわって見たんだけどね？』

・煙草女：『あー、すまんさね。朱雀すざくやっちまった。あれは想そう定てい外がいの出費だろ』

　まああれは仕方ない、という顔と頷うなずきを数人がする。

　無む論ろんこっちも、そのくらいは予測している。戦争で大だい事じなのは、戦後なのだ。世界の流れが変わるかもしれない本能寺の変において、こちらも用心に越した事は無い。

　戦闘を終えた後、自分達がどのように疲弊しているか。

　それを考えると、先さき程ほどの自分の意見は、確かに希望論だ。何故なぜなら、

・副会長：『本能寺の変に勝利しても、そこで戦力を減少していては、別の勢力の追い打ちに遭あう。特に欧おう州しゆう勢ぜいは、そこを期待していて当然だろう』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、本ほん能のう寺じの変へんが終了すれば、ヴェストファーレン会議が近いんですわ。これはマクデブルクで会議した通りの事。そして私達は、本能寺の変を終えれば、あの時に欧州勢と約束した通り、P.A.Odaと羽は柴しば勢を抑よく制せいした事になりますの』

　そうだ。

・副会長：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを代表として、改派プロテスタントや、旧P.A.Oda勢力など、それらがヴェストファーレン会議で武蔵むさしを推おす。その条件として、私達はP.A.Odaや羽は柴しば勢と戦ってきた』

・不退転：『趣しゆ味みじゃ無かったのね……』

・俺　　：『おい、セージュンの戦争好きは趣味じゃねえよ……！　個人的な義務だ!!』

　ホライゾンが振り向きもせずにショートフックを叩たたき込んだのでよしとする。

　正面、三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長がちょっと引いているが、

「気にしておいてくれ。結けつ構こう見せたいものだからな」

「は、はあ……？」

　逆意で喋しやべるの難しいなー。

　ともあれ、三征西班牙とて欧州勢なのだ。

・副会長：『欧州勢は、政治的に見るならば、私達が本能寺の変で疲ひ弊へいした方が有あり難がたい。何故なぜなら、突とつ発ぱつ的に出てきた羽柴勢とP.A.Odaに対し、自分達の労力を割さかずに排はい除じよした上で、それをやった武蔵もまた、自じ滅めつしていく弱体勢せい力りよくとなる訳わけだから』

・不退転：『その場合、どうなる事かしら』

・傷有り：『ヴェストファーレンへの参加権は認められるとは思います。しかし、その場においての発言権は大きく減少し、欧州勢は武蔵を排除するものかと思います』

・●　画：『そして武蔵は、欧州列れつ強きように包ほう囲いされて、いいようにされるって辺りかしら』

・立花嫁：『最悪の流れだと、そうなると思います』

　三征西班牙出身の立たち花ばな嫁よめまで言うとなると、大体は〝そう〟なのだろう。

・労働者：『つまり今ここで三征西班牙は敵だな!!』

・金マル：『さっきノリリン、下では向こうのピッチャーの味み方かたじゃなかった？』

・労働者：『今でも味方だぞ！　一人くらい理解者がいないと駄だ目めだろう！』

・俺　　：『じゃあノリキ、オメエ、今、向こうのオパイ眼鏡めがねの考えてる事解わかるか？』

・労働者：『解る訳ないだろう！　バカか!?』

・俺　　：『おいノリキ！　点てん蔵ぞうの悪口を言うのはやめろ……！』

・十ＺＯ：『何でこっちに回るで御ご座ざるかあ──!?』

・傷有り：『点蔵様、〝それが悪口だと思っている〟という事ですよ、あの言葉は』

　メーやん凄すごいや……、とナイトが視線を逸そらして呟つぶやいたが、確かにそう思う。ただ、

・礼賛者：『現状は面めん倒どうですよ、コレ』

　確かに、とウルキアガが頷うなずいた。

・ウキー：『向こうはこちらをどうとでも出来る。そして将来的な事を考えると、こちらが弱体化した方が有利だ。ならばここではどうすべきか、か……』

・銀　狼：『……欧おう州しゆうは、とりあえず三十年戦せん争そうを終え、それを国こつ家か間戦争として各かつ国こく引き継つぎながらも、次のステージに向かうんですのよね？』

・副会長：『そうだ。末まつ世せの問題はあるが、幾いくつかの方策も見えてはいるのだろう。大罪武装ロイズモイ・オプロが集まった武蔵むさしが末世を解決するというなら、〝その手伝い〟をするくらいは吝やぶさかではないと、そんな態度を見せもする筈はずだ』

・あさま：『でも〝その手伝い〟をしたら完全に〝手切れ〟と、そういう事ですよね。武蔵が弱体化していた場合は……』

・未熟者：『一応、弱体化した武蔵でも、末世を解決するならば、それを安全にプロデュースした国が欧州での発言力を高める事になるよ』

　だとすれば、と皆が〝その国〟は何処どこかを思し案あんした。すると、

・現役娘：『あっ、ちょっとお待ちになって下さいね、今、リップサービスから三段階くらい進んで忙いそがしい状況ですもの』

・銀　狼：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ代表が何してますの──！』

　そう。六護式仏蘭西だよな、一番発言権けん持つの。
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　誾ぎんは、高い位置にいた。

　通つう神しんではツッコミを入れているが、位置としては外だ。港後部にある多た摩まの艦かん橋きよう部ぶ。艦かん体たいと港を結ぶ橋にもなっている、左右舷げんに渡った巨きよ大だいな建築物の屋おく上じように己おのれはいる。そこにて椅い子すを用意し、宗むね茂しげと座る自分は、一ひと息いきついて頭ず上じようを仰あおいだ。

「さて……」

　既すでに夜となっている京きようの空の上、己の頭上には一つの砲ほう門もんがある。

　四つ角十字クアトロ・クルスだ。京でも用いたが、簡かん易いな補ほ修しゆうのみで済んだため、今は三征西班牙トレス・エスパニアを遠巻きに監かん視しする用件で用いている。

　撃うつ気はないが、撃たない気もない。

　自分達にとって、今は武蔵こそが住すみ処かであり〝勢力〟なのだ。

「……誾さん。何か飲みますか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、カレーを」

　言ってから、自分は気付いた。

「夕食ですね、つまり」

・多　摩：『オーダーは可能ですのでお申し付け下さい。すぐに艦橋側の来らい賓ひん用厨ちゆう房ぼうから御お作つくりして御お出だし致します。──以上』

・立花嫁：『いえ、ハッサン様のものが頂いただきたいので』

・武　蔵：『〝多た摩ま〟。──以上』

・多　摩：『は、はい！　今すぐ手配します……！　──以上！』

　多摩とて、現状は基本船せん殻かく部ぶのパージを行っている最さい中ちゆうだ。要いらぬ手て間まを掛けさせてしまいました、と思うが、

「……向こうがそう思っていないならば、私達は武蔵むさしの住人になったと、そういう事なのでしょうね」

「カレーは万ばん能のうですね、誾ぎんさん」

　言われて、少し笑う。背の高い建物の屋おく上じようは、やや揺れる。基本船殻部から重量のあるブロックが抜けていく時、さしもの多摩の巨きよ体たいと管理システムとは言え、その影えい響きようを逃のがれられないからだ。だがそれでも、表ひよう層そう部ぶ以下にいるならば、軽い震しん動どうで済むものだろう。

　……しかし、これだけの航こう空くう艦かんが、今、岐き路ろにある訳わけです。

　そう己おのれは思う。遠く前方、会議中の陣じん幕まくの横には、やはり別の陣幕が存在している。恐らく、あの中には、

「隆たか包かね副ふく長ちよう達がいますね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、有ゆう事じの際には跳び込むつもりでしょう。私達が在ざい籍せきしていた頃ころと変わりないようで」

「──つまり、現状は油ゆ断だんならない状態と言う事ですね」

　Ｊｕｄ．、と自分は言葉を重ねた。

「欧おう州しゆう情勢が塗り変わる可能性もある夜です。何しろ今夜で、実質、P.A.Odaの〝織お田だ〟はその力を失うのですから」

　この後、P.A.Oda内では羽は柴しばが台たい頭とうする。それが聖せい譜ふ記き述じゆつによる歴史再さい現げんの流れだ。

　だが、これらの動きに対し、幾いくつかの引っかかりがあるのは確かだ。その最大となるものは、

　……何故なぜ、羽柴はP.A.Odaに戻らないのです？

　否いな。その身み柄がらとしては戻っている。今の彼女は琵び琶わ湖こ安あ土づちに控えている筈はずだ。

　気になるのは、彼女がM.H.R.R.神聖ローマ帝国に所しよ属ぞくしたままだという事だ。

「何故でしょうね。……何故、羽柴はP.A.Odaに帰き属ぞくしないのでしょう」

「そうですね。北では柴しば田た公こうが反はん乱らんを起こしたという情報も入っています。賤しずヶ岳たけの戦いとして認められるならば、今夜でP.A.Odaは羽柴態たい勢せいになる筈ですが……」

　どういう思おも惑わくがあるのかは解わからない。

　しかし、現状を見るならば、その鍵かぎを握るのは明あけ智ち・光みつ秀ひでを受け継ついだ武蔵勢ぜいだ。一応あれは、総そう長ちようが受け取った事になっていると思うが、

「……P.A.Odaを弱体化させた武蔵が、本ほん能のう寺じの変へんにて疲ひ弊へいするのか否か。そしてまた、そんな武蔵を欧州列れつ強きようがどう扱うか、ですか」

　つまり、

「──武蔵むさしに対して六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、どう動くか、ですね」
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　浅あさ間まは、ふと、疑問に思った。

　……六護式仏蘭西が、うちに対して結けつ構こう付き合いを持っているのは確かですが、どうしてそこまで、他を押しのけてうちに関われると、言い切れるんでしょう。

　英国や、改派プロテスタント勢力だってあるではないか。そう思い、問うてみる。

・あさま：『──どういう事なんです？　何故なぜ、六護式仏蘭西がそんな前に出て、武蔵と関われると、そんな風ふうに決まったものとして話が出来るんです……？

　付き合いとしては、英国や改派もありますよね？』

　そうだね、と言ったのはネシンバラだ。

・未熟者：『──確かに、武蔵との付き合いでは、英国や改派もあるし、他勢力も多い。特に最近では瑞典スウエーデンが武蔵に懇こん意いとなったくらいだ。そしてまた、欧おう州しゆうの全ての国から見れば、たとえば関かん東とう解放は、見方を変えれば羽は柴しばを欧州集中に向けさせたとして、武蔵への攻こう撃げき材料に出来る案あん件けんだ。つまり、どの国も、武蔵とは関われるフックを持っている』

・眼　鏡：『前置き長くない？』

・ホラ子：『ミトツダイラ様──!!』

・銀　狼：『Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　つまり、武蔵との関係ではなく、もはや欧州内でのパワーバランスなんですの』

・あさま：『……パワーバランス？』

　向こうで喜き美みが左右の胸を交互に下から押し上げているが、多分違います。

　どういう事かとミトツダイラに視線を向けると、彼女は周囲に視線を一度送り、会議の中の食事タイムである事を確かく認にんした。

　大だい丈じよう夫ぶ。〝間〟がある。それを解わかった上で狼おおかみが言う。

・銀　狼：『いいですの？　これは、武蔵とその国の付き合いではなく、欧州勢ぜいの中でのパワーバランスの結果ですの。今、M.H.R.R.神聖ローマ帝国を退しりぞけ、欧州覇は王おうとしての資格を明確にした六護式仏蘭西は、それが出来なかった欧州勢に対し、政治的発言を為なす際の一番手を取る権利がありますわ。だから改派や英国が動こうとしても、まず六護式仏蘭西が前に出てくる事になりますの』

　だとすれば、と己おのれは思った。

・あさま：『欧州代表の立ち場に六護式仏蘭西がなったという事ですか？』

・銀　狼：『──現状では、そう言えますわね』

　では、と言ったのは御お広ひろ敷しきだ。

・礼賛者：『もし、英国や改派プロテスタントなどが前に出ようとしたら、どうなります？』

・未熟者：『フ、そのくらいの想そう像ぞうが出来ないのかい？　大たい国こくと小国、未来の覇は王おうとの相あい対たいになるんだよ？　つまりは──』

・眼　鏡：『これは長いよ』

・ホラ子：『ミトツダイラ様おかわり──!!』

・銀　狼：『Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　──つまり、他の国や勢力がもしも武蔵むさしの事を囲おうとした場合、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはそこに踏み込んでその立場を奪うばうか、場合によっては潰つぶしますわ』

　それはどういう事か。

・現役娘：『見方によっては、武蔵のとりあえずの安全は確保されている訳わけですの』

・副会長：『だがそれは、見方によっては、完全な傀かい儡らいでもあるな』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、──だからそれが、貴女あなた達の課題ですのよ？』

　ミトツダイラの母は、どう見ても喜んでいるようだった。

　……でしょうねー……。

　自分の娘むすめと、その王様や、仲間達が、六護式仏蘭西という大国の仕組んで来た流れを読んで、対たい抗こう策さくを考えるようになっているのだ。

　母はは狼おおかみとしては、娘達の成長が嬉うれしいのだろう。だが、

・あさま：『成なる程ほど、理解出来ました』

・未熟者：『え!?　解わかったのかい!?　僕の説明無しで！』

・あさま：『ええ。──先にミト宛あてで投げておけば良かったんですね、つまり』

・未熟者：『そっちか！　そっちの理解か!!』

　いえまあ、欧おう州しゆう側の事情も解りましたけど。
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　だよなー、と正まさ純ずみは思った。

　要は、パワーバランスだ。

　英国は、武蔵を明確に援えん助じよする事を避けながらも、傭よう兵へいとしての身分を得られるように手配し、メアリが武蔵に納まるのを認める事で、両国間における後の保ほ証しようをしてくれた。

　そして改派は、たびたびの援助を行い、今やこちらと協きよう働どうしている。

　だが、それらを押しのけて前に出るだけの権利を、六護式仏蘭西は有している。特に関かん東とう解放と巴パ里リ包ほう囲い戦せんにおいて、明確に対M.H.R.R.神聖ローマ帝国、対羽は柴しばの成果を出してもいる。もしも武蔵がいなくても、欧州は自分達で支えられるという、そんな含みを作りもしたのだ。

　この場合、武蔵は、英国や改派と共にどう立ち回るか。

　それはこれから先の展開次第だ。不明なところの多い本ほん能のう寺じの変へんが終結したならば、そこで明確に見えてくるものだろう。

　しかし、三征西班牙トレス・エスパニアは、このような世の流れをどう思っているか。

　……だよなあ。

　三征西班牙は大変だ。極きよく東とうの未来を占うらなう本ほん能のう寺じの変へんが、実質どうなるか解わからないし、隣となりには六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズという脅きよう威いがある。更さらには、国内は再建中でもある。

　そんな大たい国こくが、今、不明の事が多いとは言え、武蔵むさしと向き合っているのだ。

　つまり〝今この機き会かい〟を、三征西班牙は、しかし意味があるものとして捉とらえたのだ。

　傭よう兵へいとして、先さき程ほどまで敵に回ったが、それは忘れようという。

　どのような意い図とがあるものか。それを知りたいと思うし、先程希望論として述べた通り、ここでは味み方かたにつけておきたいとも思う。

　ただまあ、一つ自分にも、明確な指し針しんはあるのだ。

・副会長：『ここで争うのは避けたい』

・ホラ子：『──武蔵にしては珍めずらしく平和主義ですね正まさ純ずみ様！』

・副会長：『頷うなずき掛けたけど語ご弊へいがあるな……！』

　だがまあ、その辺り、明確にしておくべきだろう。

「あまり良くない気もするが」

　と、京きようルールで前置きして、己おのれは右の手を上げた。
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　フアナは、とりあえずは平へい和わ裏りに行こうと、そう考えた。

　……利り益えきを考えていると、失望感が大きいですからね。

　初しよ手てから支援を断られたが、実際、国こつ家か間交こう渉しようとはそういうものなのだ。

　三征西班牙としての思おも惑わくはあるが、ここで武蔵と敵対するのは一番避けたい。

　武蔵と付き合いのある各かつ国こくが反西班牙スペインに回るかもしれないし、武蔵からの間かん接せつ的な権けん益えきを受ける事も難しくなる。ゆえにここは、

　……安全運転で行きたいものですね。

　方針でも決めた通り、基本は距きよ離りを取った状態で安全運転。そう、当初の思し案あんは間違いではないのだ。

　そうします、と思うなり、武蔵の副ふく会長が右手を挙げた。

「──どうしたのです？　武蔵副会長」

「Ｊｕｄジヤツジ．、言わなくてもいい言葉があったのを忘れていてな」

　会え釈しやくと共に、彼女が言った。

「──我々武蔵勢ぜいは、そちら、三征西班牙と、ここで全面的に戦争をしたい」

　いきなりの宣せん戦せん布ふ告こくであった。
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　正まさ純ずみは言った。争いを避けるために言った。

「戦争だ」

　……平和だ！

「我々は、三征西班牙トレス・エスパニアとここで一戦構える用意がある。本ほん能のう寺じの変へんを前にしているが、その前と後、戦せん闘とうを行っても良いという判はん断だんだ」

　右の手を握り、軽く掲かかげ、言葉を作る。

　……平和が第一！

「何故なぜなら、武蔵むさしは戦争をこよなく愛する、ギャグに寛かん容ような戦闘国こつ家か。目の前に来た国は対話よりも力！　そのつもりでこれまで好戦的にやってきたのだ！」

　そう、平和が一番だ！

　ならば、どうするか。

「ここで一戦やろう三征西班牙！　そちらも望んでいる筈はずだろう。アルマダ海かい戦せんの第二ラウンドなどと古い事を持ち出して、さあ戦争だ！　皆で楽しい大戦争だ！」

　そうとも。争いは避けるべきだ。ならばここは、一押しとして、

「我々は武蔵を戦争のために駆く使しする事に躊躇ためらいは無い！　いつでも主しゆ砲ほう〝兼かね定さだ〟をそちらに砲ほう撃げきする準備は出来ている。そう、全ては平……、平時の戦争のためだ！」
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・副会長：『……これで、私達が如何いかに平和主義であるかが伝わっただろうか』

・俺　　：『オメエ今単純に言って戦闘狂っぽいぞ』

・●　画：『というかアンタ何で立て板に水みたいな勢いでスラスラ今のが出るのよ』

・○べ屋：『……あー、こっち、関かん東とう諸しよ家け、面めん倒どうな家が幾いくつかあるんだけど、今の録ろく音おん聞かせていい？　一いつ瞬しゆんでカタがつきそうなんだけど』

・ホラ子：『ハイディ様、正まさ純ずみ様の計画は御利用的に御願いします』

・銀　狼：『それ、手段と目的が逆って事ですのよ？』

・賢姉様：『フフ、戦争のために政治！　いいじゃない、化け粧しよう品ひんを集めるのが楽しくなるのもメイクの醍だい醐ご味みの一つよ？　大だい事じなのは、可愛かわいい下着や服を集めて見て、こういうのが似に合あうようでなくっちゃね、って思う事。つまりたくさん戦争やって、それで政治を回せばそこの女政治家の勝ちよ！　主産業は何ですか！　ハイ戦争です！　今期は大戦争で豊作です！』

・副会長：『京きようルールだから逆だよ逆!!』

・金マル：『というか、ホント、字じ面づらだけ見たら人格破は綻たんしてるよね──』
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　フアナは、参まいった。

　どのくらい参ったかと言えば、大だい分ぶ、かなり、極度に参った。何しろ、

　……まさかこんなハキハキと戦争を宣せん言げんされるとは。

　ウォーモンガー過ぎます。おじさん、どうしましょう。

　でも、おじさんでもコレは相手にしたくないと言うでしょうね、とは思う。何しろ、あまり好戦的ではないし、そういうのに対して一歩引いてしまう人だ。

　ならばここは自分がどうにか対たい処しよせねば。

　とはいえ、何故なぜ、いきなりの宣せん戦せん布ふ告こくなのか。

　おかしい、とは思う。

・ふあな：『フローレス。これは一体、どういう事なのだと思いますか？』

・風呂無：『Ｔｅｓテスタメント．、それはもう明確ですよ。武蔵副ふく会長の人格が破綻しているからです』

　断言に一いつ瞬しゆん頷うなずき掛けたが、理性で踏みとどまった。感情は知らん。
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・副会長：『──待てお前ら！　私の人格が破綻しているような物言いはやめろ！』

・●　画：『じゃあ他の何が壊こわれてるの？』

・あさま：『ナルゼ、壊れてるのを前ぜん提ていにするのはやめませんか？』

・賢姉様：『クククいいじゃない。〝あっ、やだ、私、壊されちゃった……〟とか言ってとか言って！　ヤダー浅あさ間まー何ソノ顔──』

・ホラ子：『ともあれ正まさ純ずみ様が、平和宣せん言げんを宣せん戦せん布ふ告こくした訳わけですね』

・貧従士：『合ってるけど問題ありませんかソレ……』
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　落ち着きましょう、とフアナは思った。

　……相手の人格が破は綻たんしている筈はずがありません。

　もしそうだったならば、武蔵むさしがここに至るまでの政治的駆かけ引ひきなどが説明出来ない。英国や六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、改派プロテスタントや欧おう州しゆうなどと、彼らは話をまとめてきているのだ。

・ふあな：『──Ｔｅｓテスタメント．、落ち着きなさいフローレス。相手がエキセントリックな事を言ったからといって、こちらが付き合う道どう理りはありません。

　大体、彼らとて、ここまで武蔵を存続させてきたのです』

・風呂無：『ええ、人格破綻でよくここまで来られましたよね』

・ふあな：『ちょっと、ちょっと、フローレス！　人格破綻というワードから離れなさい……！　大体人格破綻などという言葉をポンポン使うのはそれこそ人格破綻です！』

・風呂無：『一度に三回使った人が何か言ってますよ！』

　今のは状況説明のためなのでセーフです。

　しかし、これはどういう事なのか。

・ふあな：『いくら何でも、こんな状況でまで戦争をふっかけてくると思いますか？』

・風呂無：『いえ、頭のおかしい人は何するか解わかりませんよ。うちも兄あに貴きがいるのでそこらへん実感してますし』

・妹の兄：『……妹よ。何か大きな勘かん違ちがいがあるようだ』

・風呂無：『んー。じゃあ何でこの前の試合で向こうの三番に初球からぶつけた訳？』

・妹の兄：『鼻の形が気にくわなかったのだ妹よ』

・風呂無：『フアナ様！　ほら！　ほら！　こういうレベルですよ!?』

　すごく困った。

　だが、それとは別で、また気になる事もある。

・ふあな：『ではフローレス……。貴女あなたが、先日の親しん善ぜん試合で、一番、二番と連続でぶつけたのはどうしたんです？』

・風呂無：『あれはぶつけたんじゃなくて事故です。ノーカンですよ』

・妹の兄：『フアナ様、言ってやって下さい。私は狙ねらって当てるのに対し、妹は事故だからと清せい々せいしている。どちらが問題ですか！』

　この二人の行いを一いつ緒しよにやってるのが武蔵むさしじゃないだろうか。

　だが、身内の馬鹿を摘てき発はつして諫いさめていても仕方が無い。

・ふあな：『落ち着きなさい二人とも。──〝落ち着く意味があるんですか〟とか言うのも無しですからね？』

・風呂無：『お？　何か、いつものフアナ様が戻ってきましたね？』

　そういうものだろうか。

・風呂無：『そう、先回りして説せつ教きようくさく固めてきて逃げ場無くさせて、後になってから自分のミスだったと気付くのがフアナ様ですよ！』

・ふあな：『私そんな駄だ目め人間じゃありませんよ……！』

　いいですか、と言いそうになって、それがつまり〝説教くさい〟のだと気付く。

　……全く。

　しかし、フローレス達も、薄うす々うすと現状の異い様ようさに気付いてはいるのだろう。

　いつも陽気な彼女が、警けい戒かい心しんを見せて相手を否定しているというならば、

・ふあな：『フローレス。相手が何故なぜ、人格破は綻たんを発はつ揮きしているのか、予想出来ますか？』

・風呂無：『簡単ですよフアナ様。──そうしなければならない時だから、です』

　解わかりますよね？　と彼女は言葉を繫つなげてきた。

・風呂無：『じゃあフアナ様。相手が何故、そんな事をやりながらも、ここまでやって来られたのか、解りますか？』

・ふあな：『簡単ですフローレス。──そうして来なければ駄目だったから、です』

　要はこういう事だ。

・ふあな：『オンとオフ。ハレとケ。その切り替えがあるという事なのでしょう』
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　フアナには、何となく、解った事がある。

　……武蔵の人格破綻は、武蔵の〝一面〟でしかありませんね？

　それが何故、今ここで発揮されているかはまだ明確ではない。だが、そうしなければならないとしたならば、自分には共感出来る見方が一つある。

　武蔵にとっても〝この選択が本意では無い可能性〟だ。

　……そうですね。

　自分とて、そうだったのだ。

　正体を隠かくし、長い間、三征西班牙トレス・エスパニアの副ふく会長をやってきた。下積みから数えれば、かなりの期間、自分は己おのれを偽いつわってきたのだ。

　おじさんや、他の人達には、時とき折おりにこう見えていたに違いない。〝この人は、何故、そんなに頑かたくななのだろう〟と。

　それは簡単だ。そこで頑なにならなければ、己おのれの正体がバレてしまうと、そう判はん断だんしたからだ。だから本心を押し殺し、逆の思いの振る舞いをして、

「ああ」

　フローレスの言う通り、追つい及きゆうされないように攻こう撃げき的になって、後こう悔かいしたのだ。風ふ呂ろの中で頭を抱えたり、廊下の壁に頭をついたり、ベッドに頭からダイブしたりもした。

　だとすれば、だ。

・ふあな：『今の武蔵むさし勢ぜいは、どうなのでしょうね』

・風呂無：『人格破は綻たんですよ？』

・ふあな：『でもこちらと話す気があるようですよ』

・風呂無：『言ってる事が訳わけ解わからないけど大だい丈じよう夫ぶですか？』

・ふあな：『いつも貴女あなた達の相手をしている私です』

・風呂無：『だったらどうします？』

　解っている。

　あり得ない事。〝戦争〟をこの状況で持ち出す武蔵勢を、どうすべきか。

・ふあな：『見極めましょう。そして三征西班牙トレス・エスパニアの未来のため、守り切って武蔵と縁えんを切るか、武蔵を支持して欧おう州しゆうで有利となるか、どちらかの形を作ります』

　何故なぜなら、という疑問に注ちゆう釈しやくをつけるまでもない。

　これは、かつての自分が、してきた事なのだ。
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　空気が変わったな、と正まさ純ずみは思った。

　これまで、こちらを警けい戒かいしていたような雰ふん囲い気きの三征西班牙副ふく会長。そんな彼女が、まっすぐにこちらを見たのだ。

　……やる気か。

　先さき程ほど、表示枠サインフレームで何か意見交換をしていたようだったが、それが切り替わりの合あい図ずだった。

　決めたのだろう。

　こちらが、三征西班牙との今後の付き合いをどうしようか決めたのと同じように、三征西班牙もまた、同じ事を自分達なりに思し案あんしたのだ。

　ならば決まりだ。

・副会長：『ここから先、本ほん能のう寺じの変へんの前後を巡っての遣やり取とりになるな』

・●　画：『元からそのつもりだったんでしょ？　だったらいいんじゃないの？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、そのつもりだったさ。だけど相手が同じ事を考えているかどうかは解らない。そこが問題でな』

　言うと同時に、新しい膳ぜんが来た。それを手で示しながら三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が言った。

「では、──改めて、会議を進めるとしましょうか」

　その言葉と共に、ホライゾンが右手を挙げた。

「──ならばここから先、お互いの発言は京きようルールに準じるものと致します。それを外れたら即そく負まけ。宜よろしいですね」

「……あんまり良くないぞ？」

　言うが、ホライゾンがこちらの肩を軽く叩たたきながら告げる。

「その調子です正まさ純ずみ様。くれぐれもルールを逸いつ脱だつしないようにお願いいたします」

　ともあれここからが本番だ。今まではお互いのスタンスの自己確かく認にん。これからが、相手が何を考えているのかを見極め、自分達の意見を通す勝負となる。

　さて、と自分は呟つぶやき、目の前に運ばれて来た三品目、膳ぜんの蓋ふたに手を掛けた。

「次の品を頂いただきながら、という事で、進めようか」

　言って己おのれは蓋を開けた。

　刺さし身みであった。
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　ナイトは、刺さし身みを前に、潮しお目めの変化を感じていた。

　……今、三征西班牙トレス・エスパニア側の雰ふん囲い気きが変わったよね。

　何と言うか、覚かく悟ごを決めた感じだ。こっちもこっちで、方針というか、どういう結果にしようかを決めた気がするが、それとはちょっと違う。

　向こうは、結果を出す事にしたのだ。方向性とか、方針とか、希望とか、そんなレベルではない。何かの形で、利り益えきとなる結果を出し、持ち帰る事に決めたのだ。

　こちらは、どうだろう。

・不退転：『危険ね』

　成なる実みが言った。

・不退転：『カレーが止まったわ』
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・立花嫁：『……カレーで国こつ家か間会議の行く末が占うらなえるとか、どれだけあの料理は神しん格かく化かされているのですか』

・不退転：『私は小お田だ原わらの戦せん場じようで、カレーが恐きよう怖ふの代だい名めい詞しを屈くつ服ぷくさせたのを見ているのよ』

・立花嫁：『では仕方ないですね』

・立花夫：『そうですね。仕方ないですね』

・あずま：『えっ？　えっ？　ええと』

・俺　　：『おい、余よ、今忙いそがしくてオマエの出しゆつ生しようの話とかスっ飛ばしてるけど、そこら本ほん能のう寺じのナンタラの後とかにツッコむだろうから、用意しとけよ？』

・貧従士：『そうですね。まさか東あずまさんが、帝みかどの子ではなく、地ち脈みやくから湧わいて出てきた何かだとは知りませんでした』

・金マル：『フツー誰だれも知らないんじゃないかな？』

・ホラ子：『まあそこら辺は後回しで、今はカレーが大だい事じです』

・十ＺＯ：『ホライゾン殿どの、東殿の人じん権けんがカレーより下のような……』

・労働者：『よくあるよくある！』
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「いい御友人を持ったものね」

　揺れる地下横よこ町ちようの広場脇わきで、ミリアムの声を東は冷ひや汗あせと共に聞いた。

　今、自分達の住まう横町は、パージの途と中ちゆうとなっている。皆がこれから本能寺の変へんに向かう一方で武蔵むさしから離り脱だつするのは心苦しいが、

　……余よの存在、ちょっと面めん倒どうだもんなあ。

　流石さすがに最近、そこらへんは解わかってきた。自分としてどう思うかではなく、他人から見れば〝最悪のケース〟を想そう定ていしなければいけない相手なのだ、己おのれは。

　ここらへん、ミリアムに言わせると、

「一番厄やつ介かい受けるのは、貴方あなたが何かを〝していいですか〟って聞く相手だと憶おぼえておいてね？

　その人、貴方がしたい事を〝余よ計けいな事〟かどうかの判はん断だんをしなければならないし、それを手伝うにしろ断るにしろ、貴方を気き遣づかわなくてはいけないから」

「じゃあ、何かしたい場合はどうするの？」

「小さな事なら、勝かつ手てに動くか、これは別に誰だれかがやれる事だなあ、と思えばいいわ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、じゃあそうする」

　と、彼女の車椅い子すを押して、広場脇わきの屋や台たいへと向かう。

「ちょっと、東あずま」

「営業はしてるよ。余の方は、先月末でバイトの給きゆう料りようを頂いただいてるし」

「たこやきー」

　少女の方は、既すでにその気のようだ。ミリアムも、そうねえ、と小さく息を吐く。

「……あれだけの事が内だい裏りであったのに、貴方の事で大おお騒さわぎにならないのは有あり難がたいわ」

「余については、まあそんなものか、って感があるんじゃないかなあ。帝みかどの子、として捉とらえてた人達は、今まで知りたかった余の出しゆつ生しようについて、明あけ智ち様の話で謎なぞが解けたろうし」

「それ、皆の納なつ得とくが落ち着いた辺りで、貴方が本当に帝の後こう継けい者しやだったのかどうか、って言い出す連れん中ちゆうが出るわよ」

「いやその気はないし、還げん俗ぞくしてるから、って、その時は言うよ。──トーリ君とか、他の皆もそう扱ってくれてる訳わけだし」

「騙だましてたのか、って言われたら？」

「余も知らなかったからなあ」

　これは本当だ。大体、帝というもの自体、明智からの映えい像ぞうで初めて見た。一応、昔にも冷れい泉ぜいなどが憶おぼえ描きした絵とか検けん証しよう映像で「で、ここに帝様の椅子がありましてね？」みたいなのは見ていたから、実在は疑っていなかったのだが。

　でもまあ、

「帝様が、地ち脈みやくと接続した自じ動どう人形で、余が地脈から生まれた精せい霊れい？　そんなものだとしたら、一応、帝様は余の母だと思うよ」

「貴方、精霊の自覚ある？」

「どう違うの？」

　うーん、とミリアムが額ひたいに手を当てた辺りで、屋台に着いた。少女がミリアムの膝ひざから降りて、慣れた風ふ情ぜいで注ちゆう文もんに入る。

　屋や台たいの店てん主しゆは若い男だが、こちらを見て、

「あー、いつもの？」

「そんな感じで」

　と受け答えして、作り置きの品を受け取る。と、その時だ。

「東あずま様」

　お釣つりを勘かん定じようしていた店主が、こう言った。

「彼女出来たんスか」

「違うわ」

　ミリアムが笑顔で即そく答とうした。彼女は車くるま椅い子すの上で背を伸ばし、こちらの横から釣つり銭せんを取るための手を前に出し、こう言った。

「二人で、武蔵むさしの子になる事に決めたの」

「そうスか」

　と、店主が笑った。安あん堵どのような、そんな笑えみだと、そう思った。

　ミリアムが釣り銭を受け取る。少女がそれを見上げて手を伸ばしながら彼女の膝ひざに乗る。

「さんにん──」

「──貴女あなたは武蔵の子じゃなくて、私達の子よ。だからパパとママなの」

　ミリアムは脚あしが動かない。だから車椅子のリクライニングを利用して、その反動で少女を抱き上げる。そんな光こう景けいを確かく認にんして、自分は、

「じゃあ、どうも有あり難がとう御ご座ざいました」

「また宜よろしくー」

　言われて会え釈しやくし、背を向ける。

　そしてミリアムが、屋台から少し離れたところで、こう言った。

「いい場所ね、ここ」

「んー、何となく解わかった」

「何が？」

「今まで、気を遣つかわれていたんだなあ、って」

「そう？」

　そうだよ、と自分は別の屋台へと車椅子を押しながら、言葉を作る。

「余よ、帝みかど様に会った事無いとか、そういうのの噂うわさがあって、ちょっと頼りないというか、正体不明なところがあったんだよね」

　だけど、

「ミリアム、有り難う」

「ちょっとちょっと、言葉が繫つながってないわよ」

「いいんだよ」

　彼女が、二人で武蔵むさしに所しよ属ぞくすると、そういう旨むねの事を言った。

　店てん主しゆの言った台詞せりふの意味が、それで解わかった。

　……武蔵の人達から見たら、自分が武蔵か何処どこかに〝落ち着く〟事で、そういう問題が解決されていくと、そんな感覚もあったんだろうなあ。

　だから〝そうスか〟だ。

　こちらの身元にいろいろあったとしても、最終的に、何処かに落ち着く道みち筋すじがついたならば、もう、それでいいのだと。ミリアムがそれに気付いて、宣せん言げんしてくれたのだ。この人は一人じゃなく、もう、二人なのだと。だから、

　……だから〝余と彼女〟という別々じゃなくて、〝武蔵の子〟なんだ。

「有あり難がとう」

「だから、何が？」

「勝かつ手てに言ってるだけだよ。さっきミリアムが言った通り」

「ずるいわ」

「何故なぜ？」

　だって、とミリアムが少女を抱き直して息を吸った。

「昔に言ったでしょう？　女の子の点数は、一いつ緒しよにいる男の子の点数だって」

　聞いたのは憶おぼえている。でも、だとしたら、

「外から見た点数じゃなく、貴方あなたが私につけた点数を聞いてみたいわ」

　じゃあ、言う。

「……ミリアムは、出会った時から、余よの居い場ば所しよそのものだったんだよなあ、って。今もそう。解った。だから嬉うれしくて、有り難う」

「……ホントに言いおったわ……」

「い、言え、って言ったじゃない」

　いいから、と、車くるま椅い子すから伸びた手が、こちらを仰あおぐようにして制する。見ればミリアムは、視線を逸そらしつつ、空あいた手で顔を押さえ、

「これ、私が慣れるべきだから。今後は言いなさい。勝手に言いなさい。頼まなくても」

「な、何か譲じよう歩ほと強制が一いつ緒しよになってない？」

　いいから、とまた言われた。しばらくミリアムは、口の中で何か呟つぶやいていたようだが、

「まあいいわ。──って、東あずま？　何で向こうの屋や台たいにまで行くの？」

　ああ、と自分は頷うなずいた。横、この横よこ町ちようが武蔵を離れて以来、生活インフラが町内管理だけのものとなるので、補助用に加か護ごが通つう神しんから配布されている。己おのれは、そのインフォメーション鳥とり居いからの掲けい示じを、ただ流すように見ながら、

「こっちの屋台のクレープ、ミリアムよく買ってるでしょ？」

「何で知ってるの……!?」

「ままといっしょの時──」

「二人で風ふ呂ろや買い物に行く時、そうしてるって聞いたから」

「情報漏ろう洩えいだわ──」

　観念した口く調ちようで両手を上に上げて揺らすミリアムに、笑えみが漏もれる。

　……どうなるかなあ。

　皆はこれから武蔵むさしで本ほん能のう寺じの変へん。その前に、三征西班牙トレス・エスパニアと会議中だ。だが、

「会議中にカレーが出なくなったんだって、ミリアム、どう思う？」

　問うた先、ミリアムが半はん目めで振り向いた。

「何で武蔵の先行きにカレーがそんな重要ファクターになる訳わけ？」

　はて、そんな不ふ思し議ぎな事かな……。





●






　……刺さし身みで御ご座ざるか……。

　心の中で呟つぶやきながら、二ふた代よは、自分のテンションが落ちるのを感じていた。

　別に、カレーが出なくなったのを残念に思っている訳では無い。ただ身内がひそひそと、

・俺　　：『ハッサンどーしたのよ？　厨ちゆう房ぼうで倒れたのか？』

・十ＺＯ：『いや、厨房にハッサン殿どのがいるかどうかも定かでは無いで御座るよ？』

・あさま：『うーん、相変わらずハッサン君の方、通つう神しん応じてないので、多分これ、仕込みに入ってると、そう思っていいんじゃないかと』

　皆がこちらを見た。

・金マル：『さっきの〝マズイイイイ〟が聞こえてたんじゃないかな？』

　だがそうだとしたらカレーが出ない謎なぞは解けたで御座るな。拙せつ者しや、優ゆう秀しゆうで御座る。

　しかし、と思うのは、目の前の刺身だ。向むこう付づけの作さ法ほうで出たものではあるが、

・貧従士：『こう言ってはなんですけど、あまり、美お味いしくないような……』

・礼賛者：『というか、京きようにも海があるとはいえ、武蔵は沿岸を行く方が多いですからね。漁りようをする時も、下の海で輸ゆ送そう艦かんを使って、即そく武蔵に運び込みですから、海産物の新しん鮮せんさを売りにするとなると、武蔵に敵かなう場所は結けつ構こう限られますよ？』

・副会長：『私も二代も、三み河かわ育ちだから、海はすぐの位置だしなあ。しかも太たい平へい洋ようの魚になれてるから、ここで北ほつ海かい側の刺身が出てもちょっと評ひよう価かは難しいか』

・ウキー：『成なる実み、伊達だて家けの貴き様さまにとってこの刺身はどうだ？』

・不退転：『伊達では魚は解かい凍とう品ひん保存食。でもこの魚は生よ。──柔らかいわね』

　それだけか……、という呻うめきのような声がちらほら聞こえたが、まあそういうもので御座ろう。誾ぎん殿どのに聞いてみたいが、この場にいないので仕方が無い。

　ともあれこちらとしては、どれだけ不ふ評ひようかを伝えねばならない。
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「美味うまい！　これは美味い刺さし身みで御ご座ざるな！」

　いきなりの武蔵むさし副ふく長ちようの声に、フアナは会議の再開とするタイミングを奪うばわれた。

　……おっと。

　正直、三征西班牙トレス・エスパニアは海産物も豊富なので、今出ている刺身が良いかどうかと言われると、「やはり地元で食した方が上ですか……」、という気はする。

　最近は復ふつ興こうのために各産業にバリエーションを持たせる一いつ環かんで、三征西班牙でも極きよく東とう系けい料理を出す店が増えてきているのだ。

　総そう長ちようと書しよ記きが、このところでよく仕事帰りに極東式の居い酒ざか屋やに寄ったりしているのを見る限り、彼らにとっては賑にぎやかな三征西班牙式も良い一方、静かな極東式の方も好みらしい。

　自分も、どういうものかと試すため、家に極東式の部屋を用意して、窓の外の月を眺ながめながら一人酒をしてみたが、これがいけなかった。何がいけないというと、愚ぐ痴ちが出ていけない。周囲に人の気け配はいが弱いのに、外の世界を薄うす暗ぐらさや静けさで感じるから、愚痴は簡単に出るし、それが外がい界かいに拡散されているようで、ストレス解消になる。

　結局、翌朝に、卓たくに突っ伏した状態で二ふつ日か酔よいになっている自分を発見したが、これは抑よく制せいのある大人おとなでなければ危険だ。もしくは聞き役の相手が必要。

　しかし、酒は封じたものの、いろいろと勉強のため、極東式の料理や調ちよう理りなどは学んでいる。その部屋で、一人そういう食事を摂とっていると、またそれは贅ぜい沢たくを感じるものだが、

　……やはり刺身は新しん鮮せんさもですが、バリエーションも大だい事じですね。

　そのくらいは解わかる。

　今回出されているものは、当然のように京きように大穴が開いた中で、ここへと持ち込まれたものだ。品としては完全に持ち出す事も出来なかったせいか、定てい番ばんとも言える内容だった。

　鮪まぐろ、鰈かれい、鯛たい。

　悪くない。赤身の鮪に、赤と白に分かれた鰈、そして白の鯛。メインは鯛だろう。湯ゆ引びきをしていないのはそれなりの自信だろうし、確かに味は締しまって濃い。

　……ただ、海辺の住まいには物足りないかもしれませんね。

　極東式の料理に馴な染じみの薄い自分がそう思うのだから、海産物などの流通に優れた武蔵側はどう思うだろうか。そんな疑問で相手を見てみれば、

「……風が語りかけますね。美味い、美味過ぎる……！」

「ホライゾン？　真さな田だの名産ＣＭの真似まねしなくていいんですのよ？」

「美味あああああああああああああああああああい！　あー、ホント、美味いなああああ！」

「そうだねバラやん、うん、凄すごく美お味いしい。何となく冷えてる感でベストだね」

「そうね、解り易やす過ぎる組み合わせでサイコー」

　何となく、演技入ってないだろうか。だがこちらも供きよう出しゆつする側だ。

　会え釈しやくと共に、言っておく。

「Ｔｅｓテスタメント．、喜んで頂いただけて幸いです。これだけの良い料理を今のタイミングで頂けるとは。料理長には褒ほう美びを与えねばなりませんね」
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・金マル：『ヤバイヤバイ、向こう、超激げき怒どしてるよ刺さし身みに』

・ウキー：『刺身が不味まずくて料理長は呼び出しで獄ごく門もんか……』

・銀　狼：『三征西班牙トレス・エスパニア、流石さすがの厳きびしさですわね……！』

・ホラ子：『ともあれ向こうとは意い思し疎そ通つうがなったという事で、いい頃ころ合あいでは。

　正まさ純ずみ様、今こそ戦争を仕掛ける時です……！』

・副会長：『あれは京きようルールでの発言だからな!?　本心じゃ無いぞ!?』
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　正純は、箸はしを置かなかった。それが合あい図ずとなって、向こうに警けい戒かいされたり、先手を取るような割り込みを避けるためだ。ゆえに、食事をしながら、無ぶ礼れいでは無いタイミングで口を開き、

「三征西班牙副ふく会長。──先さき程ほどの、貴き国こくと戦争したいという話について、深く語りたい」

・不退転：『本心がダイレクト過ぎないかしら』

・●　画：『明らかに、言ってる事の方が本心よね』

・ホラ子：『解わかりやすさ優先ですね。面白いのでそのままで行きましょう』

　仕方ないだろー、と思いつつ、言葉を重ねる。

「武蔵としては、貴き国こくとは講こう和わなどを結ぶ気もない。一方的な流れで蹂じゆう躙りんするつもりだ」

・あさま：『あの、何処どこまで本気で……』

・賢姉様：『フフ、いつだって女は本気よ!?　開戦！　戦争！　蹂躙！　三さん拍びよう子し揃そろってこそのギャグに厳しい戦せん闘とう国こつ家かってものよね!?　ほら政治家！　言ってやんなさい！　お前のところの攻こう撃げきなんて武蔵むさし一回転で完全回かい避ひよって！』

・武　蔵：『正純様、アレ、実際は艦かん体たいにかなりストレスが掛かるので、なるべく無しにして頂けますか。──以上』

・副会長：『だからお前ら全員言葉の裏を読めよ……！』
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　フアナは息を詰めた。

　……武蔵副ふく会長が戦争好きと聞いていましたが、まさかここまでとは。

　だが、腑ふに落ちない部分は、やはりある。

・ふあな：『違い和わ感かんがありますね』

・風呂無：『向こうの脳のうにですか』

・ふあな：『それも含めて、向こうの態度に、です』

　先さき程ほども感じた事だが、やはりこれはおかしい。何故なぜなら、

　……この非常時に、私達ともう一戦を行うのですか？

　幾いくら戦争超ちよう大好きだとしても、先が見えていないではないか。何しろ直近に本ほん能のう寺じの変へんという、大きな歴史再さい現げんがあるのだ。

　……それに、妙みような事があります。

・ふあな：『第二特とく務む、武蔵むさしの戦せん士し団だんはどのように動いていますか？』

・ＢＡ３：『んー、見たところ、こっちを警けい戒かいしている人達以外は、大体が武蔵各かく艦かんに移動して行ってるかな、と』

・犠打命：『あれ、休きゆう憩けいだぜ、多分。──移動してる連れん中ちゆうの大半が、輸ゆ送そう艦かん上で行き先見てるからよ。つまりは寝床に戻るって事だ』

　え？　と言ったのはフローレスだ。彼女はこちらの横で首を傾かしげ、

・風呂無：『でも、これから戦争するんですよ？　武蔵と』

　それなのに、何故、武蔵の戦士団は休きゆう息そくに入るのか。

　……おかしいですね。

　武蔵側の事実と言げん動どうが、嚙かみ合っていないのだ。
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　ここは三征西班牙トレス・エスパニアにとっても山やま場ばとなる交こう渉しようだと、フアナはそう思った。

　だから、深く探りを入れるために、武蔵副ふく会長にこう問うた。

「戦争だというならば、武蔵の戦士団は今、戦せん闘とう準備中なのですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今、総員は三征西班牙との戦闘態たい勢せいに入っている。万ばん全ぜんだ」

　……やはり……。

　おかしい。

　だが、おかしいとは思っても、それは主観だ。ゆえに大だい事じなのは、確かく認にんと検けん証しようだ。

・ふあな：『武蔵側が、こちらと戦争をしたいという宣せん言げん、これが虚実どちらかであると、現状に対し、そういう見方が何らかの理由で出来る人はいますか？』

　問うと、ややあってから、言葉が来た。

・ＢＡ３：『──武蔵は戦争する気で、戦士団が休息に入るのはフェイク、もしくはこの多た摩ま以外の武蔵各艦での戦闘準備に入るんじゃないか、って辺り？』

・風呂無：『あー、武蔵の主しゆ砲ほう発はつ射しや準備で各艦に渡ってる、ってのもありますね。武蔵の主砲だったら、本能寺の変前であっても、うちら一いつ瞬しゆんで吹っ飛ばして終わりですよ』

・妹の兄：『妹よ。他人ひと事ごとのように言うのはいかんぞ』

・犠打命：『いや待てよ。どう考えても、そりゃねーだろ』

・ＢＡ３：『お？　タカさん言ってみてくれる？　聞いてみたいなあ、と』

　ああしょうがねえ、と隆たか包かねが言葉を送ってきた。

・犠打命：『武蔵むさしの主しゆ砲ほうは、直接見た事はねえけど、あれ、効果範囲なんか計けい測そくするからには、相当な出力だ。本ほん能のう寺じの変へんを控えた直前に撃うっていいもんじゃねえだろ』

・風呂無：『でも武蔵の副ふく会長、人格破は綻たんしてますよ？』

・犠打命：『武蔵の副会長が撃つんじゃねえだろ』

　言われてみれば、確かにそうだ。

・犠打命：『武蔵の総そう長ちようがいるなら、発はつ射しや権けん限げんは総長のものだろ。他の権限だって、分ぶん権けんされてなければこんなデカい船は動かねえ。つまり武蔵の副会長の人格が破綻していても、それを止める動きってのは必ず出るもんだ。──武蔵の総長、どうしてる？』

　フアナは視線を前に向けた。

　すると武蔵の総長が、白目を剝むいて動かなくなっていた。
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・あさま：『あれあれ？　何でトーリ君が白目剝いてるんです、か……』

・ホラ子：『話せば長くなるのですが、刺さし身みを摘つまみつつホライゾンの尻しりを触ったからです』

・銀　狼：『我が王！　我が王！　目を覚まして……！』

・賢姉様：『ククク、ヒロインが眠りについたらキッスで起こすのが常じよう道どうよ！　さあどっちがするの!?　んちゅゥ──。ちゅぅルルルルルルルルルルルルル──ゥウウ！』

・あさま：『そんな下品な音たててしませんよ……！』

・●　画：『──いいわ。どういう風ふうにするのか説明して』

・金マル：『というか白目剝いてるのはキッスでも起きないんじゃないかな？』

・不退転：『背せ筋すじの辺りに、〝喝かつ〟で衝しよう撃げき入れれば起きるわよ？』

・ホラ子：『成なる程ほど、物理ですか！　これは勉強になりました！』
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　瞬しゆん間かん。ぐったりしていた馬ば鹿かの身体からだが、後ろから膝蹴ひざげりを食らったような動きで前のテーブルに激げき突とつした。

　フアナが一いつ瞬しゆん引き、全ての動きが止まった。

　が、ややあってから馬鹿が起き、

「──あ!?　おい、何だ一体！　どういう事だよ!?　尻は!?　ねえ尻は!?』

　フローレスが、ただただメモ代わりの表示枠コルテチエフイルマに〝不ふ規き則そく言げん動どう〟と書き込んでいく。
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　フアナとしては、考える要因が増えた事になる。

　……武蔵むさしの総そう長ちようは、主しゆ砲ほうのストッパーとしても、許可役としても〝機き能のう〟する訳わけですね。

　武蔵の主砲を撃うつ際、彼の分配術じゆつ式しきが根幹技術として転用されているのは知っている。

　だとすれば、ここで彼が動けるという事は、

・風呂無：『武蔵の総長が、副ふく会長の判はん断だんを止める可能性もあれば、その術式によって主砲を撃つ事も可能になると、……そんな状況ですね、今』

　それはその通りだ。だが、主砲発はつ射しやについて、彼は〝この会議〟で差し止める事も、許可する事も出来る。つまり、

・ふあな：『武蔵側は、総長の存在をもって、主砲発射をこの場の駆かけ引きと出来るのです』

　ただ、仲間内に問うておく事がある。

・ふあな：『武蔵総長が機能するという事は、副会長の言げん動どうはそのままでは通らない事がある、という事です。これについてどう思いますか？』

・風呂無：『ええと、──戦争が、無くなる可能性もある？』

・ＢＡ３：『だとすると、おかしいかな、と。──だって、戦争なんて大だい事じな話を、総長の許可無しで進めようとしていた事になるものね』

・犠打命：『いや、武蔵の総長は、副会長に交こう渉しよう権けん限げんを結けつ構こう預けてるんだろ？　三み河かわ争そう乱らんで教皇総長パパ・スコウラと相あい対たいした際、自分は頭悪いから云うん々ぬんと、そう言っていたぜ？』

　先さき程ほどとは、皆の意見が逆方向になったと、そう思う。

　……前は、フローレスと第二特とく務むが〝交こう戦せん〟派で、副ふく長ちようが〝非戦〟派でしたけど。

　武蔵総長がストッパーとなるかどうか、という要因が入って以後、お互いの意見の持ち方が逆になった。

　これを自分はどう見るべきか。

・ふあな：『各論の理り屈くつの部分とは別で、武蔵の方針にはスジが通っているのですね』

　論調がまっすぐなため、逆意の要因があると、ひっくり返る。

　……成なる程ほど。

　一つ、言い切っていい事がある。それは、

・ふあな：『武蔵側は、真実を話していませんね』
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　京きようルール、という言葉を、フアナは今いま更さらながらに思い出す。

　……私達としては〝武蔵を測る〟事を前ぜん提ていとした話法としての京ルールでしたが、恐らく、武蔵側はまた違うものを持っているのではないでしょうか。

　それが何かは解わからないが、

「理にかなっていない〝戦争〟を持ち出す類たぐいの〝京きようルール〟……」

　もし、そうだとすれば、

　……や、厄やつ介かいなルールを……！

　本気かどうかが解らないのに戦争を振り回すとは、少々怖こわい。だが、

・ふあな：『恐らくですが、彼らの言う〝戦争〟は、ブラフの一種ではないかと思います』

・妹の兄：『言い切れますか？』

・ふあな：『戦せん士し団だんを休きゆう息そくに向かわせている武蔵が「戦争をこれから行う」と、そう言える理由は何ですか？』

・風呂無：『戦士団の動きは見せかけで、主しゆ砲ほう発はつ射しやによって即そく時じカタをつける。そんな戦せん術じゆつが武蔵には可能だと、そう推すい測そく出来るからです』

・ふあな：『それは間違いです』

　何故なぜなら、

・ふあな：『その意見は、武蔵むさしが「これから戦争を行う」と言える理由では無く、武蔵の戦士団の動きを、交こう戦せん向けに捉とらえただけの置き換えです。

　──戦争は、戦士団だけで行うものではありませんからね』

・犠打命：『……あー、確かに、戦士団以外の町の動きや、たとえば自じ動どう人形や武ぶ神しんの配置を見たって、主砲発射の用意があるかどうかは見えるわな。戦士団ってのは解り易やすい指針だが、それに理り屈くつを当てたからって、全体を見てなけりゃいけねえ』

・風呂無：『ええと、だとすれば──』

・ふあな：『交戦のための解かい釈しやくが隅すみ々ずみまで必要な推測と、それが一切不要な非戦の推測。私は後者の方が事実に近いと判はん断だんします』

・ＢＡ３：『その判断が外れてたらどうなるのかな、と』

　その場合は簡単だ。結論は一つしか無い。口くちの端はが上がるのを感じながら、言っておく。

・ふあな：『武蔵の主砲を食らったところで、全ぜん滅めつはしませんよ』

　告げた後、ややあってから、返答が来た。

・犠打命：『──同意すんぜ。博打ばくちとしては割がいい』

・ＢＡ３：『じゃあ何かあったらタカさんに護まもって貰もらおうかな、と』

・風呂無：『兄あに貴きはどうすんの？』

・妹の兄：『妹よ。上うわ役やくの意見には従わねばならんのだ。憶おぼえておくといい』

　ああ、とフローレスが言った。

・風呂無：『──そうしたからこそ、アルマダの海かい戦せんで第二ラウンドやれたんですよね。フアナ様が総そう長ちように熱烈告こく白はくして』

　酷ひどい意い趣しゆ返がえしだ。だが、それもこれもあった上で今に繫つながってる。

　アルマダ海かい戦せんの歴史再さい現げんと、現場での選択は、

・ふあな：『過か酷こくであっても、間違いではありませんでした。──そういう道を選んでも大だい丈じよう夫ぶだと知っていれば、今回の件、見えてくるものがあります』

　武蔵むさしは真実を話していない。

　それが何故なぜかは解わからない。こちらを突き放すためか、警けい戒かいさせるためか。

　だが、解っている事が一つある。

・ふあな：『彼らはこの会議を受け、席を立とうとしていません。それでいて〝戦争〟が見かけだけの意見であるならば、彼らの本心は一つ。

　──彼らは、私達と〝非戦〟の話をしようとしているのです。〝戦争〟を盾たてにして、ね』
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　フツー逆ですよ……！　とフローレスは思った。

　……〝戦争〟を盾にする、って何ですかソレ。

　普通は、平和や、人命や、資財を盾にするものだ。それが失われてもいいのか、と。

　今回は違う。

　戦争をしても良いのか、と、相手は来ているのだ。

　恫どう喝かつだ。だが、

・ふあな：『〝戦争〟はブラフでしょう。何故なら既すでに「戦争の用意がある」事などを示しているのですが、踏み込み過ぎです。恫喝としては〝最初の脅おどし〟にはなっても、ここまでそれを連続させる意味がありません』

・ＢＡ３：『じゃあそれは多分、建たて前まえみたいなものですね、と。

　──だけどそれが本心じゃないとなると、一層に明確になるかな、と。

　武蔵はホントに戦争する気はないんですよね、と』

　あー、と己おのれは、内ない心しんで理解した。つまりこれは、アレだ。

・風呂無：『押すなよ!?　押すなよ!?　──押せよ解ってねえなあ!!　みたいな、そんな感じですね？　戦争するぞ！　するぞ！　──やんねえよ解れよ！　みたいな』

・ふあな：『大体はそんなところでしょう。ならば後は向こうの本意を探るだけですね』

・風呂無：『方法は、どんなです？』

　Ｔｅｓテスタメント．、とフアナが頷うなずいた。

・ふあな：『まず、相手の〝京きようルール〟を確かめます』
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　正まさ純ずみは、〝何故カレーが来なくなったのか〟を議ぎ論ろんする皆の実況通神チヤツトを見つつ、思し案あんした。

　……交こう渉しようとしては、意い外がいに簡単な部類かもしれんな。

　状況が状況だけに、お互いの要求出来るものは限られていると、そう思う。

　障しよう害がいとなるのは〝京きようルール〟だが、これもまあ、ホライゾンが言い出したので、こちらは護まもらなければならないが、強制性も薄く罰ばつ則そくもない。何か誤ご解かいがあったらホライゾンに頼んで〝京ルール〟を解除して貰もらえば良い。

　だとすれば気楽だな、というのが、己おのれの意見だ。

　逆意を話す現状だが、それを理解して置き換えれば、意味は通じる。

　……あとは、お互いの要求を突きつけていくだけか。

　と、思った時だ。次の料理が来た。

・●　画：『カレー……!?』

「焼き物となります」

・礼賛者：『焼き物というのは、まあ大体が焼き魚ですね。川かわ魚うおが多く、季節のものが選ばれるのが基本です』

　成なる程ほどと、そう思った時だった。不ふ意いに三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が、こちらに視線を向けた。

　そして彼女は、笑えみでこう言ったのだ。

「私達と、戦争する意い思しがあるのですね」

・不退転：『……何だか刺し激げき的な確かく認にんね』

　私もそう思うがどうしたものか。ただ、三征西班牙副会長は、続ける言葉でこう言った。

「Ｔｅｓテスタメント．、──いいでしょう。私達三征西班牙も、交こう戦せんをする用意があります」
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　フアナは集中した。今、目の前にいる相手の反応を読み取る事に気を詰めた。

　相手の顔色を窺うかがうのは慣れている。自分の正体がバレないようにと、何年も過ごしてきた過去があるのだ。そして、

「──それは参まいったな。〝交戦〟は〝了りよう承しよう出来ない〟」

　そう告げてきた武蔵むさし副ふく会長の言葉に、自分は理解を得た。

　相手がどのような〝京ルール〟で話をしているかを、だ。
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　フアナが、自分と相手の〝京ルール〟が違う事に気付いたのは、すぐの事だった。

　……こちらは、自分達の方向性として〝京ルール〟を用いていました。

　つまり方向性を違たがえない。武蔵を推おすべきか、推さないべきか、その判はん断だんをつけたらキッパリとそれに従い、やっていく。そういった京の商売のあり方を、自分達に課したのだ。

　だが、相手は違った。

　常に戦争を掲かかげ、こちらに交戦を挑いどんで来たのだ。

　初めは、彼らの言葉を真まに受けた。だが、落ち着いてみれば、隆たか包かね達に確かく認にんを取って貰もらった通り、武蔵むさし側には戦せん闘とうの準備を行っている節ふしも、余よ裕ゆうもないのだ。

　おかしいと、そう思った。

　しかし彼らが交こう戦せんの態度を改めようとしないのは、何故なぜか。

　……それが、決まり事だからです。

　つまりルール。

　そこで思い至ったのだ。

・ふあな：『……お互い、会議からこちら、自分達の思う〝京きようルール〟を向こうも使っていると、そう錯さく誤ごしている筈はずですね』

　自分達は、今、それが違うと確信している。しかし、

・ふあな：『対する武蔵側は、恐らく、お互いの〝京ルール〟が違うとは気付いていません』

　ではどうするか。

　思し案あんの前に、明確になった事がある。

　目の前の料理の蓋ふたを開けながら、己おのれは言葉を書き込んだ。

・ふあな：『武蔵側の想そう定ていする〝京ルール〟は、恐らく〝本心とは違う事を言う〟という、そういう類たぐいの事です』

　何故なぜなら、今、自分は踏み込んだのだ。

・ふあな：『こちらも戦争をしたいと、そう言いました』

　しかし、返答がおかしかった。

・ふあな：『──すると「交戦は了りよう承しよう出来ない」と来ましたね』

　おかしな話だ。

　戦争をふっかけておいて、しかしこちらが交戦したいと言うと、それを不服とする。

　一方的な蹂じゆう躙りんがしたいという訳わけでも無いだろうに。

　だがこれは、見方を変えれば簡単な事だ。

・ふあな：『──戦争をしたいと言うが、それは本意では無い。

　戦争ではなく、平和的な何かがしたいと、そういう事でしょう』

・風呂無：『だとしたら、今の「交戦は了承出来ない」は、何です？　それって、本心では「交戦を了承する」になりませんか？』

　フローレスの問いかけに対し、言うべき事は明確だ。

　だが、自分が答えを言うよりも先に、フォローが来た。それは第二特とく務むの方から、

・ＢＡ３：『あのね？　その言葉は、前のフーさんの物言いを受けてるのよね、と。

　つまりフーさんが「交戦」をふっかけたから、それを受ける形で「交戦」を「了承出来ない」と言った。でもこれが本意では無いとすると……』

　ようやく、武蔵の意い思しが見えた。

・ふあな：『──武蔵むさしは「非戦」を「了りよう承しようする」のです』

　ああ、と内ない心しんで安あん堵どが出た。皆も同じだろう。

・ふあな：『ここでの戦せん闘とうはありません。──では、ここからどうするかですね』

　通神帯ネツトに呟つぶやき、自分は目の前の蓋ふたを開け切った。

　焼き物。川かわ魚うおの予定だ。

「さあ」

　蓋の下から出たのは、

「鮎あゆの塩焼き、笹ささ包づつみですね」

　カレーではなかった。







[image: 第五章『席上の観測者』]
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・貧従士：『……魚の塩焼きの方が贅ぜい沢たくな気もしますけど、何でカレーじゃないんでしょう』

・金マル：『……カレーじゃないとか、悪い予感がするね』

・あさま：『……確かに、何となく不ふ吉きつな流れですね』

・ホラ子：『……そうですね。何故なぜかは解わかりませんが、悪い予感がします』

・十ＺＯ：『い、いや、この鮎あゆ、美味うまいで御ご座ざるよ!?』

・未熟者：『残念だねクロスユナイト君。問題は、……そう、今回の裏側で蠢うごめく真実の動きとは、そういう問題じゃないんだよ……』

・●　画：『ホントにそういう問題じゃないわね』

・俺　　：『つーか駄だ目めだなテンゾー！　オマエもっと付き合えよ！　煽あおれよ！』

・副会長：『煽るなあ──!!』
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「不味まずい！　不味過ぎる……！」

　フアナは思った。武蔵むさし副ふく長ちようの言葉も、本意でないと解わかれば心ここ地ちよいものです、と。

　……彼女は多分、料理を褒ほめているのでしょう。

　しかし、本意ではない事を言わねばならないから、不味いと言う。

「塩の味付けが濃いめで下品で、焼き方も焼き過ぎて生焼けで、何度も食ったような不味さで御座るな！」

・風呂無：『ええと〝塩の味付けが薄くて上品で、焼き方も焼き過ぎず焼かな過ぎずで、初めて食する美味さ〟──ですか？』

・ＢＡ３：『うーん、途と中ちゆうで否定形を使ってる時、最後は否定形で終わらないっぽいかな、と。でもここらへん、人それぞれみたいだから、ここを仕込みにされても〝そのルール適用、他の人は違う時がある〟で逃げ切れると思うわね、と』

・犠打命：『つーか、そこら検けん証しようしてどうすんだ？　もう、向こうのルールは見えたろ？』

　それは解っている。だが、ここからが、こちらにとって勝負なのだ。

・ふあな：『いいですか？　これは、私達にとって、有利な交こう渉しようです。何故なぜなら、私達の〝京きようルール〟は方針であって、話わ法ほうではありません。だから、方針に則のつとっている限り、武蔵勢ぜいに合わせる事も出来ますし、そうしない事も出来る。方針以外では自由なのです』

・妹の兄：『だとすれば、ここで有利に進めていけるのは、こちらですか？』

・ふあな：『そうですね。──いろいろ試しながら、やっていきましょう。

　私達の方針は──』




・要求については、時間切れを狙ねらい、武蔵むさし勢ぜいを追い詰めれば通す事が出来る。

・武蔵と自分達の関係は、基本的に〝当たり障さわり無く距きよ離りを取る〟が無難である。

・武蔵を推おすかどうかは、手段も踏まえ、迂う闊かつに決定しないように。




・ふあな：『これらが私達のスタンスですが、武蔵を推すかどうか、手段は踏まえられた気がします。ならば、今からでも三征西班牙トレス・エスパニアの益えきを護まもり、得る事が出来るかもしれませんね。

　──始めましょう』
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　正まさ純ずみは、鮎あゆの塩焼きを美味うまいと思い、不味まずいと言うべきかを迷った。

　……二ふた代よが言ったし、敢あえて言う事はないかもなあ。

　自分的には、己おのれで〝不味い〟と言ってしまうと、暗あん示じに掛かってしまう気もする。

　どうしたものかと思いつつ、一ひと息いきを入れて身を構えた。今は会議中なのだ。

　すると、正面に座る三征西班牙副ふく会長が口を開いた。

「武蔵副ふく会長。──私達は武蔵との戦争を深く望みます」

「それはよくない事だ」

　逆意として応じる。が、ふと思うのは、

　……逆意の中で「交こう戦せんを嫌いやだ」と言えるのだから、逆意同士なら意味が通じるのか……。

　向こうもこちらと同じルールで動いているのだから、

・副会長：『……行けそうだな。カレーが出なくても運気はこちら向きだと思うぞ』

・銀　狼：『……あの、うちはどのくらいカレーに頼ってますの？』

・未熟者：『前にも話題にあったけど、カレーがなければ歴史が変わってるよ』

・約全員：『そんなに』

・金マル：『でもそれ言ったら、メーやんのテンゾーラブラブ系けいアーツがなければやっぱり歴史が変わってるんじゃないかな？』

・傷有り：『そ、それを言ったら点てん蔵ぞう様がいるかいないかで歴史が変わりますっ』

・●　画：『うちの巨きよ乳にゆう勢ぜいが並なみ勢ぜいだったら歴史が変わるわよね』

・貧従士：『じゃ、じゃあ、全員巨乳だったら歴史は有利になりますか!?』

・銀　狼：『それだと私、二、三回死んでますのよ!?』

・ホラ子：『あいや皆様お待ち下さい。つまり現げん世せにおいて、皆様の胸のサイズが今の通りであるからこそ、歴史が安定しているのだと判はん断だん出来ます』

・賢姉様：『時じ空くうが胸のサイズで安定というのは新説ね……！　解わかり易やすいわホライゾン！』

・不退転：『キヨナリ、私、どうしたら』

・ウキー：『まあ貴き様さまもある程度の柔らかさを持ってなければ伊達だて家けの歴史が変わったであろうしなあ』

・貧従士：『ちょ、ちょっと待って下さい！　自分に時じ空くうの変動率りつが赦ゆるされない世界って事ですか!?　ねえ！　副ふく会長』

　鮎あゆが不味まずくなるからこっちに振るな。

　ただ、と自分は思し考こうに前置きする。今、皆が何だかんだで警けい戒かいを緩ゆるめているように、

　……三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長は、こちらへの敵意を持っていないようだな。

　ゆえに、要求を直接的にここで言う。先にも〝和平宣せん言げん〟として述べた気もするが、

「三征西班牙とは即そく時じ交こう戦せんしたい。本ほん能のう寺じの変へんの前、このタイミングがベストだろう」
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　フアナは、武蔵むさしの副会長の言葉を分解し、逆意として捉とらえた。

　……一つの宣言の中で、文が複数。でも否定は同じ方に向いている、とすると……。

・ふあな：『武蔵は、こちら側に対し、現状の交戦は控えたい、という事ですね。交戦は、このタイミングでは最悪のものである、と』

・ＢＡ３：『Ｔｅｓテスタメント．、それでいいと思うわ。──先の文の〝交戦〟の本意を〝講こう和わ〟に置き換えると、後ろの文がそれをベストではないと言う事になって、現状に対して成り立たなくなるからね、と』

・風呂無：『うわあ読み取りと解かい釈しやくが間に合わない……！』

・妹の兄：『妹よ……』

・犠打命：『房江フサエに任せとけよ、って言っても、副会長のお付きの意い地じあるよな』

・ＢＡ３：『あら御ご免めんね、と。──でも実利大だい事じだから、二人でやろうかな、と』

・風呂無：『つ、ついていきます……！』

　有あり難がたい話だ。

　正直、アルマダ海かい戦せんまで、三征西班牙は、海戦の諸しよ処しよ条件を他国とまとめたり、超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダの建けん造ぞうのために国内をまとめたりで、忙いそがしかった。生徒会と総そう長ちよう連合の居きよ室しつに、皆が集まる、と言う機き会かいは少なくなっていたと思う。

　今は違う。誾ぎんと宗むね茂しげがいなくなってから、というのが残念だが、以前よりも皆が集まり、一体感が出ているのだ。だから、

　……成果を、持ち帰りたいところです。

　ゆえに、言う。先の武蔵副会長の言葉を受け、

「──Ｔｅｓ．、即時交戦ですね。ではこちらはまず、京きようを攻こう撃げきするとしましょう」

　台詞せりふだけ読むと、凄すさまじい事を言っている。だが相手も、

「京を攻撃？　どのようにだ？」

「輸ゆ送そう艦かんを出し、人々と町を蹂じゆう躙りん。攫さらった人間は危険なところに置き、飢うえて寝かせず保ほ証しようも無しで放ほう置ちとします」

・ＢＡ３：『フーさんちょっと凄すごいかなあ……、と』

・ふあな：『ほ、本意ではありません！　ありませんよ!?』

　しかし意い図とは通じたのだろう。相手は腕を組み、こう言ったのだ。

「──京きようの管理者、石いし田だ・三みつ成なりに対してはどうする？」
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・副会長：『……凄く久しぶりに、フツーに喋しやべったぞ、私』

・あさま：『あ、そうですね。逆意を必要としない問いかけも、有るんですよね』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、逆意にしようがない文というのはありうる。行為や判はん断だんを例示しない問いかけがそれだ。──そういうのだけで話せると楽なんだがなあ』

・ホラ子：『面めん倒どくさい話ですねえ、京ルール』

・俺　　：『オマエ、誰だれが起き点てんか解わかってます？　ねえ？　無視して頭から魚食ってないで』

・あさま：『ほらほら、ホライゾン、トーリ君が構って欲しがってますよ。──いや、そんな、両腕うでを外して照れなくても』

・十ＺＯ：『……それ、照れで御ご座ざるか？』

・傷有り：『人それぞれですよ、点てん蔵ぞう様』

・銀　狼：『ですわよね、メアリ。私も最近そこら辺、解ったというか、納なつ得とく出来てきましたわ。──で、ええと、正まさ純ずみ？　何故なぜ、ここで石田・三成が？』

・副会長：『Ｊｕｄ．、明あけ智ち・光みつ秀ひでがいなくなった直後から、石田・三成が京の管理者として、今、住民の退たい避ひなどを請うけ負っている。三征西班牙トレス・エスパニアは輸ゆ送そう艦かんを出して人々の保ほ護ごを行うと言っているが、そこで衝しよう突とつするのではないかと、そう問うたんだ』
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　成なる程ほど、とフアナは思った。鋭いところを突いてくる、と。

　実際、三征西班牙が京の町の退避を手伝う謂いわれはない。自分達はここに投とう宿しゆくし、明智から傭よう兵へいとして雇やとわれただけだ。もしここで京の人々を保護したとしても、その感かん謝しやとて、結局は管理者である石田・三成のところで止められ、こちらに届くにはワンクッションあるだろう。

　……ですがそれも、今の状態からボランティアのように働くならば、です。

　では、どうするか。

「──三征西班牙は、もはや傭兵となる余よ裕ゆうを持っていません」

　本意ではない、というのは〝何処どこまで〟かと、そう思いながら己おのれは言った。

「後の事を考えないならば、ここで、石田・三成の傭兵になる事なく動く、そういう選せん択たくは、しかしあり得ないでしょうね」
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・銀　狼：『いきなりベットを吊つり上げてきましたわ……！』

・俺　　：『え？　ベッドの吊り上げ？』

・ホラ子：『ミトツダイラ様！　トーリ様と一体どういうプレイをご所しよ望もうで……！』

・銀　狼：『そういう事じゃありませんわ──！』

・現役娘：『あらあら、一回くらいはしておきなさいな。何事も体験ですのよ？』

　手しゆ刀とうで経けい験けん者しやの映る表示枠サインフレームを割った。

　変な話題になった原因は王にある気もするが、最後のシメが母親だったので王はセーフ。

・銀　狼：『いいですの？　──三征西班牙トレス・エスパニアは、自分達が石いし田だ・三みつ成なりの傭よう兵へいとなる可能性を示し唆さする事で、私達と戦争をしない、という事を保ほ留りゆうにしたんですのよ？』

　つまり、

・銀　狼：『石田・三成の手先になって欲しくなかったら、好条件を出せと、──三征西班牙はそう言ってますの』
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　そう来たか、と正まさ純ずみは思った。

　……何故なぜ、三征西班牙が京きよう料理の一団を救っていて、ここにそれを持ち込んだのか。

　ようやく意味が解わかった。

・副会長：『既すでに三征西班牙は、〝京の住人〟を確保しているのだ』

　後は、簡単な事だ。

・副会長：『三征西班牙は、武蔵むさしを出て、石田・三成のところへと伺うかがえば良い。既に京の住人を保ほ護ごしているが、費用が掛かってしまった、と。どうせだから他の人々の保護も行うから傭兵として雇やとってくれないか、と』

・金マル：『あー……。いきなり無む手てで乗り込んで傭兵にしてくれって言っても、石田・三成としては京を救う実績を手元で全部シメたいから却きやつ下か、ってのも有る訳わけだもんねー……』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、──既に保護実績のある状態なら、傭兵交こう渉しようはお互い保ほ証しようをもって行える筈はずですわ』

　これは、厄やつ介かいだ。

　……〝京ルール〟とは別で、懐ふところに刃やいばを忍しのばせていた、か。

　この緊きん急きゆう時じの流れの中で、よく仕込みにきたと、そう思う。では、

「武蔵としては、三征西班牙を傭兵として雇う気は無い」

　こちらもこちらで、とりあえず傭兵交渉に付き合うしかないだろう。

　相手の様よう子すや真意を見たいと、そう思う。すると、

「Ｔｅｓテスタメント．」

　三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が、笑えみで頷うなずいた。

「──こちらとしては、武蔵むさしをどうとする事など、出来はしないと思っています。予備で置いていた戦せん闘とう艦かん二艦と小しよう破は艦三艦。輸ゆ送そう艦かんが八艦程。単独で武蔵をどう出来るものでもないでしょう。この戦力では」

　逆意を読めば、思った以上の威い圧あつ交こう渉しようだ。

・不退転：『一気に来たわね』

・ウキー：『戦闘艦が可動五艦、輸送艦が八艦。それらがP.A.Odaと協きよう働どうで武蔵を襲おそえば何とかなるだろうと、そう言っているのだな』

・傷有り：『アルマダを切り抜けた時よりも武蔵は強固になっていますよね？　防ぼう御ぎよ専念であれば、何とか出来るのでは？』

・ベ　ル：『きょ、距きよ離り、近い、よ』

　そうですね、と言葉を作ったのはアデーレだ。

・貧従士：『アルマダでは、至し近きんで撃うち合ったのは初期アルマダの小型艦。大型艦とは距離を保ったままで、勝敗条件の遣やり取とりの流れになっています。そして三み河かわ争そう乱らんの際、遠距離からの撃ち合いで、向こうの主しゆ砲ほうを武蔵の防ぼう護ご術じゆつ式しきは完全に防ぎ切れていません』

・傷有り：『その時は、どうやって解決したのです？』

　メアリの言葉に、皆がある方向に顔を向けた。

　振り向いてみると、浅あさ間まがうなだれながら、右手を肘ひじから上にあげている。

・あさま：『いや、アレはそのう……。基本、相そう殺さいだった感じで……』

・ホラ子：『浅間様、そう照れずとも、ホライゾンは解わかっております。ここはアピールの場です。さあ、もっと素直に、心を開いて……！』

・金マル：『教きよう譜ふのセミナーか何かかな？』

・武　蔵：『──失しつ敬けいします。参考意見ですが、当とう艦かんの防護術式も当時よりは出力を上げています。しかし、至近からの停止状態で連続砲ほう火かとなれば、絶対であるとは保ほ証しようが出来ません。──以上』

・礼賛者：『改型になってからは、一番派は手でにやりあったのは、白しら鷺さぎ城じようとの戦せん闘とうですか。あれもまた、至近ではありませんでしたね』

・義　　：『外からすまんが、砲ほう撃げきは距離で威い力りよくが大きく変わるぞ。──実際、関かん東とう解放では距離を詰める事によって六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん艦かんが鉄てつ甲こう船せんを砕くだいたのだ』

　成なる程ほど、と自分は思う。

　……相手が少数でも、決死の行動を取られれば厄やつ介かいだな。

　P.A.Oda側が協働となると、危険度が跳ね上がる。輸送艦の激げき突とつや、下手へたをすれば竜りゆう脈みやく炉ろの使用だってあり得るのだ。

・未熟者：『言っておくけど、本ほん能のう寺じの変へんはメインが地上戦だ。──武蔵むさしは基本船せん殻かく部ぶを抜いて出力系けいを有利にするけど、前からP.A.Oda、後ろから三征西班牙トレス・エスパニアとなると、流石さすがに危険だ。何しろ僕達が不在になった状態だからね』

・●　画：『あ？　誰だれが不在だと危険だって？　誰？　〝僕〟達とか聞こえたけど？』

・武　蔵：『──とりあえずネシンバラ様とトーリ様は下に降りられた方が当とう艦かんの生存確かく率りつは上昇するのでは無いかと判はん断だん出来ます。──以上』

・俺　　：『名指しかよ……!!　どうだ皆、俺おれ、有名人だろ!?　羨うらやましいか!?』

・あさま：『ホライゾン！　ホライゾン！　まだ！　まだ早いですよ！』

・現役娘：『ええ、そうですわ。タメてタメて、一気に出すのが愛ですのよ？』

　ミトツダイラが手しゆ刀とうで表示枠サインフレームを割るが、自分のだけ砕くだいても意味が無いんじゃないだろうかアレは。

　ともあれ、という感で、料理のスケッチをしていたナルゼが、ペンで頭を搔かきつつ言う。

・●　画：『というか、本能寺の変をやってる間、武蔵はどうしてるの？　どうせなら、重力航こう行こうで近きん畿き一周とか、そんな事させておけばいいんじゃないの？』

・武　蔵：『当艦は地上戦が終了するまで、皆様の帰き還かんを待つと同時に、その確保のために防ぼう御ぎよ行動態たい勢せいに移行します。ただ、主しゆ砲ほう発はつ射しやなどは私だけの権けん限げんでは出来ませんので、御注意下さい。──以上』

　それに、と武蔵が言った。

・武　蔵：『トーリ様が地上戦に向かわれた段階で、流りゆう体たい燃ねん料りようの分配術じゆつ式しきが使えなくなるため、基本、武蔵の主砲〝兼かね定さだ〟は使用不能となります。武蔵には、三征西班牙艦かん隊たいへの即そく時じ有効な反はん撃げき方法がありません。──以上』

　艦隊運動が出来なければ副ふく砲ほう類も有効には使えないという事か。

　だとしたら、と思った時だ。横にいたホライゾンが手を上げた。

「宜よろしくないでしょうか」
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　フアナは、顔を上げた先で、武蔵の姫ひめが言うのを聞いた。

「面めん倒どうでは無いので、どうせならここで主砲を発射しないでサッパリしたくないですか」

　雑な「本意ではない」に、横のフローレスが水を吹いた。
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　正まさ純ずみは、腰を上げてホライゾンの説せつ得とくに入った。

「落ち着くな！　落ち着くなホライゾン！　いつものままでいいから！」

「何を言っておられます正純様！　ホライゾン！　現在とてもとても不安定で危険な状態であります！　いつもと違った魅み力りよくは如何いかがですか正まさ純ずみ様……！」

「いや、いつも通りでいいんだホライゾン！　大だい丈じよう夫ぶじゃないとか、安心させないでくれ！」

・●　画：『武蔵むさし史上希まれに見る不規則言動沙ざ汰たね』

・傷有り：『え？　いつも通りではありませんか？』

・貧従士：『意い外がいと違い和わ感かん無くてビックリしましたよ自分』

・副会長：『そのいつも通りと違和感無しで充分危険なんだよ……！』

　身内に刺さされる感を得ていると、ホライゾンが三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長に対し、こう告げた。

「どうしますか？　やりますか？　やりませんか？」

　逆意だろうと関係ない物言いだった。
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　フアナは、何処どこまで相手を信じて良いものだろうかと、少々迷った。

「あまり聞きたく有りませんが……」

　聞いておきたい事がある。

「今、多た摩まの上にいる状態で、どうやったら主しゆ砲ほうを当てられますか？」

　問うと、皆が武蔵の姫ひめを見た。すると彼女は周囲の視線に会え釈しやくを送り、手で制した。

　その上で武蔵の姫は、懐ふところからイエローカードを出すと、それをこちらに見せ、

「巨きよ乳にゆう眼鏡めがね様、もう少し〝京きようルール〟で捻ひねって頂いただいた方がいいかと」

　巨乳……、と横のフローレスがメモを取っているが、後で検けん閲えつしよう。

　だが、武蔵の副ふく会長が、一ひと息いきを入れ、横を見た。

「直なお政まさ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、やって出来ん事はないさ。──この多摩の港を、全面パージしなければいい」

　と、武蔵の第六特とく務むが言った瞬しゆん間かんだ。陣じん幕まくの外、武蔵の内うち舷げん側に光が生じた。

　空が帯おび状じように光っていると、そう見える程の光量は、

　……武蔵の艦かん内ない広報と術じゆつ式しき……！

　同時に震しん動どうが来た。縦たて揺ゆれだった。足あし下もとが数ミリ単たん位いで、しかし震える。陣幕が揺れ、

「おっと」

　皆がテーブルを押さえた理由が何であるか、先さき程ほどの第六特務の言葉でよく解わかる。

「──パージの準備を終えたのですか？」

「まだ始めてはいないさね」

　本意ではないとして取れば、どのような意味だろうか。

　ただ、震動は急速に消えた。収まると言うよりも寸断した形で、テーブルが甲かん板ぱん上に軽く落らつ下か。料理も皿さらが音を立てた。焼き物だったのが幸いだ。何も零こぼれずに済んでいる。

　ですが、と己おのれは思った。

　……本気ですか？

　本ほん能のう寺じの変へんを前にして、艦かんの一部、それも大だい規き模ぼな港となるものを失おうという。

　本気だろうか。

・ＢＡ３：『あり得ない話じゃ無いわね、と』

・犠打命：『挟きよう撃げきを避けるため、こちらの戦力を削けずっておきたいというならば、別だからな』

　その通りだ。

　この港を失う事を恐れ、本能寺の変で挟撃をされたら、意味が無い。

　この港を失えば挟撃の可能性がゼロになるならば、考こう慮りよすべき選せん択たくだ。港の一つは、本能寺の変を無ぶ事じに切り抜けるための事前的損失と、そのように計上される内容だろう。

　そんな覚かく悟ごを持って良い現場。

　武蔵むさしの姫ひめは、未来を見て、そのような言葉を発したのだ。
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・ホラ子：『最近〝兼かね定さだ〟撃うってないから、やるならここらでしょうかねえ』

・金マル：『気持ちいい事優先だよね！』

・多　摩：『あの、すみません、今まだ損失影えい響きようの計上中なので。──以上』

・副会長：『──というか、撃つ事前ぜん提ていで進めるなよ!!』





●






　フアナは、武蔵の副ふく会長が自分の方に振り向くのを見た。

　彼女は右の手をこちらに向け、

「いいか？　主しゆ砲ほう云うん々ぬんの話が出てるが、武蔵は撃つぞ！　撃つからな!?　絶対に撃つぞ！　そっちは身の危険を感じておけよ!?」

　……こんな交こう渉しよう初めてですね……！

　思いつつ、こちらの方も頷うなずきを返す。

　武蔵副会長の方針は了りよう承しよう出来たと、そう伝えるために、

「言っている意味が解わかりませんね。──撃ちなさい！　さあ！　今ここで撃つのです……！」
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・●　画：『向こうもエンジン掛けてきたわ』

・貧従士：『こりゃ行くところまで行っちゃいますかねえ……』

・○べ屋：『セージュンみたいな人達ばかりだと、世界はこうなっちゃうって見本だよね』

・副会長：『今、私、この場での非戦状態の約束を取り付けたんだが、そこの評ひよう価かは無しか!?　無しか!?』

・俺　　：『オマエちょっと言げん動どう振り返って見てみ？　んン？』
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　まあトップ同士が理解出来ていればいいだろう、と正まさ純ずみは椅い子すに座り直す。

　とはいえ、現状としては、今出した〝主しゆ砲ほう発はつ射しやの可能性〟で、三征西班牙トレス・エスパニアのP.A.Oda付きを牽けん制せいする事が可能な筈はずだ。

　だとすれば、次はこちらのターンとなる。

「武蔵むさしは三征西班牙を傭よう兵へいとして雇やとう気が無い」

　やや雑な〝逆意〟の表明だが、時間も惜しい。早く風ふ呂ろ入って寝たいのだ。

「──武蔵の基本船せん殻かく部ぶの一時的な護ご衛えい、それを任せられる傭兵はいないだろうか」
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　フアナは、武蔵副ふく会長の申し出を相手ながらに評ひよう価かした。

　……私達を傭兵として、パージした基本船殻部の護衛としますか。

「その場合、行き先はどちらへ？」

　話わ法ほうの関係ない問いに、相手が応じた。わずかに眉まゆを立てた顔で、武蔵副会長が即そく答とうに近い言葉を寄よ越こしてきたのだ。
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「四し国こく。──讃岐さぬきまで、とはしないか」

　相手の告げた地名に、己おのれは一いつ瞬しゆん、息を詰めそうになった。

　だが慌あわてない。驚きを、ふむ、と頷うなずきに変え、考こう慮りよの姿勢を見せておく。

　しかし内ない心しんでは、こちらの足あし元もとを、裏から読まれた気がした。

　……見事です。

　四国だ。

　確かにあの場所は、今の自分達や、三征西班牙トレス・エスパニアに対して〝美お味いしい〟。

　武蔵側としても、四国は貿ぼう易えき相手として友好的な場所だろう。

　京きようからだと少々離れているが、行く意味はある。何故なぜなら、四国に対応する未開大陸は、まだ一六四八年の段階では各かつ国こくにとって未発見だ。各国側の歴史再さい現げんには含まれていない。もしそこに乗り込むならば、未開大陸としての歴史再現か、四国にいた極きよく東とう勢ぜいの歴史再現を利用するしかない。

　三征西班牙としては、極東側である大おお内うち、大おお友とも勢ぜいの関係から乗り込む事が可能だろうが、やや強ごう引いんな部分が出る。

　だが、武蔵の傭よう兵へいとなるならば、その枷かせは消える。

・風呂無：『四国ですか……』

　そういうフローレスも、他の皆も、異い論ろんが出てこないのには、理由があるからだ。

　自分達がここから四国に行けるならば、幾いくつかの利点がある。

・ふあな：『……なかなか厄やつ介かいな餌えさを持ってきましたね』

　利点の第一は、通行と安全の問題だ。

・ふあな：『本ほん能のう寺じの変へんが決けつ着ちやくすれば、恐らく世界は大きく動きます。特に、中ちゆう東とうから東とう欧おう、K.P.A.Italiaなどはいろいろな態たい勢せい変へん更こうを強いられる可能性があります。

　そうなってしまうと、京にいる私達は簡単に身動きが取れなくなりますね』

・ＢＡ３：『というか実際、今のタイミングで京にいるのって、結けつ構こう危険なのよね、と』

・風呂無：『？　そうなんですか？　政変に立ち会って介かい入にゆう出来るじゃないですか』

・妹の兄：『妹よ。我々にその歴史再現があれば、だ』

　その通りだ。本能寺の変に対し、自分達は傍ぼう観かん者しやにもなり得ない。

・犠打命：『どこかの国の傭兵になって関かん与よするって方法もあるが、その場合、該がい当とう国こくの立場についた事になる。傭兵行動だからノーカン、って言ったら、関与しようとしたこっちの言い分もノーカンになるから、どっちにしろ駄だ目めだ』

・ふあな：『強いて言うなら〝聖せい連れん〟の傭兵として参加する事ですが、これは傍観者でしかなく、逆に手出し出来ないように縛しばられてしまいますね』

　だとしたら、どうするか。

・ふあな：『三征西班牙としては、本国に戻るのがベストです。本能寺の変が決着した後、領りよう土どを護まもり、可能な限り拡大し、──極きよく東とうの支配者が決定するのを受け入れる用意をする』

　それはつまり、

・ふあな：『三征西班牙トレス・エスパニアは、天下取りの流れから外れ、自らを確定する方針を取るのです』
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　よく言い切ったわね、と、房江フサエは思った。

「もはや三征西班牙は天下を望まない、か」

　新大陸産業を盛んとし、本土では三十年戦せん争そうに介かい入にゆうしている最さい中ちゆうに、こういう事を言える上うわ役やくが育つとは。

　フアナは副ふく会長だ。上にはセグンドが存在するが、今の意見に彼は賛同するだろう。

　否いな、恐らくは、セグンドの方針が、暗あんにそちらに向いているのだ。

　……国内の産業を復ふつ興こうし、建て直しを図ってますもんね、と。

　フアナとセグンドには、現実としてのタイムリミットも見えているのだろう。

・犠打命：『どちらにしろ、本ほん能のう寺じの変へんの後、羽は柴しばと武蔵むさし勢ぜいが決けつ着ちやくする。──その時、極東側から、世界の版はん図とが決まっちまうんだ。そうなったら、各かつ国こく側から侵しん攻こうして領りよう土どを奪うばっていったとしても、解かい釈しやくがいろいろと面めん倒どうな事になる』

・風呂無：『ええと、……奪うばった領土の内、各国側は所しよ属ぞく国を塗り替えられますけど、極東側では塗り替えられなくなるんですね？』

・ＢＡ３：『Ｔｅｓテスタメント．、うちからだと、横の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを殴なぐりつけるのが解わかり易やすいかな、と。

　──今までは、六護式仏蘭西の領土を奪ったら、極東側における毛もう利りの土地は、うちの大おお内うち、大おお友ともの土地にして良かったの。だけど今後は、極東側の国こつ境きようが確定するから──』

・風呂無：『六護式仏蘭西の土地を奪っても、そこは毛利のままなんですね？』

・犠打命：『その場合、税ぜい収しゆうとかインフラとかスゲー厄やつ介かいだ。実際今でも、六護式仏蘭西とやり合って俺おれ達の土地が奪われた時、そこら引き渡しとか面倒でよお……』

・ふあな：『そうなった時、現状では、〝その家〟の暫ざん定てい支配国こつ家かが一度税収を管理し、〝その土地〟を管理する暫定支配国家に徴ちよう収しゆうした税の内、七割程を〝支配税〟として与える事になっていますね』

・風呂無：『うっわ、面倒だし、滞とどこおりや税ぜい率りつでモメますよねソレ……。回かい避ひする方法って、あるんですか？』

・ＢＡ３：『〝その家〟を支配している暫定支配国を、吸収する事かな、と。つまりうちが六護式仏蘭西を食ってしまえば、毛利もうちのものだからね、と』

　だけどこれは、もう無む理りだというのが見えてきている。

・ふあな：『三十年戦争はあと三ヶ月弱で終わります。ヴェストファーレン会議にて欧おう州しゆうの国境は確定するのですから。要はそれまでに、どれだけの領土拡大が出来ているか、ですね。

　そして会議の後は、もう、次の戦争や、次じ代だいに向かっての準備と行動です』

　未来指し向こうとしての現状の戦せん略りやく。だからM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントは武蔵むさしを頼って、自じ領りよう土どの減少を防いだし、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは自国を守り切り、M.H.R.R.を含む羽は柴しば勢ぜいとの協きよう働どうを探りつつある。

　……K.P.A.ItaliaはM.H.R.R.旧派カトリツクを迎え、羽柴側と関係を得る事で立場を保っていますが、この辺り、どうなる事でしょうね。

　火ひ種だねはある。

　夕方の戦せん闘とうで、戦せん場じようの流れを決したのは、その中に飛び込んで来た大罪武装ロイズモイ・オプロだった。

〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟。

　あれの持ち主は、教皇総長パパ・スコウラだ。

　……安あ芸きが陥かん落らくして以来、行方ゆくえ不ふ明めいとの事でしたが。

　生きているのだろうか。だとすれば、何故なぜ、表おもてに出てこない。

　あの一件。大罪武装の乱らん入にゆうによって、恐らく各かつ国こくは教皇総長の存ぞん命めいを思し案あんしなければいけなくなった。

　あの場で、定かではない出現をされたため、各国ともに疑ぎ心しん暗あん鬼きだろう。だから、

・ふあな：『本ほん能のう寺じの変へんで世界は動きます。しかし、三征西班牙トレス・エスパニアは京きようから遠いため、すぐには動けません。ゆえに私達は本国に帰き還かんし、後の展開に備えるのがベスト。ですが──』

　ですが、

・ふあな：『京に行く事が出来、しかし他国から介かい入にゆうを受けず、補ほ給きゆうなどは出来る場所。そこに私達の主力をおいて橋きよう頭とう堡ほとしながら、本国とのつながりも保つ。

　そういう場所を得られるならば、西さい国ごくの私達には有用とも言えます』

　四し国こく行き。武蔵の傭よう兵へいとして、暫ざん定てい国こつ家かの手が届かぬ四国に居座るのは、短期では有りだ。
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　正まさ純ずみは、三征西班牙側が思し案あんに入ったのを見た。

　さっきのホライゾンの雑な一発が結けつ構こう効いたのは解わかっている。あれで、単純な〝力〟を振るう意味が無いという事は、お互い、理解が出来たのだ。

　そして今、こちらは傭兵交こう渉しように入っている。

・ホラ子：『正純様！　戦争は！　戦争はいつからですか！』

・不退転：『そうね。やるなら早めがいいと思うわ。眠いし』

・副会長：『誰だれか非戦のために協力してくれるヤツはいないのかよ……！』

・俺　　：『オメエそうやって他人を決めつけるなよ。頭おかしいぞ』

・労働者：『ははは、お前もな！』

・貧従士：『というか、どうして向こうは長考に入ったんですか？』

　あー、と、どう説明したものかを、一いつ瞬しゆん迷う。だが、

・ホラ子：『ネシンバラ様──！』

・未熟者：『フ、解わからないのかい？　ここでもしヅカ本ほん多だ君やアリアダスト君の言う通り、戦争になったら、本ほん能のう寺じの変へんの口火を切るのが三征西班牙トレス・エスパニアになってしまうじゃあないか。彼らは後の記録に残る惨さん事じを避けるために、必死の思し考こうをめぐらしているのさ。そうだろう？』

・金マル：『うーん、そんな臆おく病びようかな三征西班牙』

・●　画：『ミトツダイラクンクン──！』

・銀　狼：『何ですのソレ……!?　──でもまあ、別として回答しますと、三征西班牙は今、アルマダ敗戦からの復ふつ興こう中ですの。それでいて西せい欧おうかつ西さい国ごくとなると、京きよう方面や武蔵むさしの動きにはなかなか嚙かめませんわ。でもいざとなったら動きたい。だから四し国こくに常じよう駐ちゆう出来る武蔵の傭よう兵へいという身分は、長考に値あたいしますの。──違いますの？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、まあ第一は、大体そんなところだ。──そろそろ戦せん国ごく時代と三十年戦せん争そうの時代も終わる。国こつ家かの立ち回りとしては、本能寺の変は一発で国家のスタンスを問われて危険な現場だが、遠くから見ている手もないだろう。三征西班牙にとっては、京に常駐して中ちゆう途と半はん端ぱに巻き込まれるより、一度補ほ給きゆうなども受けられる四国がベスト。そういう事だ』

・ベ　ル：『それに、四国だと、すぐ、三征西班牙に帰れるよ、ね』

　それも仕込みだ。

・副会長：『四国沿いに西へ行けば、他国の干かん渉しようを受けずに下しもの関せきまで行ける。本国からの補給を受けるのにも都つ合ごうがいいだろう』

　向むか井いが、この辺りの地理的な利点を知っているのは、やはり武蔵の艦かん橋きように出入りしているからだろう。以前、M.H.R.R.神聖ローマ帝国から三み方かたヶ原はらの戦いに移行する際、大おお坂さか湾わんを縦じゆう断だんしたが、あの時に別ルートがあれば、というのは、誰だれでも想そう像ぞうした事だ。

　……あそこで、四国入りをする、というのも選せん択たく肢しであったのだがな。

　関かん東とう側での受け入れを約束していたため、選択肢を絞しぼってしまった。

　だが、もし四国に入っていたら、安あ土づちは先に関東入りをしていた筈はずだから、羽は柴しばの支配は江え戸どや里さと見みだけにとどまらなかったとも思う。

　……結局は、今が一番だと、そういう事になるのだろう。

　と、そんな事を思いつつ、己おのれは言葉を繫つなげる。

「もしも、もしも、だ。この先を思し案あんせずに言うが──」

　三征西班牙に対し、この四国行きは、二つの利点を与える。

　一つは、四国を回かい廊ろうとして、三征西班牙本国との行き来や連れん絡らくの自由と安全を与える事。

　もう一つは、

　……これから言う事が、それに繫がる。

　言った。

「三征西班牙が護ご衛えいにつかないならば、武蔵は、本能寺の変以後、四国にて逗とう留りゆう、補ほ修しゆうや補給などを行う事は無いだろう」
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「宗むね茂しげ様」

　誾ぎんは、副ふく会長の言葉を通つう神しんから聞きながら、問うていた。

「短い間でしたが、四し国こくにいた時、印いん象しように残っているのは何ですか？」

　疑問を投げたが、己おのれは振り向かない。今は三征西班牙トレス・エスパニア側を監かん視ししているのだ。

　そして同じように、こちらの横で望ぼう遠えん術じゆつ式しきの表示枠サインフレームを覗のぞく宗茂が、こう言った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、──聖せい連れん諸しよ国こくが関わらない土地として、解かい放ほう感かんを得ていた誾ぎんさんです」

「別に解放感など得ていません』

　言いつつ、どうだったろうか、と記き憶おくを掘り起こす。

　実質、武蔵むさしに乗っていた者からすると、四国行きは日帰り旅行のようなものだった。ネルトリンゲン戦を朝方に終え、昼からは期末テストの再試。そして夜には、ＡＫとの交こう渉しようによって、すぐ関東行きが決まったのだ。

　……ＡＫとの交渉が無ければ、長期滞たい在ざいとなったでしょうか。

　結果として、武蔵の関東行きは、羽は柴しばを里さと見みから押し出し、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにも借りを作った事になった。タイミング的には関かん東とう諸しよ家けとの交こう渉しようも始まったので、あの時の即そく座ざの判はん断だんは確かなものだったと思う。

　横、当時を思い出すのか、宗茂がこう言った。

「会計達も含め、副ふく会長の判断は良い結果となったと、今、言えるでしょうね。何しろあの出しゆつ立たつの際、四国側の商工団を有用しました。四国の貿ぼう易えき隊たいを先行させ、それに武蔵が追いついていき、回かい収しゆうしていくという方法です。人口十万弱の大型都市の消しよう費ひを賄まかなう短期貿易。

　あれによって、武蔵は四国を有要する、というのが四国側には伝わった事でしょう」

　四国に対して、益えきがあったのは、それだけではない。

「四国は未開大陸ですから、貿易は極きよく東とう側に限られています。……つまり、暫ざん定てい支配国家が四国に手を出しにくいのと同じように、四国もまた、暫定支配国とは表おもて向むきの関かん与よが出来ないのです」

　しかし、あの武蔵の関東行きは、どういう結果となったか。

「──武蔵関与の貿易団という事で、四国の商工団は関東までの道行きと帰りに、暫定支配国との貿易を可能としました。更さらには、武蔵の援えん助じよによって関東から帰き投とうする六護式仏蘭西が、毛もう利り側から讃岐さぬきと食しよく糧りよう貿易を行う手配もつけましたので、四国は武蔵に大きな借りが出来たと言えます」

「だとしたら──」

　宗茂の言葉に、Ｊｕｄ．、と自分は応じた。

「同じ事が、三征西班牙トレス・エスパニアにも出来るのです。──武蔵むさしの傭よう兵へいとして、四し国こくにいる間は」
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　いやはやいやらしい手ですね、と房江フサエは口を横に開いた。

　……武蔵副ふく会長、何処どこまでこっちの実情を知ってるんですかね、……と。

　フアナが言う。

・ふあな：『本国へ戻る安全と手段の確定。

　そして四国との短期貿ぼう易えき。

　──これが武蔵の傭兵として、護ご衛えいを引き受けた時に、私達が得られる利点です』

　……うわあ。

　それが出来るなら、今の三征西班牙にとっては、見過越せない。何故なぜなら、

・ＢＡ３：『……短期で良いから、食しよく糧りよう備び蓄ちくのための貿易とか、確かに欲しいのよね、と』

・風呂無：『え？　必要だったら他の国から買えるんじゃないんですか？　うち、復ふつ興こう中とは言え、新大陸産業の恩おん恵けい有りますし』

・ＢＡ３：『それがまあ、売ってくれる国が無くなるかもしれないのよね、と』

　何でかと言えば、それはもう、聖せい譜ふ様さま々さまとしか言いようが無い。

・ＢＡ３：『──三十年戦せん争そうの後でも、欧おう州しゆうでは各かつ国こく間の戦争は継けい続ぞくされるでしょ？　それでまあ、三征西班牙はある国と戦争を続行します。それは何処かというと──』

・風呂無：『あ』

　三征西班牙に住んでいて、ある程度学生を真ま面じ目めにやった経けい験けんがあれば、解わかっている事だろう。三十年戦争の後、日の沈む帝てい国こくはある大たい国こくと戦争を続行するのだ。

・ＢＡ３：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。──欧州最大の農地を持ち、余よ剰じよう食糧による貿易をしていた六護式仏蘭西が、三征西班牙の敵に回るのよね、と』
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　どうだ、と正まさ純ずみは思った。自分の提てい案あんは、意味があった筈はずだ、と。

・あさま：『……三征西班牙って、そんなに貿易が危き機き的状況になるんですか？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、三征西班牙とて、三十年戦争に関わってなかった訳わけじゃ無い。阿蘭陀オランダ独立戦争や、英国とも戦争をしているんだ。その中で、三十年戦争の後も継続されるのが、西せい仏ふつ戦争。──三十年戦争中、旧派カトリツク大国であり、M.H.R.R.神聖ローマ帝国とは関係の深い三征西班牙としては、M.H.R.R.旧派が敗れる事になると、隣りん接せつする六護式仏蘭西が一気に伸長して危険だった。だからM.H.R.R.旧派を応おう援えんして六護式仏蘭西を牽けん制せいしていたのだが、それが戦後、裏目に出た』

　つまり、

・副会長：『ある戦せん闘とうを契けい機きに、六護式仏蘭西が三十年戦争に正式参戦。六護式仏蘭西は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国内で旧派カトリツクと合同していた三征西班牙トレス・エスパニア勢力だけではなく、隣りん国ごくとしての三征西班牙に戦争を開始するんだ』

　と、言った台詞せりふに、伊だ達て家け副ふく長ちようが首を傾かしげた。

・不退転：『……妙みようね。つい、一月程前に、六護式仏蘭西が参戦する契けい機きとなった戦争を、私、経けい験けんした気がするわ』

　だろうな、とは思う。うちにはM.H.R.R.出身や、六護式仏蘭西関係者が多いから、今言った部分はよく解わかっている筈はずだ。

・副会長：『ネルトリンゲンの戦いだ』

　夏休み直前に行ったあの戦せん闘とう。

・副会長：『聖せい譜ふ記き述じゆつでは、あの戦闘にはM.H.R.R.側の予備戦力として三征西班牙が加わっていた事になっている。彼らが防ぼう御ぎよの要かなめになった、ともな。

　それを踏まえて、六護式仏蘭西は三十年戦争に参戦した直後から、三征西班牙への侵しん攻こうや、介かい入にゆうを開始する』

　解るか？　と自分は皆に、視線を飛ばした。

・副会長：『──夏休み前にネルトリンゲンの戦いは終わった。夏休み中に、六護式仏蘭西の主力は本国に帰き還かんした。そして今、夏休みは終わったんだ。どういう事か、解るな？』

・銀　狼：『規制の掛かっていた夏休みを終え、六護式仏蘭西が三征西班牙に侵攻しても問題ない状態になったと、そういう事ですの』

・副会長：『そうだ。──そしていつ、そうなっても不ふ思し議ぎではない』

　この事が解っていれば、交こう渉しようは一つの方向性を持つ。

・副会長：『三征西班牙主力は、本ほん能のう寺じの変へんの監かん視しをし、必要ならば介入を望む一方で、本国に戻り、六護式仏蘭西が迂う闊かつに宣せん戦せん布ふ告こくしないよう、牽けん制せいを掛けたい筈だ。

　その中間点となる泊はく地ちには、四し国こくが一番だろう。──さて、どうだ？』





●






・十ＺＯ：『しかしまあ、正まさ純ずみ殿どの、三征西班牙の事など、詳しいで御ご座ざるな』

・傷有り：『ふふ、正純様は物知りなのですよ』

・副会長：『あー……、単に事前知ち識しきがあるだけだ。前も三み河かわから九きゆう州しゆう回りを進言したように、九州方面は本ほん多だ・正純の歴史再さい現げんに関わる事が多くてな。派生的に、あっちの事は昔に調べて偏かたよった知識がある。三征西班牙についてはメインじゃないが、歴史再現の粗あら方かたや、アルマダ以い降こうの流れは追ってる方だぞ』

・ホラ子：『成なる程ほど、正純様のテンショントークは綿めん密みつな調べに基づいた戦争への道みち筋すじだったと言う訳わけですね？　これはホライゾン、応おう援えんせざるを得ませんな……！』

・副会長：『いや、まずは次の料理を食おうな？　な？』
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　ともあれこちらとしては、三征西班牙トレス・エスパニアに有利な案あん件けんを与えたのだと、正まさ純ずみはそう思った。

　……交こう渉しよう条件としては、充分だろう。

　と、自分として納なつ得とくした時だった。

「箸はし休やすめです」

　三征西班牙副ふく会長の言葉と共に運ばれてきたのは、湯ゆ飲のみサイズの器うつわだった。

・金マル：『……また、京きよう料理かな』

・●　画：『だとしたら、不ふ吉きつね……』

・貧従士：『如何いかに自分達がカレーを信頼してるか解わかる状況ですね……』

　ホントにその通りだから困る。

　だがまあ、潮しお目めとしてはこちらに向いた筈はずだ。三征西班牙の四し国こく行きは、お互いに益えきのある事だと、そう思う。だから、

「さて」

　と己おのれは、器を開けた。

　茶ちや碗わん蒸むしであった。







[image: 第六章『祇園の食い倒れ人形』]
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　ぬ、とか、く、とか言う小さな声が、武蔵むさし勢ぜいの面々から漏もれたのをフアナは聞いた。

　よく解わからないが、こちらとしては言われた通りのものが出てきたのでセーフ。

　流れとしては、こちらの主導となっているようだ。

　安あん堵どという、その雰ふん囲い気きの上で、一つ言っておく事がある。

「武蔵側からの傭よう兵へいとしての発注、無む理りな話だと思います」

　確かに非常に有効な申し出だ。視線を合わせた先で、武蔵副ふく会長も頷うなずいている事から、向こうとしても自信のある案あん件けんなのだろう。だが、

「現状において、三征西班牙トレス・エスパニアはその条件だけで傭兵業を請うけ負う事が出来ましょう」

　つまり、

「この話は、──良い話ですね。ええ」
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・俺　　：『ハイ皆！　自信満々だったまさずみせんせいを責めちゃだめだぞおーう？　まさずみせんせいにも間違いはあるんだ！　それがたまたま今だったって事なんだぞおーう？』

・副会長：『う、うるさいな……！　というか、全却きやつ下かだと!?　どういう事だ!?』

・不退転：『カレー占うらないの有用性が証しよう明めいされたという事ね』

・ホラ子：『あ、正まさ純ずみ様、浅あさ間ま様、チョイと宜よろしいですか？』
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　浅間は、茶ちや碗わん蒸むしの素そ朴ぼくな味に感心していたところだった。

　いきなりのホライゾンのチョイとコールに、え？　と振り向いた瞬しゆん間かん。彼女が右手を肘ひじから上にあげ、口を開いた。

「眠クナアアアアアアアアアアアアアアイ！　謝ラナアアアアアアアアアアアアアアイ！」

　いきなり叫んだ瞬間。ホライゾンが音を立てて上じよう半身をテーブルに突っ伏した。

　は!?　と引いた三征西班牙側をとりあえず無視して、自分は椅い子すを立つ。

　……ええと、多分、これはきっと……。

　ホライゾンの脇わきに立って見れば、彼女の周囲には幾いくつもの十じゆう字じ鳥とり居いの表示枠サインフレームがある。

　ああ、やはりコレはアレ。とりあえず起こしながらだが、

・あさま：『大罪武装ロイズモイ・オプロの初期化というか、組み込みの睡すい眠みんタイムですね』

・副会長：『……淫蕩の御身ステイソス・ポルネイアか？』

　言われてみると、表示枠の数がちょっと多い。

　一応、ホライゾンから許可を得てモニタリングは出来ている。検けん索さくを掛けると、

・あさま：『ネルトリンゲンで手に入れた〝飽食の一撃フイオソス・ガストリマルジア〟も同時に進めてますね。ただ、こちらの方は以前から分割的に進めていたようで、どちらかというと淫蕩ポルネイアの方が今回の睡すい眠みんタイムのトリガーのようです』

・銀　狼：『なぜ、分割で進めてましたの？』

・あさま：『その方が効こう率りつがいいんでしょうか……』

　と思ったが、違う。ホライゾンの表示枠サインフレームだ。大罪武装ロイズモイ・オプロの導入率りつと示すインジケーターが、高速に埋まっていくのだ。

　……これは──。

　思い出すのは、ホライゾンの大罪武装組み込みのための睡眠時間が明らかに減ってきているという、そのシステムだ。

　今もまた、以前よりも遙はるかに早く、淫蕩の御身ステイソス・ポルネイアの組み込みが進んでいる。この仕掛けは、

・あさま：『今までは一いつ括かつして行っていたので、大罪武装組み込みのＯＳ側経けい験けんもその回ごとでした。だけど今回は、先行して飽食の方を分割組み込みする事で、ＯＳの組み込み経験を複数回にして、その後に続く淫蕩の組み込みを早くしたんですね』

　ああ、と直なお政まさが頷うなずいた。

・煙草女：『複数回の組み込みに合わせ、ＯＳ側でも組み込み用の処しよ理りを複数作って試したんだろうさ。だからまあ、この段だけど、幾いくつかの班はんに分けるようなイメージで飽食を分割アタックし、ベストな組み込み処理を探ったという事だろうさね』

・未熟者：『一体どういうレベルのＯＳなんだい……？』

・煙草女：『いや、あたし達だってやってるだろうさ。大きな目もく標ひようがある時、いきなりそれに取りかかるんじゃなく、その準備となるような小さな項こう目もくを試したりするだろうさ。

　ホライゾンの場合、それが無む意い識しきか意識的かは知らないが「寝る時間が多いのは非ひ効こう率りつ」って判はん断だんが本人の中であって、アサマチの意見聞いたりする中で、ＯＳ側が効率の良い方法を導き出したって訳わけさ』

　そういう事だろう。今、椅い子すの背もたれに寄りかからせたホライゾンは、

「……グ、ガッ、ギギギギ……！　シシシシシッ！」

・金マル：『……何か鼾いびきと歯ぎしり凄すごいんだけど』

・あさま：『姿勢が悪いんでしょうか……』

　だけど上じよう半身のバランス的に、どうしても突っ伏すかのけぞりになる。

　どうしたものか、と思っていると、両腕うでが外れて、左右確かく認にんの上で主人を支えた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　問うと、両腕がこちらに振り向き、手首を下に振って頷いた。

　大丈夫らしい。じゃあよし。何か鼾がまだ断続的に来るが、眠りはこの場合深いんでしたっけか。どうだったんでしたっけか。

　ただ、三征西班牙トレス・エスパニア側が、口を横に開いてこちらを半はん目めで見ているのは、何故なぜだろうか。

　そして正まさ純ずみが、場を取り繕つくろうようにこう言った。

「いいか？　気にしろよ？　気にするんだぞ？　絶対だぞ？」

　誘ってませんか正純。
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　ともあれ、という空気の中で、正純は思し案あんした。

　……先さき程ほどの条件では、駄だ目めなのか？

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの戦争を控えた三征西班牙にとって、安全な東西の行き来と補ほ給きゆう路ろの確定は急務な筈はずだ。何しろ、新学期が始まり、各かつ国こく共に国こつ家か間の歴史再さい現げんを行えるのだ。

　明日あしたどころか、今にでも六護式仏蘭西が三征西班牙に戦争を仕掛けてもおかしくない。

　それが生じていないのは、

　……やはり、本ほん能のう寺じの変へんがストッパーなんだろうか。

　だとすれば、と思うのは、三征西班牙にとって、現状が益ます々ます危険だと言う事だ。

「よい事だ。そうだろう？」

「何がですか？」

「三征西班牙まで、ここから、どのように移動する？」

　雑な問いかけだが、意味がある事だ。

　果たして三征西班牙副ふく会長は、こう応じた。

「安全を考え、そちらの傭よう兵へいとして四し国こく方面を行き来すれば、片道六時間でしょうか。高速艦かんだけならば、四時間は掛からないでしょう」

「四国方面を通過しないならば？」

　問い掛けたとき、己おのれは見た。三征西班牙副会長が、小さく笑ったのを、だ。

　そして彼女は、こう言った。

「その場合、──三征西班牙艦かん隊たいを本国から動かさず、私達を見捨てさせましょう」
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　フアナは、ある事実に、気付いた上で、決めた。

　今、武蔵むさしがこちらに対し、傭兵と四国貿ぼう易えきを交こう渉しようカードとしている。それは本能寺の変の際における安全を確保し、後々においてはこちらとの友好を結びたいと、そういう事だ。

　だが、己は気付いた。武蔵側は、三征西班牙に対し、それ以上のことを見ていない、と。

　……話が、本能寺の変と、以後の貿易にのみ終しゆう始ししていますからね。

　つまり武蔵は、あるものが見えていないと、そう思った。

・ふあな：『三征西班牙が、本能寺の変以後、どうあろうと思っているのか。

　武蔵むさしは、それが見えていないようですね』

・ＢＡ３：『あ、フーさんもそう思う？　──それは私も同じ意見かな、と』

　第二特とく務むの言葉に後押しを感じ、ならばと己おのれは判はん断だんした。

　三征西班牙トレス・エスパニアが、今、武蔵を相手にしてとるべき態度は一つだ。向こうの京きようルールに合わせ、

「武蔵との傭よう兵へい契けい約やくは、──ありでしょう」

　つまりは先さき程ほどに続き、改めての全却きやつ下かだ。
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　フアナは、武蔵勢ぜいが、両腕うでも含めて一いつ斉せいに副ふく会長を見るのを確かく認にんした。

　ややあってから副会長がそれに気付き、

「な、何だお前ら！　その目は！　もっと見ろ！　もっと見るがいい……！」

　仲間内にも京ルールは適用らしい。
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・俺　　：『ハイ、そういう訳わけでセージュン君、一人負けでえええええええす！』

・不退転：『現地にちょっとは詳しい、みたいな話はどうなったのかしら』

・傷有り：『皆さんそんな責めなくても、──ちょっと思い違いがあっただけですよ、ネシンバラ様みたいに。そうですよね？　正まさ純ずみ様』

・副会長：『うあああああああ頷うなずきたくないフォローが来た……！』

・未熟者：『ははははははは！　少しは僕の浴びる業ごう火かの痛みが解わかったかい……！　ざまあ見るがいい……！　理解者が増えて幸いだよ……！』

・金マル：『解って良い事あるのかな？』

・貧従士：『というか、何だか改めての全却下に来ましたよね。──副ふく会長の言った、運行の安全云うん々ぬんを否定した上で……』

・あさま：『でも、他の利点もあるのに、何で全却下なんでしょう。──あ、運行の安全は駄だ目めとしても。ええ』

・副会長：『いいよ別に全却下でまとめて！　くっそ！　くっそ！』
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　いかん、と正純は思った。敵よりも恐ろしい連れん中ちゆうに絡まれてしまった、と。

　……身内には容よう赦しやないからなー……。

　まあ自分も同じ立場だったらやるから、つまりこれはウィンウィンの関係。違うか。

　しかし、この状況で運行の安全を考えた場合、本国側から護ご衛えい艦かん隊たいを出すというのは、言われて見ると確かに逆転発はつ想そうとして有りだ。

　……三征西班牙トレス・エスパニアの本国艦かん隊たいとやりあうのは、列れつ強きようでもリスクが高いもんな。

　その辺り、思い違いをしたのは、武蔵むさし基き準じゆんのイメージが頭に残っていた、という事だろう。そういう事にしておく。

「さて」

　一回自分の両りよう頰ほおを叩たたいて、気合いを入れ直す。　考えねばならない事は、あるのだ。

・副会長：『……浅あさ間まが言う通り、こちらが提てい示じした利点は、他にもある。それなのに、三征西班牙が傭よう兵へいになる事全てに駄だ目め出だしで全却きやつ下かしたのは、何故なぜだと思う？』

・●　画：『また他のもハズしてんじゃないの？』

・副会長：『〝また〟とか言うなあ──！』

・○べ屋：『セージュンが見苦しくなる前に関かん東とうからの見地で言うけど、四し国こくとの貿ぼう易えきについては三征西班牙に利はあると思うかなー。何しろ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと戦争始めた時は、仏蘭西フランス側に英国も同どう盟めいしてえらい事になるから。毛け織おり物ものとか陶とう磁じ器きとかにメイン振ってた西班牙スペインは、欲しい食しよく糧りよう売ってくれるところが無いし、作ったもの売れないしで、大変になるんだよね』

　だから、

・○べ屋：『短期とは言え、今の時期に食糧備び蓄ちくを作れるのは意味があると思うのよね』

・副会長：『じゃあ例えばだが──』

　試案として、専門家どもに問うてみる。

・副会長：『西せい仏ふつ戦争で、武蔵が三征西班牙に補ほ給きゆうを行うとしたら、どうなる？』

・礼賛者：『イメージアップ以外の意味は、あまり無いでしょう』

　御お広ひろ敷しきが、茶ちや碗わん蒸むしの器うつわを置きながら言った。

・礼賛者：『武蔵は貿易艦かんとしては大都市クラスの輸ゆ送そう量りようを賄まかなえますが、それはやはり都市レベルです。大たい国こくを支え切れる程のものではありません。それに、極きよく東とうを回るという循じゆん環かん型貿易こそが武蔵の本質なので、一国集中は極東の経済にダメージを与える可能性が高いです。

　対し、一般に貿易で使用される輸送艦は、武蔵に比べて輸送量は小さいですが、その数と、恒こう常じよう的な行き来で大国を潤うるおせます。備蓄作りで言うなら、武蔵単独より、四国と三征西班牙の輸送艦が動いた方が、総輸送量と移動量では遙かに上になりますし、安全ですね』

・長安定：『ほら、一応、資料送っとくで』

　大おお久く保ぼから来る資料は、人口二万クラスの都市の総貿易輸送量と武蔵を比較し、都市が幾いくつあれば武蔵の輸送量を超えるかを示したものだ。

　その統計では、単純比較をして六～八都市あれば武蔵の輸送量を超える事が示されていた。誤差の部分は、季節や、武蔵がどういったルートで三征西班牙に入るかに拠よるもので、最も損なのは英国からのルートだというのが解わかる。

　……英国、食糧関係が仕入れられないし、鉄てつ鋼こうや燃ねん料りようとか、そっち系けいになるんだよなあ。

　アルマダの直前、英国入りした時の事を思い出しつつ、己おのれは問う。

・副会長：『三征西班牙トレス・エスパニアの内、現状、貿ぼう易えきで忙いそがしいのはどの地ち域いきだ？』

・○べ屋：『仏蘭西フランスと一戦構える予定があるなら、そのぎりぎりまではどこも忙しいんじゃないかなあ。下しもの関せき中心に、幾いくつも都市があるから、今の資料にあった二万人都市の数については余よ裕ゆうだと思う。──つまり武蔵むさし以上の輸ゆ送そう力りよくで備び蓄ちくかき集めてるんじゃないかな？　今の時期」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じる言葉が、外から来た。立たち花ばな嫁よめだ。

・立花嫁：『三征西班牙は海洋進出に秀ひいでているため、沿岸地ち域いきや広い河か川せん沿いに大都市が出来ています。地方分ぶん権けん、民みん営えい化かを重視したので、超大型の都市とは別に、衛えい星せい都市や地域の長官が治める都市が発展、その数を増やしたのですね』

・副会長：『そういう意味では、武蔵が貿易をした場合、それは本来の上乗せ分である一方で、三征西班牙側の代役と追加をやった、という程度でしかない訳わけか。三征西班牙だって、同等の内容はやろうと思えばやれる訳だから』

・貧従士：『逆に言えば、八都市弱の輸送量を一気に賄まかなえる武蔵の価か値ちってのも相当なものになりますよね』

　成なる程ほどなあ、と思ったのは、別に今まで調べて来なかったからでは無い。

　調べるまでも無く、欧おう州しゆうの動き、特に本ほん能のう寺じの変へん後にどうなるかは思し案あんし、各委員会にもその予測報告をさせていた。

　だが、それ以上に、三征西班牙の動きが速い。

　つまり三征西班牙には、何か思案があるのだ。
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　そうだ、と正まさ純ずみは思った。三征西班牙は大たい国こく。そして夏休みがあれば、その期間中に多くの事を考えた筈はずだ。

　以前にも、三征西班牙の思し索さくに舌したを巻いた事がある。

　あの総そう長ちようも、この副ふく会長も、かなり策を弄ろうするタイプだ。そして国中が、彼らを信用して、復ふつ興こうのために一丸となっている。地方分権が強くなれば国王の権力が弱まるだろうに、アルマダで敗戦して尚なお強固になったように感じるのは、国民が国家の動きを押しているのだ。

　……だとすれば、だ。

　国を押すのは国民だ。だが皆が生きて行くには衣い食しよく住じゆうの安定が必要だ。

・副会長：『一方で、今後、……英国も六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも、三征西班牙とはまた敵対の道を歩む事になる訳だ』

・長安定：『六護式仏蘭西が巴パ里リでM.H.R.R.神聖ローマ帝国を防ぎ切った後、ネルトリンゲンで私ら雇やとって楽しながら改派プロテスタントに恩おん売った理由、解わかるやろ？　夏休みで態たい勢せいを整えて、六護式仏蘭西は二学期から対M.H.R.R.と対三征西班牙で二正面作戦なんや。──讃岐さぬきと仲良くなる意味も、同じやな』

　ああ、と頷うなずき、ややあってから、ふと気付いた事がある。

・副会長：『──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、讃岐さぬきの貿ぼう易えきを独どく占せんすると思うか？』

・長安定：『それまでのコネと、武蔵むさしの分は空あけといてくれるやろ』

　つまりは独占。だとすれば、

・副会長：『……四し国こくに常じよう駐ちゆうしても、三征西班牙には益えきが得られない可能性もあるのか』

　そう言葉を作ると、皆がこちらに顔を向けた。

・●　画：『……さっき、三征西班牙にとって四国行きが大だい事じなのは、四国との貿易が出来るからだ！　とか、そんな見み栄え切った誰だれかがいなかったっけ？』

　またやってしまった。
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　フアナは、武蔵勢ぜいが、両腕うでも含めて一いつ斉せいに副ふく会長を見るのを確かく認にんした。

　ややあってから副会長がそれに気付き、

「な、何だお前ら！　またその目は！　もっと見ろ！　もっと見るがいい……！」

　ギャグに厳きびしい戦せん闘とう国家として、これはルーチンギャグなんだろうか。
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・俺　　：『ハイ、そういう訳わけでセージュン君、また一人負けでえええええええす！』

・賢姉様：『フフ、一人で二回だと、実質二人負けよね!?　さっきのが一回目でシングル負け！　今のが二回目でダブル負け！　次にやったら三回目でサブル負けよ──！』

・あさま：『あの、喜き美み、馬ば鹿かなのはよく解わかったから落ち着いて下さい』

・不退転：『しかし、現地にちょっとは詳しい、みたいな話は、本気でどうなったのかしら』

・傷有り：『皆さんそんな責めなくても、──たまにはこういう日がありますよ、ネシンバラ様みたいに。そうですよね？　正まさ純ずみ様』

・副会長：『うあああああああまた頷きたくないフォローが来た……！』

・未熟者：『というか僕関係のフォローって何種類有るのか気になるよ！』

・金マル：『実数聞いたら死にたくならないかな？』

・銀　狼：『ともあれ四国は六護式仏蘭西の正面。K.P.A.Italiaの沿岸に面した部分も大きいですけど、拠きよ点てんとして大きめの讃岐が六護式仏蘭西に封じられると、少々厄やつ介かいですわね』

・○べ屋：『その場合、四国側も開き直って西側の松まつ山やまや伊い予よの貿易力を強化して、三征西班牙との貿易に備えるんじゃないかなあ』

・副会長：『実際、三征西班牙は極きよく東とう側での四国との貿易はそちらで行っているから、そうなるとは思う。だから、武蔵むさしの傭よう兵へいとなれば、その拡大を行えるだろうと思っていたんだ』

　と、急ぎの動きで、ツキノワに四し国こくの概がい要よう図ずを出させる。

　先さき程ほど話題が出た松まつ山やまや伊い予よは四国の北西の端はし、讃岐さぬきは北東の端に近い位置だ。

・礼賛者：『食しよく糧りようを貿ぼう易えきすると考えた場合、うどんを大量に生産出来るだけあって、讃岐は小こ麦むぎの生産地で有り、備び蓄ちく地ちですね。ただ──』

　御お広ひろ敷しきが、讃岐と伊予、松山を結ぶ線を概がい要よう図ずに書き加える。

・礼賛者：『ここの通商路は定まっていません。強いて言うならば、羽は柴しばが四国を平定しているので、羽柴管理下ではありますが、四国北岸を東西に結ぶ貿易路は未発達です。

　ゆえに、讃岐の潤じゆん沢たくな食糧備蓄などは、共有されにくいんですな』

・副会長：『何だかんだで極きよく東とうは戦せん国ごく時代。商人ギルドなどがあった欧おう州しゆうとは違って、商業同どう盟めいなどはなかなか発展しない訳わけだ』

　だから、と自分は言った。

・副会長：『武蔵を讃岐に停とめた場合、武蔵の傭兵となった三征西班牙トレス・エスパニアは〝下しもの関せき──松山・伊予──讃岐〟というラインを行き来する事になる。これは通商路の形成の足がかりとなるだろうし、三征西班牙ならばこうした機き会かいを捨てる事はないと思うのだが……』

・銀　狼：『つまり、……三征西班牙は、何故なぜか〝内に籠こもっている〟事を選ぼうと、そんな風ふうに見えますのね？』

　ミトツダイラの言う通りだ。今、各かつ国こくが動き出し、自分達も六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや英国を相手にしなければならないと言うのに、貿易路などの確保となる手て筈はずに見向きもしない。

　……何か思し索さくが有り、方針が既すでに決まっている。

　きっと、三征西班牙副ふく会長の中では、予算などの計上も粗あら方かた出来ているのだ。

・貧従士：『……どうなんでしょう。これ、六護式仏蘭西や英国なんかは知っているんでしょうか。三征西班牙に何らかの思索がある、と』

・銀　狼：『二学期以い降こう、敵対する流れがあるなら、お互いの情報はかなり秘ひ匿とくされて行きますわよ？　それでなくても夏休み中は国家間の歴史再さい現げんが禁止となりますもの。

　ただ、──相手が何も考えていない、と思う事はありませんわね』

・副会長：『そうだな。この辺り、六護式仏蘭西については大体解わかっているんだが……』

・不退転：『何故、六護式仏蘭西については……、と？』

・現役娘：『まあ！　情報流出などとは恐ろしいですのね……！』

・銀　狼：『リーク元が何か言ってますわ──！』

　よく考えたらこっちからも漏もれてるけどな。

　だが、御お菓か子しの家での合がつ宿しゆくと言い、六護式仏蘭西がこちらについているのは確かだ。

　……あと、三征西班牙が警けい戒かいする国となると……。

・副会長：『……英国は現状どうなのか、解る者、いるか？』
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　メアリは、英国の情報をそれなりに追っている。

　そうでなくても定期的にミルトン達から通神文メールがやってくるのだ。それは意い外がいに私信ではなく、オクスフォードの渉しよう外がい委員や委員会本部連れん絡らく係が記したもので、英国と他国の関係を示した部分が多くなっている。

　つまり自分は、英国にとってはまだ襲しゆう名めい者しやとして存在価か値ちがあるのだ。

　……迂う闊かつに、英国との敵対関係に踏み込んではいけないという事ですね。

　亡ぼう命めいし、襲名関係は棚たな上あげだが、もし英国と敵対した場合、後に英国へと戻る時の障しよう害がいとなり得る。恐らくは、妹や、ジョンソン達がその辺りを警けい戒かいしての事なのだろう。気に掛けて貰もらっているのは有あり難がたいと思うし、武蔵むさし全体の指し針しんへの手助けとなるのも良い事だ。

　一度、横の点てん蔵ぞうに会え釈しやくを送ってから、自分は応じた。

・傷有り：『英国自体は、アルマダ以い降こう、それまでにも進めていた阿蘭陀オランダ方面など改派プロテスタントとの結びつきを強くし、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとも外交を保っています』

・●　画：『……解わかり易やすい説明って、新しん鮮せんだわ……』

・未熟者：『ぼ、僕のは上級者向けなんだよ！　ちょっと理解が難しいのは仕方ないさ！』

・眼　鏡：『自分の上級者は自分しかいないって解ってる？　──あ、解ってないって事は自分にとっての初心者かな。有り難うトゥーサン、いい台詞せりふが思いつきそうだ』

　シェイクスピアの思し索さくの助けになるなら、文化の発展。それもまた幸いですね。

　ただ、二学期という時期を考えると、英国はまた次の動きを模も索さくしているだろう。

・傷有り：『エリザベスの前代、それこそ私の襲名元が健在だった時代では、英国は三征西班牙と結びつき、仏蘭西フランスを牽けん制せいしていた事もありました。どの時代においても、貿ぼう易えき相手となる国を一いつ斉せいに敵に回すような事はせず、補ほ給きゆう路ろは必ず保持する。それが英国の方針です』

　この辺りのバランスが上手うまいのは、やはり妹の手しゆ腕わんもあるし、英国の位置が、欧おう州しゆう各国にとって〝中間〟のような場所で、お互いにとって都つ合ごうがいいのだろう。

　一方で、三征西班牙は、欧州の端はしという事もあり、明確な外敵は隣りん国ごく六護式仏蘭西や英国だけとなるが、

・傷有り：『三征西班牙にとっては、……欧州の覇は権けん戦争に首を突っ込み、M.H.R.R.神聖ローマ帝国と付き合いを持った事が、足を引っ張る事になる訳わけですね』

・ウキー：『宗しゆう教きよう改革によって、欧州をかつて治めた〝皇こう帝てい〟の権けん威いまで落ちるとは思わなかったろうしな。──結果、三征西班牙はM.H.R.R.の北部沿岸に飛び地として持っていた領りよう土どを〝阿蘭陀〟として独立され、更さらには六護式仏蘭西とも相あい対たいしていく事になるのだ』

・銀　狼：『欧州の端にあるため、六護式仏蘭西と英国が敵に回ったら、基本、三征西班牙は欧州向けの貿易路を絶たれたようなものですわね』

・貧従士：『海では海かい賊ぞくが横行していて、特に英国の私し掠りやく船せんが狙ねらってきますね。アルマダ以い降こう、この流れは顕けん著ちよになります』

　だとすると、と己おのれは告げた。

・傷有り：『英国は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとも協調する必要があるため、歴史再さい現げんにおいては順当な流れを保つのでは無いかと、そう思います』

　ならばここで言えるのは、一つだ。

・傷有り：『三征西班牙トレス・エスパニアは、歴史再現の外、もしくは、常じよう道どうとは違う道を選んでいるのだと思います』
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　フアナは、先さき程ほどの自分達と同じく、武蔵むさし側が長考に入ったのを悟さとった。

　……なかなか鋭い人達ですね。

　こういう会議の席で向き合うのは初めてだ。以前会った時は英国沖おきで、戦せん闘とうとしての相あい対たいで、京きようでもそうだった。

　今、漸ようやくにここで言葉を交わせるようになったが、英国で彼女達と相対したベラスケスの言っていた事を思い出す。

・ふあな：『書しよ記きが言ってましたね、彼らの事を。──「あいつら、何でも自分達の味み方かたにしちまうんだ」って』

・風呂無：『ここでは、他に味方になるものは無いですよ？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と自分は頷うなずいた。その上で表示枠コルテチエフイルマを開き、皆に告げる。

・ふあな：『そろそろ武蔵との関係を確定しましょう。──私達の未来に対し、何も知らぬまま距きよ離りを取って貰もらう。現状はそれが一番でしょうね』
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　正まさ純ずみは、思し案あんしていた。

・副会長：『おかしい事ばかりだ』

・不退転：『そうね、おかしな事ばかりだわ……』

　その〝……〟は何だ一体。だが、

・銀　狼：『正純？　何がおかしいんですの？　とりあえず言ってみては？』

　そうだなあ、と思いつつ、

・副会長：『私達は、どちらかというと六護式仏蘭西や英国寄りだ。六護式仏蘭西とは何度も顔を合わせているし、行き来もある。英国はメアリの存在もあって、お互いが同どう盟めいに近いような状態にもある。──対し、三征西班牙はどちらかというと敵だな。何しろ何度も戦闘して、ここでようやく会議となったんだ』

　だけど、

・副会長：『偶ぐう発はつ的な部分は大きいとはいえ、三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が会議を設けた理由は何だろうか。……そしてそれを明確に表おもてにしない理由も、だ』

・金マル：『あー』

・副会長：『何だナイト、一体』

　ナイトが、茶ちや碗わん蒸むしの器うつわに蓋ふたをしながら言う。

・金マル：『いや、何となく思ったんだけど、こういう目的で会議って、ありなのかな？』

・副会長：『それは──』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、ナイトが言う。

・金マル：『──何かを隠かくし通し、探らせない事を確定する為ために会議するの』
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　……は!?

　何かを隠し通す為の会議、そんな事が有り得るだろうか。

・金マル：『初めは違ったような気がするんだよね。でも、何か測られて、決断された気がするのね。──隠し通そうって』

・副会長：『確かに、この全却きやつ下かには、そんな感もあるが……』

　どうだろう。もしそんな会議があるとしたら、と、そう思った瞬しゆん間かんだった。三征西班牙副会長が口を開いた。

「では、会議の本論に入りたくないので、そのままで行きましょうか」

　……今からか……！

・●　画：『あーあ、時間切れだわ。正まさ純ずみがオタオタしてるから』

・副会長：『お、お前らが共とも食ぐいしたのは無しか!?　無しか!?』

・あさま：『あの、正純、現実変わらないので上手うまく対応した方が……』

　そう言われてみるとそうだが、どうしたものか。

「宜よろしくはないと思いますが──現状のままでは、三征西班牙は、P.A.Odaの手を借りて、武蔵むさしの行動を援えん護ご、そのようにした方がよさそうですね」

　つまり、

「戦争をしない、という選せん択たくはどうでしょう」
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・金マル：『狂った？　さっきセージュンが脅おどして、そういうの無しって見せたじゃん？』

　違います、と浅あさ間まは思った。自分は外がい交こうなど詳しくはないが、

・あさま：『ブラフではある、とは思います。ただ、時間が迫っているのはこちらも同じです。

　このブラフに付き合わされる事になるのは確かです』

　そう思った時だ。三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が告げた。

「無む論ろん、この戦争は、武蔵むさし側に責任があるものとします。──これは、〝京きようルール〟に基づかないものです」

　……え？

「〝京ルール〟を前ぜん提ていとしないって……」

　Ｔｅｓテスタメント．、と相手が頷うなずいた。

「……先さき程ほど〝京ルール〟の提てい示じがありましたが、その責任者は今、会議を離り脱だつ同然。

　ゆえに私達は、それに従う道どう理りは今無いだろうと判はん断だんしています」

　だから、

「戦争をしようと、何度も言いましたね？　武蔵副ふく会長。

　その通りにしようかと、今、私はここで言います。──もしもここで私達に何かあれば、それはそちらが先に望んだ事。私達が行うのは正当な防ぼう衛えい行動だと言いましょう」

　告げられた瞬しゆん間かんだ。風が生じた。それも陣じん幕まくがはためく程のものだった。

　何の風かは解わかる。潮しおの匂においが含まれたそれは、

・立花嫁：『三征西班牙艦かん隊たいが浮ふ上じよう準備を開始！　砲ほう門もんを水平に構えました……！』







[image: 第七章『遠方の大雑把』]
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　強ごう引いん過ぎる、と正まさ純ずみは思った。

　……〝京きようルール〟をここで無視するどころか、逆用するか!?

　ホライゾンが大罪武装ロイズモイ・オプロの導入のために眠ってしまった事が、〝京ルール〟を反ほ故ごにする契けい機きだと三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長は言っていたが、そうではないだろう。

・ベ　ル：『まさず、み……！』

　向むか井いは、相手の呼吸などを読む事が出来る。彼女から見て、今の三征西班牙副会長は、

・ベ　ル：『安あん堵ど、して、る……！』

・銀　狼：『私からも同じ気け配はいが通じてきますわ！』

　戦争の可能性を宣せん言げんし、しかしそれに安堵する。これはどういう事か。

　……ナイトが言っていたな。三征西班牙は何かを隠かくし通そうとしている、と。

　ならば今、明確になった事実がある。その内容を言葉にするならば、

・副会長：『三征西班牙は、何かを隠す為ため、武蔵むさしの干かん渉しようを避けようとしているのだな!?』
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・俺　　：『何オメエ、嫌きらわれてんの？』

・副会長：『──いやそれはどっちかっていうとお前の方だろ』

・労働者：『チンコ揉もませたからな！』

・現役娘：『まあ！　それは新しいですわね！　ではネイトも何か押さえるところは押さえておくんですのよ!?　分ぶん権けん統とう治ちが平等の始まりですの！』

・銀　狼：『搾さく取しゆ重視の専せん制せい君くん主しゆが何か言ってますわ──！』

・あさま：『喜き美みは拳こぶしを握って上下に振らないっ。──で、ええと正純？　隠し事の為に武蔵の干渉を三征西班牙が避けようとしてるって、どういう事ですか？』

・十ＺＯ：『やはり全ぜん裸らが元げん凶きようで御ご座ざるか？』

・副会長：『──いや、それが解わかったので言ってみたけど、それが何でかは解らなくてな』

・約全員：『投げっぱなしだ……！』
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　仕方ないだろうよ──、と正純は思う。が、実際、何でかは解らないのだ。

　……会議までして武蔵の干渉を避ける〝目的〟とは、一体何だ？

・未熟者：『皆、こういう難しい問題は単純に考えるべきだ！　──誰だれが悪いと思う!?』

・十ＺＯ：『自分から言い出すとは良い度ど胸きようしてるで御座るなネシンバラ殿どの！』

・俺　　：『つーかオマエらホントいつもロクな事してねえしなあ』

・煙草女：『正まさ純ずみ。コイツらまとめて向こうに差し出すのはどうさね？』

　個人的には凄すごく同意したくなるが、それやると政治的には不利になるからやめておく。

　ただ、馬ば鹿かがこう言った。

・俺　　：『セージュン、俺おれ達、何か悪い事したっけ？　アマルダ海かい戦せんの後』

・副会長：『相あい対たいした各かつ国こくに対してはありとあらゆる所しよ行ぎようをしてきた気がするが、三征西班牙トレス・エスパニアに対しては、何かした記き憶おくは無いぞ？』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄジヤツジ．！　正純も拙せつ者しやも、三征西班牙に対して何か悪い事など、一切して御ご座ざらぬよ？　それは誓ちかって言えるで御座る！』
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「宗むね茂しげ様！　宗茂様！　今の通つう神しん内容、私達にした所行と私達の現在進行形が一切抜けていますよね!?」

「ははは誾ぎんさん、今は武蔵むさしの氏うじ子こですから、とりあえず切り離した方がいいのではないでしょうか。襲しゆう名めい問題も、武蔵住人として狙ねらうと、そう考えた方がストレスが無いですよ？」

「わ、私、ストレス多い女に見えますか!?」

「いえいえ、でも、いろいろな事を真剣に考えるのは誾さんだからこそでしょうね」

「……私、もっと簡単な女だったら良かったと、そう思う時があります……」
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・金マル：『──もう盗とう聴ちようしてる感じ、口とか耳から砂さ糖とう化した脳のうがドバアみたいな』

　言うと、横のナルゼがテーブル下で魔術陣マギノフイグーアにネームを描きつつ、小さく頷うなずいた。

・●　画：『ネームが捗はかどっていいわあ……。──で、誰だれが悪かったの？』

　周囲、潮しおの匂においと、三征西班牙艦かん隊たいの動きがあるというのに落ち着いたものだ。とはいえ自分達には〝黒嬢シユヴアルツフローレン・白嬢ヴアイスフローレン〟の装備が有り、これがあれば何とかなると、そんな安心感を持っているのも確かだ。

　無む論ろん、他の皆は違う。何かあったらソーチョーとセージュン、ホライゾンを救助すれば、武蔵の運うん行こうは最低限問題ないかな、と当とう座ざの判はん断だんを下しておく。

　……他、重要度的に、余よ裕ゆうがあったらアサマチとベルりんかなあ。

　まあ一応は地元だし、そこまで気を遣つかわなくても生せい還かんは可能だろう。

・貧従士：『あの、これはもう、鈴すずさん以外、全員のせいでいいんじゃないですか？』

・ウキー：『よく考えたら、武蔵一回転させてぶつけたの貴き様さまだしな』

・約全員：『じゃあまずアデーレか……』

・貧従士：『じ、自分、ぶつけてませんよ！　というか、一体何なんです？　どうして武蔵がそんな忌き避ひされないといけないんです？』

　皆が一回、ソーチョーを見てから視線を戻した。

　馬ば鹿かが「何だあー!?　俺おれをそんな虐しいたげて面白いか！　ぞくぞくするな！」などとやり始めたが、とりあえずスルー。

・銀　狼：『個人的な事ではないとしますと、武蔵むさし全体で、何か問題ありますの？』
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　正まさ純ずみは、ミトツダイラの思し案あんにこう思った。武蔵本体や政治方針に問題がある場合か、と。

　すると、メアリが小さく手を上げた。

・傷有り：『……アルマダ海かい戦せんの勝者側だから、とかでしょうか？』

・副会長：『いや、あれは傭よう兵へい扱いだったから、ノーカンだ。寧むしろ強力な戦力として三征西班牙トレス・エスパニアは扱いたいんじゃなかろうか』

・ウキー：『ならば、今は改派プロテスタントや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの付き合いを深くしているから、か？』

・銀　狼：『いえ、それでは六護式仏蘭西と英国まで敵に回しますわよ？　現状ならば、武蔵とは中立的立場を取って、いざとなったら六護式仏蘭西や英国との仲ちゆう介かい役にさせるとか、そういう案だってある筈はずですの』

・副会長：『だよなあ……』

　と、言った時だった。正面から、声が来た。

「さあ、充分に思案はしたものと思います」

　三征西班牙副ふく会長が、笑えみで言う。

「要求をしましょう」

　この時点で、初めて、相手の望みが来た。その内容は、

「──今後、三征西班牙の貿ぼう易えき圏けん内ないで、武蔵の貿易を禁じます」
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　フアナは、ぎりぎりの状態を悟さとった。時間制限や武ぶ装そうの構えなど、こちらが優位に見える内容だが、この要求は自分達の手の内を大きく明かすのと同様なのだ。

　場合によっては、今後の三征西班牙の運営に大きな支し障しようをきたす。だが、

「私達の要求はそれだけです。三征西班牙が今後行う貿易圏内で、武蔵の貿易を禁じます。

　これが認められるならば、基本船せん殻かく部ぶの護ご衛えいとして四し国こくまでの同どう道どう、警けい護ごも可能とします。

　何か問題は、ありますか？」
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　素早い言葉を、正純は見た。

・十ＺＯ：『〝三征西班牙の貿易〟というのが狙ねらって言ったものかは解わからぬで御ご座ざるが、極きよく東とう側は無関係で御ご座ざると、そうゴリ押しも可能で御座ろう。貿ぼう易えき品目の制限が掛かるのが問題で御座るが、それが最大の支し障しようでありつつ、それ以外の支障は無いかと』

・銀　狼：『実際、今後の三征西班牙トレス・エスパニアは英国、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズへの貿易が縮しゆく小しようとなりますわ。三征西班牙側としては、欧おう州しゆうのメインを失った状態なので、武蔵むさしにとっては三征西班牙の持つ新大陸とアジア方面の海外拠きよ点てんくらいしか問題は無くなりますわね』

　ふむ、と頷うなずきつつ、ミトツダイラの言葉に、自分は疑問を思った。

　……三征西班牙の持つアジア方面の拠点か……。

　現状、三征西班牙はアフリカ沿岸や印イン度ド、清しんの方にまで貿易のルートを作り、商館や企き業ぎようを建てている。大都市が多いため、そこでの貿易を封じられると、武蔵にとっては厄やつ介かいだ。

　だから、こちらの判はん断だんとしては、こうだろう。

「──アフリカ、アジア方面での貿易拠点が重なるので、その案をそのまま飲む事は出来ない。

　こちらも元もと北ほう条じようの土地などに援えん助じよが必要だしな」

「Ｔｅｓテスタメント．、──では、こうしましょうか」

　三征西班牙副ふく会長が、極きよく東とうの概がい要よう図ずの内、九きゆう州しゆうから瀬せ戸と内うちまでを見せる。

　そして彼女は、瀬せ戸と内ない海かいの西辺りに、南北に渡るラインを引き、

「……このラインより東側では、武蔵の暫ざん定てい支配国への貿易を許します。どうですか？」

　つまり、

「この、地ち中ちゆう海かい南北ラインより西では、武蔵は極東側貿易しか出来ない。──第二のトルデシリャス条約とサラゴサ条約というべきものですが、やや緩ゆるめですね。どうでしょうか」
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・傷有り：『トルデリリャス条約？』

　口の中の動きを再さい現げんする変換システムでメアリが書いた言葉に、点てん蔵ぞうはとりあえず頷うなずいた。

　……嚙かんでるメアリ殿どの、いいで御座るよ！

　トルデシリャス条約とサラゴサ条約については、一度メアリと話した事もあるし、自分達も授業で御ご高こう説せつをやっている。御お広ひろ敷しきが被ひ害がい者しやになったので有名な一件だ。そしてその内容は、

・十ＺＯ：『トルデシリャス条約もサラゴサ条約も、新大陸貿易を三征西班牙と葡萄牙ポルトガルが独占するため、一方的に支配地の独占を決めたもの。それに反して私し掠りやく船せんを出した英国が衝しよう突とつしてアルマダ海かい戦せんへと繫つながって行く訳わけで御座るが、再度その内容を行うので御座るか？』

・未熟者：『いや、武蔵だけに対して、となったら、他の国々は認めると思うよ？　解除のために力を貸す、という事でも武蔵に対する交こう渉しようカードになるし、そもそも武蔵の貿易ルートが狭くなったら、その分、極東全体における武蔵の回転率りつは上がるんだ。他国からしてみれば、武蔵と三征西班牙が損するだけの条約だろうね』

・貧従士：『では何故なぜ、そんなのを三征西班牙は行おうとしてるんです？』

　向こうで喜き美み殿どのが「クルッター！　クルッター！」と奇き声せいを上げて回って御ご座ざるが、三征西班牙トレス・エスパニアの事なのか今いま更さらながらの自己紹しよう介かいなのか解わからぬのが危険で御座る。

　ともあれそのような事を決めるとしても、一方的なのは確かだ。

「一つ、聞いておきたい事がある」

　正まさ純ずみが、三征西班牙副ふく会長に問うた。

「そのような無む体たい、長く続くものではない。そちらの情勢も変わるだろう。

　──もし行うとしたら、何時いつまでだ？」
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　フアナは、深く息を吐いた。

　安あん堵どを隠かくさない。何しろこの安堵は真実で有り、罠わなでもあるのだ。

　この交こう渉しようの成功を、しかしまだ手しゆ中ちゆうとは考えず、己おのれは言った。

「一六五九年。──そこまででしょう」

　その年は、一つの契けい機きとなる年だ。聖せい譜ふ記き述じゆつには明記されていないが、ある戦争の終了年として、先に記されているのだ。

「聖譜記述の一六三五年の項こう目もくにありました。……ネルトリンゲンの戦いを契機とした六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの戦争が、一六五九年に終了する、と。

　──そこで恐らく、国内の事情が変わると思います。ゆえにそれまでが、適当でしょう。

　つまり、末まつ世せを抜けたならばあと十一年。そこまでの期間の話です」
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　……十一年か。

　正純にとって、その年月は重い物だ。現在の規き定ていで見れば、もはや自分達が関わる事の出来ない程先の事になるのだから。

・未熟者：『その頃ころにはもう、皆、三十歳さいかそこらなんだね』

・賢姉様：『フフ、今よりもパワーアップしてゴージャスになってる頃ねえ』

・傷有り：『ええ、子供達は何歳か、というところですね』

・金マル：『おお？　〝達〟って言ったね？　言ったね？』

・●　画：『周囲は緊きん迫ぱくしてるけど捗はかどる夕ゆう飯はんだわ……』

　コイツらマイペースだなあ、と思うが、実際、十一年というのもあっという間だろうと、そんな風ふうにも感じる。

　……何しろ、相当に忙いそがしい十一年だろうしなあ。

　三み河かわからこっち、四ヶ月もあったが、これもまた思い返すに密みつ度どが濃い一方ですぐに過ぎ去っていった時間だとも考えるのだ。

　末まつ世せがどうなるかは解わからない。ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロが鍵かぎとなるならば、全ての導入が済んだ後で何か見えてくる事実があるだろうか。

　ただ、ヴェストファーレンや末世を抜けたら、きっと世界は今より忙いそがしくなる気がする。

「だとすれば、……十一年という期間など、小さな事か」

「そう思いますか、武蔵むさし副ふく会長」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とこちらは頷うなずく。

　……何となく、解ってきた。

　三征西班牙トレス・エスパニアは、恐らく、戦中の十一年間を使用して、国内における何らかの事業を開始する。それが西せい仏ふつ戦争に基づくものかは解らないが、他国の介かい入にゆうを許したくないものなのだろう。

　そしてきっと、三征西班牙は、戦後からその事業の結果を利用して、復ふつ興こうを開始するのだ。

　十一年にわたる国家事業。それは短い期間と言え、戦争中であろうとも続けられるなら、三征西班牙には密みつ度どの濃い時間が流れるだろう。

　三征西班牙の人々が、充実した時間を好むのは、アルマダ海かい戦せんでよく解っている。

　ならばこれは、三征西班牙にとって、大だい事じな案あん件けんなのだ。

　……ゆえに、こちらには干かん渉しようして欲しくないと、そういう事か。

　丁ちよう度どその期間、西仏戦争が生じているならば、英国も六護式仏蘭西も三征西班牙には干渉出来なくなる。これは、似た状況を探すというならば、

・副会長：『鎖さ国こくか……』

・俺　　：『ネイトみたいに鎖くさりプレイって事？』

・銀　狼：『そ、そんな事しませんわよ!?　わよ!?』

　先日の御お菓か子しの家でのクンクン状態を思い出すからに、話半分で聞いておく。

　ただ、気になる部分があるので、問うてみた。

・副会長：『厳げん密みつには、鎖国では無いだろう。三征西班牙には新大陸側もある訳わけだし』

・俺　　：『だったらオメエ、何で俺おれ達嫌きらわれんのよ』

・副会長：『そりゃあ、向こうには内ない々ないでやりたい事があるからだろう』

・あさま：『あ』

　浅あさ間まが、言葉を作った。今の馬ば鹿かとの遣やり取とりで、何か気付いたらしい。更さらには、

・銀　狼：『……解りましたわ、さっきからの違い和わ感かんが』

　そうなのか、と最初の声をあげた浅間に視線を向けると、彼女は頷き一つでこう言った。

・あさま：『内々でやる事があるにしても、何で、武蔵を忌き避ひするんです？　今から遠ざけなくても、事業を行う時、武蔵を参入させなければいいだけじゃないですか』

　それは、どういう事か。

・銀　狼：『Ｊｕｄ．！　我が王がさっきから示し唆さしていたのが、解りましたわ。──三征西班牙が興おこす事業というのは、武蔵と準備段階からバッティングするもの。……恐らくは、武蔵が最も得意とするであろう事業ですの！　三征西班牙トレス・エスパニアは、こちらにそれが知られると参入され、自分達のアドバンテージが失われると悟さとって、極ごく秘ひにそれを進めたいんですわ……！』
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　ミトツダイラは、自分の中で何かが一気に繫つながったのを悟った。

　……考え方が、間違ってましたのよ？

　三征西班牙の拒きよ絶ぜつに対し、何故なぜそんな事をするのか、と思っていた。

・銀　狼：『私達はいつも、各かつ国こくに対して武蔵むさしの利点を押し出す事で交こう渉しようしていましたわ。それは武蔵が高速移動可能な巨きよ大だいな貿ぼう易えき艦かんで──』

　そこまで言って、自分は、正まさ純ずみを皆と一いつ緒しよに見た。ややあってから、

・銀　狼：『国家間交渉が戦争で早期にまとまる利点は、今はさておきますの』

・副会長：『……Ｊｕｄジヤツジ．、そうして貰もらえると救たすかる。──で、武蔵の利点が、何なんだ？』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、今回において、それは〝逆〟なんですの』

　浅あさ間まが横で頷うなずくのに押されるようにして、自分は告げた。

・銀　狼：『武蔵の貿易力、輸ゆ送そう量りよう、移動力、そして戦せん闘とう力、これら全てが、三征西班牙がこれからやろうとしている事業にとっては脅きよう威いとなる。そういう事ですの。

　何しろ武蔵には、もうそれが揃そろっていて、ワンパッケージされてますもの。すぐにでもそれを行う事が出来ますわ。でも、三征西班牙はそうではない。これから西せい仏ふつ戦争を凌しのぎながら準備をして、十一年後にそれが可能になると、そういう話ですの』

　では、と正純が言った。

・副会長：『──その、三征西班牙が行おうという事業とは、何だ？』

　視線を浅間に向ける。と、浅間が即そく座ざに告げた。

・あさま：『正純は、これ、三征西班牙に対してヒントを与えてますよ。英国で。

　あの時は、実際、国際放送で各国が聞いていた筈はずですが、それをヒントに事業として思し案あんしたのは三征西班牙だったと、そういう事です』

　浅間の言葉と共に己おのれが視線を向けた先、既すでに正純は、相手に顔を向けていた。

　そして正純が、はっきりした声で、こう言った。

「そういう事か、三征西班牙」

　告げる。

「外がい界かいへの開かい拓たく。それを事業化しようというのだな、三征西班牙は……!!」
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　それでこそ、とフアナは思った。よくその答えを導いたものです、と。

　目の前にいる相手は、同じ副ふく会長同士。自分は総そう長ちように認められた存在だが、彼女とて、また自分達の長からはこう言われているのだ。

　……悪女だね、と。

　自分達を餌えさにして誘い、そして有利に事を進めていく。

　そうだ。三征西班牙トレス・エスパニアは悪女の言葉に乗ったのだ。

「新大陸への開かい拓たく事業。面白い発はつ想そうですね」

　武蔵むさしは、武ぶ装そうを整えれば、今すぐにでもそれが可能だろう。だが、三征西班牙とて、態たい勢せいを整えればそれが可能なのだ。

　大たい国こく。極きよく東とう西の沿岸。そして何よりも超祝福艦隊の建けん造ぞうで得た航空艦アコラザード建造技術と、そのための設備や人員が揃そろっている。それらは、この西せい仏ふつ戦争で更さらに発展し、十一年後には、三征西班牙はIZUMOに比ひ肩けんする技術を獲かく得とくした国家となっている筈はずだ。

　日は、また昇るのだ。

　顧こ客きやくはいる。英国と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだ。この両国は武蔵側からの外がい界かい開拓のオファーを聞いており、実際に六護式仏蘭西は生徒会長がその気になっている。

　だが、二国とも、西仏戦争中はそれが行えない。そして三征西班牙の艦かん船せんの実力を見せた後で、〝敗戦〟講こう和わにて、自分達はこう提てい言げんするのだ。

「両国の外界開拓の手伝いを、三征西班牙が格安で行いましょう。どうですか？」

　三征西班牙の西側沿岸からは、外界の大陸を望む事が出来る。気き候こうによっては、航空艦上から対岸だって見られるのだ。

　防ぼう御ぎよと生せい存ぞん率りつを上げるため、戦せん艦かんクラスの居きよ住じゆう艦かんと警けい護ご艦かんをつけ、国家規き模ぼで開拓をバックアップする。動き出せば、対岸貿ぼう易えきをピストン式に行い、完全な事業化だ。その頃ころには英国や六護式仏蘭西との貿易も再開出来ているので、両国から仕入れて、それを対岸で売るという鬼おにの商売だって可能だろう。

　程度はあるが、貿易圏けんを制圧出来れば価か格かくはこちらで主導出来る。

　だから、だ。だからここに、武蔵が入って欲しくない。

　武蔵は、自分達が行う事業に比べ、規模は小さい。一回の運うん行こうで、こちらが行う二週間分程を賄まかなえるかどうか、だ。

　だが、武蔵は貿易技術として確固としたものを持っているので、価格が抑えめに出来る。幾いくつもの港と人員を使う自分達とて、割安化は出来るが、同規模の複数艦かん隊たいと武蔵一艦ならば、燃ねん料りようや時間、人件費などで、ワンパッケージとして大量輸ゆ送そう出来る武蔵が有利だ。

　それがため、武蔵を基き礎そとして、他国の参入や、価格破は壊かいが生じる可能性はある。

　そうなった場合、三征西班牙は一気に国が傾くかもしれない。無む論ろん、それを推すい測そくした上での価格設定やプランなどを構こう築ちくしてもいるが、

　……失敗要因を排はい除じよ出来るなら、可能な限りしておきたいと、そう思います。

　ゆえに、この会議だ。

　時間潰つぶしも、京きようルールの言葉遊びも、上等だ。こちらは武蔵むさしの不ふ可か侵しんを取り付ければいいのだ。そのためならば、どんな下手へた交こう渉しようだろうと構わない。

「さて」

　悪女には、悪いクセがある。

　自分が為なした悪事やたぶらかしの言葉を、忘れやすいと言う事だ。

　こちらはそれを憶おぼえていて、今、襟えり首くびを摑つかんだ状態だ。後は、彼女の言った言葉の責任を、ここで請せい求きゆうすればいい。

「──どうしますか武蔵。戦争ですか。不可侵ですか」
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　……フアナ様、攻める時容よう赦しやないなー……。

　フローレスはメモをとりながら、しみじみ思う。この人、これが無ければなあ、と。

　まあこれでも今回はおとなしい方だ。基本、総そう長ちようなどに対しては詰きつ問もん口く調ちようで詰め寄って、居きよ室しつや廊下の隅すみにまで追い詰める。一応、対外的には口調や態度を改めるが、基本は詰め寄りだ。今もコレ、彼女の中では廊下の隅に相手を追い詰めたのに等しい感覚だろう。

　連続指さしを重ねた説せつ教きようモードに入っていないだけ、幾いく分ぶんかマシ。

　戦争か、不可侵か。

　自分達にとって有利な問いかけだ。何しろ、もしここで戦争になっても、自分達、京方面への派は遣けん艦かん隊たいに損害を受けるだけで済む。

　フアナの退たい避ひが必要だが、それは自分の仕事。後は副ふく長ちよう達がもう一度頑がん張ばれば、本ほん能のう寺じの変へん前に武蔵に損害を与えられるだろう。更さらには、

「私達は、既すでに動いています」

　フアナがそう言って、一枚の表示枠コルテチエフイルマを見せた。それは、

「──本国へ追加の派遣艦隊を要よう請せいしました。到とう着ちやくは四時間後。今、午後八時前なので、私達が退避に専せん念ねんしても、丁ちよう度ど、武蔵が本能寺の変に取りかかる辺りで、背後から強きよう襲しゆうします」

　つまり、

「こちらの戦力は、今の私達ではありません。その、四時間後の追加艦隊。それこそが本ほん命めい。

　──さあ、どうしますか武蔵。戦争ですか。不可侵ですか」
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・●　画：『戦争ね……。儚はかない人生だったわ』

・金マル：『ここで何もかも御ご破は算さんってのも、積んだ積み木を崩くずすようでいいよね』

・副会長：『待て！　ここで戦争とは決まっていないぞ……！』

・俺　　：『おいおいセージュン、本心で話そうぜ？』

・あさま：『……トーリ君、正まさ純ずみにも立場ってものがあるんですから』

・十ＺＯ：『それトーリ殿どのの言ってる事を一切否定してないで御ご座ざるよ？』

・副会長：『ええい、見てろお前ら！　これから戦争回かい避ひの手段を見せてやるからな！』
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「──三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長」

　と、正純は呼びかけた。

「二つ、外部へと連れん絡らくをしていいだろうか」

「二つ？　──この会議の内容を外に漏もらすのではありませんか？」

「否いな、そんな事はしない。一つはちょっとしたホームパーティの誘いだ」

　と、こちらはミトツダイラに一つの指し示じを送る。応じて浅あさ間まが術じゆつ式しきを一つ立て、

「ええと、正純とミトだけ通つう神しんを自由化しましたので」

　はあ、と三征西班牙副会長が頷うなずく眼前。ミトツダイラが、通神用の表示枠サインフレームに眉まゆを上げた。

「あ、──御お母かあ様さま？　ちょっと今、暇ひまですの？　御お父とう様さまで夕食中？　見せようとしなくていいんですのよ？　それであの、軽い相談なんですけど。──タメなくていいですわ。軽い相談。相談ですの」

　それで、とミトツダイラが言った。

「おそらくそちらでも確かく認にん出来てると思いますけど、地ち中ちゆう海かい沿岸を三征西班牙の艦かん隊たいがこちらに向けて出しゆつ立たつしてますわね？　──それ、撃げき沈ちんして頂いただけません？　ホームパーティで」

「何ですかそのホームパーティ……！」

　三征西班牙副会長が流石さすがにキレた。
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「まあいいじゃないか」

　武蔵副ふく会長が肩をすくめて言うのを、フアナは聞いた。

「──西せい仏ふつ戦争を始めなければならないんだろ？　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとしては私達に恩おんを売った上で西仏戦争を始められるんだから、これは良い話だ」

　更さらに、と彼女が手元に表示枠を広げた。通神用だというのは解わかるが、その先は、

「──巴ともえ御ご前ぜんか？　ああ、すまん、いきなりだけどそっちでこちら監かん視ししてた艦隊を丸ごと傭よう兵へいとして雇やとえるか？　──こっち、三征西班牙がいるんだが、何か適当な三十年戦せん争そうの小こ競ぜり合いの再さい現げんとして、──ああＪｕｄジヤツジ．、Ｊｕｄ．、雑だよなあ。でもいけるんだろ？　じゃあちょっとこっち、動きが出たら合あい図ずするから」

　と、武蔵副会長が表示枠を消して、こちらを見た。彼女は真ま顔がおで、

「会議の内容はバラしてないぞ？」

「そういう問題ではありません……！」

「いや、そういう問題だ」

　武蔵むさし副ふく会長が、はっきりと言った。

「そちらはこちらに戦争を仕掛けてきた。私達は戦争をしたくないと考えた。だから私達の代わりに、歴史再さい現げんに適かなった国家が、貴女あなた達と戦争をする。──どうだ。間違ってないだろう」

　真ま顔がおだった。
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・副会長：『どうだ！　戦争を回かい避ひしたぞ！　参まいったかお前ら！』

・貧従士：『〝参った！　最悪な事をやりやがった！〟ってヤツですよねコレ!!』

・金マル：『京きよう方面の局きよく地ち戦せんが、何故なぜか実質的な欧おう州しゆう大たい戦せんになったよね、今』

・副会長：『何だ？　何だお前ら？　これでも不充分を感じるか？　何だったらもっと巻き込んでやってもいいんだぞ？　んン？』

・約全員：『これ以上はやめろ……！』





●






　フアナは書しよ記きの言葉を思い出していた。「何でも味み方かたにつけちまうんだ」と。

　……まさかここで改派プロテスタントと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを引きずり込むんですか……！

　無む茶ちや苦く茶ちやだ、と思いながら、口を開く。

「待ちなさい！」

「──ホライゾンルールが無くて命拾いをしたな。待とうじゃないか」

　何を言われているのか解わからないが、向こうは不ふ規き則そく言げん動どうのプロだ。こちらとしては、言うべき事が今ある。

「──そのような事をすれば、大おお坂さか湾わん周辺が戦火となります。私達の艦かん隊たいが京方面に向かえば、京の南側にまで戦せん場じようが移動する可能性もあるのですよ？

　そしてまた、ここに改派がくれば、地上側の崩ほう落らく処しよ理りも終わっていない京の上空が戦場となるのです。そのリスクを考えての発言なのですか!?　今のは！」

「ああ、うん、Ｊｕｄジヤツジ．」

　武蔵副会長が、気乗りのしない感で、こう頷うなずいた。

「──だけどそれ、西せい仏ふつ戦争や三十年戦せん争そうの小こ競ぜり合いとして、全部そっちの管かん轄かつだから、無関係な私達に何か言うのはやめて貰もらえないだろうか。遺い憾かんである」

　つまり、と彼女が言った。

「これらの戦せん闘とう行為を止めて欲しければ、もはや私達ではなく、六護式仏蘭西や改派に言って貰おうか。私達は本ほん能のう寺じの変へんに向かっていく。それだけだ」

　成なる程ほど、と自分は思った。そういう手で来たんですか、と。
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　フアナは思し案あんした。武蔵むさしが傭よう兵へいを雇やとい、こちらを迎げい撃げきするとは思っていたが、まさかそこに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや改派プロテスタントを組み込んでくるとは思わなかった。

　だが、こちらとしても対応はある。

「ではこうしましょう」

　やはり悪女は、以前言った事を忘れるのか。蒸むし返す事で、楔くさびは出来る。

「先さき程ほどのそちらの申し出を受けます」

　言葉を打つ。

「三征西班牙トレス・エスパニアは、武蔵の傭兵となりましょう」
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・金マル：『あ、マズ』

・あさま：『え？　駄だ目めなんですか？　──って、あ、ええと、ミト──!!』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．！　三征西班牙が武蔵の傭兵となると、武蔵側についた事になりますので、御お母かあ様さまと御お父とう様さまのホームパーティが無しになって、改派もこちらへと来る必要がなくなりますわ。そして武蔵も、基本船せん殻かく部ぶの護ご衛えいを三征西班牙に任せられますの』

・貧従士：『？　ちょっと人狼女王レーネ・デ・ガルウと改派には騒さわがしくさせちゃいましたけど、結果としては武蔵は安全が確保出来て、言う事ないんじゃないですか？』

・礼賛者：『いえ、三征西班牙の開かい拓たく事業に対して、何の手も打てないんですよ、それでは』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．！　このまま三征西班牙を本国に帰したら、彼らはすぐに西せい仏ふつ戦争を開始。以後、こちらがそれを知って介かい入にゆうしようとしても、向こうも承しよう知ちの上で阻そ止しに来るでしょう』

・あさま：『阻止って……、別に私達は六護式仏蘭西や英国と交こう渉しよう出来ますよね？　それにこちらに開拓事業の事を知られたのだって、向こうのミスですよね？』

・副会長：『三征西班牙にとって、阻止は簡単だ。三征西班牙が持つ港に武蔵が入れないようにすれば、武蔵は外がい界かいの大陸沿岸に近い港から出港出来なくなる。更さらには──』

・銀　狼：『三征西班牙は、武蔵側に事業を知られた場合の事も考えて動いているでしょう。

　つまり、知られた場合は、──今後、それが武蔵と各かつ国こくにとっての交渉カードとなりますの』
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　ん？　とアデーレは疑問した。今のミトツダイラの言げんに、解わからない部分があったのだ。

・貧従士：『……何で、ネタバレしたあと、それが武蔵と〝各国〟にとっての交渉カードとなるんですか？　武蔵だけに、じゃないんですか？』

　事業としてそれを行えるのは、大おお手てとして考えた場合、三征西班牙トレス・エスパニアと武蔵むさしだろう。規き模ぼと持続力で言えば三征西班牙が大きく、即そく応おう性では武蔵が強いと、そういう事だ。

　……事業の事を知った武蔵が介かい入にゆうしようとすれば、三征西班牙は、国家間交こう渉しようとしていろいろやってくるって事ですよね。

　逆に、向こうからも、国家間交渉の際、事業介入の事を持ち出してくるかもしれない。

・貧従士：『だけど、それでも、浅間さんが言う通り、こっちが事業の事を知ったという事実の方が、三征西班牙に対してのアドバンテージではないでしょうか』

・傷有り：『アデーレ様、──〝知った〟、という事は、今後、それを捉とらえていかなくてはいけないと、そういう事なのですよ』

　メアリが、即そく座ざのタイミングで応じてきた。

・傷有り：『知らない。気付いていない。または見て見ぬ振りをするならば、その問題はずっと棚たな上あげに出来ますし、お互いが無視しながら、独自に進めていく事も可能です。

　ですが、知ってしまった以上、もう、無視は出来ません。ありとあらゆる交渉の際、その案あん件けんは〝話し合うべき事〟としてついて回り、あらゆる会議の駆かけ引きのカードになるのです。──かつての私が、そういう存在であったように、です』

　ならば、と思った言葉の先を、第一特とく務むが告げた。

・十ＺＯ：『三征西班牙は、先さき程ほどこちらが開かい拓たく事業の事実を見破った際、方針をシフトしたので御ご座ざるな。隠かくして棚上げでは無く、直接的に問題として、交渉カードに使う、と』

・副会長：『そうだ。厄やつ介かいなのは〝見て見ぬ振り〟が、もうなくなったと言う事だ。三征西班牙は、武蔵の事業介入のリスクを踏んだ一方で、私達もまた、開拓事業に必要な港を三征西班牙から正式に借りなければならなくなった。──今までは、〝便びん乗じよう〟という手も使えたがな』

・貧従士：『じゃ、じゃあ、──各かつ国こくにとっての交渉カード、というのは、何なんです？』

　それですよね、と共に首を傾かしげる浅あさ間まに答えるように、第五特務が言う。

・銀　狼：『──開拓事業について、武蔵は、他国に雇やとわれるか、持ちかけるという事業形態ですわね？　でも、各国は、その値ね段だんを三征西班牙側と比較出来ますわね？　そして、武蔵側につく六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや英国は、武蔵に対し、〝私達は武蔵を支持する国家だから〟と、その値段を下げるよう交渉してきますの。それも、スポンサーとしての〝上〟から』

　ええと、と自分は唸うなった。つまり、

　……武蔵は、事業主として、開拓輸ゆ送そうや貿ぼう易えきの価か格かくを自分で決められないんですか!?

・銀　狼：『三征西班牙は、国家としての事業主であると同時に、極きよく東とう方面における商館などの歴史再さい現げんとして、独自の貿易を行えますの。だから他国に対して、結けつ構こう強気の値段交渉が可能ですわ。ただ、武蔵は、やはり極東がアジア沿岸での商館を持っていたとはいえ、世界規模に比べたらそれは小さいので、そこで元を取るのは難しいんですの。だから基本収入はスポンサーから得る事になりますが、それが当然のように、かなり値ね切ぎられる訳わけですわね』

・礼賛者：『これがまあ、〝知らなかった〟ならば、十一年後、三征西班牙トレス・エスパニアがいきなりそれを始めた際に、焦あせりながらも、しかし武蔵むさしは他国と短期交こう渉しようで値ね段だん設定を出来ました。

　何しろ他国も三征西班牙と値ね切ぎり交渉をするでしょうけど、三征西班牙も交渉回数を重ねてないので、高値から始まる短期交渉です。余よ程ほどバクチしない限り、暴ぼう落らくはしません。

　──でも、今それがバレて、これから十一年、ずっと値段交渉を行ったらどうなると思いますか？　値段は、本当に、ぎりぎりまで削けずり落とされますよ？』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、だからまあ、それが交渉カードになると言う訳わけに御ご座ざるが、正直、武蔵は別に外がい界かい開かい拓たく専用ではない訳で御座って、他にも極きよく東とう内貿ぼう易えきとかいろいろあるで御座ろう？

　あまり自分、商売は詳しくないで御座るが──』

・礼賛者：『元うどんのババアとジジイの代わりに小しよう生せいが答えますが、そんな事業に手を出したら武蔵は赤字経営だと思いますよ？　恐らく、バレたがゆえに、三征西班牙は価か格かくやプランなどでかなり綿めん密みつな攻こう勢せいを掛けるでしょうし、他国との交渉でもこれをメインにしていくでしょうから』

・副会長：『それだけではないぞ』

　吐と息いきをつくように、副ふく会長が付け加えた。

・副会長：『……知ったからには、私達は今後、開拓事業について三征西班牙と交渉をやり合う事になる。つまりは一種の係けい争そう状態になる訳だ。

　他国から見れば、国家事業で規き模ぼも大きい三征西班牙に対し、部分事業で規模も小さい武蔵が挑ちよう戦せんしていく事になる。武蔵がああだこうだ言うのに対し、三征西班牙はのらりくらりとかわしていくだろうが、それを見ている他国から生まれるのは何だと思う？』

　何となく解わかる。

　大きな存在に対し、小さい存在が、延えん々えんと難なん癖くせをつけているようになるのだ。ならば、

・銀　狼：『……早く話をまとめろよ、という催さい促そくが、各かつ国こくから出ますのね？』

・副会長：『そう。下らない食い下がりをしないで、引くところは引いてまとめる方に行けと、そういう事。つまり──〝交渉の正常化〟を求められるんだ』

・貧従士：『……説せつ教きようですかー』

　まあそうなるな、と副会長が言った。

・副会長：『規模の大きい三征西班牙は欧おう州しゆう勢ぜいという事もあり、欧州各国にこう言うだろう。〝小国極東が、利権を奪うばおうと必死になって困る〟と。

　それを真まに受けるかどうかは別として、これは、各国にとっては〝極東を諫いさめる大たい義ぎ名めい分ぶん〟になるんだ。──各国にとって、武蔵に〝交渉正常化〟を諭さとす事は、武蔵を自分達より〝下〟にする要因となる。各国に対し、その後の交渉をしようとしても、それを引き合いに出されたら、払ふつ拭しよくするのが大変だ。そんな事はない、と証しよう明めいするために、別の交渉カードを持ち出したり、場合によっては借しやつ款かんや援えん助じよなどして〝忘れて貰もらう〟必要も出る。

　これは正直、面めん倒どうな事だぞ』

　……うわあ。

　面倒な事ですねー、とは思う。だが、これらを一つにまとめると、どういう事か。

・貧従士：『……開かい拓たく事業からは手を引けと、そういう事ですか？　そうなったら、英国や六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに提てい示じした開拓事業の手伝いとか、全部無しになって、──末まつ世せ以後、各かつ国こくからは武蔵むさしの価か値ちって著いちじるしく下がりますよ？』

　武蔵の価値が他国から無くなったらどうなるか。

　……暫ざん定てい支配の解除とかもですが、世界的に発言力が失われます……！

　危険だ。今よりもずっと未来。先の先の事で、不安が見えた。そして、

・不退転：『誰だれのせいかしら、こうなったの』





●






　フアナは、武蔵勢ぜいが、両腕うでも含めて一いつ斉せいに副ふく会長を見るのを確かく認にんした。

　ややあってから副会長がそれに気付き、

「な、何だお前ら！　三度その目は！　見るな！　見るのをやめろ……！」

　京きようルールは解除されてるのですね、と今いま更さらながらに思う。







[image: 第八章『土壇場の演技者』]
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・俺　　：『ハイ、そういう訳わけでセージュン君、またまた一人負けでえええええええす！』

・賢姉様：『フフ、一人で三回、サブル負けよ──！』

・あさま：『あの、喜き美み、もう少し丁てい寧ねいに自分が馬ば鹿かだと表現した方が』

・貧従士：『いやあ、責任って、最終的には自分に返りますよね』

・傷有り：『皆さんそんな責めなくても、──一日に三度くらいはうっかりがありますよ、ネシンバラ様だって頑がん張ばればそのくらいは。そうですよね？　正まさ純ずみ様』

・副会長：『うあああああああ頷うなずきたくないフォローが来た……！』

・未熟者：『というかそれ僕どっちに頑張る予定なのか気になるよ！』





●






　フアナは、会議の終わりを悟さとった。これ以上、ここで議ぎ論ろんすると、不利が生じる可能性が増えるだけだろう、と。

　開かい拓たく事業については明かされた。だが、それをオープンにする事によって、逆に他国や武蔵むさしとの国家間交こう渉しようを巧みに行えば良い。やる事は増えるが、攻めの一手で押していけばいいと、そういう方針が見えたのだ。

　今後十一年、三征西班牙トレス・エスパニアは西せい仏ふつ戦争を戦いながら事業を進め、戦後は武蔵などが参入出来ない程にそれを発展させるつもりだ。大体、外がい界かいの大陸に近い港を完全に押さえてしまえば、開拓事業はこちらのものなのだ。

　……気をつけるべきは、今後、現在からは予測の出来ない交渉カードが武蔵側に生じ、それを取引せねばならない、という事ですか。

　技術や物品、資格など、今からは予測のつかない価か値ちあるものが、今後世の中に出てくる可能性がある。そういったものとならば、開拓事業の港の開放権など、引き替えにしてもいいかもしれない。

　だが今、それらは無い。だから、

「ここまで、でしょうか。──次の料理もそろそろですからね」

　言った。

　……私達の京きようルールは、一方において、使う部分が無かったですね。

　武蔵を推おすべきかどうか。そう問われたらこう答えるしか無い。

　……各所で利用は出来るが、自分達として推すべきはなかった、と。

　そう思いながら、己おのれは、笑えみでこう言った。

「食後、私達は武蔵の傭よう兵へいとして基本船せん殻かく部ぶを護ご衛えい。四し国こくまで同どう道どうします。その後は帰国し、本ほん能のう寺じの変へんの後に備えましょう。

　会議はこれにて終了。──いいですね？」





●






　正まさ純ずみは、即そく答とうした。

「待ってもらおうか」

　とにかく、ここはつなぎ止めないといけないと思った。逃げられれば、危険だと。

　無む論ろん、何かが終わりになる訳わけでは無い。ここでそれをやらなくても、自分の代では関係ないだろう。だが、本ほん能のう寺じの変へんの後、十一年を引きずる問題が生じ、更さらにはその後、開かい拓たく事業にて獲かく得とく出来た筈はずの利り益えきを損失するかもしれないのだ。

　未来への多大な損失や面めん倒どうが、ここで生じる。

　自分達には関係ない。後こう代だいが何とかするだろう。そういう考えもあるのは解わかる。しかし、

「待ってもらおう。何故なぜなら──」

　言う。

「──先さき程ほど私は、そちらの要よう請せいに従って一回待った。同じようにして貰もらおうか」
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　強ごう引いんな、とフアナは思った。確かに先程、そのような不ふ規き則そく言げん動どうがありましたね、と。

「Ｔｅｓテスタメント．、──武蔵むさし副ふく会長は、私の求めに応じて、一度待ちました」

「ならば──」

「それについては、後の話し合いで解決しましょう」

　付き合う道どう理りは無い。別に世界がここで終わる訳では無い。

「もう、時間もありませんからね。……本能寺の変は、近いのでしょう？」

　言った。そして念押しとして、こう告げておく。

「戦争をしますか？　武蔵副会長」

　問うた先で、武蔵副会長が、首を横に振った。

「否いな。──流石さすがにそのつもりは無い。まさか、ここで戦争などしても、益が無い」

「でしょうね。してもしなくても、もはやあまり未来は変わりません」

　西せい仏ふつ戦争は起きるのだ。聖せい譜ふ記き述じゆつにあるならば、回かい避ひは出来ない。無む論ろん、その形を変えていく事は出来るかもしれないが、今後十一年、三征西班牙トレス・エスパニアにとっては大きな枷かせだ。

　だから国に、次の事業を与える。戦争に必要な航空艦アコラザードの建けん造ぞう技術は、戦後に大きな事業になるものとして、先を見る。

　将来。今からは想そう像ぞう出来ない程の〝祭〟があるのだと、皆を導くのだ。だから、

「──戦争をここでしても、無意味だと、解りましたか、武蔵副会長」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──もとよりその気は無い。武蔵は平和主義だ。解ってくれ」

　彼女が、そう台詞せりふを放った瞬しゆん間かんだった。武蔵むさし勢ぜいの後ろで、何かが床に落ちる音がした。

　え？　と思って、向こうのテーブル下に視線を振った時、己おのれは見た。

　武蔵の姫ひめの後ろに、嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシが落ちている。





●






　酷ひどい沈ちん黙もくが生じてますね、と浅あさ間まは思った。

　何故なぜか皆、ちらちらとこちらに視線を送ってくるので、当番は自分なのだろう。

　見れば、歯ぎしりして寝ているホライゾンの背後に嫌気の怠惰が落ちていた。

　正まさ純ずみが「早く！　早く！」とアイコンタクトをしてくるので、こちらはそれを摑つかんで持ち上げる。意い外がいと軽いですね、と思いながら、自分は笑えみで三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長に言った。

「あの、これ、──大罪武装ロイズモイ・オプロに見えますけど、違うんです！」

「え？　え、ええ、では、……何だと？」

　アリバイ作りとして、言っておく。

「これ抱き枕まくらなんですよ！」

「…………」

　……沈黙痛ぁ──！

　だがここで引き下がっては深夜通つう販はん番組を支えてきた実力に疑問が生じる。とりあえず、刃はがある事は以前からの経けい験けんで解わかっているので、

「いいですかこの抱き枕！　何とここ、ブレードがありますよね!?　じつはこれ、ペーパーナイフとしても使えるんです！」

　懐かい紙しはある。だからそれを折って、切って、二枚になったのを重ねてまた切った。そして、

「うわあ！　何と二枚重ねでも余よ裕ゆうです！　これだと、大罪武そ……、抱き枕を使用しながら手紙がきた時でもすぐ対たい処しよ出来ますね！」

「あの、私、つい先さき程ほどまで、同じものを持っていたような……」

「ええ！　ええ！　三征西班牙は拷ごう問もん用具の老舗しにせですから、こういった形の品も多い筈はずですからね！　御客様の持っていた抱き枕は、でも、ここまで精せい巧こうじゃ無かったでしょう？　こちらは本物！　一個一個匠たくみが作っております。今なら印いん刷さつ機きもつけて御ご奉ほう仕し価か格かく！　嫌気の怠惰じゃ無いですからね？　ホント、もう、お安い価格で御ご提てい供きよう……！」

　言った。すると、

「…………」

　……痛っ。沈黙激げき痛つう──！

　ともあれ、急いでホライゾンの背後にある位い相そう空間に放り込んだ。そして、

「ほ、ほら、なくなっちゃいました。流石さすがは新型の抱き枕！　収しゆう納のうも便利ですね！」

　強ごう引いんだった。自覚はある。だがとりあえず誤ご魔ま化かし切ったと、そう思った時だった。

　硬い音と共に、足あし下もとに何かが転がった。

　拒絶の強欲アスピザ・フイラルジアだった。
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　正まさ純ずみは、浅あさ間まが、鼻の下を横に広げて疑問の表情を作ったのを見た。

　……苦労かけるなー……。

　だが、流石さすがは大罪武装ロイズモイ・オプロ誤ご魔ま化かしのプロだ。英国に続き二度目となると、対たい処しよが上手うまい。彼女はすぐに拒絶の強欲を持ち上げて、三征西班牙トレス・エスパニア側に掲かかげると、

「あ、あの、これ、大罪武装に見えるけど、違うんです！」

「え、ええ？　……で、では、何だと？」

「ボディボードです！　ほら！　海とか水辺で、これと一いつ緒しよにダイブして、水面を漂ただよってみたり、軽くスライダーで滑ったりするアレです……！」

「…………」

　……沈ちん黙もくキツいな……。

　プロでもキツいか、と、そんな事を思っていると、浅間が鈍い汗あせを搔かきながら拒絶の強欲を収しゆう納のうに叩たたき込んだ。彼女は笑えみで手を前後に振り、

「で、でもこれ、来週の商品なんですよね！　ミスで出てきちゃいました！　すみません！」

・●　画：『酷ひどいわ……』

・金マル：『うん、これは今までの中で一番酷い流れかも』

・あさま：『し、仕方ないじゃ無いですか！　他にどうしろと──』

　と言った直後。床に新しい音が落ちた。

　憤怒の閃撃マスカ・オルジイであった。
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　三度ネタ……！　と浅間は思った。否いな、英国を含めれば四度、五度ネタだ。だとすると、

　……これ、もはや私の持ちネタって事でしょうか……。

　ともあれ、出てきてしまったものはしょうが無い。拾い上げ、掲げてから、

「すみません、在ざい庫こ品ひんが出てきちゃいました。で、ええとこれ、大罪武装じゃ無いんです！」

「え、ええ、では、その……、何だと」

　えーと何でしたっけ。早く言わないと、言わないと、えーと、

「ええ、あの、これ、──アーチェリー用の弓ゆみなんです！」
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・約全員：『武ぶ器きじゃねえか……！』

・あさま：『おおっとお？　い、いえ、ス、スポーツ用ですよスポーツ用！　大罪武装ロイズモイ・オプロじゃないですよ！』

・●　画：『解わかるわ……、弓ゆみに噓うそはつけなかったのね……』





●






　浅あさ間まは鈍い汗あせを搔かいた。とはいえコレ、どう見ても弓ですよ……！　とは思うが、もうちょっといい誤ご魔ま化かし方があっただろうか。

・貧従士：『何か、チーズを割るので、こういう形のありましたよね？』

・俺　　：『チーズカッターな』

　それです！　流石さすがトーリ君……！

「ほ、ほら、これ、チーズカッターなんです！　アーチェリーをしながらチーズを切りたい時とか、便利ですよね！」

・約全員：『弓から離れてねえよ！』

　言っててそう思いましたけど抱き枕まくらとしては細過ぎるんですよねコレ……。

　だが向こうは、

「……あの、まさかそれでこちらを……」

「い、いえ、違います！　チーズのように切ったりしませんよ！　スパアン、とか！」

・不退転：『そのサイズなら出来るのでは』

　冷静な判はん断だん有あり難がとう御ご座ざいます。ですけど今かなりそういうの求めてないので、

「大だい丈じよう夫ぶです！　いいですか皆さん？　これが大罪武装だとしても、資格を持ってない人はひけませんし、ほら、ここにいるホライゾンは寝てますよね？」

　だから、

「ホライゾン以外は使えないから、大丈夫ですよ！」

　言うと、皆がある位置を見た。こちらの眼前となるテーブルの上だ。

　……え？

　視線を向けると、その位置、テーブルの上から、両腕うでがこちらを見上げていた。

　……しまったあ──！

　両腕が大罪武装を撃うてるのは関かん東とうから関かん西さいに行く途と中ちゆうで解っている。

　見れば、二つの腕は何だかウキウキ表現で左右に揺れているが、これは間違いなくこちらに何か期待とか催さい促そくしている。

　……参まいりましたねー……。

　冷や汗とか脂あぶら汗あせとか、そんなのが多重に来ていて、何だかインナースーツの中で発はつ汗かんダイエットをやっている気にもなってくる。だが、

「え、えーと、ほらほら、これこれ」

　近くにあった箸はしを一本ずつ渡すと、両腕うでは嬉うれしさ表現で一回跳ね、左右それぞれでフェンシングを始めた。結けつ構こう良い勢いで剣けん戟げきが始まり、おお、と向こうのピッチャーが感かん嘆たんする。

　多芸ですね……、としみじみ思うが、三征西班牙トレス・エスパニア側も含み、皆がそちらに注ちゆう目もくしている間がこちらにとっての逃げ場だ。急いでホライゾンの位い相そう空間に憤怒の閃撃マスカ・オルジイを叩たたき込み、

「わあ！　いつの間にか弓ゆみが無くなっちゃいました！　イリュージョン！」

　と、皆がこちらを見た。

「…………」

・あさま：『な、何ですか皆してその目は！』

・金マル：『いや、今のは言わなくても良かったんじゃないかな？』

・●　画：『あれよ、ほら、何かサービスしてないと相手に損させてんじゃないかと思うタイプ。──攻めても受けても捗はかどるわ』

　だが、咳せき払ばらいが一つ響ひびいた。三征西班牙副ふく会長だ。

「茶ちや番ばんはここまでにしましょう」

　彼女は、テーブルを右の人差し指の爪つめで軽く突き、こう言った。

「戦争するとか、武ぶ器きはコレだとか、そんな脅おどしに屈くつする私達ではありませんよ？」

・傷有り：『浅間様の営業スキルやイリュージョンが通じなかったと言うのですか……！』

　……あいたたたたたた！

　かなり激げき痛つう。だが、どうしたものか。何やら陣じん幕まくの向こう、露ろ天てん厨ちゆう房ぼうの方からも物音がし始めている。次の料理が来てしまうのだ。

・あさま：『トーリ君、何か案はありますか？』

　ふと問うてみる。すると、

・俺　　：『もう、こうなったらネイトの鎖くさりプレイで縛しばり付けて帰さねえとか、向こうの艦かんを縛るとか、そういうの？』

・銀　狼：『あの、鎖さ国こくの比ひ喩ゆから実際の方に飛んでますわよ我が王？』

　ですよねー、と思った時だ。不ふ意いに、一つの動きが生じた。

　ホライゾンだ。彼女が上じよう半身を跳ね上げ、急きゆう遽きよ合がつ体たいした両腕を箸と一いつ緒しよに振り上げ、

「寝てなかったアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　あ、京きようルールですねコレ。
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　いきなり奇き声せいが、とフアナは思った。見れば武蔵むさしの姫ひめが横の副ふく会長に向かって、

「正まさ純ずみ様！　サクッと戦争の約束は取り付けたのですか!?　三征西班牙にワンパンくれてそのまま本ほん能のう寺じの変へんへとハイヨーヨーという感じで勢いよく！　どうですか!?」

「ああ、うん。まだそこまで至ってないかなー……」

「何故なぜですか!?」

　……何故って、あの。

　凄すごく突っ込みたくなったが、それより先に、武蔵むさしの姫ひめがこちらを見た。そして彼女は、

「あの人が悪いのですね!?」

　……えええええええ!?

「し、失しつ礼れいな！　私達は戦争を望んでなどいません！　それがどれだけ正しい事か、解わからない筈はずもないでしょう!?」

「ええ、解ってますとも」

　……ん？

　何か嚙かみ合わない、と思った瞬しゆん間かん。相手がこう言った。

「京きようルールでした。──今のそちらの言葉、宣せん戦せん布ふ告こくと受け取りません」





●






「待ちなさい！」

　相手に応じて、フアナは言った。

「──会議はまだ終わっていません。よくないですね？」

　あ、と浅あさ間ま神じん社じや代表が小さく声を作った。その口く調ちように疑問を感じ、自分が首を傾かしげた直後だ。

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　武蔵の姫が小さく頷うなずく。そして彼女が、静かに告げた。

「先さき程ほどホライゾンはこう言いました。〝京ルールでした〟と。過去形です。

　つまり今のは京ルールではありません」

　ならば、

「ホライゾンは貴女あなた達の好こう戦せん的な言葉を宣戦布告とは受け取らない度ど量りようの深ゲッ、まあいいでしょう。そちらが会議を終わっていないとして、それはよくないというならば、付き合うくらいの心の広ガッ、まあいいでしょう。つまり──」

「あの、ホライゾン、無む理りに自分を大きく見せようとしなくていいですから……」

　浅間神社代表が言うと、武蔵の姫はこちらを見て、自分の胸を下から押し上げた。そのまま無言で三秒程過ごした彼女は、それをやめてこちらに右手を挙げて、

「大きく見せるジェスチャーです。まあある程度資本がないと出来ないのでアデーレ様は真似まねされないように」

「な、名指しで来ましたよ!?」

　何か向こうがフレンドリファイアで凄すごい事になっているのは解る。ただこちらとしては、

「そちらがどう思おうと、もはや会議は終了で──」

「終了するのか？　後こう悔かいするぞ」

　武蔵むさし副ふく会長の言げんが、仲間割れの向こうから飛んできた。
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　正まさ純ずみは言った。

「一方的に言おう。──そちらが三征西班牙トレス・エスパニアの貿ぼう易えき圏けんに武蔵の侵しん入にゆうを拒こばむというのなら、それを了りよう承しようした上で、私達も逆の要よう請せいをしよう。武蔵の貿易圏に三征西班牙の侵入を拒むと」

　言った先、三征西班牙副ふく会長が眉まゆをひそめた。

「……だから何だと言うのです？」

　……だよなあ。

　実際、武蔵の貿易圏とは極きよく東とう全土だ。だが、武蔵は極東所しよ属ぞくであるため、三征西班牙は暫ざん定てい支配側として貿易が出来る。もしもバッティングする事があるとしたら、アジア沿岸地ち域いきくらいだろう。極東上で言うと、関かん東とうの東沿岸辺りの事だ。

　外がい界かいへの開かい拓たく事業と、極東の小地域を比べた場合、利り益えきは圧倒的に前者が優位だ。

・礼賛者：『貧ひん多だ君！　どう考えても不利な話ですよそれは……！』

・副会長：『否いな、一つだけ、無む茶ちやを承しよう知ちでやるべき事業がある』

「言おう」

　先さき程ほどの、馬ば鹿か達の遣やり取とりで思い出した事があるのだ。

「──武蔵は、開拓事業を展開する」
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「さて」

　と武蔵の副会長が言った時だ。陣じん幕まくの入口が開き、料理が運ばれてきた。

　フアナはそれを見て、武蔵の副会長の発言タイミングを奪うばったと、そう思った。

「〝八はつ寸すん〟ですね。京きよう料理におけるメインディッシュ。──今回は、両国の未来を祝い、鯛たいと筍たけのこの天てん麩ぷ羅らとなっています」

「後悔するぞ」

「何がですか」

　と疑問したと同時。武蔵の副会長が静かに言う。

「──私達は、聖せい譜ふ記き述じゆつに則のつとり、前倒しで鎖さ国こくの準備を進めようと思う。本ほん能のう寺じの変へんの後、羽は柴しばを封じた後ならば、文もん句くはあるまい。実際、禁きん教きよう令れいなどは島しま原ばらを管かん轄かつしていた三征西班牙麾き下かにて前倒し再さい現げんが為なされている訳わけだからな。

　ああ、一応、鎖国というのは後の世の呼び方であるのは解わかっている。諸外国との貿易を定地以外では禁ずると、そういう措そ置ちを執とる訳だ」

「Ｔｅｓテスタメント．、──それを行う意味は解っていますか」

　問うだけの理由はある。極きよく東とうは松まつ平だいらの治ち世せいになってから、Tsirhcツアーク系けいの信しん仰こうが国を治めるのには邪じや魔まだと気付き、まずは禁きん教きよう令れいを行った後で、旧派カトリツク各かつ国こくとの交流を絶つのだ。

　……結果として、欧おう州しゆうからの貿ぼう易えきは長なが崎さきなどの一部としか行えなくなりますが──。

「各居きよ留りゆう地ちにとっては、暫ざん定てい支配国以外の貿易品が落ちにくくなりますよ？」

「そのための解かい釈しやくを行う事も、その解釈を押し通すのも、私達の役目だ」

　随ずい分ぶんと自信がある。だが、

　……何故なぜですか？

　極東が鎖さ国こく体制になったとしても、やはり三征西班牙トレス・エスパニアには大きな影えい響きようはない。暫定支配国との貿易は可能であり、相手国が他国や居留地に中間貿易をする際、解釈が必要になるくらいだろう。その手て間ま分の料金上乗せはされて、競きよう争そう市し場じようでは不利になるかもしれないが、

　……開かい拓たく事業を交こう渉しようカードとすれば、関かん税ぜい権けんの交渉はしやすいでしょう。

　特に自分達にとっての最大の顧こ客きやくは、やはり六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと英国。そしてK.P.A.Italiaだ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国はやや遠いが、このうち、覇は者しやとなる六護式仏蘭西と、海洋権の多くを牛ぎゆう耳じる英国を相手に開拓事業で立ち回れる意味は大きい。

　ただ、気になる事が、一つある。

「私達が所有する新大陸の土地を、封じるつもりですか」

「なかなか鋭いな」

　九きゆう州しゆう沖おきの〝門〟から通じる蝦夷えぞ地ちの新大陸は、三征西班牙と三征葡萄牙トレス・ポルトガルの暫定領りよう土どだ。そこでは自分達の代より前から実験的な開拓が始まっており、先せん輩ぱいと言える者達もいれば、先せん達だつ達が遺のこしたものも多くある。

　正直、西せい仏ふつ戦争で立場が悪くなった場合、三征西班牙は新大陸にて再さい起きをすべきと、自分としてはそう思ってもいるのだ。だが、そこまでもが鎖国の影えい響きよう下かとなれば、

「いいか」

　武蔵むさし副ふく会長が言った。

「……蝦夷地については、鎖国開始までの支配地を、それと認めよう。以後の空白地は松平の名の下に武蔵が管理をする」

「Ｔｅｓテスタメント．、……お互い様となれば、そういう判はん断だんも可能でしょう。私達としては、それまでに全力で支配地を拡大、後の拡大につなげる解釈の道を探すだけですね」

　そう言いつつ自分は思った。この相手、どこまで無む茶ちやをする気でしょうか、と。だから、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──充分だ。これで会議を終えよう」

「待ちなさい」

　会議を終わらせようと翻ひるがえった相手の言葉に、己おのれは問うた。

「そちらの外がい界かい開拓の事業内容を言いなさい。私達も述べたのです」

「Ｊｕｄ．、そうだったな」

　言って、武蔵むさしの副ふく会長が頷うなずいた。彼女はこちらと視線を合わせ、

「言うまでもない事だろう。武蔵は三征西班牙トレス・エスパニアと同時に外がい界かい開かい拓たくを開始する。ただ、三征西班牙が、九きゆう州しゆうから外界の大陸を求めるというならば、私達は、この極きよく東とうの東沿岸から、東を求めよう。

　──つまり、私達は、外界の新大陸へと西から直接乗り込み、支配するのだ」
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　正まさ純ずみは、自分の言葉が相当な〝賭かけ〟である事を理解していた。

　……博打ばくちだな。

「外界への開拓は、基本、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが立てた案がベストだろう。九州から見える対岸、外海の大陸へとまず橋きよう頭とう堡ほとしての移住を行い、沿岸沿いに、印イン度ド、中ちゆう東とう、そして欧おう州しゆうへと至るのだ。距きよ離りが遠くなればなる程に補ほ給きゆうの継けい続ぞくは難しくなるが、三征西班牙は大だい艦かん隊たいを組み、それを補ほ充じゆうかつ分割していく事で、各地に建けん造ぞうされる補給地と連動、その道を先へ先へと持っていくのだろう」

　彼らがそうする理由は一つ。

「三征西班牙本国。そして新大陸は、遠い位置にあるからだ。──ゆえに三征西班牙は、開拓事業を率そつ先せんし、前へ前へと行かねば、下手へたをすると他国に本国や新大陸を乗っ取られる」

　だから、と己おのれは右手を挙げた。

「いいだろうか」
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　正まさ純ずみは告げた。まっすぐに告げた。

「──しかし武蔵は、太たい平へい洋ようを渡り、直接新大陸への開拓事業を行う」

　これは、三征西班牙には出来ない事だ。

「三征西班牙の開拓は、どんなに大だい規き模ぼでも艦隊制だ。太平洋を渡るルートを選べば、その途と中ちゆうで脱だつ落らくが生じ、現地での生せい存ぞん率りつが大きく下がる。ゆえに三征西班牙は、開拓の本ルートをアジア──欧州──大たい西せい洋よう回りとして、彼らが新大陸の西岸に届くまでは外界の本国から、そして届いてからは、──蝦夷えぞ地ちの〝新大陸〟から補給を行うと、そう考えていたのだろう」

　言った先、三征西班牙副ふく会長が、こちらに視線を返してきた。

　眉まゆを浅く立てたまっすぐな目で、彼女が問う。

「武蔵に、それが出来ると？」

「出来るし、やるさ。──超ちよう大型艦かんであり、重力航こう行こうも出来るし、輸ゆ送そう艦かんの随ずい伴はんも可能だ。

　武蔵の強みは、その巨きよ艦かんと移動力による生存率の高さだというのは解わかっているだろう？

　基本船せん殻かく部ぶに都市を一つ組み、現地でそれを展開すれば、開拓の初期は済んだも同然だ。自じ給きゆう自じ足そくのために、二艦かん分くらいは農地にしておく必要があるがな」

「そうですね」

　御お広ひろ敷しきが、額ひたいの汗あせを拭ぬぐいつつ言う。

「人口をそのまま持ち込むならば、二艦分の農地を、出来れば大型木箱コンテナで囲んだ障しよう壁へき内部に並べて展開して欲しいものです。灌かん漑がいシステムにおいて、極きよく東とうは井い戸ど掘ほりの技術に優れていますから、開かい拓たくは河か川せん周辺、台たい風ふうや氾はん濫らんのない地ち域いきを選べば充分でしょう」

　ならば、と己おのれは言葉を継ついだ。

「後はライフラインをつなぐように、要所にその〝都市〟を置いていけばいい。無む論ろん、そう単純にはいかないが、そちらが大だい艦かん隊たいを動かして行くよりも早く、脱だつ落らくは無いと言える。

　──だが、それでは面白くないから、こうしよう」

　料理、〝八はつ寸すん〟の蓋ふたに手を掛け、言ってやる。その内容は、

「──三征西班牙トレス・エスパニアが欲しがる新大陸東沿岸。北部は英国と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、南部は三征西班牙と葡萄牙ポルトガルが支配する広大な土地だ。それらを、先に奪うばうとしよう」

　言って、目の前の料理の蓋を、持ち上げた。

「さあ、莫ばく大だいな開拓事業のフットワークの悪さで、私達の支配に追いつけるのか三征西班牙。

　後こう悔かいするぞと、私はさっき言ったばかりだが、もう既すでにそうなっていないだろうな？」

　開けた蓋の中身は、

「カレーだ」
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・銀　狼：『こちらに潮しお目めが向いてきましたわね……！』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．！　勝利音楽が聞こえてきた感じがするで御ご座ざるよ……！』

・金マル：『来た来た。来たよ来たよ──』

・ウキー：『ククク、向こうも旧派カトリツクとは言え、ここでカレーとは、年ねん貢ぐの納おさめ時だな……！』

・副会長：『うーん、何か良いような悪いような……』
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「さあ」

　武蔵むさし副ふく会長が言う台詞せりふを、フアナは聞いた。

「──どうする三征西班牙。開拓事業による間接的な教きよう導どう院いん間抗こう争そうを、十一年後に行うか？」

「一つ問います」

　ああだこうだと言うべきに、問うべきがある。

「武蔵は、六護式仏蘭西と英国を優先としなければならない筈はずですね？　私達が獲かく得とくする新大陸南側の土地より、過か酷こくな北側を先に支配し、生せい存ぞん可能にしなければならない筈です」

「それは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと英国に言ってくれ。──彼らはこう言うんじゃないか。三征西班牙トレス・エスパニアの領りよう土どを奪うばえるなら、武蔵むさしに任せようか、と。私達はクライアントに従うだけさ」

　……この悪女が……！

　思い、しかし、己おのれは武蔵副ふく会長の言っている意味を理解した。彼女は今、こちらに抗こう争そうをふっかけるような物言いで、しかしこう告げているのだ。

「解わかりました。──つまり、こうしたいのですね」

　解った。

　……こういう誘いをするとは、本当に悪女の手段。

　だが、自分は思った。〝京きようルール〟だと。そう、武蔵を推おすかどうかを判はん断だんするならば、

「新大陸の南北分割支配を誘うのですか、武蔵」

　推せる。

「……聖せい譜ふ記き述じゆつにもある、新大陸北側と、南側の支配国の分割。それを、武蔵と組む六護式仏蘭西と英国、そして私達とで分け、歴史再さい現げんとしたいのですね」

　新大陸の南半分は、三征西班牙が自由にしろと、そう言っているのだ。この相手は。
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　流石さすがだ、と正まさ純ずみは思った。こっちの意い図との先を読んできた、と。

　……やはり、外がい界かいや新大陸などを視野に入れてきた三征西班牙だけはあるなあ……！

　先回りをしたつもりが、恐らく、先に回られている。

　今のこちらの進言は、向こうにとっては意い外がいだった筈はずだ。だが、

・副会長：『恐らく、蝦夷えぞの新大陸を橋きよう頭とう堡ほに、外界の新大陸にアタック出来ないかというのを、相当に精せい査さしたのだろう。だから私の言葉に、即そく応おう出来てる』

・銀　狼：『結果として、三征西班牙の艦かん隊たい制開かい拓たくではそれが出来ないとした一方、だからといって武蔵の直接開拓に理解が無い訳わけでは無いと、そういう事ですのね？』

　それって、と伊だ達て家け副ふく長ちようが言った。

・不退転：『天才の発はつ想そうじゃ無いわ。地道に、何度となく積み重ねて作った努力家の思し案あん。それも、経けい験けんによって、思案の中ならば即応出来る努力家の、ね』

　……厄やつ介かいだな……！

　思い、今いま更さらながらに三征西班牙という国がどういう場所かを痛感する。

　三征西班牙は、政治と商人の国だ。それも、海の向こうすら視野に入れた国外と、広大な国内全域を相手にした国なのだ。

　思し想そうは常に前へ前へと出続け、幾いく度ど転んでも〝新しん天てん地ちがあるさ〟と起き上がる。アルマダ海かい戦せんや西せい仏ふつ戦争という敗戦の連続でも尚なお、国を前向きにさせるのは、まだ見ぬ地を海の向こうに感じる事が出来るからだろう。

　そして今、目の前にいるこの相手は、文字通りの〝新しん天てん地ち〟を政治に組み込んで来た。

　その上で、最大利り益えきを得るために、

「試しに来たのだな。そして能あたわぬと思えば、大たい国こくとして食うつもりだったか、三征西班牙トレス・エスパニア」

「試す？　何の事ですか？　私達の思し案あんには、実行に問題がありません」

　ゆえに、と彼女は言った。目の前の料理の蓋ふたを開ける。

　その中身はカレーだが、

「──ですが、成なる程ほど、私達の計画では、確かに時間の掛かる部分もあります。

　そして武蔵むさし側の計画も、面白いですが、無む理りがありますね」

　何故なぜなら、

「新大陸の北部は、南部側と違って、大陸性の気き候こうが激化しています。

　西側は温おん暖だんですが、基本的に乾かん燥そう地ち帯たい。北に行けば極きよく東とうの東北よりも北ほく緯いに踏み込んだ面積の方が広く、そう言った場所での開かい拓たくは、武蔵が都市をパッケージで送り込むとしても、気候に応じた設備や資財を用意した上で、入にゆう植しよく時期が限られるでしょう。

　北部に開拓を行う英国や六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズをこちらが押しつけた際、両国の優先順位を巡って交こう渉しようが始まりますから、それに構わなくなった私達よりも早く動ける？　どうでしょうね」

「ではどうする？」

　問うた先、三征西班牙副ふく会長が、カレーの器うつわを手に取った。

「──同じものを頂いただく用意は、あるという事ですよ」

　彼女がこちらを見た。笑えみの無い目で、しかし口く調ちようは落ち着いて、

「お互いの手の内は見せました。利点も、欠点も、見えた筈はずです」

「……ならば、ここは保ほ留りゆうとするか」

「Ｔｅｓテスタメント．、──両方の事業をどうするか。これを決定出来るのは、今ではありません。特に武蔵側、貴女あなた達には、本ほん能のう寺じの変へんもですが、他の戦いも残っているのです。

　山やま崎ざきの合かつ戦せんや、小こ牧まき長なが久く手ての戦い、そして関せきヶ原はらの決戦と、大おお坂さかの役えき。

　それを終えた後、貴女達がどうなっているかで、ようやく決定出来る内容です」

　だから、

「──今回は武蔵の傭よう兵へいとして動きましょう。基本船せん殻かく部ぶを四し国こくまで護ご衛えい。私達は一部を四国に警けい護ご役やくとして残し、三征西班牙へと帰き還かんします」

「それは──」

　ええ、と言って、三征西班牙副ふく会長が小さく笑った。

「──勝ってきなさい、武蔵勢ぜい。その時にまたこの案あん件けんを話し合うのが楽しみです」
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「────」

　正まさ純ずみは、身体からだの力が抜けるのを悟さとった。

　……勝って来い、か。

　それは、三征西班牙トレス・エスパニアが敵では無くなったと、そういう事だ。

　そうなるようにしてきた交こう渉しようとは言え、実際に落ち着いてみると、酷ひどく疲れる。

　……全く。

　以前もそうだったが、この国と交渉するのは酷く疲れる。

　そんなこちらの雰ふん囲い気きを悟さとったのか、三征西班牙副ふく会長が首を傾かしげる。

「どうしたのですか？　未来に繫つながる、いい結果を頂いただけたと思いますが」

「三征西班牙については、もっと調べておかないとなあ、と、そう思ったんだよ」

　吐と息いきする。

「三征西班牙本国という訳わけではないが、〝本ほん多だ・正純〟については、禁きん教きよう令れいの歴史再さい現げんに関わるので、九きゆう州しゆう島しま原ばら方面や、長なが崎さきでのトラブルなど調べていた時期があった。

　そしてまた、昔に、実際にそういう案あん件けんに触れかけもしてな」

「そういう事があったのですか」

　知らないのか、と思った時だ。三征西班牙副会長が、小さく笑ってこう言った。

「無かった事は、解わかりませんね」

・銀　狼：『知ってますわね……』

・副会長：『まあ、そういうもんだろ。〝その程度〟だと言う事だ』

　さてどうなる事か、と己おのれは思った。三征西班牙副会長の言う通り、自分達はこれから本ほん能のう寺じの変へんや山やま崎ざきの合かつ戦せん、そして小こ牧まき長なが久く手ての戦いや、関せきヶ原はらの決戦などを切り抜けて行かねばならない。そして、

　……末まつ世せか。

　どうやって、これを切り抜けるべきだろうか。

「三征西班牙」

「何でしょう」

「そちらでは、末世を、どういうものとして扱っている？」

　そうですね、と三征西班牙副会長が頷うなずいた。

「前ぜん提ていとして言いますが、──Tsirhcツアークの教えとは、あるがままを受け止めろと、そういうものなのですよ」

「末世を、運うん命めいとして受け入れるのか？」

「人が抵てい抗こうするならば、それもまた、人のあるがまま。神は止めはしません。ただ、そこから得られる結果を受け入れろと、そう言う事です」

「では──」

　という疑問の展開に対し、三征西班牙副会長が静かに言った。

「ただ、私達もその辺りは調査中なのです。──先代達の言げん行こうには不明な事が多くて」

　先代、という言葉に、自分は急ぎ、頭の中で聖せい譜ふ記き述じゆつと実際の歴史を思い返した。しかし、こちらが何か言うより先に、答えを言う者がいた。

　メアリだ。

「カルロス一いつ世せいですね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──ヘンリー八世とは親しかったようで」

　だから、と三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が、視線をメアリに向けた。

「もしも英国と三征西班牙、アルマダ海かい戦せんでどちらかが大勝し、どちらかがもう片方を支配するような事があれば、両者の知ち識しきを突き合わせる事が出来たかもしれませんね」

「だったら私から妹に──」

「いえ。──三征西班牙は、もはや貴女あなたとは縁えんを断じたのです。あの海戦の晩に」

　言って、三征西班牙副会長が、右の手の平を軽く左右に振る。そのジェスチャーは、

・金マル：『点てん蔵ぞう様好き好きホームランのプロトタイプだったよね、アレ』

・貧従士：『一発でぶった切りましたからね、アレ』

・傷有り：『す、すみません。あの時は一いつ杯ぱい一杯で……』

・●　画：『忍にん者じやは幸せ一杯一杯、と……』

・十ＺＯ：『通つう神しんに何を書き込んで御ご座ざるかな……!?』

　やはりこの辺り、大たい国こくのメンツというものがあるのだろう。だが、

「──西せい仏ふつ戦争は、そのいい機き会かいだな」

「十一年を、上手うまく使っていかねばいけませんけどね。ただ、……調査や報告によれば、末まつ世せとは地ち脈みやくの希き薄はく化か。聖譜記述が途と切ぎれてはいるとしても、この世界が即そく座ざに遮しや断だんされる訳わけでは無いという事は解ります。だからその猶ゆう予よ期間が勝負だと、私は思っています」

　成なる程ほどこちらと同じか、と思いつつ、ふと気付いた事があった。

「西仏戦争で英国と末世の情報を交換するというなら、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとは、どうなのだ？」

「そちらの方が詳しいのでは？」

　そうか？　とミトツダイラを見ると、彼女は俯うつむいた上で、右の手を左右に振っていた。

　……よく考えたら、人狼女王レーネ・デ・ガルウ、その辺り全く漏もらさなかったよなー。

　しみじみと人狼女王の天然系けいスキルの恐ろしさを知る一方で、三征西班牙副会長が肩を小さくすくめた。

「六護式仏蘭西は、恐らく、外がい界かいにそれを求めたのでしょう」

「フ、確かに外界には、天上にいた時代の船などが、遺い跡せきとして存在するからね。そういったものから、この世界の闇やみを知る事が出来るかもしれないと、そう思ったのだろう」

「余よ計けいな修しゆう飾しよく語ごが多いが、そういう人じん種しゆだと思ってくれ」

　はあ、と三征西班牙副会長が力なく頷うなずく。そして彼女は、

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国やK.P.A.Italiaは羽は柴しばの影えい響きようから創そう世せい計画を認める側につきました。そして今夜、それが遂すい行こうされるようにも思いますが、──解わかっていますね？」

「ここで介かい入にゆう出来る権けん限げんを明確に持つのは、本ほん能のう寺じの変へんを起こせる私達だ」

　では、と三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が一度小さく笑って、問うてきた。

「大罪武装ロイズモイ・オプロを全て回かい収しゆうした貴女あなた達は、末まつ世せを左右出来る力を持ちましたか？」
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　浅あさ間まは、ホライゾンがカレーを勢いよく搔かき込んでいるのを見た。

　皆が、何故なぜかこちらを見ている。だからまあ、待て、と両手の平を全員に向けて、

「あの、ホライゾン？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　何ですか浅間様！　今、ホライゾンはたっぷり熟じゆく睡すいしていた間に出ていた料理を腹に収めるミッションを進行中ですが……！　あ、こちら茶ちや碗わん蒸むし、凄すごく不味まずかったですが京きようルールです……！」

「……あー、うん、まあ、ホライゾンが健けん啖たんなのはいい事ですね」

「諦あきらめるなよ！」

　というか一体どうしろと。







[image: 第九章『故郷からの達観者』]
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　浅あさ間まは、まず、トークから行こうと思った。ええと、と前置きして、

「ホライゾン？　あの、大罪武装ロイズモイ・オプロの導入は終わりましたよね？　今」

　こっちの表示枠サインフレームでも、その報告が来ている。ホライゾンのＯＳがまた自己の書き替えを行ったらしく、一部は設定が変わってしまっているが、その辺りはこちらで同調調ちよう整せいだろう。

　ただ、見ている感じ。八つの大罪武装が外部から組み込まれ、中ちゆう枢すうの〝嫉妬フトーノス〟も起き動どうしているようだが、

「……何か変化ありますか？　ホライゾン」

　問うた先、ホライゾンが眉まゆをフラットにして首を傾かしげた。

「何、とは……、何が？」

　……そう問われましても。

　辺りを見れば、皆が適当なジェスチャーをしている。直なお政まさが自分の義ぎ腕わんと頭を交互に指差しているのは何となく解わかるが、喜き美みがウズィを胸に挟んでるのは意味不明だし、

・あさま：『アデーレ、大罪武装で胸は大きくならないですよ？』

・貧従士：『表示枠指差すジェスチャーでどうしてそうなるんですか──！』

・俺　　：『いや、でもオメエ、表示枠指差して胸大きくなるなら、するだろ？』

・貧従士：『し、しますよ！　絶対しますよ！　何か問題ありますか!?』

　問題はありませんけど何か間違ってる気が。

　ともあれ誰だれもよく解らないというのが実情だろう。ゆえにこちらも首を傾げ、

「いえ、あの、ホライゾン？　どうなんでしょう。何か機き能のう的に増えた感というか、ちょっと今までと違う風ふうに周囲が見えるとか」

「いえいえ、そんな、初めてエロ行為した男子学生みたいな事を。──ああ、トーリ様もあと数時間でそんな与よ太たをトバすウザい状態になってるかと思いますが」

　三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が水を吹いたが気にしない事にする。

　ともあれ、今、ホライゾンと話し、表示枠からの情報も見ながら、自分は結論する。

「……何か条件が足りない？　そんな気がしますね」

「嫉妬が超過駆く動どうしてないんじゃありませんの？」

「ええと、それは、どうやって？」

　問うと、喜美が空中に唇くちびるで吸い付きながら言った。

「ん～……！　チュチュチュチュ！　ってアンタが愚ぐ弟ていにキスして見せて、それでホライゾンが嫉妬バーストすりゃいいのよ！　ほら、そこで実演……！　アンタの役目よ！」

「いえ、ホライゾン、そんな事で嫉妬します？」

「正直〝やっちょるなあ〟くらいでは」

　大体、と彼女は眉まゆをひそめて首を傾かしげながら、こう言った。

「二人の世界に入られてる場合、こちらとの関係はとりあえず眼中ないですから、そこにこちらから関係を無む理りに求めても意味が無いのでは」

「オメエ、独どく占せん欲よくって言葉知ってます？」

「このカレーが欲しいのですか」

・十ＺＯ：『トーリ殿どの、カレーと同レベルで御ご座ざるか……』

・俺　　：『はあ!?　羨うらやましいか!?　オメエはカレーになれると言うのか!?』

・銀　狼：『あの、我が王？　見苦しいのは解わかりましたから落ち着いて下さいまし』

　ともあれ、という感で、ホライゾンが言った。

「ホライゾンにとって関係が得られるのは幸いであると同時に、ホライゾンとて、別でやらなければならない仕事などもあるのです。つまり生きていくためには衣い食しよく住じゆうの確保と維い持じ。その代だい価かを得るための労働が必要ですし、世せ間けん一般に適応していくための知ち識しきなども獲かく得とくする必要があります。──そうしてみると、意い外がいと、誰だれかと関係していられる時間というのは少ないのです。そこに独占欲を持ち込んだところで、自分が対応出来ない事への八つ当たりでは」

　ややあってから、皆が顔を見合わせ、

「…………」

　拍はく手しゆが来た。や、や、と手を上げて正論に応こたえるホライゾンだが、ナルゼが手を上げ、

「夜、一人で寝るのが寂しいとか、そういうのはないのかしら」

「寝る前に本を読む習慣があるもので」

　ああ、と頷うなずいたのは正まさ純ずみだ。彼女は腕を組み、もう一度深く頷き、

「読みつつ、気付くと寝てるよな」

・ウキー：『つまりトーリは本以下か……』

・俺　　：『ああそうだよ！　そうだよ！　カレーと同等で本以下だよ俺おれは！　今日きようから俺はカレーのネタ本になる事を目め指ざすよ！　それでカレーと本と同等だからな！』

・あさま：『あの、トーリ君、何言ってるか解らないのは解ったから落ち着いて』

　ただまあ、と、ホライゾンが言った。

「とはいえ、やはり一人だと実感するのは哀かなしい事に繫つながります。だからそういう時、トーリ様がこちらを優先してくれるならば、それはホライゾンが第一と言う事ですし、哀しくないので問題ありません。ただそうではない、ホライゾンが一人でも大だい丈じよう夫ぶな時、それ以外の部分でトーリ様はフリーになりますが、一番を得ている上で、そこ以外まで縛しばり始めたらそれは関係外にまで関係を求めるような嫉しつ妬とによる妄もう執しゆうで──」

　言っていて、ホライゾンが自分の頭を一つ叩たたいた。

「ホライゾンのライフスタイルだと嫉妬が生じませんね……！　大発見です浅あさ間ま様！」

　ナイトが手を上げた。

「あのさ、言いにくい事言うけど、──ホライゾンの父とうちゃん、人選ミスった？」

「いいですねナイト様！　世界が滅びるのは人災！　なかなか無い原因です！　どうですかネシンバラ様！　ネシンバラ様のスーパー脳のう内ないファンタジー小説で、うっかりミスや勉強不足で世界が滅びるというのは」

「……何か最近、課題がちゃんと出来てなくて、中ボスクラスに〝えっ〟とか言われた集団があった気がするで御ご座ざるよ？」

「悪かったな！　悪かったな！　僕を、さあ、責めるがいい！　そんな虐しいたげの中から僕はまた不ふ死し鳥ちようのように蘇よみがえり、大空に羽ばたくのさ！」

「復活って、成長じゃないから、そのまままた同じ間違いして落っこちるわよね」

「ナルゼ、あまり厳きびしい事言わなくても……」

「それナルゼ君の言った事を全く否定してないよね……!?」

　ただまあ、何となく解わかった事がある。

「ホライゾン、昔もまあ、凄すごく自立してましたもんねー……」
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　身分や立場というものだからだろうか、確かに凄くしっかりした面のある子だったと、浅あさ間まはホライゾンをそう思う。〝魂たましい〟が引き継つがれてるという事は、どのくらいそれらが含まれているのか解らないが、キャラ性としては確かにそのままな気がする。

　ただまあ、今のところ言えるのは、

「大罪武装ロイズモイ・オプロがどうやって末まつ世せを左右出来るのか、解らないですね……」

　元もと信のぶ公こうが、あの状況で断言したのだ。何か仕掛けはある。

　……恐らくは、何かの条件で発動？

「大罪武装を全部一気に発動させる、とかかねえ？　だけど……」

　直なお政まさの言葉に、ホライゾンが右手を挙げた。

「直政様、宗むね茂しげ砲ほうと他の大罪武装を持っただけで両手が埋まりますが」

「それも言おうと思ってたさ。──アサマチ、嫉妬フトーノスの方の発動状態は？」

　表示枠サインフレームの状況を見ると、大罪武装のリンク状態は全て通じた状態だ。

「……確かに、流りゆう体たい的な経路で見ると、中心というか、上位に一つあって、下に八つのものが入ってますね」

　経路を抽ちゆう象しよう化かした概がい要よう図ずは、以前にも見せた事があるものだ。ホライゾンの表示枠の方でも、ＯＳ側からオプションを開き、身しん体たい機き能のうの追加項こう目もくから見る事が出来る。

「トリガーは感情ですから、ぶっちゃけ、ホライゾンに何か凄くストレスがかかると発動というのが、それなんじゃないかと思ってます」

「ですがホライゾン、今のところ、結けつ構こう悠ゆう々ゆう自じ適てきでして……」

　ですよね、と頷うなずいた上で、言っておく。

「ホライゾン？　……無む理りに哀かなしくなるような事、考えたり、しなくていいですからね？」

「それは──」

「ホライゾンは哀しくなりたくないし、私達だってそうはさせない。──それが、三み河かわ以い降こうの私達の方針の中心にあったものです」

　だなあ、と彼が言う。

「そこら、英国で話したりしたろ？　哀しくないってのは幸いな事なんだ、ってよ」

　彼が告げた先、ホライゾンが真剣な顔になり、顎あごに手を当てて俯うつむき、

「……？」

「わ、忘れたとか言うなよ!?　俺おれが哀しくなって死ぬぞ！」

「いやまあそうなっても、何とかしてしまえるような気もしてますし、そうなってもいいように、というのが、英国以降の話ではありましたね」

　だから、

「……この完かん璧ぺき存在のホライゾンにとって、ストレスはあり得るのでしょうか」

　三征西班牙トレス・エスパニア側も含めて、皆が沈ちん黙もくした。ややあってからホライゾンが自ら手を上げ、

「まあでも、ストレスが条件だったとしたら、ホライゾンがピンチの時にそれは発はつ揮きされると思うので、そういう意味では、ホライゾンの安全が確約された気もしますね」

「──二ふた代よ、そのためには、危き機きの現場に立つホライゾンが〝大罪武装ロイズモイ・オプロの力を発はつ揮き出来る程度には安全、無ぶ事じである〟というのが前ぜん提ていだが、それは大だい丈じよう夫ぶか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、拙せつ者しや、前線に出て危機を先行的に排はい除じよする役で御ご座ざるが、眼鏡めがねも含めた作さく戦せん立案で、なるべくの事はしておくで御座るよ？」

　だとしたら、現場でそうなる場合は、安全が確定だ。

　……あと、別の条件などあるとしたら……。

「タイムリーな話題ですが、合がつ体たいとかどうですかねえ」

　いきなりのホライゾンの言葉に、正面にいた三征西班牙副ふく会長がまた水を吹いた。
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・未熟者：『ああ、あるね！　エロい事をして、真の力のリミッターが解除されるというのは、よくあるネタだよ！』

・●　画：『アンタの書くの、いつもキス止まりじゃないの。最後までやっていったら、そのたびごとに覚かく醒せいが多段ロケットみたいに起きる訳わけ？　どうなの？』

・金マル：『だとしたら娼しよう館かんとか岡おか場ば所しよとか、毎晩のように覚かく醒せい者しや出まくりでエフェクト凄すごそうだよね。公的に〝覚醒場所〟として保ほ護ごすべきじゃないかなー』

・貧従士：『あの、メアリさんは第一特とく務むに胸を揉もまれて、何か弾はじけた感はありましたか？』

・傷有り：『え？　──ええ、自分に素直になろうと、そう思いました。──あっ、あっ、拍はく手しゆを有あり難がとう御ご座ざいます！　有り難う御座います！　これからも点てん蔵ぞう様を支えて生きていく所しよ存ぞんであります……！』

・労働者：『ははは、いいぞ素直は！　人格がスッキリするからな！』

・不退転：『でも、総そう長ちようは、大罪武装ロイズモイ・オプロ確保の後にキスしたのでしょう？　覚かく醒せいは？』

・ホラ子：『してませんが、何か？』

・●　画：『ヘタクソだったから、だとしたらネームを書き替えないと駄だ目めね……』

・賢姉様：『あらあら違うわよナルゼ、愚ぐ弟ていがヘタクソだったら、浅あさ間まが蓋ふた吹っ飛ばして覚醒してないし、ミトツダイラだってナメナメクンクンがエスカレートしないわよ？』

・あさま：『何でこっちを巻き込むんですか……！』

・ホラ子：『まあ自分で言っておいて何ですが、違うっぽいですね』

・銀　狼：『も、もうちょっと早めに気付いてもいいんですのよ？　ホライゾン？』
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　フアナは、武蔵むさしの副ふく会長がこちらに右手を挙げるのを見た。何です？　と首を傾かしげると、

「──ホライゾンの大罪武装の真の力？　その発動条件について、何か思う事はあるか？」

　そう言われましても……、としみじみ思うが、横のフローレスが顔を上げた。

「実はそんなものはない、とかだと、三征西班牙トレス・エスパニアや聖せい連れん諸しよ国こくからすると、有り難いんじゃないかなあ……、とは思いますね。ちょっと意い地じ悪わるですけど」

「それは──」

「〝魔ま球きゆう〟という言葉の持つ、ハッタリ効果と同じですよ」

　フローレスが、何処どこからか出した鉄てつ球きゆうを、手首のスナップで上に弾はじき、遊んでみせる。

「あのですね？　〝魔球〟は、その性能だけでも充分に相手を脅おびやかします。でも一番大だい事じなのは、それが〝魔球〟と喧けん伝でんされる事で、相手側に警けい戒かい心しんや畏い怖ふ感かんを起こす事なんです」

「つまり、……大罪武装は、武ぶ装そうであって、末まつ世せを直接どうこう出来るものではない、と？」

「あの極ごく道どう親父おやじ、娘むすめに詐さ欺ぎ商品をつかませた訳わけですか……！　浅間様、深夜通つう販はんの方でクーリングオフは間に合いますか!?」

「いえ、もう二週間以上経たってるので、淫蕩の御身ステイソス・ポルネイアと嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシ以外は無む理りだと思います」

「淫蕩ポルネイア返しちゃ駄だ目めえ──！　俺おれのテンション的に駄目え──！」

　そこまで必死にならんでも、と思う。だが、

　……教皇総長パパ・スコウラは、武蔵側についたと、そういう事でしょうか。

　淫蕩の御身を戦せん場じように投げ込んだのが彼だとしたならば、いろいろと思うところはある。

　生存を確定させず、予感だけを置いて行ったのは、何か仕込みがあるのだろう。姿すがたを現せば、センセーショナルである一方、政治的なカードとしては確定されてしまう。この、本ほん能のう寺じの変へんという動乱の中においては〝確定〟よりも〝予感〟の方が、確かに意味は強い。

　何しろTsirhcツアーク教きよう譜ふ代表として、現在はオリンピアが就ついているが、彼女はM.H.R.R.神聖ローマ帝国と付き合いを持ち、羽は柴しば派はだ。

　一方で、反羽柴のTsirhc国は少なくない。そんな国にとって、教皇総長パパ・スコウラの生存が〝確定〟になれば、心強い反面、合流や担かつぎ上げなどが必要になって面めん倒どうだ。しかも〝前教皇総長派〟になるか、選ばなければいけなくなる。

　だが、〝予感〟であれば、その存在を交こう渉しようカードとしてどうとでも使えるのだ。

　……実際、K.P.A.Italiaと密みつ接せつな私達にとっては有あり難がたいカードです。

　その教皇総長が、武蔵むさしに大罪武装ロイズモイ・オプロを与えた。自分が持つものは、与えた訳わけではないが、実質ここに全ての大罪武装が揃そろったのだ。

　しかし、フローレスの言う事が正しいとするならば、

「大罪武装が末まつ世せを左右するとは、……それを持つ国が、武力で各かつ国こくと渡り合い、末世への対たい抗こう策さくをまとめていく事が出来る、と？」

「そんな役に立ちますかねえ、コレ」
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「宗むね茂しげ様！　宗茂様！　〝夏休み中、更こう新しんしてませんでしたね〟とか、いきなり作業に入らなくていいですから！　ネルトリンゲンで当たった動どう画がとか、解説コメントまでつけなくて大だい丈じよう夫ぶですから！」
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「……ともあれそうだとすると、これら大罪武装。単なる説せつ教きよう武ぶ装そうなだけで、ちょっと面白味がありませんねえ」

　というホライゾンの言葉に、ミトツダイラは頷うなずきそうになった。だが、

　……あら？

　ちょっと引っかかる事がある。それは、

「いえ、多分、大罪武装は、末世解決の何かに使用されるんじゃありませんの？」

「どういう事だ、ミトツダイラ」

　だって、と自分は皆を見渡す。そう、ここにいる武蔵勢ぜいの多くが知っている筈はずだ。

「……憶おぼえてますわよね？　羽柴が、大罪武装を持っている事を」

　ミトツダイラは憶えている。あれは上越露西亜スヴイエート・ルーシからの帰き投とう中だ。

「羽柴は、ホライゾンがすれ違いざまに衝しよう動どうで撃うった憤怒の閃撃マスカ・オルジイを、拒絶の強欲アスピザ・フイラルジアらしきもので弾はじいたんですのよ？」

　それだけではない。三み方かたヶ原はらの戦いの時も、同様の事があった。

「……関かん東とうを北上する際、ホライゾンが安あ土づちに向けて衝しよう動どう的に撃うった宗むね茂しげ砲ほうが、羽は柴しば側からの何かによって相そう殺さいされましたの。憶おぼえてますわよね？」
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・ホラ子：『ホライゾン、衝動的に撃つクセがあるみたいですねえ』

・俺　　：『オメエ、ホントにいきなり撃つから。燃ねん料りよう無くても撃つから。憶えとけ？』

・あさま：『いやまあ、それがホライゾンの持ち味かなあ、とか最近思います……』

・銀　狼：『一種の切れ味ですわよねー……』

・貧従士：『でも、羽柴側がそれを返すっていうのは、やはり向こうにもあるんですか？』





●






　あるのだろう、というのが、正まさ純ずみの判はん断だんだ。何しろ創そう世せい計画は元もと信のぶ公こうの発案であり、

「こちらの大罪武装ロイズモイ・オプロについては、フリーにして、各かつ国こくの好きに任せる。

　自分達の方では別に大罪武装を持ち、創世計画を行う。……そういう事だろうか」

「そういう事だろうかと言われても解わからなくね？」

「しかしまあ、大罪武装はホライゾンの感情なのですが、その場合、羽柴側の大罪武装は何が原料なのでしょうか」

　原料……、という呟つぶやきが小さく聞こえるが、言われてみると確かにそうだ。

「別の誰だれかを自じ動どう人形にしたのかなあ……」

「極ごく道どう親父おやじの極道度が上がるので、そうだとしたら問題ですな」

　それに、と首を傾かしげたのは二ふた代よだ。彼女はそのままの角度で、

「本ほん能のう寺じの変へんに、羽柴は参加出来ないで御ご座ざろう。何しろ聖せい譜ふ記き述じゆつでメンバリングに含まれて御座らぬし」

「いえ、それだとしたら、私はここにいません」

　メアリの言葉に、一いつ瞬しゆん遅れてから、クロスユナイトが頷うなずいた。

「英国でも自分のように、何らかの使命感にかられての乱入というのは、あるで御座るよ」

「まあ、一応英国のアレは、先にあった相あい対たい戦せんの仕切り直しってのもあるんだがなあ……」

　ただまあ、とホライゾンが言った。

「どちらにしろ、創世計画の方法は、今夜解るという訳わけです。向こうの持つものが大罪武装ならば、その使い方も見せて頂いただけるでしょう。ホライゾンの大罪武装をどう使うかなども、それを参考にして楽が出来……、研究したいところですね」

「だがどうする気だ」

　と言ったのは、ウルキアガだ。

「現場で、創世計画の方法が見えたとする。それが、拙せつ僧そうらの方針と違っていたとする。だが、それは末まつ世せを救えるとする。──この場合、どうする？　たとえば、姉を否定する事が世界を救うと、そんな事になったならばどうするのだ。止めるのは支し障しようがあるぞ」

「姉かどうかは知らないが、まず話を聞いてみないとな」

　大だい事じなのは、それだ。

「相手の手段もだが、真意も解わからない内に否定していては仕方が無いだろう。──おい馬ば鹿かそわそわするな、じっとしてろ」

「オ、オメエは言げん動どうがすぐに矛む盾じゆんする……！」

「……いやトーリ君、無む理りに変な事しようとしなくていいですから」

　だけど、と言ったのは、ネシンバラだ。

「怪あやしいね」

「頭か？」

「君はホントに真意も解らぬ内から否定するね……！」

「前ぜん科かを並べて数えてから言えよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですともネシンバラ様、人間、生きてきた中でやはり積み重ねが有り、それで判はん断だんされてしまうものなのです。この点、ホライゾンは品ひん行こう方ほう正せいで慎つつましく生きておりますから何の支障も無く環かん境きように優しいと──、嚙かみませんね今回。慣れてきましたかホライゾン」

「あれ毎度ナチュラルに嚙んでたのか」

「Ｊｕｄ．、自然が大だい事じなホライゾンは環境に優しいのです。──つまりギャグに厳きびしい環境では、環境優先で人々にビシビシ行きます」

　結局いつも通りな気がする。だが、

「頭以外に何が怪しいんだ、ネシンバラ」

「Ｊｕｄ．、だって考えてごらんよ。末世を救う大事業だろ？　創そう世せい計画って。それが何で、こんな当日になっても詳しよう細さいを明かされてないんだよ？　コレは怪しい。きっと何か、世界を覆くつがえすような悪事が控えているんだと思うね。だから彼らは沈ちん黙もくしているんだ！」

「たとえば？」

　そうね、とナルゼが言った。

「何処どこかの同どう人じん作家のように、刊かん行こう内容が確定出来るまで言えないとか、かしら」

「あー、バラやんアレ悪いクセだよね。締しめ切り直前で、原げん稿こうが揃そろうまで言わないの」

「ふ、不ふ言げん実じつ行こうだよ不言実行！」

　そうなのか？　と問うと、御お広ひろ敷しきが左右に手を振った。

「前に、思い切り宣せん伝でんしてオトして、やる気無くなってシリーズ消失とかしてまして」

「仕方ないだろう！　僕の中で情熱が失われてしまったんだ……！」

「お前、よく書しよ記きになって政治に関わろうとか、そんな事思えたなー……。計画性があればそこらへんどうにでも出来るだろう」

「ヅカ本ほん多だ君だって、計画性無しに本を買ってぶっ倒れたりしてるよね!?　ね!?」

「正まさ純ずみ様のぶっ倒れは報告から回かい収しゆうまでが青雷亭ブルーサンダーも参加する公共事業として見なされているので、正純様は安心してぶっ倒れる事が出来るのです」

「ええと、じゃあ浅あさ間まさんが総そう長ちようを番ばん屋やに回収に行くのも、あれは一いつ貫かんした公共事業として考えていいんでしょうか」

「いや、あれはもう、仕方ないというか……」

「ああん！　もう、トーリ君ったら、仕方ない人ですねぇ──クネクネしちゃう～！

　──ヤダーアサマー、エガオコワイイー」

　何だかんだで浅間もこの手の茶ちや々ちやを否定しないんだから、慣れてきてる気がする。

　だがまあ、

「流石さすがにP.A.Odaに計画性が無いとは思いたくない」

　だとしたら、という言葉の先を、ネシンバラが言った。

「これはアレだよ！　多くの人間を生いけ贄にえにするとか、不幸にするとか、そういう事だよ！　あまりに非ひ道どうなので、ここまで明らかに出来ないんだ！　そう、たとえば、人類の半分と引き替えにするとか、そういう事さ！」

　自分は辺りを見回した。とりあえずオブザーバーの意見を求めるために、

「そんなんあると思うか？」

「人類の半分を消す仕掛けがあったら、それを配布しておかないと駄だ目めじゃないかな？　あと、その事業の為ために税ぜい金きんかなりじゃぶじゃぶ使うと思うんだけど」

「いや、ナイト君！　それは地ち脈みやくや術じゆつ式しきを都つ合ごう良く使ってだね……！」

「だとしたらうちなんかでバレると思いますし、各かつ国こく間でインフラは防ぼう護ご掛かってるから、簡単に全域、っていうのは無む理りじゃあ……」

「浅間君！　リアルに考え過ぎだよ！」

「リアルの話なんだよ……!!」

　全員でツッコんだ上で、自分としては皆を手で制する。その上で思し案あんするのは、

「小しよう規き模ぼなものとして、……人間を生け贄にする術式って、あるのか？」

　んー、と浅間が首を傾かしげた。

「Tsirhcツアークだと、信しん仰こうが本当かどうかを認めるために子供を差し出せ、というのがありましたよね？　確か」

　ええ、と三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が頷うなずいた。

「旧きゆう約やくですね。しかしアレ、神は途と中ちゆうでヒヨったらしく〝馬ばっ鹿か、本気にすんなよ！　確かめるためだよ！　冗じよう談だんだよ！〟と言って誤ご魔ま化かそうとしたんですが、その時にアブラハムの内ない心しんに生じたのが人類初の〝神にキレた心〟だと、そう認定されています。睨にらみ付けた上で震える程に拳こぶしを握ったと、一部の書ではそう記き述じゆつしてあるそうで」

「唯ゆい一いつ神しんは周囲が止めてくれないから、そういう時に格かつ好こ悪いよね」

　ナイトの言葉に、あ、と浅あさ間まが手を上げる。

「一応、唯一神かどうかは、その教きよう譜ふの業界内だけというのが神様達の暗あん黙もくっぽいですよ？　だからTsirhcツアークとムラサイなんかどっちも唯一存在なんですが、バッティングしてしまう時はお互いに〝向こうは違うディメンションの存在〟として割り切るそうで」

「違うディメンション」

「違うディメンション」

　ええ、と浅間が言葉を繫つなげ、

「ちなみに神しん道とう何でもありなので、武蔵むさし内でそこらトラブルがあった時は〝いいじゃん別に唯一存在が二、三人いても。嫌いやなら出てくか？〟って感じです」

　三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が頭を抱えて俯うつむいているが、神道ホントにアバウトだからな……。

・あさま：『まあ、神道自体が、鎮ちん魂こんと鎮ちん守じゆで、争いを無くすための教譜ですからねー』

　だがまあ、ここらの話がそうだとするなら、一つ結論が出る。

「生いけ贄にえとかそこらって、無いだろ？」

「まあ、人間一人を供く物もつにしたところで、使える術じゆつ式しきなんてたかが知れてるわ。──でも、それ以外の方法だったら、ある事にはあるのよ、形を変えてね」

　と、ナルゼがネームを書きながら言う。だって、と彼女はつけ加え、

「そこのメアリなんかは、あれ、生け贄と同義よ？」

　言われてみればそうだ。

　……あれは、妖よう精せい女じよ王おうの眷けん属ぞくを地ち脈みやくに同化させ、由ゆ来らいの土地となる英国を強化するんだったな。

　強いて言うならば、メアリの土と地ち神がみ化かだ。

「……でも、この場合、誰だれを生け贄にするんだ？」

「信のぶ長なが？」

　ナイトの疑問に、皆が首を傾かしげた。メアリが手を上げ、

「信長公こうは、処しよ刑けいされるのですか？　それとも自じ害がいを？」

「いや、あれは諸しよ説せつあって不明だけど、一応は自害じゃないかなあ……」

「だとすると、少々面めん倒どうであり、武蔵勢ぜいには介かい入にゆうの価か値ちありで有利ですね」

　三征西班牙副会長が、そう言った。

「本ほん能のう寺じの変へんのように、二者間の歴史再さい現げんとなる場合、誰だれかを一方的な見地から自害させようとするならば、聖せい連れんを通して差し止め要求も出来ます。

　第一、武蔵勢ぜいはそのようにしていくと決めた部分もありますから」

　三征西班牙副会長の言葉に、皆が「そういうものかー」と頷うなずく。ただ、

「強行されたらどうする？」

「それをさせないのが武蔵むさし勢ぜいなのでしょう？　アルマダ同様、手抜き無くお願いいたします」

　まあ確かにそうだ。しかし、

「あー、今、思ったんだけどさ」

　馬ば鹿かが、次にやってきた料理の蓋ふたを開け、やはりカレーなのを確かめつつ言う。

「──もしさ、本ほん能のう寺じの変へんが創そう世せい計画と直結でさ。んでもってそれを利用して信のぶ長ながが生いけ贄にえとか、そういう話だったらさ」

　聞いた。

「──俺おれ達が本能寺行かなくて、〝変〟が生じなかったら、アイツらスゲえ困らねえ？」
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『ねえキメちゃん』

　夜の空の中、下には二つの満月を映した琵び琶わ湖こを置きながら、脇わき坂さかは問うた。

　今、自分達は、各地から帰き投とうする仲間達を琵琶湖安あ土づちへと誘ゆう導どうする水先案内をしている。そんな流れの中、夏終わりの湖こ面めんを行く風を浴びながら、

『京きようの空に武蔵がいるけどさー。──もしアレがこっち来なかったらどーすんの』

『困るわね。──でも流石さすがにちょっとは空気読むんじゃないかしら』

『何か意い外がいなところで大きな穴があるよね、うち……』

　と、言っていると、魔術陣マギノフイグーアの検けん知ちに大型の反応が一つ来た。

　……おお、来た来た。

　南から来るのは、安あ芸きに行っていた連れん中ちゆうだ。大型の輸ゆ送そう艦かん、その甲かん板ぱんに見えるのは、糟かす屋やに平ひら野の、えらく背が高いのが左さ近こんだろう。

「──大きい連中ばかりだねー」

　背せ丈たけの事だけではない。
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「──だがまあ、こっちが行かないなら行かないで、代役を立てるだろう」

　正まさ純ずみの言葉に、ミトツダイラは頷うなずいた。

「我が王が明あけ智ち・光みつ秀ひでの襲しゆう名めいを受け継つぎましたけど、あれ、現場の判はん断だん過ぎて、P.A.Odaとしてみては抗こう議ぎの内容だと思いますの。だからP.A.Oda内で今にでも別の襲名者が立ち上げられても、正直、仕方ないとは思いますわ」

「その点では、三征西班牙トレス・エスパニアは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや英国、改派プロテスタントとともに武蔵総そう長ちようの立場を推おす事になるでしょうね」

　三征西班牙副ふく会長がそう言ってくれるのは有あり難がたい。

　……でもその分、私は我が王の守りにつかねばいけませんわね……。

　王の騎き士しとして、

「──我が王が、信のぶ長ながとの相あい対たいをするところまで、状況としては有り得ますのよね」

　と呟つぶやいた時、成なる実みが手を上げた。

「何ですの？」

「ちょっと話を戻すけど、──さっき、信長が生いけ贄にえ扱いになるかも、という話だったわよね。でも、私思うの、それと、今夜の情報を秘ひ匿とくしておくのは、別じゃないかしら、と」

「──あ」

　言われてみるとそうだ。

「解わかるかしら。──信長の死は、どういう手段かは解らないけど、聖せい譜ふ記き述じゆつにもある内容よ。そんな事は、今、学生をやっていれば大体は知っている事。

　それを皆が理解しているのに、だけど、創そう世せい計画は情報が出ていないと誰だれもが言う」

　つまり、という言葉の先は、解る。

「逆説的に言って、……本ほん能のう寺じの変へんこそが、創世計画である。既すでにその方法は明確になっているのだ、と？　そう言いますの？」
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　ちょっとした、矛む盾じゆんじみた話ですわね、とミトツダイラは思う。

　……鶏とりと卵の、どちらが先かという事ですけど……。

　どちらも好きだ。それでいい気もするが、でも今回はそうじゃない。

　正まさ純ずみが、ふむ、と首を傾かしげて、言葉を作る。

「創世計画ありきの本能寺の変か、本能寺の変ありきの創世計画か」

「もはや今の段階では、区別がつかないものになってるんじゃないかしら」

　成実が言って、一ひと息いきをついた。

「でもこれ、外した予測かも知れないわ。──何故なぜ、彼らが詳しよう細さいを語らないのかは解らないもの。創世計画は本能寺の変そのものだと、その事くらいは、言ってもいいのにね」

「本能寺の変で何をするか、ではなく、その関連性も述べていない訳わけで御ご座ざるからなあ」

「ひょっとし、て、……私、達？　ほら、生け贄とか、嫌きらうから……」

　鈴すずの言葉の意味は解る。

　もしも生け贄の手法が表おもてに出れば、自分達武蔵むさし勢ぜいはそれを止めに行く。これは国こく是ぜとも言えるもので、武蔵の行動指し針しんの一つだ。だけど、

「武蔵がその方針を明確にしたのは、三み河かわ以い降こう、決定したのは英国ですのよね」

「向むか井いの言う通りだとしたら、その頃ころにP.A.Odaは計画内容を公表しようとして、しかし私達の方針故ゆえ、首を突っ込まれたり敵対されるのを警けい戒かいして、沈ちん黙もくした事になるな」

「あー、確かに三河で元もと信のぶ公こうが煽あおって、その後で発表って言うのは目立つよね」

「だけど元もと信のぶ公こうの娘むすめが、逆の方針を採ったからやめた、と？」

　有り得そうで、どうだろう。

　……実際、三み河かわで方針が出ても、それを認めるのは英国なんですのよね……。

「うーん、ちょっと違う、かな……」

　鈴すず自身も、しまったな、という雰ふん囲い気きで言葉を収める。こちらとしては、浅あさ間まやアデーレ達と一いつ緒しよに鈴の頭ず上じようで視線を送り、

・銀　狼：『鈴が外したとしても、共とも食ぐいに巻き込んではいけませんわよ？』

・貧従士：『と言うか、普通に考えて有り得る線ですしね』

　でも、という言葉が、そこで生まれた。ネシンバラだ。

「向むか井い君の案の発展として考えると、その時点でP.A.Odaはこちらを警けい戒かいしていた事になるね。だとすると──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、拙せつ僧そう思うに、そうだとすると、三み方かたヶ原はらの戦いでこちらを負かした後が、公表するタイミングだったのではないか？　戦力の上下が明確になったのだから」

　ウルキアガが言うのも、その通りだ。だとすると、どうなのだろう。

「戦勝したのに情報を表おもてに明かせないのは、理由が他にあるというんですの？」

　うーん、とアデーレが首を傾かしげた。彼女は腕を組み、

「関係した事を言うと、危険なんですかねー……」

　と言った彼女の台詞せりふに、ふと、自分はある事を思い出した。

　……あら？

　顔を上げると、浅間や、メアリもこちらを見ていた。正まさ純ずみも動きを止めている。

「──まさか、とは思うが」

　正純が、冗じよう談だんだろう……、という口く調ちようで、こう言った。

「……それを下手へたに言うと、二に境きよう紋もんに飲まれるんだったりしてな」
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「正純」

　ウルキアガが小さく呟つぶやく声しか、音が聞こえない。そんな中で成なる実みは、彼が続けて言う台詞せりふを、こう聞いた。

「──今まで聞いた中で、一番笑えるネタだぞ、それは」

「Ｊｕｄ．、そうね。だって、二境紋が出るのは、条件があったでしょう？　──三十年前に、その、謎なぞの教きよう導どう院いんとやらに通っていたという、そんなアリバイが」

「実際、私達の後ろに出た事からも、そういう人々の血けつ族ぞくでは、有りなのだろう」

　でも、と浅間神じん社じや代表が言った。

「二境紋と信のぶ長なが公こうは関係してるんです、か……？」

「明あけ智ち・光みつ秀ひでは、自分が最後の生徒だと言ってなかったっけ？」

「だとすると直接ではなく、〝関係者〟しかいない事になるな、成なる実み」

　だったら、と自分は言った。

「……それが鍵かぎになるのだとしたら、今夜の主役が信のぶ長ながでなければいけない理由が、解わからないわ。関係者なら、ここにだって何人もいるのだから。創そう世せい計画をわざわざ本ほん能のう寺じの変へんに合わせ、信長を配置する意味って、何かしら」

「ネシンバラ」

　副ふく会長が、書しよ記きに言葉を飛ばした。

「暗あん号ごうの解読は、進んでいるか」

「ほとんど読めてるのは確かだから、後は予測と総当たりでやってるよ」

「暗号？」

　三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長の言葉に、こちらの副会長が頷うなずいた。彼女は皆を見渡し、一回頷き、

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにて手に入れたメモから始まり、瑞典スウエーデン総そう長ちようクリスティーナに預けられていた暗号だ。今、殆ほとんどの部分が読めているが、一部、まだ未決でな。

　暗号の鍵としては、通とおし道どう歌かを使用するものだ」

　と、副会長が現状の本文を、表示枠サインフレームに出して三征西班牙側に渡す。




　りそととおうこわれた

　ながよしのずがいがただしい

　ずきいいのふきをいわおにおさめ

　なずおわりこたまにずがいをおさめよ

　ふたりのせいじょはいずこ




　相手は、それを急ぎ読み、

「……この内容自体が、また、暗号のようですね」

「何か符ふ号ごう的なものを述べているというのは解る。一応、こういう読みが正解ではないか、というのもあるから、持っていくか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そちらがよければ、私達の方でも文ぶん献けんなどの解かい析せきをする者達がいますので」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と副会長が、相手に表示枠を一枚送る。相手はそれを受け取り、幾いくつかのチェックを術じゆつ式しきで確かく認にん。その上で、

「……何か解りましたら、知らせる事にしましょう」

・●　画：『今、……うちの役やく職しよく者しやの存在意い義ぎが、一つ、消失しなかったかしら』

・労働者：『ネシンバラか！』

・未熟者：『待つんだノリキ君！　正直、最近はこの扱いちょっと美お味いしいかな、とか思い始めてるけど、ダイレクトアタックは流石さすがに僕の名めい誉よが傷つく！』

・金マル：『名めい誉よは駄だ目めだけど、メンタルは全然大だい丈じよう夫ぶって事？』

　伊達だてでもそんなのいたわね、と思い、外部へと通つう神しんする。

・不退転：『何か伊達でもメンタル破は壊かい不ふ能のう系けいのキャラいなかったかしら』

・片倉君：『鏡かがみ見た事あるか!?　あァ!?』

　誰だれか思い出したので通神を切った。ともあれこちらとしては、

「──本ほん能のう寺じの変へんに出向いてみないと、解わからない事が多いわね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と副ふく会長が、椅い子すに浅く座り直しながら言った。

「──創そう世せい計画の内容。

　信のぶ長ながの死が、創世計画と結びついているのかどうか。

　羽は柴しばの持つ大罪武装ロイズモイ・オプロは何なのか。

　──そういったものを、現場で確かく認にんしよう」

「戦せん闘とうがある事は、理解していますね？」

「Ｊｕｄ．、要よう塞さい落としの局きよく地ち戦せんだ。──うちにしては、ノヴゴロド以来の城しろ攻ぜめだな」

　では、と三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が会え釈しやくした。

「これにて、ですね。──勝ってきなさい武蔵むさし勢ぜい、その後に世界がどうなるか、私達はもう、そういった事を話す時期に来ているのですよ」
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　食事と会議は、意い外がいに早く終わったと、誾ぎんはそう思った。

　多た摩ま艦かん橋きよう屋おく上じようから立ち上がって見ている間に、陣じん幕まくから皆が出てきた。そのあとで、陣幕が撤てつ去きよされた。中に残っていたのは、フアナとフローレスで、

「────」

　見えはしないだろうが、誾は頭を下げた。

　他、着ちやく陸りくしている戦せん艦かんの方に、隆たか包かねや房江フサエ達がいるのだろう。

「誾さん。挨あい拶さつは無しですか」

「今、終えました」

　そうですか、と宗むね茂しげもそちらに頭を下げる。

　通神帯ネツトでは、皆の遣やり取とりがちらほら見えている。幾いくつかの、今すべき事が見え、これからすべき事や、期待されている事も見えてきた。

　かつて自分達に期待した身内が、今、自分達がいる勢力に期待する。

　……良かったです。

　自分達は弛たゆんでいなかったと、そう思うのは錯さつ覚かくだろうか。ただ、これからの本能寺の変や、以後の動きが大だい事じとなるが、

「……あの、現場でのカレー祭は、一体何だったのでしょうか」
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・83　　：『オウ、そういう訳わけで、厨ちゆう房ぼうを手伝っていたら意い気き投とう合ごう、そのまま、お互いの得意料理を教え合っていたら、向こうが試しでカレーを作り出してしまったのですネー』

・傷有り：『それで八はつ寸すん辺りのカレーは、御お出だ汁しが効いていたのですね……』

・未熟者：『えっ、そんなに味の変化あった？』

・眼　鏡：『子供味覚』

・未熟者：『き、君だって多分同じだよ！』

・●　画：『つーか、もうちょっと派は手でな理由かと思ったら、そうじゃなかったのねえ』

・副会長：『本ほん能のう寺じの変へんの前だってのに、下手へたな騒さわぎがあって堪たまるか……！　ほらお前ら！　飯めし食くったんだから後は風ふ呂ろ入って圧あつ縮しゆく睡すい眠みん掛けて寝ろ！　夜の十二時には本能寺の変。あと四時間切ってるんだ！　現場は忙いそがしいぞ多分！』

・銀　狼：『正まさ純ずみ！　正純！　世界の変へん革かくのタイミングですのに何かやたらと雑ですのよ!?』







[image: 第十章『集合場所の待ち人』]
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　琵び琶わ湖こ安あ土づちは忙いそがしいですね、と清きよ正まさは思った。

　今、自分がいるのは、こちらへ来た輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上だ。琵琶湖安土のステルス防ぼう護ごに包まれた中、多くの灯とう光こう術じゆつ式しきの並びによって明るくなった着ちやく水すい式の港に、輸送艦が降りている。

　艦を降りるより、現状待たい機き。そんな判はん断だんが竹たけ中なかから来ているせいだ。

　ゆえに港の方での補ほ給きゆうは、こういう管理が得意な浅あさ野のを主体に、場慣れした現場のベテラン達に任せている。先さき程ほど、琵琶湖安土側の管理者として片かた桐ぎりが出てきたが、忙しい浅野に対して、片桐曰いわく「うかーれた事、言ってましーて」との事で、超密みつ度どの説せつ教きようを食らって撃げき退たいされていた。

　……片桐君も、このところで妙みように大人おとなびて。

　福ふく島しまが男にしてやったからだろうか。それもあってか、手のかかる人が好きな平ひら野のが、どちらかというと片桐の成長を見守る派になっていたようにも思う。

　ともあれ、そんな皆とも、そろそろ合ごう流りゆうだ。

　琵琶湖の南の方では、京きようの武蔵むさしを迂う回かいするルートで、安あ芸き合がつ宿しゆく組ぐみが帰き投とう中だ。

　糟かす屋やや平野、左さ近こんと合流の上、安土を出すかどうかを思し案あんして、

「……今夜どう動くか、竹中様の判断ですね。──本ほん能のう寺じか、賤しずヶ岳たけか、と」
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　……難しい立場です。

　清正は、港に運び込まれる補給の内容が、厳げん寒かん地ちでの戦時用だと気付きながらこう思う。どうしてこうなってしまったのでしょう、と。

　こちらに到とう着ちやくして、初めは本能寺の変へんへの補助役として動くつもりだったのだ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、本能寺の変は羽は柴しばの毛もう利り攻めの最さい中ちゆうに起きる。しかし自分達はもう既すでに毛利攻めを終えており、手て空すきだ。だから、

「……本来の予定なら、ここで本能寺の変に介かい入にゆうしようとする武蔵勢ぜいを、私達が牽けん制せいし、差し止める筈はずだったのですが」

　本能寺の変を済ませてしまえば、こちらの勝ちなのだ。

　創そう世せい計画は完かん遂すいされ、末まつ世せは終わる。

　勝利だ。

　だが、その予定は大きくズレた。

　まさか明あけ智ち・光みつ秀ひでが、武蔵総そう長ちように襲しゆう名めい権けんを譲ゆずるとは。

　更さらには、柴しば田た班はんがいきなりに「賤ヶ岳の戦いやるからつきあえよ！　解わかったな!?」というのは向こうからの通つう神しんの本文そのままだが、どうしたものか。

　自分達と柴しば田た班はんがいなければ、本ほん能のう寺じには追加の警けい護ごがいない。特に柴田班が問題で、柴田の呼こ集しゆうに応じて、東部などを担当していた佐さ久く間まやその麾き下かが抜けてしまったのだ。

　そして柴田に当たるのは、自分達だ。

　羽は柴しば班も、戦力は充実している。だがそれが、ここで激げき突とつするとなると、どうなるか。

「本能寺の変へんに対し、有効な警護役がいなくなると同時に……、P.A.Odaの戦力が大幅に減少する事となります」

　聖せい譜ふ記き述じゆつの賤しずヶ岳たけの戦いでは、羽柴側が勝利。柴田は妻つまの御お市いちとともに自じ害がいするのだ。

　どうにかならないか。

　今、竹たけ中なかを中心に琵び琶わ湖こ組が本能寺組と共に対応を考こう慮りよしているが、

・黒　竹：『んー、柴田さんが本気だとしたら、ちょっと中ちゆう途と半はん端ぱ出来ないですよねー……。下手へたするとこっちが食われかねないですから』

・巨　正：『こちら、本能寺の変を先に警護して、その後で賤ヶ岳の戦いに向かうというのは、どうでしょうか』

　こちらの予定が崩くずされるなら、逆に向こうの予定を崩してしまえばいい。そういう案だ。だが、これに対しては、

・６　　：『可か児にが人ひと質じちにとられてる。あと、恐らく福ふく島しまも、事情を知らずに柴田班に戻るから、そこで接敵が始まる』

　……福島様が……！

・巨　正：『それはいけませんね……！　ど、どうしましょうか！』

・ＡｎＧ：『フクシマンだったら大だい丈じよう夫ぶ、くらいの見方はないかな？』

・きめえ：『まあ福島が山やま籠ごもりでどうなったか、というのは解わかっていないものね。話によると、結けつ構こう向こうで腑ふ抜ぬけてたとか聞くし』

・巨　正：『そ、そんな事はありません……！　福島様は──』

　と、そこまで言ってから気付く。

　そんな事は無いといえるなら、別にいいじゃないですか、という事と、彼女が腑抜けていたというならば、その原因は何だろう、という疑問に、だ。
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「──よし」

　清きよ正まさは、両手を握って、迷わなかった。

　福島の事が気に掛かるが、悩んだところでどうしようもないのだ。

　柴田班は動き、可児が人質にとられている。後は自分達がどう動くかを決めるだけだが、ここで一月も前の事を悩んでいてもしょうが無い。

　真さな田だで、海うん野のとも、そういった事を話し、自覚したのだ。だから、

「福ふく島しま様」

　賤しずヶ岳たけに行けば、会えるのだ。それでいい。余よ計けいな雑音は、もはや無い。

　悩むなら、かつての事では無い。

　……そうですね。

　自分の思いは決まっているのだ。実際に福島に会って、話をして、後は決めれば良い。押しつけはすまいと、それだけは反省として心に刻んだのだから。

　行くかどうかの判はん断だんは竹たけ中なかに任せよう。その上で、

「──竹中様、安あ芸きの合がつ宿しゆく組ぐみが来ました」

　南の空。通行注意の表示枠レルネンフイグーアが大だい規き模ぼに展開した後、ステルス防ぼう護ご障しよう壁へきを突き抜けて、それが入ってきた。脇わき坂さかの機殻箒シヤーレベーゼンに導かれてきた黒の輸ゆ送そう艦かんは、

「糟かす屋や、平ひら野の、島しま、──三名、合ごう流りゆうですね」
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　素すでステルス障壁を抜けるのは、結けつ構こう度ど胸きよういるなあ、と脇坂は思う。何しろ、情報を完全に遮しや断だんするものなのだ。

　自分達の機殻箒は密みつ閉ぺい式で、輸送艦も突とつ入にゆう時じには密閉保ほ護ごを掛けるが、人体はそこらへんがちょっと甘い。耳などは音が消えるどころか〝無〟になるし、髪かみなども、あるのかどうかが解わからなくなる。

　身体からだの天地も、左右も、軽く不明となり、長時間いたらマズいな、というのは解る。

　無くなっていく、という事があったら、こういう事なのだろうか。

　……末まつ世せのシステムで言われる〝希き薄はく化か〟って、こんなかなー。

　ともあれ、浸つかっていては思し考こうも甘くなる。

　だからある程度の速度で突っ込み、惰だ性せいで抜けると、目の前に光が飛び込んできた。通行注意を示す大型表示枠の流りゆう体たい光こうと、

「琵び琶わ湖こ安あ土づち」

　水先案内人としてちょっと出ただけなのに、戻ってみると随ずい分ぶん賑にぎやかになった気がする。

　……真さな田だ組が帰き投とうしたせいもあるかなー。

　清きよ正まさは、一年生達を連れての修しゆ行ぎよう合がつ宿しゆくだった筈はずだ。手て間ま取どった、という話も聞いていないから、あの機き竜りゆうの輸送艦も含め、ひとつの戦力として戻ってきたのだろう。

「それと……、と」

　後ろで風音が割れた。輸送艦だ。安芸組のそれは、やはり惰性航こう行こうでこちらの後ろからステルス障壁に飛び込んだものだが、質量故ゆえに減速の掛かりが少ない。こちらを後ろから押すようにやってくる輸送艦の艦かん首しゆに対し、

「御ご免めん──。今、前に出るから」

　急いで加か速そくを入れる。風を切る。

・きめえ：『アンジー、今のタイミングで轢ひかれてない？』

・ＡｎＧ：『キメちゃん何処どこ──？』

・きめえ：『左手上』

　見上げると、既すでに白の機殻箒シヤーレベーゼンが軽い上昇軌き道どうで飛ひ翔しようしている。綺き麗れいだなあ、と思う視線の先、導かれてきた後続の輸ゆ送そう艦かんがステルス障しよう壁へきを割ってくる。

　安あ芸きからの補ほ給きゆう物資を積んだものだ。その内容は、安芸で精せい製せいされる流りゆう体たい燃ねん料りようの賢鉱石オレイ・メタロだが、

　……これ、思い切り使う事になりそうだなあ。

・きめえ：『──さて、どうなる事かしらね』

　何が？　と問うて速度を並べるこちらに、嘉よし明あきがこう言った。

・きめえ：『武蔵むさしの動きも突とつ発ぱつ的だけど、P.A.Odaもかなり引っかき回されそうね、今夜は』
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　竹たけ中なかは、幾いくつかの思し案あんをまとめつつあった。

　琵び琶わ湖こ安あ土づちの畔ほとりにある安あ土づち城じよう。三階にある第一食堂の中だ。

　安土の教きよう導どう院いんとなっている地上十二階建ての校舎は、このところ全ての窓が夜になっても明かりが灯ともった状態だが、

　……そんな忙いそがしい中、一番広いここを開放してくれて助かりました。

　百二十畳じようのフロア一つを占有してやるべき事は、たった一つだ。

「三さん千ぜん世せ界かい」

　莫ばく大だい量りようの表示枠インシヤ・コトブを展開し、これからのベストを選別する。無む論ろん、狭い中でやっても出来る事だが、情報の掌しよう握あくと展開が手て間まになり、タイムロスだ。

　今は急がねばならない。眼前と周囲、背後に広がるのは、

「……四十畳くらい使ってますねー、三千世界」

　と、鼻の上の辺りを揉もみほぐしながら、一ひと息いきを入れる。食堂は、調ちよう理り師し達が待たい機きしていて、今夜の戦せん闘とう糧りよう食しよくなどを作り溜だめしているが、

「竹中様──、疲れてるようでしたらコレ、握り飯めし──」

「中身なんですか──」

「醬しよう油ゆで味付けした米で、山葵わさびを握ったものです──」

　それは食欲と目覚めを刺し激げきしそうだ。だがまあ、どちらかというと、仕事後で気が抜けたところに入れるべきもののような気もする。ゆえに、あとで頂いただく事にして、

「炭たん酸さん水すいお願いしますー。ジンジャーだと嬉うれしいですねー」

　飲んだら吐く気もするが、まあ腹の中に何も無いよりは良い。近くのテーブルに調理師が運んでくるが、三千世界の表示枠をおっかなびっくり避けようとして、しかし出来ない。気にしないで、と手振りで示すと、自分とは別の表示枠インシヤ・コトブが来た。

　羽は柴しばだ。彼女は二階の通路を急ぎ足で歩き、すれ違う皆の挨あい拶さつに頭を下げて返しながら、

・さる子：『え、ええと、竹たけ中なか様？　方針の方、どうですか？』

・黒　竹：『あー、幾いくつか不ふ明めい瞭りような部分もあるんですが、今のところは賤しずヶ岳たけの戦いに向かった方が安全と言えば安全ですねー』

・さる子：『安全、ですか？』

　Shaja、と地元ならではの返答をしておく。何故なぜなら、

・黒　竹：『柴しば田た班はやる気です。人ひと質じちになってる可か児に君には、実のところ害意が加わる恐れは無いと思うんですけど、でも、可児君も、じっとしてないでしょうし──」

　おとなしくしてる相手は無害。だけど、向かってくるなら楽しい、それが柴田班の風ふ情ぜいという気がする。そしてまた、

・黒　竹：『こちらが動かなければ、向こうから動いてくる気もするんですよね。柴田さん、そこらへんは手を抜かないというか、待ちより攻めの人ですし』

　実際、ノヴゴロドでもそうだったし、M.H.R.R.神聖ローマ帝国副ふく長ちよう時代は、マクデブルクも含め、基本的には攻めの指向だ。今回、賤ヶ岳の戦いは、聖せい譜ふ記き述じゆつでは籠ろう城じように近い待ちの戦いだが、

　……柴田さん、北きたの庄しよう城じようを、航こう空くう艦かんに指定してるんですよねー……。

　ヨルムンガンド級八百メートル強の戦せん艦かんを一艦。鉄てつ甲こう船せんと同クラスと考えると、柴田クラスの旗き艦かんとしては小さいと言える。だが、

・黒　竹：『柴田さん、随ずい伴はんとかもつけてブイブイ言わしてますよね、アレ』

・さる子：『もし、航空艦による艦かん隊たい戦せんを行うなら、安あ土づちが必要です……』

　ですよねー、と思うが、もしそうなったら、どうなるか。

　……羽柴艦隊に対して、柴田艦隊は突とつ撃げきからの浸しん透とう戦せんを掛けて来ますね。

　つまりは乱戦からの、艦かん上じよう乗り込みによる白はく兵へい戦せんだ。

　羽柴艦隊は、安土六艦が主力だが、他は輸ゆ送そう艦かんが主で、戦せん闘とうの練度は低い。

・黒　竹：『柴田艦隊の方が、艦かん種しゆが小さくても、手て練だれだし、数が多いんですよねー……。安土で全対応は出来ませんし、そうなると疲ひ弊へいした艦から安土に激げき突とつ。その中で柴田さんが乗り込んで来た場合、もの凄すごい厄やつ介かいになりますよねー……』

　あ、えろっと来た。でもちょっと我が慢まん。すると、

・さる子：『ええと、柴田様はアレです。昔、武蔵むさしに乗り込んだ時、平気で武蔵むさし野のを縦じゆう断だんした前ぜん科かがあります』

　前科……、と思うが、アレどう考えても作さく戦せんじゃなく遊びでしたよね、と思し案あんする。

　どうだろう。もし同じ事をやられた場合、止められるのは誰だれだろう。

・黒　竹：『現場に出せるのだと、清きよ正まささんか、糟かす屋やさんに左さ近こんさん……、ちょっとキツいかなー……』

　安あ土づち六艦かんは、左右と中央の三列だ。上から飛び込む場合、後こう艦かんを狙ねらうよりも前艦を狙った方がリスクが少ない。だから前に並ぶ三艦に対応役を置けばいいが、

　……柴しば田たさんを一人で止めるのは無む茶ちやがありますねー……。

・黒　竹：『二人一組だと何とか出来るかなー……。三人を前三艦に一人ずつ配置して、柴田さんが降りた艦に、別の一人がすぐ加か勢せいに迎えるようにした方がいいかな。……でも』

・さる子：『でも？』

・黒　竹：『柴田艦かん隊たいが艦隊戦を挑いどんでくるのは、私達が本ほん能のう寺じの変へんを優先した時だと思います。柴田さんとしては、今、こっちの動きを待っているんだろう、と』

　そして、

・黒　竹：『本能寺の変において、私達が武蔵むさしを牽けん制せいしている時、後ろから柴田艦隊が来たら、恐らく安土は、勝利したとしても、当分武蔵と満足に戦えなくなります』

　柴田が賤しずヶ岳たけの戦いを宣せん言げんした事は、オープンになっている。

　武蔵側もそれを知っているならば、

　……たとえば武蔵に柴田さん達を相手させるとか、そういう策さく略りやくも通じないでしょうし。

　やはり、北に行くべきか。その場合、用意は簡単だ。

　安土を用いて接近。しかし艦隊戦は挑まず、戦せん士し団だんを下ろしての地上戦に向かう。問題があるとしたら、

　……柴田さん達が、戦せん闘とう中に浮ふ上じようして、戦力の分断と戦せん場じようの変化を狙ねらう事ですねー。

　地上戦だと思っていたら、浮上されて上から爆ばく撃げき、というのでは洒落しやれにならない。

　そういった事に対たい抗こう策さくや予防策を考えねばならないが、今回に限って言えば、安土が帰き投とうにも必要であるため、その保ほ護ごもしなければならないのだ。

　地上戦でやって貰もらえた方が、後々のためにも安全、というのが持論だ。

　特に、地上戦ならば福ふく島しまの合ごう流りゆうが望める。彼女が戻る事で士気の向上が望めるし、正直、柴田や御お市いちのクラスを相手に正面から当たれるのは、清きよ正まさか福島だろう。

　二人がいれば、４：６の４くらいで柴田達を押さえ込める。

　だから、と思った時だ。通つう神しんに、片かた桐ぎりの声が来た。

・□□凸：『──武蔵側、動きが出ました！　武蔵からパージされた基本船せん殻かく部ぶ群が、三征西班牙トレス・エスパニア艦隊に護ご送そうされ、南進して行きます！』

　ああ、と己おのれは思った。世界は一つ、今、決めて、動いたのだと。だとしたら、

・黒　竹：『──決めましたよー』

　言うだけだ。言うだけで自分達も決まり、始まる。

・黒　竹：『羽は柴しば勢総そう勢ぜいは、これより戦闘準備を経て現在の乗じよう艦かんか安土に乗り込んで下さい。

　──行き先は北陸。賤ヶ岳の戦いを先行します』





●






　片かた桐ぎりは、港湾の管理事務所となっている建物の屋おく上じようで、百ひやく紋もん検けん地ちを使用していた。

　扱うのは、外部からの報告に応じて作り上げた琵び琶わ湖こ安あ土づちの周辺と、途と中ちゆう距きよ離りを省しよう略りやくした北ほく陸りく、柴しば田た艦かん隊たいの状況だ。

　言葉や報告だけでは漠ばく然ぜんとしている事も、形にすると、意味が解わかる。

　竹たけ中なかには、百紋検地で作った模も造ぞうを情報化し、概がい要ようとして送っている。そこから見える光こう景けいの中、今起きているのは、

「三征西班牙トレス・エスパニアが、武蔵むさしの側につきましたよ……！」

　彼らは武蔵の傭よう兵へいとなったのだ。その意味を追つい及きゆうしても、三征西班牙は傭兵契けい約やくの公平性というものを持ち出すだろう。実際、彼らは明あけ智ち・光みつ秀ひでの傭兵ともなっていたのだ。

　だが、このタイミングでこれはキツい。

　……僕達が賤しずヶ岳たけの戦いを進めている間に、本ほん能のう寺じ側と組んで武蔵を挟きよう撃げきして貰もらう事が、出来なくなりましたね……。

・６　　：『一応今いま更さら訊きく。──残ざん存ぞん戦力は？』

・黒　狼：『あらお久しぶりですの。──で、話に嚙かみますけど、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクは頼れませんので、御注意ですの。何しろ本能寺の変へんの後の流れを危険視するので、K.P.A.Italiaが警けい護ご戦力を欲しがってまして。M.H.R.R.旧派が改派プロテスタントや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの国こつ境きように出で張ばるそうですの』

・つるぎ：『安あ芸きから戻る時、何か引き留められそうになってたのって、それですか？　あ、飲食代請せい求きゆうされる、と思って急いで甲かん板ぱんまで上がって手を振ってあげましたけど』

・小　姫：『美お味いしかったですねえ安芸。また行きたいですよう』

　食しよく糧りよう事情に対して恐ろしい人達が追加戦力となって来た気がする。だが、

・６　　：『P.A.Odaの戦力は？』

・きめえ：『私達が、東の方に何度輸ゆ送そう艦かんや戦せん艦かんを送ったか知りたい？』

　そういう事だ。

　東を押さえていた佐さ久く間まとその麾き下かがこちらに来てしまったという事は、関かん東とう側に対して防ぼう衛えい戦力が薄くなっていると言う事だ。本来ならば、東とこちらの間には丹に羽わや滝たき川がわが控えている筈はずだったが、滝川は夏休み前に引いん退たいし、丹羽はやはり柴田と合ごう流りゆうしてしまった。

　……今、関東諸しよ家けを武蔵勢ぜいがまとめつつあるから、怖こわいんですよねー……。

　北方においても、危険なのだ。柴田班はんがいる位置よりも北西に向かえば、瑞典スウエーデンが存在する。

　今、瑞典は、長年の懸け念ねんであった総そう長ちようクリスティーナの結婚問題である「長なが岡おか夫ふ人じんって言っても誰だれの夫人やねん」が解決して、総長と旦だん那なの凱がい旋せん待ちだ。だが、本能寺の変などの流れから、夏休み明けの凱旋が阻はばまれており、下手へたをすると原因そのものであるP.A.Odaに対し、瑞典が一発カマしてくる可能性もある。

　……瑞典スウエーデン、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば三十年戦せん争そう時代の〝最強国家〟とも言われたくらいですし。

　P.A.Odaは、そういった地ち域いきの境きよう界かいに戦力を配置し、本ほん能のう寺じの変へんに備えている。

　無む論ろん、国内だって無視出来ない。本能寺の変が生じる、という流れは、やはり政変を感じさせ、不安を生むのだ。しかも、

「……創そう世せい計画で末まつ世せを終了させて勝利。何もかも決けつ着ちやく。その筈はずでしたが……」

　干かん渉しようしようとする者達がいる。

　武蔵むさし勢ぜいだ。

　京きようの上空にて、待たい機き状態にある巨きよ艦かんは、今、北を向いている。東にある本能寺を刺し激げきしないつもりなのか、それともまだ内部が落ち着いていないだけなのか。

　彼らがいなければ、賤しずヶ岳たけの戦いが生じても、大だい丈じよう夫ぶだろう。各地の境界は残ざん存ぞん戦力で護まもられ、本能寺の変を邪じや魔まする者はいない。

　……武蔵に対し、明あけ智ち様が襲しゆう名めい権けんを渡さなければ……。

　そうすれば、武蔵がここまで大きく介かい入にゆうをしてくる事もなく、柴しば田ただって賤ヶ岳の戦いを始めなかっただろう。

　そうだ。何となく、解わかっているのだ。明智の判はん断だんも、柴田の判断も、どう考えたって冷静では無いし、創世計画には反しているのだが、

「──武蔵です」

　武蔵が、狂わせた。そうさせたのだ。

　世界が救われる方法に対し、異を唱となえる意味を、武蔵が与えてしまった。

　駄だ目めだ、と思う。何故なぜなら、

「武蔵は未いまだに、末世を救う方法を知らないじゃないですか」

　だけど彼らは、確実に救える創世計画を邪魔しに来ている。それなのに、

・□□凸：『何故なぜ、明智様も、柴田様も、武蔵に呼こ応おうするんですか』
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　片かた桐ぎりは思った。おかしい、と。

　柴田達が言いたい事は解っている。自分達は創世計画を推おしてきているが、

・□□凸：『それが正しいと思いつつ、他にベストな方法があるのではないかと、そう思っているんでしょう？　柴田様達は！　土ど壇たん場ばでヒヨったんです！』

　そうだ、と思う事は、他にもある。

・□□凸：『思えば、三み河かわからそうだったんです！　元もと信のぶ公こうが、大罪武装ロイズモイ・オプロの事を明かし、末世を左右出来る力を与えるなんて言った。おかしいじゃないですか、自分は僕達と創世計画を進めておきながら、外にそんな事を言うなんて……！』

・黒　竹：『片桐君』

　何ですか、と問うタイミングの代わりに息を吸うと、竹たけ中なかが告げた。

・黒　竹：『そろそろギャグが入りませんかー……』

・□□凸：『えっ』

・きめえ：『──駄だ目めよ竹中。今は何だかんだで夜。ここから見てる限り、高い建物の屋おく上じようでテンション上がった少年には充分な十代喋しやべり場を与える権利があるわ。その辺り、長ちよう寿じゆ族ぞくには解わからない事かしら。さあ片かた桐ぎり、気にせず続けてイタいところを見せなさい』

・黒　竹：『か、片桐君をディスるのに見せかけて年ねん齢れいディスが来ましたけど、おねーさん長寿族としてはまだまだ若いですよ!?』

・□□凸：『というかそんなイタい事言ってないですよ僕……！』

・約全員：『えっ……』

　何ですかその反応。ただ、肩から力が抜けたタイミングで、声が来た。

・さる子：『片桐君、いいですか』

・□□凸：『あ、Ｔｅｓテスタメント．！　大だい丈じよう夫ぶです！』

　右手側、現れた魔術陣マギノフイグーアの中で、脇わき坂さかが自分の頭を指で突き示しながら首を傾かしげている。失しつ敬けいな、と思うが、羽は柴しばの方に集中だ。すると彼女は、

・さる子：『残念ですが、柴しば田た班はんは今、私達の敵となりました』

・□□凸：『Ｔｅｓ．、それは解わかっています。──でも僕達は対武蔵むさしの部ぶ隊たいとして存在しています！　羽柴様の歴史再さい現げんに準じて各地を転戦しましたが、こここそが、一番大切な現場じゃないんですか……！』

・さる子：『Ｔｅｓ．、そうですね。──では、解っていますよね？　幾いくら私達でも、ノリちゃんや可か児にさんを欠いた状態で、柴田班と武蔵の挟きよう撃げきを受けるのは不可能だと』

　危険とか、難しい、ではない。不可能だと、そう言われた。そして、

・さる子：『柴田様も、それが解っているから、今、動いたんだと、そう思います』

　じゃあ、と己おのれは思った。武蔵という敵がいる上で、ここで味み方かたにも裏切られるとは。それも、現状のP.A.Oda最大戦力ともいえる古ふる株かぶが、敵に回るとは。

・□□凸：『僕達のしてきた事は、無む駄だですか!?　ここで武蔵を止めるために動けないなら、ここまでの何もかも、無駄ですよね!?』

・さる子：『無駄にするかどうかは、それ以後の片桐君達の判はん断だんと行動次第です』

「────」

・さる子：『私達とて、いろいろな状況を想そう定ていして動いてきました。万が一、武蔵勢ぜいに敗北した場合はどうしようかと、そんな事も考えてきました。でも、来る道自体は、それらを含めながらも、無駄の無い最短距きよ離りでしたね。皆さんのおかげです』

　だけど、と彼女は言った。

・さる子：『──武蔵勢は、遠回りに、無駄を幾つも抱えながら、しかしここまで来たんです。現状を思えば、……最短距きよ離りの遠回りでしょうけどね、あれは』

・□□凸：『だったら、ここで僕達が──』

・さる子：『違うんです』

　言われた。

・さる子：『違うんですよ、片かた桐ぎり君。

　柴しば田た様から見れば、──まだ私達は、柴田様に勝っていないのです。

　この世界云うん々ぬんもあるでしょうけど、柴田・勝かつ家いえという人に、勝っていないのです。

　私達は正しい。私達は最短距離を通って、迷いが無い。──だけど、柴田様にとって私達は柴田・勝家に勝っていない。そこから得られるものや、解わかる事を得ていない。

　柴田様達は、そうであって欲しくないのでしょう。私達に世界を預けるためか、何なのか、賤しずヶ岳たけの戦いを今ここで起こしたのでしょう。つまり──』

　つまり、

・さる子：『柴田様を倒した後、創そう世せい計画が発動していなければ、その時こそ、羽は柴しば班はんはP.A.Oda代表として武蔵むさしを討とう伐ばつ。創世計画を継けい続ぞくします』







[image: 第十一章『北方の来た方』]
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「動きがねえなあ。大だい丈じよう夫ぶか、羽は柴しば達」

　晩ばん夏かとはいえ、雪がまばらに残る広場の上。自分の艦かんの上部甲かん板ぱんで柴しば田たは呟つぶやいた。

　……あいつら、変に気ー遣つかう時があるからなあ。

「ちゃんと本気にならねえと、食っちまうぞ、ってのにな。──どうよ、御お市いち様」

　呼びかけた横、甲板の手すり越しに周囲の艦かん影えいの明かりを眺ながめていた御市が応じる。

「羽柴君の仲間達は、来るわよ？　勝かつ家いえさん、解わかり易やすいから、解ってから来ると思うの」

　言って、彼女は甲板からの周囲を見た。どこもかしこも戦せん場じようの開始を待つ航こう空くう艦かんの布ふ陣じんだ。

　贅ぜい沢たくに地上戦主体を想そう定てい。空よりも刃やいばで決けつ着ちやくする。そのつもりだ。

　御市が、戦せん闘とう糧りよう食しよくの準備であがる炊すい事じの匂においを嗅かいで、満足げに首を軽く横に振る。

「いいわ。──綺き麗れいね、勝家さん。このところ、こんな戦闘待たい機き無かったから、これだけの夜の光を見るのは久しぶり」

　だから、と彼女が夜空を見上げた。

「見て、勝家さん。二つの満月が、私達の光に掠かすれてる」

「おおう、ロマンティストだねえ御市様！　解るか？　ロマンチストじゃねえぜ？　今夜の御市様はロマンティストだ。そういう感じだぜ御市様！」

「勝家さんは風ふう流りゆうね」

　言って笑う。綺麗だねえ、と、すると御市が笑えみでこう告げた。

「今夜は楽しいかしら」

「楽しくしてくれると、そう思ってるぜ。──正直、武蔵むさしの連れん中ちゆうといずれ決着するかと、そうも思ってたんだがよ」

「私は、もう無いと思ってたわ。──だって彼らは私達を見ていないもの。ノヴゴロドは通り道だったわ」

「ロマンティストだねえ、御市様。会えないのを楽しむかい」

「会えたらなあ、と思うのは、風流よ」

　そうだな、と己おのれは応じる。

「ま、決めたんだ」

「教えて」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずき、横に立つ。おお、俺おれ、格かつ好こいいな、全開だな、と思いながら、

「創そう世せい計画？　まあ面めん倒どうなのが行われる今、俺の決断一つで、今まで武蔵に託してきた仲間達の全てが無む駄だになるかどうか決まっちまうのさ。

　松まつ永なが、滝たき川がわ、明あけ智ち、P.A.Odaだけでもそれだけいる。他国の、創世計画知らないで、しかし武蔵に託していった連中を数えたら、切りがねえだろうな」

「勝かつ家いえさんも、そういう人達になるの？」

「おいおい、もうちょっと語らせてくれよ御お市いち様」

　御ご免めんなさい、と笑う顔には、笑えみがある。随ずい分ぶんと、良い。すげえいい顔だ。

「──あのな、御市様、羽は柴しばとかから報告ある限り、武蔵むさしは、末まつ世せに対して有効的な解決方法を見つけちゃいねえ。それなのに託すってのは、何か酔よっ払ぱらったような無む茶ちや苦く茶ちやな話だし、俺おれ、副ふく長ちようだぜ？　最後の砦とりでだぜ？　格かつ好こいいんだぜ？　それが簡単に自分託すとか、それも敵相手とか、出来ねえって」

「でも、こうも思うんでしょう？　──創そう世せい計画の他に、末世を解決出来る手段があるなら、それもあった方が面白えなあ、って」

「何で御市様はそう思うんだい？」

「だって、──私は、御お館やかた様を襲しゆう名めい出来なかったから。答えが一つは、嫌いやよ」

　そっか、と己おのれは頷うなずいた。もう何度も言った事だが、

「御館様がいてくれて俺スゲー幸運だぜ。こうしてられるんだから」

「私も、勝家さんと会って、ようやく取り戻したわ。本来の自分みたいなのを」

　だから、

「幾いくつもあって、選べるといいの。好きな時に好きなものを、これがいいと思ったものを。一つだけだと、苦しむわ。私はね」

「俺もだ」

　そうだよなあ、と手すりに手をついて頷くと、手すりが安易に曲がった。やべえ。これ経費で落ちるかな。不ふ破わいねえしなあ……。まあいいか。

「うちは、創世計画の条件が厳きびしいせいもあって、結けつ構こう焦あせってんだよな。でもまあ、そこらへんはどうにかするだろうけど、だけど──」

　だけど、

「もう一人の主役くらいは、呼んでやってもいいんじゃねえのって、思った俺は、明あけ智ちの事が何となく解わかってたんだろうなあ」

「勝家さんは明智さんの事、好きよ」

「そうだったかい？」

「勝家さん、自分をどうしたらいいか解らない人、好きでしょう。佐さつ々さ君や、前まえ田だ君、不破さんなんかも、皆」

「あいつら真ま面じ目め過ぎんだよ。俺はそういうの、茶ちや化かすの好きなんだ。──俺が好きな、〝自分をどうしたらいいか解らない人〟ってのは、御市様くらいだぜ」

「私を解らない私を、どうして好きになったの？」

「俺と最さい期ごを一いつ緒しよに過ごす人が、俺と真っ正面から相あい対たい出来ると考えたら、この人しかいねえって、そう思ったのさ」

「楽しみね」

　だから、と彼女が言った。

「──そんな勝かつ家いえさんに、結局、皆、預けちゃったのね」
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　御お市いちは思った。羽は柴しば君達も大変ね、と。

「勝家さん、優しいから、羽柴君達に押しつけてるでしょう」

「いやいや、それ、優しくねえし。俺おれは偉えらい先せん輩ぱいヅラしてるだけだぜ？　おい羽柴勢ぜい、ちょっとこっち来いよ。本ほん能のう寺じの変へんより俺だろう、俺、って」

「でもそうしないと、羽柴君の仲間達って、こっち来ないわよね」

　だから、

「──今のままだと、武蔵むさし勢は、あるかもしれないもう一つの答えに届きそうにないし、羽柴君の仲間達もまた、武蔵には届きそうも無い。──それを勝家さん、言わないわよね」

「あいつら、充分強くなってんじゃねえの？　ほら、帰り際、山の天てつ辺ぺんで会ったろ。誰だれだっけほら、アレとか」

「彼女は私達を殺せるかしら」

　胸の奥に、淡く、押し殺せないものが浮かんでくる。期待というべきか、震えと言うべきか。ただ恐れではないと言えるそれを、自分は目を背けずに抱えながら、

「──私、ノヴゴロドで、生かされてしまったの」

「俺は、見み逃のがしてやったぜ」

　じゃあ、と言うだけだ。

「武蔵勢は、私達を〝殺せるかも知れない〟のね」

　じゃあ、と己おのれはもう一度言おう。

「羽柴君の仲間達は、それを証しよう明めいしていないのよね、勝家さん」

　ふふ、と喉のどから笑いが漏もれた。

「賤しずヶ岳たけの戦いはP.A.Odaの政策である、とでも言えば、彼女達、皆嫌いや々いやながらも従うのに」

「それじゃあ俺らしくねえだろう。それに俺は〝呼べばやってくる〟くらいには、カリスマ武ぶ将しようだぜ？　ナルナル君見たか？　アイツなら、俺の事を立てて、今、俺が重ねて曲げちまったこの手すりだって自分の責任にしてくれる筈はずだぜ」

「不ふ破わさんがいないから、請せい求きゆう書しよの遣やり取とりはこっちでしないと駄だ目めねえ」

　ただ、と自分は彼に顔を向けた。艦かん隊たいが作る下からの明かりによって、黒くろ鬼おにの顔が、その表情を陰いん影えいで強く浮き出させている。

「笑ってる」

「御市様も」

「──そうね。だって、今、私達、何もかもを託されているんだもの」

　嬉うれしい。

「武蔵むさしが、創そう世せい計画とは別の方法を見つけるのか。羽は柴しば君達の仲間が、武蔵に敵かなうようにしてあげられるのか。……他のどの国にも、他の誰だれにも出来ない、相あい反はんする両者の未来を、今、私達が託されているんだわ」

　あのね、勝かつ家いえさん。

「私、託す側だけだと思ってたわ。襲しゆう名めい出来なくなって、やるせなくなって、どうしようもない私だから、よくて、誰かにこの自分の無む念ねんを託して死んでいくんだと思ってたの。そのくらいは赦ゆるされるわよね、って思ってたから、浅あざ井いさんのところで〝一いつ緒しよに死のう〟みたいな話になって、〝ちょっと待って待って待って〟って、待つように行動で示してたら浅井さんのところ壊かい滅めつしちゃって御ご免めんなさい。──あら、話ズレちゃいましたね」

「いやいや、今知る驚きよう愕がくの事実だぜ。──何アレ、〝死ぬのは早まり過ぎだから落ち着け〟って感じでバッタバッタ切った訳わけ？」

「身体からだが勝かつ手てに動くのよぉ」

　ホントそうだし、その時は自分の枷かせみたいなのが外れて凄すごく気持ちいい。

「普段は、水の中に漂ただよって天てん井じよう見上げてるような感覚なんですけどねえ。……あ、でも、勝家さん、そんな状態でもインパクト強くてしっかり届いてくるわ」

「俺おれ、大おお雑ざつ把ぱで良かったなあ。トシとか駄だ目めだろ、線が細くて」

「まつさんが意い外がいに届くのよねえ。あれ、霊れい体たいだからって訳でもないでしょうけど」

　……でもねえ。

「勝家さんも、そうでしょう？」

「何がだい？」

「自分が、まさか託される側になってたなんて、思ってなかったでしょう。先せん輩ぱいは託す側、それが下の連れん中ちゆうから託されるとか、ある訳ないものね」

「最終打席で超実力派の先輩がバッターボックス入ったら、下の連中も誰も、その偉えらい先輩に託すだろうよ」

　でもまあ、と彼が言った。

「P.A.Odaも、世界も、まだ最終打席じゃねえと、俺はそう思えたんだよな。

　つまりさ、もし世界が末まつ世せを越えて続くなら、この俺ですら途と中ちゆう経過だった。──そういうの、あってもいいんじゃねえかって、そう思ったんだ」

「勝家さん、一番になりたくないの？」

「もう一番だよ、俺。スゲエ強いんだぜ？」

　だから、

「もう充分確かめたし、信じられるからよ。次、どうすっかな、って」

「いつ、そう思ったの？」

　聞いてみたい。すると彼は答えてくれる。

「──マクデブルクから、ノヴゴロドじゃねえかなあ、やっぱ」
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　マクデブルクでよ、と勝かつ家いえが言うのを、御お市いちは聞いた。

「アンヌっていたろ？　マクデブルクの地下に籠こもった前六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ総そう長ちような。日の下に出てた頃ころは俺おれらと国こつ境きようでやり合った事もあるんだぜ？　向こうは当然、領りよう土どの奥の巴パ里リ、ベッドの上だったけど、前線の連れん中ちゆうの士気がえれえ高えんだ。話聞いたら小こ娘むすめだって言うのに、うちみたいな環かん境きようってのは他にもあるのかよ、と思ったもんさ」

「でも、マクデブルクで彼女は亡なくなったのよね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、いい女だったぜ。あ、御市様が一番だけどな!?　だけどあれは、そういう〝いい〟じゃねえんだ。あの時、俺達は勝ったんだぜ？　やる事やって、マクデブルク蹂じゆう躙りんして、そして六護式仏蘭西の中心にいたアンヌを追い詰めたって訳わけだ。

　あの女がいなくなれば、いろいろと楽になる。そういうのも含めて、な」

　だけど、と彼は言った。

「あいつは死を恐れなかった。武ぶ神しんと一体化して、地下にずっと寝ていたってのにな。死ぬのが嫌いやで嫌でしょうがないから、そんなところで延えん命めいしていたんだろうによ。

　だけど、死ぬのが嫌なのと、死を恐れねえのは、両立出来るんだよな」

「何で？」

　疑問する。それは本当に気になる事だ。

「死ぬのが嫌なら、死ぬのを恐れるんじゃないの？」

「それが違うんだなあ──、御市様」

　腕を組んで、フフンとのけぞる勝家さんは本当に可愛かわいい。だから、

「教えて」

「いいぜえ──！　マジにコレは御市様には俺が気付いた面白ネタを教えちゃうぜ。

　あの女には、託せる連中がいたんだよ。それは六護式仏蘭西。総長、生徒会長、役やく職しよく者しや、襲しゆう名めい者しや、そうであるものも、そうでないものも、都市も街も、町も村も、道も何も自然も全て、──自分が総長として守ってきた全て。

　それをあの女は、信じてたんだ。自分がいなくなっても大だい丈じよう夫ぶだって」

　だから、

「そんな大だい事じな全てと別れるのは嫌で、死ぬのは嫌だったけど、死ぬ事を恐れる訳じゃねえ。だって、やって、やりきって、信じられるようになったんだ。死んだ際、不安に思う事は何一つねえんだって」

　だけどさ、と彼が言った。

「その時はでも、そこまで思ってなかったんだぜ。すげえ女だって思って、試合に勝って勝負に負けたようなもんだな、と思ってた。たった一人の女に、俺おれ達は勝てなかったな、って」

　でもよう、

「──何でなんだろうな、ってのは思ってたぜ？　俺達は勝った。勝ったの。だけどあの女が堂どう々どうとしてたのは何だ？　そして、松まつ永なががあんな、俺から見たら中ちゆう途と半はん端ぱなところで〝降りていった〟のに堂々としてたのは何故なぜだよ？　関かん東とうの連れん中ちゆうとかも、な」

「自己犠ぎ牲せいに酔よってたんじゃないかしら？」

「訳わけ解わかんねえよな！　生きてた方がいいってのにな！」

「じゃあ、ノヴゴロド？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と巨きよ体たいが言った。北を見た。そちらはあの浮ふ上じよう都市のあった方だ。

「あの場所でな。チョイと面めん倒どうな連中の相手したんだぜ、俺」
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　柴しば田たは言う。

「初めに相あい対たいした二人組の内、一人は、人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめだった。

　そして次に相対したのは、──本ほん多だ・忠ただ勝かつの娘だった」

「知ってるわ。本多・忠勝は、三み河かわの副ふく長ちよう。──私だって、昔に幾いく度どか会った事もあるもの。勝家さんなら、松まつ平だいら勢ぜいがP.A.Odaに入るたびに見ていたでしょう？」

「総長の酒さか井いはあんましこっちに顔出さなかったけどな。──忠勝と榊さかき原ばら辺りは面白がってついてきてたよな、P.A.Odaに」

　だから、

「何回か、〝やった〟事もあるんだぜ？　──強えのよ。当たらねえんだ。俺の方も〝通さねえ〟んだけどな」

「今だったらどうかしら」

「人間の歳としの取り方は、結けつ構こう顕けん著ちよだからなあ。──まあ、あっちも蜻蛉とんぼ切きり。こっちも瓶かめ割わりで、結構派は手でな事になったんじゃねえかな」

　そこまで呟つぶやいて、己おのれは吐と息いきした。

「でも本多・忠勝は、三河で吹っ飛んじまった。正直、俺達が動いていく中で、衝しよう突とつすると面倒な相手として、あの辺りはリストに入ってたんだけどな。本当に、何かアッサリとあの晩にいなくなっちまって、何やってんだよ。極きよく東とうのサムライってのはやっぱそういうもんかよ、って、──もっと、一番ごっこをやらねえのかよ、ってさ」

　そこから、マクデブルクで、ノヴゴロドだ。間に三み方かたヶ原はらの戦いも挟んでる。しかし、

「俺、P.A.Oda入ってから、結構遊んでたんだぜ？　御お館やかた様の前の代、信のぶ秀ひでの頃ころからブイブイ言わせててな。そこに丹に羽わ来たり──、丹羽の歳としがバレるか。まあいいや。他の連れん中ちゆう来てさ。

　羽は柴しばが来て、一いち夜や城じよう作りますって言った時は〝無む理りすんなよ！〟って思ったけど、ホントに無理するから陰から手伝って、急流下りがスゲー面白えの。

　そう、俺おれ達は俺達で面白かったし、面白いんだよ」

　いつの間にか、必死に伝えようとしてる自分に気付く。

　……そうともよ。今スゲー面白いんだ。ずっとずっと、それが続いてるんだ。

　面白い事始めてから、続けてきて、続いてきたんだよ。

「──それがまあ、ノヴゴロドで腕落とされたり、一発食らってさ。だけどその時、こう思った訳わけよ。こいつらにゃあ、まだまだ負けねえなあ、って。やっぱ俺が一番だな、って」

「そうね。──殺されるかもしれないけど、負けないわよね」

「だよなあ」

　だけど、そうでもねえんだ。

「帰りの艦かんの中で聞いたぜ。──忠ただ勝かつの娘むすめな、忠勝の襲しゆう名めいを狙ねらうんだと」

　その時思ったのだ。三み河かわで忠勝はアッサリと消えていったが、アレは違うのだと。

「アンヌと同じだ」

　そうだ。

「アイツらだって、楽しかったんだ。すげえ楽しい事やって、常にそれ続けてきて、長く続くといいなあ、ってやってきて、でも、でもよ」

　言った。

「俺には、無えって思ったんだ。──楽しい事が終わってもいいや、って思えるものが。

　一いつ緒しよに騒さわげる仲間達はいて、下の連中もいて、な。だけど俺には、〝柴しば田たを継つごう〟ってのがいねえ。俺は強くて一番で格かつ好こ良くて偉えらいんだが、俺の代わりになれるのもいねえって事なんだぜそれ。おおう俺孤こ高こうって感じでシャープじゃね!?　ヒュウ！」

「勝かつ家いえさん」

　御お市いちが言った。笑えみで言った。

「私は同じよ。──だから一緒に死ぬの。だって私は、死ぬのが怖こわいから。死のうと言われて死ねないから。だから貴方あなたが好き」

　そして彼女は、言葉を続けた。

「私も同じよ。──解わかったの。私達がそんな風ふうに死ぬのを怖がってただただ強くなっていったのに、私達に託してた人達がいたって。そしてまた解ったの。そんな私達にも、全力で試し、託していける人達がいるって。それは勝家さん、貴方が一番だから。貴方しか出来ない事だから。だから貴方が好き。ずっと好きよ」

　と、そこまで言ってから、御市が肩を震わせて笑った。あらあら、と言葉をつけて、

「死ぬみたいねえ」

「死にはしねえよ。──殺し合うんだ」

　そうね、と御お市いちが頷うなずき、こちらに肩を預けてきた。

「何時いつか、解わかる時がくるのかしら。──これから私達が託す羽は柴しば君の仲間達も。

　多くのものを託されてきた彼女達だって、それを託す時がくるんだって」
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・黒　竹：『では、安あ土づちはこれより一時間後に出しゆつ航こう。北に進路を取り、北陸国こつ境きようで待たい機きしている柴しば田た班はんとの合同歴史再さい現げん〝賤しずヶ岳たけの戦い〟を行います。えーと、早期に終えられたならば、本ほん能のう寺じの変へんに急行しますが、状況次第ですね』

　竹たけ中なかは、安土内の食堂に場を移した上で、一ひと息いきをつきながら言った。

　……ようやく、まとまりましたねー。

　いや本気でキツい。何がキツいって、もはや誰だれも彼もの言い分が解ってしまうのがキツい。だけど御ご免めん、おねーさんメンタル超弱いんですよー……。あ、でも、一番ダメージ来るものが一番リターンがデカいって信じてますんで、そういう意味でも、

　……やっぱり、賤ヶ岳の戦いですねー……。

　どう考えても、世界にとってはハイダメージな選せん択たくな気がするが、本能寺の変を選んだ場合のダメージの方が怖こわい。そっちはハイじゃ済まないかも知れないのだ。

「後がないこの時期、もしも皆が戦って、武蔵むさし勢ぜいに敗北したら、もうどうしようもないです」

　柴田班と戦うリスクもあるし、そっちもそっちで危険なのだが、武蔵勢には武蔵がある。

　武蔵と戦って敗北した場合、もはや何も残らないだろう。

　だが柴田班と戦う場合は地上戦。最悪、十じつ本ぽん槍やりを何人か失う事があっても、安土は残るし、

　……柴田班を吸収、P.A.Odaの実権を得た上で、可か児に君や、一年勢に頑がん張ばって貰もらえる、ってのがありますからねー……。

　酷ひどい話だ。だけどそのくらい冷れい徹てつでいい。

・黒　竹：『羽柴君。──そちら、本能寺の変に三みつ成なり君と参加するの、大だい丈じよう夫ぶですか』

・さる子：『あ、ハイ！　さっき蘭らん丸まる様と連れん絡らく取りましたので。裏口から来るようにと』

　特とく殊しゆ案あん件けん過ぎますからねー、と思うが仕方ない。彼女がいなければ回らない部分もあるのだ。そういう意味では、

・成成成：『で、ではすみません。賤ヶ岳の戦いの方ですが、私は今、京きようと本能寺の方で忙いそがしいので、竹中様、指揮をお願いします』

　と、食堂内に現れた表示枠レルネンフイグーアの中で、三成が一いち礼れいする。

　えらく堅いが、自分の制作者のフォローをするというのは、やはり情報体としても緊きん張ちようする案あん件けんなんだろうか。ただ、自分としては、やってきたハニートーストに、皿さらに載のったアーモンドクリームを塗りながら、

・黒　竹：『あー、気負わないで大だい丈じよう夫ぶですよー。それより京きようの方、大丈夫ですか？』

・成成成：『ええまあ、大体は菓か子し折おり配ったりで済んだと判はん断だん出来ますが、市民側でも幾いくつか動きがあるようで、──本ほん能のう寺じの変へんの後に注意が必要かと』

　やはりこういう判断については、しっかりと意見が来る。

　有能ですねー、と思うが、この辺り、羽は柴しばがちゃんと鍛きたえていったのだろう。

・黒　竹：『じゃあ、そちら本能寺の方、任せますね？　援えん軍ぐんも結けつ構こう駆かけつけてるみたいですから、頑がん張ばって下さい。武蔵むさし勢ぜい行くと思いますけど、勝ってしまえば創そう世せい計画そのまま進んで、何の問題も無い訳わけですから』

・成成成：『Ｔｅｓテスタメント．、──創世計画は単純なものではありません。今夜を機き会かいとして、必ず果たせるように努力しようと思います』

　成なる程ほど、と自分は頷うなずいた。

　見れば食堂の入口には、ちらほらと人ひと影かげが見えている。安あ土づち出しゆつ航こう前に、しっかり食べて行こうと言うのだろう。そんな、彼らに手招きして、自分も料理に手をつける。

　ハニートーストの上に塗ったアーモンドクリームが、塩の味を舌したに寄せてきた。

　当分、こういうのを食べられそうにないですねー、と思いつつ、己おのれは思った。

　今、武蔵の方も、同様に慌あわただしいのだろうか、と。
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「母かあさん。急ぎで済まない」

　正まさ純ずみは、土の匂においを含んだ風を浴びていた。

　高所だ。奥おく多た摩まの墓ぼ所しよだった。風の匂いに砂があるのは、下の京きようで生じた崩ほう落らくの影えい響きようだろう。やはり地ち殻かくにあれだけの事が起きると、土つち埃ぼこりが火山灰ばいのように舞うのだとクロスユナイトが言っていた。明日あしたになれば、武蔵むさしの表ひよう層そう部ぶにもそれらが載のっているのが解わかるだろう、と。

　……それが気になって、ここに来てみたが。

　母の墓所をとりあえずはたくようにして掃そう除じ。雑ざつ草そうも解る範囲で抜いておく。

　慌あわただしくて済まないが、これから、遅れ気ぎ味みながらも向むか井いの湯ゆ屋やに行くのだ。

　多た摩まで行われていた会議の後、浅あさ間まが皆に圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの符ふを配ったりした後で、全体は「集合とかの段取りがいろいろ面めん倒どうだわ」という伊だ達て家け副ふく長ちようの意見に従う〝湯屋派〟と、自宅に戻る帰き参さん組に分かれた。

　ホライゾンが「まあ一発歌っておきたいですね」という事もあって、先さき程ほどまで、ホライゾン達も一いつ緒しよにいた。馬ば鹿かがえらく鐘かねを鳴らしたせいで、残っていた表層部の住人が番ばん屋やを呼んで一ひと騒さわぎあったが、浅あさ間まもいたのですぐに収まった。

　彼らは青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに。そして自分は、ここで一ひと息いきついて、

「……結けつ構こう、抜けたなあ」

　基本船せん殻かく部ぶの内、居きよ住じゆう区くや商業区、企き業ぎよう帯たいなどのブロックが大半抜けている。ここから艦かん尾び側を見ると、自然区く画かくや浅間神じん社じや、吹き抜け公園が、まるでカップに収まったような状態で浮いて見えるのが不ふ思し議ぎだ。その浅間神社も、今は専用の牽けん引いん帯たいによるパージの準備中で、いつでも離り脱だつ出来るように用意をしているとの事だが、後の集合場所として大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　……こりゃ確かに、戦せん時じ用の準備だな。

　見れば、開いた穴の縁ふちでは何人かの自じ動どう人形が小走りに移動して、穴の大きさなどを計けい測そくしている。確か防ぼう護ご術じゆつ式しきによるカバーを行うと言っていたから、その準備だろう。

　中でも驚いたのは、左右一番艦や三番艦の象しよう徴ちようとも言えるガントリークレーンとデリッククレーンを畳たたんでいる事だ。

　初めに三番艦を一番艦の横に配置し、デリッククレーンや輸ゆ送そう艦かんでガントリークレーンを懸けん架か、それらを倒した後、残ったデリッククレーン同士でお互いを倒していく。最後に残ったデリック一本は輸送艦で懸架し、倒していく訳わけだが、それらが全て牽引帯で結ばれて艦かん上じように開いた穴の空中回かい廊ろうとなる辺り、こういう用法も試案された設計なのだろう。

「ネシンバラが、小説でデリッククレーンが砲ほう弾だんみたいに飛んでいくの書いてたけど、アレ、噓うそだったんだなあ……」

　解ってやってるんだろうか。そんな彼らも今は向むか井いの湯屋で寝る準備をしている筈はずだが、

「さて皆、ちゃんと寝るんだろうなあ？　寝不足出場は勘かん弁べんしてくれよ？」
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　点てん蔵ぞうは、向むか井いの湯ゆ屋やの前にて、風を浴びていた。

　縦たて町まちの広場は、その形を失っていた。輸ゆ送そう状態として床部分が口を開けているのだ。今は時とき折おりに物資や分解した地下横よこ町ちようを載のせ、エレベーターリフトが行き来する。

　上手うまく出来たもので、横町も、四分ぶん割かつ程にして縦積みするとリフトに載る。リフトの下に輸送艦の懸けん架かパレットを仕込んでおけば、表ひよう層そう部ぶに出るなり輸送艦で離り脱だつが可能という訳わけだ。

　地下横町をブロック単たん位いで搬はん入にゆう出しゆつするのは、幾いく度どかバイトで手伝った事もあるし、忍にん者じやの指し揮き系けい統とう座ざ学がくで習う内容でも有る。だがそれが全艦単位で連動されると、こういう事になるので御ご座ざるか、とも思わされる。

　人ひと気けが無いで御座るな、というのが、現状の感想だ。

　工事の音がして、震しん動どうがある。武蔵むさしの改修を有あり明あけで始めた時も、このような空気感があったように思う。

「いつもはここも、賑にぎやかな場所なので御座るが」

　まあ、こうして残って、湯屋として使用出来るだけで僥ぎよう倖こうだろう。

　入口に防音術じゆつ式しきの壁を立てた湯屋の中には、既すでに自宅が外に運ばれていった〝湯屋組〟がいる。湯屋〝鈴すずの湯ゆ〟は、奥おく多た摩まの艦かん首しゆ側だ。縦町は輸送の主通路となるせいもあるが、いろいろな動線の軸じくとなる艦首側は、分離に際しても後の順番となっていた。

　寝ておくだけの余よ裕ゆうはある。逆に言えば、この区く画かくの分離とともに出しゆつ立たつとなるだろう。

　……決けつ戦せんで御座るなあ。

　と、そんなとりとめも無い事を思い、ふと一ひと息いきをつく。

　既に皆は、中で寝ているのだ。ネシンバラが「武蔵の分解とか、凄すごい〝資料〟だよ！　僕は見ておきたいなあ！」と言っていた割に、布ふ団とんに転がったら速そつ攻こう寝てしまった辺り、何だかんだで夕ゆう刻こくからの一戦の疲ひ労ろうとカレーの満足感は高かったという事だろう。

　一方の自分はと言えば、寝ている連れん中ちゆうの警けい備びのつもりであったが、どうも思し考こうが散らかっているだけのようだ。

　上手うまく眠れない。自己管理が大だい事じな忍者としては出来の悪い気もするが、

「……こう、決戦前に悩んで眠れなくなるとか、何か自分、主人公こうのようで御座るな！」

「あら、眠れないのですか、点蔵様」

　後ろからいきなりメアリに声を掛けられ、心しん臓ぞうがちょっとキュっと来た。悪い方で。
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「お!?　あ!?　メアリ殿どの!?」

　広場に開いた大穴の縁へり、段差に座っている彼は、寝ね間ま着き姿すがたに上着を羽は織おっている。

　対する自分は、寝間着の上に毛布を被かぶった姿だ。夏終わりとはいえ暑いかと思えば、全ぜん艦かんが基本船せん殻かく部ぶの搬はん出しゆつを行っているせいだろう、存ぞん外がいに冷えてくる。特に竪たて穴あなの底から、金きん属ぞくと木材の匂においを纏まとった風が吹き抜けていて、風の精せい霊れい達も忙いそがしそうだ。

「点てん蔵ぞう様も、眠れないのですか？」

「あ、自分はまあ、警けい備びの役もあるので。仕方ないで御ご座ざるよ」

　少し話が嚙かみ合ってないが、言ってる事は通じてる。

　それが嬉うれしい。英国で生活していた頃ころは、オクスフォードの人達や、襲しゆう名めい関係の人達と言葉を交わしても、そうではない事が多かった。

　話が嚙み合っても、意い思しが通じた事にしてくれるかどうかは、別なのだ。

　武蔵むさしだと、逆に、話が全く嚙み合ってないのに結果として意思が通じている時があって、かなり油ゆ断だんがならないが、やはり嬉しい。どちらかが胸の話をしていて、もう片方が国力の話をしているのに最終的に「神でも無む理りなものは無理」とどちらにも結論が出る辺りとか、もはや一種の芸げいでは無いかと思ったりもするが、そういうのを見聞きしているのも面白いのだ。

　明らかに、英国では無かった事。

　英国でもあったのかもしれないが、自分が選んだ道上には無かった。

　結局、武蔵に来たという事は、英国で己おのれが選んでいた道には、やはり自分なりに無理があったと、そういう事なのだろう。

　……昔の私は、私に意い地じを張り過ぎです。

　そんな事を最近は、いい意味で観念したように思うようになり、

「点蔵様」

　言ってみる。

「私、今の状態がずっと続けばいいと思ってます」
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　点蔵は、実感した。未来妻づまにとって、自分はここまでちゃんとやって御座るのだなあ、と。

　うんうん、と内ない心しんで頷うなずき、何となく、メアリに触れてみたいと思った。変へん態たいじゃないで御座るよ？　何と言うか、自分もそう思うと、態度で示していいだろうと、そう思ったのだ。

　だから、メアリの肩を抱くなりして、お互いが大だい事じだというのを確かく認にんしておくべきで御座ろう、と、そう考える。

　だが、不ふ意いに、

　……ん？

　今の状態が、という事は、変化を求めていないという事だろうか。

　だとすれば今、メアリは静かに物思いをしているので、外から迂う闊かつな事をしない方がいいのだろうか。

「…………」

　ふと動きを止めていると、横の気け配はいが動いた。

　メアリが、こちらに腰をずらし、座り直したのだ。体温が感じられるが、触れないくらいにまで、彼女が近づいてくる。これはつまり、

　……行ける行ける！　オッケーで御ご座ざるよ自分！

　生あい憎にく、今は人ひと気けも無い。肩を抱いたところで通神帯ネツトに書かれはしない筈はずだ。

　だから、そうしようと思って、そうした。

　……お。

　すんなり、という訳わけでは無いが、しっかりと来た。こちらの脇わきに入った彼女の体温に、腕を回し、その背中の形で支えて寄せる。すると、

「あ……」

　軽く驚かれたが、抵てい抗こうはない。

　……そうで御座るなあ。

　多分、この抱き寄せは、メアリの中の予測としては、ありそうで、また、無くてもいいものだったのだろう。だから軽く驚かれて、しかし抵抗がない。それは、予想外の事が起きても、メアリが認めてくれたと言う事だ。

　こちらが、それをしていいかどうか、という迷いがあったとしても、メアリの方とて、許容出来ないか出来るかは自分で決めるし、こちらを信用してくれているのだ。

　迷ってる分には、多分、自分も油ゆ断だんなく、大だい丈じよう夫ぶなのだろうと思う。

　だがこれ以上は、ちょっと独走してるとヤバい。ゆえに己おのれは、

「メアリ殿どの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょう」

　青の瞳ひとみで見つめられて、正直、どうしたものか迷った。ただ、

「現状のままで、いいで御座るか？」

　何となく懸け念ねんな事を聞いてみた。そして、

「点てん蔵ぞう様は、今のままは、嫌いやですか？」

　言われて、ふと思ったのは、馬ば鹿かと大おお家やと店たな子こ（最初以外隠いん語ご）の事だ。夕食の時の話が本気ならば、今、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽは〝今までとは違う〟ために盛り上がってるに違いない。

　やはり今回は決けつ戦せんの夜。創そう世せい計画まで出てくるとなると、勝負の時間だ。だとすると、

　……自分の家も、パージされてなければ、そうだったので御座ろうかなあ。

　一いつ瞬しゆん。想そう像ぞうした。すると、

「────」

　いかんいかんいかん。今、メアリ殿が腕の中にいるのに想像はいかんで御座る。ちゃんと現実見るのが一番。うむ。

　……でもそっちの気が無い訳わけじゃないで御ご座ざるよ？

　内ない心しんでそう思い直し、自分はメアリに言う。

「今のままでは、また、いかんで御座ろう」

「それは──」

　傾かしげられる首に、不安は無い。こちらが何を見せるのかと、期待している顔だ。

　随ずい分ぶんと信頼されて御座るなあ、と思うが、それだけの事はしてきたつもりだ。だから、

「本ほん能のう寺じの変へんに勝利したら、──引っ越し先の下見に行こうで御座るよ」





●






　メアリは、点てん蔵ぞうの言葉に息を詰めた。

　驚いた、というのは心しん底そこからの感想だ。何しろ自分も今、同じ事を考えていたのだ。

　……ああ。

　本当に、話をしていなくても通じるのが嬉うれしい。

　そんな思いに浸ひたる自分の髪かみ上、彼が流りゆう体たいの花を左右に拾って散らしながら言う。

「何となく、資金が貯たまってからとか、そんな事を考えてもいたので御座るが、金だったら、分割とか、浅あさ間ま殿どのに良いプランを組んで貰もらうとか、そういうのもあるで御座ろうし」

　だから、

「遊び気分で下見などを行って、武蔵むさし上を散策するのもよかろうかと。上手うまく行けば、表ひよう層そう部ぶの家などで、いい物件が見つかるかもしれぬで御座るし」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。近くに教きよう導どう院いんがあるといいです。市いち場ばも」

　何となく焦あせり過ぎだと思いながら、言葉が走る。

　すると応じるように、彼が言った。

「どうで御座ろう、メアリ殿」

「Ｊｕ、Ｊｕｄ．！」

　全面的に賛さん成せいなので、己おのれは告げた。

「──わ、私も、最低でも二人くらいは欲しいと思います！」
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　ナルゼは、後ろにいる皆に対し、手の平で〝動くな〟と指し示じを送った。

「──いきなり本論入ったわね。寝たふりして、何か起きるんじゃないかと待っていた甲か斐いがあったわ」

「いやあ、メアリさん、ド直球ですね……」

「というか、メーやん、全く話が繫つながってなかったよね……、今」

「王おう侯こう貴き族ぞくというのは、得てしてそういうものよ」

　伊だ達て家け副ふく長ちようの言う事が正しければ、ネームが楽だ。何となくでいいのだから。だが、

・あさま：『あの、ナルゼ、思い切りプライベートの覗のぞき見は……』

・●　画：『広場の縁へりでイチャついてたら何されても文もん句く言えないと思いなさいよ』

・銀　狼：『……私、広場の縁じゃなくて母の実家だったのに、偉えらい目に遭あいましたけど？』

　あれは実家の持ち主がこっち側についたからノーカン。

・副会長：『というか私、さっきからそっちの縦たて町まちに降りる階段で足止め食らってる状態なんだが。これはもうここで寝ろって事か？』

・賢姉様：『あらやだ、ドンくさい子ねえ。とりあえず点てん蔵ぞうの方はどうなの？』

　見ている限り、忍にん者じやの動きは止まっている。だが、

・あさま：『大だい丈じよう夫ぶです。メアリの話はちゃんと聞くようにと、合がつ宿しゆく前の夜にそう釘くぎを刺しておきましたから』

・●　画：『アンタ、自分の時もそのくらい言えるようになっときなさいよ』

　ネームの話ではない。まあこんなところで言うのも何だが、

・●　画：『アンタ達、ホライゾン追いかけてる馬ば鹿かを陰から応おう援えんしたり手伝ってて、でもそれに運良く気付かれて拾われたんだから、物もの怖おじするだけ損だからね？　──私が』

・銀　狼：『さ、最後に何か酷ひどいの来ましたわ！』

　まあそれだったら途と中ちゆうまでは同意なのだろう。

「全く、──〝彼が幸せになるんだったらそれが嬉うれしいし、別に私は〟みたいなの、流行はやらないっていうのに」

　自分も以前似たような事言って一生の貸しになるような説せつ教きよう食らったので、敏びん感かんネタだ。

　だが青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽも今は忙いそがしい時間帯たいだろう。だとすれば、

「ほらテンゾー。いいネタを寄よ越こしなさい」
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　……二人以上で御ご座ざるか……！

　一いつ瞬しゆん、経済的にどのくらいの稼かせぎをすべきかを試算してしまったが、今はそういうリアルを前に出す時間帯ではない。家を見に行く、というのも、〝夢〟なのだ。だから、

「双ふた子ごだと、メアリ殿どのとエリザベス殿のように育つので御座ろうかなあ」

　正直、〝あっち〟のように育たれると無む茶ちや苦く茶ちや困る気もする。だがメアリは、

「点蔵様と私のように育つかも知れませんよ？」

　一瞬、自分のように育つ女の子を想そう像ぞうした。

　……それは可哀かわい想そうに御座るなあ……。

　帽ぼう子しは脱げ、と教育しなければいけない気がするが、「御お父とうさんだってそうでしょう」とか言われたらどうするか。

　……これは御お父とうさんの身体からだの一部で御ご座ざる、とか言うで御座るかなあ。

　その場合、娘むすめには、「お前の帽ぼう子しはお前の身体の一部じゃないで御座ろう。生まれた時に身につけてなかったし」と言えば完かん璧ぺきか。後は自分が、実家と口裏を合わせて生まれた時から帽子着ちやく用ようだった事にすればいい。うむ。

「──それはそれで、賑にぎやかで御座ろうなあ」
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・貧従士：『第一特とく務む似の娘むすめさんには同情しますよね』

・金マル：『やっぱり、金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうを信しん仰こうする訳わけ？』

・●　画：『それ相手が男？　女？　女だったら自じ給きゆう自じ足そく家庭よね』

・十ＺＯ：『ちょ、ちょっと気になって覗のぞいてみたら案あんの定じようで御座るよ！』
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　ともあれ、と点てん蔵ぞうは思った。

　……メアリ殿どの、自分とそういう広義の共同作業するの、有りなので御座るなー。

　まあ一いつ緒しよにいようと決めた時点で、覚かく悟ごというか、飲み込みではある筈はずだ。自分も、ただ憧あこがれではなく彼女を欲しいと思ったのだから、

「何と言うか……」

　メアリ殿には、改めて気付かされる事ばかりで御座るなあ、と思いながら、言葉が出た。

「自分やメアリ殿が、共にいたという事が、繫つながって行くので御座ろうなあ」

「それは──」

「あ、いや、子供の方で望む望まないとか、この親サイテーとか、あ、それはどっちかって言うとうちの父親とかそんな感じで御座るが、でも、えーと」

・不退転：『早くして。寝たいのよ』

　……寝てれ!!

　謎なぞの活用法で思ってしまうが、ただただ台詞せりふは紡つむがれた。

「メアリ殿と自分の関係が、自分達でなければ作れなかった新しい関係を、生んでいくので御座るな」

　言った先。メアリがこちらを見ていた。

　段々と、その顔色に朱しゆが差してきて、

「あの、私、はしたない事を言ったでしょうか」

「いや、嬉うれしい事を言って下さったで御座るよ？」

「嬉しい？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と自分は応じた。

「何もかもをまとめて言えば、それは自分がメアリ殿どのを好きになったからだと、そんなところからスタートなので御ご座ざるから」

「い、いえ、それは、あの」

　……何かしくじったで御座るか……!?

　一いつ瞬しゆん、嫌いやな汗あせが浮いたが、メアリが次のタイミングでこう言った。

「点てん蔵ぞう様より先に、私の方が点蔵様を好きになったと、そう思います」
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　アデーレは、湯ゆ屋やの入口縁べりでリーニング姿勢だった第四特とく務むが振り向くのを見た。

　彼女は真顔で、横に開いた口から下に滝たきが流れるジェスチャーをして、

「砂さ糖とうダバァ──」

「ああいう感じで幸福競きよう争そうをし始めると凄すごいよね、テンゾーとメーやん」

　そうね、という伊だ達て家け副ふく長ちように、自分は首を傾かしげる。

「伊達家副長も、ああいうの見るの面白いんですか」

「ア、アデーレ、面白いとか、言っちゃ、駄だ目め……？」

　疑問形さね、と第六特務が言うが、まあそれはそれとして。こちらの疑問の行く先、伊達家副長が軽く天てん井じようを見上げた。

「……生き方が違うと、全く参考にならないわよね」

「ああ、でも神啓レデイオドラマでイケメンどもが恋れん愛あいものとかやってるの、全く参考にならないから面白いんですよねアレ」

・副会長：『というか私、まだ階段に座ったままで、風ふ呂ろ入ってないんだが……』

・ベ　ル：『あ、ご、御ご免めん、ボイラー止めちゃ、った……』

・立花嫁：『まだ、湯自体は残ってるので大だい丈じよう夫ぶかとは思いますが』

・副会長：『あー、逆にシャワーが使えないのか』

・金マル：『つーかセージュン、メーやんとテンゾーの事が風呂以下になってないかな？』

・副会長：『うーん、下手へたに国際問題起こさなきゃいいんだが、くらいには大だい事じに思っているぞ？　同級生だしな』

・女子衆：『……何か重いよ！』

　さて、と自分達は第四特務に続き、一ひと息いきを吐いた。現状言える事としては、

「メアリさん、決けつ戦せん前に大事な時間過ごしてますよねー」
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　点蔵は、メアリの言葉を聞いた。

「だって、私、点てん蔵ぞう様と墓ぼ所しよの剣を抜いたりしている前から、もう、意い識しきしてましたから」

「そうなので御ご座ざるか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが頷うなずいた。

「点蔵様、輸ゆ送そう艦かんの破は片へんから私を護まもって下さったじゃありませんか。それで私、勘かん違ちがいして」

「その辺りは浴場の中で聞いたので御座るが……」

　……こちらに気があって風ふ呂ろに入ってきたとか、メアリ殿どのかなり直ちよく情じよう径けい行こうな気が。

　まあそれはメアリらしい部分でもあろう、と思う。だが、そう考えると、

「倫敦ロンドン塔とうの前でキスしたら、歴史が変わってたで御座ろうなあ」

「ふふ、──教きよう義ぎ上、胸の大きさを確かめてなければいけませんものね」

　御家族の前でそれをやったら確実に公開処しよ刑けいされていたと思う。

　……エリザベス殿どの、確実にメアリ殿の事、超──────────────────好きで御座るからな──。

　とりあえずタメてみたが、五倍くらいタメないといけない気がする。ただ、

「メアリ殿」

　そろそろ寝ないと、と言おうとして彼女を見ると、

「────」

　メアリが、目を閉じた顔をこちらに向け、軽く顎あごをあげている。
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　……チューで御座るか！

　チュ────────────────────、ととりあえずタメてみて、個人的にはそのくらいしてみたいところではあるが、何でこういうシチュエーションになったのか解わからん。だけどよく考えてみると、

　……あ！　自分が倫敦塔云うん々ぬんを言ったからで御座るか！

　ならばこれはメアリ殿の気き遣づかい。応じなければならぬで御座るが、

「────」

　角度が悪い。いや、メアリの顎の上げ方の角度とか、そういうのではない。この位置は、湯ゆ屋やの入口からまっすぐに見える位置なのだ。

〝忍にん術じゆつ座り位置替え〟を行って、メアリをちょっとズラすべきか。だがその場合、メアリがチューの後に異い変へんに気付く恐れもある。だとすれば、

　……このままチューして、本ほん能のう寺じの変へん後に出る同どう人じん誌しのネタになるで御座るか……。

　下手へたをすると、本能寺の変の最さい中ちゆうに、背後から討うたれる可能性もある。

　……これは……。

　否いな、面めん倒どうな事は後で考えようと、そう思った。すると、

「あ、爺じいちゃん！　あれ！　あれ見て！　ほら！」

　下からリフトで、分解した横よこ町ちように乗ってきた大ひろと泰たい造ぞうがすれ違っていく。意い外がいに速い動きのリフトの上、泰造は大を後ろに引っ張って、

「あまり見るもんじゃねえぞ大。──男の方がだらしねえな」

　……フォローかと思えばバッサリで御ご座ざるよ!!

　だが、タイミングは悪くない。リフトが上がっていく風の中、メアリが目を開けそうになる。そして自分のしている事が、他から見られるという事に気付いたのだろう。

「あ、あの、点てん蔵ぞう様」

　そこから何かを言わせるより早く、自分は彼女の肩を摑つかんで、軽く振り回すようにこちらの前へと引き寄せた。腰に乗せる訳わけではないが、姫ひめ抱だきにするようにして、背で後ろの連れん中ちゆうから彼女を隠かくす。

「メアリ殿どの、倫敦ロンドン塔とうの前では、こうしたかったで御座るよ」

　どのくらいタメて大だい丈じよう夫ぶで御座ろうか。





●






　アデーレは、第四特とく務むが立ち上がり、湯ゆ屋やの脱だつ衣い場じように設けられた寝しん所じよの中央まで行ってから膝ひざをつくのを見た。彼女はそのまま両腕うでで床を叩たたき、

「見せないとか、資料のためにどんだけ起きてたと思ってんのよ……！」

「おーお、現場、凄すごい勢いで花出てるよガっちゃん。見ない？」

「量だけ確かく認にんしといてマルゴット──」

　毛布も被かぶらず、だらけて横倒しになった匪ひ堕だ天てんは、背を向けた寝ね間ま着きの裾すそから脚あしをばたばたさせた。その上で彼女は二度、三度と、平泳ぎじみたムーブをして、

「本ほん能のう寺じの変へんの後のイベントで出す本が決まらないわ──」

「ネタが無いんですか？」

「あり過ぎよ、流石さすがは夏休み明けよね」

　だって、と彼女は言い、横向きのままで宙ちゆうに手を上げて魔術陣マギノフイグーアを幾いくつも開く。

「本能寺の変に勝ったら戦せん勝しよう。祭もあるわ。世界にとってターニングポイントなら、武蔵むさしにとってもそうなのよ。──イベントは賑にぎわうわ。だから一冊は鉄板ネタなんだけど、二冊目をどうしようかな、って」

「二冊目の候こう補ほが第一特務だったんですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、でもこの流れ見ると〝決戦の前だから〟っていうのは、どうにも説せつ得とく力りよく弱いわよねー……。どっちかっていうと、本能寺の変の後、新しん居きよ探しで入った部屋で試しに、とか、そっちの方が説得力出るわ」

「そんな事出来る男女だったら、そこでキス一つするのにモメてないと思うわ」

　そこは・それ、と第四特とく務むが手首を振って返す。うーん、と彼女は言い、

・●　画：『浅あさ間ま、ミトツダイラ』

・銀　狼：『何ですの？』

・●　画：『描いて欲しい？』

・あさま：『ダイレクトに何言ってんですか……！』

　そうよねー、とヘラヘラ笑ってる辺り、相当に逡しゆん巡じゆんしているのだろう。だが、今の流れで見るに、

「一冊目の鉄てつ板ぱんネタって……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、他と確実に被かぶるだろうけど、──総そう長ちようとホライゾンね」

　わ、と鈴すずが肩を震わせる。というか、今までも何度か見た気もするが、

「どういうネタにするんです？」

「Ｊｕｄ．、何描いても基本的には大だい丈じよう夫ぶよ。──あの二人の場合、現実が遙かにこちらを超える可能性があるから、そこで油ゆ断だんしたら負け。

　ふふふ、ここ一番の戦せん勝しよう祭さいに相応ふさわしい、作り手としての意い地じを懸かけたものになるわね」

　つまり、

「誰だれが最も、──画力と構こう成せい力りよくを無む駄だに使ったかを競うのよ」







[image: 第十三章『風呂場の避難民』]
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　浅あさ間まは、寝ね間ま着き姿すがたで風ふ呂ろ場ばにいた。

　白いバスタブに湯を張り、温度を管理するのが今の仕事だ。だが、

「まだ、ちょっと慣れないんですよね……」

　バスタブの保温能力が低いのか、湯温の保持設定がやや難しい。

　……うちだと、この辺りガチ作りだったので、設定＝現実、って感じで上手うまく行っていたんですけどね……。

　自分の実家となる浅間神じん社じやの場合、裏手の泉いずみがそれにあたる。結けつ構こう広いものだが屋や根ね付きで空が見え、開放感があった。

　一応、外からは術じゆつ式しきでも覗のぞけないようにしていたが、たまに喜き美みが空から飛び込んできたりするので油ゆ断だんはならない。

　一方で青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの浴場は、窓があると言えど密みつ室しつだ。

　開放式と密閉式で、前者の方が温度管理が楽という辺り、浅間神社はやはり〝専用〟だったんですね、と痛感する。

　ただ、今の自分はここの子だ。表示枠サインフレームを開き、室温の抜け場が無いかをチェック。

「ええと、窓は……」

　窓まど硝子ガラスは内側からの透とう過か性せいを持つものになっている。空が広く見えていた実家に比べると、昼か夜かが解わかる程度の情報しか伝ってこないが、意い外がいと室温は抜けていない。

　……だとすると、湯温が保持出来ないのは、やはりバスタブのせいですね……。

　バスタブ自体に断だん熱ねつ剤ざいを当てるのが正解なのだろう。

　だが、後付けでそれは無む理りだし、最初からそういうのを用意するとなると、バスタブが大型化するので、この浴室を大改造しないといけない気がする。

　それは無理だろう。何しろ、

　……喜美かトーリ君の要求なのか、バスタブに浅く寝て脚あしが伸ばせるんですよね。

　以前、お泊とまり会で来た時は、ちょっと違った気がする。確か、バスタブの片側に背をつけたら、逆ぎやく端はしに足裏がついたし、横幅ももっと狭かった気が。

「喜美辺りが、もっと広いの欲しいって言ったんですかね……」

　直なお政まさによるリフォームは完かん璧ぺきに近い仕事だ。水みず漏もれも無ければ、排はい水すいのための傾斜も無理が無い形でついている。

　洗い場が広く感じるのは、やはりバスタブが大きめでも、縁ふちが薄いタイプだからだろう。管理性よりも感覚、そういう作りなのだと思う。だからこの風呂から得られるのは、

　……開放感、というのは、また別ですね。

「うーん……」

　風ふ呂ろ語りをしてしまうのは何だが、久しぶりに帰き宅たくしてみると、「ああ成なる程ほど」と思うところは結けつ構こうある。

　というか、何故なぜ今、ここで風呂の湯の調ちよう整せいをしているかと言うと、

・銀　狼：『智とも、そっち、まだやってますの？』

・あさま：『え？　もう終わったんです、か……？』

・銀　狼：『違いますわよ!?　間が保もちませんの……！』

　ああそうでしょうね、と自分はしみじみと頷うなずく。というのも、

「まだホライゾンとトーリ君が部屋に入ってない訳わけですか……」

　自分が風呂の用意をしているのも、そのためだ。





●






　浅あさ間まは内ない心しんで頭を抱える。とりあえず青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに戻ろうと言う時、自分とミトツダイラは気を遣つかって浅間神じん社じやか鈴すずの湯ゆ屋やに行こうとしたのだが、

「浅間様！　ミトツダイラ様！　万が一の事があったら面めん倒どう至し極ごくなので、ちょっとこっちの方でお願い出来ませんか」

「いえいえいえいえいえ、それはちょっとちょっと」

　と固こ辞じしようとしたのだが、気付くと両腕うでがこちらとミトツダイラのスカートを引っ張っているし、彼の方も彼の方で、

「いやー、準備中の間が保たないっていうかー」

　というので、諦あきらめ感覚で同行する事になった。

　まさかこういう人生歩むとは、とも思うが、この人に付き合うなら何が起きてもしょうがないか、という覚かく悟ごくらいはあった気もする。

　……しかしここまで頼られるとは……。

・賢姉様：『フフ、あれよねえ。主人公こうがヒロインとイチャついてる時でも、帰り場所やその補助をやってる秘ひ書しよみたいな尽くす女系けい』

・あさま：『尽くすだけで傍そばにいられると思ってる訳じゃないですよ』

　言い返してやると、そうねえ、と喜美が微笑した。そんな気がした。そして、

・賢姉様：『尽くすだけじゃなく、頼られないと駄だ目めよね』

・あさま：『それ、能動的なもの以外に、受動的なものまで増えてる気がするんですが……』

・賢姉様：『フフ、でも、何かあったら、頼るのよ、アンタも。率りつから言って三パーセントもない気がするけど、そういうのが〝ある〟ってだけで全く違うんだから。……愚ぐ弟ていも、その辺りの事言っただろうから、アンタここにいるんだとも思うけど』

・あさま：『あー……』

　その通りだ。流石さすがよく解わかってる。だけど喜き美みは、

・賢姉様：『答えなくていいわよ。アンタと愚ぐ弟ていの内ない緒しよ。私やホライゾンやミトツダイラにもあるような秘ひめ事。だから──』

　だから、

・賢姉様：『風ふ呂ろは温ぬるめがいいんじゃないかしら』

・あさま：『い、いい話でまとめようとして思いつきませんでしたね!?』

　いつも通り過ぎる。しかし、

　……湯温は、ええと……。

　バスタブの蓋ふたをつけると、どのくらい保持出来るか。その辺りを思し案あんしながら、

・あさま：『……でもコレ、どうなんでしょうね』

・銀　狼：『何がですの？』

・あさま：『いや、トーリ君とホライゾンがイチャついてる間、〝フツーにしてていいよ〟とか言われましたし、防音術じゆつ式しきとかもさっきガチ設定しましたけど、コレ、私達が先にお風呂頂いただいていいんでしょうか……』

　思案する。つまり、

・あさま：『……たとえばミトとトーリ君の場合だと、かなりクンクンナメナメ入ってるから、先客無しの綺き麗れいな禊祓みそぎ仕し様ようで入りたいですよね？』

・銀　狼：『何で私が思案対たい象しようになってますの……!?』

・あさま：『いや、ホライゾンとトーリ君だと〝酷ひどくなりますね……〟という以外に予想がつかないものなので……』

　だけど現状として考えた場合、

「えーと、さっきシャワーは浴びたんですよね、二人とも」

　帰ってきて、彼が先で、ホライゾンが後。彼の方は、こちらに風呂の用意を頼んで、

「万が一を考えたら、伝讃筐体ＰＣに防護の符号プロテクト掛けておかねえとな……」

　と真剣な顔で言うのはどの辺りまでネタなのだろうか。しかし自室に入っていろいろ整理をしている辺り、思うところはいろいろあるのだろう。一応、こっちとしても、ホライゾンと彼の居きよ室しつ、それぞれ二部屋に防音術式などを掛け、情報が漏もれないようにしている。

　一番恐ろしいのは、現場のノリというか、現場の判はん断だんで実じつ況きようが始まってしまう事だが、これももうこっちで結けつ界かいを強制的に組み、二人が中で悪さをしても、外にはそれを通つう神しん出来ない事にしておいた。

　……ただ、何をするか、まだ予測がつきません。

　だから万が一を考え、緊きん急きゆう時じ用に外と連れん絡らくが取れるよう、表示枠サインフレームを一枚配置はしておいた。要するにナースコールというか、メーデー用。そこまでやって喜き美みに言われたのは、

「アンタ業者の人？」

「あ、浅あさ間ま神じん社じやは結婚とか出産とか担当してるので、こういうの充実してるんですよっ」

　……でしたよねー。

　興きよう味み本位で調べたところ、永続的なサービス商品として〝炎えん上じよう結けつ界かいセット──二人の愛を燃え上がらせましょう！〟というのがあったが、どうも定期的に数が出ている辺り、愛好者がいるのだろう。古こ事じ記きでは浮うわ気きを疑われた時にサクヤがぶちかました炎上部屋の出産だったが、コレ普通に二人で使ったら、女性の方から「逃がしゃしねえ」感あるような。

「うーむ……」

　ともあれ、思し案あんする。問題なのは、湯の順番だ。

・あさま：『ミト？　──トーリ君の匂においがあった方がいいですか？』

・銀　狼：『ど、どういう質問ですの……!?』

・あさま：『いや、トーリ君達の後に入ったら必然的にそうなる訳わけで……』

・賢姉様：『アンタ達先に入って、湯を張り替えたらいいじゃない？』

・あさま：『うーん……、実家でそれをやった時、何か凄すごい無む駄だにした感があったので……』

・賢姉様：『うちはうちだし、浅あさ間ま神じん社じやの泉いずみの水量だと、確かにねえ……。でもまあ、私がそうしたいから、って事で収めておきなさいな』

・あさま：『喜き美み？』

　何？　という問いに、吐と息いきをつけて言葉を送る。

・あさま：『気を遣つかって、というか、──そう尽くしてるのは、喜美もですよね？』

・賢姉様：『フフ、私はもう、頼られが超ちよう越えつしまくってるもの』

　流石さすが過ぎる……、としか感想が出ないが、適てき材ざい適てき所しよだ。自分が出来ない発想は、誰だれかがする。そういう意味での布ふ陣じんでもあり、ここに入ったのだと思う。だから、

・あさま：『じゃあ、私から入っちゃいますけど、いいですか？』

・銀　狼：『ちょ、ちょっと待ちなさいな！　私、こっちで放ほう置ちですの!?』

・あさま：『参考までに聞きますが、今、そっちの状況は？』

・銀　狼：『今、食堂の方で、我が王が持ち出してきた対戦格かく闘とう〝ブシドーブレーキ〟を皆でやってますの。テンションゲージがＭＡＸになるとすぐにＨＡＲＡＫＩＲＩしようとするので、ブレーキ掛けてからウチイリアーツをしないといけないのが面めん倒どうで』

・あさま：『……あの、それ、ずるずる続いてトーリ君とホライゾンのタイミングを失する気がするので、早めに切り上げた方が』

・銀　狼：『い、いえ、ホライゾンが強くて崩くずせないんですのよ……！』

　急いで検けん索さくを掛けたら、攻こう略りやくサイトがあった。ああ、このライターのバケツアイコンはペルソナ君ですよね、と思いつつ、

・あさま：『ミト！　[image: ]＋Ｈ攻こう撃げきで中段侘わび攻撃なので、そこからですよ！　あ、Ｈ攻撃は〝エッチ攻撃〟って読むらしいです！』

・銀　狼：『一発で憶おぼえてしまいましたけど、絶対に一生でここ以外使わない知ち識しきですわ！』

　十五秒経過した。

・銀　狼：『智とも！　智！　勝ちましたけど、ホライゾンが〝さあ、次はトーリ様の番です〟って言って私の勝ちをカウントしてくれませんのよ!?』

・あさま：『トーリ君、上手うまいんですか？』

　十五秒経過した。

・銀　狼：『智！　智！　我が王がマッハで三タテ食らって、さっきからこっちをちらちら見てますのよ!?』

・あさま：『中段侘わびを教えてあげたらどうです？』

・銀　狼：『いえそれが、さっきホライゾンの側に喜き美みがついてしまいまして、要するに我が王がタコにされてますの』

・あさま：『喜美──!!』

・賢姉様：『ククク、男なら勝って勝ち取るものよ！　さあ来なさい！』

　勝って勝ち取る、で意味が二重になってる気がするが、喜美だから仕方ない。ともあれこちらは二秒程思し案あんした。そして、

・あさま：『ミト、そういう場合は〝私は騎き士しですので我が王の代だい理りをしますの！〟って言って、──あ、キャラは〝コーモンマスター〟が、めくりカンチョー多いですけどミトの襲しゆう名めい先さきがモデルだと思うので頑がん張ばって下さい！』

・銀　狼：『よく考えたら正式表ひよう記きはマスターコーモンじゃありませんの？』

・あさま：『いえ、攻こう略りやくサイトに書いてあります。〝この男、コーモンをマスターした〟って。

　つまりマスターしたんじゃないでしょうか』

・銀　狼：『訳わけ解わかりませんわ──！』

　十五秒経過した。

・銀　狼：『智！　智！　コーモンマスター強いですわ！　私の手て捌さばきに馴な染じみますの！』

・あさま：『報告しなくていいです』

　十五秒経過した。

・銀　狼：『智！　聞いて下さいまし！　私がチャンピオンで決定したんですけど、我が王が〝じゃあ次はコレだ〟って〝物もの盗とりー・失われた青春編〟を！』

・あさま：『あ、それ私強いので、じゃあ私が』

・銀　狼：『智！　フツーに週末の夜みたいになってますのよ──!?』
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　喜美は、さて、と腰に手を当てて言った。

　食堂の椅い子すに座って、大画面化した表示枠サインフレームを前にした三人に向かって、

「フフ、そろそろ片付けなさい。寝る時間が無くなるわよ？　──あと、ミトツダイラも風ふ呂ろに入ってきなさいな。浅あさ間まと一いつ緒しよでも構わないんでしょ？」





●






・あさま：『喜き美み──！　何でそれをもっと早く言わないんですか!!』

・銀　狼：『ズルい！　ズルいですわ！　私、いらん知ち識しきまで憶おぼえましたのに！』

・金マル：『安心しなよミトっつぁん。アデーレなんかそういう知識憶えまくったまま、もうマジで一生抱えて生きていくんだから』

・貧従士：『い、いや、ゲームを楽しんでますよ！　無む駄だじゃないです！』

・不退転：『そうやって一生のいらんものが累るい積せきされていくのね……』

・賢姉様：『フフフ、──というか、こういう区切りを作るためにも、浅間やミトツダイラがいてくれて良かった感ねえ』
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　ミトツダイラは、いらん疲ひ労ろう感かんを得ながら、自室に足を向ける。

　と、その時、足あし下もとに来ていた右手が、後ろを指差した。

　何ですの？　と振り向くと、ホライゾンが左手を挙げていた。

「有あり難がとう御ご座ざいましたミトツダイラ様。ホライゾン、勝負の前には動どう態たい視力と反射神しん経けいをハネ上げておくべきと考えていたもので、いい練習を頂いただきました」

　はあ、と頷うなずいて自室に入る時、ホライゾンがこう言った。

「ではミトツダイラ様。そちら浅間様と御お風ふ呂ろですか。──こっちもテキトーに終わらせたら交代と、そんな感じで行きましょう」
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　浅間は、水着姿すがたのミトツダイラが浴室に入ってくるのを見た。

　しかも彼女は、木の丸まる椅い子すに座るなり、表示枠サインフレームを大画面で展開し、音おん響きよう術じゆつ式しきも広げていく。

「あれあれ、ミト、どうしたんです、……か？」

　問うと、狼おおかみは半はん目めで振り返った。

「我が王とホライゾンが、戦後にここを使うそうなので、番してますの」

「えっ」

「ええ。──〝交代〟って言われましたわ」

「え!?　……い、いえ、あの、湯を張り替えないといけなくてですね？」

「ええ。──浅間様と、って言われましたの」

　ミトツダイラの笑えみに、浅間は口を横に開く。

「いやあ、あのう、私、すごーく長風呂になりそうな事が確定するんですけど、その場合」

「ククク、こっちはこっちで待たい機き組ぐみが御お風ふ呂ろパーティーよ──!!」

　いらんものまで水着で追加になって、さてどうしたものか。
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　とりあえず布ふ団とんが敷しかれたホライゾンの居きよ室しつスペースに入って、トーリはこう思った。

　……何かこの部屋、俺おれの部屋より男らしいんですけど……。

　壁に大罪武装ロイズモイ・オプロ。奥には軽い本ほん棚だなと神かみ棚だな。

　あと、窓際側に、浅あさ間まが用意してくれた緊きん急きゆう時じ用の通報表示枠サインフレームがある。浅間なりにいろいろ思し案あんしたのだろう。とりあえず立ち上がらないと押せない高さにあって、

　……でもコレ、寝てる時に非常事じ態たいになったらどーすんだろうなあ。

「一応コレ、押すと皆に通話出来るんだっけ？」

「おやおやトーリ様、実じつ況きようがしたいのですか」

　何か試しで押したくなったが、浅間やミトツダイラがスっ飛んでくる気もするので、とりあえずやめておく。そして部屋を見回し、

「あのさ、オメエ、何か他のものは？」

「フツーに後ろの収しゆう納のうに突っ込んでますが、何か？」

「あー、そっかー、そっちの方が常に〝手元〟だよなー……。ちなみにあれ、重量制限とか空間制限とかあんの？」

「一回、蓋ふたせずにうっかりしてたら、鈴すず様の湯ゆ屋やの湯を激げき減げんせしめた事がありましたが、実力的にはまだまだ余よ裕ゆうだったかと」

「その湯は？」

　問うた先、ホライゾンが布団の上に腹はら這ばいになった。彼女は肘ひじをつき、

「まあ、こういう感じにして傾けてダバアとやったら、浴よく槽そうに食器やら工具やらがぶちまけられて大たい層そうえらい事になったと聞いております」

　ふうん、と自分は言葉を挟んだ。

「……オメエ、ちゃんと友人づきあいとかやってんだなあ」

　言うと、ホライゾンが手招きした。何事かと思い、期待にくねくねしながら近寄ると、

「失しつ敬けいな」

　いきなり回転の速いフロントスープレックスをぶち込まれた。
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　脳のう天てんから落とす形だった。ゆえにホライゾンが離れた後も、馬ば鹿かは頭を下にしたままの直立姿勢を三秒程保った。

　ややあってから、窓の側に倒れた馬鹿は、布団の上でバウンドし、

「痛え──！　何いきなり！　というか、いつそんな技!?」

「ホライゾンに暇ひまな時間があれば、直なお政まさ様にも暇な時間がありまして」

　ホライゾンは、馬ば鹿かに対して言った。

「油ゆ断だんすると、禁じ手も含めてぶち込みますのでお気をつけ下さい」

「く、くそ、最終ラウンドで一気に難度を上げてきやがった……！」
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　トーリは、どーしたもんかなー、と思し案あんした。

　……コレ、時間内に出来んのかな……。

　１ラウンド六〇分一本勝負だろうか。どうだろうか。

　ただ、ホライゾンが息を吐いて座り直す。

「先さき程ほどの話ですが、──このホライゾン。トーリ様より友人はいますよ」

「な、何だその変な対たい抗こう心しん……！」

　言ってる間に、ホライゾンが背後から表示枠サインフレームのフリップを出した。それはこちらが表ひよう層そう部ぶで猫ねこを追いかけて逃げられている画が像ぞうと、

「──こちら、ホライゾンが青雷亭ブルーサンダー前で水やりをしているところに同じ猫がやってきて、水を与えているところです。同様の案あん件けんがここ二ヶ月で二十一件程発生しており──」

「俺おれそんなに猫にフラレてきたのか……」

「なお、こちらも──」

　フリップには、何処どこかの地下室内、それも広いところで、ホライゾンが青雷亭の籠かごを手にして歩いている。並ぶ机つくえの間を行く彼女に手を上げているのは、代表委員長だ。

「──青雷亭の仕事で、各委員会などに行う出前や定期的な行ぎよう商しようによって、多くの場合、ホライゾンは感かん謝しやと畏い敬けいの念で迎えられております。ええ、どなたかが、如何いかに仕事を妨ぼう害がいしているかなども伺うかがいますので、ホライゾンが打だ撃げきをぶち込むたびにホライゾンの支し持じ率りつは上昇。再度伺った時には商品も売れて店てん主しゆ様も大喜び。ホライゾンも新しん規き商品の開発や、水の販はん売ばいなどに精が出るというものです」

「く、くそ！　俺だって本ほん舗ぽでいろいろ作るもんね！　これから人にん気き急上昇だぜ！」

「そしてそれをホライゾンが行商する事で、ホライゾンの人気もまた上がる訳ですねえ」

　ホライゾンが言った。

「──ホライゾンはその時、余よ裕ゆうがあるので、きっとトーリ様の事や、喜き美み様、浅あさ間ま様やミトツダイラ様との生活の事を話しましょう。それで〝うち〟の事を知って貰もらって行く中で、成長して、何処どこがとはいいませんが、アデーレ様のためです。ええ。それでまあ、何でしたか。まあアレです。──〝うち〟の事を知ってくれた人達に助けられたり、助けたりして、のんびり生きていくのですよ。一生そうやって、楽しくやっていくのです。ホライゾンとトーリ様だけだとぶん殴なぐって終わりかもしれませんが、〝うち〟ならそうは問とん屋やが卸おろしませんでしょう。だからトーリ様」

　だから、

「青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽをしっかりやって行きましょう。──ホライゾンも新企き画かく続々です」

「最後のソレ！　ソレが問題だぞ現状！」

　座り体勢からの立ち上がりに移行したブレーンバスターを叩たたき込まれた。
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「あれ……？」

　浅あさ間まは、喜き美みの髪かみに洗せん髪ぱつ剤ざいを通しながら、顔横に出た表示枠サインフレームに気付いた。

　通つう神しん用だが、今いま時じ分ぶん、誰だれかこちらに連れん絡らくをしようという人はいただろうか。

　……父とうさんから、でしょうかね……。

　と、確かく認にんしようとした時だ。床に敷しかれた断熱簀すの子この上、神啓レデイオ演劇で何を流すかリストを見ていたミトツダイラが、慌あわてた動きで振り向いた。

「智とも！」

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくが入っていたせいで、一いち畳じよう程の簀の子ごと狼おおかみが半回転する。

　勢いよく背中を向けたミトツダイラに、こちらはちょっと笑って、

「どうしたんですかミト、そんな、尻尾しつぽ追いかけてる子犬みたいにハシャいで」

「い、いえ、それどころじゃありませんわ！　コレ！」

　と見せられたのは、表示枠だ。自分の顔横にも出ているコレは、

「えーと……」

「智が設定した、我が王とホライゾンの部屋の緊きん急きゆう通神用ですわよ！」

　それはどういう事かと言えば、

「──我が王とホライゾンの声が、さっきからコレ通して聞こえてるんですのよ!?」
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　え？　という顔をした浅間に対して、ミトツダイラは言った。

「緊急通神用の表示枠をセットしましたわよね？　それのスイッチが、どういう訳わけか入ってしまったと思いますの」

「え？　いや、ちょっと待って下さい。アレ、結けつ構こう高い位置に設置したのと、かなり強く叩かないとスイッチ入らないような設定になってるんですが……」

「ホライゾンが我が王にブレーンバスター入れたらスイッチ入りますわ！」

　言うと、浅間が右手で顔を覆おおって、左手をこちらに立ててきた。ちょっと待て、という事だろう。だがその間にも、表示枠からは王の声で、

『いてえ──！　何!?　何今のコンパクトな一いち撃げきは……！』

　現場は一方的な状態らしい。
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　通つう神しんが入っているという報告を受けたのは、トーリだった。浅あさ間まからの指し示じでは、

『表示枠サインフレームの横に初期化ボタンがあるのでそれを押して下さい！　ミスっちゃ駄だ目めですよ？』

「参考までに聞くけど、ミスるとどーなんの？　たとえば全部一気押しとか」

『ええ、緊きん急きゆう用として、フリーハンドで行けるよう、通話状態でロックされます』

　己おのれは、ホライゾンと共に表示枠を見た。〝横〟とされる位置に、ボタンが三つくらいある。

　そして更さらによく見ると、既すでにホライゾンが全部のボタンを握るように押していた。

「……おい。オメエは……」

「いや、〝押して下さい！〟と言われましたので。即そく座ざにウホッとゴリラ押しを……。

　ちなみに、ミスったかどうか、解わかりたくないのですが、どういたしましょうか」

　うーん、と考え、閃ひらめいた。その答えを、自分は手を一つ打ってこう言った。

「よーし見なかった！　何にも無かった！　オマエらもそうしとけ──！」

　結局、何か実じつ況きよう状態になった気もするが、芸げい能のう神しんへの奉ほう納のうになんのかなコレ。







[image: 第十四章『岩戸の相対者』]
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　何だ何だ、と、結局眠っていなかった女おんな衆しゆうが、薄暗がりの中で起きてくる。

　その中央に出た表示枠サインフレームに対し、まずナルゼは一度手を合わせ、土ど下げ座ざして、

「ネタの神が私の信心に応こたえてこれを授さずけて下さったんだわ……」

・あさま：『あ！　ちょっとそっち！　手違いというか、想そう定てい外がいの事故で、トーリ君とホライゾンの合がつ体たい実じつ況きよう中ちゆう継けいが始まってると思いますが、無視して下さい！』

・●　画：『な、何よアンタ！　これは私の神様のものよ!?　自由にさせないわ！』

・あさま：『……変な新しん興こう宗しゆう教きように染まってないで、ナルゼ、そっちで聞いてるんですね!?』

　いやまあ、と割り込んできたのはマルゴットだ。彼女は浅あさ間まの表示枠に向かって、

・金マル：『つーか何コレ？　一回目から露ろ出しゆつプレイ？』

・あさま：『いや、実際は事故なんですけど、流れ的にはまあ、フツー、トーリ君がアレだからそう思いますよね……。私の方からも後で注意しておかないといけないな、とは思うんですが、今回はホライゾンもいるから流石さすがにそうじゃあないだろうと、ええ、私は信じてるんですが、私もちょっと甘いですから──』

・不退転：『どんどん肯こう定ていする方に行ってないかしら』

　相変わらず過ぎる。だが、アデーレが首を傾かしげ、

・貧従士：『コレ、どういう事なんです？』

・あさま：『ええ。──ホライゾンがトーリ君にブレーンバスターを叩たたき込んだら実況が始まっちゃってホライゾンが通話のロック掛けてしまったんです』

・金マル：『あー、あるある』

・蜻蛉切：『流石はホライゾン様に御ご座ざるな……！』

・ベ　ル：『えっ？　えっ？　ブレーン……？　どういう、事？』

　そうですねえ、とアデーレが立ち上がった。

「ちょっとお願いします！　直なお政まささん！」

「Ｊｕｄジヤツジ．。こういう感じさね鈴すず」

　直政が、アデーレの頭を左脇わきに挟んで、仰のけ反ぞりながら、彼女の全身をまっすぐ上に持ち上げた。弧こを描く軌き道どうで、しかしアデーレの身体からだが天地逆さにまっすぐ上に立った。それで、

「これで脳のう天てんから下に落とすんで、ブレーンがバスターって事なんです！　──あ、ハイ、第六特とく務む、下ろして下さい！」

「はいよ」

　と言った直政が、アデーレを脳天から下に下ろした。

「垂すい直ちよく落らつ下か式ですね」

　誾ぎんが解説した直後。床が震しん動どうし、頭から行ったアデーレの全身がバウンドする。

「あ────いたあ────!!」

　わあ、と声を上げる鈴すずの横、メアリが拍はく手しゆして、

「よく解わかりました。これで足か何かが当たって、スイッチが入ってしまったのですね」

　全く解らないが、まあいいだろう。だがアデーレが起き上がって、

「あいたたたた！　な、何でマジ掛けするんですか直なお政まささん！」

「あれ？　そのつもりじゃなかったんさね？」

「……うん、横で見てて、何か意い思し疎そ通つうが出来てないだろうなー、って思ったかな」

　ともあれ謝る直政を別として、こちらは大体まとまった。

・●　画：『浅あさ間ま、とりあえず納なつ得とくは出来たわ。どうすればいいの？』
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　今の説明で通じましたの？　というミトツダイラを横に置いて、浅間は思し案あんした。

　とりあえず、こちらからどうにかしようとしているのだが、

「術じゆつ式しきの削さく除じよは可能なんですけど、介かい入にゆうと変へん更こうが無む理りなんですよねー……。機き能のう的にあまり多くのものが必要じゃ無い組み方したので」

　と、浅間は幾いくつかの術式をナルゼに送る。

・あさま：『ええと、ナルゼ？　今、そっちに術式送りました。今立ち上がってる通つう神しん術式のパッチで、音声を封じるものです。それを当てれば、現場の実じつ況きようは聞こえなくなりますから、早めにちょっとお願いします』
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　Ｊｕｄジヤツジ．、とナルゼは、浅間から届いた術式表示枠サインフレームを即そく座ざに手しゆ刀とうで叩たたき割りながら言った。

・●　画：『解ったわ。聞かないようにする。それでいいわね？　皆も』

　皆が、お互いの顔を見合わせて、頷うなずいた。

・女　衆：『……Ｊｕｄ．！』

・あさま：『何だか不安になりますけど、駄だ目めですからね聞いたら。ホント、絶対、絶対駄目ですからねこういうの。聞いちゃいけませんからね？　解ってますね？』

・金マル：『思い切り〝釣つり〟に来てないかな？』

　まあまあ、と言ってる間にも、現場は進行しているようだ。

　声が聞こえる。

『──というか、ちょっと待て！　その身み構がまえはやめろ……！』

『ほほう、トーリ様、この状況で話し合うという事が出来ませんか』

　何をしているのよ一体。あと、浴場の扉とびらを開けてやってきた正まさ純ずみが、

「あ？　おい、何やってんだ今。早く寝ろよ」

　仕方ないですね……、とアデーレが首を鳴らしながら直なお政まさと立ち上がって説明に入る。
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　うーん、とトーリは思し案あんした。とりあえず意い思し疎そ通つうは出来てんだよな、と。

　……途と中ちゆうで技が入ってくるのも〝味〟だよなー。

　だとすれば、大だい事じな事は、確かに話をする事だ。

「えーと、さっきまで、何話してたっけ？」

「明日あしたの夕ゆう飯めしは虫がいいとか、セミが美味うまいとか、そんなだった気がしますが」

「言ってねえ──！　オマエが俺おれにオッパイ揉もませたくて期待度２０００☆パーセントって辺りまでは話進んでた気がするぜ！」

「カ──ッ、ペッ」

「室内で音だけやるとかなかなかだなホライゾン！」

「で、何でしたっけかトーリ様？」

「い、いや、だからオッパイが」

「もう一度」

「だからオッパイが」

「はあ？　もう一度」

「オッオッオッ」

　両腕うでで布ふ団とんを叩たたき叫んだ晩ばん夏かの夜だった。

「すみませんあまり面白いと思ってませんでした……！」

「宜よろしいです。──確か青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽをちゃんとやっていこうとか、そんな話だった気がするんですが、今、冷静になってみると、店を一いつ軒けんやっていくのは大変そうですねえ」

「か、感動的な話にセルフダメ出しした……！」

「まあ、自己反省でバランスを取るのがホライゾンです。優ゆう秀しゆうなので」

　ただまあ、と彼女が言った。

「そういうものを望んで、ここにいるのでしょう」

　そっかー、と己おのれは頷うなずいた。あー、と天てん井じようを見上げ、一ひと息いきついた上で、

「……まあ何だ。一生、楽しくやっていきたいかよ、ホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、一生楽しければ、一生、哀かなしい事はないでしょう。一生、何十年か解わかりませんが、毎年、極きよく東とうを周まわっていれば、何処どこかで楽しさの周回プレイに入ったのだと、そう思う時も来るでしょう。そうなればもう、死ぬ事も怖こわくはないのでしょうね」

「そういう日の初日からそっちまで話が行くか──」

　いえ、とホライゾンが言った。

「初日とは、違います」





●






　……楽しい日の、初日じゃない？

　ホライゾンの言葉に、トーリは思し案あんした。一応、念のためとして、

「……これから先とか、そういうのじゃねえよな？　楽しい日の始まり、って」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そんな先の設定だったら、今、ここにいません」

　じゃあ、と己おのれは考え、言葉を作った。

「こうしようと決めた、さっきの夕ゆう飯めしの時？」

「違います」

「じゃあ、オメエら皆で話し込んでた絶ぜつ倫りん前夜？」

「違います」

「じゃあ、浅あさ間まやネイトとうちにきた日？」

「違います」

「じゃあ、天てん竜りゆうとかと話していろいろ教えて貰もらった日？」

「違います」

「じゃあ、テントで雑魚ざこ寝ねした日？」

「違います」

「じゃあ、こういう布ふ陣じんがいいと決めた日？」

「違います」

「じゃあ、ノヴゴロドで再さい起きした日？」

「違います」

「じゃあ、三み方かたヶ原はらで敗北した日？」

「違います」

「じゃあ、アルマダ終えてIZUMOにつく辺りの日？」

「違います」

「じゃあ、前にこういう話した、英国でのデートの？」

「違います」

「じゃあ、英国で焼き肉食って話し合った日？」

「違います」

「じゃあ、三み河かわでこう相あい対たいした日？」

「違います」

「じゃあ、三河で俺おれが何も出来なかった日？」

「違います」

　じゃあ、と少し考えて、問うてみた。

「じゃあ、武蔵むさしにやってきた日？」

「違います」

　じゃあ、と更さらに考える。

「じゃあ、──後こう悔かい通どおりで、一回死んだ日？」

「違います」

　そっか、と己おのれは思う。頷うなずく。そっかそっか、と二度頷いて、

「じゃあ、小しよう等とう部ぶの飯はん盒ごう炊すい爨さんや学芸会とかでハシャいだ日？」

「違います」

「じゃあ、小等部に入学した日？」

「違います」

「じゃあ、昔に、うちに来た日？」

「違います」

「じゃあ、初めて手ーつないだ日？」

「違います」

「じゃあ、初めて会った日？」

「違います」

「じゃあ、初めて笑った日？」

「違います」

「じゃあ、初めて泣いた日？」

「違います？」

「じゃあ、生まれた日？」

「違います」

「じゃあ、その、……まさかと思うが、……仕込まれた日？」

「……何をくねくねして言ってるのですか。何度も言いますが違います」

　いやいや、とこちらは彼女の半はん目めに手を振る。だけど、何となく解わかった。

「平行線だ」
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・あさま：『あ……』

・●　画：『あったわねえ、ちょっと違うけど』

・銀　狼：『ちょっと！　何を聞いてますの!?』

・傷有り：『いえ、これは、嬉うれしい話ですよ。──解ります』

・副会長：『何か、三み河かわでもこの辺りでツッコんでた気がするなー……』





●






「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね」

　ホライゾンが肯こう定ていした言葉に、トーリは頷うなずいた。

「じゃあ平行線で言おう」

　何だか、もうこれも懐なつかしいなあ、と思いながら、言葉を作る。

「平行線だ。──オメエ、実は楽しい日なんてまだ始まってねえんだろ？」

　問うた先、ホライゾンがまっすぐにこう応じた。

「いえ、違います」
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　全く、とホライゾンは思った。しつこい人です、と。本当にしつこい、と。

　そして彼が、問うてきた。

「平行線だ。──生まれた日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──初めて泣いた日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──初めて笑った日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──初めて会った日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──初めて手ーつないだ日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──昔に、うちに来た日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──小しよう等とう部ぶに入学した日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──小等部の飯はん盒ごう炊すい爨さんや学芸会でハシャいだ日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

　成なる程ほどな、と彼が言った。いろいろと、気付いたのだろう。彼は一度、息を吸い、

「平行線で言う。──後こう悔かい通どおりで一回死んだ日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

　既すでに〝楽しかった日の始まり〟は見えている。だが自分の記き憶おくに無い日の事だ。そして、

「平行線で言う。──武蔵むさしにやってきた日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──三み河かわで俺おれが何も出来なかった日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──三河でこう相あい対たいした日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──英国で焼き肉食って話し合った日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──前にこういう話した、英国でのデートの日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──アルマダ終えてIZUMOにつく辺りの日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──三み方かたヶ原はらで敗北した日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──ノヴゴロドで再さい起きした日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──こういう布ふ陣じんがいいと決めた日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──テントで雑魚ざこ寝ねした日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──天てん竜りゆうとかと話していろいろ教えて貰もらった日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──浅あさ間まやネイトとうちに来た日は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──オメエら皆で話し込んでた絶ぜつ倫りん前夜は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

「平行線で言う。──こうしようと決めた、さっきの夕ゆう飯めしの時は、楽しくなかったよな？」

「いえ、違います」

　じゃあ、と彼が言った。

「平行線で言う。──これからもずっと、楽しくないよな？」

「いえ、違います」

　だったら、と彼が言った。

「どこまで楽しくなくて、楽しいんだよ、ホライゾン」

「それはもう、お解わかりでしょう？　トーリ様」

　自分は言った。

「その時、辛つらかったり、哀かなしかったり、憤いきどおったり、知らない日々の事々であっても、時間が経たち、思い返してみれば、まあ納なつ得とく出来ない部分などありつつも、あれがあったから今があるなら、まあいいかと、当時を赦ゆるせずとも、それを経て得た今があるという、そんな幸いを否定はすまいと、そう思えてしまうのです。そしてきっと将来もまた、そうなのであろう、と」

　つまり、

「観測した時点から、ありとあらゆるものが、その当時の事実とは別で、〝幸いに繫つながるものだったのだろう〟と、そう思う事が出来るのです」

　無む論ろん、と自分はつけ加えた。

「今が幸いであればこそ、という前ぜん提ていがありますが、しかしこれは──」

「境きよう界かい線せんか」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　己おのれは頷うなずいた。

「未来があれば、哀しい事と、楽しい事を、共に認める事が、出来るのですね」

　だったら、

「ホライゾンは、哀しい事を認めながら、楽しい方で捉とらえていきたいと思いますね」







[image: 第十五章『至近距離の探索者』]
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　あ、今だ、とトーリは思った。

　……ここ、タイミングだよなあ。

「あのさ、ホライゾン。俺おれ──」

　と、腰を上げた。その瞬しゆん間かんだった。

　いきなり尻しりを、前に突き飛ばされた。それも両手の形で、だ。

　お、と思うまでもない。両腕うでだ。だが自分はバランスを崩くずし、ホライゾンに抱きつく状況となって、

「おやおや、いい話かと思ったら、相変わらずですな」

　両腕が外れているため、寝ね間ま着きの袷あわせが下に落ちたホライゾンが、腕の中にいた。

　生胸であった。
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　おお、とトーリは内ない心しんで唸うなる。正せい座ざの膝ひざをぶつけた状態の至し近きんで、

　……生！

　遂ついに、というか。これはまだ山の裾すそ野のに届いたばかりだと思う。ここから山さん頂ちようまではまだ遠い。落ち着け俺。でも山の裾野であっても風景良ければ写真とか撮とるよな！

「……トーリ様、何をそんなズームしてるのですか」

「いや、オメエ、たびたび湯ゆ屋やで覗のぞいたり、薄着の時にチラアとかはあって、脳のう内ない写真館にはコーナーが設けてあるけどな？　──点てん蔵ぞう程じゃねえけど」
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・十ＺＯ：『な、何を勝かつ手てに人をネタにしてるで御ご座ざるか、あの男……！』

・銀　狼：『そ、そっちも聞いてるんですの!?』

・未熟者：『ああ、これはいけないと思って、僕が消去させようとして設定を操そう作さしたら、音が大きくなってしまってね。浅あさ間ま君、コレどうしたらいいんだい』

・あさま：『保ほ証しよう外の事をされましても──』
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　まあ点蔵はどうでもいい、とトーリは思った。

　大だい事じな事は目の前にある。そう、胸だ。胸だよ……。

　ただ、ホライゾンが何か言おうとするのを手で制して見ていると、

「トーリ様。さっきから俯うつむいて大だい丈じよう夫ぶですか」

「まあ待て！　待て！　オマエ、こうしてオッパイをモロでファースト凝ぎよう視し出来るのって、一生に一回だぞ！　俺おれの目が余よ韻いんを大だい事じにしたいと言っていてだな、つまり──」

　両方同時にビンタを食らった。

「いてえ──！　何!?　衝しよう撃げきを逃のがさないタイプのビンタ!?」

「ズームし過ぎですトーリ様。というか、別にオパイなど、男性にもあるではありませんか」

「ハア!?　女のそれは男にとって違うの！　大きかったり、こう、重力に負けるかどうか、というのがあったりするだろ!?　無いのもいるけど」

　もう一回両側ビンタが来た。見ればホライゾンがこちらを半はん目めで見て、

「トーリ様、アデーレ様に申もうし訳わけないと思わないのですか」

「あれ!?　ネイトは入らないの!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。

「ミトツダイラ様はクンクンプレイがあるのでオパイとは別の価か値ち観かんが充実です」
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・銀　狼：『い、一応、名めい誉よのためにも言うと、昨今サイズは上がってますのよ!?』

・貧従士：『というか大だい事じなシーンで名指しされるとか、自分、世界に対しての影えい響きよう力りよくが高いセレブになりつつあると、そう思って良いですか!?』

・あさま：『喜き美み、ちょっと、バスタブで笑い転げるとお湯が』
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　さてまあ、とホライゾンが寝ね間ま着きを脱ぐのをトーリは見た。あっさりと、という動きだ。

　……お。

　全ぜん裸らだ。水着とか見てるけど、今回は隠かくすもの無し。ちと瘦やせ気ぎ味みだなー、とは思うが、要所は肉付きいいので、自じ動どう人形のボディというのはそういうものかもしれない。

　綺き麗れいだなあ、と、そう思った時。

「ではトーリ様、ここが、うちの極ごく道どう親父おやじが作ったパーツの中でも最もマニアックな──」

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！　男の夢を壊こわすな……！」

「まあ、人間のボディだって広義のそういうものでしょう。うちはちょっと父親の手が込んでいるだけで。その辺りはミトツダイラ様も父親似なので同じかと」
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・銀　狼：『れ、連続！　連続で名指しですのね!?　でもこれは我が王とホライゾンからの支持が深いと言う事になりますからオッケーですのよ!?』

・貧従士：『くっそ……！　何か負けました……！　これは気分的にアレですよ！　ファール貰もらってＰＫにしたのにゴール外したような、ファールの貰い損ですよね！』

・あさま：『というかさっきから、私、二人の言げん外がいで指し摘てきされてる感が……』

・賢姉様：『フフ、〝ある〟側がいるのが前ぜん提ていの話だものねえ』
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「さてまあ」

「いや、全ぜん裸らで胡座あぐらを搔かくのはやめない？　もうちょっと色気とか、あるとよくない？」

　言った先で、ホライゾンが首を傾かしげた。

「どうしてホライゾンがトーリ様に色気サービスしなければならないのですか」

「ええと、理論的に言って、俺おれの物理硬こう度どが上がらないと目もく標ひようを達成出来ないからじゃね？」

　成なる程ほど、とホライゾンが手を打った。そして、

「ではオパイを拝おがんだ後で揉もむ事を許可します」

「許可制？」

「いきなり揉んだら犯罪でしょう。──浅あさ間ま様とか赦ゆるしてくれそうですか」
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・賢姉様：『ハイ名指し！　名指し来たわよ!?　〝あん、も、もう、しょうがないですねえ……〟とか、そんな感じでありそうよね!?』

[image: ]

・金マル：『あー、今、アサマチの声で想そう像ぞう出来ちゃったから喜き美みちゃん流石さすが──』

・あさま：『い、言いませんよそんな事！　言いませんから！』

・●　画：『言わずにされるがままね。大だい丈じよう夫ぶ、合ってるわ』

・ベ　ル：『あ、合ってる？』
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　まあ浅あさ間まはそういう風ふうにしてくれそうだしなー、とは思う。だが、

「今はまあ、オマエの話な？」

　とりあえず拝おがむ。そして手を伸ばすとビンタが来た。

「いてえ──！　何か間違ったか！」

「一いち拝はい二に礼れい一いち拝はいです。これから御お世せ話わになる御お[image: ]パイに失しつ敬けいな」

　確かにそう思ったのでそうした。それで揉もむと、

　……お。

「どうですかトーリ様」

「ああ、このソフトな弾だん力りよくの中に、触れた指を食い込ませるのではなく、淡く上品に沈み込ませるような懐ふところの深さは、正まさに新世代のオパイとして長く語り継つがれるであろう……。色とキメの細かさは言うまでも無く、その密みつ度ど感たるや充実としかいいようがあるまい……」

「どうですかと聞いたのにポエムを詠よむ馬ば鹿かが何処どこにいますか」

　あと、

「すみません。どのくらい掛かりますか」

「も、もうちょっと協力しない？　してみない？」

「たとえば」

　うーん、と思し案あんする。

「じゃあ、揉まれたら声を上げてみるとか」

「成なる程ほど」

　頷うなずかれたので、揉んでみた。するとホライゾンが、

「あんあんあん」

「無表情で棒ぼう読よみやめろおおおおおおおおおおお！」

「初めてなのに感情込めろとか、何かエロゲのやり過ぎではありませんか」

「い、いや、そこら解わかり易やすい方で行ってみねえ？　な？」

　成程、と首を下に振られたので、揉んでみた。するとホライゾンが、

「キィエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ!!」

「感情を込めた戦せん闘とう員いんはやめろおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　仕方ありませんね、とホライゾンが言う。そして彼女が手招きして、

「ちょっと」

「ん？」

　顔を近づけると、唇くちびるを重ねられた。お、と驚く間に、一度離れ、

「ん」

　また唇を重ねられる。今度は少し深い。その上で、は、とホライゾンが離れて、

「フツーはキスからでしょう」

「キス、好きか？」

「トーリ様は、キスの意味が解わかりますか？」

「何？　教えて」

　問うと、ホライゾンが頷うなずいて言った。

「呼吸器き官かんを塞ふさがれると息が止まって自動的に体温が上がります。ホライゾン、冷え性なので、エロパートの前に全力疾しつ走そうとか立ち技などしっかりやらない限り、こういうのが必要かと」

「そーう来たか！　そう来たか！」





●






・不退転：『確かに、緊きん張ちようしてる時に呼吸のタイミングが崩くずされると、隙すきが生まれるわね』

・貧従士：『いえ、今、そういう話じゃないような……』

・金マル：『どうなのアサマチ』

・あさま：『ミト！　ミトの方がナメナメ主体で呼吸器官塞がってますよね!?』

・●　画：『いえ、ミトツダイラの場合、クンクンで吸気してバランスとっているのよ』

・銀　狼：『勝かつ手てに人のキャラ作らないで頂いただけますの──!?』
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　ともあれ、という感じで、トーリは思し案あんした。冷えると駄だ目めだよなー、と。

「とりあえず寝ね間ま着きを肩から羽は織おる。あ、前は閉めないと嬉うれしいです俺おれが」

「保温性が必要なのは確かですね。今度、直なお政まさ様に頼んで、畳たたみの下に発熱系けいのシステムを組み込んで貰もらいましょうか」

　と、ホライゾンが表示枠サインフレームを開き、空調を操そう作さする。

「夏も終わりとはいえ、暖だん房ぼうを使用する事になるとは」

「身体からだ冷えたり、全力疾走するよりいいんじゃね？」

　ともあれ室温はすぐに上がった。畳対応で、床下からじわりと暖まっている感覚があって、浅間の術じゆつ式しきスゲー、と素直に思う。だが、こういうの、環かん境きようによって違うから学んでいくしかねえんだろうなあ、とも思い、

「呼吸器き官かんを塞ふさぐかー」

　唇くちびるを重ねる。は、と息をして、また塞ぐ。

　……これ、広義の首くび絞しめなんじゃねえかな──。

　とは考えるが、ホライゾンと正せい座ざで、首を伸ばして[image: ]ついばみ合った上で、段々と近づく。そして気がつくと、

「あの、何で俺おれが姫ひめ抱だきされるの？」

「ほほう、逆を試して見ますか」

　やってみた。すると、

「重──！　前も思ったけど何食ったんだよ!?　あと何で直立不ふ動どうで姫抱きされてんの？」

「自じ動どう人形なのでパーツ詰まってますからねえ。あ、直立は癖くせです。姿勢がいいので」

　戻した。嫁よめの重さを支えられないというのは何か情なさけないが、ふと思った。

「……両腕うで外したら軽くならね!?」

「首だけ外すというのも有りだと思いますが」

「んー。斬ざん新しんなのは初回からだと駄だ目めじゃね？」

　左さ様ようで、とホライゾンが両腕を外す。で、そうしてみると、

「お、意い外がいと許容範囲か、な……？」

「じゃあそんな感じで」

　何か両腕がこちらを〝見ている〟が、慣れだと思う。というか両腕がエア頰ほお杖づえつくのやめて下さい。更さらにはこっちに〝ほらもっと！　もっと！〟みたいなジェスチャーを雑にするのやめてやめてマジやめて。その気になるから。だが、

「は」

　と息を吐くと、何となく良い雰ふん囲い気きじゃねえのかな、と思った。

「なあ、ホライゾン」

「トーリ様、先さき程ほどからオパイを揉もんでいるのは解わかるのですが、先の方をダイヤルのように回そうとするのやめませんか」

「ダイヤル言うなああああああああああ!!　金きん庫こか!?」
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・賢姉様：『こう!?　こうよねダイヤル合わせ！　ほらほら何処どこが開くのかしら!?　キンコー！　キンコよ──！』

・あさま：『ちょっと喜き美み！　水着の下に手を突っ込まない……！　滑るんですから！』

・銀　狼：『こ、こっちに笑顔の視線を向けるのはやめなさいな喜美……！』

・金マル：『というか、見た目と当たり判はん定てい結けつ構こう違うから、意い外がいとアタック掛けるの素人しろうとには勧すすめられないよね』

・●　画：『ネームの難度がどんどん上がってるの参まいるわ……』
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　さてまあ、とトーリは一ひと息いきを吐いた。額ひたいを合わせ、膝ひざ立だちで正面から肩を取り合うホライゾンの態度は相変わらずにも見えるが、それなりに髪かみも乱れたし、息も熱を持ってきた。

　……本心では違うんだろうなあ。

　と、その辺りまでは信用がある。というかホライゾンの場合、態度や言げん動どうが通常で〝こう〟なのだ。ある意味ケダモノ。素直じゃ無いのか面めん倒どうなのか、それはどっちもどっちもだけど、ホライゾンの場合、〝好き〟というのが、こういう行為で出るだけだ。

　何故なぜなら他の誰だれにもこうではないし、こちらの傍そばを離れない。

　恐らく、という予測付きで言うと、ホライゾンは、主導権を自分が握っていて、こっちが応じていない時だけ、素直になる。

　キスをしてくる時がそうだ。こっちにとって不ふ意い打うちとなる時、素直になる。でもその後は、こっちも覚かく悟ごが出来てしまっているので、また元に戻る。

　今は、こっちが〝応じている〟のが当然なターンなので、いつものように〝こう〟なる。

　まあそういうもんだ。だが、ホライゾン自身も、〝好き〟をこれだけ出しまくれているのは、滅めつ多たに無い事で、結けつ構こう楽しんでいる筈はずだ。

　あとは、主導権問題なんだが、

　……今、俺おれとホライゾンは、布ふ団とんの上で組み合っていてな。

　寝技とか、そういうのではない。

「これ、何て言うんだっけ？　プロレスで序じよ盤ばんにやる、両手を合わせてヌオオっての」

「ロックアップ姿勢からの〝手四つ〟。英語ではジョイン・ベンチです」

「ええ!?　ジョインでベンチか……!?　エロいな！」

　ホライゾンが、そのままブリッジ姿勢になりながら、こちらをフロントの両腕うでクロススープレックスでぶん投げた。
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　顔面から叩たたき付けられてバウンドした馬ば鹿かに対し、ホライゾンは動いた。

　急ぎ、仰あお向むけになった馬鹿の横に回った。まずは首の根元に貫ぬき手てを当てて押さえる。その間に、脚あしが暴あばれぬよう、こちらの両脚で挟み込むようにして上から座る。

　シッダーン。

「さて、完全なマウントをとりました」

「え!?　オマエ上位!?」

「何か疑問はありますか」

「い、今疑問形だった！　疑問形だったよ俺おれ!?」

「言ってみただけです。気にしないで下さい」

　さてまあ、とこちらは後ろの収しゆう納のうからゴム手て袋ぶくろを取り出し、

「では始めましょうか」

「待てえええええええええええ！　何か違う事が始まる気がする！」

「おやおや、違うも何も、こういう事自体が初めてでしょうに。

　──エロゲ脳のうは困りますな」

「それ、エロゲがエロの勉強になると思ってる連れん中ちゆう全員を敵に回してね？」

「じゃあ遠えん慮りよ無く」

「ああん強ごう引いん──」

　くねくねする馬ば鹿かをとりあえず一気に脱がして、左右に寝ね間ま着きをはだける。馬鹿が両手で顔を覆おおっているのはキモいが、まあこれも彼なりの遊びだろう。

　だが、自分は気付いた。

「卑ひ怯きような……！」

「え？」

　と馬鹿と一いつ緒しよに見た彼の股こ間かん。そこには、

「ゴッドモザイクが……！」
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　あれ？　とトーリは首を傾かしげた。

　ゴッドモザイクはネタ用なので、とりあえずこのところで大体常時使用している。

「浅あさ間まが、コレの配布とか、権けん限げんを持ってるんだよなー」

　ゆえに表示枠サインフレームを開いて、ゴモザ関係を確かく認にんする。表ひよう示じは自分の方で出来るが、

「あ、そうか。これ、発動したらしっぱなしの安いヤツなんだ。大量発はつ注ちゆうで」

「つまり、時間が経たつまで消えないと、そういう事ですか。──前の発動は？」

　表示枠を見てみる。と、そこにあるのは、

「二時間使用バージョンで、前に発動したのは──、一時間くらい前？」

　いきなり垂すい直ちよく落としの拳こぶしを腹に食らった。結けつ構こういい音がして、

「ふ……！　な、何しやがんだホライゾン！」

「それはこっちの台詞せりふです。こういう事に及ぶ前に何故なぜに修正を掛けますか」

「いやまあちょっと、油ゆ断だん？　ほら、ゲーム中に罰ばつゲームで脱いだじゃん？」

　拳を構えられたので、とりあえず手で制する。ホライゾンも本気だというのが解わかったので、ここは彼女が正しい。だとしたら、

「ちょっと浅あさ間まに聞いてみるしかねえなあ。浅間が権限とか持ってるから、強制中ちゆう断だんとかも出来ると思うんだ」

「緊きん急きゆう呼び出しを使いますか？」

「いや、それ程の事じゃねえと思うんだけど……。風ふ呂ろまで行って聞いてくるか？」

「そんな事をしていたらまた身体からだが冷えてしまいます。──まあ仕方ないでしょう」

　ホライゾンが、吐と息いきつきの半はん目めで、こう言った。

「ホライゾンが、出来る女だという事を証しよう明めいしましょう」
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　バスタブの中で、無む駄だな高たか嶺ね舞まいを使って回かい避ひする喜き美みに対して、ミトツダイラは浅あさ間まと一いつ緒しよに石せつ鹼けんやブラシを投げつけていた。

「く！　当たらないですわね……！」

「フフフ、悔くやしかったら当てて御ご覧らんなさ──い」

「智とも！　いつもの弓ゆみだとどうですの？」

「その場合、私は浅間神じん社じやの代表で、喜美の大おお椿つばきは浅間の下位に入ってますから、喜美の術じゆつ式しき効果を無視して問もん答どう無む用ようで当たると思います」

「そこ！　そこ！　何を具体的な方法を思し案あんしてんの!?」

　まあそのくらいしないと当たらないでしょうし、とは思う。すると、

「あら？」

　いきなり、浴室の扉とびらがノックされた。

　気け配はいからするとホライゾンな気がする。

「え、ええと」

「ミト！　表示枠サインフレームを……！」

　と、浅間がこちらの髪かみの中に表示枠を突っ込んだ。その上で彼女は浴室のドアに手を掛けて開ける。すると、そこにいたのは、

「両腕うでですの？」

　どうしたのだろうか。疑問の視線を三人で向けると、両腕が後ろに持ってきていた盆ぼんと、その上に載のったグラスやピッチャーを差し出す。

「ああ、私達の水分補ほ給きゆう用ですのね？　思わずここに長なが居いになってしまいましたから」

　両腕が頷うなずく。そして腕は、浅間が盆を受け取ると、ジェスチャーを始めた。右腕の肘ひじから先を上に突き上げ、それを四角で囲んで、グジャグジャとやって、Ｖ字を描く。すると浅間が、

「ああ、ゴッドモザイクですね？」

　よく解わかりますわね、と思ったが、実のところ自分もそうかと考えていた。だとすると、

「あ──、トーリ君の方、強制終了権けん限げんは確かに無いですね。ゴッドモザイクは時間制で、トーリ君の場合は外で芸げいする事から、逆に固持する設定になってます」

「でも、智とも？　智が管理権けん持げんってますのよね？」

　そうですね、と頷うなずいた浅あさ間まが、表示枠サインフレームを出した。幾いくつかの操そう作さをして、

「これで、ボタン一つで強制終了出来ると思います。──渡して下さいね？」

　と、彼女が表示枠を両腕うでに渡した。すると左右の腕は一いち礼れいして、後ろを向いて、

「あ」

　浴室の出口にあるマットに引っかかったのだろう。転んで表示枠を床に落としてしまった。

　快音付きで表示枠が割れ、両腕があたふたとして、

　……ああ……。

　二本の腕が、そのままうなだれる。

　どうしようか、とうろうろする両腕を見ていると、流石さすがに不ふ憫びんを感じた。

「ちょっと、智」

「え？　ええ、大だい丈じよう夫ぶですよー。何枚だって出せますよー。ほらほら」

　大量に出さなくてもいいんじゃないですの？　とは思うが、両腕が、はっとして戻ってきた。そして後ろから顔を突っ込んできた喜き美みが、

「落とさないように、ほら」

　と、左右の腕の手首に、脱だつ衣い籠かごからのリボンで表示枠を結んで送る。

　飾りがついた状態の両腕は、こちらに向かって揃そろって一礼し、去って行った。自分達も笑顔で軽く手を振って見送って、ドアを閉めて、

[image: ]

「……ゴッドモザイクでなければ感動的なシーンでしたね」

「もっと根本的な問題が幾いくつもあると思いますのよ？」

「フフ、でもコレで愚ぐ弟ていのゴモザが解除！　アンタ達も今回のプロセスを憶おぼえておくといいわ！　浅あさ間まもいつでも管理表示枠サインフレームを出せるようにしておくのね……！」

「いえもう面めん倒どうなんで、毎週何枚かずつホライゾンとミトに預けておくのがいいかな、とか。今、やってみて、〝ああ、コレ、そういうのの許きよ可か証しよう扱いですよね〟って思いましたし」

「フフ、誰だれが何枚使ったか見えると面白いわねえ」

　喜き美みの台詞せりふに浅間を見ると、巫女みこは半はん目めで天てん井じようを見上げた。

「コレ、間違いなく、ハイディは嫌いやがらせで私に寄よ越こしましたよねー……」
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　両腕うでが持ってきた表示枠をそれぞれ宙ちゆうに掲かかげると、それは一枚に合成された。

　トーリがそれを見ると、

「お。……解除設定出来る出来る。ホライゾン、出来るな……！」

「フ、両腕が優ゆう秀しゆうですので。──つまり本体はもっと優秀です」

　おうおう、と頷うなずきつつ、実際に解除しようとして、ふと動きを止めた。

「何そんな見てんだよ？　興きよう味みあんの？　そうなの？　──何その顔!?」

「いいからとっとと済ませて頂いただけますか」

　照れていてもしょうがねえ、とは思う。だから、次に進むステップとして解除した。表示枠が割れて、ゴッドモザイクも光として散って、

「よーし、まあこんなもんだ」

「トーリ様」

　何？　と首を傾かしげた先で、ホライゾンが半目で言った。

「あんま調子に乗ってると張り倒しますよ」

「な、何だその物言い……！」

　まあまあ、とホライゾンが言う。お互い、座り直して向き合ったままで、ホライゾンはこちらの下側を見て、

「しかしまあ、改めてみると、食材じみてはいますねえ。五人分くらいでしょうか」

「お、オマエは今、俺を全力で縮めに掛かってるな!?　そうだな!?」

「いえいえ、でも、懸け念ねんが晴れました」

　ホライゾンが、安あん堵どの息をついて言う。

「長なが太ぶと様をスカイブルーに仕上げるような事をしているので、ゴッドモザイクが解除された下で、初しよ夜や用に白粉おしろい塗って口くち紅べにつけたのが白しろ無む垢く着て出てきたらどうしようかと」

「それ国宝級の変へん態たいだと思うんだけど、俺おれそこまでじゃねえよ？」

「しかしノーメイクなのも、それはそれで有りなんですかねえ。まあ、そういうものだと言ってしまえば、そんなものかもしれませんが」

「いや、それ言ったら、オメエの方だってマスカラとかついてたら俺引くわ」

　いやいや、とホライゾンが手を左右に振った。

「やはり浅あさ間ま様とか、禊祓みそぎしてたりするんですかねえ」
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・●　画：『うわ──。聞いてみたーい。超聞いてみたーい』

・金マル：『〝禊祓してあげますね〟ネタは王道だよね──』

・あさま：『い、いいからいいから！　現場に集中しなさいっ』

・十ＺＯ：『いや、それもまたどーかと思うで御ご座ざるよ？』
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　さて、とトーリは思った。

「じゃあ、続きするかー」

「時間もありませんしねえ」

　まあそれは言いい訳わけ。そんなつもりで唇くちびるを重ねて、彼女の身体からだにキスしていく。

　キスがいいんだな、というのは何となく解わかる。そして胸を[image: ]ついばみ、臍へそに来て、下に来て、

「ええと、二に拝はい二に拍はく一いち拝はいだっけ？」

　いきなり蹴けりをぶち込まれた。一いつ瞬しゆん廊下に転がりそうになったのを堪こらえて、ダッシュで前に出ようとすると、いきなりミスった。

「？　何ですかトーリ様、クタっとして」

「いや、今、先せん端たんがね？　畳たたみの上で振り子のように動いた時にシュっとマッチのように」
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・労働者：『それは痛いな！』

・十ＺＯ：『何であの男はこういう時だけ具体的な説明が出来るので御座る？』

・貧従士：『指先がスったのとは、どのくらい違うんです？』

・未熟者：『擦すり剝むいた傷口を畳でコスった感じかなあ』

・立花嫁：『すみません。今夜のコレ、どういうイベントなのでしょうか……』
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　ともあれ、フン、と息を幾いく度どか吸って復帰した。そしてホライゾンに言うべきは、

「さっきの話の続きだけど、オメエ、観かん音のん様さまとか言うだろ。だったら拝おがむだろ。普通」

「そんなものが股こ間かんにある訳わけないでしょうが。大だい丈じよう夫ぶですか」

「じゃあちょっと、オマエ、見てみろよ」

　と、ホライゾンと二人で見てみる。そして、ややあってからホライゾンが、

「……意い外がいに似ていますね。抽ちゆう象しようの範囲内だと思いますが」

「うーん、俺おれも生なまは初しよ見けんなんだけど、何だか厳おごそかになってしまったな……」

「まあ、欧おう州しゆう航こう路ろだと無む修しゆう正せいありまくりですからねえ」

「いやオメエ、オメエのは別だよ。……極ごく道どう親父おやじが造ぞう形けいとか、そういうのじゃなくてな!?」

「まあとりあえず続けるといいですよ」

　とりあえず二人で、改めて拝んでおく。そしてキスを重ねて、そちらの方にもしておく。するとホライゾンが、

「好きですか、そういうの」

「ふぁい、ふぅひれふ」

　口をつけながら喋しやべったら蹴けり飛ばされた。

　半回転して仰あお向むけになったところに、ホライゾンが素早く回り込んでくる。

　……危ねえ！

　何しろ、経過時間的には、もうマウント状態に移行していい筈はずだ。

「ホライゾン、勝負だぜ……！」

「フ、ここでどちらが主導権を取るかで、ここから先の雰ふん囲い気きが決定されると解わかっているようですね、トーリ様」

「ああ、俺が勝てば、俺が上になったところで、甘あま々あま全開のトークショーつきでエロゲのような展開に……！」

「ホライゾンが勝ったら、ホライゾンが上になったところで、トーリ様を〝おやおやコレはどうですか。駄だ目めですねえトーリ様〟とチェックしながら全体が進行します」

　あ、それもいいかも、と思ってはいけない。初しよ志し貫かん徹てつ。故ゆえに、

「とう……！」

　急いで起き上がり、身を這はうような姿勢にして、転ばされないようにする。

　何しろ、投げ技を仕込んできたらしい今夜のホライゾンは、危険だ。

　ならばとにかく伏せておけば投げられない。あとは這って追い詰めれば、

　……戦せん術じゆつ的勝利だぜ……！

　思った瞬しゆん間かんだった。

「隙すき有ありです」

　スライディングでホライゾンが下に飛び込んできた。

　あれ、と思った瞬間、広げてついた両手首を固められ、ホライゾンの曲げた膝ひざがこちらの腹の下に入った。

「巴ともえ投なげです」
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・不退転：『ちょっと』

・あさま：『あ、いや、あの二人はあれでイチャついてるんです』

・賢姉様：『そうねえ。全く途と切ぎれずにずっとやってるものね』

・●　画：『アデーレ、直なお政まさ、ちょっと今の動きやってくれない？　作画が大変で』
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　トーリは、引っ繰り返されながら抵てい抗こうしようとした。

　ここで勝たねばならない。何故なぜなら、

　……ホライゾンが、ホント、こういう事したいのか、確かめねえとさ。

　今までいろいろ話をしてきたが、何しろ本心が解わかりにくい女だ。だからこっちが主導権を握って、ムード作って、〝そういう風ふう〟にしてやると、ホライゾンは本心を明かすだろうか。

　……どうだろうなあ。

　それは、こっちの押しつけのような気もする。

　だが、嫌いやだったら、そもそもこういう状態にはならないだろう。だから、

「まだだぜホライゾン……！」

　巴投げを食らって、自分は今、布ふ団とんの上にバンザイ状態だ。だが、その手首は、ホライゾンに握られている。

　ホライゾンもまた、同じ姿勢なのだ。

　だからここで手首を握り返して、強ごう引いんに引っ繰り返せば、お互いは腹はら這ばい。あとはこっちが、〝手四つ〟の姿勢に持ち込むように身体からだを起こし、そのまま肩からタックルに移行すれば、

　……押し倒せるぜ……！

　そのくらいは俺だって出来るだろう。そう思う。ゆえにホライゾンの手首を摑つかみ、行こうとした。すると、

「トーリ様」

　声が聞こえた。

「馬ば鹿かな事をしている、と思いつつ、──楽しいと思っていますよ、ホライゾンは。何だかんだと、こういう関係を楽しんで、また、深くしたいのだと」
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　あ、とトーリは思った。だったらいいかな、と。

　……押しつけなくても、大だい丈じよう夫ぶじゃん。

　そう思った時だった。

「トーリ様」

　ホライゾンが身を起こした。こちらに背を向けていた。だが、

「行きます！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とこちらは応じた。手を一つ打ち、両腕うでを左右に広げ、

「来いよホライゾン！」

　Ｊｕｄ．、という彼女の声と共に、ホライゾンが跳んだ。

　背面宙ちゆう返がえりからのボディープレス。それは綺き麗れいな弧こを描いた、

「サマーソルトプレス……！」
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　ホライゾンは気合いを入れていた。トーリがこちらの事を大だい事じに思っているのは充分に解わかっている。更さらに今回のマッシュアップでその思いは確かく認にんした。

　ならばこちらは最高の技で応こたえねばならない。そして更に、

　……来いよ、と来ましたか。

　そうだった。三み河かわの時に、彼は、過去の後こう悔かいの中でこう言ったのだ。

　……オメエからも、こっちに来いよ、と。

　今がそうだ。今、こちらから、彼の懐ふところに飛び込んでいく。そして、

「おや」

　気合いを入れ過ぎたのだろうか。

　回転がちょっとつき過ぎていた。まあ誤ご差さ範囲ですが、これは尻しりから落ちる。つまり、

「サマーソルトセントーンですねコレ」

　行った。
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・傷有り：『今、その表示枠サインフレームから、何か、凄すごい音がしませんでした？」

・金マル：『ボディープレスは面のダメージで分散されるけど、セントーンはヒップアタックに近いからダメージ集中するよねー』

・銀　狼：『わ、我が王、大丈夫ですの!?　……喜き美みは何を笑い転げてますの──！』

・●　画：『あれ？　でもこれ、姿勢的に……。あれ……？』
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　ホライゾンは、こちらを抱き留めるように天てん井じようへと両腕うでを伸ばしている馬ば鹿かを見た。

　対する自分は、今、馬ば鹿かの腰の上に座り込んだ姿勢だ。

　綺き麗れいに空中で一回転したらしい。直なお政まさとの練習中でも出来なかった見事な着ちやく地ちだ。

「トーリ様」

　呼ぶ。が、反応が無いので腹に平手のビンタを入れる、すると馬鹿は、

「え!?　あ、おおお！　ホライゾン！　来たか！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、来ましたとも。ともあれこれは──」

　どちらが上かと、そんな事を言おうとして、自分は気付いた。

「ぬ……？」

　腰が、中央下から止められているような感覚がある。そして下の馬鹿も、

「おぅ……？」

　これは間違いない。

　入っている。







[image: 第十六章『マウントからの勝負師』]
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　トーリは、発生した事実に愕がく然ぜんとした。今、腰の上でホライゾンが顎あごに手を当て、

「……これはアレですね。恐らく、人類史上初の快かい挙きよではないかと」

「アレー？　快挙？　アレー？」

「何を言っているのですかトーリ様。今まで、どんな聖せい人じんだろうと指導者だろうと、このような事が出来た者はいませんよ」

「うーん、それは否定出来ねえなあ……。でも何でこうなったのよ？」
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・●　画：『──つまり、真横から作画するとこうね。

　ホライゾンが空中で一回転して尻しりから落ちた時、下にいた馬ば鹿かが受け止めるようなポーズで、腰を突き上げたんじゃないかと、そう思う訳わけ』

・不退転：『角度と高さが合えば、後は速度の問題でしかないわね……』

・十ＺＯ：『分ぶん析せきの時間で御ご座ざるかな？』

・あさま：『……ちょっと喜き美み、息が出来なくなってるけど大だい丈じよう夫ぶですか』
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　ふむ、とお互い、納なつ得とくした上で、ホライゾンはトーリが静かに言うのを聞いた。

「……あのさあ、俺おれ、もうちょっとムードがあるかなー、とか思ってたんだけど」

「たとえば？」

「だからほら、俺が〝ホライゾン、行くぞ……〟とか言って、オメエが〝ああっ、来て下さいトーリ様〟とか言うの」

「一応、トーリ様が〝来いよ！〟と言ったのでホライゾンが〝行きます！〟と受けたので、流れとしては誤ご差さ範囲だと思いますが」

　とはいえ、と己おのれは、彼の腹を一つ叩たたいた。

「こうなった事について、悪い気はしませんね」
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「マジで!?」

　トーリは、ホライゾンの言葉に軽く身を起こした。

「やっぱりホライゾンも、こういう状況で〝ああっ、トーリ様と一つに〟とか思ってる訳わけ？」

「エロゲ弁べんで言われると腹が立ちますし、大体、一つになるとはどういう事ですか。捕ほ食しよく融ゆう合ごうとか、ミトツダイラ様のお母かあ様さまでもないでしょうに」

「じゃ、じゃあ、こういう事するのを、オメエ、どう言うのよ」

　そうですねえ、とホライゾンが辺りを見回した。

「簡単な話です。そしてまた、単純な事ですね」

「それは──」

「〝ホライゾンを一人にしないぜ〟とトーリ様が言って、ホライゾンが〝トーリ様をそうする気もありませんよ〟と、それを、思う限りの方法で交換するだけの事です」

　そして、

「結果として、例えば子供が出来たとしたならば、もう、ホライゾンもトーリ様も、一人では無いのでしょうし、そうでなくても、これからは幾いく度どとなく確かめられるのですね」
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　通つう神しんで、皆は聞いた。

『駄だ目めですよ、トーリ様、泣いては』

　何故なぜなら、

『ホライゾンが笑うべきも、まだ、先ですからね』
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　そうだなあ、とトーリは思った。息を深く吸って、いろいろ堪こらえて、

「俺おれは笑うぞ。だから、──泣いていいんだぜ、ホライゾン」

「馬ば鹿かな事を。──これは涙ではなく、目の汁しるです」

「目の汁」

「何か問題がありますか」

　深くツッコむといろいろなものが台だい無なしになりそうなのでやめておく。だが、

「そういや、痛いもんなホライゾン、その涙だよな？」

「痛い？」

　いや、ほら、とホライゾンの腰を指差す。

「初めてだと、痛いって言うじゃん？」

　問うた先、ホライゾンが眉まゆをひそめた。彼女はそのまま下を見て、首を傾かしげ、

「……痛くありませんが？」

「えっ」

　ホライゾンが、右の平手を立てて見せる。そして彼女は、

「実は入ってない疑ぎ惑わくがここに今」

「い、いや、入ってるだろ！　俺おれのチンコ何処どこに行ったのその場合、ねえ!?」

「それはつまり、このホライゾンの体重約二十一貫かんによってグシャアとなっており、今トーリ様が感じているのは激げき痛つうを和らげる脳のう内ない麻ま薬やくが見せる幻げん覚かくとか」

「い、いや、入ってる！　入ってるって！　ちょっと腰上げてみ!?」

　ホライゾンが腰をちょっと上げた。そして二人で見てみると、

「入ってますねえ」

「な!?　な!?　ああビックリしたあ。潰つぶれてたらどうしようかと思ったぜ……！」

「しかし、何故なぜ、痛くないのでしょうか」

　疑問には、思い当たる事がある。

「ほらアレだ！　よくエロゲとかであるじゃん！　〝は、初めてなのにこんな感じて……！〟とか、淫いん乱らんキャラによくありがちな！」

　腹に垂すい直ちよく落おとしの拳こぶしを食らった。

「誰だれが淫乱ですか。浅あさ間ま様やミトツダイラ様だとありそうだと少々思いましたが」
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・あさま：『そ、そんな事ないですよーう？　まだ試してませんけど普通に痛覚ありますからね!?　違いますよーう？　ほら、ミトも視線逸そらしてないで！』

・金マル：『アサマチとミトっつぁん、結けつ構こうな勢いでホライゾンからの信用厚いよねー……』

・貧従士：『まあ、第五特とく務む共とも々ども、総そう長ちようを預けて大だい丈じよう夫ぶって関係ですからねー……』

・銀　狼：『あの、誰も明確に今のを否定しませんの？』
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　トーリは、ホライゾンが不ふ意いに何か気付いたように天てん井じようを見上げたのを見た。

「Ｊｕｄジヤツジ．、解わかりました。痛みが無い理由が」

「えっ。淫蕩ポルネイアが起き動どうしたお陰とか、そういうの？」

「いえ、単純に、自じ動どう人形のボディが突とつ如じよの激痛に対し、自動的に痛覚をシャットダウンしたのでしょう。真さな田だでもありましたが、ＯＳが上手うまく働いた訳わけですね」

「待てえええええええええええええええええ！　何だその仕掛けは！」

　言うと、ホライゾンが半はん目めを向けてきた。

「何を言っているのですかトーリ様。痛いのは嫌いやに決まっているではありませんか」

「いやでも、オメエ、俺が入ってる感覚も無い事にならない？」

「まあそうなりますねえ」

　ちょっと待て、と自分はホライゾンに右の平手を立てて見せる。

「あの、ちょっと痛覚遮しや断だん、切ってみない？」

「嫌いやですよ。痛いから」

「いや、ちょっとでいいからさ。ほら、ひょっとしたら、ってあるじゃん？」

　あのですね、とホライゾンが言った。

「高さ二メートルの位置から落らつ下かした先に牛乳瓶びんがあって、それが尻しりに垂すい直ちよくインストールされた時の事を想そう像ぞうしてみてはどうですか、トーリ様。気持ちいいですか？」

「お、オマエは俺おれを縮しゆく小しようさせる方向に行きつつあるな!?　そうだな!?」

　だが、ここでメゲては駄だ目めだ。

「いや、一いつ瞬しゆん。僅わずかでいいじゃん？　それでさ、ひょっとしたら奇き跡せき的に、痛くないかもしれないじゃん？　一瞬で解わかるじゃん？」

「痛いに決まっていると思いますが」

「いや、それは可能性の否定だろ……？　一瞬、ちょっと一瞬試すだけで、ひょっとしたら違うかもしれないってのが解るじゃん？　やってみようぜ？」

「いえ、統とう計けい的に情報を集めると、かなりの確かく率りつで激げき痛つうです」

「いやちょっと待て！」

　ヒントがあった。

「オメエ、極ごく道どう親父おやじの手によるって、そういうのがあったじゃねえか。ひょっとすると、その辺り、こういうの見越して、オヤジが痛くねえように処しよ理りしてるかもしれねえぞ？」

「成なる程ほど、特別な可能性もありうると、そういう事ですか」

　仕方ないですねえ、と、ホライゾンが表示枠サインフレームを開いた。

「ちょっとだけですよ」

　彼女が表示枠を操そう作さする。画面内、幾いくつかの階層を下がって、たどり着いたページの中、中央にあるボタンを押す。そして、

「────」
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　トーリは、ホライゾンが無む言ごんになったのを見た。

「ど、どう!?　ホライゾン！　新しい感覚に目覚めたりした!?」

　今までの中で一番強い垂直落としの拳こぶしが鳩尾みぞおちに来た。
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『いてえ──！　ちょっ、あっ、だめっ、あんっ』

　などと変な声を出し始めた表示枠を前に、浅あさ間まは思った。まあフツーそうなりますよね、と。

　……しかしトーリ君、口が上手うまいというか口くち八はつ丁ちようと言うか……。

　頼まれると断れない自分としては、今の流れだとかなりヤバい。横にいるミトツダイラも、呆あきれ顔しつつも視線を外に逸そらしているから、学ぶところが多いのだろう。

・●　画：『参考になるの？』

・あさま：『ええ、まあ……』

　と、応じてから気付いた。

・あさま：『い、いえ、別にそういう事をするという訳わけじゃなくてですね……!?』

「フフ、観念しなさいよ。──少なくとも愚ぐ弟ていの前では」

　喜き美みが、後ろからミトツダイラとこちらの肩を抱いて、告げてくる。

「貴方あなたも私も一人じゃない、って、そう教え合うにも、人それぞれがあるわよね。ホライゾンの場合は、〝私はここにいる・失われない〟って言う辺りかしら。

　アンタ達にもそういうのあるでしょ？　だから愚弟にそれ、教えてあげなさいよ」

「それは──」

「愚弟は、他人に入り込んでいっちゃうから。ホライゾンに対しては、格かつ好こつけるしね。

　──アンタ達は、愚弟がそうやってられるように、自分達の思いを教えて、愚弟に自信をつけさせてあげればいいの」

　ね、と言われて肩を叩たたかれたが、何だか凄すごく難しい宿題を貰もらった気がする。

　だけど、

　……そうですね。

　彼は、ホライゾンと〝ここにいる・消えない〟という事を確かめ合うような求め合いをし、それを共有出来た事が嬉うれしかっただろう。

　……私は──。

　どういう思いを彼にあげられるだろう。否いな、もうそれは自分の中にあるのだ。だが、どのように尽くして、彼に届けられるだろうか。つまり、

・●　画：『どんな事したら彼は喜ぶんでしょう、あン、……と浅あさ間まは思し案あんし、くねくねするのであった……、と』

・あさま：『ハ、ハイそこ！　勝かつ手てにモノローグ作らない！』

「いやもう、考え込みますわ──」

　と、ミトツダイラが、力を抜いて簀すの子こに座り込む。

「……御お母かあ様さまと御お父とう様さまの事、ああだこうだと言えませんわね。出会いの時から、そういう、自分がどう思っているかを伝えようとしてきて結ばれたんですもの」

「うちも、母が駆かけ落ち同然の乗り込みだと聞きましたし……」

「フフ、うちも果たし合いやったくらいなのよ？」

　だから、

「アンタ達、すんなり収まった分、宿題厳きびしいわよ？」

　言われてしまうと、そんな気もする。だが、

「あ」

　気付けば、表示枠サインフレームが、未いまだに二人の遣やり取とりを発している。
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　うーん、とトーリは唸うなった。

「しかし、いきなり一回目から、こんなアバンギャルドな事になるとはなあ……」

「フツーだと面白くありませんね、と思っていたので、まあこれはこれで」

　それに、とホライゾンが言った。

「まだ突っ込まれたままですから、一回目は続行中です。ここから先、持ち直しなどしたいなら、トーリ様の努力次第ですが」

「え!?　俺おれのムード作戦に乗ってくれるのホライゾン!?」

「ホライゾンが上にいる事を忘れましたかトーリ様」

　ホライゾンが、無む造ぞう作さに腰を前後した。単純な動きだが、

「あっ、ちょっと、ちょっと俺かなり今までの累るい積せきで弱くなってるんだけど……！」

「おやおやトーリ様、ホライゾン、痛覚切ってアレなのに、良い感じですか」

「あ、うん、何か俺、これはホライゾンにされるがままでいいかも的な……！」

　ここは褒ほめていいところ。なので言うとしたら、やや仰のけ反ぞり気ぎ味みに、

「エクセレント……」

「ほほう。これ、うちの極ごく道どう親父おやじが〝うーん、内側はこのくらいがいいかなあ〟とか、そんな事言って作ってた筈はずですが、それがいいとは、趣しゆ味みが合うようですな二人とも」

「待てえええええええええええええええ！　俺を哀かなしみで殺す気か!?」
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・金マル：『ホントに言ったね』

・貧従士：『容よう赦しやないですね副王』

・銀　狼：『我が王！　頑がん張ばって！　頑張って下さいましね……！』
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　まあまあ、とホライゾンは言った。

「とりあえず次もあるでしょうし、ここで無む理りにトーリ様の色を出さなくてもいいのでは。

　──というかトーリ様、既すでに何か限界のようですが大だい丈じよう夫ぶですか」

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　まだ保もつ！　保つよ俺は！」

「では、あと五分保ったら交代としましょうか」

　とりあえず両腕うでを外して、左右の手にこちらの腰をホールドさせた。その上で、両腕にこちらを上下させて、

「存外に楽で良いですねコレ」

「やめろおおおおおお！　機き械かい的な搾さく取しゆはやめるんだあああああああ！」

「それでは授業をはじめまあああああああああああす」

「ま、待て！　搾取したいのか縮しゆく小しようしたいのかちょっと決めるんだホライゾン！」

　おやおや、とホライゾンは言った。

「そろそろ限界のようですねトーリ様。ハイ、ワン・ツー、ワン・ツー」

「ぬあああああテンポ取るのやめてやめてやめて本気でやめて」

　まあ何と言うか、この状況。一ひと言ことで言うと、やはりこれに尽きる。

「楽しいですねえ、トーリ様」

　彼が枕まくらで顔を押さえながら、空あいた手で右の親指を上げて見せる。

　その枕を両腕うでに外させながら、こちらはその親指に唇くちびるを近づけ、

「──淫蕩ポルネイア、ありますよ、トーリ様」

　その親指を唇にすぼめた瞬しゆん間かん。彼に限界が来た。
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　何やら酷ひどい地じ響ひびきというか、震しん動どうを感じたミトツダイラは、浅あさ間まと顔を見合わせた。

　お互い、明らかに眉まゆを歪ゆがめた怪け訝げん顔になっているのは解わかるが、とりあえず、という感じで浅間が表示枠サインフレームを出す。それは王の体調管理用で、

「……死んでたりはしてないようですね」

「逆にテンション上がりまくってるみたいですわね。ハートマークが回ってますわ、ここ」

「こんな表ひよう示じ、あったんですね……」

　と、呟つぶやく浅間が、

『よーし、もう一回、一回目の続きと行きますかトーリ様』

『お、俺おれ、恥ずかしいところ見られちゃった……』

　などと聞こえる声に小さく笑う。確かに、王の口く調ちようには〝嬉き〟の色がある。

　さて、と言ったのは浅間だった。表示枠に防音術じゆつ式しきを重ねて、

・あさま：『もうこれ以上は無ぶ粋すいでしょう。いや、今まででも充分に無粋ですけど』
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　でも、良かったと、浅間はそう思う。

　一度いなくなった彼女と、そうなろうとしかけた彼と、もはやそういうのは払ふつ拭しよくしてはいるが、ただ、今回で、未来を誓ちかった。

　楽しい時間だ。

　失わせないとか、無くさないとか、そういう事を護まもるだけではない。

　それを当然とした上で、どうするのか。未来のイメージが出来たのだ。

「楽しく、ですよね。始まりの時に言ってましたし」

　いつも彼が言っていた事が、ここでとうとう、何よりも前に立った。

　……ああ、そうですね。

　思った。

　これはきっと、彼と彼女の願いだ。

　楽しくあろう。

　多くの人の夢を叶かなえて、世界征せい服ふくして、末まつ世せを救って、どこに行きたいのか。

　失わせないとか、無くさないとか、それがためだけではなく。

　楽しくありたい。

　これは、細やかな、小さな願い。

　だけど大だい事じな願いだ。

　皆の願いを叶える王様が、小さな、しかし己おのれの願いを自分の中に定めたのだ。

　皆の願いを叶えて、ホライゾンの夢を叶えて、どうしたいのか。

　楽しくありたいのだ。

　解わかった。

　この願いは、しかし結けつ構こう大変だ。何しろ、失わせないとか、そういうのが全て前ぜん提ていでなければならないからだ。正まさ純ずみに言ったら、口を横に開くような難問だろう。

　だけど価か値ちがある。

　そして自分もミトツダイラも、そんな彼を支えていくのだろう。何しろ無む茶ちやの多い人だ。楽しくても嬉うれしくても、疲れる事は確かにある。

　喜き美みがさっき言っていた事は、きっとこういう部分に繫つながるのだ。

　これからは、自分達も、彼を支えて行くフックが出来た。

　……私の場合は──。

　位置、関係、時間、出来る事。そこから答えは見えてくる。

　これは皆、それぞれが、それぞれごとに思っている事に違いない。横にいるミトツダイラも、こちらを見て、

「──ええ」

　頷うなずく騎き士しは、ひょっとすると、昔から支えてきた自覚があるだけに、こういう事を解っていたのかも知れない。バスタブの中で笑っていた喜美も、今はただ笑えみしている。

　だから自分は、こう感じた。

・あさま：『良かったですね』

　ホライゾンも、トーリ君も。そして、

・あさま：『──皆も、心配はなくなったんじゃないですか？』
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　そうだねー、と浅あさ間まの言葉に頷うなずいたナイトは、横で作画していたナルゼが、横倒しに身体からだを寝かせるのを見た。彼女は、そのまま横に転がって、壁かべ際ぎわまで行って、

「あ──」

「どったの、ガっちゃん、翼つばさ傷むよ？」

「つーか、何を描いたらいいのよ──。上を行くにはもうコーナーポスト用意してハイ・フライフローで合がつ体たいとか、そういうネタ!?　ここ、ボーナスステージだと思ってたら、もうドキュメンタリにでもしてやんないと駄だ目めじゃないかしら──」

　あー、と、また彼女は声を上げた。

「何か、ドっと疲れたわ──」

「ガっちゃん、他に対して気を回す時は回すもんね」

・十ＺＯ：『っえ……』

・傷有り：『あら、失しつ礼れいですよ点てん蔵ぞう様。──ナルゼ様は、私達の告こく白はくの援えん護ごとして、倫敦ロンドンに乗り込み、点蔵様を助けて下さったじゃありませんか。ナルゼ様は良い心の持ち主です』

　という言葉に、ナルゼが慌あわてて身を起こす。彼女は顔を真まっ赤かにして、

「いや、あれはそういう、良心とか言われると、く、くぅ……！」

　そういうガっちゃん凄すごく可愛かわいい。だけど最大の問題は、

「──ソーチョー、いつ終わるかな？」
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　浅間が、表示枠サインフレームからのホライゾンの声を聞いたのは、しばらくが経過してからだった。

『浅間様、仕上がりましたので宜よろしくお願いいたします』

　何かの受け取りみたいな……、と思いつつ、浴室での演劇鑑かん賞しようを切り上げ、湯の張り直しを急いで設定。バスタブから抜けていく湯に、喜き美みが「ああつ、吸い込まれるわ！　バキューム系けいね……！」などとうるさいのを放ほう置ち。くたくたになった水着の上から寝ね間ま着きを羽は織おり、ミトツダイラと喜美を連れ、居きよ室しつに向かったのだ。

　だが、途と中ちゆう、ミトツダイラがリタイアした。彼女が、あ、と声を上げて、

「ちょ、ちょっと私、部屋で一回着替えておきますわ？　大だい丈じよう夫ぶですわね？」

「ああ、匂においが解わかるんですね……」

「い、言わなくてもいいんですのよ!?」

　と言う狼おおかみを後にして、カーテンの前に立つ。すると、

「あら、両腕うで。お出迎え？　フフ」

　喜き美みの言う通り、カーテンの下から窺うかがっていた両腕うでが、それを開けてくれた。

　……な、何か緊きん張ちようしますね……！

「御お邪じや魔まします……」

　窺うようにして見る。するとそこにいたのは、

「浅あさ間ま様、来ましたか」

　既すでに寝ね間ま着きを着たホライゾンが、やたら乱れた布ふ団とんの上に座っている。髪かみなど傷めてないか、とも思ったが、そういう風ふ情ぜいはない。そして彼はというと、

「ワ、ワタシ、恥はずかしいところ見られちゃった……」

　俯うつぶせで〝く〟の字になっているが、噓うそ泣なきなのはよく解わかる。

　とりあえず自分は座り込み、ホライゾンの顎あごに手を当てて、思わぬ怪我けがなどしてないか確かく認にんの上で表示枠サインフレームを開いて体調も見定める。すると、

　……あ、テンション高めですね。

　良かった、と、そう思っていたら、言葉が出た。

「良かったですね」

　言うと、ホライゾンが辺りを見回した。そして彼女は、入口側に膝ひざで移動すると、こちらを手招きする。すると、

「何事ですの？」

　覚かく悟ごを決めてやってきたミトツダイラにもホライゾンは手招き。喜美も呼ばれ、泣き真似まねだけを残して、皆が集まった。その中央で、ホライゾンが一ひと息いきを吐き、小さな声でこう言った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、良い事でした。──ゆめゆめ、あの男には言わないように」

　どうしてそこまで勝負づいてるんでしょうかねコレ。
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　結局、風ふ呂ろの世せ話わや始し末まつをして、浅間達が眠りについたのは、出場まで残り一時間半となる十時ちょっと過ぎというところだった。

　他の皆は、ここまで付き合っていない。ミトツダイラも前ぜん衛えいに出るため、早く眠らせた。あとは自分と喜美という事で、

「……これはもう、本ほん能のう寺じの変へんが終わってからちゃんと休むと言う事で、今は仮か眠みんくらいがよさそうですね。圧あつ縮しゆく睡すい眠みんも、無む理りないようにして」

「フフ、お疲れ様ね。でも、浅間」

「何です？」

「──期待してるわよ？　アンタとミトツダイラの時も」

「じ、実じつ況きようはしませんからね……」

　どーだか、という喜美を送って、己おのれは一息を入れた。

　今、隣となりのホライゾンの部屋では、彼と彼女が静かに寝ている。いろいろと面めん倒どうだったり、問題のある二人だが、今後はこういう事や、自分もまた、と考えると、

「────」

　一いつ瞬しゆん。小さく笑ってしまったのは、やはり自分も、楽しいのだろう。

「おやすみなさい」

　目を覚ませば決けつ戦せん。そして、新しい時代が、きっと始まるのだ。
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　武蔵むさしがステルス防ぼう護ご障しよう壁へきを張り出したのは、京きようの町から真上に見る事が出来た。

「遂ついに、ですか。──本ほん能のう寺じの変へんの夜や襲しゆう。その準備ですね、これは」

　巨きよ艦かんの影が消え、空が広くなっていくのを三みつ成なりは見届けていく。

　同じように、今、琵び琶わ湖こ安あ土づちの方でも動きが生じていた。

　出場の準備を終えた安土が、北陸に向け、浮ふ上じようしたのだ。

「さて、どうなりますか……」

　避ひ難なん所じよへの食しよく糧りようと毛布などの配はい給きゆうを、急ぎ処しよ理りしながら、三成は呟つぶやいた。

「世界が動く夜が、静かに始まりましたね……」







[image: 第十七章『退き場所の塞ぎ者』]
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　安あ土づち接近の報を誰だれよりも先に得たのは、佐さ久く間まだった。

　佐久間家の多重襲しゆう名めい。その内の一つ、〝退ひき佐久間〟、という字名アーバンネームの通り、撤てつ退たい戦せんを得意とする彼女だが、防ぼう衛えい時じにおいては前線を前に出し、遅ち滞たい行動を行う。そのための偵てい察さつが、

「オイオイオイ安土の接近を見つけるかと思ったら、フツーにP.A.Odaの通つう神しん見えるんだけど。安土出しゆつ航こうの御案内とか、こっちにも来てるんだけど」

「まーあ、いきなり過ぎましたからねー、佐久間様」

　今いる自じ艦かん〝刈かり谷や城じよう〟の艦かん橋きようの中、通神役の女子が言う。

「P.A.Oda内の歴史再さい現げんという事もあって、ここらへん、完全に敵対扱いにすべきかどうか、P.A.Oda本国側でも判はん断だんつきかねているんじゃないでしょうか」

「いやいやいやいや、柴しばちゃんのシメだろコレ？　もうちょっと締しまって行こうよ」

「そう言われましても、もう始まってますし」

　という台詞せりふと共に、前線から送られてきた画が像ぞうを自分は見た。

「……ステルスも掛けてないか」

「地上戦が主で、その圏けん外がいに止め置くのだと思います。巨きよ大だい艦かんの威い圧あつ感は半はん端ぱないですから」

「じゃあ、じゃあさ、じゃあこうしよう」

　提てい案あんは決定だ。そのつもりで行く。

「──威圧感が何だってんだ。おうおうおう、今から攻こう撃げき掛けて遅滞させるよ!?」
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　佐久間艦かん隊たいが単独で浮ふ上じようし、安土の迎げい撃げきに動き出した事を、清きよ正まさは掃そう除じ中に知った。

　出場は地上戦という話だったので、打ち合わせの後は出場準備の時間まで、久しぶりに戻ってきた安土内の掃除に取りかかったのだ。

　何しろ、一ヶ月程空あけていた。更さらには自室は、

「ああもうこれはこれは……」

　思わずジャージの上着が肩から落ちる勢いで吐と息いきしてしまう程、荒れている。

　そうだった。福ふく島しまとの遣やり取とりに憤いきどおって、だけどそれを外にぶつけるのは憚はばかられたのだ。だから結果として、部屋の隅すみには本や皿さら、小物入れの箱や瓶びん、化け粧しよう水すいのポットを始めとして、雑貨やポスター類までが叩たたき付けられている。

　特に酷ひどいのはベッド回りだ。何も無い。否いな、一応、ベッドと敷しき布ぶ団とんは存在しているが、毛布などは投げても投げても空中で失速したため、部屋の中央辺りに落ちている。代わりというようにヒステリックの山さん頂ちようにあるのは、

「ああ、Ｔｅｓテスタメント．枕まくら……」

　山の上、バランス良く載のっている枕まくらを見て、まるでアートのようですね、と自分は思った。

　あの枕が、多分、結論。最後の一つ。

　一ヶ月前は、浮かれていてからのドン底だったのだと、今いま更さら思い出す。

　……だからまあ、ある程度落ち着いてからは、この〝山〟を見ないように、触れないようにしてましたね。

　いつか、片付けようと思っていた。だが、この〝山〟を無くしてしまう事は、自分の〝負け〟にも感じた。勝かつ手てに期待して、勝手に敗れて、勝手に怒っただけだと言うのに。

　冷静になってから考えましょう、という引き延ばしは、心に平へい穏おんをくれた。

　合がつ宿しゆくに向かう時は上じよう機き嫌げんだった訳わけだ。現実逃とう避ひで。それも真さな田だの入口で泣かされて現実に強制送そう還かんされたものだが。

　そしてハイ、今からが現実です。

「うーん……」

　この〝山〟をどうしたものか。使えるものはかなりあるというか、本当に叩たたき付けただけだから、割れたり折れたりしていなければ充分実用。ただ、

「……この小こ鉢ばちとか、水み戸とに行った帰りの御お土産みやげですよね」

　書類の束たばの陰に落ちているのは、三み方かたヶ原はらの戦いの後、水戸に乗り込んだ際の品だ。警けい告こくに向かい、副ふく長ちように勝利を、第五特とく務むには加か勢せいをされて撤てつ退たいしたが、その時に負ふ傷しようした。

　帰り、片腕うでが不自由では平たい綺き麗れいな皿さらは使いにくいで御ご座ざろう、と、福ふく島しまが、立ち寄った蕎麦そば屋やの小鉢を求めたのだった。使ってみると、手の平に収まりが良く、

　……福島様は、我知らずと私の手のサイズなど解わかっていて……。

　ほう、と吐と息いきして片かた頰ほうに手を当てる。そして、

「……い、いけません。そういう時間ではありませんっ」

　大体、と思うのはこれからの事だ。自分達は賤しずヶ岳たけの戦いに向かうが、その間に本ほん能のう寺じの変へんが始まる公算が大きい。そしてもし、本能寺の変が完かん遂すいされたならば、

「何もかも、意味があって、そして、無かった事になるのですね」

　だったら、と自分は思った。小鉢を〝山〟の上に置いて、軽く黙もく礼れいして、

「いいです。綺麗さっぱり、捨てて貰もらいましょう」

　今から片付けていては、賤ヶ岳の戦いまでの暇ひまつぶしにはなろうが、終わらない。

　歴史再さい現げんに参加出来ないとして、手て空すきの者達は必ず出る。そんな人達に処しよ理りして貰おうと、そう考えた。だが、

「こ、これは駄だ目めですっ。見せられませんっ」

　一番上のＴｅｓテスタメント．枕を手に取って抱きしめ、隠かくす場所を思し案あんする。すると、

「あ……」

　外。廊下ではなく、窓の向こうから、重い響ひびきが安あ土づちを通り抜けた。

　廊下に、一いつ拍ぱく遅れてから警けい報ほうが響ひびき始める。これは、

『左右前方、佐さ久く間ま艦かん隊たいからの砲ほう撃げきが到とう達たつ。本艦は既すでに防ぼう御ぎよ態たい勢せいに移行しており、問題なく通過出来ると判はん断だんしますが、皆様、甲かん板ぱんに出て見物したり、〝ちょっと外のロープの様よう子すが気になって〟など、おやめ下さい。流石さすがに拾い直す余よ裕ゆうはありません。──Shaja』
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　へーえ、と左さ近こんは思った。これが安あ土づちの侵しん行こうってやつですよう、と。

「鬼おに武たけ丸まるさん。強そうってのは、楽でいいですよう」

『小こ姫ひめ、貴き様さま、もうちょっと言葉を選ばんか？　あと、表おもてに出るなと言われたろうが！』

「いやいやいや、表に出てたんですよう……！　賤しずヶ岳たけとか見えるかなあ、って。さっきそれで鬼武丸さんが〝見える訳わけないだろー。きさまー〟とか、その理由を図も使って逐ちく一いち説明してくれて、私、鬼武丸さんって、口が悪くなければ超ちよう親切で有能なのでは？　とか思っていたところですよ？」

『貴様、ここから賤ヶ岳が見えない理由は理解してないな!?　その口く調ちようだと！』

「鬼武丸さん、そんな一生で一回しかないような事が理解出来たところで、意味は無いですよう。もっと大だい事じな事に脳のうは使うべきですよ？」

　貴様……！　と説せつ教きようの始まった頭部装そう甲こうを脇わきに抱えて、自分は甲板を移動する。

　今、自分がいるのは安土の中央前ぜん艦かん。左さ舷げん上部構こう造ぞうの移動甲板上だ。流石に戦せん闘とう準備中の主しゆ砲ほうを「わあ、大きいですよう」とペタペタ触る気は無い。出しゆつ航こう前にもうやったですよ。

　というか、さっきまでいろいろな手伝いをしていたのだ。

　何しろ安土は戦闘艦。戦闘中だろうと内部で物資の運うん搬ぱんは頻ひん繁ぱんだし、外部でも必要があれば防ぼう護ご機き構こうの展開や、装甲の固定などで人手を必要とする場合がある。

　とはいえ困った事が一つ。

『おい小姫！　早く艦内に戻らんか！』

　既すでに、北の方から砲撃が来ている。意い外がいに狙ねらいが正確で、一番艦よりも二番艦に先さき程ほどから防護障しよう壁へきの流りゆう体たい光こうが飛沫しぶいている。そのたびに快音が走るが、段々と音が高く歪ゆがんで聞こえるのは、安土が速度を上げているからだろう。でも、頭ず上じようを越える曲きよく射しや砲撃は、

「……また二番艦狙ねらい？　何でです？」

『後ろの艦は、前の艦が遮しや蔽へいになるから、防護障壁を張らなくても良いというのが航こう空くう艦かんで陣じんを組んだ時の定じよう石せきだ。前に防ぼう御ぎよ艦かんを置くのは、俺おれもよくやった』

「……鬼武丸さん、そんなだから目立った戦果を上げられないんですよう」

『最終的に勝てばいいのだ！　勝てば！』

　言いい訳わけを始めたですよ？

　だが、今、曲射が二番艦を狙っているのは、どういう事か。

『たとえ二番艦かんに攻こう撃げきを受けていても、一番艦は防ぼう護ご障しよう壁へきを張り続けなければならん。そしてこれだけ二番艦に撃うち込んでくるというのは、二番艦を狙ねらうという意味合いだが、それがため、もしこれから敵が二番艦を撃たなくなっても、こちらは二番艦の防護障壁を外せなくなっている。何の意味があるか、解わかるか』

「鬼おに武たけ丸まるさん、勝かつ手てに解説始めて、勝手に〝解るか〟とか、意い思し疎そ通つうが出来てないですよう」

『貴き様さまは〝学ぶ〟という姿勢がないのか……!?』

　いやそれ以前の問題の気が。だけど、

「どういう事なんです？」

『あ？　ああ。──いいか？　航こう空くう艦かんは、常に防護状態を強制されれば、燃ねん料りようを異常に食う。砲ほう撃げきするなら一いつ瞬しゆんだが、防護障壁は一瞬どころではない連続だからな。この辺り、武蔵むさしなどは防護特化なので旧式の段階でもかなり優ゆう秀しゆうだったようだが、安あ土づちは戦せん闘とう艦かんだ』

「どう違うんです？」

『武蔵の防護障壁は一枚一枚が軽い。それは〝弱い〟が、高度な管制があれば、瞬しゆん間かん的に多重化して補強出来る。三み河かわ戦と三み方かたヶ原はら戦を記録で確かく認にんしたが、三十年以上のノウハウがあればあそこまで出来るか。──しかし安土は、防護障壁の一枚一枚が重い。それは〝強い〟が、何故なぜかは解るか？』

「おっきな砲ほう弾だんを防ぐためですよう」

『それもあるが、違う』

「それもあるなら、違わないですよう？」

　何だっけ、充分ナンタラとか必要ナンタラとか？　そういう事ですよ？

　だが、脇わきの頭部装そう甲こうは、まあいい、と言った上で、

『防護障壁を強く、単たん品ぴんで強力な砲撃を防ぼう御ぎよ出来るようにすれば、高度な管制は不要となる。つまり多重の展開処しよ理りや、敵の位置の正確把は握あくなどしなくてよくなる。

　敵と相あい対たいし、正面から来るのにだけ対たい抗こうしてればいい。それがまあ、戦闘艦というものだからな。だが──』

「今のままだと、無む駄だ遣づかいなんです？」

『そういう事になるな』

「やられっぱなしですよう。何で反はん撃げきしないんです？」

『反撃すれば、出力も食うし、反動の処理などが面めん倒どうだ。なにより、迎げい撃げき態勢になってしまうと、地上戦のために構こう築ちくした人員配置などが崩くずれて手て間まとなる』

「つまり、反はん攻こうするより、痛くても通り過ぎた方が得なんです？」

『解ったではないか。つまりそういう事だ』

　成なる程ほど、と頷うなずくのは、確かにまあ、痛いからと言って抵てい抗こうしたところで、意味が無い事があるというのは、体感的に知っているからだ。

　後に得や目的があるならば、自分の時よりずっといい。でもでも、

　……昔のいろいろがあったから、今、鬼おに武たけ丸まるさんや三みつ成なり様達とツルんでられるというとなると、昔の痛かった事もありかなー、とか思えますよう。

　自分は〝甘い〟のだとは、同級生によく言われる。オマエもっとピシっとシメろよ、と。でもホントにそうしたら傷どころじゃ済まないんで。

『どうした小こ姫ひめ。ニヤニヤして』

「し、してないですよう！　失しつ礼れいな……！」

　しかし、とりあえずは理解出来た。

「だとしたら、安あ土づちは急ぐしかないですよう。要するにコレ、相手の陣じん地ちに深く切り込んで、同士討うちを恐れて相手が砲ほう撃げき出来なくなるくらいの位置にいかないと駄だ目め、と、そういう事になるんです？」

『ああ、そう言う事だ。──よく理解出来たな小姫。偉えらいぞ』

「いやまあ、教え方が良かったんですよう」

『ほほう、そうかそうか』

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですよう。だってここだけでしか使わない知ち識しきをこんな丁てい寧ねいに」

『貴き様さまあ──!!』

　砲撃音より声が大きいとか、どうかしてるですよ？

　ただまあ、現状は解わかってきた。

　だが、振り返る先、二番艦への砲撃は集中している。安土は速度を上げているのに、だ。

「この被ひ弾だん集中っぷり、どういう事なんですよう？」
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　小こ六ろくは、安土の武ぶ神しん格かく納のう庫こで、玄げん武ぶを何処どこに配置すべきか思し案あんしていた。

　玄武にも自じ律りつ駆く動どう機き構こうは入っている。だから肩上に座って、

「上の防ぼう護ごを手伝うべきか……」

　腕を組んで思案していると、こちらを気き遣づかったのか、玄武がとりあえず上部メインハッチの方へと移動していく。だが、

「……この状況でオタオタ降りていけば、真っ先に被弾だろう」

　ハッチは後部向きで、前から砲撃されても護まもられる。しかしずっとそこに隠かくれている訳わけにはいかないし、甲かん板ぱんにいる作業員達のカバーもしなければならない。

　搭とう乗じよう時じと出場時は、武神にとって魔まの時間帯たいだ。

　そして今、この砲撃密みつ度どだと、危険。自分がかなり慎しん重ちよう派はのせいもあるが、それを換かん算さんしても、これはよくない。だから、

「ハッチは無む理りか……」

　言うと、玄げん武ぶが、ゆっくりと動きを止めた。

　お、と下で作業している皆が振り仰あおぐ中、玄武がそろりそろりと方向転換する。

　行き先は、上部ハッチの向こう。艦かん尾び側ハッチを開けての射しや出しゆつ機きだ。

　これは資材などを垂すい直ちよくに近い軌き道どうで射出し、落らつ下か確保させるもので、本来ならば艦かん間かんの資材遣やり取とりや、戦せん闘とう時じの緊きん急きゆう輸ゆ送そうに用いられる。そして玄武は、重量的に見て射出可能だ。

「これはこれで楽しい……」

　玄武が脚あしを速めた。が、これもまた、気になる部分がある。

「万が一、敵の砲ほう撃げきを食らったらどうなるのか、という懸け念ねんがある」

　この場合、防ぼう護ごをしていたとしても、砲ほう弾だん直ちよく撃げきの威い力りよくがある。吹っ飛ばされたら、戦せん線せん復帰には時間が掛かるし、作業員達のフォローは、もう無む理りだ。

　正直、武ぶ神しん大たい国こくである六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズなど、この辺りの運用をどうしているのか。備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いの後、広場で酒飲んで「このちっちゃいのが、あの黒いのに!?」とか驚かれるのに対して半はん目めを向けず、話を聞くべきだった。後こう悔かいがやたら遅く来てるが、まあ仕方ない。

　……夏休みは面白いゲームが多かったから。

　途と中ちゆうからは怪かい奇き現げん象しようも起きなくなって、怪かい異い祓ばらいの連れん中ちゆうが「やっぱりうちの刺し激げきが一番効きましたね！」と言っていたがどうだか知らん。ともあれ、万が一を考えると、

「射出はないか」

　玄武が一回停とまった後、またゆっくりと方向転換をし始めて、少々すまないと思う。

・６　　：『竹たけ中なか、どうする』

・黒　竹：『あ、丁ちよう度ど良かった。ちょっと正面甲かん板ぱん出て貰もらえます？　今、正面から輸ゆ送そう艦かん突っ込んできてるんですよー』

・６　　：『早く言え……！』

　玄武がダッシュでメインエレベーターに走って行って、本気ですまないと思う。
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　佐さ久く間まはノっていた。何しろ今回は古い友人でもある柴しば田たのシメの日だ。

　自分などとは違い、よくも悪くも覚かく悟ごが決まってる彼に対して、いちいち言う事はないし、止める気も無い。どちらにしろ、彼の決けつ着ちやくは彼のものだ。

　下手へたに中ちゆう途と半はん端ぱに終わったら、それが元で自じ害がいすらしかねない。そんな男が柴田だ。

「まあまあまあ、いいじゃないか」

　柴田は、だからこそ鉄てつ壁ぺきの副ふく長ちよう。誰だれも崩くずす事が出来ない存在。そういうものだ。

　だけど、それゆえに、彼には託された。多くの者が、託してきた。

　……ならばどうする？

　その答えを、今夜自分達は問うていく。彼の一いち勢ぜいとして疑問する。応じるのは羽は柴しば勢ぜい。自分達をここで破るべき存在だ。だったら、

「どうする!?」

　正面に安あ土づちを捉とらえた視し界かいの横。艦かん橋きよう左の空を、高速の鉄てつ塊かいが前に突っ走った。

　輸ゆ送そう艦かんだ。羽は柴しばが発案した高速激げき突とつの超重量。それを今、まっすぐ安土へと、

「行け行け行け……！　これが始まりさ！」
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　安土艦かん上じように出て観測や防ぼう護ご障しよう壁へきの管理を行っていた者達は、それを見た。

　正面から飛ひ来らいする黒の輸送艦と、対たい抗こうするようにエレベーターから上がって来た玄げん武ぶが、

「もう構えてるぜ……！」

　相手は見えていない状態だった筈はずだ。迎げい撃げきのタイミングも解わからないだろうに、だが、玄武は既すでに右の腕を振りかぶった姿勢から、前にダッシュを掛けるところだった。

　直後。輸送艦が安土の艦かん首しゆに激突する。

　しかし、玄武がそれを許さなかった。脚きやく部ぶに震しん動どうを立て、エレベーターが上がり切る前に、甲かん板ぱん縁べりを踏み台のようにして前に跳ちよう躍やくした。

　僅わずかに仰ぎよう角かくをとった砲ほう門もんの下、黒の武ぶ神しんがぎりぎりの軌き道どうで跳ぶ。

　勢いはそのままに、玄武が真っ正面に右の腕を突き込んだ。

『放て、──〝過か多た突づき〟』

　打つ。そして右腕うでを突き込んだ先で、それが生じた。

　重力震動だ。外からは陽かげ炎ろうにも見える光の円の一いち撃げきは、短射しや程ていだが余波先せん端たんが甲板を越えて艦首の向こうへと突っ走り、

『穿うがった』

　小こ六ろくの言葉通りの事が生じた。

　揺らぎの一発が、輸送艦の正面。竜りゆう骨こつにヒットしたのだ。

　当たった。

　そして突とつ撃げきの輸送艦が艦首を縦たてにバウンドさせたかと思うと、そのまま二つに割り裂さけた。
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　やった、と小六は思った。

　今、正面で輸送艦が断じられていく。そう、〝過多突き〟の力は、一いつ瞬しゆんで消えるものではない。その空間に留とどまりながら、しかし叩たたき込んだ相手の内部に残り、全体へと浸しん透とうするのだ。

　初めの打だ撃げきを深く入れれば、相手は、その空間に残った重力塊かいと、自分の突とつ入にゆう速度によって自動的に割さけていく。更さらには分かたれた左さ舷げんと右う舷げんにも重力震動と捻ねじれが入るため、

「散る」

　硬こう化か木材と金きん属ぞくで作られた艦かん体たいが、自ら軋きしんで破は裂れつし、千ち切ぎれていった。

　残ざん骸がいが、こちらとすれ違うより先に、空中にのたうちながら散じていく。相手の勢いもあってか、風に激げき突とつした輸ゆ送そう艦かんの姿すがたは四し方ほうに撒まかれて散っていき、更さらには、

　……防ぼう護ご障しよう壁へきか。

　安あ土づちの展開した防護障壁に激げき突とつし、破は片へんすらも砕くだけて消えた。

　後には何も残らない。風が只ただ舞うだけと、そう見えた瞬しゆん間かん。

「──安土！」

　小こ六ろくは叫んだ。

「対応……！」





●






　佐さ久く間まは、自分の手て際ぎわの結果を見た。

　輸送艦は突とつ撃げきさせた。それは砕かれた。だとしたならば、

「なあなあなあ、──輸送艦ってのは、何のためにあるか、忘れてるだろう。お前ら」

　羽は柴しばは真ま面じ目め過ぎる。輸送艦を突撃させる時、それは砲ほう弾だん扱いとしてしまう。竜りゆう脈みやく炉ろを仕込んだ事もあるが、あれは歴史再さい現げんでの勝利を確定させるため。

　そうじゃない。勝負は最後につけるものじゃない。

〝退ひき佐久間〟として、己おのれはそう思う。だって、自分にとっての勝負とは撤てつ退たい戦せん。しかし逃げ切りの戦いには勝負なぞ、存在しないのだ。

　敵は常に優勢。勝ちなど望める訳わけもない。

　ならば逃げ切れ、守り切れ、生き切れと、勝負がつかない終わりこそが至し上じようなのだ。もしそんな中で勝負があるとしたら、

「始まりのターンだよ。羽柴勢ぜい」

　最初に大きな一いち撃げきを入れておけば、逃げ切りやすい。敵の前線を崩くずしてしまえば、生せい存ぞん率りつは上がるのだ。だからこちらは、初しよ手てから行く。それは、

「ほらほらほら、広がったぞ！」

　光の群だ。輸送艦に大型木箱コンテナ一いつ杯ぱい搭とう載さいしていたもの。

　術じゆつ式しき符ふだ。

　……これは既すでに、三征西班牙トレス・エスパニアがやった事のある内容だけど……！

「爆ばく砕さい術式、くらって見ろ……！」

　叫びと共に、正面の夜空が昼間のように明るくなった。

　光は白から黄色、そして赤となり、まるで果くだ物ものの皮を果実が内側から押し剝むけるように、黒の爆ばく炎えんが空に飽ほう和わした。

　音が、後からついてくる。
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　丹に羽わは、城じよう塞さいのように布ふ陣じんした柴しば田た艦かん隊たいの中、南側に位置取りながら、南の空で生じた光を眺ながめていた。

　場所は、それこそ城塞となる艦かん列れつの上。甲かん板ぱん上から見えるのは、

「……派は手でにやりますねー、佐さ久く間まさん」

　何か飲もう。そういう空気になってきた。麾き下かの皆にも、

『ハイ、皆、とりあえず貨物開けて貰もらってるから、飲み放ほう題だいで。──戦せん闘とう前には飲酒代だい演えんして拝はい気き化かしておくといいですよ』

『──Shaja！　有あり難がとう御ご座ざいます！』

　わああ、と下の方から声と、艦内を走って行く音が聞こえる。

「急げ！　〝超ちよう五ご郎ろう〟を確保するんだ！」

「俺おれはイコンが目め印じるしの露ロ西シ亜ア焼じよう酎ちゆう〝いいこんち〟だな！」

「じゃあ俺は、露西亜名物の〝イキリタツ〟で行くぜ！」

　皆して元気で何よりだ。ただまあ、〝祭〟として考えるのがいいような気がする。この辺り、佐久間も理解しているからこその派手な爆ばく発はつだろう。

　つまり祭は始まったのだ。だが、

「佐久間さん」

『ああ、ああ見えてるよ。解わかってる』

　佐久間の、笑えみを帯びた声が聞こえた。

『付き合い悪いな安あ土づちは！　直ちよく撃げきしてないよ!!』
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　佐久間の視し界かいの中、爆ばく炎えんを突き抜けてくるものがある。

　安土だ。巨きよ大だいな戦せん闘とう艦かん。上部には、艦を保つ人員を確保するための都市が存在する六艦。その巨きよ影えいが、一ひと息いきに黒と赤の火か炎えんと煙を纏まといながら、空を来る。

　おお、と艦かん橋きよう内ないの皆が声を上げた。

「安土、損害軽けい微び！　ほぼ無む傷きずです!!」

　艦橋内に大おお判ばんの表示枠インシヤ・コトブが出て、安土の状態をチェックする。特に艦かん体たいの端はしや、面の大きい場所に確かく認にんが入るが、

「うーん、佐久間様、どっかミスしてないかと見ましたけど、駄だ目めですね！」

「駄目押しすんなよ！」

　これだからうちの連れん中ちゆうは、と思いながら舌した打うち一つ。だが己おのれは、腕を組んだ。

「大だい事じなのは被ひ害がいじゃないさ。こっちは仕事を一つ果たした」

「Shaja！　そうですね！」

　だって、と音おん響きよう検けん知ちを掛けていた航こう法ほう士しが、ヘッドホン型の表示枠インシヤ・コトブを外して告げた。

「安あ土づちの砲ほう撃げき音確かく認にん！　こちらの術じゆつ式しき符ふの叩たたき付けに対し、安土は主しゆ砲ほう発はつ射しやの爆ばく風ふうで対たい処しよしたんです！　つまり、──安土は戦せん闘とう態たい勢せいに入りました！　ここから先、安土は重力加か速そくを行うにしても、一度内部の態勢を仕切り直す必要があります！」

　おお、という声を上げた皆が、すぐに顔を見合わせた。全員が、声を揃そろえて、

「で、音が聞こえた安土の砲ほう弾だんは、今、何処どこ!?」

　直ちよく撃げきした。
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　中央前艦の艦かん橋きよう上に、〝安土〟は出ていた。艦かん内ない艦橋にいないのは、以前、関かん東とうに向かった際、北ほう条じよう側の奇き襲しゆうを受けた事に由ゆ来らいする。

　……あの時、中にいて満足な対処が出来ませんでしたからね。

　経けい験けん不足と言えばそれまでだが、経験したからには活いかしていく。屋おく上じようは露ろ天てんで設備も甘いが、簡単な指し揮きと伝達の用意はした。

　後は自分がここに立ち、仲間や安土本艦からの情報を得て捌さばいていけば良い。

　今もそうだ。

　外に出ていて良かった。佐さ久く間まの放った輸ゆ送そう艦かんの中、日ひ溜だまり玄げん武ぶが砕くだいた瞬しゆん間かんに見えた流りゆう体たい反応に対し、余よ計けいな仲ちゆう介かいを挟まず、直接視認が出来たのだ。

　主砲発射は独断だ。なので、

・安　土：『竹たけ中なか様、差し出がましい真似まねを致しました。──Shaja』

・黒　竹：『いえいえいえ、即そく座ざのいい判はん断だんですよー。おねーさんが判断してても、その中の一つに入ったと思いますんで』

・安　土：『有あり難がとう御ご座ざいます。次の機き会かいがあったら、〝唯ゆい一いつの判断〟を獲かく得とく出来るよう、安土全艦、サービスに尽じん力りよくしていきたいと思います。──Shaja』

　爆ばく圧あつによる被ひ害がいは、艦かん上じようにあった艤ぎ装そうの内、固定し切れないものが吹っ飛んだ程度だ。艦の装そう甲こうに軋きしみが来たが、これは重力加か速そく航こう行こうで入ってくるストレスよりも遙かに小さい。

　……あとは、出力系けいが問題ですか。

　爆ばく砕さい術式の符の群を散り飛ばすため、爆ばく風ふう目当ての砲ほう撃げきを行った。

　僥ぎよう倖こうだったのは、玄武の一いち撃げきを下に通すため、中央前艦の一番主しゆ砲ほうをやや上に向けていた事だ。これによって、爆風が上に発生し、符の群の中央を持ち上げてくぐるような流れが出来ている。だが、麾き下か自じ動どう人形から、通つう神しんが飛んでくる。

『〝安土〟様！　出力低下は軽けい微びですが、重力加速に入る前の準備を崩くずされました！　一度仕切り直しに入ります！　──Shaja』

『安あ土づちの軌き道どうと、佐さ久く間ま艦かん隊たいの位置把は握あく。そしてお互いの接せつ触しよくタイミングを試算、竹たけ中なか様に送りなさい。こちらは主しゆ砲ほう撃げきを続けます。──Shaja』

『え!?　続けるんですか？　──Shaja』

　Shaja、と己おのれは応じた。

『出力を取り直しなさい。主砲撃を続行の状態で、重力加か速そくへのカウントダウンを開始。時間は掛かりますが、プールは可能です。無む論ろん、タイミング的に次の失敗は許されませんが、砲撃から即そく座ざに加速に転じれば、挽ばん回かいは出来るでしょう。──Shaja』

　だから、やるべき事がある。

『主砲撃、佐久間艦隊の要所を狙そ撃げき。当てなさい。──Shaja』
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　指し示じを出して、〝安土〟は砲撃の応おう酬しゆうが始まったのを確かく認にんした。

　手元には表示枠レルネンフイグーアが幾いくつも現れて、そして消えない。安土全体の流りゆう体たい経路の状況や、砲撃による反動の蓄ちく積せきなどが計上されて止やまないからだ。

　だが全体としては重量加速航こう行こうへの出力が蓄積されていく。艦かん内ないの要所も、一度アジャストからの再設定を始め、

『〝安土〟様、一度、各かく艦かんのアジャストを行い、ストレスを抜きます。──Shaja』

[image: ]

『〝安あ土づち〟様、こちら艦かん内ない剣つるぎ神じん社じや、平ひら野の様の加か護ご再調ちよう整せいを開始。三十二連れん鳥とり居い型出力機き関かんへの再導入準備に入りましたので、重力加か速そく、準備出来ます。──Shaja』

　Shaja、と己おのれは応じた。そして皆に指し示じを出す。

『では総員、重力加速航こう行こう準備の上、地上戦待たい機き状態へと移行します。──Shaja』

　Shaja！　という返答を共通記き憶おくに頂いただいた瞬しゆん間かん。頭ず上じようを音が掠かすめていった。

　佐さ久く間ま艦かん隊たいからの砲ほう撃げきだ。

　……ようやく〝外れ〟ましたか。

　速度を上げ直し、更さらには砲撃を入れてようやく、だ。これまでの防ぼう護ご障しよう壁へきに対する被ひ弾だん状況を見ても、佐久間艦隊の〝退ひき〟は、防護の整列性と砲撃の命めい中ちゆう率りつによるものだろう。

　ノヴゴロド戦の時とは違う。あれは上越露西亜スヴイエート・ルーシの物量に対して、実質的には波は状じようとなる前後入れ替えの艦隊壁へきを作り、重ねた防護障壁で護まもりながら砲撃を与え続けたものだが、今は左右に展開し、緩ゆるやかに下がりながらの砲撃を寄よ越こしているだけだ。

　何か戦せん術じゆつはあるだろうが、それはこちらが求めるものではない。情報は竹たけ中なかに送られているのだから、彼女を頼ればそれでいいのだ。
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・黒　竹：『えろえろえろえろえろえろ』

・□□凸：『だ、大だい丈じよう夫ぶですか竹中先せん輩ぱい！　今、食堂で皆が配給貰もらってる最さい中ちゆうですよね！』

・黒　竹：『いやあ、何かさっき、応おう撃げきのせいでいきなり速度落ちてから、また今度は重力加速準備で上がったじゃないですか。艦内気き圧あつがビミョーに変わったり揺れがあったり、厨ちゆう房ぼうの匂においがドっと来て、ああ、これは、えろの神様がおねーさんにえろい事しろと御ご神しん託たくを』

・□□凸：『誰だれか！　誰か竹中先輩の言ってる事が解わかる人いますか!?』

・安　土：『あの、すみません。多分、遠因が全部うちだと思いますので。……Shaja』





●






〝安土〟は、竹中に外の状況を表示枠レルネンフイグーアで送りながら、前にある夜を見た。

　砲撃を交わし、遠くの空に幾いくつもの流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきを上げさせる。だが、直ちよく撃げきしているのは防護障壁ばかりだ。やはり距きよ離りがあり過ぎる。そして、

「お……」

　風景が変わったと、己おのれはそう思った。眼がん下かには森が広がっていたのだが、不ふ意いに白の色が多くなったのだ。

『──北部、重じゆう奏そう領りよう域いきに入ります！　──Shaja！』

　同時、安土全ぜん艦かんが白の色を吹いた。

　手元の表示枠で、外気温が一気に下がっていく。それはこれまで二十度前後だったものが、一気に七度近くまで落ちるもので、艦かん橋きようからの報告では、

『外気、摂せつ氏し三度前後と判はん断だん！　全艦表面排はい気き口こうから内部換かん気きブロー。風によって艦かん体たい表面が凍とう結けつ化かするのを防止します！　──Shaja！』

　流石さすがは上越露西亜スヴイエート・ルーシとの暫ざん定てい国こつ境きよう。北陸方面のデータは、それこそノヴゴロド戦で近くを通過した時、佐さ久く間ま班はんや柴しば田た班から得ているが、寒かん冷れい地ちのストレスはかなりのものだろう。

　……だからこそ、一気に重力加か速そくで飛び込みたかったものですが。

　気温を見るに、既すでに重じゆう奏そう領りよう域いきの中は冬に近い有あり様さまだ。だが、この気温でも向こうにとってはまだ〝夏の終わりへの差し掛かり〟なのだろう。

「は」

　内部の廃はい熱ねつを口からすると、それは白くなった。

　表おもてに出て指し揮きを執とるようにして、良かったと思う。

　内部では推すい測そくにしか過ぎない情報を、文字通り、体感出来る。この全身の全てが、艦体の全てと同じものを感じていると実感出来るし、己おのれ自体が知覚素そ子しになったとも思える。

　全身が戦せん場じようの理解と運うん航こうに貢こう献けんしている。自じ動どう人形として、何と素す晴ばらしい事か。

「Shaja」

　……表に立って見て、解わかった事も多いですね。

　これまではインドアだったが、外に出てみると結けつ構こう違う。風や爆ばく風ふう、流りゆう体たい光こうの散る空など、全てが自分の周囲にあるものとして理解が出来る。

　そして、一つ、解った事がある。

　安あ土づちの乗員達が、戦場で受ける感覚だ。

　この短い時間の中でも、戦せん士し団だんや作業員の皆が砲ほう弾だんの飛ひ来らいを警けい戒かいし、動いていくのが見える。だが、自動人形の自分からすると、それは大おお袈げ裟さな反応だったり、または音や光で気付いていないという事も多いのだ。

　艦橋内にいると、全ての情報は精せい査さされてこちらの手元にやってくる。だから乗員達の挙きよ動どうには「やたらと無む駄だや、見落としが多いです」と、今まではそう判はん断だんしていた。

　無む論ろん、外の状況がそうさせているのだと、そんな理解はあった。

　甘かった。音は環かん境きようによって響ひびき方が違うし、戦場では幾いくつもの鳴り音が重なって消えていく。光が目に入るとしても、位置や人それぞれの装そう備びなどによっても見え方は違う。

　何もかもが煩はん雑ざつで、そしてそれこそが全てなのだ。精査とは、そこから、シンプルなものを取り出した結果だが、

　……振り落としたものは、大きいのですね。

　被ひ弾だん箇か所しよでは、助じよ勢せいを求める声がする。無論、そこに人員を配置しなくても大だい丈じよう夫ぶだと、艦橋側では理解しているだろう。だが、その助勢を求める声を聞いた者達は、たとえば不安になったり、自分が助けに行こうと思うのだ。

　この時、助じよ勢せいに応じる手配が人員の配置的に可能ならば、するべきかどうか。

　するべきだ。

　それは助勢の必要な箇か所しよでの作業時間短たん縮しゆくに繫つながるし、士気が上がる。

　しかし、艦かん橋きようにいては、そう判はん断だん出来ない。

　外にいて、人々の反応を見ているからこそ、出来る判断だ。

「全く……。人形でも外に出なければならない時代ですか。──Shaja」

　生まれてまだ日にちの浅い自分だが、常じよう識しきとして教えられていた事がどんどん変わっていくのを感じる。そんな思し案あんに、膨ぼう大だいな未知を感じ、

　……何と。

　記き憶おく容量の余りを計上している辺り、自分はこの世界に期待というものをしているのかもしれない。それとも、諦あきらめというものを感じているのかも知れない。

　この辺り、武蔵むさしの管理者である〝武蔵〟に聞いてみたくもある。

　と、そんな事を思った時だ。

「よいっしょお──」

　いきなり、屋おく上じよう縁べりに手を掛けて、下から長身が上がってきた。爆ばく発はつの光に逆光で見えるのは、

「左さ近こん様……!?」







[image: 第十八章『屋上の来訪者』]
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　左さ近こんは、心底困っていた。

「あ、いたいた！　いたですよ鬼おに武たけ丸まるさん、〝安あ土づち〟さん。どーも、初めましてですよ？。

　あ、こちら、鬼武丸さんです。結けつ構こううるさいですけどこれが平常だと思ってあまり気にせずいると意い外がいに賑にぎやかでいいですよ？

　ほら、あの、音が鳴ると左右に揺れて踊り出すロックンこけしあったじゃないです？　飛ひ驒だ土産みやげの。発売したら呪のろわれてるような感じがするのと、意外とくねる動きがビクンビクン凄すご過ぎて即そく日じつ発禁になったあれみたいな、そんな感じですよ？」

『誰だれも知らないようなネタを共通項こうのように話すな……！』

「落ち着くといいですよう鬼武丸さん。鬼武丸さんの紹しよう介かいなんですよ今の」

　貴き様さま、とか何とか言い出したが、尚なお更さらそういう土産のアレに感じられて趣おもむき深ぶかいですよ。ただ、

「おっと」

　頭ず上じよう、意外と近い位置を砲ほう撃げきがスっ飛んでいく。まあ当たっても三十秒くらいで戻りますよ。そんな感じで、

「あの、〝安土〟さん？　ちょっといいですか？」

　当たった。
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　二十五秒ですよ？　とりあえず身体からだがぶっ倒れているので起きてみると、

『おい！　貴様、無用に背が高いんだから気をつけろ……！』

「いやあ、久しぶりに砲ほう弾だん直ちよく撃げきですよう。挨あい拶さつで鬼武丸さん外してて良かったですよ」

『俺おれを被っていた方がダメージ少なく復帰が早かっただろうか』

「いや、顎あごとか止めてない筈はずなんで。衝しよう撃げきでスっ飛んで行方ゆくえ不ふ明めいですよ多分」

『呼ぶから取りに来い……！　貴様の義務だぞ！』

「あの。──Shaja」

　あ、しまったですよ。見れば、〝安土〟がこちらに対して無表情な顔を向けていますけど、

　……えーと。

「一応聞いておきますけど、さっきの被ひ弾だん、どうでしたです？」

「え？　あ、意外と、パァンって、消えたように見えるのですね。──Shaja」

「あー、自分じゃ解わからないんですけど、やっぱりそんな感じです？」

『貴様、ちょっと油ゆ断だんし過ぎだぞ。貴様が寝てる間に聞いておいたが、基本、当たらないなら砲弾はスカす方針だから、貴様もっと腰を落とせ』

「鬼おに武たけ丸まるさん、何か凄すごく優ゆう秀しゆうなナビみたいですよう……」

『優秀なのは当然だ……！　将しよう軍ぐん様だぞ！』

　はいはい、ととりあえず正せい座ざしてみると、〝安あ土づち〟と大体の視線が合う。なのでここからは気にせず、横に鬼武丸の頭部装そう甲こうを置いて、

「あの、ちょっと、安土の中に入りたいんですよう」

「は？　艦かんの中ですか？　──Shaja」

「Ｔｅｓテスタメント．ですよう。でまあ、あの、中に戻るタイミングを失ってるです？」

『コイツがうろうろと甲かん板ぱんから外を見ていてなあ……』

「い、いや、鬼武丸さんだって〝北ほく陸りくか！　初めてだなキャッホー！〟みたいなテンションだったじゃないですか！」

『言わぬわ……！』

　内ない心しんはそうだったという事ですよー。ただまあ、やはり〝安土〟が首を傾かしげて、

「緊きん急きゆう用のハッチが各所にあるのでは？　──Shaja」

　言われてしまうが、いやいや、と左右に手を振る。

「それがまた、つっかえるんですよう」

『意い外がいと尻しりが大きいのと、あと、緊急用のアレ、内側に入ったら中腰姿勢みたいな通路のものばかりであろう？　──小こ姫ひめだと膝ひざをついても腹から上が入らなくてな』

「は、腹とか言わないでウエストって言うんですよう！　それだとまるで、お腹なか出てるみたいじゃないですかよう」

　はあ、と〝安土〟が頷うなずき、こちらを見た。自分は、ウエストの辺りで手を左右に動かして、

「ここくらいまでしか中に入れないんですよう？」

『でまあ、ちゃんとしたのもあるのかもしれんが、幾いくつか試して駄だ目めだったんで、だったらもう、〝安土〟に聞いてみるかと言ったら、小姫が、屋おく上じようだったらアタリがあるのではないかと同意してなあ。まさか登るとは思ってなかったが』

　はあ、とまた〝安土〟が頷いた。そして、

「表示枠レルネンフイグーアで聞いて頂いただければ、すぐに返答したのですが。──Shaja」





●






〝安土〟は、目の前の二人を見た。

　固まった笑顔の左さ近こんが、横の鬼武丸の頭部装そう甲こうを指で押し、転ばせる。

『き、貴き様さま！　貴様とて同意したろうが……！』

「いやあ、優秀な鬼武丸さんに従っただけですよう」

『貴様、都つ合ごうの悪い時だけそれか……！』

　仲が良い……、と判はん断だんしながら、〝安土〟は気付いた。

　……そうですね……。

　外に出ていると、こういうのに巻き込まれて指し揮き系けい統とうに乱れが生じるのですね。

　艦かん橋きように戻ろうかどうか、思し案あんしつつ、己おのれは言う。

「とりあえず、後ろ。そこのハッチは垂すい直ちよく通路が初めにあるので良いかと。──Shaja」

「あっ、あっ、どうも有あり難がとう御ご座ざいます〝安あ土づち〟さん！」

『あ、馬ば鹿か、貴き様さま！』

　え？　と振り返った左さ近こんは立ち上がっていたので頭部にまた直ちよく撃げきした。
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「左近が迷まい子ごになって屋おく上じよう上がったら二回死んだ？　早さつ速そくですわね」

　食堂で携けい帯たい食料を受け取りながら、糟かす屋やはこう思った。安あ芸きでは結けつ構こう死んでましたものね、と。二回だったら楽な方。

　……でも、死ぬ、って事は頭部か胴どう体たいですの。

　無む論ろん、実際に〝死ぬ〟というのとはちょっと違う。だが、再さい生せいしましたの、だと何か、

「凄すごい大おお袈げ裟さっぽくないですよ？」

　とか言われたので、安芸の合がつ宿しゆく中、思し案あんの上で皆が意見を出した。

「じゃあ１ミスとか、どうですの？」

『それだと気軽過ぎてこいつはまた３ミスくらい平気でするぞ』

　と保ほ護ご者しやが言う。なので、

「じゃあ頭部や胴体だったら〝死んだ〟って事でどうでしょう」

　とか厳おごそかに言った巫女みこは凄いと思いましたの。だけど状況や絵的にはかなりソレだ。ちなみに腕や脚あしの場合は「やられましたですよー」なので、本人的には軽傷感覚っぽい。

　再生能力でいうと、人狼ルウガルウだって結けつ構こうなものだが、流石さすがにあれには敵かなわない。だが、

「あれやると、相当にお腹なか減るそうですけど、──後でこっち来ますわね多分」

　と言った先、竹たけ中なかが頭を抱えていた。見ればその横で、片かた桐ぎりもテーブルに突っ伏している。

「どうしましたの？」

「え？　あ、いや、糟屋さんは何用ですかー」

　口元を懐かい紙しで拭ぬぐいながらの竹中に、自分は厨ちゆう房ぼうの方を指さし、

「二つ目が欲しいとか、あと、特製が欲しいという場合は、申しん請せいしてこちらですの。

　今回は飛ひ驒だ牛ぎゆうの牛肉弁べん当とうが特別に出てますもの」

　厨房から漂ただよってくる匂においだけで、結構堪たまりませんの。ただ、

「何で片桐まで？」

「え？　いやまあ、今回の賤しずヶ岳たけの戦い、いきなりじゃないですか。だから僕の方で、参加しない人達や、周辺国家に〝今夜中に決けつ着ちやくするから騒さわがないで〟ってのを文書したためて、さっきから送りまくりで……。で、こっちに一ひと息いき、という感じです」

「家ごととかでいろいろ文面変えるから大変ですよねー」

　Ｔｅｓテスタメント．、と言う片かた桐ぎりは、それでもまた椅い子すに座り直して表示枠レルネンフイグーアを開く。

「まあでも、僕にとってはこれが仕事ですから」

　随ずい分ぶんと言うようになったものだ。ただ、こちらとしては気になるものがある。それは、

「竹たけ中なか？　見えてますのね、その表示枠、三さん千ぜん世せ界かいの中で」

　竹中が横に置いていた表示枠。その中身にあるのは、一つの概がい要よう図ずだった。

「──佐さ久く間ま艦かん隊たいの艦隊運動の現状と予測。どうしますの？　これから」
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〝安あ土づち〟は、左さ近こんと鬼おに武たけ丸まるを中に送ってから、それを確かく認にんした。

　……来ましたね。

　砲ほう撃げきを応おう酬しゆうしていた左右の佐久間艦隊が、動きを作り始めている。否いな、既すでにそれは、当然のようにある流れを持っていた。

「後退ですね。──Shaja」

〝退ひき佐久間〟。その字名アーバンネームの通り、佐久間艦隊は今までずっと、後退をしていた。

　だがその動きは、一つの効果を呼ぶ。それは、

「後退する事によって、全体を後ろに詰めれば、密みつ度どが上がるのです。だから──」

　己おのれは声を上げた。手元、重力加か速そくの準備がほぼ完了という表示枠を見ながら、

「──竹中様、対応を！　──Shaja！」
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　竹中は、一息を入れた。今、ここが最初の勝負ですねー、と。

　そして頷うなずきを見せると、携けい帯たい食料の弁べん当とうを二つ受け取った糟かす屋やが動いた。彼女は、食堂にやってきた左近にそれを一つ手渡し、皆に向かって、

「皆様、行きますのよ……！」

「Ｔｅｓ．！」

　返答も強く、誰だれもが動き出す。そして厨ちゆう房ぼうからの、

「おい！　キャンセル分と作り置きの余りだ！　箱ごと持っていけ！」

　という声に応じ、左近が手一つでそれを脇わきに抱えた。

　あとはもう簡単だ。皆が急ぎ、待たい機き所じよに向かうのを眺ながめながら、言えば良い。

「──安土、重力加か速そく航こう行こう開始！　先の指し示じ通りに動いて下さいよー！」
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　竹たけ中なかの指し示じを、一番に聞いたのは、平ひら野のだった。

　安あ土づち内、ここは中央前ぜん艦かんの機き関かん部ぶ流りゆう体たい管理フロアだ。

　駆く動どう系けいと直結の、長さ三十メートル、幅高さ共に二十メートル近いここには、中央に縦たて長なが鳥とり居い型の管理システムが三十二並び、左右にもカバーリングされた機き構こう系けい神かみ棚だなが並んでいる。

　今、剣つるぎ神じん社じやの巫女みこ達が、それら神棚などに仕込む制御情報プログラムの符ふ束ごうを入れ替えている。白しら木きのカートリッジは、接続時に自動禊祓みそぎを掛けてクリーニング。その上で合がつ致ちされると、

「接続コンターク──！」

　声と共に、管理フロアを輪切りにしたラインで、縦長の神棚から光が壁を走って行く。そのたびに背後となる主機関部からは重力加か速そく機き構こうの駆動音が響ひびき、大おお鈴すずが鳴るような加速音へと変わっていく。

　それらは寸すん断だん無く、連続していく。響きはもはや巨きよ大だいな楽がつ器きだ。音はフロアで反はん響きようし、誰だれもが消音術じゆつ式しきの表示枠レルネンフイグーアを耳に当てている。

　そんな中、音によって髪かみも服も肌はだも震わせながら、己おのれは思った。

　……来ましたね、遂ついにというか、早さつ速そく……！

　自分は、基本として安土に残る組だ。何しろ安土の主機関部の駆動系は、剣神社がその流体経路を管理している。この辺り、ちゃんと機関部もいるのだが、流体管理においてはやはり専門家としての神しん職しよくがいないとどうとも出来ないものがある。

　自分達、剣神社の巫女達が管理をするからこそ、安土の出力系は小型でも優ゆう秀しゆう。同じクラスの武蔵むさしに対して、速度で勝てる訳わけだ。

　……ここらへん、武蔵は都市艦で内部分ぶん権けんだから、浅あさ間ま神社に機関部の権けん限げんまで押さえさせてはいないっぽいんですよねー……。

　都市として、民みん間かんや公おおやけの分権が為なされている、と言う事だろう。効こう率りつもだが、バランスを取って、どれか一つ欠けても動けるのが、都市という人口密みつ集しゆう地ちのあり方。そんなやり方だ。

　だが安土は違う。戦せん闘とう艦かんで、内部は戦うための効率重視。

　どれか一つが欠けたら、という懸け念ねんに対しては、

「複数人員で対たい処しよします……！　不ふ夜や城じよう安土、大舞台行きますよ！」

「──はい！」

　と応じる管理の巫女達の経けい験けんも、今は充分に積まれている。三み方かたヶ原はら以後、自分は本ほん能のう寺じの変へんの調ちよう整せいで各地を回ったが、その間、彼女達は安土の通常運うん航こうを基き礎そに、各地を転戦したのだ。慣れとしてみたら、下手へたな機関部員より全体を理解出来ているだろう。今も皆は、

「出力、連続展開操そう作さ入ります！　相当の負ふ担たんですが、行けますか皆さん!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　前にハシャギ過ぎて、お尻しり破は裂れつさせちゃいましたけどね……！」

　巫女みこ達は、莫ばく大だいな数の表示枠レルネンフイグーアの内、宙ちゆうに並んだ三十二枚六組の出力管理系に駆かけつけた。それぞれ許可を出していき、

「班はん長ちよう！」

　そう呼ばれるのも久しぶりだ。己おのれは、目の前に展開した剣けん状じよう紋もん章しようの表示枠を手で一つ叩たたき、こう言った。

「連続展開開始……！　佐さ久く間ま艦かん隊たいに対応します！」
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　お、と佐久間は思った。ここでやはり、安あ土づちを前に飛ばすか、と。

　当然、こちらも考こう慮りよの上だ。超ちよう大型艦を相手にするのは二度目で、以前、ノヴゴロドでは武蔵むさしを相手に痛い目を見ている。

　だがあれは、武蔵がこちらの艦隊上を側そく転てんで飛び越え、その際に主しゆ砲ほうをぶち込まれたからだ。

　安土も側転機き動どうが出来るのは、関かん東とう行きの際に見せている。こちらを飛び越えるとしたならば、あの方法だろう。だが、

「さあさあさあ、まずはその前段階だ。──前ぜん哨しようとして、これならどうだい？」

　佐久間は艦隊に指し示じを出した。

「寄せろ！　中央にて全速後退！」
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「うわ、いやらしい──」

　自艦の艦かん橋きよう上。屋おく上じよう甲かん板ぱんで、そろそろ安土に対してこちらも砲ほう撃げき準備かな、と思っていた丹に羽わは、南の空で展開する艦隊戦の動きに苦にがく笑った。

　……佐久間さん、解わかり易やすいけど面めん倒どうな事しますねえ。

　二つの艦隊が、真っ正面から当たって行く。それを見る甲板上の皆が、

「丹羽様！　あれだと正面衝しよう突とつですよ!?」

「危ない！　危ないですよ佐久間艦隊！　誰だれか説明してくれ！」

「ああ　あれはまるで春の風のよう　一いち迅じんの東風が　月の下を桜散らして駆かけていくみたい

　ウフフ　風が笑うの」

「ポエムじゃなくて解説しろ……！」

　仕方ない、と、一応咳せき払ばらいしておく。お、と皆が振り向き、甲板に座り込む前で、己は戦せん場じようを背後に置いて言う。

「えーと、いいですか？　こっちの出番が来る前に、祭の余よ興きようとして解説します」

「Shaja！」

　……いい返答です。

　ゆえに己おのれは一つ頷うなずき、表示枠インシヤ・コトブに概がい要よう図ずを出した。それは安あ土づちと、佐さ久く間ま艦かん隊たいを上から見た図と、横から見た図だ。両艦隊は近づいていくが、安土の前に佐久間艦隊が縦たてに列をなしている。これは確かに正面衝しよう突とつしていく流れだが、

「佐久間さんがとったのは、簡単な戦せん術じゆつですね。左右に分けていた自じ艦かん隊たいを高速で後ろに下がらせながら、一気に中央に寄せたんです。一応、横二列の縦じゆう列れつみたいですね」

　安土の前進を止めるならば、これが一番いい方法だろう。正面衝突による損害は、今の安土にとって最も避けたいものだからだ。

「だけど下手へたに正面に構えると、そのまま一気に側そく転てんで越えられたりしますよね」

　うんうんうん、と皆が頷く。

　自分達も、ノヴゴロドで武蔵むさしがそれをやるのを見た。

　そして、安土の出力系けいは改型となった武蔵と同等クラス。並の航こう空くう艦かんの比ではない。牽けん引いん帯たいを使った連動も含め、挙きよ動どうとしては世界最高レベルだろう。

　それに、側転機き動どうは既すでに関かん東とう行きで行っているのだ。ノウハウもある。

　だから佐久間は、敢あえてそれを誘った。

「佐久間さんがこれまで艦隊を左右に割っていたのが、微び妙みような〝誘い〟ですよねアレ。

　佐久間艦隊だって、安土に正面衝突はしたくない。それに、左右艦隊のある安土に対しては、やはり左右に展開して全面砲ほう撃げきした方がダメージを与える機き会かいが増えますから。

　でもここで、安土が間を抜けようとしたら塞ふさぐ。安土を正面に誘ゆう導どう出来たからこそ、その誘いが成功した訳わけです」

　はい、と一人が手を当てた。ギターを背負った女生徒は、

「そのまま、挟きよう撃げきし続けたら、駄だ目めなんですか？」

「安土は重力加か速そくがあるので、分けた艦隊の間を強ごう引いんに抜けていく事が出来ますよ。

　防ぼう護ご障しよう壁へきを壁に、高加速で一気に抜ける。──実際、佐久間さんはそれを誘った訳です。ずっと安土に合わせて艦隊を分けたまま高速で下がって、ね」

　でも、

「高速で下がると、操そう艦かんの際、ある事が可能になります。それは何ですか？」

　え？　という疑問が、皆に生じた。幾いく人にんかが顔を見合わせたり、隣となりに問う声で、

「……安土と等距きよ離りを保てる？」

「いえいえ、それは操艦といえる程のものじゃないですよね？　つまり──」

　Ｔｅｓテスタメント．、と打だ楽がつ器き担当の男子が、スティックを握った手を上げた。

「速度を上げた状態だと、艦の挙動がクイックになります」

「はい。そうですね」

　己が頷くと、おお、という声が皆から上がった。打楽器の彼がこちらに頭を下げるのに対し、自分は会え釈しやくを送って概要図を叩たたく。

　そこには、低速時と高速時における艦かんの挙きよ動どう差さが表ひよう示じされる。

　低速の場合、小回りは利くが、距きよ離りを進むのは遅い。だけど、

「高速の場合、小回りは利きませんが、横方向への移動量も増えるので、時間単たん位いで見れば低速時より横に移動出来ます。つまり安あ土づちに合わせて高速で下がるという事は、軌き道どうの変へん更こうもクイックになるという事。──安土の正面に一気に詰めて、壁を作れると言う訳わけです」

　今、佐さ久く間まは壁を作った。安土に対し、二次元的な、奥行きのある壁だ。

「重力加か速そくを潰つぶす。そのために中央を空あけて誘って、今、動いた」

　これは何を意味するか。

「側そく転てん機き動どうに入るには、助走となる加速の間が要いります。一度艦かん首しゆ側を大きく沈めるし、まっすぐ前に進ませる必要があるんです。でも、佐久間さんの艦かん隊たいは、中央前艦の鼻先に、奥行きのある壁となりました。そのまま側転機動に入ろうとすれば、佐久間艦隊に正面衝しよう突とつです。

　──この、安土の側転潰つぶし。別に特とく殊しゆな事はしていません。どんな艦であれ出来る事をしている。ただ、正面衝突を前ぜん提ていとするというのが、佐久間さんらしいですね。

　さてどうしますか、安土は」
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　佐久間は艦隊中央に位置する旗き艦かんから、全体を把は握あくしていた。

『正面艦！　第七列までは安土が来たら高度を保って総員退たい艦かん！　八から後ろは様よう子す見みだが、次の動きに備えろよ！』

　安土が来る。中央一番艦と二番艦が先せん頭とうだ。

　……空気抵てい抗こうを軽減するためか。

　安土クラスの巨きよ艦かんでは、大気の重さは充分な減速ファクターとなる。武蔵むさしなどは左右前ぜん艦かんの持つ強力なバウと干かん渉しよう術じゆつ式しきでそれを分散するが、被ひ弾だん率りつを下げるためにそれを持たない安土は、中央艦が前に出て左右へと大たい気きを割っていく。

　安土中央前艦と後こう艦かんは、仮か想そう海かいを使用して限界まで加速。そして重力航こう行こうへとシフトする。

　だが、このままだと正面衝突だ。

「正面艦、砲ほう撃げき構え！」

　あとは自分がここで気張ればいい。そうすれば安土は停とまる。

　……そうだそうだ！　知ってるんだよ！

　武蔵級の艦が側転運動をする際、どのような挙きよ動どうをするのか。

　ノヴゴロドで見たし、関かん東とうでも見た。そう、安土の側転を、P.A.Odaの東ひがし境さかいにて守備についていた自分は、しっかり確かく認にんする事が出来たのだ。

　あの時の安土は重力航こう行こうからの側転だったが、その〝入り〟については武蔵との比較をするためにこちらで情報をとっていた。それを〝安土〟側で取ったものと交換してもいる。

　知っている。どのような挙きよ動どうをするかは解わかっている。正面衝しよう突とつを避けるために、安あ土づちは停とまるだろう。今、どれだけ加か速そくをしていても、これはブラフだ。

　……こっちが空あけると思っているな……！

「総員、根こん性じよう──！」

　逃げない。逃げるつもりは誰だれにもない。

「そうとも」

　……退ひくが、逃げないさ！

　佐さ久く間まはそう思った。

　当たり前だ。どんなに巨きよ大だいな相手がいようと、どんなに歴史再さい現げんが無む理りを言おうと、撤てつ退たい戦せんを務めて来たのが自分達なのだ。そして、

「柴しばちゃん。この賤しずヶ岳たけの戦いの前に、言ったよなあ」

　口くちの端はに、笑いが漏もれる。

　そうだ、柴しば田たはこう言ったのだ。

「──佐久間、貴き様さまの撤退戦って、当たり前だけど、俺おれら見た事ねえんだよ。大体勝ち逃げだし、逃げた奴やつらも、後ろ見ねえかんな！　だから、──だから見せろよ。今回くらいさ」

　そう言われたら、出るしかない。だって、そうするしかないではないか。

「柴ちゃんさあ……」

　呟つぶやく。正面に来る安土の、仮か想そう海かいの加速が限界に近づいていた。既すでに艦かん体たいの周辺にあった仮想海の膜まくが、空に散って氷の飛沫しぶきとなっているのだ。

　白の波にも似た怒ど濤とうの氷ひよう塵じん。それを左右の空に大きく立て、巨きよ艦かんが来る。だが、

「私を先せん陣じんにとか、するなよ」

　その意味は、解わかっているのだ。

「負けが決まった時には、もう、見られねえって、そう言ってるようなもんじゃん」
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　丹に羽わは、概がい要よう図ずの中で行われる接近と退きの構こう図ずを見ていた。

　正直、引く。

　……寄せ過ぎですって……！

　自分もまあ、艦かん隊たい戦せんはそこそこやる方ではあるが、どちらかというと地上戦主体。だが、そんな自分から見ても、この接近は異常だ。そしてまた、解るのは、

「佐久間さん。砲ほう撃げきを早く……！」

　彼女がここまで安土を寄せたのには意味がある。

　安土級の防ぼう護ご障しよう壁へきを、正面から破るための距きよ離りと相そう対たい速度を得るためだ。

　止めるだけではない。被ひ害がいを与えて追つい撃げきを遅らせる。そのために無む駄だな弾たまを撃うつのをやめ、各かく艦かんは後ろへと下がりながらやや後部列から上昇をして、射しや角かくをとりつつあった。

　そして丹に羽わが、もうこれ以上は無む理りだろうと、そう思った時だ。

　南の空に、白の光が突っ走った。

　流りゆう体たい光こうを弾はじかせて、佐さ久く間ま艦かん隊たいの縦じゆう列れつ六十四艦が、一いつ斉せいに砲ほう火かを散らしたのだ。
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　砲撃指し示じを行った佐久間は、それを見ていた。

　……安あ土づちが、更さらに前に出るか！

　こちらの先行砲撃は、安土の防ぼう護ご障しよう壁へきを真っ正面からでも砕くだけるという計算の上だ。

　だが、もしこのまま安土が前に出てくるとすれば、安土は障壁を強化する施し策さくを行ってきた事になる。その場合はこちらが危険だが、

「いいさいいさいいさ！　砲ほう弾だん撃うったもんな！　──それが当たる方が先だ!!」

　叫んだ視線の先。果たして安土が動いた。察さつ知ちは艦かん橋きようの航こう法ほう士しが行い、叫ぶ。

「佐久間様！　──安土中央艦二艦が、両りよう舷げんを展開しました！」

「……制動か!?」

　重力加か速そくの筈はずは無い。それをやったら砲撃を食らった上で正面衝しよう突とつだ。だからこれは、装そう甲こう板ばん展開によるエアブレーキだろう。

「だけど遅い！　──もうこっちは撃っちまったよ！」

　言った直後。砲弾の光が届く向こうで、新たな閃せん光こうが弾はじけた。あれは、

　……加速光!?
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　佐久間の目が見たのは、安土が発する加速の光だった。

　重力加速の青光だ。だが、何のつもりだ。こちらに突っ込んでくるというのか。

　見れば、安土は牽けん引いんしていた補ほ給きゆう用の輸ゆ送そう艦かんなども、全て後ろへと置いて行っている。

　全力の突とつ出しゆつだ。これで更さらに前に出るなら激げき突とつしか無いが、

「違う……!?」

　加速光が強過ぎる。ならばこれは、違うのだ。安土が行うのは重力加速航こう行こうだが、

「おいおいおい！　後退するのか!?　その突っ込みから！」
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　安土は、激げき震しんしていた。

　艦かん橋きよう屋おく上じようで、身体からだをハーネスによって固定した〝安土〟は、しかし全体を見ていた。

「重力加速航行、逆向逆進……！　──Shaja！」

　重力加か速そく器きを、全て逆面展開として左右に出したのだ。

　……下がります！

　佐さ久く間ま艦かん隊たいを引きつけ、ぎりぎりまで堪こらえてからの全速後進。それを重力加速で行う。

　安あ土づち中央前後艦は左右の重力加速器のみが後進するような状態になり、艦かん体たいは明らかに装そう甲こうや金きん属ぞくの展てん性せいから数メートル伸びた。何もかもから軋きしみがあがり、寒空を搔かき毟むしり、だが、

「行きます……！　──Shaja！」
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「無む理り無理無理！　無理だよ馬ば鹿か！」

　……何をしているんだ一体。

　安土は、まだ制動も掛かっていない。こちらへと突とつ撃げきしてきた勢いは、突き抜けてきた大たい気きの圧力を前に放った事で激音を生んだ。まるで巨きよ大だいな紙かみ袋ぶくろが破は裂れつしたような音だ。だがその向こうで、安土は只ただ速度を淡く落としただけだ。それも全然足りない。巨大艦は止まる事無く空中を滑り、こちらへと艦かん首しゆを近づけてくる。

　そして自分達の放った砲ほう弾だんが、巨きよ艦かんに届く。その瞬しゆん間かんだった。

『佐久間さん！』

　丹に羽わが、通つう神しんを飛ばしてきた。

『左右の二艦が後ろにいますよ……！』
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　は？　と佐久間は疑問した。別に、安土の左右艦が下がっていてもおかしくないではないか、と。だって、

　……重力加速の空気抵てい抗こうを考えたら、中央前ぜん艦かんが前に出るべきで……。

「違う……！」

　そうじゃない。何故なぜなら、それは重力加速で前進する場合だ。今回のように逆進を前ぜん提ていとしていたならば、フェイント以外に何がある。それは、

「牽けん引いん帯たいだ！」

　答えを見つけた直後。空に高い金属の悲鳴が鳴った。西と東。谷底から響ひびくように反はん響きようしてくる鉄の音は、明らかに安土中央二艦の左右から鳴っていた。

　解わかる音だ。重量物を、強ごう引いんに引っ張る事で、牽引帯が悲鳴を上げているのだ。

「後ろに下がっていた左右二艦ずつは、牽引帯で中央二艦を後ろへ引くためのものか……！」
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　片かた桐ぎりは、ちょっと諦あきらめていた。

　何しろ食堂から退たい避ひしようとしていた時に、それが来たのだ。

　……う──わ──。

　いきなりの、停止。否いな、超重量物の安あ土づちは停とまる事など出来はしない。だが内部では、急きゆう激げきな運動の中断によって、何もかもが反動で前に寄せていた。

　食堂では、常にテーブルの脚あしを床と固定している。しかし今先さき程ほど、その固定具が、金きん属ぞくの跳ね音とともに弾はじけ飛んだ。関かん東とう行きの際、側そく転てんしても壊こわれなかったものが、だ。

　……あ、でも、そういう疲ひ弊へいが溜たまっていたのかもしれませんね！

　こういう時に冷静な自分が嫌いやだ。ともあれテーブルは六人用の長いものが主なので、厨ちゆう房ぼうで吊つるされていた調ちよう理り具ぐが吊るしのレール下を突っ走って壁に激げき突とつする中、外れたテーブルは他のテーブルとぶつかり、その勢いで足あし下もとを連続破は壊かいしていった。

　まるで、巨きよ大だいな歯が高速で震えを鳴らすような音。それが連続し、自分がいる方へと一いつ斉せいに寄せてきたのが五秒前。慌あわてて逃げようとしたが間に合わず、これは胴どう体たい分断かなあ、と思ったのが三秒前。すると目の前に迫ったテーブルの脚が折れて、斜めにこっちを跳ね上げたのが二秒前。

　今は食堂の艦かん首しゆ側に溜まったテーブルの上に転がって、さっき壁にバウンドして戻った。

　なかなかない体験だが、

「さ、流石さすが！　以前も清きよ正まささんのカレトヴルッフなどを運で避けた僕だけはあります！」

　起き上がる理由はある。何故なぜなら、

「竹たけ中なか先せん輩ぱい！」

　見れば、二つ隣となりのテーブルの上で、竹中が正せい座ざして紙かみ袋ぶくろに顔を突っ込んでいた。

　……流石、準備がいい！

　思ったところで現状がマズい。何しろ、全てが艦首側へと押しつけられていく。それも、

「あの、これ、段々と強くなってません、か……!?」

　それはどういう事か。本気かどうか疑っていたものだが、

「本当に逆進出来るんですか!?　安土が！」
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〝安土〟は、力の拮きつ抗こうが来る事を悟さとった。

　艦かん橋きようや各部から伝わってくる状況は、中央二艦の牽けん引いんが正しく行われている事を教えてくれる。今、外では砲ほう弾だんが迫り、何もかもが前に投げ出されそうだというのに。

　……見えます！

　左右の二艦。その内うち舷げん側から伸びる牽引帯たいが、火花を上げている。そして、艦自体も、

『〝安土〟様！』

　左右二艦を任せている自じ動どう人形達が、声を送ってきた。

『左右四艦かん。牽けん引いん帯たい確保しました！　全帯駆く動どう、行けます！　──Shaja！』

『行けますか。──Shaja』

　行けます、と相手は言った。

『私達の計算には、いつも狂いがありません。──Shaja！』
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　平ひら野のは、慣性で揺れる胸をインナースーツの胸むね帯おびに収めながら、軽く舞った。

　安あ土づち内、中央前ぜん艦かんの機き関かん部ぶ流りゆう体たい管理フロアは、やはり激げき震しんしていた。何もかもが歪ゆがみ、軋きしみ、巫女みこも数人は膝ひざをついた。だが、

　……保もってますね!?

　全ての管理システムも、制御情報プログラムの神かみ棚だなも、破は裂れつをしていないし、停とまっていない。

　何もかも、安土の心しん臓ぞう部ぶは許容している。ならば、

「後は私達のみの話。──行けます！　出力、連続展開術じゆつ式しき……！」

　全高七メートル程の術式陣じん。青の鳥とり居いで囲まれた中には、剣の紋もん章しようが回っている。

　これが今回の挙きよ動どうを全て管理している制御情報。その序じよ盤ばんは既すでに奏塡インストールしたが、これからが本番だ。何しろ精せい密みつ過ぎるのと、実際の齟そ齬ごがある可能性を考こう慮りよして、本式の部分は今リアルタイムで再調ちよう整せいを掛けながら構こう築ちくしている。

　これを、奏塡しながら仕上げさせる。

　自じ動どう人形による計算だと、大体二十パーセントの奏塡状態から各部に仕事が回り、フル状態の奏塡を待つよりも十二秒程早く全てが回るという。

　制御情報の組み方や展開順番などにも拠よるのだと言うが、時代はどんどんと先に向かっていく。出力を管理する安土の道どう祖そ神じん達に感かん謝しやの舞を足踏み一つで送って、自分がする事は、管理者として、この情報を正しく艦内に流す事だ。

　今、禊祓みそぎの祝詞のりとなどをあげている暇ひまはない。だから舞でそれを代だい演えんし、身を回し、

「出力、連続展開操そう作さ。──奏そう上じよう！」

　腰に差した一剣を抜き、眼前にあった術式陣に叩たたき込んだ。

　一いつ瞬しゆんでそれは割れ、硝子ガラスが割れるような響ひびきを全ての軋きしみに対する返答とした。そして、

「〝安土〟……！」

　刃やいばを止め、残ざん身しんからの正しい納のう刀とうへと下がりながら、己おのれは言った。

「行きなさい……！」
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　いきなりだった。

　佐さ久く間まは、正面に、突とつ然ぜんの闇やみを見た。

　……は？

　一いつ瞬しゆん思ったのは、目が見えなくなったのか、という錯さつ覚かくだった。

　違った。

　眼前に空あいた虚こ空くうの中へは、幾いくつもの火が投げ込まれて行っている。

　自分達が、安あ土づちに向けて放った砲ほう撃げきだった。

　何がどうなった。否いな。答えは解わかっているのだ。ただそれが、あまりにも当然で、しかも大き過ぎて、理解が及んでいないだけ。そう、今、目の前で起きたのは、

　……安土が、後進した……!?
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　竹たけ中なかは、強きよう烈れつな慣性に、紙かみ袋ぶくろを艦かん首しゆ側へ持って行かれそうになりながら叫んだ。

「安土中央前ぜん艦かん主しゆ砲ほう構え──！」

　息を一瞬吸った瞬しゆん間かん。来たのは妙みような浮ふ遊ゆう感。それが何かを確かめる前に、しかし己おのれは続く言葉を大きく放った。

「狙ねらいは正面！　佐久間艦かん隊たいに砲撃しなさい！」







[image: 第十九章『乗り場のノリノリ屋』]
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　安あ土づちの左さ舷げん二番艦上。上空に位置取りしていた嘉よし明あきは、号ごう砲ほうを聞いた。

　光と共に放たれたのは、安土の主しゆ砲ほう四発だ。

　今、安土中央二艦は、後ろへと吹っ飛んでいる。

　前に出ていた勢いと、ほぼ同等と言っていい速度だ。内部がどうなってるかは知らん。

　だが、牽けん引いん帯たいで左右から引き戻された艦かん体たいは、その水平などを安定させており、

　……位置的に、真っ正面なのが、僥ぎよう倖こうね。

　やったのは、重力加か速そく航こう行こうと牽引帯によるバックダッシュ。

　これによって後方へと敵の砲ほう撃げきをかわし、正面にいる相手を撃うつ。

「佐さ久く間ま艦かん隊たいは密みつ集しゆう状態。そして砲撃時には防ぼう護ご障しよう壁へきを開けているから、きっとこちらを一いつ瞬しゆん見失っているわ」

　だから、

「安土からの一いち撃げきは、選より取どり見み取どり。──先せん端たんから砕くだいていくわね」

　直後。正面で光が上がった。

　佐久間艦隊の前ぜん衛えい艦かんに、安土の主砲が激げき突とつしたのだ。

　直ちよく撃げきだった。
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　前衛となる正面艦は二列態たい勢せい。その二艦が砕かれ、続く二艦や、その後までもが連続で被ひ弾だんした事を佐久間は報告で知った。

　七列、十四艦分の退たい艦かん指し示じは既すでに出してある。ならば後は、動くだけだ。

「後列、後進上方しろ！　安土が来るぞ！」

　安土は、左右艦と共に後退した。それは流りゆう体たい検けん知ちで見えている、ならば後は、

「来ます！　安土後進を停止しました！」

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。安土内部は今、前に揺られた後で後ろへと浮き上がり、内部は無重力状態から艦かん尾び側への叩たたき付けを食らっているだろう。

　だが、相手は誰だれだか解わかっている。そうだ。

「ハイダメージ・ハイリターンだ！　そうだろう竹たけ中なか！　えろってるか！」
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　竹中は紙かみ袋ぶくろを交換した。

　今、食堂の全てのテーブルも椅い子すも、自分自身も浮いている。安土が、急激な前進から後ろに吹っ飛んだ際、慣性のバランスがとれて無重力状態になっているのだ。

　超ちよう高度からの落らつ下かにも似た浮ふ遊ゆう感覚に、思わず無重力えろを嗜たしなみたくなるが、今は我が慢まん。そんな興きよう味み本位でえろってはいけません。何故なぜなら今は指し揮きを執とっている最さい中ちゆうで、

「えろえろえろえろ」

「竹たけ中なか先せん輩ぱい！　早く指し示じを出して下さいよ！」

　いかん。つい興味本位でえろってしまいました。えろって浮くんですねー。

　笑顔で紙かみ袋ぶくろを閉じて片かた桐ぎりに投げつける。と、片桐は何とか避けたが、空中をおたおた泳いで天てん井じようにぶつかった。直後。

『安あ土づち、後進終了します！　──以上！』

　自分の座ったテーブル群が乱雑な音を立て、しかし一いつ斉せいに床に着ちやく地ちする。片桐も落ちてきてバウンドした。だが吐くだけ吐くと気持ちもスッキリ、次の動きのための指示として、

「安土、全ぜん艦かん全速前進……！」
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　佐さ久く間まは音を聞いた。

　重力加か速そくが行われる直前に放たれる、空間やら何やらに対しての禊祓みそぎの音だ。何もかもが整せい調ちようされ、涼しさすら感じる響ひびきも、闇やみの中から届いてくるならば脅きよう威いの二文字でしかない。

　そして砲ほう撃げきが止やんだ。

　来るのだ。攻こう撃げきの手を止めたのは重力加速航こう行こうへの出力管理だろう。ならば、

「見えるか！」

　安土が灯ともしている艦かん端たん灯とう。艦の大きさを伝えるそれは、今、消えている。だが、

「ほらほらほら……！　月光と雪が照らしているぞ」

　見えた。砲撃の光に搔かき消されていた全容が、今こそ見える。遠くの空に、しかし明らかな、〝島〟とも思い違うような全景がある。そして、

　……来る。

　安土の背後に、光が散った。流りゆう体たい光こうでもあるが、それだけではない。重力加速の初期状態にて、その出力に圧あつ縮しゆくされた大たい気きが、水分を凍結して氷ひよう霧むを生んだのだ。

　ならば、後は一いつ瞬しゆんだ。

「後列上昇！　全速で前に行け！」

　全体は前進。高度は、前列がそのまま。しかし後列を上昇させ、射しや角かくを確保すると同時に壁のように立ち上げて、安土の側そく転てんを防ぐ。

　やる事は一つ。もう一度安土を止めるのだ。
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　さっきのは、つまりこちらの勝ちだったのだ、と佐久間は思う。

　重力加か速そくを用いようとしながら、結局安あ土づちは引いた。こっちの誘いにハマって、だが力押しは出来ないと判はん断だんしたのだ。

　ならば今度も同じだ。

　引いたという事は、助走の取り直しをしたのだろう。

　……だとすれば、こちらも前に出なければならないか。

　安土の側そく転てん運動についてはデータがある。だが、あれはもはや参考にならない。何しろ、先さき程ほど一回止めたのだ。次、相手は無む茶ちやをしてくる。

「佐さ久く間ま様！　──安土が側転以外の方法を取る可能性はありませんか!?」

「おいおいおい、それは逃げだろ！　こっちを〝超えていく〟ってのが賤しずヶ岳たけの戦いだよ。

　それが逃げてどうする！」

　逃げれば、賢かしこい。だけど、

「この強大なP.A.Odaを、天てん下か取りの羽は柴しばの権けん勢せいを、今、世界の〝保険〟として託されようとしてる連れん中ちゆうが、ここで逃げたら駄だ目めだ。そんな連中が世界の〝保険〟になったところで、そんな頼りない〝保険〟を皆、頼りもしないし、信用もしないさ」

　だから決まりだ。ここはもう、子供じみた勝負なのだ。

「ルールは決まった。さっき決まった。こっちが絶対に〝そりゃ無む理りだ〟ってのをやって見るがいいさ。そう、側転にて柴しば田た班はんを超えていく。そうさやってみろ……！」

　そうだ。相手の狙ねらいは、ただ単にこちらを超えるだけではない。

　……柴しばちゃんの布ふ陣じんを飛び越え、裏に回るってだろう。

　思った直後。来た。

　安土だ。

　否いな、既すでに来ていたのだろうが、視し認にん出来る姿すがたとして、一気にその巨きよ大だい感を増したのだ。強加速がまっすぐにこちらに来るが、

「止めるよ皆……！」
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　丹に羽わは、佐久間が前に出たのを見た。

「……安土の助走調ちよう整せいへの牽けん制せいですか！」

　うひゃあ、と周囲で座って見ている皆が、驚きとも怖おじ気けとも言える声を出す。

「俺おれら、佐久間班でなくてよかったなあ……」

「でも、羽柴班も安土あるけど、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようでは竜りゆうや武ぶ神しんと戯たわむれたりで大たい概がいだよね」

「それ言ったら柴田班も、魔ま神じん族ぞくとガチ当たりしてる後ろから御お市いち様だしなあ……」

　皆が、こちらを見た。

「俺ら、丹羽班でよかったです！」

「ちょっと舞や吹すい奏そうの訓くん練れんで厳きびしい時ありますけど、丹に羽わ様、ケモ入る時ありますし！」

「おいおい丹羽様が耳キャラとか大だい丈じよう夫ぶかよ、って時ありますけど！」

「ちょっとくらい無む理りあるのがいいんですよね！」

　何か皆の認にん識しきが少々こちらの希望とズレているような。だが、一人が手を上げた。

「〝退ひき佐さ久く間ま〟が、前に出るんですか？　有りなんですか？」

「あー、いい質問ですね。──安あ土づちの助走距きよ離りが問題なんだと思います。安土は今、一気に下がりました。そうやって助走を長くつけると、ジャンプはどうなると思いますか？」

　問いかけに、皆が顔を見合わせた。ややあってから、ぽつりぽつりと聞こえるのは、

「……ロングジャンプ出来る？」

「Shaja、その通り。──安土が狙ねらっているのは、佐久間艦かん隊たいを飛び越えるだけではなく、恐らく、ここにいる私達や、柴しば田たさん達の布ふ陣じんも飛び越える事です」

　説明用に展開している表示枠インシヤ・コトブに、安土の概がい要よう図ずを出す。

　以前、安土が関かん東とうで側そく転てんした時、その着ちやく地ちは完全に一八〇度ターンしていた。つまり、飛び越えた相手に向き合う形だ。

「この状態だと、──私達の裏、北面に回れるんですね。これは幾いくつもの利点がありますが、たとえば飛び越えられた佐久間艦隊は柴田班はんを挟んで安土と向き合う事になるので、直接的な砲ほう撃げきなどやりにくくなります。でも、安土側はそうではなくなる、と」

　だから、

「佐久間班としては、助走距離を潰つぶすのがまず前ぜん提ていです。助走を短くすれば、側転で飛び越えられても、柴田班を越せなくなります。そしてその場合、側転の着地も、佐久間艦隊と柴田班のどちらを向けば良いのか、という事になって、安土にとっては厄やつ介かいですね」

　佐久間は今、前に出た。

「率そつ先せん防ぼう御ぎよ。──相手の利を潰すがゆえの〝退き〟の安定ですね、佐久間さん」
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　佐久間は、艦かん橋きようの前側に立った。出来れば一番前の艦に乗って相手を見たいとは思うが、部ぶ下か達がそれを許さない。

　……だけど相手の呼吸を生なまで見れると違うんだよー。

　とはいえ今回は、相手が大物だ。その挙きよ動どうも何も、明確に見えている。

　そして安土が来る。その軌き道どうはやや前下がりの側転準備。ゆえに己おのれは、こう言った。

「前ぜん衛えい一列！　退たい艦かんしながら全速前進！」

「当てる気ですか！」

「もうそろそろ、そろそろいいだろ！　──安土も、それを越えたら間に合わない位置だ！」　チキンレースをやるより先に、潰す。捨てる予定だった前衛二艦を前に投げ出し、側転前に安あ土づちが艦かん首しゆを上げるのを阻そ止しするのだ。

　もしも安土が、その二艦かんを飛び越えたら、もう安土は側そく転てん出来ない。上に行こうとしても、こちらは後列を空へと跳ね上げている。

　しかし、艦首を下げて二艦の下に入っても、後続として追って行くこちらと激げき突とつだ。

　ならば自分が言うべきは、一つだ。

「よーしよしよしよし！　全員、逃げるなよ！」

「佐さ久く間ま様！　そこは〝私だけ残して退たい艦かんしろ！〟ですよ！」

「だって私、艦を動かせないもんね……！」

　最低だ！　と言う皆は笑っている。だけど、

「佐久間様！　安土は当たりますか!?」

「今回は左右艦がついてきてる！　牽けん引いん帯たいの長さは調ちよう整せい出来るだろうが、逆に言えば中央前後艦は左右艦に挟まれて逃げ場がない！」

「じゃあ今、下も前も塞ふさいだような状態にしたのは──」

　ああ、と自分は頷うなずいた。そして皆を見渡して、歯を見せた笑えみで頷いた。

「安土との正面衝しよう突とつ、見てみたいよな……！」

「──Shaja！」

　皆が即そく答とうした。席を正面に向け、シートベルトを調整。その上で誰だれもが言う。

「正面衝突、いいじゃないですか！　佐久間班はんだったら最高です！」

「突っ込んでくる安土を背景に画が像ぞう撮とっていいですか!?　実家の両親が〝一体オマエ何の仕事してるんだい〟って聞いてくるので！」

「いいじゃないですか」

　艦かん橋きようのとりまとめをする女生徒が、こちらに対して頭を下げた。

「学生だったら、難問に対しての〝総当たり〟と〝当たって砕くだけろ〟は当然の嗜たしなみですよね、佐久間様」

　Shajaと、そう言うしかない。

『前衛艦、二艦出ます！』

　前方で、こちらに向けての加か速そく光こうが見えた。

『佐久間様！』

　二艦の左右から、光が散って落ちていく。退たい艦かんをする者達だ。彼らの声が聞こえる。

『お後で……！　佐久間様！　先は譲ゆずります！』

「お前ら早く柴しばちゃんと合ごう流りゆうしろよ！」

　ここが勝負だ。誰もがそれを解わかっている。だから、

「後列上昇やめ！　──対衝しよう撃げき態勢を取って全速前進！」

　指し示じを出したと同時。一つの結論が見えた。

　飛ひ翔しようしていった前ぜん衛えい艦かんに対し、安あ土づちが挙きよ動どうしたのだ。その行く先は、

「越えてきたか……！」
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　安土と佐さ久く間ま艦かん隊たいの動きを、外から見ていた者達がいる。

　琵び琶わ湖こ安あ土づち。そこに控えているP.A.Oda勢がそれだった。

　艦隊戦について得え手てである九く鬼きは、安土の急な出しゆつ航こうにおいては手配の段階から関わり、琵琶湖側における港湾の管理や、安土の準備にもアドバイスを入れていた。

　ゆえに今は、帰き投とうの準備を行いながら、表示枠インシヤ・コトブを開き、麾き下かの面々と丹に羽わ班から送られてくる実じつ況きようを見ていた。

　だが、向こうの現場を見て、まず思う事が一つ。

　……寒そうだな……。

　実は安土の臨時指し揮き役として誘われたが、行かなくて良かった。寒いのは苦にが手てだ。

　……水すい棲せい系けいの魔ま神じん族ぞくである自分にとって、北ほく陸りくの土地は鬼き門もんだからな……。

　何しろ凍る。上越露西亜スヴイエート・ルーシは魔神族が多いので遠とお縁えんもかなり住んでいるのだが、水棲系は光熱費が掛かって大変だと皆言う。

　そんな空を今、安土は侵しん攻こうしている訳わけだが、

「……上を越えたか！」

「んー。どういうこっちゃねん？」

　安土出航準備を補助するため、作業人員用に急ぎ建てられた補ほ給きゆう所じよにおいて、タコ焼きを焼いていた小こ西にしがこちらに振り向く。

「食う？」

「微び妙みように共とも食ぐいな感があるのだがね」

「じゃあいつも何食うとるん？　ミミズか麩ふ？」

「失しつ敬けいな事を言うな君は……！」

「じゃあ答えーや」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じて、己おのれは安土と佐久間艦隊の概がい要よう図ずを展開した。

「今、先行してきた佐久間艦隊の二艦を、安土の中央前艦が上昇軌き道どうで飛び越えた。

　だが、間を空あけて後ろに続く佐久間艦隊に対し、安土は当たるしか無いだろう」

　先の二艦を、中央前艦が上に回かい避ひしたのが悪かった。

　……これが、左右に振る事が出来れば良かったのだが。

　だが、牽けん引いん帯たいで結ばれた安土にはそれが出来ない。牽引帯を外す事は可能だが、それをやってしまえば、そもそも側そく転てん機き動どうに全艦連動して飛び込めないだろう。ならば、

「当たるしかないか……！」

「もっと上は行けへんの？」

「上方にも佐さ久く間ま君の艦かん隊たいが展開している」

「下は？」

「今から下に行こうとしても間に合うまい。艦かん首しゆを下げる運動をしていないのだ。

　強ごう引いんにそれを行っても、俯ふ角かくが足りない。浅く突っ込んで佐久間艦隊に当たるだけだ」

「加か速そくして突っ込んだらええやん。浅くても、先に下に入れば勝ちやで？」

「地上までわずかな高度だぞ？　中央前ぜん艦かんは艦首から突き刺さるように地面に激げき突とつだな」

「九く鬼き君。──君、どっちの味み方かたや」

「無む論ろん、私は羽は柴しば君だが？」

　せやったらな、と小こ西にしが言った。

「君、もうちょっと戦せん艦かん以外の船に乗った方がええで」

　その小西の台詞せりふに、は？　と皆で疑問したと同時。丹に羽わからの情報を受け取っていた公報委員が声を上げた。

「──安あ土づち中央前艦前傾！　加速します！　……佐久間艦隊の下を行くつもりです！」
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「前の二艦を上から越えた後、下向き強引に加速して私達の下を抜けるってか！」

　佐久間は、両者の概がい要よう図ずに、安土のこれからの軌き道どうを描いた。真横から見た形のそれは、安土の中央前後艦が、こちらの艦隊の下を通過する図を作っていく。だが、

　……無む理りだ！

　先に飛ばした前ぜん衛えい艦かんは、これを予期したものだ。下に回られないように、一度安土の軌道を上に跳ねさせる。その予期は今ここで当たりだと解わかり、前衛艦の動きも正解だったと解る。

　しかし安土はそれでもなお、こちらの下へと軌道を取り直し、突とつ撃げきを狙ねらうというのだろう。

「だけど角度も距きよ離りも全く足りないぞ……！」

　放ほう物ぶつ線せん軌道をとった安土中央前後艦は、下へ急がねばこちらの突撃を食らう。だが急ぐために尻しりから加速したら、鑿のみや釘くぎを後ろから打ったような状態になって、高速で地面に激突する。

　そんな状態で、これからどうやってこっちの下を行くのか。その方法は、

「──やはり牽けん引いん帯たいか！」
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　佐久間は、急ぎ、相手と自分の状況を示した概要図を見た。

　気にすべきは、安土の左右艦と、中央艦の関係だ。両者の高度と前後を検けん分ぶんすれば、

　……やはりそうか！

　牽引帯の状況は、夜よ闇やみで把は握あく出来ないが、艦同士が結ばれているのは絶対だ。だったら、

「下をくぐれば良いのは中央二艦かんのみ！　高速で下か降こうした二艦を、左右の牽けん引いん帯たいで強ごう引いんに吊つり上げて軌き道どう補正、地面に当てないようにして加か速そく状態で下を抜けさせるつもりか！」

　既すでに左右艦が前に出ている。それも、中央艦が先さき程ほどこちらの前ぜん衛えい艦かんを上に避けたのに合わせ、中央二艦より先行、更さらには上昇したのだ。

　中央二艦の吊り上げ準備は出来ている。ならば、

「全ぜん艦かん、急ぎ下降しろ！」

　叫ぶなり、安あ土づちが来た。

　下降軌き道どうに入った安土中央前艦。その重力加か速そく器きが、流りゆう体たい光こうを放ったのだ。

　大だい地ちに激げき突とつする急角度での突とつ撃げきに対し、自分は叫んだ。

「下だ！」

　概がい要よう図ずに描かれる予測計算では、今から下降すれば自分達は間に合う。縦じゆう列れつの内、丁ちよう度ど、自分達の艦が、安土中央前艦の艦かん橋きよう部ぶに激突する。

　この衝しよう突とつは避けられない。安土が更に下へ行こうとしても、もはや地面だけだ。だから、

「当てて止めるぞ！　地面に頼るな！」

　佐さ久く間まは判はん断だんした。下へ行くのだ、と。

　実際に間に合うかどうかは解わからない。だが、敵は行く気なのだ。ならばここで見ている道どう理りはない。これがフェイントだったらどうするか、という思いはあるが、

「見るぞ！　総員！」

　仮か想そう海かいを上下逆展開。艦かん体たいを真下へと一気に下げて、

「安土の進路を塞ふさぐ！」
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　竹たけ中なかは、坂を下るような角度となった食堂のテーブル上で、身み構がまえていた。

　正面には、一枚の表示枠レルネンフイグーアを出している。外の映えい像ぞうだが、艦かん首しゆ方向ではなく、水平を見えるようにしているものだ。

　正面にいる佐久間艦かん隊たいが、常に画面中央に確かく認にん出来るようにした中で、

　……来ました！

　加速したこちらについてきて、下降。もはやチキンレースも立体機き動どうだ。

　そして画面内。佐久間艦隊の全体が下降速度を速めたのが見える。

　夜の底で、縦じゆう列れつ艦隊の全てが左右舷げんから白の氷ひよう霧むを噴ふいたのだ。

　仮想海の上下逆転。だがこちらの方が、下に行く速度はまだ速い。だから、

「総員構え──！」

　竹中は叫んだ。そして、

「えろ」
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　紙かみ袋ぶくろに顔を突っ込んだ竹たけ中なかを、片かた桐ぎりは、急角度のテーブルから這はうようにして見ていた。

　……えーと。構えた後、竹中様の指し示じが欲しいんですが。

　思っていても、充実中の竹中は動かない。

　すると、厨ちゆう房ぼうにいる調ちよう理り師しが、吹っ飛ぶと危険だからという理由で手にしていた包ほう丁ちようの束たばを、左右に振って見せた。コレは無む理りだろ、という様よう子すを見て取った己おのれは、

　……ですよねー。

　そう思ってから、一ひと息いきつき、大きく叫んだ。

「総員、対衝しよう撃げき体勢──!!」
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　佐さ久く間まは、航こう法ほう士しの女子が上げた声を聞いた。

「安あ土づち、左右舷げん加か速そく器きを回転します！　前後逆方向、後進状態にします！」

　先さき程ほどはソレで停止した。だが今回は違う。勢いがあり過ぎる。ならば、

「下か降こうの勢いを軽減するつもりか……！」

　向こうもぎりぎりの調ちよう整せいをしてきたと、そういう訳わけか。だが、

「安土に、観かん測そく範囲で異常を確かく認にん！　──牽けん引いん帯たいを一部解除しています！」

　続いた声に、艦かん橋きよう内の全員が疑問の声を上げた。

「……は？」

　そんな馬ば鹿かな、という反応は、自分以外の誰だれもが共有している。

　牽引帯を解除したら、側そく転てん機き動どうなど不可能だろう。だとすれば、

　……勝負を捨てたか!?　否いな……！

「おいおいおい！　一部ってのは、何処どこだ!?　何処の牽引帯を解除した!?」

　否、もはやそれは見れば解わかる。全体の流れの中で、妙みようが一つあったのだ。

　正面。巨きよ大だいな安土中央前ぜん艦かんが、浅い滝たきを落ちるように下ってくる。だが、

「佐久間様！　中央二艦がお互いを繫つなぐ中央牽引帯を接続解除！　そして後艦が、上昇軌道で更に加速、前進しています！」

　そんな事をすれば、どうなるか。

　概がい要よう図ずに、後艦の挙きよ動どうと、牽引帯解除の情報が入れば解る。

　すぐにそこに見えるのは、

　……馬鹿をやる……！

　安土中央後艦が、前につんのめるようにして前傾となった前艦の艦かん尾び艦かん底ていを、勢いよく突いたのだ。
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　丹に羽わは、無む茶ちやを見た。

　思えば、安あ土づち前ぜん艦かんが、佐さ久く間ま艦かん隊たいの前ぜん衛えい艦かんを飛び越えるような動きをした時、全ては始まっていたのだろう。

　飛び超えてから前傾になった前艦に対し、後こう艦かんが水平状態を保っていたのだ。

　これは、前艦のタイミングを憶おぼえてから後続するのかな、と思っていたのだが。

　……噓うそぉ──。

　前艦の艦かん尾び艦かん底てい側と、後艦の艦かん首しゆ側に、多重の防ぼう護ご障しよう壁へきが射しや出しゆつされた。そのどれも、空間固定式ではなく、それぞれの艦かん体たいに固定されたものだ。

　そして中央後艦の艦首が、前艦の艦底を打だ撃げきした。

　追つい突とつだ。

　この場合、どうなるか。前につんのめった前艦が下に向けて重力加か速そく器きを逆噴ふん射しやしているところに、後ろから突き上げる。すると、

「前艦が前転しながら、浅く上に飛びますよ……！」

　その通りだった。

　牽けん引いん帯たいの押さえは左右のみ。まるで左右から紐ひもで結ばれた玩具おもちやのように、巨きよ艦かんの中央前艦が、回転して飛んだ。前へ、佐久間艦隊の上へと、だ。
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「タグボートによる押し船に、牽引帯の引っ張り。──輸ゆ送そう艦かんの技術やな。安土の方、戦せん艦かんのくせに、よく研究しとるわ」

　概がい要よう図ずを見ながらの己おのれの感想を、小こ西にしはこう思った。安土の補ほ修しゆうはどのくらいイケてんのやろな、と。

　関かん東とう入りで食らった破は損そんの内、艦尾加速系けいなどを修復したのは、今の白しら鷺さぎ城じようのオーナーである池いけ田だ・照てる政まさだ。池田は、破は壊かいされた白鷺城の補修に携たずさわっているし、彼には白鷺城のＯＳである刑部おさかべ姫ひめもついている。

　元々、安土の建設は、白鷺城とほぼ同じ時期に行われた。選定としては、毛もう利り攻ぜめする羽は柴しば用に白鷺城を与えるつもりだったそうだが、白鷺城の加速系が上手うまくまとまらず、建けん造ぞう期間が延びてしまったのだ。

　逆に、大型艦用の重力加速器として、武蔵むさし由ゆ来らいのものを使用する事が決まっていた安土は、この辺りをすんなり解決している。

　結局、白鷺城はＯＳ側にかなり負担を要する形で加速系が作られた。使いこなすにはベテランでなければならないとされ、滝たき川がわがそれを任されたのだが、

　……補ほ修しゆうの際、白しら鷺さぎ城じようの技術と、安あ土づちの技術が合ごう一いつされたならば、安土自体の出力は上がっている事になるんやな……。

　こちらまで自分も乗ってきた艦かんだ。

「さてどうやろ」

　この辺りの事は、単なる推すい測そく。だけど、

「出力上がっとんのやったら、剣つるぎ神じん社じやの仕込みも含めてかなり無む茶ちやするで。だからほら、安土中央前ぜん艦かんが、佐さ久く間ま艦かん隊たいの上で、回っとるやろ」

　概がい要よう図ずの中、佐久間艦隊の上に安土の前艦が跳ね上がっていた。それは縦たてに半回転し、

「佐久間艦隊の上を背はい面めん状態で後進加か速そく。──これ、何か解わかるやろ？　九く鬼き君」

「──〝挨拶プリヴエート〟か」

「そやな。上越露西亜スヴイエート・ルーシ名物〝挨拶〟。北ほく陸りく攻めの柴しば田た班はんに対し、順当な挨拶やろ」

　さて、と己おのれはただこの先を想そう像ぞうして言う。

「安土は関かん東とうでの戦局や武蔵むさしを研究しとるで。九鬼君、君が乗らなくて良かったとか、そう言われないように勉強せんとあかんで」
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　状況を佐久間は読んだ。

　相手の一手を読み、二手を読み、三手先を読んだ。

　殿しんがりを務め、相手に対応して退ひいていく際、最も大だい事じなのは〝読み〟だ。だが、

　……おいおいおい、コイツも面めん倒どうだな……！

〝読み〟違えば全ぜん滅めつする。ノヴゴロドでは、読んでいたのに、その上を文字通りに飛び越されたのだ。そして今は、

　……同じだな……！

　この相手も。そう、この相手〝も〟、だ。

　この相手も同じだ。関東を経て、恐らくは夏休みで研けん鑽さんをしたに違いない。だとすれば、

「〝安土〟か！　そして竹たけ中なかか！」
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〝安土〟は、空中での機き動どうが不安定ながらも、中央前艦が流れに乗ったのを確かく認にんした。

　今、自分は、背面飛行状態での後進をしている。

　何もかもが逆となる流れだが、これは幾いく度どもシミュレートした結果だ。

「夏休み中。武蔵に虚こ仮けにされた上で反はん攻こうもせず、ただ琵び琶わ湖こ安あ土づちで本ほん艦かんがおとなしくしていたと思いますか。──Shaja」

　竹中様、と己おのれは呼びかけた。

「宜よろしいでしょうか」

　許可を取るために、自じ動どう人形の礼れい儀ぎとして、己おのれは告げた。

「武蔵むさしですら、行った記録のない総そう攻こう撃げき。身内に使って宜しいでしょうか。──Shaja」

　掲かかげた表示枠レルネンフイグーアの中へと、己は視線を向ける。そこは食堂で、

「竹たけ中なか様」

　見れば竹中が紙かみ袋ぶくろに顔を突っ込んでいた。

「竹中様あ──!!」

　画面内、滑り込み姿勢で片かた桐ぎりが飛び込んできた。片桐はブレーキングしながらこちらを見て、

『あっ、〝安あ土づち〟さん！　あのですね！　竹中先せん輩ぱい、今ちょっと──』

　食堂が震しん動どうして、跳ね上げられた片桐が画面外に吹っ飛んだ。見れば竹中の座ったテーブルが右にすっ飛んでいく。

　……あっ。人じん災さいと天災……。

　しみじみそんな事を思った視線の先。ある人物が見えた。厨ちゆう房ぼうの料理長だ。彼が、パートのオバサン達と一いつ緒しよに、手に摑つかんだ包ほう丁ちようの束たばで字を書いている。

『Ｏ・Ｋ・ＹＯ』

「し、指し揮き所しよの責任者が判はん断だん能力を失ったので、指揮所内、最も位階の高い方からの判断が来ました！」

　自分は急ぎ、指し示じを飛ばした。

「中央後こう艦かん！　反動を利用して佐さ久く間ま艦かん隊たいの下に突とつ入にゆうしなさい！　──Shaja！」
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「佐久間様！　安土の中央後艦が私達の下に飛び込んできます！」

「同期する動きで、安土左右の後艦が前進！　停とまりません！」

　今の衝しよう突とつと、左右艦に引かれる安定性をもって、中央後艦がこちらより先に下へと入った。

　上下左右に、安土が来た。

　こちらの縦じゆう列れつに対し、安土全艦が艦隊を展開したのだ。

「安土中央前艦が上を！　中央後艦が下を！　左右艦がそれぞれこちらの左右を通過します！」

　上下左右。四し方ほうを押さえた安土が、包ほう囲いのトンネルとしてすれ違う。

　……このままだと天地左右からの十じゆう字じ砲ほう火かか！

　どうするか、という判断の疑問を、佐久間は得た。

　……全く！

　これだから〝退ひき〟は堪たまらない。何しろ、何もかもが、自分に判断を委ゆだねてくるのだ。

　そりゃそうだ。下手へたな判断は全滅に直結する。後ろに控えた本隊に敵を届かせてしまえば、殿しんがりを任された自分達の恥はじにもなろう。

　誰だれも判はん断だんなんてしたくないのだ。

　でも己おのれは思った。私は違うぞ、と。だから皆もまた、違うぞと、そうも思った。

　そう。皆、私に判断を委ゆだねるが、だからこそ、皆、従う。

　行けと言ったら行く。待てと言ったら待つ。死ねと言ったら死ぬ。

　ならば己は判断する。今はもう、こう言うしかないのだ。

　恐らく、自分が襲しゆう名めいして初めて言う言葉だろうと、そう自覚しながら、己は声を上げた。

「全ぜん艦かん散開しろ！　散開！　散開だ!!」
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　何もかもの直後。〝安あ土づち〟は右の手を振った。言うべきは、ただ短い言葉だ。

「全艦砲ほう撃げき。──Shaja」

　そして安土六艦が、砲ほう火かを叩たたき付けた。

　敵艦かん隊たいの縦じゆう列れつに対し、上と下、そして左右からの、完全な十じゆう字じ砲火を、だ。







[image: 第二十章『各所の報告者』]
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　破は壊かいは瞬しゆん間かん的に始まった。

　佐さ久く間ま艦かん隊たいの前ぜん衛えいにいた二艦が、一いつ瞬しゆんで残ざん骸がいどころか、金きん属ぞくの塵ちりとなったのだ。

　既すでに佐久間の指し示じで退たい艦かんをしていた先せん頭とう艦かんを散らしたのは、多重の方向から来る砲ほう撃げきの打だ撃げき力りよくと、そこから生じる衝しよう撃げき波は。更さらには、

『爆ばく砕さい術じゆつ式しきです。──Shaja』

　空を行く脅きよう威いから、外部放送が響ひびいた。

　夜の中。残雪の森の上で赤い花が散った。それはまず敵てき艦かんの形で二つ。そして、

『安あ土づち全艦進行問題ないと判はん断だんします。進行。続行。速そつ攻こう。通行先の敵艦隊は御注意下さいませ。安土がただただ無む尽じんの空を急行いたします。──Shaja』

　言葉通りに、安土の先には何も無い。

　あったものが、消えていく。

　分離した安土六艦。位置する天てん上じようと左右の空、大だい地ちからの六射しや撃げき。主しゆ砲ほうは打ち鳴らされる鐘かねのように響き続け、防ぼう護ご障しよう壁へきの陰から穿うがち、装そう甲こうを貫つらぬいては広げ、そこから一気に四し散さんさせる。

　もはや、防護とか、装甲とか、鉄とか、大きさとか、そのようなものは関係ない。ただ巨きよ大だいな破壊の前にいたら、散るだけなのだ。

　まるで俎まな板いたの上の野菜が、端はしから削けずられていくように。

　佐久間艦隊は先せん端たんから高速に打ち砕くだかれていった。

『Shaja──』

　安土が、外部放送を通して言った。

『一いつ斉せいのShaja　総そう勢ぜいのShaja　我ら六艦のShaja　如何いかがでしょうか』

　破は砕さいを止める事なく、更さらに加か速そくして、安土が告げた。

『これが安土の今こ宵よいの〝挨拶プリヴエート〟。如何でしょうか。──Shaja』
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　砲撃が始まった安土艦内では、既すでに次の動作に向かっての準備が始まっていた。

　特に安土中ちゆう枢すうとなる出力管理機き構こうでは、駆く動どう系けいと指し揮き系からの要求が積み重なっており、

「でも、出力を下手へたに上下させるのも加速器や経路には悪いんですけどね」

　平ひら野のの手元には幾いくつもの管理システムがある。一番大きなものは、皆と大おお判ばん化かして連動する出力ピークラインの管理表示枠だった。進行時間に合わせて、自分達が用意出来る出力が縦たての柱ちゆう状じようグラフとなって流れてきて、そこに各所の要求出力や、補助したりキャンセル分となった出力が回ってきて増ぞう減げんが加えられる。

　瞬しゆん間かん的に低くなる時間帯たいにおいては、他時間から補助を持ち込んだり、削さく減げん要因となる要求を前倒しや後回しにもする。

　だが、それらの増ぞう減げん要因は、単体ではなく、他の用件と絡んでいるものばかりだ。一つの要求を後回しにしようとすると、他のものも連動して後に回ったりして、上手うまく行かない。

　今の砲ほう撃げきなどが、特にそうだ。砲撃管かん制せいからは応おう撃げきのための出力を固定で要求されるのだが、安あ土づちのこれからの挙きよ動どうを考えると最大出力が固定で削けずられるのは避けたい。

　ついでにいうと、あまり増減が激しいと駆く動どう系けいの勢いが落ちて、それを回復するのが大変だ。ギアは即そく座ざに上がらない。

　だからもう、パズルのように切った張ったを繰り返して、対応しているのだが、

　……意い外がいに、加か速そく器き系けいの〝落ち〟が無いですね。

　それはもう、直結して出力管理している自分達の手て管くだとも言えるが、これはやはり、以前に加速器の修復を行った池いけ田だのお陰と、そういう事だろう。平ひら野のは表示枠レルネンフイグーアを一枚広げ、

「担当の池田・照てる政まさ君に、ちょっと御お礼れいの通神文メールでも送っておきましょう。いい仕事ですし、奏そう上じようしておく事でまた全体の加か護ごになりますから」

　と表示枠を向けた先、袖そでを捲まくって汗あせを流していた女おんな衆しゆうが慌あわてて髪かみを直し始める。
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　池田は、賤しずヶ岳たけの戦いが始まった事を星空の下で確かく認にんしていた。

　今、自分は三み河かわ湾わんに近い陣じん幕まくの中で仕事中なのだ。何しろ、

　……夏休み終わっても、教きよう導どう院いんから〝戻って来い〟って言われないしなあ。

　逆に、教導院側からは仕事が終わるまで戻るなと、そう言われている。

　まあ仕方ない。あまり大した能力無しで襲しゆう名めいがかなったような自分だ。教導院側からすれば、襲名者として大たい国こくから仕事を得ているなら、学業よりも優先しろという流れになる。

「ずっと夏休みってのも、小しよう等とう部ぶでは憧あこがれたけどなー」

　実際になってみると、自分には教導院という環かん境きようへのビミョーな帰き属ぞく意い識しきがあるのだと思わされる。〝普通〟から外れているのを惜おしんでいるんだろうな、という自意識も含めて、だ。

　……だがこれは浅あさ野のや鍋なべ島しま、可か児にですら同じ事だしな。

「でも長なが岡おかの野や郎ろう、夏の絶ぜつ倫りん行って巨きよ乳にゆうの嫁よめと金きん盤ばんとか買ってやがったな……！」

　通神帯ネツトのニュースで見た。襲名者の動向は各かつ国こくの注ちゆう目もくするところで、探せば記事はあるものだ。長岡と瑞典スウエーデン総そう長ちようについては、夏休み前にネルトリンゲンの戦いで結ばれたせいか、夏休み中は幾いくつも記事が書かれていた。初めのうちは、それらを読んで、

「いい加か減げんな事書いてるなあ。長岡も迷めい惑わくじゃないかねコレ」

　と大人おとなだったが、〝羽は柴しば勢ぜいの池田班はん。名な古ご屋やコーチンと戯たわむれていて大だい丈じよう夫ぶ？　崩ほう壊かいの三河で美お味いしいもの巡り☆〟という記事がアップされてからは世界の報道は俺おれの敵となりました。食しよく糧りよう危き機きに備えてねーよ！　班はん員いん段々と農場経営に向いてきたけどな!?

　というか今ではコーチンに合わせた時間割で動いているので、昔は皆が付き合ってくれた徹てつ夜や作業も、このところは自分と夜の警けい護ご番ばんくらいしかいない。あと刑部おさかべ姫ひめ。

『てるてるるるる？　何してるてるるるる？』

「あー、サルベージされた自じ動どう人形の再起き動どう。何となくだけど、ここまで来たよ」

　眼前、テーブルの上に並べてあるのは自動人形の数体だ。

　元は北ほう条じよう製と言うが、かなり三み河かわでのアレンジが為なされている。新しん名な古ご屋や城じようで働くためかと思えば、意い外がいに日常系の動作が出来るようになっていたりと、元もと信のぶ公こうのキャラがよく解わからん。

　ただ、海の底からは、新名古屋城の残ざん骸がいも拾えてきている。

「幾いくつか残っていた記き憶おく素そ子しやら記き録ろく庫こから、自動人形の補ほ修しゆう関係も見つかってさ」

『どうするするするるるる？』

「いやだから再起動」

　手て順じゆん間違うと、自動人形を破は損そんする恐れがある。人を殺すような感覚は嫌いやだな、とも思うが、ちゃんとやるのも仕事の内だ。これが上手うまく行ったら、さて地元へは帰るのが早くなるだろうか、それとも遅くなるのだろうか。どっちだろう、と思いつつ、

「……思った以上に仕事多いし増えるよなー」

　と、嘆たん息そく気ぎ味みに呟つぶやいた時だ。

『てるてるてる、めーるるるる』

「通神文メール？　何処どこから？　浅あさ野のか鍋なべ島しま？」

　可か児にだと洒落しやれにならんなあ、と思った。すると、

「……安あ土づち!?　賤しずヶ岳たけじゃないのか!?　今！」
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「あ、通じましたね！　こちら安土、機き関かん部ぶ流りゆう体たい管理です。池いけ田だ君？　君が加か速そく器きとか修復した際、ひょっとして白しら鷺さぎ城じようの技術とか、フィードバックしてますか？」

　平ひら野のが表示枠レルネンフイグーアに問うた先、夜を背景に、淡い光に照らされた少年がいる。彼は慌あわてた動きで頭を下げ、

『あ、Ｔｅｓテスタメント．！　ここにいる刑部姫に手伝って貰もらったんで、いろいろと……！』

『てつだったったったった？　てるてるおこまりまりまり』

　わあ！　と他の巫女みこ達が声を上げる。皆、学生ではあるが、今は仕事中だ。慌てて機き材ざいの陰に隠かくれる者もいれば、知らぬ振りをしながら髪かみを直して作業を続ける者もいる。横、ベテランの高こう齢れい巫女達が、画面の保存をしながら、

「ホ・ホ・ホ、若返るねえ……」

「おやおや、検けん索さく深く掛けたら住所出てきちゃったよ」

　などとやっているが、追っかけでもする気だろうか。充分若い。だが、こちらとしては、

　……やっぱり、白しら鷺さぎ城じようの関係がありますか。

　白鷺城は刑部おさかべ姫ひめを奉まつっている。刑部姫が安あ土づちの補ほ修しゆうを手がけたとなると、安土には自動的に刑部姫の加か護ごがついている事になる。ただそれは、外部からの補ほ強きようであって、

「ちょっとすみません。そちら、小しよう刑ぎよう部ぶ大だい明みよう神じんとして奏そう上じようします。いいですね」
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　池いけ田だは、不ふ意いに刑部姫が身を起こしたのに気付いた。

　何だ？　と思って見る刑部姫の頭ず上じよう、一枚の表示枠レルネンフイグーアが現れる。それには〝小刑部大明神〟という表記が為なされており、


《再設定：P.A.Oda内：産土うぶすな：移動限定解除：管理者　池田・照てる政まさ：──認可》



　と流れる表記を見て、己おのれは理解した。刑部姫の、P.A.Oda内の権けん限げん再設定だ、と。

　……何しろ野の良ら状態というか、自じ縛ばく状態だったのを拾ったからなー。

　自分としても、神じん社じや関係は疎うといという事もあり、白鷺城が完全補ほ修しゆうされてからＯＳとしての申しん請せいをしようと思っていたが、

『てるるるるる？　これこれこれ』

「あー、うん、お前の事、必要だって偉えらい人が言ってくれてる」

　実際は、安土の補修を手伝ったせいだ。

　安土補修の際、ＯＳ回りの補ほ正せいに、白鷺城由ゆ来らいの制御情報プログラムの方が扱いやすい事もあって、結けつ構こう突っ込んでる。それは上手うまく動いているようだが、管理役としての剣つるぎ神社としては、情報を一度禊祓みそぎし、剣神社側の加護として取り込みたいのだろう。

『そんな訳わけで、有あり難がとう御ご座ざいました。安土出力管理一同、感かん謝しやを──、と』

　平ひら野のが言っている間に、画面全体が揺れた。安土が加か速そくしたのだ。
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　おっと、と平野は、加速の揺れに足踏みで応じた。池田と通つう神しんしている表示枠が離れそうになったので、摑つかんで引き寄せる。そして辺りを見れば、皆、同じように踏み堪こたえたり、手すりを摑んで身体からだの保持をしていた。横の高こう齢れい巫み女こ達が、

「こりゃあ一気に行くね……！　関かん東とう入る時もこうだった！」

　自分よりも長くここにいるし、巫女歴も長い者達の言葉だ。己おのれは急ぎ、指し示じを出す。

「総員、対加速状態……！」

　一いつ瞬しゆんで、空間の全てが緊きん張ちようした。
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　池田は、緊張した。

　そう、安あ土づちが大変な事になっているのだ。

　何しろ平ひら野のが抱きかかえた表示枠レルネンフイグーアからこちらに流れてくる映えい像ぞうは、

　……デカいよ……！

　いかん。コンソール開いて録ろく画がは間に合うか。間に合え。合った！　合いました！　というかまだ続行してます！　というか画面が埋まっているんですが！

　ああ、俺おれ、三み河かわにトバされて良かったなあ。否いな、トバされた訳わけじゃないが。

『池いけ田だ君？　こっち忙いそがしくなってきたので、いいですか？』

「Ｔｅｓテスタメント．！　いいです！　凄すごくいいです！　有あり難がとう御ご座ざいます！　有り難う御座います！」

　とりあえずP.A.Odaの教きよう譜ふ委員会にアクセスし、社やしろ係がかりからトップにある剣つるぎ神じん社じやに三千円奉ほう納のうを連打で突っ込んで驚嘆ビツクリ神しん道とうカードを引きまくっておく。

　小さな笑い声と共に、向こうからの警けい報ほうが聞こえ、

『それでは、また、機き会かい合いましたら』

　通つう神しんが切れた。画面がブラックアウトして、こちらは頭を下げて一いち拝はいする。そして録画を切って二拝した。気付くと横の刑部おさかべ姫ひめも同じ事をやっているが、お前どっちかっていうと拝おがまれる方だからな？　ともあれ、

「安土、大変だなあ」

『かてるてるてるてる？』

「うーん、勝つとか、そういうんじゃないんだよ、立場的に」

　録画した情報をバックアップ用に複製して、保存しながら己おのれは言う。

「どっちが勝っても負けても、お互いが勝ちであり、負けなんだ。──内ない戦せんってヤツなんだよ。今、羽は柴しば勢ぜいと柴しば田た勢がやってるのは、さ」

　こちらも仕事だ。やるべきは、

「自じ動どう人形の再起き動どうを掛けて、出来れば三河で何が起きていたかを探りたい」

　羽柴勢、竹たけ中なかからの指し示じなのだ。

　正直、自分は三河争そう乱らんの事や、元もと信のぶ公こうの事も、新しん名な古ご屋や城じようの事も何も知らない。竹中達の方が知っているだろうに、と思うが、

　……何だろうな。

　竹中達にとっても、まだ、解わからない事や、探りたい事があるのだろうか。

『あ』

　と、不ふ意いに刑部姫が、一度髪かみの辺りから全身を軽く光らせ、北の方を見た。

　空には、三河の湾からの赤しやつ光こうが走り、北へとまた散っていくが、

『いまいまいまいままままま　ほうげききききき』

　安土側のフィードバックが生じるようになったのだろうか。刑部姫が言う。

『あたったったったった』

　北の空で、激げき戦せんが生じているのだ。先さき程ほど、平ひら野のが言った〝礼れい〟が本当ならば、

「安あ土づちが、砲ほう撃げきを叩たたき込み始めたか……！」
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　空に光の連打が飛び、丹に羽わは一方的な破は砕さいを確かく認にんした。

　……うわ。

　安土対佐さ久く間ま艦かん隊たいは、完全な蹂じゆう躙りんの現場と化していた。

　一直線に並んだ佐久間艦隊に、安土が艦かん列れつを立体で組んで突とつ撃げきしたのだ。

　空を背はい面めん後進で飛ひ翔しようする中央前ぜん艦かんと、下を行く後こう艦かんとの上下挟きよう撃げきに、更さらには左右の四艦。それら全てが、砲撃を相手に集中し、打だ撃げきとして叩き込む。

　穿うがった。

　佐久間艦隊が縦じゆう列れつに密みつ集しゆうしていたのが致ち命めい的だった。立体的に布ふ陣じんした〝安土〟に対し、佐久間艦隊は最前列の二艦ずつしか向き合えないからだ。そして、

「丹羽様！　安土の砲撃速度が上がります……！」

　解わかる。安土の主しゆ砲ほう群に対し、佐久間艦隊の前ぜん衛えいは二艦ずつでも壁にならないのだ。ゆえに左右艦の内、オーバーキルをしかねない砲撃は、それより奥の艦に叩き込まれ始めた。

　そして爆ばく発はつが生じた。

　安土の砲ほう弾だんの中に、爆ばく砕さい術じゆつ式しきが仕込まれているのだろう。

「貫かん通つう性の高い実体弾だんを撃うち込んで装そう甲こう類を破は壊かいした後、そこに爆砕術式を叩き込んで一気に崩ほう落らくさせていますね」

　実際に、艦隊戦ではよく使う方法だ。実体弾は貫通。術式系は範囲。だから相手の装甲を砕くだいた後、貫通孔こうが開いたら術式系を叩き込む。すると、内部から崩ほう壊かいする。

　逆に装甲が硬過ぎる場合は、先に術式系を撃ち込んで広範囲に軽い損害を与え、それをフックとして実体弾で貫通の被ひ害がい拡大を狙ねらう。

　つまり、どちらが先か、という問題はあるが、並行するのは常じよう道どうだ。

　しかし、と丹羽は思った。

「……夜間砲撃なのに徹てつ甲こう弾だんで確実に貫通出来るのは、安土の砲撃管かん制せいのレベル故ゆえですね」

　安土の突撃速度に、破壊の進行が負けていない。連続する金きん属ぞく音と爆ばく発はつ音が、もはや大たい気きをただただ切り裂さくだけの音としてこちらに届いてくる。

「丹羽様！　佐久間様は、下を行く安土中央後艦に、艦隊をぶつけないんですか!?」

「……安土中央後艦の軌き道どうに艦隊を落とすより、そのために縦列密集した艦隊が砕かれる方が早い。佐久間さんはそう見切ったんです。全艦を落とすには隊たい列れつを組む必要がある。でもそれは、安土から見ても狙いを集中出来るという事ですからね」

　特に厳きびしいのは、左右からの挟撃だ。

　安あ土づちの主しゆ砲ほうは甲かん板ぱん上に縦たて並ならびで設置されているから、正せい対たいに近い上下方向からならば、射しや角かくが取りにくい。

　しかし、左右からとなると別だ。艦かん尾び側の主砲も含め横撃ちで全て自由に撃てる。この場合、軌き道どうが丸わかりの一いつ斉せい降こう下かなどは、左右艦かん隊たいから真っ先に挟きよう撃げきされるだろう。

　だから、佐さ久く間まは判はん断だんしたのだ。

「散開。散開です。逃げるためではなく、〝退ひいて勝つ〟ための散開。それなら軌道は全体がばらばらで、読めなくなります。当たる軌道の艦は、安土からも読みにくいですね」

　ならば現状は、どういう事か。

「佐久間さんは、まだ勝負を捨ててませんよ……！」
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　竹たけ中なかは、顔を上げて現状を確かく認にんした。

　一応、今は天地が逆転しているらしい。砲ほう撃げき音と震しん動どうは連続し、食堂の窓の外は、頭ず上じようとなる大だい地ち側から火か炎えんと流りゆう体たい光こうの光が覗のぞく。

　激げき戦せんが始まったのだ。

　ともあれ自分は、突とつ撃げき指し示じを出した料理長に右手を挙げ、頭を下げておく。

「どーもです。救たすかりましたよ──」

「気にすんな！　あと、えろパック投げんな！　ゴミ箱入れろ！」

・きめえ：『何でうちは指し揮き官かんが料理長に[image: ]しかられてんのかしら……』

・ＡｎＧ：『それ言ったら武蔵むさしなんか総そう長ちようが市民全員から[image: ]られてないかな……？』
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　ん……、とトーリは薄暗い部屋の中で起き上がった。

「何か噂うわさされてるような気が……」

　見渡すが、横にはホライゾンが寝ていて、右腕うでと左腕がこちらを見上げている。異常は無いらしい。とりあえずホライゾンの寝顔を見て、起きてないのをちょっと残念に感じながら、奥の方の部屋、浅あさ間まやミトツダイラ、喜き美みの方へと深く伏して両手を合わせる。ホント感かん謝しや。

　見ると両腕も同じようにしていた。そして、

「あ、いけね。圧あつ縮しゆく睡すい眠みんがアラート出してやがる」

　寝た。
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　寝ている状態から、片かた桐ぎりは身を起こした。

　今、竹中は正面方向を常に映す表示枠レルネンフイグーアを前にしている。他の視覚確かく認にんは安土から来る概がい要よう情報に任せ、手元には三さん千ぜん世せ界かいを展開中だ。ならば自分は、

「補ほ佐さします……！」

　竹たけ中なかの周囲に、安あ土づちの視覚素そ子しから来る映えい像ぞうを一気に並べた。三百六十度、とは言わないが、かなり広範囲をカバーするものだ。更さらにその内容については、

　……百ひやく紋もん検けん地ちで精せい査さを示します！

　自分の意い思しをもって周囲の水や光に影えい響きようを与えるのが、己おのれの術じゆつ式しきの特とく徴ちようだ。これは流りゆう体たいを介かいするものなので、表示枠レルネンフイグーアにも影響を与える事が可能だ。

　光をもって記号を作り、それを表示枠に当てて注ちゆう釈しやくを走らせる。

　砲ほう弾だん。敵てき艦かんの軌き道どう。そして全ての流れや動き。何もかもを書き込むと煩うるさくなるだけなので、要約したり、これは関係ないだろうというのは省はぶく。すると、

「片かた桐ぎり君、その調子でお願いします。──見つけましたから！」

　何をですか、と問うまでも無い。自分にも見えているのだ。

「下か降こうして中央後こう艦かんに当てようというのは、……佐さ久く間ま様の旗き艦かんですね!?」
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〝安土〟は相手の巧こう妙みようを確かく認にんする。

「佐久間様は、機き械かいも欺あざむきますか。──Shaja」

　何しろ、佐久間艦の位置が上手うまく把は握あく出来ない。

　否いな。解わかってはいるのだ。自分達が砕くだいている敵艦かん列れつの、あと十二列目辺りにいて、今、下降を始めているだろうと、それは解る。

　だが、確定出来ない。

　佐久間の艦が、軌道のフェイントを行っているのだ。

　それは、ただ左右に振るとか、単純なものでは無く、こちらから見た際の奥行きをも利用したものだ。艦周囲の仮か想そう海かいや加か速そく器きを用い、まるでこちらからは動いていないように見せかけながら、セオリーとは外れた方へと移動をする。

　一番解りにくかったのは、加速系の空から吹ぶかしだ。下方向へと加速光が散ったので、上昇をするのだと自分達は計けい測そくした。

　違った。それは加速系に流体を叩たたき込みながら、加速術式を使用しないという、単なる流体光こうの破は裂れつ現げん象しようだった。

　簡単な技だ。しかし、反応出来るだけに騙だまされる。自分達の対たい処しよとしては、検けん算ざんをするしかないのだが、この状況で二重の計算負ふ担たんは至し難なんと言わざるを得ない。

　だが、相手はそういったフェイントや偽ぎ装そうを用いてくる。

　明らかに、佐久間はそういった事情に精せい通つうし、慣れている。そしてその上で、彼女は艦を動かし、狙ねらいをつけている。

　下を行く中央後こう艦かん。それに対し、佐さ久く間まは己おのれの艦を当てようとしているのだ。

　そんな向こうの戦せん術じゆつを考えた場合、散開は逃とう走そうではなく、

・竹　中：『散開で散る敵てき艦かん群ぐん全てが、計算された陽よう動どうですね──。なので誰だれか佐久間さんの船までの障しよう害がいを全部動き取って計けい測そくしてくれると有あり難がたいんですが──』

・安　土：『片かた桐ぎり様！　尽くせますか!?　──Shaja』

・□□凸：『もうやってます……！』

　片桐の百ひやく紋もん検けん地ちが、こちらにも届く。

　……私達では、軌き道どうなどの予測しか得え手てではないものですが……。

　だが、人は違う。

　判はん断だんが揺らぎはするが、確かく率りつや理り屈くつではなく、〝勘かん〟といえるもので相手の意い図とを読み、手を合わせるように答えを導き出す。

　艦かん橋きよう屋おく上じようから、片桐の送ってきた情報を透すかし見るとよく解わかる。

　何しろ注ちゆう釈しやくが、結果と合っていない箇か所しよが多いのだ。だが、

「そういった場所は、大体、全体にとって無関係ですね。──Shaja」

　必要なのは中央後艦の突き進むルート上のみ。それ以外はアバウトになる辺り、片桐の取しゆ捨しや選せん択たくというものだろう。

　しかしこれは充分な指針となる。全ての情報を中央後艦に送り、指し揮き系けい統とうを取り直せば、

「道を空あけて頂いただきます！　──Shaja」

〝安あ土づち〟は砲ほう撃げきを行った。今までのような各個撃げき破はではなく、中央後艦の進路を塞ふさぎ、佐久間の旗き艦かん〝刈かり屋や城じよう〟の防ぼう護ご陽動となる艦を狙ねらい、両の手を前に振り抜き、

「砲撃開始。──Shaja」
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　衝しよう撃げきが、音としての響ひびきを変えたのを、〝刈谷城〟内の皆は感じた。そして、

「正面、散開の前ぜん衛えいが……！」

　眼前、視し界かいを塞ぐように、しかし常に動き続けて、砲撃や符ふのチャフを撒まいていた麾き下かの艦群が、連続で押しのけられ始めた。

　今までのように、一いつ艦かん一艦砕くだかれるのではない。

　こちらを護まもるように連動していた艦のみが、安土六艦の、どれか一つから集中砲ほう打だを食らっていくのだ。

　ある艦は空を行く中央前艦から下に叩たたき砕かれ。

　ある艦は左右艦のそれぞれから、逆方向へと吹っ飛ばされた。

　まるで、左右のコンビネーションブロウを叩き込まれているようだ。そして、

「下方正面、安土中央後艦来ました！」

　速い、と己おのれは判はん断だんした。こっちが予測しているよりも速い進行だ、と。

　今、絶対に〝勝つ〟ための手段として、自分は麾き下か艦かん群ぐんを投げ捨てたのだ。それなのに、

「上回るか十じつ本ぽん槍やり……！」

　羽は柴しばではない。彼女はいないのだ。そんな陣じん容ようだというのに、こちらは、

「──吶とつ喊かんだ！　全ぜん艦かんに告げろ！　これが最終指し示じだと！」







[image: 第二十一章『引き際の達人』]
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　安あ土づちは砲ほう撃げきを続けた。

　もはや佐さ久く間ま艦かん隊たいは、元々上昇中だった後列の一部を残し、全て散開している。それもこちらの眼前を阻はばむように、だ。

　ゆえに片かた桐ぎりの指し示じを参考に、打ち崩くずして道を空あけ、佐久間の〝刈かり谷や城じよう〟を穿うがつか、その下を通り過ぎる事を第一としているのだが、

『〝安土〟様！　──佐久間艦隊の動きが規き則そくを持ちました！　──Shaja！』

　何が生じているか、見れば解わかる。佐久間の〝刈谷城〟の周囲にいた艦かん群ぐんが、その上下左右に張り付き、物理的な盾たてとなったのだ。

　こちらの主しゆ砲ほうに対して見れば、そのような防ぼう護ごなど一いつ瞬しゆんだろう。だが、

　……今いま更さら、気付きました。

　スペック表は頭に入っているのだが、この現場で比較して、初めて解った事がある。

「……佐久間様の〝刈谷城〟は、他艦より一回り小さいのですね。──Shaja」

　小型、高速、防護重視。それはつまり、

「他の艦を盾にする事を前ぜん提ていとした形。ならばこれが佐久間様の用意した最終手段です！

　総員迎げい撃げきを続行しなさい。──Shaja！」





●






『佐久間様！　──お先に！』

　右の艦が散っていく。それに対し、片手を振って挨あい拶さつとして、佐久間は艦かん橋きよう前側の風防へと張り付いた。硝子ガラスを押さえる両の腕は義ぎ腕わん。ノヴゴロド戦でしくじってそうなった。だが、結けつ構こう格かつ好こ良いと思ってるし、〝退ひき〟にしては強そうじゃね？　とも思っている。

　しかしその手で風防の硝子を押さえ、ひびが入る程に力を込めて問う事がある。

「どうだ……!?」

　ノヴゴロドで潰つぶされた。

　巨きよ艦かんと、その戦せん闘とう力りよくに、〝退き〟の自分が潰された。そして今、同クラスの戦力に対し、

「どうだ……!?　私は、もう無用の長ちよう物ぶつなのか、教えてみろ……！」
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　佐久間は思う。もう実際、私の歴史再さい現げんなんて、大部分が終わっているんだよ、と。

　自分は、織お田だ家けに仕えた佐久間の家か系けいを多重に襲しゆう名めいしている。

〝賤しずヶ岳たけの戦いに出た〟のは勇ゆう猛もうで知られた佐久間・盛もり政まさだが、織田家家か臣しんとしては〝刈谷城〟の主あるじ、佐久間。〝退き佐久間〟・信のぶ盛もりが主となる。

　この信のぶ盛もりがちょっと面めん倒どうだ。彼は元々が柴しば田た達と並ぶ織お田だ家けの重じゆう臣しんだった。だが、一いつ向こう一いつ揆きとの対決を任された際、本ほん願がん寺じ・顕けん如によと、その周囲の者達に手こずらされ、戦争長期化の責任を取るような形で信のぶ長ながから[image: ]しつ責せきの上、追放されている。

　不ふ遇ぐうな身は、高こう野や山さんに出しゆつ家けし、そこで静かに一生を終える事になるのだ。

　しかし今はもう、とっくにそんな時期を、己おのれにおいても、世界においても、通り越している。

　……だから私、これを祭とする柴しばちゃんの事を云うん々ぬん言えないんだけどさあ……。

　今、楽しいんだよな。

　素直に、隠かくさず、そう思う。だって、自分の能力を活いかす場があって、気の合った仲間達がいて、同じ目もく標ひようを見み据すえる事が出来て、そして敵がいて、勝てばいいのだ。

　だが、勝負とは難しい。いつも勝てるとは思えない。

　そんな時、撤てつ退たいを必ず助けるヤツがいたら、ヒーローだろう。

　私がそれだ。

　有あり難がたいのは、佐久間の家か系けいは織田家で有用されたため、自分はその幾いくつかの襲しゆう名めいを預かり、必要に応じて転々としているという事だ。このところは、不ふ穏おんな関かん東とうへの守りについていて、今はやはり、賤しずヶ岳たけに参戦した佐久間・盛政の襲名だ。

　それらの優ゆう遇ぐうと転戦が許されたのは、やはり自分の能力ゆえだ。

　どんな戦せん場じようだろうと、国こつ境きようだろうと、相手を通さず、守り切る。そんな力があったからこそ、既すでに終わっている身を、配はい慮りよで長らえさせて貰もらってきたのだ。

　楽しいよ。

　皆の配慮に感かん謝しやしなかった事がない。いつも戦場の立案では「じゃあ佐久間、貴き様さま、どっかテキトーに加わって、危ない連れん中ちゆうの保ほ護ごな」とか、そんな感じの超ちよう自由。それで皆が勝ったら一いつ緒しよに騒さわいで、負けたらヒーローの出番だよ。

「だけど、どうなんだ」

　どんな状況でも護る。それが自分の必ひつ殺さつ技わざ。

　ゆえに自分の持つ艦かん隊たいは、防ぼう護ご重視だが、基本、特とく殊しゆな艦を用意していない。場合によっては輸ゆ送そう艦かんでも代用出来る戦力を用い、鉄てつ壁ぺきの守りを敷しく。

　実際、ノヴゴロドでは、上越露西亜スヴイエート・ルーシの物量にだって対たい抗こうしていたのだ。

　それなのに、何だ、武蔵むさしは。あんな巨きよ大だいな艦で、一気にこちらを飛び越えて。

　反はん則そくじゃないか。

　だけど、と思いもする。何しろ自分達にだって、安あ土づちや、他、大型艦が配備されていたのだ。だとしたら、

「私は今こそ、終わるべきか……!?」

　放ほう逐ちくはなかった。静かに終わる事もなかった。それを感謝するべきは、信長か、柴田か、それとも、

　……武蔵むさし！

　安あ土づちを通し、相手を思った時だ。

『佐さ久く間ま様！』

　前方を護まもっていた艦かんからの通つう神しんが来た。それは、艦が砕くだかれ、破は砕さいの火か焰えんを巻き上げながら、撤てつ退たいの警けい報ほうを重ねたもので、

『──お任せします！』
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　視し界かいが開いた。佐久間はただただ、吶とつ喊かんの言葉を叫んだ。

〝刈かり谷や城じよう〟が加か速そくする。佐久間の言う通りに下へと加速する。そして艦かん橋きよう側部の脱だつ出しゆつ口こうなどが、術じゆつ式しき火か薬やくでパージされた。

　総員退たい艦かん。誰だれもが佐久間を気にしながら、先に脱出する。

　風音が艦橋内に荒れた。佐久間はただ、二つの表示枠インシヤ・コトブを手に、前を見た。

　宙ちゆうに破は片へんがある。夜空に爆ばく炎えんがある。大たい気きに散っていく流りゆう体たい光こうがある。

　戦せん場じようでは幾いく度ども見えるものばかり。そして、

「──いた！」

　安土中央後こう艦かん。速度を一切落としていない。衝しよう突とつコースだ。だが、晴れていく何もかもの向こう、佐久間は見た。

　安土の主しゆ砲ほうがこちらを正確に狙ねらっている。
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「許可します。撃うっちゃって下さい」

　竹たけ中なかは、天地逆さの食堂の中で、静かに言った。

「──佐久間さんは、仲間ですから」
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　二連主砲の砲ほう撃げき光こうが佐久間の〝刈屋城〟に激げき突とつするのを〝安土〟は見た。

　光が散り、音が後から削さく音おんとして響ひびいてくる。そんな至し近きん弾だんだった。

　……砕くだきましたか……！

　だが、〝安土〟は確かく認にんした。機き械かいの視覚素そ子しでそれを見た。眼がん下かで弾はじけた流体光の飛沫しぶきから落らつ下かしていくのは、残ざん骸がいでも破は片へんでもなく、

「〝刈谷城〟、破損軽けい微び！　──依い然ぜん吶喊と判はん断だん出来ます！　──Shaja！」

　小型艦である佐久間の〝刈谷城〟が、安土の主砲を弾はじいたのだ。その方法は、

「タイミングを合わせ、砲撃で相そう殺さいしたのですか!?　──Shaja！」
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「あのなあ」

　佐さ久く間まは風の吹きすさぶ艦かん橋きよう内で告げた。

「攻こう撃げきするには、狙ねらってから撃うたないといけないんだ。解わかるか？」

　手元の表示枠インシヤ・コトブが、一つ、砕くだけていく。それは、〝刈かり谷や城じよう〟の砲ほう撃げき管制のものだった。全ては狙そ撃げき用に集中したもので、狙いはただ一つ。

「周囲が明るければ、砲ほう口こうに追つい尾びが効くんだ。憶おぼえておけ。安あ土づち」

　相手の主しゆ砲ほうに対し、こちらの砲撃をカウンターで叩たたき込む。

　防ぼう護ごの手がなくなった時、〝戦せん艦かん〟だから出来る技だ。

〝守り〟のために〝攻撃〟を用いる。〝退ひき〟である己おのれにとっての邪じや道どうとなる手段。

　先に撃ち込んではならない。長い砲ほう身しん内では加か速そく術じゆつ式しきが働いており、大たい概がいの場合は砲身破は壊かいに至る前に無効化される。そして同様に、遅れてしまえばこちらの負けだ。

　可能であれば、相手の砲弾が射しや出しゆつされた直後を狙う。初期の角度がずれれば、こちらに届く頃ころには進路が大きく逸それているし、

「──さあ、砲弾加速の加速術式などが砕けて、流りゆう体たいがチャフとして散っているぞ!!」

　主砲撃が、発はつ射しや直後に狙撃されたのだ。威い力りよくはこちらが弱いが、砲弾自体は変形し、自らが衝しよう撃げき波はを散らした。そしてそれは、本来ならば弾だん殻かくに護まもられた術式系けいを周囲に散らすのだ。

　小型の戦艦を砕く主砲弾が、逆に安土の上面にその力を霧む散さんする。

　今、安土後こう艦かんはこちらを見失った状態だろう。

　だが解わかる。既すでに六艦は連れん携けいしているのだ。中央後艦の視覚が塞ふさがれた事など、他の艦がフォローしているだろうし、そうなれば、

「来るか……！」

　五方向からの砲撃が、一いつ瞬しゆんで叩き込まれた。

　他の五艦が、陽よう動どうの壁がなくなったのを機きに、こちらへと打だ撃げきを寄よ越こしたのだ。





●






　丹に羽わは、もはや望ぼう遠えん術式でそれを見ていた。

「佐久間さん……」

　五方向からの連れん射しやは、爆ばく発はつを呼び、流体光の塵ちりと飛沫しぶきを夜空に上げた。

　直ちよく撃げきだ。降こう下か軌き道どうは直線になりやすい。そこを狙われたのだろう。だから、

「届かせますか……！」

　え？　と周囲の皆がこちらを見るのに対し、己は、自分が見ている望遠術式の表示枠インシヤ・コトブを拡大した。

　そこに映るのは南天の空中。火か焰えんと光の瀑ばく布ふを空にぶちまけていく〝刈かり谷や城じよう〟だが、

「落ちていません。装そう甲こうは失いましたが、〝無傷〟ですよ！」

　何故なぜなら、と言うまでもない。あ、と皆の中、一人が声を上げ、

「艦かん影えいが……！」

　その通りだ。空中に散った火と流りゆう体たい光こう、そして破は片へんを脱ぎ捨てた艦かん体たいがそこにある。

「外部装甲の全面パージによる、砲ほう弾だん直ちよく撃げきの回かい避ひと、速度の向上。──佐さ久く間まさんが、もはや防ぼう護ごとは別で、〝刈谷城〟を生せい還かんさせるために仕込んだ策です。実際、どの艦も出来る事ですが、あれだけ一いつ斉せいに、しかも対攻こう撃げき用、となると別ですね」

　ただ、何が生じるかは明確だ。まだ安あ土づち後こう艦かんは主しゆ砲ほうの次じ弾だんを撃うてる状態にない。そして他の艦も、仕し留とめるために砲ほう塔とうの角度を決めたばかりだ。

　加か速そくして行く〝刈谷城〟に対応出来はしない。





●






　佐久間は、決めた。見届けよう、と。

　答えを見る。自分が、どうなのか。

「答えろ……！」

　柴しば田たはここで降りていく。既すでに滝たき川がわもそうしたし、松まつ永ながも、他、多く者達が、他国も含めてそうしてきた。

　楽しかっただろうに、そうしていくのだ。ならば、

「羽は柴しば勢ぜい！　〝もうそれじゃあ駄だ目めなんだよ〟、って、私達に言ってみろ……！」

　行く。目もく標ひようは安土後艦の艦かん橋きよう。落らつ下かではない。降こう下かだ。落ちるのは当たってからだ。

　ここで止める。そして、

「答えを見せろ……！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだ。いきなりに、それが来た。

　正面に見える〝刈谷城〟の甲かん板ぱん上。小型艦である〝刈谷城〟の甲板両りよう舷げんに向けて腕を広げ、それが直上から加か速そく降下したのだ。

　日ひ溜だまり玄げん武ぶだった。
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　黒の鉄てつ塊かい。総重量の全てが甲板の外板を沈め、貫つらぬくのを、足裏の制せい御ぎよで小こ六ろくは止めた。

　両腕うでには重力展開をしている。必要ならば、以前にベルンハルトの小しよう竜りゆう群を退しりぞけた重力障しよう塊かいを叩たたき付けるつもりだが、

『佐久間・盛もり政まさ……！』

　竹中に言われた通りの事を、己おのれは叫んだ。

『それが最後の〝退ひき〟か!?』
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　佐さ久く間まは、歯を嚙かんだ。

　既すでに行く先は見えているのだ。

　……何が解わかる！

　だが、風防に当てた鉄の拳こぶしを握って、己おのれは息を吐いた。

「くそ……！」

　自分が解ろうと解るまいと、他人が解ろうと解るまいと、ここは戦せん場じようなのだ。

　答えは何だ。それはもう、明確だ。

「柴しばちゃん、……やるだけやるよ、私は……！」

　自分の祭は終わりだ。そして自分は、降りられなかった。それを許されなかった。

　きっとこれから、燻くすぶり、完かん遂すいした柴しば田た達を羨うらやましく思うのだろう。時代後れという自覚をもって、己はもはやヒーローではなくなっていくのだ。

　……くそ！

　だが、ここは戦場だ。誰だれの戦場だ。そう、柴田のだ。

　ゆえに己は、声を上げた。

「ああ……！」

　両腕うでを振り上げ、風防に叩たたき付けた。砕くだく。風が舞って、硝子ガラスが飛沫しぶきのように全身を洗う。だが構わない。

　正面。黒の武ぶ神しんに対して、自分は告げた。

「佐久間・盛もり政まさ。──捕ほ虜りよとして下る！」

　下るのだ。落ちはしない。
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　佐久間が、安あ土づち上に降りた。

　丹に羽わの視線の先で、すれ違う安土へと黒の武神が飛び降りたのだ。

　その肩上に、望ぼう遠えん術じゆつ式しきで見る中、腕を組んだ佐久間が立っている。堂々としているが、空から威い張ばりの部分もあるだろう。

　だが、もはや〝挨拶プリヴエート〟は終わったのだ。

〝刈かり谷や城じよう〟は持ち主不在となり、自じ律りつ操そう縦じゆうで安土の通過した後へと降こう下かしていく。

　そして安土に玄げん武ぶが着ちやく地ちした。

　黒の武神は、流石さすがに甲かん板ぱん上を滑かつ走そうし、砲ほう門もん基部の段差で身を止める。

　だが、それだけだった。

　佐さ久く間まの〝退ひき〟は終わったのだ。そして、

「──丹に羽わ様！　何故なぜ、佐久間様は、捕ほ虜りよの道を!?」

「いえ、あれ、最後の〝退き〟ですよ？」

　だって、

「あのまま降こう下かすれば、〝刈かり谷や城じよう〟は玄げん武ぶに砕くだかれて何にもなりませんでした。だけど、捕虜になれば、安あ土づち側は保ほ護ごし、対応しなければなりません。──相手の足を引っ張って、侵しん攻こうを妨さまたげる事が出来るのは、どちらですか？」

　告げた先、皆が「おお」と驚きの声と、南の空に拍はく手しゆをするが、正直ちょっと焦あせった。

　……佐久間さん、あそこまで熱くなる人でしたっけ……。

　巨きよ大だい艦かんを相手にして、ノヴゴロド以い降こう、思うところがあったのだろう。

　それに今回は、柴しば田たの結びとなる歴史再さい現げんの夜だ。

　……私も、熱に吹かれたらどうしますかね……。

　気をつけよう、と思った時だ。

「丹羽様！　安土が連結再開！　側そく転てん機き動どうに入ります！」
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「お」

　と、琵び琶わ湖こ安あ土づちにいた孫まご一いちは、それを確かく認にんした。

　何か不ふ意いの動どう態たいがあると反応してしまうのは射しや撃げき系けいの習性だが、今回は大きい。そして見覚えもあると言えばある。

「安土の側転。……ここからも見えますか」

　関かん東とうで見た時は、接近時だったが、今回は逆だ。遠く、向こう、柴田班はんの頭ず上じようを飛び越えようというのだろう。

　琵琶湖の北側、浅い山さん系けいの向こう。手前から、空へと、明らかな黒の壁が立っていく。振り上げるような軌き道どうに乗って行くのは、安土の六艦だ。

　巨大艦だから解わかりにくいが、実際の動きは音を超える高速だろう。それ故ゆえか、艦の各所から弧こを描いた雲が空を走り、夜の黒を飾っていく。

「派は手でですねー……」

　孫一は、吐と息いきをつけて全てを見送る。

　彼らには、これから激げき戦せんが待っているのだ。

　そしてこちらの方も、準備を続けなければならない。ステルス障しよう壁へきに入った武蔵むさしが、いつそれを出てくるのか、解らないのだ。

　また、琵琶湖の南東の方では本ほん能のう寺じの変へんの準備も進行している。武蔵は本能寺の動きに対応してくるとは思うが、

「今は恐らく、戦せん闘とう前の休養の時間。──嫌いやな静けさですね、こちらにとっては」

　だが、北の空から響ひびいてくる六艦かんの轟ごう音おんを聞いていると、両者の差を思う。

「武蔵むさし勢ぜい。一体何時いつから、こちらは追う側になったのでしょうね」
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「んー？」

　トーリは、薄暗い部屋の中で目覚めていた。

　……あれ？　さっきもこんなんあったな。

　一回、何か凄すごく適当に目覚めて、ああそうだ、何か感かん謝しやして、両腕うでと一いつ緒しよに拝おがんだんだ。

　そして今は、

「お」

　さっきは気付いてなかったようだが、天てん井じようが高い。それはつまり、

「ああ……」

　己おのれは気付いた。ここはホライゾンの部屋なのだ、と。







[image: 第二十二章『寝室の王様』]
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　トーリは、身を起こした。

　薄暗い部屋の中、カーテンで仕切られた間ま取どりを見渡すと、確かにここは自室の横のスペース。ホライゾンの居い場ば所しよだ。

　ここにある布ふ団とんは一人用だが、まあ今夜は一いつ緒しよに寝るか、という事で、

「一緒に……」

　見ると、ホライゾンが直立に近い姿勢で、目を開けて寝ていた。

　……これがナルゼ達が噂うわさに言っていた〝ファラオの眠り〟か……。

　寝ている最さい中ちゆうでもネタを忘れないとか凄すごいぜホライゾン。

「だけど待て。ちょっと待て。さっき起きた時、こうじゃなかったよな……」

　両腕うでが外れていたけど、普通に寝ていた気がする。

　ああそうだ。両腕と一緒に、浅あさ間まやネイト、姉ねえちゃんを拝おがんだんだ。ホント、こういう今があるのも、皆のお陰だよなあ、と。だけど、

「つまりそこから、このファラオになった訳わけか……」

　思わず表示枠サインフレームを出して一枚撮とってしまうが、見れば右手がこちらに手を振っていた。だから、

「ひょっとして起きてる？」

「おやおや、寝ている嫁よめの撮さつ影えいをしたがるとは、変わった趣しゆ味みですなトーリ様」

　ホライゾンが、無む造ぞう作さに身体からだを起こした。彼女はそのまま、両腕を頭の後ろに回し、腰を左右に捻ひねって、

「フン……！　あ、コレは寝起きのストレッチです。やっておくともりもり出ます」

「オメエ、コレ、俺おれは間違いなく間違えて起きただけなんだが……」

　まあまあ、と薄暗い中でホライゾンが言う。今、明かりは天てん井じよう近くにある補助照しよう明めいの表示枠だけだ。誰だれかが起きた時にだけ灯ともる、浅間の設定によるもの。

「トーリ様、こういう〝内ない緒しよ〟の時間用の用意は？」

「え？　ああ、まあ、それがあるんだなあ」

　とりあえず隠かくして持ち込んでおいたバケットを、自分の着替えの下から出す。中に入っているのは、帰ってきてから急いで作っておいたもので、

「マジパンな。二色。白と、ジャム練り込んだ赤。紅こう白はくな。暗いと解わからねえけど」

「トーリ様」

　何？　と問うと、ホライゾンがマジパンをフォークに取りながら言う。

「いや、──面白いと、そう思ったのです」

「何が？」

　問い返すと、ホライゾンが軽く天井を見上げた。

　そうですね、と彼女は前置きし、

「正直、人間関係のハイライトは、やはり合がつ体たいシーンとテーマ音楽に乗せての戦せん闘とうと、そんな風ふうに思っていたのです」

「……え？　あんまりよくなかった？　合体シーン」

「あれが良いか悪いかは個人の嗜し好こうによると思いますが、人類史上初であった事など含め、人類の可能性に大きく寄き与よしたとは思いますね」

「おお、何か頭良さそうだなホライゾン！　──で、それがどうしたんだよ？」

　そうですね、とホライゾンがまた言った。

「──つまりアレが人間関係のハイライトかと思えば、それはそれとして、その後にまた、それがあったからこそ、こういう〝内ない緒しよ〟な時間を得ていますね」

　言っている言葉は解わかりにくいが、言っている意味は何となく解る。

　ちと考える。つまりはこうだ。

「まあそうだな。確かに、ああいう事してねえと、コレ、ねえか」

　だとすると、

「かなり大きな事をやって、コレが最高、と思っていたら、まだやってなかった事が今、ここで新しく発生してる。

　しかもそれが、最高ってのをやった後だからこそ、発生してるんだよな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、面白いものですね。可能性を感じます。ひょっとしたら、まだまだ最高とか、最大とか、そういう物があるのでは無いかと。そして──」

　そして、

「人間関係に限らず、人が出会う物事の価か値ちとは何でしょうね」

「聞かせてみ？」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが応じて、こう言った。

「物事の価値とは、最大や最高とは別に、新しいかどうか、というのもあるのだと、今、何となく思ったのです」

「オッパイで例えるとどんな感じ？」

「いえ、オパーイで言うならば、大きさや形だけではなく、張りやベースとなる骨格のあり方なども考こう慮りよしないといけませんし、年ねん齢れいを召めしていた方がいいと、そんな方達もいるのを忘れてはなりません。オパイに例えるのはなかなか難しいのです、トーリ様」

「こんなギャグに付き合ってくれるとは思わなかったよ俺おれ……」

「〝内緒〟ですよ？　──まあ気分で対応しただけですが」

「い、言ったそばから否定されたよ俺……！」

　まあまあ、とホライゾンが手で制してきた。そして彼女は一ひと息いきを入れ、

「しかし、何もかも、過去になっていくのだとしたら、どれだけ意味があるのでしょう。何故なぜなら、過去については何もかもが〝良かった事〟に出来てしまう。過去は並へい列れつの幸いです。

　あ、──今、ホライゾン、寝起きなのでかなりテキトーに言ってます」

「うん、何かポエミーだからそんな気がしたわー」

「詩的な女ですので」

　と、ホライゾンがまたマジパンをフォークで一つ持っていく。

「既すでに普遍でありながらも知らなかった事と、未来における未知の事。世界がそういったものに満ちていて、人の関係などもそうであるならば、そこに至る手段を多く持っていればいる程、悉ことごとくが楽しいのでしょうね」

「俺おれ達、それをとりあえず共有ってか、協きよう働どう出来るようになった訳わけか」

「そういう事になりますね、トーリ様」

　と、どちらとも無く、布ふ団とんの上で頭を下げる。

「──宜よろしく御願いします。──ほらトーリ様、もっと頭を低く」

「お、オマエは……！」

　ただまあ、とホライゾンが頭を起こして、言葉を作った。

「これからは、こういう、知らなかった事が、もっとたくさんあるのでしょうね」

　それに、とホライゾンが目を細めた。

「何しろ、もう、一人ではありません。トーリ様に話しにくい事でも、浅あさ間ま様やミトツダイラ様、喜き美み様に相談出来るようになりましたし、そこでの〝内ない緒しよ〟もあるのでしょう。勿もち論ろん、皆さんのそういった話を聞いて、トーリ様やお互いの理解を深めるのも楽しみです」

「うわー、怖こわーい」

　言っていると、ホライゾンが手招きした。彼女は浅間達の寝ている部屋の方に手を合わせ、

「トーリ様も」

　さっきやったけどな、とは言わない。何度拝おがんでも悪くないのだ。それに、

「浅間様やミトツダイラ様、喜美様達には、感かん謝しやしようとしても、笑って辞じ退たいされてしまいますからね。でも、だからといってその心を忘れるホライゾンではないのです」

　だよな、と、こちらも頷うなずくしかない。

「浅間もネイトも、感謝よりも、まず頼って欲しいって、そんな感じの事言ってくれてな。姉ねえちゃんみたいに」

　ただ、

「難しいよなー。確かに〝有あり難がとうな、もっと頼るから〟みたいな言い方になるから、なかなか意い思し表ひよう示じ出来ねえ──」

「トーリ様は人を頼るのが下手へたですからね。任せるのは得意ですが」

「──まあそりゃそうだ。だって、俺、王様だから、預かったものを大変に思ったり、嫌いやがったら、何にも前に進まねえとか思ってるし、他人に渡したら駄だ目めだろとか思うし」

　だけど、

「そういうの解わかってて、共有してくれるんだよな」

「トーリ様も、普通の人だと、そういう事です。浅あさ間ま様やミトツダイラ様、喜き美み様はそれが解ってらっしゃるのでしょう」

「あー、そうそう、俺おれ、フツーだよフツー」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。

「──寒いギャグと全ぜん裸らと女じよ装そうが無ければモブ級だと」

「て、点てん蔵ぞうに言えよそれ！　まずはルックスから行こうぜ!?」
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・●　画：『何？　点蔵が飛び起きた？　本ほん能のう寺じの変へんで敵にモブ扱いで身元がバレない夢を見た？　いい予よ知ち夢むじゃないのソレ。で、何でこっちに連れん絡らくしてんのよネシンバラ。本能寺の変をネタに描いて欲しいの？　タイトル〝本能の事じ変へんバラします〟とか凄すごくありがちよねアハハ！　御ご免めんちょっと総そう長ちようネタがまとまらなくてハイだわ私』

・眼　鏡：『今のタイトル、三冊貰もらおうか』

・未熟者：『間に入ってくるなよ!?　あとスチュアート君呼んで欲しいんだけど。被ひ害がいが拡大出来そうで、士気に繫つながるから』
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　ともあれ、とホライゾンが言うのをトーリは聞いた。

「背負うものが大きくなる一方で、自分の普通も忘れないようにしたいと、そう思ってしまうのは、実際我わが儘ままなのでしょうね。ホライゾンも、三み河かわの時と同様、軽食屋の店員続行が気き楽らくだとそう思ってますし、それをしながら世界征せい服ふくが有りだと、そのように思ってもいます」

「そこらへん、俺も有りだと思うし、そうじゃなきゃいけねえだろ」

　有あり難がとう御ご座ざいます、とホライゾンが静かに言う。

「トーリ様の背負った分を、ホライゾンが解消出来ればいいのですが、共有してしまっていますからね。目的があって、それが大だい事じであっても疲れる時は疲れるし、哀かなしい事などはありますが、距きよ離りは取れなくなってしまう危険性があります。ホライゾンは軽食屋の時間もありますが、トーリ様、そういうオフを持つのがクソ下手へたですからねえ」

「お、オマエは良い話をすぐそっちに持って行く……！」

　まあまあ、とホライゾンが手でこちらを制し、隣となりの部屋をまた拝おがんだ。

「幸いや、いろいろな事を教えてくれたり、預かったり頼ったり出来る、そういうのをまとめた上での大事な関係があるというのは有り難い事です。そういうのを解って、来て下さったのですから。……この辺り、ミトツダイラ様など、トーリ様がいれば夢が叶かなった状態になっているので、トーリ様も負ふ担たんを感じず、他の夢への問題を共有出来るのでしょうね」

「あー……、そこら、姉ねえちゃんみたいなもんか。俺おれに対しての要求値が〝普段通り〟みたいに低いっていうか」

「この辺り、浅あさ間ま様も同様でしょう。甘えたり頼ったりと。逆に、そっちの極きよくが、国作りや世界征せい服ふくという永遠の課題になりそうなホライゾンであるのは確かなように思います」

「そういうの、見越してこうした？　というか、こうなった？」

　全体をぐるりと指差すと、ホライゾンは淡く首を傾かしげた。ややあってから、

「これが大だい事じだ、というのは、誰だれでも解わかる事でしょう。そして、やはり大事だったと、そう思える事は幾いくつもあって、──それらは過去になっていき、理由の補ほ強きようになるのです。

　きっとこれからも、知らない事がたくさんあって、こうして良かったと思える事が見つかって、理由の補強になっていきますよ」

「……何かオマエ、すごく頭よくね？」

「物事を決断しますが、これはこうだ、などと決めつけずに、決断の箱の中に受け入れていくだけです。──それが解らないとは、トーリ様は馬ば鹿かですねえ」

「き、決めつけた！　今、簡単に決めつけたな!?」

「褒ほめているのですよ。解ってないのに箱に放り込んでいくので。──馬鹿ですが」

「譲ゆずらねえ女だなホライゾン……」
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　前ぜん提ていが違いますので、とホライゾンが言う。そして彼女は辺りを見回し、

「これからもいろいろありますよ。それで、こうしている事の利点がまた見えていくでしょう。今はどちらかというと負ふ担たんだ何だとか、そんなのが多いですが、将来的には家族も増え、賑にぎやかになっていくのか、とも思います」

　だから、

「楽しい事ばかりですよ。これからは」

　言われた言葉に、ちょっと笑ってしまう。

「結局は、楽しいかどうか、か」

「人と人の関係は、無限のバリエーションと、新しい価か値ちと、過去の〝良かったね〟を揃そろえてくれます。多く抱かかえておきたいというのは、贅ぜい沢たくではありますね」

「じゃあ、どうする？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。

「トーリ様がうちの極ごく道どう親父おやじの襲しゆう名めい権けんを持つ、というのでありでしょう」

　大体、とホライゾンが示したのは、壁のハンガーに掛けられた大罪武装ロイズモイ・オプロだ。

「政治的に見て、松まつ平だいらの権けん限げん持ちがコレを自由にブっ放せる、というのは各かつ国こくにとっての攻こう撃げき材料になるかと思います。何しろ、──当たりませんからね。責任問題が出たら大変です」
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「──宗むね茂しげ殿どの、どうされたで御ご座ざる？　いきなり起きて。……誾ぎん殿を呼ぶで御座るか？」

「あ、いえ、大だい丈じよう夫ぶです。ちょっと、予よ知ち夢むのようなものを見てしまったのです。そう、大罪武装が当たってしまうという、そんな予知夢を」

「──不ふ吉きつだな!!」

「ノリキ君、笑顔で言う処ところじゃないよ？」
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　だからまあ、とホライゾンが言うのを、トーリは聞いた。

「面めん倒どうではありますが、──ホライゾンは松平・元もと信のぶの娘むすめであると、その部分が外れなければ当面は大丈夫なのでは」

「うーん、何かオメエも結けつ構こう大変だなあ……」

「大丈夫でしょう。何やってもうちの親父のせいに出来ますから」

「オ、オメエは自分の分でもソレ言おうな!?　な!?」

「まあそれは別として、三み河かわのような件があると面倒です。大罪武装を歴史再さい現げんに巻き込んでいいようにしよう、という流れが生じたのが三河ですからね。──自分達以外の勢せい力りよくに、自分が振り回されたり、決定権を与える可能性があるのは、少なくともこの時期避けたいと、ホライゾンはそう思います」

「何かオメエ、やっぱり凄すごく頭よくね!?　鋭くね!?」

　フ、とホライゾンが小さく息を吐いた。

「幾いく度どとなく正まさ純ずみ様の危き難なんを救ってきたホライゾンですよ。当然です」
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「──正純？　どうしたで御ご座ざる？　いきなり起きて。……厠かわやで御座るか？」

「あ、いや、大だい丈じよう夫ぶだ。ちょっと、予よ知ち夢むのようなものを見てしまってな。……そう、ホライゾンが本ほん能のう寺じの変へんでホライゾンルールを持ち出すんだが……」

「あー、あるある、超あるわー」

「第四特とく務む、無責任になってませんか？」





●






　でもまあ、とホライゾンが言う。

「ホライゾンには武蔵むさしの副王権けん限げんがありますので、武蔵の姫ひめとして政治参加で正純様を助ける事も出来ますし、現状では変化がありません。一方で、トーリ様の方は、他国の偉えらい連れん中ちゆうと話す時、襲しゆう名めい者しやとしてその権限を正純様が有用出来るでしょう」

「俺おれ！　有用するの俺じゃないの!?」

「歴史再さい現げんに従ってウンーコ漏もらして天てん麩ぷ羅ら食いますかねえ」

「何ソレ！　新しいな!!」

　だがまあ、ここら、自分のやりたい事とかとも繫つながるな、と己おのれは思う。

「俺、極きよく東とうの王様って事だよな？」

「ホライゾンはファーストレディという事になりますね」

「そういう響ひびき、ひょっとして好き？　そうなのホライゾン。──何その目つき!?」

　まあ、嬉うれしいのだろう。そしてまた、自分としても、

「──何かいろいろ始まるなあ、ホライゾン」

「思い返せば常に何か始まっていますよ。そういう生き方を、多分、しているのです」

　と、ホライゾンが寝ね転ころがった。表示枠サインフレームを開いて確かく認にんするのは、

「圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの途と中ちゆうで起きたので、効果の減げん衰すいが生じてますね」

「寝直しでいいんじゃね？　起きたら浅あさ間まにフォロー頼むつもりで」

「早さつ速そく甘えて何ですが、浅間様には苦労をお掛けします」

　ホライゾンが、浅間の部屋の方に正せい座ざして手を合わせた。

「──浅間様の方は、良い夢を」
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　浅あさ間まは、いやにひどい動どう悸きと共に飛び起きていた。

「淫いん夢む……！」

　と叫び、しかし気付けば、

　……あら？

　見た夢の内容を憶おぼえていない。よくある事だ。しまった、と思うべきかどうか悩むところだが、とりあえず寝ね間ま着きが乱れてる。

　見れば臍へそ上うえ辺りまで下から袷あわせが広がっていて、上は何故なぜか器き用ように胸だけ捲まくって出していた。水着を着ていて良かった、と思うが、寝間着の構こう造ぞうを考えるに、

「これ、脚あしをガっと開いたのと、胸を下に押しつけないとこーならない訳わけで……」

　どんな夢を見ていたのか。

　視線の先、枕まくらに顔を伏せて抱え込んでいたのか、酷ひどく変形している。軽く叩たたいて直しつつ、しかし一ひと息いき入れると寝ね汗あせも冷めた。

　晩ばん夏かの夜で、空くう調ちようが効いているので肌はだ寒さむくはないが、汗は冷える。表示枠サインフレームを開いて洗せん浄じよう術じゆつ式しきを発動。とりあえずの汚れをアジャストしてから布ふ団とんに倒れる。そして、

「トーリ君も、ホライゾンも」

　横の部屋で、二人が寝ている。自分が片付けをしてミトツダイラと自室に入ろうと言う時には、既すでにそうだった。

　……ようやくですね。

　二人が落ち着いた……、というと不可能を感じるレベルで語ご弊へいがあるが、お互いを認めた事になる。きっといろいろな事を話し、確かめ、自分達がこうしている事の価か値ちも含めて、次へと向かっていくのだ。

「良かった……」
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　良かったと、改めてしみじみ思う。

　思えば去年辺りから、P-01sとしてのホライゾンとは付き合いがあったが、それが三み河かわでああなって、そして〝今〟だ。

　十年前の事も考えると、ここがようやくの、一つの決けつ着ちやくだろう。

　もう、十年前のような事はない。

　彼が戻ってきて、何も出来ず、喜き美みがいなければどうなった事かと、幾いく度ども思った。

　だが、何もかもは、ここで果たされた。

　……禊祓みそぎですね。

　悪い事も何もかも、最後には良い事として裏返す事が出来る。終わりよければ全て良し、というにはまだまだ途と中ちゆうなのは確かだが、しかし今が〝良し〟なのは確かだ。

　良かった。

　一つの幸いを、導く手伝いのようなものを、自分は出来たのではないか。それは自うぬ惚ぼれかとも思うのだが、今、隣となりの部屋には確かに二人がいる。

　……良かったですね。

　二人に対して思うし、彼に対しても、ホライゾンに対しても、自分に対しても、そう思った。皆きっと、同じだろうと、甘い事を考えられるのは、当日の夜で、部屋の中が暗いからだろうか。さっきまで変な夢を見ていたらしいとは思えないテンションですけど。で、

「うん」

　涙が不ふ意いに零こぼれた。実家の時と同じだ。良かったと、また思って泣かされる。今後は、こういう事が幾いくつもあるのだろう。そして、

「私も──」

　望もう、と思った。待つ時でも望もう、と。自分はもう〝内〟にいるのだ。

　いてくれるだけで幸いを感じる人が、こちらを必要としてくれて、躊躇ためらわないのだ。感かん謝しやなんて二の次でいいという事も、付き合いではなく、解わかってくれていて、

「うん」

　幸いを躊躇っていては、外にいるのと変わらない。今ある涙を、いずれは自分のものとして、そう出来るようにしようと思う。

　これから先は、楽しそうだ。彼の事もだが、ホライゾンにいろいろ教えたり、ただ時間を過ごしたり、彼には話せない彼女の愚ぐ痴ちを聞いたりもして、相あい槌づちを打って行くのだろう。これはミトや喜き美みとも共にしていく事で、一日の時間がどれだけあればいいのだろう。でも、

「あれ？」

　疑問が一つある。あまりにも流れがいつも通りだが、

・あさま：『……表示枠サインフレームで確かく認にんしましたが、何で皆、起きてるんですか』
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・金マル：『いやー、誾ぎんちゃんがさっき飛び起きて、半泣きになりながら〝大罪武装ロイズモイ・オプロが命めい中ちゆうしてしまうんです……！〟とか不ふ規き則そく言げん動どうを』

・蜻蛉切：『誾殿どの、サイトの更こう新しんを手伝って気を静めてはどうで御ご座ざるか』

・立花嫁：『も、もう取り乱しなどしていません……！』

・あさま：『んー、とりあえず圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの術じゆつ式しきを再調ちよう整せいして配布し直しますから。それでちょっと起き床しよう時間までお願いします』

・●　画：『というか、そっち、ミトツダイラなんかはどうしてんの？　熟じゆく睡すい？』
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　ミトツダイラは、いやにひどい動どう悸きと共に飛び起きていた。

「淫いん夢む……！」

　と叫び、しかし気付けば、

　……あら？

　見た夢の内容を憶おぼえていないが、感覚としては憶えている。身体からだのあちこち、頭を撫なでて貰もらったり、舌したを指で挟んで弄もてあそばれたり、身体の肌はだや肉を舐なめられたり、形を確かめられるように撫でられては摑つかまれ、

「ええと……」

　夢は夢。現実は現実。そのつもりで現状を見ると、とりあえず寝ね間ま着きが乱れてる。

　前が全開で、下に着ていた水着が周囲に散らばっている。コレもう今夜は着られませんわねー、としみじみ思うが、自分の状況がまた問題だ。

　暑かったのか、筒つつ状じように抱きしめて横になっていた布ふ団とんには、嚙かんでいた跡もある。

　……一体、どういう夢を。

　ともあれ、どうしてこうなったかはよく解わかる。今日きようあった事もだが、

「匂においが凄すごいですわねー……」

　浅あさ間まが洗せん浄じよう術じゆつ式しきなどを結けつ界かい式で常時掛けているが、一回、それらがしっかり掛かる前の匂いを浴びてしまった。こうなると、匂いが消えても残ざん滓しがイメージとして残っていて難しい。

　汗あせやら何やら。ホライゾンのも混じっているのが、尚なお更さらに引き立つ。そして、

・あさま：『ミト！　やっぱり淫夢見てますか!?』

・銀　狼：『やっぱりって何ですの──!?』

　表示枠サインフレームでは、皆が寝もしないで騒さわいでいる。でも自分も同じだ。浅間からは圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの術式が再調ちよう整せいされて届いてもいる。それを受け取りながら、

　……まあ、いいですわ。

　自分の方は、開き直ってきた。領りよう分ぶんや節せつ度どはあるが、

「楽しく、やっていきたいですわね」

　横の部屋、向こうの部屋へと軽く笑って、己おのれはまた布団に倒れ込んだ。

　さっきの夢の続きは、見れるだろうかと、そう思いながら。
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「……この方達は、寝てても起きるのは、何故なぜなのでしょうか。──以上」

　今いま更さらの疑問ですね、と〝武蔵むさし〟は思いながら、全ぜん艦かんの管理を進ませていた。

　自分が立っているのは武蔵むさし野の艦かん橋きよう。指し揮き用の場として作られたステージの後ろだ。前、その舞台ともいえるスペースでは〝武蔵むさし野の〟が全ぜん艦かんの基本船せん殻かく部ぶパージ後の処しよ理りと、未パージ部としてる浅あさ間ま神じん社じやや要所のパージ待たい機き状態を整えている。

　来客としてあるのは、

「ハナミ様、如何いかがでしょうか。──以上」

『よく出来てるよ──』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と艦かん橋きようの皆が応答する。それは自分の手元の表示枠サインフレームからも解わかる事だ。

〝武蔵野〟がまとめて、己おのれが確かく認にんと決済を行うのは、武蔵むさしの軽量化と戦せん闘とう状態への移行だ。これは、昔から想そう定ていがあったとはいえ、実際に行うのは初めてに近い。

　実のところ、これは本来、逃とう走そう用だった。

　……他国の艦かん隊たいなどが略りやく奪だつに及んだ際、重力加か速そくで逃げ切るにも、その行き先で同じ事が生じたらどうするか、という話ですね。

　幾いくつかの国が連動してしまえば、武蔵は追い込まれる確かく率りつが高くなる。その際、貨物などを捨て、軽量化し、武蔵自体は絶対に逃のがす。無む論ろん、乗員は基本船殻部以外の場所に退たい避ひするので不備を与える事になるが、三み河かわかIZUMO、有あり明あけ辺りが退避場所として存在する。

　三み方かたヶ原はらの戦いの時、行き先に有明が無く、里さと見み総そう長ちようの働きが無ければ、どうであったか。

「たられば、で不安を想定するのは、最悪の事じ態たいのシミュレートとしては有用ですが、過去を書き替える事は出来ませんね。──以上」

　と、艦橋右前辺りから、声がした。

「〝武蔵〟様、──酒さか井い様と何かあったんですか？　──以上」

「〝武蔵むさし境さかい〟、──仕事が足りないならそう言えば良いのです。──以上」

「い、いえ、〝三み鷹たか〟がチラっとそんな事を！　ですよね〝国こく分ぶん寺じ〟！　──以上！」

「えー、次は〝吉きち祥じよう寺じ〟──。〝吉祥寺〟──。──以上」

「〝西にし荻おぎ窪くぼ〟通過です。次は〝荻窪〟──。〝荻窪〟──。──以上」

「い、いや、私に来るなら〝西荻窪〟も来ますよ！　ですよね!?　──以上」

　全員余よ裕ゆうがありそうなので、仕事を回しておく。艦橋全体に、他艦からの処理関係が回ってきて、皆が「おおわ……」などと言っているが、

「最近、少し、人類側の反応など、感化され過ぎです。タイムラグを生んで無む駄だなだけだと判はん断だん出来ますので、注意なさい。──以上」

「〝武蔵〟様、そう言ってさっき、酒井様の朝食仕込んでいませんでしたか。──以上」

「私は区別が出来ていますので、別です。──以上」

　へえ……、と静かに引かれるが、事実は事実と判断出来ます。

　ただ、やってきた情報などの精せい査さをしていると、幾いくつかの気になる案あん件けんがあった。

・武　蔵：『──大おお久く保ぼ様、外部からの情報が来ています。外部観かん測そく。改派プロテスタントの皆様から、安あ土づちの動向についてです。──以上』
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　来たなあ、と大おお久く保ぼは思った。

　本ほん能のう寺じの変へんで自分は前線に出ない。だから今も寝ないでいろいろと作業中だというのに、世界はホント、勝かつ手てに動いて仕事を増やす。

　己おのれが今いるのは、教きよう導どう院いん前の階段。その最上段だ。

　流石さすがに連れん中ちゆうが当代の本ほん拠きよとしている生徒会居きよ室しつに入る気は起きない。一方で、幾いくつもの会議や決断の場となったここに来るのは、いろいろと感かん慨がい深いものだとも思う。

　……まあ、私思い切り下着晒さらされたりしたがなあ。

　だが、ここからは確かに武蔵むさしの全容が見える。今はどこもかしこも吹き抜け状態で、輸ゆ送そう艦かんや武ぶ神しん、自じ動どう人形達が動いている。その殆ほとんどは、防ぼう護ご術じゆつ式しきのカバーを展開するための鳥とり居い型展開機き構こうを、船せん殻かく部ぶの各部ガイドレールの上に設置する作業だ。他、外付けで幾つもの装そう備び類の取り付けなども行っているが、

・長安定：『……改派プロテスタントも、さっきこっちが旧派カトリツクの三征西班牙トレス・エスパニアと会議したもんで、ちょっとポイント稼かせぎに来とんのやろ。何しろ基本船殻部の避ひ難なん、改派側に流さず三征西班牙に任せて四し国こく行きにしたさかいな。──まあ、モテる内にモテとくのがええやろな』

　そして送られてきた情報は、確かに安あ土づちの動きだ。後ろ、護ご衛えい役やくをしながら情報の精せい査さと注ちゆう釈しやくをする加か納のうが、てきぱきと茶ちやの用意までしつつ、

「御お嬢じよう様さま、──安土は柴しば田た勢ぜいの拠きよ点てんを飛び越え、裏に回るようですね」

「裏というか、対応されとるやろうし、これから正面相あい対たいやな。安土側が分ぶん隊たいしてるかどうか、柴田勢がそれに対応しとるかは、改派の位置からだと解わからんか……」

「安土が側そく転てんからの姿勢制せい御ぎよ後、動きが新しく生まれると判はん断だん出来ます。その際、音や光で観かん測そく出来る筈はずですので、それを待ちましょう、御嬢様」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、こちらは手元の作業に移る。

　本能寺の変と、その後について、近きん隣りん各かつ国こくへの挨あい拶さつだ。そしてまた、既すでにこちらにいろいろと交こう渉しようを持ち込んできている国もある。

　……勝たんとなあ……。

　刻こく一いつ刻こくと、本能寺の変の開始時間は近づいており、それを狙ねらってぎりぎりの要求をしてくる国もある。特に上越露西亜スヴイエート・ルーシとP.A.Odaの間にある、小国とも言えない部ぶ族ぞく集団などは、傭よう兵へい志し願がんをしてきているが、これはやがて来るであろう独立の手がかりを得たいのだろう。

　見ればP.A.OdaからはＡＫからの商業取引などもぬけぬけとやってきている。向こうも元気だ。こっちも気合いを入れなければと、そう思った時だ。

・武　蔵：『大久保様、質問があります。──以上』

・長安定：『質問？　何やねん』

・武　蔵：『──安あ土づちは、本ほん能のう寺じの変へんに間に合うでしょうか。──以上』
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　そやなあ、という大おお久く保ぼの言葉を、〝武蔵むさし〟は見た。

・長安定：『それが解わかれば、武蔵の対応や、今の準備の内容も大きく変わるわな。応戦仕し様ようにするかどうかだけでも、全然違う。せやけど──』

・武　蔵：『解らない、という訳わけですね。──以上』

・長安定：『すまんな』

・武　蔵：『いえ、解らないのが基本ですので、平常として作業を続けるだけです。……しかし、歴史再さい現げんで羽は柴しば側が勝つと決まっていても、解らないものなのですか。──以上』

　そやなあ、と、大久保が再び言った。

・長安定：『解かい釈しやく云うん々ぬんとは別で、安土に追いかけられたこっちとしては、羽柴優ゆう勢せいと考えたいところやねんけど、柴しば田た側にも丹に羽わや、佐さ久く間ま……、佐久間はもう敗れたが、そういった連れん中ちゆうがついとるやろ。それに、──羽柴勢ぜいには、どうも羽柴本人がおらんようだ、というのもこっちには伝わってきてる』

　羽柴と柴田の決けつ戦せんなのに、羽柴が不在というのは何故なぜか。

・長安定：『……既すでに毛もう利りはシメとんのや、大おお返がえしの歴史再現を優先するというて、羽柴だけ本能寺側に残す、というのも有りやろうな。石いし田だ・三みつ成なりや大おお谷たに・吉よし継つぐ辺りなら、常時の護ご衛えいとしても有用やろうし』

・武　蔵：『だとすれば、羽柴勢は最上位の指し揮き官かん不在で賤しずヶ岳たけを戦うという事になりますね。──以上』

・長安定：『十じつ本ぽん槍やりとやらの価か値ちを示すにはいい機き会かいやな。──せやけど、柴田勢とて馬ば鹿かやない。力や、頭を使って対応してくる筈はずや。下手へたすると連中の巴パ里リ攻こう略りやく以上の難なん所しよやで』

　そして、

・長安定：『そこでの対たい処しよと対応、出来るかどうかというより、個数の勝負やな。何しろ羽柴勢は被ひ害がいが出たらいかん。圧あつ倒とう的不利や。だけど無む理りともいえん。

　私達が出来る事は、そやな、──何があってもええようにしとく、それやな』

　成なる程ほど、と自分は理解した。ならば方針は決定だ。

　艦かん橋きよう内の皆を見渡せば、こちらに顔を向けている者など一人もいない。当然だ。仕事が有り、整備以外の休養を必要としないのが自じ動どう人形。現状は美しい。だから、

・武　蔵：『総員に、二つ告げます』

　言葉を続ける。

・武　蔵：『──第一に、今後、当とう艦かんにおける本能寺の変決けつ着ちやくまでの行動は、武蔵代表者の行動補ほ佐さと位置づけします。彼らが迅じん速そくに、または無む駄だをやらかしても、最速で本能寺の変の歴史再さい現げんを終えてくる事。それを可能とするための補ほ佐さとして私達は行動します。──以上』

　まず。これで自分達の為なすべきは決まりだ。

　何もかもを最速で終えられるように補佐する。それが出来れば、安あ土づちが間に合うかどうかなど、関係無い事だ。

　……自ら、本ほん能のう寺じの変へんを即そつ決けつし、退出してしまえばいいのです。

　そしてもう一つ、第二に言うべきがあるとすれば、

・武　蔵：『総員、思し案あんしなさい。課題を設けます。今後、本能寺の変が終了するまでに、自分の持ち場と、武蔵むさし全ぜん艦かんが、どのように安土と対応すべきなのか。一人、各一〇二四パターンを最低限として、共通記き憶おくに計上しなさい。それをライブラリとして、実戦が何時いつ生じても使用出来るようにします。──以上』

・全　艦：『Ｊｕｄジヤツジ．！　──以上！』

　いい返答だ。そう思うのは、自分も人間の勢いに感化されているからだろうか。

　ただ、出来る事はしておく。そしてあとは、

「〝武蔵〟様！　安土が、側そく転てん機き動どうの最頂ちよう点てんを超えました。全艦を捻ひねりながら降こう下か体勢を確定！　柴しば田た勢ぜいの北に降下完了の後、慣かん性せい後退の制せい御ぎよに入るようです……！」

　外部観かん測そくが、見えぬ敵の動きを教えてくれる。

　向こうは今、戦せん場じようなのだ。







[image: 第二十三章『暗闇への突入者』]
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　嘉よし明あきは、安あ土づちが側そく転てん機き動どうの頂ちよう点てんを超えた事で一ひと息いきをついていた。

「ここから先は、入口や助走ではなく、柴しば田た勢ぜいとの戦せん場じようね」

　自分がいるのは左さ舷げん前ぜん艦かんの上空。右う舷げん前艦の安治アンジーと共に、先さき程ほどまでは佐さ久く間ま艦かん隊たいを手当たり次第に双姫ツヴアイ・フユルステインの対たい艦かん砲ほう状態でブチ抜いていたのだが、

　……最後の装そう甲こうパージは危なかったわ……。

　位置的には後ろで行われていたせいもあり、対応が出来なかった。

　まさか安土の主しゆ砲ほうでも倒し切れない仕込みが、段階的にあるとは。しかも、

「小型とはいえ、戦せん艦かんクラスで全面パージとか、フツーしないわよ」

　だからこちらも、ここまで追い込まれた。十じつ本ぽん槍やりと安土六艦が、佐久間艦隊とはいえ、特とく殊しゆなところのない戦艦群に僅きん差さまで持ち込まれたのだ。

〝退ひき佐久間〟という字名アーバンネームを思っても、そこに慢まん心しんや油ゆ断だんはない。そういった相手を退しりぞける事が出来たのは、

「……結局、最後の竹たけ中なかの一ひと言ことね」

　力では勝ててない。そう思う。だから、

・ＡｎＧ：『キメちゃん、来て良かったと思う？』

・きめえ：『終わってからそう思う事にするわ』

　これからはもっと上のクラスと相あい対たいする事になる。空中からの援えん護ご役である自分達は別として、地上部ぶ隊たいは柴田や丹に羽わが相手となるので大変だろう。

　そして蜂はち須す賀かの方も、どうかと思えば、

「蜂須賀」

　魔術陣マギノフイグーアで見れば、側転していく安土の上、玄げん武ぶの肩には未いまだに佐久間がいる。

『おいおいおい！　見ているのと乗ってるのじゃあまた違うな！　凄すごいなコレ！　回ってるのに足が張り付くのは重力制せい御ぎよか!?　金あるなお前ら！』

『静かに』

『はぁ──！　何アレ！　艦かん橋きようって教きよう導どう院いん兼ねるって言ってたけど、下は施せ療りよう院いんとかにもなってんの!?　食堂何処どこ!?　あれか!?　竹中が窓から吐いてるあれ！』

『黙だまれ捕ほ虜りよ』

『御ご免めんなさあ──い！　御免なさあ──い！　黙るよ！　超黙るよ──う！』

　近くにいなくて良かった。撃うちかねん。

・ＡｎＧ：『キメちゃんもショーロク系けいだから超苛いら立だってる？』

・きめえ：『安心して。年上な分だけ落ち着いてるわ』

・ＡｎＧ：『着ちやつ火か点てんが遠いだけだよソレ……！』

　まあそういうものだ。そして、安あ土づちの軌き道どうが頂ちよう点てんに達した。ここまでは昇り。ここからは下りで、一気に迫力がついていく。しかし、

　……行くのね。

　柴しば田た班はんの裏に回る。そういう動きを安土は取っている。

　ここからは、柴田班との勝負なのだ。
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　この戦いが、仲間割れか、歴史再さい現げんか、それとも別の意味があるのか、嘉よし明あきには解わからない。

　これもまた、終わってから思う事かしらね、と、そんな事を考えるだけだ。

　だが、己おのれの目は、眼がん下かの光にあるパターンを見た。下に広がる柴田班の布ふ陣じん。その北側となる裏面の形が、灯とう火かから見えたのだ。そしてそこに、

　……あれは──。

・きめえ：『竹たけ中なか！　下の布陣がおかしいわ！』

・黒　竹：『あ、ハイ、見えてますよー。〝安土〟さんに教えて貰もらった瞬しゆん間かん、反射えろでスッキリしたから話せます』

　今、下ではどういう状況となっているのか。

　見る先の大だい地ち。雪がまばらに反射した灯火で浮かび上がらせる柴田班の布陣は、

・黒　竹：『北側向きになってますね。──つまり、私達がこうして裏に回るというところまで、読まれてたという訳わけです』

　どういう事かは、見れば解る。

・黒　竹：『南面の丹に羽わ班はんは、安土のやってくる南向き。でも、中央にいる柴田班は北を向いてます。──つまり、私達が側そく転てんで飛び越えると、そう踏んでいたって訳です』

　そして来た。

　下に広がる闇やみと、その中で布陣を知らせる柴田班の艦かん隊たいから、砲ほう撃げきの光が来たのだ。

　直後に警けい報ほうと、〝安土〟の声が六艦の間を走った。

『眼がん下かより迎げい撃げきの砲撃有り！　柴田班です！　──これより当艦は加か速そく、この空くう域いきを離り脱だつし、柴田班の北側に停止いたします！』

　それは、状況として一つの構こう図ずを生む。

『柴田班と正せい対たいします！　各員、戦せん闘とう準備をお願いいたします！』
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　さて、と北の空から聞こえる大質量物の降こう下か音おんと、巻き上がっていく雲を丹羽は見た。

　夜だというのに、雲が上がる。柴田班が送る砲撃の向こうで、風が破は裂れつするように鳴る。

　安土クラスの巨きよ大だい艦かんが、側転からの降下に入ったためだ。

　一個の都市と同じ艦かん。その巨きよ体たいに押される大たい気きは雲を生み、大風を生む。武蔵むさしと同様に緩かん衝しよう術じゆつ式しきを掛けているだろうが、消し切れるものではない。

　安あ土づちの下となる地ち域いきでは、大気が圧迫された上で外に逃げ出そうとして、初期では寒かん気きが、後には強風が吹くだろう。

　……ただまあ、今回は平ひら野のさんが乗ってるから、結けつ構こう大だい丈じよう夫ぶですかね。

　剣つるぎ神じん社じや代表の平野が、安土の出力系けいから降こう下か地域の産土うぶすな神がみ達に挨あい拶さつをしている筈はずだ。彼らは土地の環かん境きようも扱うため、降下終了までに酒などを奉ほう納のうして奉まつる事で、安土がもたらす気き候こう変動などはかなり緩かん和わ出来る。

　安土が北に降りるのを読んで、柴しば田たは自分の艦かん隊たいを北に向けていた。そちらには、砲ほう撃げき音おんが鳴り続けているが、やがて向こうからも応おう撃げきがある筈だ。が、それとは別で、

「さて。と、もう一回言っておきましょうか」

　丹に羽わは、正面を見た。

　南側。そちらには、安土が通過した森林があり、数艦だけ残った佐さ久く間ま艦隊が、こちらの布ふ陣じんの中央へと降下してくる。

「──佐久間班はん、先に散開から退たい艦かんしていた者達が、ここで合ごう流りゆうですね」

　指し示じを出す。右の手を上げ、

「佐久間班を受け入れます。急ぎ収容の手配を……！」
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　佐久間は、降下状態を確定していく安土の上から、それを見ていた。

　……うちの艦が戻ってきたか。

　玄げん武ぶの肩から見れば、柴田勢の布ふ陣じんの向こう、確かに、残ざん存ぞんしていた数艦が合流していく。

　同じように、南の森からは、砕くだかれた艦隊から退艦し、動ける者達が集まってきていた。

　皆、南に構えていた丹羽の部隊に確保され、布陣内部の補ほ充じゆう要員として戦うのだろう。

　彼らには、まだ戦せん場じようがある。それを見ていると、

「ああ、ああもう、また参加したがってるよ、私」

『面めん倒どう』

　それはうんざり故ゆえか、それとも、こちらと同じ意味でなのか。問う気は起きないが、今、自分達が同じものを見ていて、同じ時間を過ごしているのは解わかる。

「さてどーする？　丹羽、うちのを含めて戦力増強。こっちはどうするんだよ？」

『もう出てる』

「は？」

　疑問すると、大音が全てを吹き飛ばした。

　左右と後方、そして正面から、安土の主しゆ砲ほうが一直線に水平軌き道どうで砲撃したのだ。

　……これは──。

　柴しば田た班はんの布ふ陣じんを曲きよく射しやで狙ねらうのではない。壁となっている戦せん艦かん群ぐんを撃うつ連打だ。

　視線で砲ほう弾だんの行く先を追えば、一いつ斉せいに光が生じた。

　柴田班の城じよう塞さい艦かん列れつとも言える壁に、防ぼう護ご障しよう壁へきが発生したのだ。

　被ひ弾だんする。流りゆう体たい光こうが散る。音がする。だが、

「続けるか、無意味な砲ほう撃げきを！」

　安あ土づちの主しゆ砲ほうが強力とは言え、柴田の用意した布陣外周沿いの艦列は、防ぼう御ぎよ艦かんも含め、戦せん闘とう艦かんとしては鉄てつ甲こう船せんや、それと同等クラスのものばかりだ。

　それに対して、連打を加える意味は、

「下か……！」

　いるのだ。蜂はち須す賀かが言った通り、安あ土づちからの地上部ぶ隊たいが、だ。

　降こう下かを完了した安土の下部から、今、そいつらが降りようとしている。そこへ砲撃などをされないように、長射しや程ていの安土主砲を基き礎そとした援えん護ご砲撃が始まったのだ。ならば、

「始まるんだな？　地上戦が……！」
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　安土が北の山やま間あいに身を伏せた瞬しゆん間かん。嘉よし明あきは身に寒さむ気けを感じた。

　冷気が当たった訳わけではない。今まで安土の重力制せい御ぎよ圏けんに追つい随ずいしていた自分にとって、思った以上の反動が来て、少し血の巡りと内ない臓ぞうがズレたのだ。

　安土が、後滑りする艦かん体たいを強ごう引いんに加か速そく器きで前に押し出し、その反動を重力制御で打ち消していくからだろう。実際の動きと身体からだの受けるものでズレが生じ、それがまるで、いきなり床から足を踏み外したような落らつ下か感を与えてくる。

　堪こらえる意味も無い。体たい調ちよう制御の魔術陣マギノフイグーアが起き動どうして、すぐに身体の寒気と裏返るような感覚を上から下へと整えていく。

・ＡｎＧ：『キメちゃん、コレ、男連れん中ちゆうがよく言う〝股こ間かんがキュっとした〟ってヤツだよね多分。ほら、絶ぜつ叫きよう系けいとかの』

・きめえ：『貴き重ちような体験を有あり難がとうと〝安土〟には言っておかないとね』

　だが、正面からは、投げかけるような光が飛んで来た。

　柴田班の城塞艦列が作る砲撃光こうだ。

　それらは停止軌き道どうに入った安土に対して、正確な打だ撃げきを寄よ越こしてくる。

　降下状態から、下限にまで降りたせいだろう。これまで、側そく転てん機き動どうを追うような砲撃ばかりだったが、ここからは正面撃うちだ。

　安土は、柴田班の艦列とまともに撃ち合う事になる。

　こちらは浮ふ上じよう状態で、全体を露あらわにしたまま。

　向こうは着ちやく陸りく状態で、全体を露あらわにしたまま。

　ほぼ不動の殴なぐり合いだ。しかし気になるのは、

・きめえ：『さて、あの布ふ陣じんの中への突とつ入にゆう路ろ。まずは先行する地上部ぶ隊たいの精せい鋭えい班はんの動き次第ね。──糟かす屋や、上手うまく道をつけて頂ちよう戴だい』
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　糟屋は、外の大たい気きを吸った。

　背には左右の銀ぎん十じゆう字じを背負い、晩ばん夏かであれどM.H.R.R.神聖ローマ帝国冬服に防ぼう護ご加か護ごのマフラーを巻いての出場だ。

　状況は既すでに進行中。今、自分達がいるのは安あ土づち中央前艦の艦かん尾び待たい機き所じよ。

　続くのは二百人程の少数だ。だが、

「行きますのよ……！」

　声と共に、浅く開いて大気を呼び込んでいた大おお扉とびらが、上下に展開していく。

　艦尾側、後ろ向きだ。安土は降こう下かからの後ろ滑りを防ぐため、短距きよ離りの前進を行う。その動きを貰もらって、自分達も前へと飛び出そうというのだ。

　眼がん下かの森は、高速で流れていく。軽く百二十キロは出ているだろう。だが、

「──では」

　右手を挙げ、糟屋は飛び降りるでもなく、虚こ空くうに一歩を踏んだ。

　降下のための高度は約百五十メートル。降下術じゆつ式しきを使用して約十二秒だと糟屋は片かた桐ぎりからの予測を聞いていた。

「着ちやく地ち構え──!!」

　叫んだ声は麾き下かに通じているだろうか。否いな、通じていなくても構わない。自分の事は自分でやるのは羽は柴しば班はんの強みだ。でもさっき清きよ正まさ、後こう輩はい達に部屋の掃そう除じを頼んでた気がしますの。

　ともあれこっちはこっち。高速で宙ちゆうを斜降する身の懐ふところから、己おのれは一枚の術式符を取り出す。

　発動のボタンはない。紙ケースから取り出せば発動する簡略発動式だ。

　術式は、符を一いつ瞬しゆんで透とう過かして表示枠レルネンフイグーアとする。そしてそれをバイザーのように翳かざせば、

　……見えましたの……！

　表示枠が、夜を透すかし見る。〝神は全てを見ている〟という加か護ごが由ゆ来らいの暗あん視し術式だ。

　己は、表示枠の位置を眼前に固定。とはいえ人狼ルウガルウの血を引く自分の身は、元々が闇やみを見通せるし匂においでも判はん別べつ出来る。ただそれ以上に必要な情報は、

「危ないですのね……！」

　降下していく先にある、木々の枝だ。何しろこちらは安土の速度をそのまま引っ張っている。それで幹や枝に激げき突とつすればただでは済まない。

　表示枠の中に、赤の光でそれらのアウトラインが描かれた。

　手前から奥、目に見えてくるのは木々の作るトンネルと、

　……最短距きよ離り……！

　速度を落とさずに着ちやく地ちするには、どのルートが最適か。それぞれの表示枠レルネンフイグーアは直上を並へい行こうする安あ土づちと連動しており、こちらの道を青のリボンラインで示してくれる。

　直後に森へと突っ込んだ。

　降こう下かの風に木々が鳴り、しかし己おのれの全身は、下よりも前へと行った。

　眼がん下かに、戦せん場じようの光と月光に照らされた地面が見える。森の木々の底にあるのは、

「やはり雪ですのね……！」

　確かく認にん次第、己は木枝を摑つかんで身を前に飛ばしながら、靴くつの両りよう踵かかとをタップしてぶつけた。

　直後。足裏から、足場を踏んだような感覚が来る。

　見るまでもない。靴の前後に、滑かつ走そう用のブレードが流りゆう体たいで作られたのだ。

　安土からの勢いを一切消さず、そのまま降下してきた意味はこれだ。

「総員、滑走用意……！」

　言うなり、十二秒が経過した。だが、自分が得るのはもはや着地ではない。

　安土から降ってきた勢いを、そのまま前にぶつけていくだけの滑走だ。

　足裏のブレードが雪を弾はじき、しかし身は沈まない。前に行く勢いが流体のブレードに雪を舐なめさせ、刻むような音を立てさせる。そして背後からも同じような音が連続した。

　皆、ついてきているのだ。ならば、

「このまま、吶とつ喊かんしますのよ……！」
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『竹たけ中なか様！　糟かす屋や隊たいが艦かん下か森林地ち帯たいに降こう着ちやく、そのまま前方に滑走を開始しました。脱だつ落らく四名。これは徒と歩ほで後々の合ごう流りゆうを狙ねらいます。──竹中様、聞いてますか？　──Shaja』

　……〝安土〟からの通つう神しんは、小こ言ごとくさいですけど有あり難がたいですねー。

　そういう己は、実はあんまり聞いてられないです、と竹中は思った。何しろ、

「すみません竹中様！　ちょっと内ない勤きん師し団だんで食堂固定します！」

「固定ーしーますー」

　賤しずヶ岳たけに参加していない襲しゆう名めい者しやや、出場よりも内勤を命じられた学生達が、急いで各所の固定に入る。

　側そく転てん機き動どうは元々の予定にあったので、その分の補ほ強きようは行っていたのだが、佐さ久く間ま艦かん隊たい相手にやったフェイント機動や背はい面めん航こう行こうがかなり効いたらしい。出力安定は平ひら野のが担当しているから何とかなったが、福ふく利り厚こう生せいを考えると、生活環かん境きようのある安土は結けつ構こうヤバい。

　……流石さすがのハイダメージ。

　まあ佐久間さんには勝てたからいいですよね、とは思う。見ればここには浅あさ野のが来ていて、この子はかなりマイペース気ぎ味みなんだと各所から報告があったものだが、

「はーい、はーい、はーい、リスートだーよ」

　参加している皆に、表示枠レルネンフイグーアを渡していく。

　遠く、まるで海が吠ほえるように砲ほう撃げきの音が連続して聞こえてくる中、渡されている表示枠を見てみると、そこにあるのは、この食堂の間ま取どり図と、その上に示された棚たなの存在だ。

　……そんな棚ありましたっけ。

　というか、棚やらテーブルが吹っ飛んだのがついさっきの事だ。

　だが、既すでに浅あさ野のは別の部屋に移動している。そして食堂の補ほ強きよう担当を行っている学生達が、浅野が示した棚のある位置に向かった。

　見れば、そこには何も無い。だが、

「ここか！」

　一人の学生が、宙ちゆうに手を掛けて開けた。するとそこに、棚の〝内部〟が生まれた。

　……ああ、倉そう庫この術じゆつ式しき。

　幾いくつも空中に開けられていく〝棚〟は、視点をずらすと見えなくなるが、内容量と後ろの壁との距きよ離りが合っていない。中に入っている機き材ざいや部品は潤じゆん沢たくだろう。

「成なる程ほどー」

　とこちらは言うしかない。自分の倉庫術式を分割して、要所に置いて行くのが浅野の仕事だ。詰めるもの自体は格かく納のう庫こに行けば機き関かん部ぶ整備班はんが用意してくれるのだろうし、必要な場所は自じ動どう人形達が担当を組んでくれる。この術式ならば、〝蓋ふた〟さえ閉めてしまえば安あ土づちの急な挙きよ動どうで中身が溢あふれ出す事もない。

　浅野が、恐らく己おのれで考えて進言したのだろう。彼女の術式は特とく殊しゆだから。そしてまた、

　……夏なつ合がつ宿しゆくの成果でしょうかねー。

　いろいろと見えてくるのが、この賤しずヶ岳たけの戦いだ、というのは解わかっている。ならばこちらも、この戦せん場じようを上手うまく切り抜けたいと思うし、仕込みも重ねる。そして、

「あ、竹たけ中なか様！　こっち来れますか!?　固定終わりました！」

　言われる間に、座っていたテーブルが押されて滑かつ走そうしていく。行き先は食堂中央に固定されたテーブルだ。自分が乗っているものがぶつかると、己は勢いで中央のテーブルにスキッド。

　すると目の前に食堂の料理長が来て、幾いくつもの皿さらや鍋なべを置き、

「さあ食え！　吐くのに必要だろう竹中様！　あと、食事をするテーブルに座るな……！」

　そりゃごもっともですねー。だけど、

『竹中様！』

　椅い子すに座り直すこちらの顔横に、〝安土〟からの表示枠が来た。

『そろそろ艦かん下か地上部ぶ隊たいの接近援えん護ごが至し難なんとなります！　柴しば田た班の砲ほう撃げき密みつ度どが高くなってきました。あと十秒後に安土は前進を停止、糟かす屋や隊たいが先行します。──Shaja！』
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　空を行く安あ土づちが速度を落とした事を、糟かす屋やは悟さとった。

　麾き下かは殆ほとんどがついてきている。誰だれも彼も、M.H.R.R.神聖ローマ帝国山さん岳がく部ぶ隊たいからの選抜。元々自分はこちらの方で研修などをやっていたので、当時からの付き合いも多い。つまりは、

「糟屋──！　先行く！　私の方が目がいいから！」

　共に行くのは、十じつ本ぽん槍やりとは違う同級生や、地元とは言えないまでも、ある程度の住まいを得ていた土地の者達。彼らや彼女達は、柴しば田た勢ぜいとの交流や、その援えん護ごや麾下にあった者達も多く、今回の地上部隊の選抜としてはベストとなるだろう。

　この全員で、まずは柴田班の布ふ陣じん、その城じよう塞さい艦かん列れつとなっている戦せん闘とう艦かんにまでたどり着かねばならない。それが自分達の仕事の第一だ。

　滑かつ走そうする。

「糟屋！」

　一人、先せん輩ぱい格かくの女性が前に出た。

「アンタ、何やら事情ばかりで、上行って、あたしの事なんか知らないだろうけどさ」

「いえ、知ってますの。──上こう坂さか・勘か解げ由ゆ、三み木き教きよう導どう院いん管かん区く総そう長ちようの前まえ野の・長なが康やす麾下で、本ほん能のう寺じの変へんの後、貴女あなた達は明あけ智ち周辺の情報を集めに奔ほん走そうしたんですのよね？」

　知っている。自分達が特とく殊しゆな立場だという自覚はあるからこそ、周囲の事は学んだのだ。だから、彼女と並ぶように共にいる者も、

「そちらは羽は柴しば麾下、うちに所しよ属ぞくする稲いな田だ・大だい八はち郎ろう。──貴方あなたが前野・長康に事の次第と大おお返がえしの計画を急ぎ知らせ、つまり羽柴勢が大返しを可能としましたの」

　竹たけ中なかの指し示じだろう。この現場にいる者達は、その多くが本能寺の変の後、大返しや山やま崎ざきの合かつ戦せんの関係者だ。上坂と稲田の二人は、そこに至るプロセスの歴史再さい現げんを有している。

　つまり、戦後、安土乗員が揃そろうならば、そのまま山崎の合戦に持ち込めるのだ。

　そして今、横を滑走していた上坂が笑った。

「すまん。僻ひがみは終わった。木こっ端ぱでも襲しゆう名めい者しやをやっておくもんだ」

　いいかい、と彼女は言った。

「あたしの総長は、もういないんだ。──ちょっと前に自じ害がいしてね」

　知っている。これは、羽柴勢ならば、確実に知っている事件が関わるのだ。つまり、

「秀ひで次つぐ事件の連れん座ざですのね」

「Ｔｅｓテスタメント．、あたしの総長は、秀次様の重要性を知っていたから。この後、伊達だて家けの隆りゆう盛せいを考えるならば、ここで実際の損失を作るべきじゃないと進言していた。結局受け入れられず、あたしの総長はやはり自害をしたよ。羽柴宛あてに、このような経けい緯いをすべきではないと遺のこしてね。

　そしてどうだい。結局、羽柴の果か断だんによって、伊達も最も上がみも敵に回り、武蔵むさしは強大化した。馬ば鹿かじゃないかと、そう思ったし、思ってるよ」

　だけど、と彼女は言った。

「──それどころじゃないかも知れないと、そういうんだね？　あたし達に知らされてないような事情。創そう世せい計画も、こんな木こっ端ぱには知らされてないけど、でも何となく解わかる。

　終わらせて、終わらない。その流れに乗る事が出来なければ、あたしの僻ひがみも、何もかも、それどころじゃなくなると、そう言うんだね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──同じという事は出来ませんけど、私にもありますの」

　それは、

「大だい事じなものが、こちらを大事にしたまま、去って行った記き憶おくがありますの」

「Ｔｅｓ．、そうかい」

　そうかい、と、上こう坂さかがもう一度言いながら、手を上に伸ばし、枝を一つ弾はじいた。

　枝が鞭むちのように走り、空中に鳴った。

　直後。不ふ意いの光が闇やみの中を貫つらぬき、今の枝を穿うがった。

　……銃じゆう弾だん！

　同時に、山側の方から、殺さつ到とうする気け配はいが来た。匂においもある。鉄と術じゆつ式しき火か薬やくの集まりは、

「来たぞ！」

　周囲を併へい走そうする仲間達が叫び、上坂が稲いな田だと顔を見合わせて笑った。

「強行伝でん令れいを主体としてた連れん中ちゆうは左右に散りな！　ここからは滑かつ走そうだけじゃなく、機き動どうも入れた戦せん闘とうだ！　相手は解っているだろう……!?」

　解る。左右の山側から、並走しながらもこちらに射しや撃げきを送ってくるのは、

「織お田だ家け由ゆ来らいの滑走戦せん術じゆつを持った滝たき川がわの残ざん党とうだ……！　蟹かに江え城じようの戦いからこっち、最後の戦せん場じようとしてここを選んだか……！」





●






　滝川隊の残ざん存ぞんは、ここを自分達のケジメと考えていた。

「糟かす屋や・武たけ則のり……！」

　自分達の技は、忍にん者じやとして、音もなく高速接近しての暗あん殺さつ術じゆつだ。足裏には滑走術式を展開しており、これは水面だろうと氷ひよう面めんだろうと雪せつ面めんだろうと、お構いなく滑る力を与えてくれる。

　だから皆、

「糟屋・武則……!!」

　叫ぶ。

　それだけの理由はある。小お田だ原わら征せい伐ばつだ。楽しい夏休みの直前にあったあの戦闘。

　そこで自分達は、長となる滝川・一いち益ますを失った。

　最終的な勝負は、滝川と、武蔵の第五特とく務むによるものだった。そこで第五特務が滝川の実じつ像ぞう分身の戦せん術じゆつを見切り、決けつ着ちやくをつけたのだ。だが、

　……すまぬ。

　総員、今、攻こう撃げきと滑かつ走そうの速度を上げながら、こう思う。これは逆さか恨うらみだ、と。何故なぜなら、

「滝たき川がわ様は、武蔵むさしの第五特とく務むと戦う前、貴女あなたとの勝負を行った……！」

　そうだ。賤しずヶ岳たけの戦いにおいて、滝川の分は、小お田だ原わら征せい伐ばつの際に先行して行われているのだ。

　そして滝川は敗れている。

　今、眼がん下かの敵部ぶ隊たいを率ひきいて先行する糟かす屋や・武たけ則のり、その人に、だ。

　自分達は、あの後、重じゆう傷しようを負った彼女を輸ゆ送そう用の小型艦かんに乗せて故こ郷きようへと送り出した。既すでに冷たくなり始めていた身体からだだったが、笑えみを得ているようで、誰だれもが泣いた。

　そして自分達はただ何も為なすべきもなく、夏休みへと入る事になったのだ。

　その折、関かん東とう解放が有り、自分達は佐さ久く間ま班はんに一時合ごう流りゆうしながら、世界の動向を見た。

　何もかも、自分達が思い描いていたものと違う、と。

　これは逆恨みだと解わかっている。しかし、

「貴女がいなければ、滝川様は武蔵の第五特務に負けなかったかもしれない……！」

「滝川様が勝っていれば、関東解放の流れは生じていなかったかもしれない……！」

「そうなっていれば、──俺おれ達は今、ここで戦い合っていないかもしれない……！」

　滝川が望んだのは、身内の争いを少なくする事だった。

　柴しば田たが羽は柴しばを気に入っていたのも知っているし、P.A.Odaはそもそも上うわ役やく達の身内感覚が、距きよ離りを離れていても強い集まりだったのだ。

　だから、滝川はそれらを大だい事じにしたまま、創そう世せい計画を迎えようと思っていた。

「だが、あの一点で、我らの願いは歪ゆがんで消えた……！」

　逆恨みだ。解っている。だが、一つだけ明確な理由があるならば、

「滝川様の仇かたき……！」

　全員が、滑走から降こう下かの三回転を決めながら、抜ばつ刀とうし、長ちよう銃じゆうを構えた。

「仇、とらせて頂いただきます！　──The on snow!!」
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「滝川さんの麾き下かだった方達が、やはりここで出ましたね」

　柴田班はんの布ふ陣じんの中、佐久間班の残ざん存ぞんや航こう空くう艦かんが集まるのを見届けながら、丹に羽わは夜空を見て呟つぶやいた。

　……全く、誰だれも彼も、人の思いに従わないものですね。

　滝川が、身内の争いを欲していなかったのは解る。ゆえに彼女は、小田原征伐の際、糟屋・武則を相手として、〝賤ヶ岳の戦い〟の、自分における歴史再さい現げんを終了した。

　一対一の戦いならば、賤ヶ岳の戦いで大おお勢ぜいが戦うより、良い。そういう判はん断だんだ。

　無む論ろん、滝たき川がわは、身内を大切に思っていただけで、そんな事をしたのではない。

　それが、P.A.Odaの戦力を保持し、武蔵むさし勢ぜいへと対たい抗こうする力を削けずらずに済む方法だと、彼女は気付いていたのだろう。

　何しろ、本来ならば、賤しずヶ岳たけの戦いの後に羽は柴しば勢は小こ牧まき長なが久く手ての戦いや関せきヶ原はらで武蔵勢と相あい対たいするのだ。その時、自分達が羽柴の力を削そいでいては、本ほん末まつ転てん倒とうではないか、と。

　滝川の言いたい事は、よく解わかる。

　それでいて、自分は今回、滝川の代だい理りとして賤ヶ岳の戦いに参加している。

　自分がしているのは、羽柴勢を相手に回す行為だ。

　滝川の行為を、無にすると、そう言われても仕方が無い事だとは思う。

「だけど──」

　滝川はいない。

　だけどいないままだと、そこに何かを思う者達がいるだろう。

　だから自分が滝川の代理となった。

　滝川の代理として、滝川を慕したっていた者達を受け入れるためではない。

　滝川はもういないのだと、そう知らせるために、別人の己おのれが彼女を名乗った。

　だけど、と自分は思う。

　……結局、浅はかでしたね。

　滝川班はんの者達。行き場を失っていた者達が、佐さ久く間ま班と共にここに来てしまったのだ。

　彼らは言った。

「丹に羽わ様が、滝川様の代理とならなかったら、──独自に、傭よう兵へいとして参加していました」

　自分は滝川ではない。だけど彼らは滝川麾き下かであり、

「自分達も、ここで〝降り〟ます。しかし、傭兵ではなく、滝川班の名を掲かかげたまま〝降り〟ていけるようにして下さった事に、感かん謝しやします」

「いえ、私は、君達には来て欲しくなかったんですよ」

　己は、ホント、参まいったと、そういう風ふ情ぜいで言った。

「君達に来て欲しくなかったから、敢あえて、〝偽にせ物もの〟上等で滝川さんの代理になったんです。

　だって、いいですか？　滝川さん、身内を大だい事じにしましたけど……」

　言いたくないなあ、と思いつつ、だが、言っておく。

「滝川さんは、君達を大事に思っていたと、そう思いますから」

　自分の事ではない。なのに恥はずかしさを感じる言葉を送った先、滝川班の皆は、ややあってから頭を下げた。

　代表としての、滝川を補ほ佐さしていた副ふく隊たい長ちようが、顔を上げて笑えみで言った。

「──滝川様も、水くさいですね」

「Shaja、──そうですね。思いというのは、一方通行でも、通るとは限らない。それをえらく実感してますよ、私は」

　よかれ、と思ってした事が、逆に悪い結果となり、だけどそこにいる者達は、今の自分達をよかれと思っている。

　何が幸せか、他人がどう決められるものではないのだろう。それは自分も、滝たき川がわも同じだ。

　ただ、現状を良い方向に向けていかなければならないとは思う。そして、

　……それでまた、悪い方へと転がる事を幸いとしてる人達は、どうするか、ですね。

　柴しば田たの事だ。

　彼もきっと、ここで〝降りる〟。

　その方法がどうなるのか、大体の予測はついている。だけど、

「ずるいですよね、滝川さん」

　だって、

「そういうの見届けるの、私達に任せて先に行ってしまうんだから」

　参まいったと、そう思いながら、自分は砲ほう撃げき音おんの響ひびく布ふ陣じんの中から、北の空に停止した安あ土づちへと視線を向けた。

　今、あの巨きよ艦かんの下では、滝川班はんと糟かす屋や班の戦せん闘とうが行われているだろう。そして、

「私達も、次の動きへと行きますか。──祭のために」







[image: 第二十四章『雪面の偉業者達』]
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　勝負は二キロ、と糟かす屋やは判はん断だんしていた。

　今、自分達は柴しば田た艦かん隊たいの正面へと向かっている。足には雪面滑かつ走そう用のブレードを術じゆつ式しきで作り上げ、森の底に残った雪の斜面を一気に下っているのだ。

　安あ土づち側からの計けい測そくだと、森は後二キロ強で途と切ぎれる。そこからは一キロ程の奥行きを持った広場があり、城じよう塞さい艦かん列れつがあるのだ。

　視し界かい確保の術式は、流れていく木々と大きな段差を赤いラインで知らせてくれる。しかし、敵に関しては時たま警けい告こくの橙だいだい色いろでアウトラインが描かれるが、定かにはならずに消えていく。

　……忍にん者じやのステルス忍にん術じゆつですの……!?

　射しや撃げきが来る。銃じゆうだけかと思えば、苦く無ないが主だ。左右の山側から高速で降りてきた滝たき川がわ隊は、しかしこちらに直接当たりには来ず、前方や後方、場合に拠よっては上方を、

「……さあ、今こ宵よいもまた、雪せつ上じようの舞を……！」

　三回転、四回転、高速スピンの滑走を行い、それらの動きから刃やいばを投とう射しやしてくる。

　単発ならばよかった。だが彼らは無数で、軌き道どうを幾いくつも変化させた上で高速に交差させ、

「……さ、今宵、貴方あなた達を幻げん想そうに誘いざないます……！」

　……ウ、ウザったいですの……！

　だが攻こう撃げきは的てき確かくだ。やはり滝川麾き下か。攻撃が来るたびに背後の皆が回かい避ひのために軌道を変えたり、防ぼう御ぎよによる金きん属ぞく音おんをたて、そのたびに各所が速度を落としていく事になる。

　段々と、隊たい列れつが前後に長くなっていく事に、糟屋は敵の意い図とを感じた。

　横、幾いく度ども敵に対して牽けん制せいの突とつ撃げきを見せる上こう坂さか達も、山側にいる相手を追うには斜面を上がる必要があるのだ。牽制のたびに彼女達はやや遅れ、

「班はん長ちよう！」

　上坂が後ろからこちらを呼んだ。

　だが、彼女はそれ以上を言わない。言えば、相手にも通じる間合いだからだ。それはつまり、

　……現状、危険ですのね!?

　全体が前後に長くなってしまうと、森を抜けた後で困る。城塞艦列までの広場を抜ける時、散開で敵の狙ねらいを散らす事が出来なくなるし、援えん護ごも含めた攻撃が細くなるからだ。

　己おのれは思った。自分が速度を落とし、全体を後ろに詰めるべきかと。だが、

「──！」

　己は、前に加か速そくした。背後の皆を引きはがすように、単独先行したのだ。
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　滝川隊の面々は、糟屋の判断に内ない心しんで頷うなずいた。

　……その判はん断だんや良し……！

　この賤しずヶ岳たけの戦いは、七しち本ほん槍やりと呼ばれる羽は柴しばの若手を、見いだす切っ掛けとなったものだ。羽柴麾き下かとして十じつ指しに数えられる者ならば、

「単独でも、突とつ破ぱしていく実力があって当然……！」

　彼女は滝たき川がわの仇かたき。追うべきかを迷ったが、追えばこの後続隊を無ぶ事じのまま下の広場へ到とう達たつさせてしまう。それは恐らく、糟かす屋やの狙ねらいでもあろう。ならば、

　……彼女は単独の背を見せる事で、囮おとりになるつもりか……！

　追って討うてば、楽だろう。だが、

「この後続隊を潰つぶし、下で彼女を柴しば田た様達と挟きよう撃げきした方が、もっと楽だぞ！」

　よし、と皆は動きを変えた。囮を追う意味は無い、と。

　ゆえにそれぞれが交差し、時には手を取ってコーナーリングの角度を変えて勢いをつけ、

「急ぎ対応のため、──まずは分断、行かせて頂いただきます！」

　動きの軌き道どうは円軌道。それが今まで、大きく一つになっていたのを、前後三つに分けて、

「──相手を三分隊するぞ！　囲め！」
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　上こう坂さかと共に後続の指し揮きに回った稲いな田だは、滑かつ走そうの速度を取り戻しながら身を後ろに回した。

　現在、糟屋班はんは滝川班の作る前後三つの円に囲まれ、三分されつつある。

　ハーフパイプ状となる谷の両りよう端たん。山側からは、常に雪を打つような疾しつ走そう音が聞こえる。滝川班は、山の闇やみの中で加か速そくし、そして谷側のこちらへと不ふ意いに飛び込んでくるのだ。

　……来る！

　そう思って山側へと両手の短たん銃じゆうを構えた瞬しゆん間かんだ。

　いきなり、左右手前の雪面を下から割って飛び出した忍にん者じやが、高度のある四回転を決めた。

「横や上だけではないのか……!?」

　突とつ然ぜんの事に、こちらが防ぼう御ぎよを固めたと同時。

「稲田！」

　前にいる上坂の言葉と共に、二つの音が連続して響ひびいた。

　それは正面方向。まっすぐ先から届いた上坂の銃じゆう声せいと、頭ず上じようで鳴った金きん属ぞく音おんだ。

　下ではない。上だった。下から飛び出した相手とは別で、上からも来ていたのだ。

　雪面から飛んだ左右の忍者が、仲間に手を引かれて左と右に去っていく。その流れとは別で、直上、僅わずか一メートル程上から、上坂の迎げい撃げきに阻はばまれた別の忍者が、

「もう少しでしたね」

　声がして、忍者が後ろへと飛び去った。

　そして彼らをも囮として、新あら手てが来た。森から、左右の斜面から滑走してきた忍者が、

「──！」

　斜面にあるギャップをジャンプ台にして、頭ず上じようへと飛んでくる。そして彼らは、宙ちゆうで横にスピンを入れ、苦く無ないを投じ、また近くにいる者達の手を取って軌き道どうを変えた。

　そうして作られるのは、もはや単純な円囲いではなく、

　……立体的な鳥とり籠かごか……！
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「ははははは！　森の中に入ったが貴き様さまらの不運……！」

　滝たき川がわ隊たいは、三つの円えん陣じんが出来、循じゆん環かんが始まったのを確かく認にんした。

　全員は高速で滑走し、滑走術じゆつ式しきのエッジを使って雪面を蹴けり、速度を追加する。

　森の中は滑走天国だ。何しろ倒とう木ぼくや岩にも雪が積もって固まり、天然のジャンプ台になっている。だからそこに、ベテランがまず突っ込んで〝整地〟しながら跳ちよう躍やくを入れる。

　あとは続く者達が、飛ぶ者は飛び、下を行く者はそうして行く。結果として出来るのは、

「雪と夜の作り上げるイリュージョン……！」

「さ、今こ宵よい貴方あなた達を驚きと溜ため息いきの世界へと誘いざないます……！」

　攻こう撃げきする。上手うまく枝から蔦つたなど下りていると最高だ。それを摑つかんで一気にスイング。狙ねらわれたら手を離して三回転半。着ちやく地ちでダブルルッツを入れておこう。

　下を行く敵どもは、前に急がなければならないし、左右と上下を行き来するこちらを狙って撃うつ事などまず出来ない。何しろ自分達は森の中の闇やみから闇へと飛んでいるし、雪面からの飛び出しが彼らの注意を散漫にする。だが、

「総員射しや撃げき……！」

　中ちゆう盤ばんの円陣。その中で滑走していた敵の女が、右の手を振って叫んだ。

「右側、集中射撃しろ！」
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　滝川隊は、敵の対応を見た。それは至し極ごく単純な、

「割り切りをつけたか……！」

　滑走する敵が、集団の役割を左右に分けたのだ。

　左側の集団は左面と前後への防ぼう御ぎよに徹し、右側の集団は右の斜面へと、

「撃て……！」

　中央の女が右の斜面の一点へと曳えい光こう術式の弾だん丸がんを撃ち込んだ。

　直後。右側集団の全員が、その曳光に高さを合わせ、長ちよう銃じゆうを射撃したのだ。

　集団作業による一いつ斉せい掃そう射しやだった。

「……っ！」

　滝たき川がわ隊たいの内、左斜面にいた者達は、戸と惑まどわなかった。

　だが、右斜面にいた者達に何が起きたかは解わかった。

　あの中央の女が撃うち込んだ高度は、自分達が最もよく使う高さだ。滑かつ走そうしつつ、しかし下へと軌き道どうを変える時、丁ちよう度どターンする余よ裕ゆうのある高度が、あれだ。

　無む論ろん、いつもそこにいる訳わけではない。個人の滑り方の差はあるし、こちらから向こうの斜面に戻った時は、勢いがついているので上側へとオーバーする。

　しかし、あの位置は、危険だ。だから、

「──！」

　右の斜面。上に広がる木々の闇やみから、苦く無ないが無数に飛んだ。

　行き先は眼がん下か。長ちよう銃じゆうを放ち、次の動きをとろうとしていた敵の右側集団だ。

　当たった。

　敵が吹き飛ぶでもなく、数名が身を縮めたり逸そらしたりして、一気に速度を落としていく。

　成果が出た。だが、皆、解っている。

　この苦無の連れん射しやは、こちらにとっての被ひ害がいの証しよう明めいなのだ。

　闇の中で撃たれ、動けなくなった者達が、その前に敵を討うつものとして投じた。

　訓くん練れんによって数本を一気に撃ち込む事は可能だから、数にして七人程がやられたか。

　こちらとて、同数近い相手を討った。しかし、

「総員構え……！」

　中央の円えん陣じんで、滑走を加か速そくした女が叫んだ。彼女は右の手を振って右斜面を指さし、

「総員、射しや撃げきしながら右斜面へ吶とつ喊かんしろ！」
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　斜面の確保を、上こう坂さかは第一と考えていた。

　そうして片側を取ってしまえば、相手はこちらを囲む事が出来なくなるし、頭ず上じようや前後を交差して往復する事も出来なくなる。

　ただ、それをやるには、斜面側に突とつ撃げきしなければならない。

　全体の進行は遅れるし、迎げい撃げきされれば被害が出るだろう。

　そしてこの部ぶ隊たいは自分の隊ではない。糟かす屋やの隊だ。

　どこまで踏み込んで良いものかと、そうは思ったが、

　……班はん長ちように任されたってのに、削けずられてては恥はじだね……！

　相手は、ここだけではない。自分達が本来相手すべきは、柴しば田たの本隊。その壁となる城じよう塞さい艦かん列れつに穴を開ける事が自分達の狙ねらいなのだ。

　目的は、柴田が作った城塞艦列の突とつ破ぱ。それしかない。

　だがこの相手は違う。糟屋を追う事もだが、まず、こちらを潰つぶす事を主しゆ眼がんとしている。

　糟かす屋やに恨うらみがあるだろうに、現場の第一とすべきを忘れないのは、やはり忍にん者じやだからだ。

「全く……！」

　刃やいばの下に、己おのれの心を置きながら、しかしそれを隠かくしはしない。糟屋を今にも追いたいだろうに、こちらへの冷静な対応を重ねてくる。

　だから自分達も、見誤ってはならない。この相手を、第一と考えなければならないのだ。

　倒すべき契けい機きは必ず来る。だからそれまでの安全確保として、

「吶とつ喊かんしろ！」

　滑かつ走そうの速度が落ちてもいい。まずはここを攻こう略りやくする事だ。

　武ぶ装そうの面で見れば、砲ほう撃げきを含む地上戦をメインとした自分達と、この山さん岳がく、森林での戦せん闘とうを主体とした相手とでは、こちらの方が重じゆう装そうとなる。

　サシでぶつかれば、自分達が有利だ。

　相手を片側にまとめてしまえば、防ぼう御ぎよと攻こう撃げきの構こう図ずが組める。だから、

「──そこだ！」

　己おのれは曳えい光こう弾だんを撃うち込んだ。その高度まで一気に、一いつ斉せいに疾しつ走そうするのだ。そして、

「滝たき川がわ隊たいを追い込め！」

　叫び、全体を動かした瞬しゆん間かんだ。背後から、稲いな田だの声が響ひびいた。

「上こう坂さか！　左斜面の敵が突とつ撃げきしてくる……！」

　……来るか！

　右斜面に吶喊した自分達に対し、背後となる左斜面。そこにいた敵群が、一斉の突撃を掛けてきたのだ。

　挟きよう撃げきだ。そして自分の方でも、あるものが見えていた。

　押し込み、潰つぶそうとしていた右斜面の敵群が、

「は……？」

　こちらから見て、彼らは単純な動きをした。

　夜よ闇やみの中で見える雪の森。その斜面は、上に行くに従って急を増し、壁のようになっている。一部は完全に岩いわ肌はだだって見える状態だ。

　だが、敵は、そちらへと〝下がった〟のだ。

　壁面。こちらの手が届かない位置へと、だ。

　九十度以上のオーバーハングを、彼らは滑走した。
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　眼がん下か、糟屋隊の突撃が届かぬ雪壁の表面を、滝川隊は滑走した。

「ははは！　忍にん者じやの技を忘れたか!?」

　隊たい列れつの先せん頭とうを行くベテランが叫ぶ。

「極きよく東とうの忍にん者じやと大陸の格かく闘とう家かは重力を無視する！　格闘ゲームなどでは常じよう識しきだぞ！」

「知るかあ──！」

　敵の臨時指し揮き役の叫びが心ここ地ち良い。うんうん、と頷うなずきながら、滝たき川がわ隊たいの内、右斜面の壁面を行く者達は、自分達の判はん断だんが正しかった事を悟さとった。

　……しかし正直、ぎりぎりではある……！

　幾いくら滑かつ走そう術じゆつ式しきと忍者の体たい術じゆつがあっても、これだけの高速で、見知らぬ森の急斜面を行くのは危険でしかない。

　向こうもぎりぎりならば、こちらも同様だ。強がりは美び徳とく。そう思う。

　だが、それをするだけの価か値ちはある。吶とつ喊かんが届かなかったのは幸いだし、

「左の布ふ陣じんが来たか……！」

　敵を下から突き上げるように、しかし不利な激げき突とつはせず、射しや撃げきを主として仲間が来た。

　構こう図ずとしては、挟きよう撃げきの完成だ。

　敵にとっては致ち命めいの状況。

　だが、皆は見た。敵側の現リーダー。長ちよう銃じゆう持ちの女が、こちらを見み据すえているのだ。

　今、自分達は挟撃をされているというのに。彼女が右手を挙げて叫ぶ。

「狙ねらえ……！」

　吶喊の先せん頭とうにいた者達が、巧みとは言えない滑走をしながら、こちらに銃を向けた。

　あくまで、片側を潰つぶす。目先の衝しよう突とつには狼狽うろたえない。それはつまり、

「……我らの、明確な敵か！」
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　銃じゆう声せいを聞き、回かい避ひしながら、滝川隊の総員は攻こう撃げきを送り、また返した。

　術じゆつ式しき火か薬やくの連音が森に響ひびき、力がお互いを打だ撃げきする。

　何名かが衝しよう撃げきに軌き道どうを乱し、敵の幾いくらかが吹っ飛んだ。そしてそれは、

「おお……！」

　止まらない。射撃音は鳴り続け、投じるための刃やいばは宙ちゆうを走り、

「そうだ」

　誰だれかが呟つぶやいた。

「そうだとも」

「これが最後だ。これが最後になる筈はずで、今、最後になるんだ……！」

　ああ、と誰かが言った。

「滝川隊の、これが最後だ……!!」

　声が吠ほえた時だった。

　ふと、流れのある音が聞こえた。それは遠く、南の方。柴しば田た班はんの本ほん陣じんの方から届くもので、

「音楽……？」

　場違いなものだった。だが、これが何の曲かは解わかる。

「……滑かつ走そうのための、楽がつ曲きよくだ。だけど──」

　しかし、耳に流れてくる曲は、静かなものでも、格かく調ちようのあるようなものでもない。指し揮き者しやを必要とするような響ひびきは完全に排はい除じよされていて、どちらかといえば、町中で聞こえる流行歌の類たぐいだった。つまりこれは、

「ああ、そうだ」

　ベテラン勢が、口くちの端はを上げながら言った。

「もう、戦略プログラムも戦術フリーも、終わってるんだ。──今はもう、名誉エキシビシヨンの時間なんだ」

　ああ、と幾いく人にんかが頷うなずいた。これは滝たき川がわ隊たいの、名めい誉よにすがる戦せん闘とうだと。

　だが、そんな曲を、誰だれが奏かなでているのか。

「丹に羽わ様か」

　違う。そうではない。今、この戦せん場じようにおいては、

「滝川様だ……！」
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　丹羽は、柴しば田た隊の本ほん陣じんの中で、声を鳴らしていた。

　三千人の戦楽部隊メフテルの内、楽器が合っているのは二百人程。その中から代表クラスを六人程選んでバックバンドを形成。後は音おん響きよう術じゆつ式しきを重ね、声を出す。

「あ」

　音としての響きを喉のどから放つ。周囲には砲ほう撃げきの音が鳴り、人々の動く足音や、装そう備びのぶつかる打音が生じ続けているのだが、それらを通す声を見つけねばならない。

　あった。だから、

　……行けますね。

　右手を挙げると、ドラムから先にスタートした。あまり使わない四つ打ち。何となくネルトリンゲンの魔女テクノヘクセン達を思い出すが、今はあれでいいのだ。

　歌詞はある。極きよく東とうには古こ来らいから幾いくつもの歌が詠よまれている。今はそれを言葉として、

「──なあ　お前　どうだよ　昔のままで　やってるか」

　紀きの・貫つら之ゆき。極東メジャーの歌い手だ。もう三百年以上前の存在となるが、当時の緩ゆるい都みやこ歌うたのシーンを破は壊かいし、幾つもの若手を発はつ掘くつした存在。それがこう歌っていた。

「──地元はいいな　相変わらずの　梅うめが来るよ」

　しかし、

「──見ろよ　白い雲が　幾いく重えにだって　遠い　遠いぜ」

　だけど、

「──でも隔てるなよ　遠ざかるなよ　誰だれかがお前を　思っているんだ」

　歌う。

「──俺おれだってそうだ　明日あしたの事など　解わかりはしねえ」

　そして、

「──今日きようだって　何もしないで　日が暮れるんだ」

　それなのに、

「──お前の事が　哀かなしいよ」
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　聞こえる歌か詞しに、滝たき川がわ隊たいは頷うなずいた。

　そうだ、と心が思う。己おのれには自覚がないもの。しかしこの感情については〝憤いきどおり〟と、その程度に思っていた事だが、外からピースをはめられれば解る。

　哀しいと、そう言う事を許そう。

　……滝川様。

　今、自分達は、彼女が望んでいない事をしている。もし彼女が自分達の長であり続けているならば、きっと[image: ]しかられるし、そもそもこのような現場を許さないだろう。

　だけど、自分達にとっては、こうだったのだ。

「滝川隊の存在、消えるもので無し……！」

　ここにいる。途と中ちゆうで降りたのではなく、今もって、ここに存在している。

　そうしたかった。そうでありたかったし、そうであって欲しかったのだ。だから、

「刻め！　──織お田だ家け四し天てん王のうと呼ばれた、滝川・一いち益ますの部ぶ隊たい、ここに有りと！」

　斜面で抗あらがう敵に対し、攻こう撃げきを行う。

　ここは岸壁のような垂すい直ちよく斜面。だが自分達は忍にん者じやで、織田家の滑かつ走そう術じゆつ式しきを修めている。

　ならば、やる事は一つだ。

「上から攻撃しろ……！」

　先せん頭とうを行くベテラン達が足場を見つけた。

　倒とう木ぼくに雪が掛かり、凍っている。それはジャンプ台として、滑走から垂直の後方宙ちゆう返がえりを決めるならば、

「行くぜＶ３６０ターン……！」

　苦く無ないを投じながら、一いつ斉せいに二ふた桁けたを超える数が、宙で身を回しながら跳ちよう躍やくした。

　敵の頭ず上じようから、その中へと、迎げい撃げきとなる攻撃を叩たたき込む。

　だが、その瞬しゆん間かんに自分達は見た。

　跳ねるような打だ撃げき音おんと共に、風が自分達を弾はじき飛ばしたのを、だ。
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　上こう坂さかは、それを見た。

「ようやく来たか……！」

　叫ぶなり、頭ず上じようを突っ走った豪ごう風ふうが、敵を跳ね散らした。

　何が起きたかは解わかる。

　前方、柴しば田た班はんのある方向、そちらから、一つの力が高こう加か速そくのカウンターで飛び込んできたのだ。

「糟かす屋や・武たけ則のり……！」







[image: 第二十五章『東からの歌い手』]
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　言葉も無い、と上こう坂さかは思った。

　黒い風が敵を食らう力が圧あつ倒とう的だったからだ。

　何しろ、黒の狼おおかみは、雪面を走っていない。

　木々だ。森の中に潤じゆん沢たくにある木を、足場にしている。それも、

　……枝を渡っていないのか！

　早過ぎて気付くのが遅れたが、狼は全身を大だい地ちと水平になる程に倒し、木々をそのまま渡っていた。頼るのは脚きやく力りよくと膂りよ力りよく。ただそれらを用い、木の幹みきを階段のように駆かけ上ってくる。

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくという技だと聞いた。

　まるで重力が垂すい直ちよくにずれているかの如ごとき姿勢で、黒の狼が突っ走った。

　両腕うでには銀の十じゆう字じ。白のマフラーを棚たな引びかせ、

「る、ら、ら」

　迎げい撃げきに飛んだ忍にん者じや達を、狼が空中で食った。

　足場の悪さなど気にしない。軽い足首の捻ひねりが、高震しん動どうとなって木々をドラムする。

　打だ撃げきが走った。自分達、否いな、敵にとっては、あらゆる意味でカウンターだ。しかし糟かす屋やの方はただただ手近な獲え物ものに対して瞬発し、その爪つめを振るうだけで良い。

　一いつ瞬しゆんで二ふた桁けたの相手が宙ちゆうに散り、そこでようやく残りが気付いた。

「糟屋・武たけ則のり……！」

　それさっきあたしも言った。というか、相手も、まさか戻ってくるとは思わなかったのだろう。だが、と己おのれは思った。

　……そうじゃないんだよ、狼にとっては。

　糟屋が先行したのは、柴しば田た班はんへ急行するためではない。

　……迎撃のための足場などを、確かく認にんしたのさ……！

　狼は周しゆう到とうな狩りをする。不慣れな場は、幾いく度ども調査をし、獲物が逃げ込める場所や、自分達が追われた場合のルートを確認し、自分達の場としてから狩りに臨のぞむのだ。

　関かん東とう解放の時、人狼女王レーネ・デ・ガルウは自分の領りよう土どを展開したが、あれも同じだ。あのクラスになると、何処どこであろうとも己の場に書き替える力を持っている。そして糟屋の場合も、

「ら、ら、る」

　遠とお吠ぼえを短く切ったような音が、歌のように聞こえた。

　宙を、闇やみを突っ走って、ただ、狩る。

　闇の中、森の中、己は今の戦せん場じようをこう思った。最も危険なのは、忍者ではない、と。

　もっとこの場に合った、恐ろしいものが、この世界には存在しているのだ。

「る、ら」

　突っ走る糟かす屋やが、狼おおかみの吠はい声せいと共に行った。
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　糟屋は疾しつ駆くした。

　敵の存在する範囲を駆かけ抜けるのは一いつ瞬しゆんだった。

　このままだと完全に通り過ぎてしまうので、

　……ターンしますわよ……！

　木々の側面に立ったような体勢で、幹みきを階段のように次々踏んで突っ走る。

　ターンも同じだ。今まで前一直線に走っていたのを、今度は〝上〟に見える幹を選んで行けば良い。そうすれば、すぐに左斜面の相手に対して、最さい後こう尾び側から食っていく事になる。

　無む論ろん、全体は滑かつ走そうしている。敵も味み方かたも絡むような形で、終しゆう着ちやく点てんとなる城じよう塞さい艦かん列れつ前の広場を目め指ざす状態だ。

　追いつく。急ぐ。

　まだ現状は好転していない。自分の一いち撃げきは右斜面側の全員を排はい除じよした訳わけではない。宙ちゆうに跳ちよう躍やくしていた相手を狩っただけだ。数にして二十とちょっと。全体はまだまだいる。それに、

「糟屋・武たけ則のり……！」

　敵がこちらを捕ほ捉そくした。

　木々を蹴けって宙をＵターンする自分から見て、東斜面から降りてきた敵の一列は真っ正面だ。そして彼らは、こっちへと身み構がまえた。苦く無ないや銃じゆうを向け、

「見えているぞ……！」

　自分からも見えている。

　だが、距きよ離りが遠い。元々の勢いがあったため、ターンが大振りになった。近づくまでに、相手がこちらを攻こう撃げきする余よ裕ゆうは充分にある。そして、

「回れ……！」

　素早い滑走で、敵がまた本来の囲いを作ろうとした。大振りに、こちらを囲むためにだ。

　対する己おのれは速度を上げた。敵がこちらを狙ねらい、絞しぼり込むのよりも先に急ぎ、

「──ステイ!!」

　大きな声で叫んだ。
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　滝たき川がわ隊たいは、何を言われたのか解わからなかった。

　……ステイ……!?

　何だそれは。〝居ろ〟？　何だ？　と、疑問が全員の身動きに、お互いを窺うかがうような動作を挟ませる結果となった。

　だが、敵は反応した。滑かつ走そう中だというのに、いきなり、身を低くしたのだ。

　戦せん闘とうは続行している。飛び道具が主の戦せん場じようだ。なのにしゃがみ込むとは、防ぼう御ぎよを固めろという指し示じか。しかしそれは、

「狙ねらい撃うちだぞ……」

　一方の糟かす屋やは速度を上げ、しかしこちらには届かない。たとえ人狼ルウガルウの膂りよ力りよくで跳ちよう躍やくしたって、自分達だって滑走しているのだ。距きよ離りは簡単に埋まるものではない。だから、

「討うて……！」

　敵勢と糟屋に対し、自分達は苦く無ないや長ちよう銃じゆうを構えた。だが、その時だった。

「──は？」

　見た。それは色だった。

　いきなりの青と白。木々を蹴けってこちらに追走してくる糟屋の背後から、月光を散らしたと思えるような莫ばく大だいの壁が押し寄せてきたのだ。

　岩を転がすような音と、寒かん気きの響ひびきをともなった月光の瀑ばく布ふ。その正体は、

「……安あ土づちの緩かん衝しよう風ふうか！」
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　佐さ久く間まは、玄げん武ぶの肩上からそれを体感し、目でも見た。

　起きた事は簡単だ。安土が、高度を下げたのだ。

　月光の下で、砲ほう火かの遣やり取とりに勤いそしむ巨きよ大だい艦かんが、一気にその位置を下にした。

　そうする意味はある。柴しば田た班はんの布ふ陣じんよりも、山側の高い位置で浮ふ上じようしているが故ゆえに、砲ほう門もんの射しや角かくがやや甘いのだ。

　だから下がる。

　しかし、下には障しよう害がいがある。分厚く高い森林地ち帯たいだ。月光の下で黒く、その尖とがった先を天に伸ばした針しん葉よう樹じゆ林りんは、平へい均きん高五十メートルを優に超える。

　それらより下に高度を落とすには、どうすればいいか。

　佐久間は、視し界かいに一つの答えを確かく認にんした。

「緩衝術じゆつ式しきを切ったのか！」

　巨大艦の航こう行こう時じには、音や大たい気きの乱れを消すための緩衝術式が掛けられる。これは大型艦を運用する際の義務であり、無視すれば他国からの追つい及きゆうは免まぬがれ得ない。

　だが、自国内ともいえる場所で行うのは、どうか。それも、人ひと里ざと離れた山林で、

「──大たい気き関連の緩衝を切って艦かん体たいを下げれば、莫大な風圧で森林を薙なぎ払える」

　眼がん下かで、風の圧力が爆ばく発はつした。

　聞こえたのは風音。艦底から響ひびくのは森林が割れる断だん裂れつ音おんと打だ撃げき音の連続だ。艦かん間かんから視界に上がってくるのは、大だい地ちにあった雪と、折れた木枝の切せつ削さくだった。

　そして己おのれの目は、安あ土づちのみならず、その周囲へと、白の波が高速で走ったのを、見た。

　衝しよう撃げき波はに近い勢いで、音の津つ波なみが雪を巻き上げ、夜の森を全方位へと突き抜けたのだ。

「おいおい、蜂はち須す賀か！　下の糟かす屋やは大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　問い掛けに、玄げん武ぶの姿すがたで蜂須賀が答えた。

『多分』

　コレ滝たき川がわ隊たいはモロ食らいだな、とは思う。
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　滝川隊の一人は、まだ、立っていた。

　気付いた時には何もかもが遅かった。山さん岳がく行こうの知ち識しきも実じつ践せんもあり、雪崩なだれに類たぐいするものだと判はん断だんは出来たが、より速く、そして水平方向から来るという時点で、なまじ知識と経けい験けんのある分、皆の対応は遅れた。

　しゃがみ込んだ糟屋隊や、糟屋本人に向かって、攻こう撃げきの構えをとっていたのも悪かった。

　開いた身体からだは真っ正面から雪の烈れつ風ぷうを食らい、幾いく人にんかは吹き飛んでいた。

　そして風が行き、突き抜けた時には、自分一人だけになっていた。

　周囲には、雪の破は片へんが風として、しかし山側から麓ふもとの方に流れている。

　恐らく、まだ自分はその風の中にいるのだろう。夜空に満月が二つあったせいか、この場所はただ白く、そして、

　……音が無いな。

　ホワイトアウトという現げん象しようなのは、知っている。

　何処どこを見渡しても、何も見えず、足あし下もとも雪に埋まっていて、定かでは無い。

　何もかもが、白く、かき消えた。そこで己は、言葉を吐いた。

「──終わったのか」

　滝川隊の、戦略プログラムも、戦術フリーも、名誉エキシビシヨンも、今、終わったのだろう。だからだろうか。

　……おお。

　見回す己は、背後だった方角の、遠くの位置に、敵を見つけた。

　白が晴れていく訳わけでは無い。ただ風の吹いてくる山側のずっと果てに、黒い影として、幾つもの姿すがたがしゃがみ込んでいる。吹いてきた雪風に背を向け、しかしこちらを睨ねめつけるように低く身み構がまえた十数名は、誰だれもがこちらへと長ちよう銃じゆうを構えている。

「そうか」

　あれは、自分達が、一番初めに脱だつ落らくさせた糟屋隊の者達だ。

　彼らを、自分達は確かに倒した。だが、彼らは、戦せん場じようをまだ〝降りて〟いなかったのだ。

「そうか」

　自分は、また呟つぶやいた。否いな、ただ心でそう応じたのかも知れなかった。何しろ、身体が凍いてつき、まともに動かなくなっているのだ。だが、

「お前達も、同じか」

　呟つぶやいた時、音が聞こえた。

　遠く、どれだけの距きよ離りを飛んできた音だろうか。ただ、その直後に、己おのれは、打だ撃げきを受けて雪面を転がった。

　聞こえたのは、無数の銃じゆう声せいだった。
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　戦せん場じようが続いているのを、糟かす屋やは感じていた。

　遠く背後に、倒された仲間達が構えていたのを、糟屋はターンの最さい中ちゆうに気付いていた。安あ土づちが降こう下かする音も聞こえていたし、先行する緩ゆるい風によって、背後の彼らが銃を構えているのが匂においでも解わかっていた。

　彼らへの指し示じは、恐らく上こう坂さかか稲いな田だが行っているのだろう。見たところ、故こ意いにそちらの集団に入った者達もいたようだった。

　……だとすれば、戦せん場じようで〝欠けた〟者はいませんのね。

「と」

　降りる雪面は、思ったより硬かった。

　風を背に受けたため、跳ちよう躍やく距離も時間も大きく伸びている。

　敵のいなくなった白の色を、月光の青の下を、そして森の黒の合間を己は行く。

「総員、今度は続きますのよ……！」
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　上坂は、糟屋を追った。

　……今度は、とは言ってくれる。

　だが、無む言ごんでは無い。

　さっきの先行が無言で行われた時、己は、彼女が戻ってくる事を理解した。

　狼おおかみの長が何も言わずに群から離り脱だつするのは、獲え物ものに気付かれぬように狩りをするためだ。その際、仲間達は長の存在を獲物に気付かれぬよう、振る舞わねばならない。

　その通りだった。

　狼の長は戻って来た。そして狩りは終わった。だから自分達は、

「行くよ皆……！」

　ついて行けるかどうかは解らない。先を行くのは黒の風だ。未いまだ残る北からの白風を構う事無く、ただ速く前へと雪を蹴けり飛ばしていくのは、両の腕に銀の十じゆう字じを装そう備びした人狼ルウガルウだ。

　歌が聞こえる。

　白の風を追いかけ、白はく亜あの塵ちりを飛ばしながら、黒の狼おおかみが歌う。

「──正視無く　闇やみを露あらわす」

　風が声を流す。

「我は人狼」

　落ち枝が踏まれる。

「人の恐れに　深しん淵えんより嚙かむ」

　葉枝が触れてくる。

「人狼の　子らよ」

　森の中を踊るような繫つながりを見せて、連続の加か速そくと疾しつ駆くが行く。

　それを急いで追い、皆を急せき立てながら、己おのれはしかし、

「……え？」

　糟かす屋やの歌は終わった筈はずだ。しかし、

　……続いている？

　そんな筈が無い。

　今のは確か、人狼の古い歌。今や希き少しような存在となった彼女達が、欧おう州しゆうに勢力を持っていた頃ころ、夜に集つどって踊り遊ぶ時の歌と聞いている。

　自分の地元にも、歌か詞しが変わって、人のものとして伝わるような歌だ。起き源げんは古く、歌詞の最後の呼びかけから、人狼の王おう族ぞくが作ったのではないかと言われている。だが、

「────」

　先を行く糟屋が、何か言葉を続けていた。音として確かに聞こえなくても、マフラーの奥から見える白い息で解わかる。

　彼女はまだ、歌っているのだ。
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、懐なつかしい場所で、懐かしい歌を聴いた。

　夜の森の中にある、御お菓か子しの家。

　つい朝方までは娘むすめ達がここで賑にぎやかに合がつ宿しゆくをしていたのだ。

　それがまあ、報告にある通りならば京きようをグシャアやって次は本ほん能のう寺じらしいのだが、

「……ネイトは今、休養の時間ですわよね？」

　片付けとして、ただ家の周りを歩く。

　何だかんだ言って、ちょっと〝余所よそ者もの〟が生活したために、自分の加か護ごに別の匂におい付けがなされている。娘が来たのも原因だろう。御菓子の家が、娘と、その王様を、自分の主あるじとして認めており、ちょっと家の周辺の加護関係が乱れてしまっているのだ。

　だから自分が歩き、どっちつかずになっている森の加護や、精せい霊れい達を正してやる。

　歩く。

　でもちょっと、それだけだと物足りない。

　狼おおかみは悪いた戯ずら好ずきなのだ。

　ゆえに時に樹じゆ木もくに触れ、風に髪かみを靡なびかせ、足音を響ひびかせる。すると葉枝の触れる音も、風の匂においも、大だい地ちの確かさも、全てが自分のものに整っていく。娘むすめと王様、そして仲間達の色を否定せず、落ち葉のように降り重ねながら、ここが芳ほう醇じゆんになっていく。

　良い感じですわね。夜に月があれば、狼の時間だ。だけど今日きようは、あの人もここに来ている。だから吠ほえずに、家の明かりに近づきながら、ただ歌う。

「正視無く　闇やみを露あらわす」

　風に声を流し、

「我は人狼」

　落ち枝を踏み、

「人の恐れに　深しん淵えんより嚙かむ」

　葉枝に触れ、

「人狼の　子らよ」

　歩く。唄うたう。だが、歌はそこで終わらず、

「咎とがめ無く　夜を行く」

　小さく笑い、

「我は女じよ王おう」

　納な屋やの横を通り、

「月の光に　闇深く踊る」

　家の前にたどり着く。

「人狼の　女王」

　すると、ドアが向こうから開いて、寝ね間ま着き姿すがたの夫が出てきた。

「──人狼さん、今の歌、昔の？」

「ふふ、下に降りてからはあまり歌いませんでしたわね。正体が解っては、という事もありましたもの」

「ネイトは憶おぼえているかなあ」

「ネイトは聞き覚えている筈はずですわ。あの子だって、一応、次期女王。

　──この後半部、人狼女王レーネ・デ・ガルウの親から子へと伝わるものですから。

　前半部は、どんな人狼だって、大体知っている筈ですけれどもね」

　ですけど、と、己おのれは北東の方へと視線を向けた。

　自分達がここにいるのは、東への警けい戒かいのためだ。

　東。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国がそちらにはあるが、その向こうは京きよう。自分の娘むすめ達が本ほん能のう寺じの変へんを完かん遂すいすれば、暫ざん定てい国こつ境きように近いこの周辺は警けい戒かいの要かなめとなるだろう。だけど、

「人狼ルウガルウさん、スープ出来たよ！　ネイトの王様がレシピ置いていったあれ」

「御お出だ汁しまで置いて行って、随ずい分ぶん生き忙ぜわしい親おや孝こう行こうですわねえ」

　まあ良いですわ、と、自分は彼を浅く抱くようにして家に入る。

　ドアを閉じる時も、耳には届いてくる。何処どこか遠く、東の方で、歌っている者がいる。

「どうしたの？」

　ええ、とドアの隙すき間まから夜空を見上げながら、己おのれは彼に言った。どうしたものか、という笑えみを自覚しつつ、ドアを閉じながら、

「貴方あなたとネイトにしか教えた事の無い歌が、どこかから聞こえてきますの」

「僕には聞こえないけど？」

　当たり前だが、同じ尺しやく度どで見てくれるのが嬉うれしく感じる。

　気を遣つかわれているのかもしれないが、まあ、今夜は満月。だとしたら、そんな事を忘れるくらいに、

「──たっぷり、獣けものの姿すがたでモフモフ楽しみましょうね」
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　糟かす屋やは、森の出口に差し掛かっていた。

　疾しつ走そうしていく身には、後続が追いついてくる。こちらも速度を緩ゆるめている訳わけでは無い。流石さすがに瞬しゆん発ぱつ加か速そくは持久力を削けずるので多用していないが、

「どうだい……！」

　上こう坂さか達も、充分に速い。

　元の滑かつ走そうで、全速を出していたのには及ばないが、充分こっちに追いついてくる。ただ、気になるのは、

「──全員、息は保もちますの!?」

「あたし達の任務、その第一は、正面の艦かん列れつにまで道をつける事さ」

　上坂の言葉に、後ろの大おお勢ぜいが頷うなずいた。

　幾いく人にんかが前に出て、腕を振り上げる。

「──それまでに、前の広場で一戦あったとしても、そのくらいは保つよ！」

「はは、アンタさっきは斜面駆かけ上るのにヒイヒイ言ってたじゃないか」

「斜面上がるのと、下りの今とでは違うんだよ……！」

　皆が笑うが、確かにその通りだ。

　今は完全な下り道。これは、下の広場にも通じている。

　柴しば田たの本ほん陣じんとなる城じよう塞さい艦かん列れつは、その下りが緩ゆるやかになる位置に布ふ陣じんされており、周囲には雪解けの水を排はい水すいする壕ほりが作られているのだ。

　安あ土づちが側そく転てん時じに、自分達が突とつ入にゆうする広場の広さを計けい測そくしてくれている。

　前後一キロ。幅も同じくらい。そして、

「──柴しば田た班はん、機き動どう殻かく部ぶ隊たい、一万……！」

　森を飛び出した自分達を迎える敵の迎げい撃げき部隊。

　その通りのものが、月下の広場に布陣していた。
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　柴田班の迎撃部隊は、手を抜かなかった。

　相あい対たいするのは、機動殻部隊。

　全ては防ぼう御ぎよ方ほう陣じんで、中央に四重、左右に三重。一つの方陣は千人単たん位いの基本的なものだが、構こう成せいが機動殻である事が特とく徴ちようだ。

　そして誰だれもが、森の入口に向かって、構えていた。

　夜の森林。山に向かって広がる裾すその口は、広場から見ると暗く、定かでは無い。ただ、雪解けの水が通る事で浅い谷となった場所が、木々の回かい廊ろうとなっているだけだ。

　そこを、敵に先行するように、凍こごえの荒風が来た。

　つい、先さき程ほどの事だ。銃じゆう声せいや打だ撃げき音おんなどが、幾いくつもそれにはついていた。

　ゆえに今、広場には、森から吐き出された雪が散っている。地面には緑の草が生えていた筈はずだが、今夜はそこに雪と機動殻の影が落ちている。

　そして敵が来た。

　森の奥に影が見えたのだ。

　それぞれの機動殻の頭部装そう甲こうの内側、視覚術じゆつ式しきが敵の影を赤の線で捉とらえている。

　数にして百七十名弱。元は二百人程と告げられていたが、

「滝たき川がわ隊たいがやったのか……！」

　見事だ、という評ひよう価かと、Ｔｅｓテスタメント．、という声が応じた。その直後、

「撃うて……！」

　迎撃するのは、左右の方陣の外面、二段目にいる射しや撃げき部隊だ。前に膝ひざ立だちした槍やり持もちの肩を借り、安定した姿勢からの射撃を、まだ見えぬ相手に叩たたき込む。

　連れん射しやだった。先さき込ごめ式しきの歴史再さい現げんに対応した先せん端たん装そう弾だん型。その機き構こうを利用しての連射だ。

　機動殻の腕は、長ちよう銃じゆうの反動を完全に受け止める。更さらには、機動殻を駆く動どうさせるＯＳに射撃パターンを制御情報プログラムとして与えれば、

「総員完全同時狙そ撃げき……！」

　全員が、機き械かいの如ごとき完全管理の精せい密みつ動作で、射しや撃げきを波状させた。

　砲ほう撃げき音おんのように、完全に揃そろった射撃の高鳴りが夜に飛ぶ。

　すると、全ての行く先に、影が飛び込んできた。

　敵だった。

　既すでに銃じゆう弾だんは飛んでいる。だが射撃手は、手を抜かない。先さき込ごめ式しきの弾だん倉そうは今さっきの斉せい射しやで空になった。一本目が、内部に仕込まれた発条ばねで自動的に排はい除じよされるのを宙ちゆうで押しのけながら、全員は二本目をセットした。

　制御情報プログラムを同期させ、まだ当たらぬ銃じゆう弾だんの向こうに、今度は相手を捉とらえた。

　月光の下に出てきた者達を狙ねらう長ちよう銃じゆうと、力となる弾だん丸がん。

　弾倉には、銀のラインが一本入っていた。

　銀ぎん弾だんだ。

「突とつ撃げきしろ中央列……！　急げ！」

　左右の射撃管制を行う隊たい長ちよう格かく二人が、同時に叫んだ。音おん響きよう術じゆつ式しきで、喇らつ叭ぱの音を響ひびかせながら大きく叫んだ。森から勢いよく放たれた百七十名弱に視線を向け、

「こいつらは、……異い族ぞく部ぶ隊たいだぞ!!」
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　糟かす屋やは、雪の散った地面を踏んだ。

　今まで足下は、ともすると浮き石の上を行くような感覚で。どちらかというと、走るのも、硬くなった雪を通して、その下にある森の大だい地ちを踏んでいた。

　今は違う。

　空には木々や葉群は無い。あるのは黒のどこまでも晴れた空。そして満月。

　足下にあるのは、やや勢いを失った晩ばん夏かの夏草と、溶け切れぬ雪。

　広がる大たい気きは深い緑ではなく人と鉄と油の匂においばかり。

　戦せん場じようだ。

　だが、足先が地面を踏んだ。これまで、安あ土づちの床と、雪の上と、木々の幹みきだった事に比べると、随ずい分ぶんと今の足の下にあるものは確かで、こちらの爪つま先さきまでも受け止めてくれる。

　そして視覚術式の中には、賑にぎやかな光が見えていた。

　銃弾だ。

　左右六陣じん。撃ってくるのは一いち陣じん辺り百人とみるが、だとすれば弾倉一つ八発と換かん算さんして、約四千八百発の波は状じよう攻こう撃げき。実際に弾丸を左右や上下に散らしているとなると、

「いい判はん断だんですの。──見ていては当たりませんものね」

「さっき、自分達でもそれやっちまったよ畜ちく生しよう」

　後ろから上こう坂さか達も出てくる。

　そして全員が、来た。

　銃じゆう弾だんより先に、戦せん場じように獣けものが届いた。

　直後の正面。一千人の防ぼう御ぎよ方ほう陣じんが敢かん行こうするのは、こちらへの突とつ撃げきだ。

　機き動どう殻かくの加か速そく器きに任せ、銃弾の後を追った重圧だった。一昔前なら、完全に息を合わせた方陣ごとの突撃は無む理りだったろうが、ネルトリンゲンで三みつ成なりがそれを可能とする手て筈はずをつけた。

　機動殻の動作を制せい御ぎよし、万ばん人じんを一つの塊かたまりとして動かす。

　それを早さつ速そくここで用いる辺りは、柴しば田たの個性だろう。

「では」

　言うなり、己おのれは一歩目から加速した。

　森の中ではなく、戦場で、速度に身を任せる事を許可したのだ。
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　突撃する機動殻隊は、速度が時速二百キロを超えたのを確かく認にん。全身の装そう甲こうが衝しよう突とつに備えた配置になり、己がもはや衝しよう角かくのようになった事を自覚する。

　視覚術じゆつ式しきはそれでも敵の位置や動きを教えてくれる。全体は今、一つの制御情報プログラムに管理をされているが、個々の反応に対する総合的なフィードバックの考こう慮りよがある。

　この辺り、今は敵である石いし田だ・三成が、よく構こう築ちくしていた。

　そして、突撃に身を固めた一千人の内、最前列の者達が、あるものを見た。

　それは、点だった。

　元は狼おおかみだったと思う。

　だが、森を出た一歩目から、いきなり点になった。

　距きよ離りは一キロあった筈はずだ。半分近くまで、こちらが詰めた筈だ。だが、点は、横に振るようにも跳ねながら、段々こちらに近づいてきて、一つ一つの振りの間が空あき、そして、

『弾だん幕まくを避けてやがる……！』

　それどころではない。もはや距離は詰められているのだ。

『来るぞ正面！』

　先を読んだ前列中央が叫び、皆が応じた。

　制御情報は総合フィードバック。中央への密みつ度どを上げ、全体を矢や尻じり状じようにする。

　制御情報が決めたのだ。今、こちらへと飛んで来る点を、

『一千人で突とつ破ぱしろ……！』

　結果はすぐに出た。

　眼前に見えたのは、狼の髪かみと背中だった。

　全身で振りかぶった、トルネード式の一いち撃げき。それは思った以上に低空で、

「ら、ら」

　歌と共に空中で幾いく度ども加か速そくした彼女の全身が、水すい蒸じよう気きの爆ばく発はつを連れん鎖さで走らせた瞬しゆん間かん。

　お互いは激げき突とつした。
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　糟かす屋やは恐れなかった。

　人の数、一千にて、高速の勢いが壁のように突っ込んでくる。

　矢や尻じり状じようの隊たい列れつを組んだ機き動どう殻かくの群だ。

　ならばどうするか。自分は知っている。夏の合がつ宿しゆくでやったのだ。

　……地ち竜りゆうを、幾いく度どとなくカウンターで突き上げましたのよ！

　同じだ。やる事は一つ。正面低空からの突とつ破ぱと上方への打ち上げる打だ撃げき。身体からだを一本の軸じくとして固めれば、反動で押し負ける事はない。

　使う武ぶ器きは決まっている。

　己おのれの速度と、何よりも両腕うでにある銀ぎんの十じゆう字じ〝銀釘アルジヨント・クルウ〟から放つ、

「杭打ち回穿ドリルバンカー……！」

　銀の流りゆう体たいで出来た回穿は左右の二発。自分は左を瞬しゆん間かん的に引き、更さらに全身の加速をつけて、

「る、らら……！」

　歌と共に残りの人波へと、右の一発を打ち込んだ。
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　当たった。衝しよう撃げきはまず最初の一人を浮かせ、しかしそこで回穿が離さない。

　杭打ちが走り、加速する中で、浮いた一人がそのまま押され、背後の者達に激げき突とつ。だがそこで、狼おおかみが膂りよ力りよくで押す。すると背後の数名も浮き、後ろにいる更さらに多くの者達を巻き込み、

「……っ！」

　回穿が回る。杭打ちが加速する。まだ射しや出しゆつは半なかばだ。

　そこで狼が足首を前に入れる。腰を入れる。下半身が確定すると、上じよう半身を振り抜ける準備が出来る。そして敵は、また背後の者達を巻き込む。

　ここで衝撃が破は砕さいを呼ぶ。連れん鎖さで装そう甲こうが砕くだけ、流りゆう体たい燃ねん料りようが漏ろう出しゆつし、しかし打だ撃げきに飛沫しぶきとなる。

　光が散る。装甲の破は片へんを照らして散る。

　その上で、狼の上半身が回る。

　杭打ちが躊躇ためらいなく、射出の最上限へと達していく。回穿が回って何もかもを捻ねじ切きりながら押していく。

　狼が歌った。拍ひよう子しをとっていると気付く者は居ない。

　だが合わせて狼おおかみが腕を振り抜いた。

　新たな敵を更さらに押し、砕くだき、

「ら」

　打ち上げた。

　行く。

　身体からだを固定した一いち撃げきが相そう対たい速度も利用して、相手の全体を斜め上に撃うち抜く。敵群の中央部は、だが勢いを消せず、その打だ撃げきを乗り越えるようにしか動けず、

「が……！」

　まるで枝の先に何か引っかけて後ろへ投げるように。

　狼が一千人の中ちゆう盤ばんまでを夜空に打ち上げた。

　瞬しゆん間かん。波に散った総そう勢ぜいの下を、更に狼が行った。腕をスイッチし、逆の右腕で、

「銀釘アルジヨント・クルウ……！」

　二発目を、後続へと叩たたき込んだのだ。
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　二度の打撃で一千人が割られたのを、柴しば田た隊たいは見み逃のがさなかった。

　先せん陣じんは、吹っ飛ばされるのも覚かく悟ごの上だ。

　一番手て柄がらを得る分のリスクは、当然に存在する。そして、

「よくやった……！」

　第二方ほう陣じんの皆は、吹き飛ぶ第一陣の元へと一気の突とつ撃げきを掛けた。

　一番方陣の仲間達は、やられながらも成果を上げた。それは、

「十じつ本ぽん槍やりの八番。──その動きを止めたぞ！」

　否いな、実際には止まっていない。彼女の両腕うでの打撃はコンビネーションで、それは深い姿勢の攻こう撃げきとなっても変わらない。

　だが、一千人分を穿うがつには、それなりの姿勢制せい御ぎよがいる。

「隙すきが無いのとあるのじゃ、大違いだぜ……！」

　先さき程ほどの第一陣から、相手の放つインパクトや、その角度などが知らされてくる。まだ制御情報プログラムは、その辺りに完全な対たい処しよを作れるようになってはいないが、そこはこちらの経けい験けんでカバー。皆が経験を持ち寄って動けば、制御情報は確かに総合フィードバックをくれるのだ。

　だから今は、第一陣のぶちまけを門のように潜くぐり、

「貰もらった……！」

　突っ込んだ瞬間だ。

　総勢の視し界かいが、いきなり晴れた。

　は？　と皆が戸と惑まどったのも無む理りはない。これまで視界の多くを覆おおっていた第一陣の崩ほう壊かいと吹き飛ばしが、突とつ然ぜんに排はい除じよされたのだ。

　どういう事だ、という疑問は、すぐに解決された。視覚術じゆつ式しきが教えてくれたのだ。

　二撃げき目めを放ち、第三撃よりも疾しつ走そうに繫つなげようという八番槍やりの両りよう翼よく。そこに、新しい人ひと影かげが飛び込んできていたのだ。あれは、

「虎とら……!?」

　違う。人だ。

　視覚術式のバイザーを投げ捨て、月光を瞳ひとみに反射させるのは、

「獣変調型の異い族ぞくか……！」
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　上こう坂さかは、稲いな田だと共に部ぶ下か達に指し示じを出した。

「視覚術式を捨てな！」

　理由はある。

　視覚術式のバイザーは、流りゆう体たい検けん知ちや動どう態たいや静態の区別などを行える優れものだが、それ自体が流体性であるため、流体の流れをある程度食ってしまい、遮しや断だんする。

　そして満月の夜は、精せい霊れい石せきで出来た月の反射光に乗って、流体が上から降る状態になる。異族達が活性化したり、術式の効果が上がるのは、月光による加圧があるからだ。

　そして満月の下でバイザーを捨てれば、月光が目に入る。

　無む意い識しきにも押さえていたものが、もう、止められなくなる。つまりは、

「異族部ぶ隊たいの獣変調さ……！」

　疾走する全身が、流体の霧きりを散らして変調する。人の骨こつ格かくをベースとした、しかし獣の特性を有利に表す姿すがたに、だ。
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　異族部隊百七十人弱は、疾走しながら変調。

　その走りを疾しつ駆くに変換すると、戦せん場じようを突き抜けた。

　誰だれも彼も、虎や獅し子し、黒犬や山やま猫ねこなど、高速で駆ける捕ほ食しよくの選抜だ。

　行く道は最初に狼おおかみが瞬しゆん発ぱつしていった点群を、それぞれのやり方で紡つむぐ。先せん頭とうを行った彼女は、全ての弾だん幕まくを見切っていたのだから。後は己おのれの努力と実力次第で、

「どうだ……！」

「五人落ちた！」

　充分だ。既すでにこちらは敵の第一陣の崩ほう壊かいにたどり着いている。

　邪じや魔まだ。

　空中にある敵群の姿を左右に散らし、後は加か速そくする。

　中央に自分達の班はん長ちようが、打だ撃げきを入れた後の残ざん身しん中だ。この残身を正しくやっておかなければ、身体からだに軋きしみが入るのは先さき程ほどの打撃二発を見れば充分解わかる。

　この班長は、即そく席せきなれど、力を示した。

　夏休みの合がつ宿しゆくで、三さん桁けたを超える地ち竜りゆうを屠ほふってきたと伝達された時は、そんな馬ば鹿かなと笑ったものだが、もはやそれを噓うそと思う者はいない。

「充分さ……！」

　異い族ぞくは人の社会に住んでいるが、力あり強い者を尊とうとぶ姿勢は消えていない。

　彼女がリーダーだ。

　黒の髪かみの人狼ルウガルウ。人の血を引いている。悪くない。

　どうせ自分達はあぶれ者だ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国は旧派カトリツクの国。魔女テクノヘクセン狩りなどの影えい響きようから、異族を余所よそ者ものとして見る風ふう潮ちようが有り、多くは警けい護ご隊たいや夜や警けい団だんなど、取とり締しまる側に身を置くような気き遣づかいを必要とする。

　自分達の多くは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや、北ほく欧おうから流れてきた者達ばかりだ。

　柴しば田た班はんはよくしてくれたと聞く。だがM.H.R.R.旧派の主力として動くため、異族部ぶ隊たいの存在が足かせになった。ただでさえ柴田も風ふう貌ぼうは威い圧あつ的なのだ。

　拾い手となったのは羽は柴しばだった。そして彼女は、自分達にある役目を寄よ越こした。

　伝でん令れい役やくだ。

　忍にん者じやとは違う。各地に出向き、調査を行うが、密みつ偵ていとしてそこまで深くは行わない。どちらかと言えば、忍者達が集めた情報をこちらでかき集め、持ち帰るのが役目だ。

　生せい還かん率りつでは、人間など比にはならない。異族ゆえの任務だ。

　そしてそれは、ある歴史再さい現げんに繫つながる。

　毛もう利り攻ぜめからの大おお返がえし。その際に行われる各地での情報確かく認にんや遣やり取とりだ。

　下手へたをすれば、他国からの強ごう引いんな介かい入にゆうを招く歴史再現だ。何しろ、伝令役を確保してしまえば、羽柴側は未来を押さえられたも同然となるからだ。

　そこに、人のサイズの単体戦せん力りよくとしては最強格となる異族を当てる。

　上こう坂さかも稲いな田だも、本ほん能のう寺じの変へんに絡む伝令役だ。

　絶対に本能寺の変と、その周辺における歴史再現を確定しようというのが、羽柴の狙ねらいだと、自分達は解っている。

　だが、その上で、この賤しずヶ岳たけの戦いに臨のぞむ意味はある。

　自分達の存在もあって、今夜、本能寺の変は、起きるようだ。

　では起きた後は、どうなるのか。

　山やま崎ざきの合かつ戦せんや賤ヶ岳の戦い、小こ牧まき長なが久く手ての戦いに、関せきヶ原はらや大おお坂さかの役えき。羽柴と松まつ平だいらの抗こう争そうはまだまだ続くのだが、

「創そう世せい計画だ」

「終わらせて、終わらせない」

「そうなったら、──何処どこで俺おれ達は要いらなくなる？」

　異い族ぞくには、力を尊とうとぶ種しゆ族ぞくが多い。

　生きる場所が与えられ、役目も与えられて、良いではないか。だけど、

「もう少し、俺達にも、出来る事があるぜ……！」

　だから今だ。

　全員、バイザーを外して流りゆう体たいの加か護ごの下に飛び出していく。追うのは最強のリーダー。まだ若い。だが突とつ出しゆつ出来るならば、崇あがめる理由にはなる。力自じ慢まんの自分達の中で、しかし誰だれも出来ない事をするのだから。

　だから彼女の両りよう翼よくを抜け、

「護まもれ！」

　左右から来る、同どう士し討うちを恐れぬ射しや撃げきに対し、走りながらの防ぼう護ご障しよう壁へきを展開。正直、これら銀の弾だん丸がんばかりは人の術式で防ぐのがベストだ。

　だけど被ひ弾だんを流体の盾たてで砕くだき、砕かれをしていると、こう思うのだ。

「人間は、馬ば鹿かだなあ」

「俺達にこんな盾を与えたら、抵てい抗こうするに決まってるだろ」

　凄すごく馬鹿だ。裏切られるとか、あまり考えない。だけど、

「俺達の長を護るのには最適だ……！」

　先行した連れん中ちゆうが左右に壁を作る。走りながら、だ。止まって待つ程獣けものは暇ひまじゃない。

　その中を他の者達が行く。一気に行く。行き先は、

「二陣じん目め……！　人間相手の公的な憂うさ晴らしだ！　手を抜くなよ！」

　さっきは長が行った。次は自分達だ。

「道をつけるさ……！」

　班はん長ちよう程ではないが、打だ撃げき力りよくと、何よりも数がある。そして異族には、単なる獣にはないものが、備わっている。

「人の戦い方の知ち識しきと武ぶ装そう。対異族への意い識しきと戦せん術じゆつ。──何もかも、裏返して見るか！」

　咆ほう吼こうを重ね、正面から自分達は激げき突とつした。
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　残ざん身しんから即そく座ざの走りを身体からだに叩たたき込みながら、糟かす屋やは叫んだ。

「急ぎますのよ！」

　気になるのは左右にて防護障壁を展開し、走る者達だ。全体を護るためとはいえ、どちらかの腕が塞ふさがっているのは走るのに不備となる。

　急がなければならないのだ。何しろ、

「空が……！」

　満月の横。二つ浮かんだ円の間ま際ぎわに、一本の光こう柱ちゆうが立っていく。

　南東だ。自分達が出発した琵び琶わ湖こ安あ土づちに近い。

　そんな空に対し、今、光が通っていくのだ。細く、静かに、しかし長く空へと伸びて、その先せん端たんを見えなくしているのは、流りゆう体たい光こうの蒼そう白はくだった。

　だが、位置が悪い。あの光の下。そこにあるのは、

「本ほん能のう寺じが開きましたの……!?」







[image: 第二十六章『世界の関係者』]
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「来ましたよ」

　琵び琶わ湖こ安あ土づちのステルス空間内。孫まご一いちは、九く鬼き達と共にインフォメーションの表示枠インシヤ・コトブから外の状況を見ながらこう言った。

「本ほん能のう寺じのステルス障しよう壁へきが、開いていきます……！」
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　佐さ久く間まは、玄げん武ぶの肩上から、南東の空に昇る光を見ていた。

「おうおうおう……」

　何か言おうと思ったが、言葉が出てこない。

　ただ、夜空をまっすぐに貫つらぬく光は、孤こ高こうに感じられて、

　……参まいったな……。

　自分達が、あれを立ち上げたのだと、何となく思った。

　P.A.Odaに所しよ属ぞくする者として、あの光には己おのれの力が幾いく分ぶんか関わっているのだと。

　だが、

「──おい、蜂はち須す賀か、何処どこ行く？」

　玄武が歩き出した。それも艦かん内ないに入るエレベーターの方に向かって、だ。間ま近ぢかには砲ほう音おんが連なる一方で、しかし空には清せい澄ちような垂すい直ちよく線せんが立つというのに、

「何だ何だ蜂須賀、そろそろ出しゆつ撃げきか？　おーい柴しばちゃーん！　蜂須賀がそろそろそっち行くから気をつけな──」

『違う』

　玄武が、手でこちらの足辺りを押さえてこう言った。

『捕ほ虜りよの収しゆう監かん』

「え!?　あ、おいおいおい！　捕虜は大だい事じに扱うんだよ！　というかお前、もうちょっと外に興きよう味み持とうぜ!?　空のアレとか、凄すごいだろ!?」
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　安あ土づち内。清きよ正まさの部屋の片付けを任された鍋なべ島しまは、廊下を掃そう除じする龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうを呼び、私室の窓からそれを見た。

　今、安土は砲ほう撃げきに揺れているが、東側に向いた窓からは浅い角度で南も見える。

「皆、見るがいいわ、あれ……！」

「あの位置は琵琶湖安土よりちょっと向こう！」

「いや大だい分ぶ向こう！」

「もっと向こうだ馬ば鹿か者もの！」

「いや少々向こうだろう」

「リトル向こうだなあ」

「今回は貴き様さまが皆の敵だ……!!」

　殴なぐり合いが始まると部屋が荒れて、入れたのがバレるからやめて欲しいところだ。

　だが、

・ナベ３：『浅あさ野の！　見えてる!?』

・あさの：『なにーが？』

　あっ、外に興きよう味み薄いヤツは駄だ目めだわ……！
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　三み河かわ湾わんからサルベージされたインフォメーション用の鳥とり居いの内、新しん名な古ご屋や城じよう内部に設置されていたものから、池いけ田だは自じ動どう人形の制御情報プログラムを取り出しつつあった。

　とにかく起き動どうしなければなあ、と思いつつ。

「うーん……」

　今日きようは結けつ構こう頑がん張ばってるから、そろそろ御ご褒ほう美びタイムで胸動どう画がの編集に入っていいんじゃないかと思いますが、どうでしょうか俺おれ。

　だけどもうちょっとやる事やって、

・ナベ３：『おーい池田。ちょっと北の空見て』

・池テル：『は？　何？　──ああ!?　何アレ！　まさか本ほん能のう寺じ!?』

・ナベ３：『あはははは驚いてるわ！　ダサっ！』

　……重大事だと気付けよコラ……！　言わないけど！
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　M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント東側、空に観かん測そく用の高速偵てい察さつ艦かんを上昇させていた巴ともえ御ご前ぜんは、そこから届いてくる情報に眉まゆをひそめた。

　自分達が立つのは〝前線〟として構えられた教きよう導どう院いんの屋おく上じよう。石造りの砦とりでの縁へりで、横に霊れい体たい用の酒を置きながらの鑑かん賞しようだ。

「……今か今かと思っていたら、一気に来たな」

　先さき程ほどから、東の空にずっと高く遠く、一本の光が伸びている。

　それが本能寺の位置から射しや出しゆつされているというのは解わかる。今までステルス障しよう壁へきを掛け、内部を隠かくしていた本能寺が、それを開けたのだという事も。

　しかし、気になる事がある。

・午前様：『──雷らい帝てい、どう見るかね？　君は』

・景勝君：『フ、単なる流りゆう体たい光こうに見えるが、大出力だ。

　単純に言って、ノヴゴロドを宙ちゆうに存在させていた流体出力の百二十倍程の出力が、行き来をしていようであるな』

　出力の桁けた違ちがいは、何となく予測出来ていた事だ。だが、気になるのは、

・午前様：『行き来？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と相手は応じた。ややあってから、代わりというようにマルファが応じる。

・女市長：『──重力制せい御ぎよによる導どう線せん、または結けつ界かいだな。

　航こう空くう艦かんなどの加か速そく器きでは、自分を押し出すために、片方へと力を放出する。

　だが、浮ふ上じようや停止などのバランスを取らねばならない場合は、ある程度の一方通行ではなく、〝引く〟箇か所しよも設けておく事が、バランスを保つのに最適だ』

　だとすると、とマルファが告げた。

・女市長：『バランス取りの要よう塞さい。──何のためだ？　本ほん能のう寺じの正体は何だ？』

　こちらの問いを言われてしまった。

　苦く笑しようするしかないが、応じる事は出来る。

・午前様：『本能寺を打ち上げるか？　満月の夜空に、な』

「そんな事して意味あるんですか、巴ともえ御ご前ぜん」

「あるかどうかは向こうが決める。こっちの知った事か」

　後ろ、ゲーリケが、こちらの言葉に頷うなずいた。

「確かに。私の実験なども、意味があるかどうかは私がまず決める事でしたね」

「これは実験か？　ゲーリケ」

「Ｔｅｓ．、解わかりません。専門ではないので。ただ──」

　ただ、

「単純な儀ぎ式しきではないようですね。何しろここからでも見えます。地表側で、流体光が鼓こ動どうを打つような波を作っているじゃありませんか」

「地脈炉レイライン・リアクターか」

　Ｔｅｓ．、とゲーリケが言った。

「三み河かわの時とは違うようですが、──以前からの物資の持ち込みから察するに、地脈炉八はつ基き。

　中央に何か大出力の基き盤ばんがあります」

　それを何と見るか。この学者市し長ちようは、はっきりと言った。

「地脈への明らかな干かん渉しようです。それが、手段にしろ、目的にしろ、創そう世せい計画には必ひつ須すなのでしょう」

　成なる程ほどな、と己おのれは頷うなずいた。

「どうだろうな」

「何がですか？」

「地ち脈みやくとは、何処どこにある？」

　問う。するとゲーリケは首を傾かしげながら、

「それは、……至る所にです。ただ、主となるのは、例えば大だい地ちや、流れのある場所。この星の上で考えるならば、地中などが一般的でしょう」

「学者らしい平へい均きん的な回答だ」

　だが、どうだろう。空に伸びるこのラインを見ていると、

「一度、内だい裏りに踏み込んでおけば良かったな」

「巴ともえ御ご前ぜん、若い時の思い出語りをいきなり……」

「今でも若いぞコルァッ！」

　[image: ]しかっておいて、だが、当時、その若さに任せておけばよかったと、そう思うのだ。

　創そう世せい計画もだが、明あけ智ちの示した事実が気になる。

「運うん命めいに、人格を与えた、か」

　さて、

「不出来な教きよう師しは、何を悟さとらせようとしたのか。チョイと、知人に聞いてみるか。

　恐らくは、とんでもない処ところに隠かくれているだろうからな」





●






　武蔵むさし上は、今、ステルス解除のタイミングを計っていた。

　指し揮きを執とっているのは、教きよう導どう院いん前の階段上。そこに座る大おお久く保ぼだ。

　本ほん音ねを言うと、ソッコでステルス解除して本ほん能のう寺じに乗り込んでしまいたい。外はどうやら、面めん倒どうかつ派は手でな事になっているようなのだ。それなのに、

「向こうが動き出しとるというのに、何やうちの連れん中ちゆうは……！」

　寝ていた。否いな、正確に言えば、

　……寝起きか！　このタイミングで！

　一応、こちらの役やく職しよく者しや達も、目覚め始めてはいるのだ。

　しかし圧あつ縮しゆく睡すい眠みんでも大たい概がいが睡眠時間足りなかったらしく、

・副会長：『あー、すまん。出場、少し遅くならないか？　出場準備の方でいいんだ。浅あさ間ま神じん社じやでの出場時間には間に合わせるから。ちょっとだけ。ちょっとだけでいいから。な？』

・長安定：『天下の一いち大だい事じに何言うとんのやあ──！』

・あさま：『いえ、あの、どうもホライゾンが夜食取り過ぎたとかで、さっきから洗面所に籠こもりっぱなしでして……』

・ホラ子：『失しつ敬けい！　──快眠のあとの一発！　と思ったら、チョイと夜に食べ過ぎたようで。今、過去の自分をこってり[image: ]しかっているところですので、何とぞ皆様、今のホライゾンを責めないよう御願いします』

　一体どうしたら。だが、

・貧従士：『というか、鈴すずさんがちょっと寝不足でボーっとしてまして。このままだと武蔵むさしの運うん行こうに支し障しようをきたすので、どうにかなりませんかね』

　あー、艦かん長ちよう代だい理りだったら仕方ないか、とか少し思ってしまう辺り、連れん中ちゆうの内部カーストにこっちも慣れてきてる節ふしがある。

　ただまあ、血圧を一気に上げていても仕方ない。加か納のうが持ってくる資料によれば、

「……本ほん能のう寺じが開いた、か。開始時間の午前零れい時じより前に、準備しとる感じやな」

　その内部構こう造ぞうなどは秘ひ匿とくとされてきた。

　外部観かん測そくから概がい要ようでもつかめれば、突とつ入にゆうはしやすくなる。だとすれば、今の内に調査を先行すべきだ。だが、

「外部観測で、見えとらんの？」

「流りゆう体たいの乱れが激しく、術じゆつ式しきの観測は情報を総合してこのような感じです」

　渡された表示枠サインフレームを見てみると、そこに描いてあるのは不確かな図形だった。

　同じような形の屋おく外がい劇場が、二、三重なっているように見えるが、

「ステージか何かなんか？　あと、何やこの重なってるのとか」

「怪かい異いが情報的に発生していまして、遠えん隔かく地ちからだと蜃しん気き楼ろうや多重化しているように確かく認にん出来てしまうとの事です。武蔵が近づいた時、目もく視しで情報を統合するのが一番かと思いますが、先行しての接近による調査も有用でしょう」

　まあそれが一番やな、とは思う。しかし、その手配を進めようとして、

「……あれ？」

「どうしました御お嬢じよう様さま」

「……突入しやすくすると言う事は、準備が楽となって、……私、今、ヤツらの二度寝の余よ裕ゆうを与えようとしとらん……？」

「御嬢様！　これは直接的な成果となるものです！　連中は叩たたき起こしておいて、こっちはこっちで手て柄がらを得ましょう！」

「いや、叩き起こしておいても、隙すきがあったら寝るでアイツら」

「御嬢様！　連中の味み方かたをしている事に気付いて下さい！　早く正気を！」

　凄すごい言われようだ。しかし、

「調査の方、手配はどうなっとんねん？　密みつ偵てい送っとんの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、第一特とく務むの麾き下かが、複数班はんで出場しています。──多方向からの術式測定で、内部構造などを割り出すと、そのような手て筈はずで」

　成なる程ほど、と己おのれは頷うなずいた。

「せやったら、彼らに頑がん張ばって貰もらおうか。──役やく職しよく者しやは一応、起こしておいてくれるか。後はどうなってもヤツらの責任で。こっちは自分の責任果たしたという事で」

「御お嬢じよう様さま！　上手うまい手です、それは！」

　それもそれで逃げの手な気がするけど、仕方ないと思うのは弱気だろうか。





●






　武蔵むさしの第一特とく務む麾き下かは、既すでに本ほん能のう寺じの周辺に潜せん入にゆうしていた。

　とは言っても、敷しき地ちの内部に入っている訳わけではない。場所は京きようの東側、郊こう外がいといえる丘の上で、直ちよつ径けい四キロ程の山さん系けい一つが本能寺の敷地だ。だが、

「塀へいはあるし、結けつ界かいが張られているのと、内部はもう、流りゆう体たい光こうに満ちているのか……」

　出場しているのは術じゆつ式しきにも慣れた忍にん者じや部ぶ隊たい。商人や薬売りに扮ふんした三人ずつ五小隊だ。

　それぞれは、下手へたに近づくと警けい備び関係の術式に感知されると悟さとり、五方向からの観かん測そくを始めていた。

　位置としては、本能寺を囲んでいる物理障しよう壁へきとしての土ど塀べいの周り。塀のために整地された道路は、地元の人々や通商に使われているのだろう。

　京が騒さわぎになっている事もあり、深夜であっても救きゆう援えん物資を運ぶ荷に車ぐるまや、他の土地へと急ぎ移動する人の姿すがたがちらほらあった。

　武蔵勢ぜいとして意い外がいだったのは、

「……何か、坂の下の方の街、祭の準備してた気け配はいがあるな」

　本能寺の変へんが、イベントとして考えられていたのだろう。

　潜入の途と中ちゆう、怪あやしまれないように街まち中なかの神じん社じやにお参まいりし、氏うじ子この仮かり登とう録ろくはしてある。無む論ろん、偽ぎ名めいだ。

　ただ、その時見た神社は、やはり縁えん日にちの準備としての灯とう火かなどが仕掛けてあり、

「全体的に、本能寺の変は〝祭〟扱いだな。創そう世せい計画がコレで動く、というのが暗あんに伝わってるって事か……」

「さっきからすれ違う人達も、本能寺のコレより、京のアレで動いてるみたいだぜ」

「……つまりP.A.Odaが、住人達に支持されてるし、人にん気きがあるって事か」

　当たり前のようだが、見落としがちな事だ。何しろ大たい国こく。それも、戦せん勝しようを重ねて来たのだから、人々の支持はあるのだ。

「ついでに言うと、有名武ぶ将しよう達も多いからな」

「P.A.Odaのゲームや漫まん画が草そう紙しとか演えん劇げきとか、そこらへん権利気にせず実名だよな」

「武蔵だと、松まつ平だいら勢ばっかり実名で、他が偽名でな。あれ、萎なえるよな。野球系けいとか強ごう引いんにひらがな四文字だから〝しまつた〟って誰だれだ？　ああ、島しま津づ・貴たか久ひさの略りやくか！　みたいな」

「長ちよう宗そ我か部べとか、〝ちょうそ〟か〝ちょかべ〟で作ってるメーカー解わかるよね。あと、伊達だてが〝たて〟になってる時の弱体化感とか」

　だよなあ、と皆頷うなずき、しかし流りゆう体たい光こうの壁が昇る空を見上げた。

「世界が征せい服ふくされたら、そういう権利問題も無くなるのか……。何となく寂しいだろうな。毛もう利り・元もと就なりが〝もりもと〟で、誰だれだよお前、とかいうのが無くなった時は」

「徹てつ夜やでエディタ機き能のう使ってデータ書き替えるのも、そろそろ無くなるのか……」

「でも〝めあさま〟を〝めあり〟って書き替える時のドキドキ感というか、うちの隊たい長ちようにこみ上げる一方的な怒りとか、無くなるの残念だな」

　男達は三人で腕を交差させて握あく手しゆした。その後でお互いの胸を叩たたき、

「おい、仕事を始めるぞ」

　やる事は単純だ。時間を合わせ、それぞれの班はんが術じゆつ式しき測そく定ていを行う。

　測定は広大な結けつ界かいに囲まれた本ほん能のう寺じの構こう造ぞうを探るもので、麓ふもと側と、なるべく丘の上側という、二段式で行う。丘の内部に地下構造があると推すい測そくされるためだ。

　術式は検けん知ちを行うと言うよりも、結界の流体に記録素そ子しとしての制御情報プログラムを流し込む形で行われる。結界は余所よそ者ものを弾はじくためにあるので、結界の術式構こう成せいを解読したら、強ごう引いんに〝割る〟事はせず、結界を加か護ごで補ほ強きようするのだ。

　但ただし、その補強素材とする流体には〝循じゆん環かん〟と〝記録〟の術式を込め、結界を泳がせる。

　そうすれば、記録の術式は内部を循環しながら、情報を拾ってくる。

　時間は掛かるが、やがてそれぞれの手元には泳いできたデータが戻ってくるという塩あん梅ばいだ。

　放流役と回かい収しゆう役が違っても構わないのがミソだ。無む論ろん、記録術式の泳ぎが全体を掌しよう握あくするとは限らない。一応、実験の結果、五班はんが十分ずつの時間を使えば、大体の概がい要ようは確かく認にん出来るという事が解わかっている。

　今、自分達は麓側での回収を終え、今度は丘上の記録を狙ねらっているのだが、

「……いかんな。どうも、定期的に警けい備びが巡回している」

「流石さすがにこの流体柱ちゆうが立っちまったら、物もの々ものしくなるよなあ」

「おい、来たぞ……！」

　見れば向こうから、P.A.Odaの装そう甲こうジャージを着た二人組が、旗はた付つきの槍やりを手に歩いて来た。

　こちらは三人小しよう隊たい。商人の装よそおいのまま、丘の道を右に寄って自然な風ふう体ていで歩いて行くが、

「どうも向こう、意い外がいに警けい戒かい心しんありげだな……」

　ゆえに三人とも、とりあえず無む駄だ話ばなしを始める。無む言ごんだと、話しかけて下さいと言っているようなものだ。話の邪じや魔まはしづらいという理り屈くつは、常に通じる。

　三人は列を作らず、ややダマになって固まった状態で、

「なあ、そういやこの前買ったゲーム、対戦どうよ？」

「ああ、服部はつとり・半はん蔵ぞうの対空が鉄アレイ投げなんだけど、あれ出足遅くてな。──そっちはどうなの？　前にゲーセンでやってたじゃん？」

「いや、俺おれ、対戦ゲームやらないから」

　二人が一人の脇わき腹ばらに、外から見えぬ角度で拳こぶしを入れた。三人はひそひそと、

「空気読めよお前……！」

「警けい備びが来てるんだから話を合わせろよ……！」

「い、いや、俺、今日きよう来る時、加か護ごの申しん請せいで代だい演えんに〝噓うそをつかない〟って入れちゃって」

　じゃあ仕方ねえ、と二人は納なつ得とく。警備が近づいてくるのを見ながら、

「よし、じゃあお前から話を振れよ」

「あ、ああ、解わかった」

　一人は、息を吸って、皆で駄だ弁べってる風ふう体ていでこう言った。

「──表示枠サイフレゲーの〝圧あつ倒とう適当プリンセス〟で出てきた〝右う腕わん子こ〟と〝左さ腕わん子こ〟って、あれ擬ぎ人じん化かネタだけど可愛かわいくね？」
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　P.A.Odaの巡じゆん回かい警けい備び員いんは、有ゆう事じの際を考え、二人態勢で動く事を義務づけられていた。もしも敵の偵てい察さつが見つかり、反はん撃げきに遭あったとしても、一人が防ぎ、もう一人が生せい還かんしてその情報を報告する事が出来るからだ。だから今も、お互いは笑顔で、

「ははは、何かあったら、俺が敵を防ぐから、お前は途と中ちゆうの番ばん屋やに退たい避ひしろよ？」

「いや、そんな事言うなよ。お前の方が、家が大だい事じなんだから先に行けよ。ははは」

　と笑いながら、お互いで〝どっちの脚あしが速かったかな……。術じゆつ式しき勝負か……〟などと考えていたが、

「おい」

　正面から、何か頭の悪そうな雰ふん囲い気きをプンプンさせた三人組が来る。

　一応、検けん知ち術式で確かく認にんする限り、三人は地元の氏うじ子こを仮かり登とう録ろくしているようだ。

　と言う事は余所よそ者ものだが、今日は下で祭の用意もあったのだ。行ぎよう商しよう人にんが移動中として考えるならば、放ほう置ちもありかとは思う。だが、近寄っていくと、

「馬ば鹿か野や郎ろう……！　お前、お前……、解ってないな……！」

「そうだ！　擬人化じゃない！　そのままがいいんだ！　本体はコメントしづらいが最近の戦せん闘とう員いんネタはいいと思います！」

「ええ？　そうか!?　いいじゃん擬人化……！」

　すれ違った。

　そのまま、行商人どもは、向こうで軽く脇腹に一いち撃げきを入れていたようだ。そして数すう歩ほの後、不ふ意いに、共に歩いていた警備の二人は、前を見ながらこう言った。

「……あのさ、……言いにくいけど、……そのままがいいよな。何事も、安易な擬人化より、さ」

「ああ、……まずはそこを愛めでてから、だよな」

　何かあったらコイツを先に逃がそう……、お互いはそう思いながら、巡じゆん回かい警けい備びを続けた。
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「……危なかったな！」

「……ああ、俺おれ達のナチュラルトークスキルが勝利を呼んだようだ！」

「……武蔵むさしの文化に乾かん杯ぱい！」

　と、三人はいそいそと術じゆつ式しきの確保に入る。表示枠サインフレームは完全透とう過か型だ。光が出てもいけないし、三人で表示枠を開いているという〝絵〟になってもいけない。ゆえに記録術式の確保は自動化が為なされており、三人は土ど塀べいの方を向いて、

「……これ、確保終了の合あい図ずって無いんだよな。さっき下でやって思ったけど」

「記録術式自体が、結けつ界かい内部で分化して、そのうちのどれだけ回かい収しゆう出来るかって話だからな」

「とりあえず十分だ。我が慢まんしろ」

　三人。五カ所で同様の事を進めているのだ。だが、

「……何か、さっきから揺れてるっぽいな。実際は空間震しん動どうなんだっけ？」

「地ち脈みやく震動に由ゆ来らいする空間震動な。中で何が始まってんだか」

「というか結局、創そう世せい計画って、何なんだろうな」

　うーん、とそれぞれ首を傾かしげる。しかし一人が指を鳴らして、

「アレだ！　多分、うちの総そう長ちよう達が現場に行ったら、ラスボスが解説してくれるよ！」

「あー、あるある。長々と説明聞いてな、それで戦せん闘とう終わったあとで〝脱だつ出しゆつのピンチ……！〟とかなると、そのピンチって、話聞いてたせいで自己責任じゃね？　聞かずに戦闘していた方がよかったんじゃね？　とか思うアレ。うちの連れん中ちゆうよくやるけど」

「でも、ラスボスがこっちを追い詰めた上で、長々と説せつ教きようとかあるよね。〝先にとどめをささんかあ──！〟とか画面摑つかんで叫ぶ時あるわ」

　だよなあ、と皆が納なつ得とくする。まあその辺りがあるだろう、と。だが、

「……うちの副王というか、両腕うでの主人、そこら問もん答どう無む用ようで相手潰つぶしそうだよな」

「……それはそれで、何もスッキリしないで全部解決になるのかな」

「世界は救われた！　だが理由は解わからない！　──って前ぜん代だい未み聞もんだな……」

　それもなあ、と皆が納得する。すると、

「あ、──あと三分か」

　という声を一人が作った時だ。左手側となる方から、先さき程ほどとは別の巡回警備がやってきた。それも男女で、だ。

「……許さねえ……！」

　反射的に三人は小声で呟つぶやいてしまったが、確かにコレは危険だ。

「いかん……！　第一特とく務むマニュアルによると、男女コンビの場合、男の方が格かつ好こつけようとして余よ計けいな事をする傾向が高い……！」

「あー、あー、アイツら何か楽しそうに話してるねえー。クッソ、後で見てろよ……！」

「おい、だけどどうするんだ！　三人でモテない男が深夜に壁に向かってじっと立ってるとか、職しよく質しつの上で翌日から現地の小しよう等とう部ぶが集団下校になる案あん件けんだぞ……！」

　まあ待て、と一応は小しよう隊たい長ちよう役の一人が言った。彼は相手の接近速度を確かめながら、

「おい、お前ら、忍にん術じゆつ〝さりげ水〟をやるぞ！」

「え？　アレやんの？　プライド捨てたの？」

「というか、何ソレ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と隊長格は頷うなずいた。

「これは神かみ代よ以前の時代に、当時の学生間で開発された忍術でな。夜など、人の咎とがめを受けず、人々が安全に通り過ぎていくという、一種の結けつ界かい術じゆつ式しきだ。──おい、飲むものを持ってきているな？　準備表にあった通り」

「ああ、あるけど、どうするんだ？」

　ふむ、と隊長格が、竹の水すい筒とうを股またの辺りに構えた。鼻歌を歌いながら、その中身を下に放出し始める。

「……と、こうすると、間違いなく男女コンビは気まずくなって逃げていく！　今回においては最強の精神的結界術式だ！　どうだ！」

「ホントにプライド無いな！　だけどちょっと待て……！」

　一人が、自分の水筒を見せた。

「俺おれ、よく飲むのと、眠気覚ましに、アイス珈琲コーヒーの一いつ升しようボトルなんだけど」

「ちょっと濃い色がドバっと出るくらいいいじゃねえか！　誤ご差さ範囲だよ！」

　待て、ともう一人が言った。彼は、残り二人の視線にあるものを出した。

「御ご免めん。──トマトジュース持ってきちゃったよ俺」

「任務にトマトジュース持ってくるな……！」

「いや、不要でもいい飲み物っていうから、賞味期限切れで、消しよう費ひ期限より前かな、って」

　言ってる間に相手が近づいてきた。

「く、くそ、間に合わなくなるぞ！　急げ！」
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　P.A.Odaの巡じゆん回かい警けい備びの二人は、それまで二人で神肖テレビ演劇〝あさしんが来た〟の話で盛り上がっていた。既すでに放送は終わっているが、夏休みに放送された特別編が女子の方の地元を舞台としていたらしく、

「そうなの。もう地方行ぎよう政せい官かんを落らく盤ばん事故に見せかけて暗あん殺さつするのがダイナミックで……！」

　などと話していたのだが、突とつ然ぜんに彼女が口を噤つぐんでしまった。対する男の方は、自分のトークがしくじったのかと思ったが、

「……ち」

　大だい事じな行ぎよう事じの晩だと言うのに、塀へいに向かって三人で一勝負しているのがいる。

　一応、投とう光こう術じゆつ式しきを向けてこちらの不服を伝えた上で、横を通り過ぎればいいだろうか。

　こちら側、彼女の方はこっちの陰に入らず、堂どう々どうとしようとしているので、それを遵じゆん守しゆして、

「あー、うちの敷しき地ちなんで、そういうのやめて下さい──」

　言うと、一番手前の男が軽く上下に動きながら言葉を作った。

「あ！　ああ！　すみません！　ちょっと下の祭、準備でやらなかったんスけど、そこでちょっと飲んじまって……！　すぐ掃そう除じして行きますから！」

「いや、掃除とかいいんで」

「あ、ハイ！　どうも有あり難がとう御ご座ざいます！　そちらもお疲れ様です！」

　ハイハイ、と頷うなずいて、彼女の背を一度叩たたく。

　そして歩き出す。後は聞こえる声で、

「全く、酔よっ払ぱらいは……」

　と、投光術式で一人目を照らし、二人目を照らす。

　ブラックなものを大量にぶちまけていた。
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「きゃああああああああ！　何アレ！」

「──お、おい！　おい！　大だい丈じよう夫ぶかお前！　病気か!?」

「い、いや、気にするな！　フツーだ！　フツー！　コレが俺は好きなんだよ！」

「いや、どう考えても、量とか大丈夫か!?」

「気にするな！　眠気覚ましにちょうど良いからな！　放っておいてくれ……！」
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　ひ、と引いた声を飲み込む彼女を優先したい。

　ゆえに警けい備びの男は、早めに退出する事にした。ただ、気になるのは、

　……眠気覚ましの一発で、出力と色が変わるものだろうか……。

　だが、あれが何かの仕掛けだとしても、そんな事をする意い図とが全く解わからん。だからここは、とりあえず後の巡じゆん回かいもいるだろうし、そっちに任せるとして、

「じゃ、じゃあ、先に行こうか」

　と、ふと投光術式を二人目から右に向けた。

　すると三人目が、真まっ赤かなものを垂すい直ちよくに真下へとこぼしていた。
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「きゃああああああああ！　どうかしてる！」

「──お、おい！　おい！　大だい丈じよう夫ぶか!?　血が出てるぞ！」

「い、いや、気にしないでくれ！　こうするしかなかったんだ！　なかったんだよ……！」

「いや、量がヤバいだろ！　あと、何かトロっとしてるんだが大丈夫か!?」

「鉄分多いんで有名なんだよ！　あと、ちょっと熟じゆく成せい気ぎ味みでな……！」
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　ははは、と済ませた男達三人は衣い装しようを正し、巡じゆん回かいの二人に手を振った。

「騒さわがせてすまない。我々は急いでいるので、これにて……！」

「あ、ああ、病院行けよ!?　何なら呼んでやろうか!?」

「いや、気にするな！　君はいい男だな……！」

　三人は、そのまま急ぎ、とりあえず二人から離れるように退出する。初めは照れ隠かくしに見える小走りで、後は急ぎ、本来の第一特とく務む隊としての疾しつ走そうに変え、更さらには丘の下側、林の中へと身を飛び込ませ、

『……こちら第一特務麾き下か、特別偵てい察さつ第二小しよう隊たい、任務完了した！』

　報告する中、一人が木々の間を走り抜けつつ、こう言った。

「俺おれ……、ウケ狙ねらいでメロンソーダや牛乳とか持ってこなくて正解だったな」

「ああ、解わかる解る。夜食代わりのコーンスープとかじゃなくて良かったよな」

「珈琲コーヒーとかトマトジュース持ってくるな……！　──だがとりあえず任務終了だ！」

　急ぐぞ、という声と共に、三人は速度を上げた。集合場所は遠いが、そこに他の四班はんも向かっているという報告が来ていた。

　任務は、成功したのだ。
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　浅あさ間まは、浅間神じん社じやの術じゆつ式しき処しよ理り関係を借りたいという旨むねを、武蔵むさし野の艦かん橋きようから受けていた。

　今、自分達がいるのは後こう悔かい通どおり。集合場所は、パージによる吹き抜け直結で発着場となった浅間神社に決まっているのだが、その前に彼とホライゾンが後悔通りの碑ひ石せきを見ておきたいと、そんな理由があったのだ。

　今、鈴すずの湯ゆ屋やでも皆が起きて軽い食事を摂とっている。どちらかというと、浅間神社の上、表ひよう層そう部ぶ辺りで皆と落ち合う気もするが、

「そんなタイミングで、術式処理を借りたい、と来ましたか」

〝武蔵野〟からの通神文メールは、簡かん潔けつだ。内容は単純に、

　……ああ、本ほん能のう寺じの概がい要よう解かい析せきの術じゆつ式しきを、早めに処しよ理りしたいんですね。

　術式から得た情報は、自じ動どう人形達でも処理が出来るが、記録術式にもクセがある。情報は一いつ括かつで禊祓みそぎしてフラットにした上で回した方が、最終的に早く処理出来るのだ。だが、今は武蔵むさし内の神じん社じやも大部分パージされており、分散依頼などは出来ない。だから浅あさ間ま神社に予定外の処理を頼みたいが、それは浅間神社が行っている流りゆう体たい系けいのパージ管理などに介かい入にゆうする事にもなる。ゆえにこちらに許可をとりにきたと、そういう事だが、

　……父とうさんが忙いそがしくて、ここらの許可回り出来ないんですね。

　父自体は、浅間神社をパージした際に武蔵がどうなるかを、ぎりぎりまで詰めるらしい。浅間神社が外れても、浅間の加か護ごを残す方法と、その代わりとなるものへの契けい約やくなど、いろいろ他方に仮かり契約など交わしているのは解わかっている。

　ともあれ決戦が近いのだ。安あ土づち側、そして羽は柴しば側も似たような状況だろう。

　お互い様なんでしょうね、と思いつつ、ハナミに一度、神社の方を精せい査ささせてから〝武蔵むさし野の〟の申しん請せいを許可。そして自分は、正面に視線を向けた。

　後こう悔かい通どおりの脇わき。ここにはホライゾンの碑ひ石せきがある。

　夜だが、横の林には外がい灯とうの光が届いている。夏休みに行った補ほ習しゆうの後、片付けも兼ねて林の枝などをかなり除いたのだ。後の戦せん闘とうに控え、艦かんを軽くする意味もあったが、そのおかげか、碑石までの数メートルは青白い外灯の恩おん恵けいを得ている。

「ここに来るのも、久し振りですね」

　己おのれの視線の先、ホライゾンと彼が、碑石を挟むようにして腰を落としていた。奥には喜き美みとミトツダイラも居て、

「……コレ、結局、夏休みに何も出来ませんでしたわね」

「補習の時に見かけて〝コイツはムヨーのチョーブツ！〟と思ったもので、とりあえず青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの飾りにでもしようと思ってましたが……」

「夏休みにイベントあり過ぎたからなあ。全くこっちまで気が回らなかったぜ」

「フフ、でもどうするの？　いい機き会かいじゃないの？　ねえ浅間」

　そうですね、と自分は頷うなずいた。

　今日きようはいろいろと、自分達の節ふし目めである事もだが、

「表ひよう層そう部ぶも大部分がパージされてて、ここが残ってるのも教きよう導どう院いんから延びる通路だからです。今だったら、これの取り外しなどしても、他への影えい響きようが少ないから楽ですよ」
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　ホライゾンは、碑石を軽く上から二、三度と叩たたいた。

「不ふ思し議ぎなものです」

　今日や、今までに、幾いく度どとなく思い、感じてきた事だが、

「何故なぜ、こんな、石を削けずって刻こく印いんしただけのものに、人は、たとえばホライゾンの死や、その存在を仮か託たくするのでしょうか。そんなものは、一方的な、知らない人にとっては何も解わからない、ただ一時のローカル感かん傷しようでしかないというのに」

「そりゃあ、人間って、メモしてねえと忘れるから」

「だったらメモでいいのではないでしょうか」

「……そう言われてみるとそうだな……」

「我が王！　我が王！　そこは粘ねばるところですのよ!?」

　と、不ふ意いに横に浅あさ間まが腰を落としてきた。

「ホライゾン」

　何事かと思えば、彼女は小さく笑ってこう言った。

「皆、ホライゾンがいなくなったと、そう思いたくないけど、解りたくもなかったんですよ」

「それは──」

「こういう風ふうに碑ひ石せきを持っておくと、これをホライゾンの代わりとして、扱えるでしょう？」

「実際には違いますが、……代役とした訳わけですか」

　はい、と浅間が頷うなずいた。

「神しん道とうとして考えると、ホライゾンが亡なくなっていた場合、こうして奉まつる事で、これがホライゾンの魂たましいへと繫つながるドアともなりますね。

　そして皆、ホライゾンがいきなりいなくなったのには耐えられないんです。だから、耐えられなくなった時、これはホライゾン本人じゃありませんけど、ここに来て、ホライゾンに会った事にするんです」

「……そこに、ホライゾンの意い思しはありません。それについては？」

「生きている側にとっては自分達がどう納なつ得とくするか、ですから。──亡くなった人は、地ち霊れいになったり、神様になったりで、そっちはそっちで納得して貰もらう事になりますが、基本、お互いが会う事はあまり無いので、すれ違いの部分はありますね」

「だとすれば──」

　自分は、碑石を一度上から叩たたいた。

「これは、何でしょう？　偽ぎ善ぜん？　偽ぎ悪あく？　何と言えばいいのかは解りませんが、とりあえず当人不在のまま、勝かつ手てに生せい者しやが話を進め、更さらには納得し、時間が来れば風化もさせる。死者は、それを望んでいなかったかも知れないのに、です」

「ホライゾン？」

　浅間が、こちらと視線を合わせて言った。

「神かみ代よの以前の時代に、死後の世界は確立していて、それは多様状態だとされてます。だから神道でも何でも、向こうでは教きよう譜ふの派に分かれても、必要なら行き来したり、輪りん廻ねルールでこっちに戻る事も可能となっていて、でも──」

　でも、

「こっちと、あっちは、違うんです」

「……では、こっちに置いて行かれた人が、勘かん違ちがいや、自分勝かつ手てな納なつ得とくで、死者の色づけをするのは、有りなのですか？　死者には、言い返したり、訂てい正せいの機き会かいは与えられないのですが」

　その言葉に、ミトツダイラが俯うつむきで右手を挙げた。

「あの、私の襲しゆう名めい先さき……、神かみ代よの時代から全国行脚あんぎやとか越えち後ご屋やとかいろいろと色が付いていたという傍ぼう論ろんで、今後は私も本人無視で後こう世せのそれに荷か担たんするような気が……」

「フフ、後世には先の副ふく将しよう軍ぐんの犬いぬ属ぞく性せいやクンクンプレイも追加よね……！」

「そ、そういうネタになると思いましたわ……！」

「あー、でも、それ言ったら俺おれも、松まつ平だいら・元もと信のぶのソレに荷担かー」

　言った馬ば鹿かの言葉に、他三人が、お、という顔をする。

「──我が王、ホライゾンから襲名権を受けましたの!?」
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　あ、やべえ、言ってなかった、とトーリは思った。

「悪い、さっきそういうの話しててさ」

「フフ、まあいいわ。だって浅あさ間ま、受じゆ理りはしてないんでしょ？」

「そりゃまあ、……うちの氏うじ子こ関連の登とう録ろくとかしないと、その場では襲名扱いになっても、実際はそういうの、出来てない事になりますから」

　ええと、と浅間がこちらとホライゾンを見て、言う。

「ホライゾンの方も、暫ざん定てい襲名権、という感じだったので、氏子関連の方で襲名云うん々ぬんの影えい響きようはないと思います。トーリ君も、松平・元信は元々が浅間信しん仰こうがあったので、うち主体で色々な加か護ご関係を追加管理出来ると思うので、基本、そのまま行けると思います。

　ただ、トーリ君の場合は──」

「明あけ智ちのオッサンの分？」

「……ええ、そちら、一応はP.A.Odaよりも先に、聖せい連れんの方から認にん可かが来てます」

「あら？　聖連は今、羽は柴しばの手しゆ中ちゆうにありますのよね？」

「だとすると、羽柴の意い向こうなんだと思います。羽柴にとっては、トーリ君が明智・光みつ秀ひでを襲名すれば、山やま崎ざきの合かつ戦せんで討うつ事が出来ますから」

　では、とホライゾンが言った。こちらを見て、

「死なないように気をつけねばなりませんね、トーリ様」

「ええ、……何かあったら、浅間神じん社じやも最大のバックアップをしますから」

「フフ、三み河かわでもソレ言ってたわね。一体何するの？　エロい事？」

「喜き美みは茶ちや化かさないっ。──でもまあ、トーリ君は気にせず、居て下さい。何かあっても大だい丈じよう夫ぶ。そういう事ですので」

「浅あさ間ま」

　彼がこちらを見た。

「それ、オマエにとって負ふ担たんじゃ無いよな？」

　え？　と浅間が眉まゆを上げる。と、向かいのホライゾンも頷うなずき、

「この馬ば鹿かに手を掛ける事はあまり意味がありませんので。ええ」

「あ、いや、負担じゃないですよ。ええ、そういう風ふ情ぜい、全くなくなりましたし」

「無くなった？」

「え？　あー、いや、まあ、何かあったらミトやホライゾン達にも手伝って貰もらえるなあ、という事も含みです。臨りん機き応おう変へん、という感じで」

　成なる程ほど、とホライゾンが頷いた。そして、

「浅間様、先さき程ほどの、疑問の続きですが──」
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　喜き美みは、ホライゾンの疑問について、こう思った。きっとホライゾンは、この碑ひ石せきをどうしたらいいか、困ってるのよね、と。

　何しろ、自分はいるのに、ここで死んだ事になってるし、弟は後こう悔かいしてるし、それも十年だし、ついでにいうと撤てつ去きよもされてない。

　ホライゾンはこう言いたいのだ。

「こんな後悔とか碑石とか、やめて下さい。望んでません」

　……もうちょっと口く調ちよう凄すごいかしら。

「こんな碑石、本意じゃないんで空から投げ捨てたいんですけど、いいですかねえ」

　くらいのものだ。

　他人に、自分が望んでいない迷めい惑わくを掛けたくないというのは、誰だれにでもある事だろう。ただ彼女の場合、弟に対しての思いだというのに気付けて、ちょっと嬉うれしい。

　浅間の方も、それが解わかっているのだろう。だから順をつけつつ、しかし、弟の事にはなるべく触れないようにしている。弟に解ると、今度は弟の方が気を遣つかうからだ。それはホライゾンにとっては〝弱み〟を握られたようで対等性を失う。

　……面めん倒どうな子達ねえ。

　そこが嬉しい。

　お互いが気を遣ったり、それを受け止めたり、回したり。でも何処どこかで「いいですよー」と負担無く受け止める役がいるのが、うちのいいところだろう、今はそれが浅間の役で、

「ホライゾン。……確かに、死者の本意ではない、という事もありますよね。望んでない事を勝かつ手てにされたり、とか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その場合、死者の思いは、どうなるんです？」

「どうにもなりません」

　浅あさ間まがしっかりと告げた。

「ただ、どうなんです？　ホライゾン。ホライゾンは、他の人と、たとえば友人になったと思えた場合、それは一体、どうしてですか？」

「それは、──話をしたり、いろいろと言げん動どうを見たりで、確信を得たからです」

「そうですね。そうやって、関係を確立させます。それは、一いつ瞬しゆんでビタっと決まって、後から補ほ正せいを掛ける場合もあれば、最初は気付かず、ゆっくりと積んで決めていく場合もあります」

　そして、

「死者の思いを、生せい者しやは、すぐに理解出来ません。だから最初は、死者に対して、いろいろと行き違いや、勝かつ手てな思い込みがあります」

「では──」

　ええ、と浅間が言った。

「──でも時間を掛けていくと、〝意い外がいとそうじゃなかった〟とか〝やっぱり、ああだったかも〟というのが出てきて、段々と俯ふ瞰かんし、落ち着いて見られるようになっていくんです。

　お互いが言葉を交わせず、想そう像ぞうでしか会えなかったとしても。

　それが風化や、別の道へ行く事へのお別れにつながるかもしれませんけど」

　だけど、

「皆、死者をいずれ尊そん重ちようして、しかしこだわらず、いつでも思い出せるようになるんです。

　──生きてる人達の邪じや魔まにならず、しかし憶おぼえていて貰もらえる。

　ホライゾンにとっては、それって、どうなんでしょう」

　どうかしら、とこちらが見る視線の先。ホライゾンが、しばらく上を向いていた。

　そして彼女は、ややあってから、右にあったエア荷物を、左に置いた。それはそれ、というジェスチャーに見えたが、

「…………」

　またしばらくしてから、ホライゾンが、左に置いたエア荷物を摑つかんで持ち上げ、考え込んだ。そして更さらに、数秒の後に、ホライゾンはエア荷物を抱えて、浅間を見て、

「ガッ」

「ホライゾン！　ホライゾン！　何か褒ほめようとしたのは解わかりますのよ!?」

「い、いや心配無用ですミトツダイラ様、深く嚙かんだだけなので、今後の食事のテイストは充分解りますとも」

　だけど、と己おのれは言葉を作った。

「どう？　ホライゾン。死んだら、どうなるのがいいの？」

「そうですねえ……」

　ホライゾンが、深く息を吐いた。

「……死んだ後、誰だれかの役に立つという事が出来れば、とは思います。それが出来ないのだとしても、誰かの負ふ担たんにならず、しかし、時とき折おりに思い出して、出来れば泣かず、笑って頂いただければ、自分がちゃんと出来ていたのだと、そう思えるのだと、そう思うのです」

「馬ば鹿かねえ」

　己おのれは言った。

「そこまで解わかってるなら、もう死んだ後の事なんて誰かに任せて、今を、絶対的に咲きなさい。

　今って解る？　──生きてる限り、永遠に今なのよ？」
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　そうですね、と浅あさ間まは言った。

「喜き美みの言う通りにしてくれれば、亡なくなった後も、皆、いずれ、笑いますよ」

　言葉の先、ホライゾンが、静かに頷うなずいた。

　……何だかまあ。

　自分に子供が出来ると、こういう遣やり取とりをするのかも、とは思う。何しろ、

　……今の遣り取り、昔に、やりましたもんね。似たようなのを。

　母との事だ。

　本当に、不ふ思し議ぎだ。

　いろいろな事を人に教えているつもりが、自分がまた教えられている気がする。今までの自分の積み重ねが、母なども含めて、ちゃんと出来ていたのか確かく認にんしているかのようだ。

　すると、不ふ意いに彼の声が来た。

「浅間」

　彼の手て指ゆびが、こちらの目め尻じりの涙を拭ぬぐった。

「オマエの母かあちゃん、凄すげえいい女だったな」

「はい」

　頷くと笑い泣き。ミトツダイラが、小さく力を抜いたように笑う息が聞こえる。

　そしてホライゾンが小さく頷き、

「成なる程ほど」

　彼女はこちらの顔を見て、言葉を作った。

「そう、笑って貰もらえるなら、……涙もまた、ありかもしれませんね」
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　さて、とホライゾンが、浅間の涙が収まったのを確認の上で言う。

「時間もありませんが、とりあえずこの碑ひ石せき、処しよ遇ぐうを決めましょう」

　ミトツダイラは、力仕事なら自分の役目だと思っている。だから自ら手を上げ、

「何処どこか運びますの？　……でも、今からうちに戻るのは、ちょっと忙いそがしいですわよ」

　うち！　うち！　と喜き美みうるさいですの。

　だが、浅あさ間まが目元を拭ぬぐったハンカチを一度確かめた。彼女はそれを懐ふところに収めながら、

「私の実家の方に置きましょうか。とりあえずの退たい避ひで」

　実家！　実家！　と喜美がうるさいけど智ともにはそのくらいでいい気もする。

　一方で、ホライゾンが顎あごに手を当てる。彼女は首を傾かしげながら、

「……ぶっちゃけ、ミトツダイラ様が助走つけて向こうに放り投げて落とすというのは」

「いえ、あの、そっちだと青梅おうめにぶつかるかもしれませんわよ」

「え？　届くんです、か……」

　何を今いま更さら、とは思うが、そういうものかもしれない。ただ、それをやると弊へい害がいがあるだろう。だって、

「今、武蔵むさしはステルス状態ですから、いきなり空から碑ひ石せきが落ちてきた時点で、下は大おお騒さわぎになりそうですわね」

「不ふ吉きつな石が民みん家かを直ちよく撃げき！　その名はホライゾン！　何だか怪かい異いとして優ゆう秀しゆうですね！」

「本気でそうだから困りますわー」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だとすると、外がい縁えんの輸ゆ送そう区く画かくなどに置いておくと、とりあえず安あ土づちと戦せん闘とうになったときなど、武ぶ神しんの方々がブン投げて直ちよく撃げき弾だんと、そうなるのでしょうか」

[image: ]

「あの、そんなに捨てたいんですの？」

「ミトツダイラ様、こんな名めい刺しにもならんもの、どうしろと。──ああ、まあ、青雷亭ブルーサンダーの前に飾っておくと、やってきた御客様が〝プ、これ見てヘコんでた馬ば鹿かがいるんだってー〟とか、そういう感じで一種の禊祓みそぎをして下さるかも知れませんね」

「こ、こっちに振ってきやがったな……！」

　まあまあ、とこちらは仲ちゆう裁さいに入る。その上で、

「……でも、とりあえず、表面削けずると何かの重おも石しや、飾りとして使えますわよ？　武蔵むさし上は、自然石がレアですもの」

　だから、と己おのれは碑ひ石せきに手を掛けた。ちょっと持ち上がるか、試してみようと思う。

「さて……！」
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　ホライゾンは、碑石を見た。ミトツダイラが両手を掛け、

「────」

　とやるが、しかし、妙みような事が起きた。

　石が動かないのだ。

「は」

　とミトツダイラが、首を傾かしげて力を抜く。が、石がそれで動いたり、戻ったりする気け配はいはない。その事が、狼おおかみにもやはり不ふ思し議ぎに思われたのだろうか、ミトツダイラは手を掛け直し、

「ちょっと、重いんですのねコレ。──少し本気を出しますわよ？」

　と、一ひと息いきを入れ、一気に行った。だが、

「……！」

　碑石が上がらない。代わりというように、ミトツダイラと碑石のあるブロック部分が、地面の下の人工地ち殻かくで軋きしみを上げ始めた。

　ややあって、周囲に警けい告こくの表示枠サインフレームが上がったのを見て、浅あさ間まが慌あわてて手を振った。

「ちょっと！　ちょっとミト、ストップ！　人工地殻が壊こわれます！」

「え？　──いえ、あの、何ですのこの碑石。酷ひどく重いんですけど」

　面めん妖ような、と己おのれは思った。これはつまり、どういう事か。

「ひょっとして、下に埋まってるホライゾンが、下から引っ張っているのでは……」

「それだとホラーですけど、この下、何も埋めてない筈はずですのよ？」

「だとするとコレ、ホントに、ムヨーのチョーブツですねえ……」

「その目で俺おれを見るのはやめろおおおおお！」

　だが、浅間が右手を挙げた。彼女は表示枠を開き、こちらに会え釈しやくすると、こう言った。

「あの、ちょっと思うところがあるので、父とうさんに聞いてみますね？」
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・あさま：『父さん、ちょっと忙いそがしいところ、いい？』

・浅間父：『ん!?　何だい智とも！　トーリ君が腎じん虚きよで倒れたかい!?』

・あさま：『……切りますよ？』

・浅間父：『あ、いやいや大だい丈じよう夫ぶ！　ちゃんと術じゆつ式しきはこの前のパックに入ってるからね？　トーリ君に渡したよね？　中見ちゃ駄だ目めだよ？　男と男の友情だからね？　で？　何？』

・あさま：『……あ、うん、ホライゾンの碑ひ石せき、ありますよね？　あれ、ホライゾンが何処どこか捨てたいって言うんだけど、どうやったら外れるの？』

・浅間父：『父さん達が頑がん張ばって設置したのを捨てるのかい!?』

・あさま：『いや、ホライゾンが要いらないって言うから』

・浅間父：『あー、それじゃしょうがないか。ええとね、確かアレ、簡単に持ち上がらない』

・あさま：『うん。ミトがさっきからアタックしてるけど、下が軋きしんで』

・浅間父：『あー、下壊こわさないうちに止めて止めて。だってあれ、ネジ止めしてるから』

・あさま：『ネジ止め』

・浅間父：『うん、武蔵むさしが派は手でな挙きよ動どうした時に、吹っ飛んで別の区く画かくに直ちよく撃げきしたらホラーだよね？　だからネジ止めで固定してあるよ』

・あさま：『ネジ止めで固定』
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　ミトツダイラは、俯うつむき加か減げんの浅間の言う通りに、碑石を持ち上げずに旋せん回かいしてみる。と、

「──あ！　浮き上がってきましたわ！」

「回る！　回りますねこの碑石！」

「どれどれ？　フフフ、何か意い外がいと回りが良いわね」

　皆でペタペタと触って回していると、十センチくらい浮き上がった辺りから、ガタつくようになった。ネジの台だい座ざから外れたのだろう。試しに持ち上げてみると、

「……意外と軽いですわね。それと、これ」

　碑石の底になっている位置に、確かに太いネジが一本生はえている。その太ネジは、碑石の底を浅く刳くりぬいて、そこにやはり小ネジ四本で止めてあった。浅間が言うには、

「自然物以外で重いものや大きいものを屋おく外がいに設置する時は、敷しき地ち内のものとして管理するか、ある程度の固定が義務づけられてまして。これは後者ですね。だから基本はケージで囲ったりとか、支えを立てたりするようなんですけど……」

「とはいえ、軽かる石いしまではいきませんけど、コレ、結けつ構こう軽いですね。漬つけ物もの石にもなりません。──適当に割って、風ふ呂ろで踵かかとをコスるアレにしますか、何なら」

「つーか俺おれ、これに対して後こう悔かいとかいろいろしてたんですけど！　してたんですけど！」

「フフ、何かまあ、あっという間に評ひよう価かや価か値ちが変わるわねえ。これもまた、人のナンタラってヤツかしら」

「でもコレ、どうしますの？　投げてぶつけても戦せん艦かん相手だとダメージになりませんわよ？」

「そうですねえ……」

「おい、ホライゾン！　何でこっち見るんだＹＯ！　当てるならそっと優しくな……！」

　王のテンションが結けつ構こう高くて安心する。だが、

　……あら？

　表示枠サインフレームが顔横にいきなり来た。何事かと思って見れば、

・ベ　ル：『あ、み、皆、用意出来たから、浅あさ間ま神じん社じや、行く、ね……！　そっちは？』

・ホラ子：『ガッ』

・あさま：『ホライゾン！　ホライゾン！　鈴すずさんを労ねぎらおうとしたんですね!?』

　なかなか酷ひどい。だが、準備が出来たと言う事は、あとはもう動くだけだ。

　……本ほん能のう寺じに、乗り込む時間になってますのね。

・副会長：『大おお久く保ぼがとりまとめてくれた報告を見ている限り、本能寺の概がい要ようも大体把は握あく出来た。あとはどう突とつ入にゆうするか、だな。それと……』

　正まさ純ずみが、言葉を選ぶようにしながら、通神帯ネツトに告げた。

・副会長：『──北ほく陸りく方面、賤しずヶ岳たけの戦いが、序じよ盤ばんの山場を迎えたそうだ。糟かす屋や・武たけ則のりの部ぶ隊たいが、柴しば田た班はんの布ふ陣じん、その壁を破ろうとしているらしい』

　糟屋？　と己おのれは問い返していた。

　彼女とは関かん東とう解放時、江え戸ど湾わんを渡る橋の上で激げき突とつした記き憶おくがある。

「ミト、糟屋っていうと、あの人ですよね。ミトのお母かあさんがジュッってなる前にクンカクンカしてた人」

「違うわよ浅間！　ミトツダイラのカーチャンがドバアってなってジュッってなる前にクンカクンカしてた人よ！」

　うちの母はどういう扱いなのか疑問に思うが、問う意味は無いのでやめておく。ただ、自分とて柴田班とはマクデブルクやノヴゴロドで激突している。特に柴田は、第一特とく務むと組んだ攻こう撃げきで、彼の腕を落としてもいるのだ。それを相手に、

「正面突とつ破ぱですわね、多分」

　それを為なすだけの力と意い地じがある相手だと、そう思う。
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　糟屋は、戦せん闘とう中ちゆうだった。

　今、自分達は、柴しば田た班はんの布ふ陣じん、その入口にいる。

　城じよう塞さい艦かん列れつの手前となる広場で、敵の防ぼう御ぎよ方ほう陣じんを打ち砕くだいて行っているのだ。

　まず、自分が第一陣を砕き、次に上こう坂さかや稲いな田だ達が、後続を率ひきいて第二陣を砕きに掛かった。

　当たった。

　激げき音おんが響ひびき、衝しよう突とつの力が膨ふくれあがるように動き、そして一いつ瞬しゆんの後に爆ばく発はつした。

「おお……！」

　勝ったのは獣けものだった。

　金きん属ぞくの音が散り、仲間達の血が跳ねたが、しかし大たい勢せいはこちらに傾いた。

　敵の二陣が、波のように吹き上がって破は裂れつする。そして己おのれは、

「行きますの……！」

　仲間達が空あけた敵の第二陣の中央へと飛び込んだ。







[image: 第二十七章『接面の異形者達』]
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　糟かす屋やは疾しつ駆くした。

　視線は、砕くだけた敵の二陣じんを通過し、その向こうを見ている。

　そこにいるのは敵の第三陣だ。彼らと四陣を砕けば城じよう塞さい艦かん列れつにたどり着く。

　今は成果を上げているが、まだ途と中ちゆう。半分と言っていい位置だ。

　ここまで深く入ると、もう戻れない。

　……行くしかありませんの……！

　先に行った上こう坂さかや稲いな田だが、打だ撃げきと言うよりも押し上げるようにして敵の二陣を跳ね飛ばす。そして彼女達も、

「行くよ……！」

　獣けものの咆ほう吼こうに、己おのれは頷うなずいた。

　正面には、見えているのだ。相手の第三陣が、こちらへと突撃を行っているのが、だ。

　……来ますのね！

　三度目の突撃。同じ行為だと、侮あなどる事は出来ない。

　自分達とて、敵の一陣、二陣を砕いたところで、速度が落ちている。

　新技術と、堅実と、物量。これこそが最大の戦せん術じゆつであり、また戦せん略りやくでもあるという事は、三十年戦せん争そうや戦せん国ごく時代で何度も証しよう明めいされている。

　向こうが使用しているのは、機き動どう殻かくの統とう御ぎよシステムによる突撃と、その繰り返しだ。

　速度において異い族ぞくが機動殻より勝るのは、その小回りと短距きよ離りでの加か速そくだ。ゆえに異族は基本、敵の部ぶ隊たいに対し、とにかく飛び込んで崩くずし、各個撃げき破はしていくのが常となる。

　だが、こういう直線構こう図ずの生きる現場で、一いつ斉せいの突撃となると、話が違う。それも、一度や二度ではなく、三度、四度もある場合は特に、だ。

　自分達はM.H.R.R.神聖ローマ帝国出身で機動殻に詳しく、異族の中でも膂りよ力りよくに優れた者達を選抜しているので、とりあえずの対たい処しよは出来ている。

　だが、それでも、速度に頼る部分がかなり大きい。

　今、二度の激げき突とつを経て、勢いは落ちている。激突したら、恐らくは向こうの〝勝ち〟もかなり見えてくるだろう。だから、

　……三度目のここが勝負所ですのね……！

　思った瞬しゆん間かんだ。

　不ふ意いに左右からの風音を己は聞いた。何が生じたか、判別の出来る響ひびきだった。あれは、

「機動殻の加速音!?」

　疑問の答えは、事実が雄ゆう弁べんした。

　左右。そこに布ふ陣じんしていた三隊の内、森側に近い部ぶ隊たいと、中央の部隊が、こちらに向けて防ぼう御ぎよ方ほう陣じんの形で加か速そくしてきたのだ。

　槍やりを構えての突とつ撃げきは、

「左右からも来ますの……!?」

　中央の部ぶ隊たいで迎げい撃げきが出来なければ、両側の部隊で挟きよう撃げき。そのまま押し潰つぶす気だ。

　そして己おのれは見た。正面、こちらへと加速していた三陣目が、突撃しながらあるものを構えたのを、だ。

　最前列のみだが、後ろから支えられながら構えられるもの。それは、

「……防ぼう護ご術じゆつ式しき!?」
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　糟かす屋やの視し界かいが捉とらえたのは、月下で光る流りゆう体たいの大型防ぼう盾じゆんだった。

　防御方陣には必ひつ須すのものだが、

「突撃で用いますの!?」

　高速で激げき突とつするのに対し、防護術式がどれだけ意味のある事か。下手へたをすれば、衝しよう突とつ時じに自分達の方から構えた壁に追つい突とつし、ダメージともなろうに。

　だが、自分達には解わかる。左右からの挟撃を戦せん術じゆつとして含めるならば、

　……あの防護障壁は、こちらを止めるためですのね……!?

　疾しつ走そうしながら構えた盾たては、激突から己を護まもったり、こちらに勝つためのものではない。

　壁を立て、こちらを一人も通さない事が目的だ。

　塞ふさぐ。

　そうすれば、塞いだ前にいる敵を、左右からの挟撃がプレスして、砕くだいてくれる。

　彼らの加速は、恐らくその定位置を見切っているのだ。何しろ、制御情報プログラムによって全体の統とう御ぎよは出来ている。防御方陣一千人は、一つの駒こまとして動くのだ。

　ならば第三陣が前に出たのは、こちらを止めるためだ。左右からの挟撃と押し潰しに対して、ベストな位置になるように、彼らは壁を作っていく。だとすれば、

　……相手は、確実にこちらを仕留めるつもりですのね……！
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　走りながら、糟屋が身み構がまえたのを上こう坂さかは気付いた。だから素早く腕を後ろに振り、

「やめな！」

　言っておく。うちのリーダーは実力があるが、若いし、皆を大切にし過ぎる。先さき程ほどだって、こっちを捨てずに戻ってきた位なのだ。だから、

「後続、構えろ……！」

「な、何をしますの!?」

「何って、決まってるだろ！」

　己おのれは、稲いな田だと共に前へと加か速そくしながら応じた。年若い、自分達の長に対して、

「意味のある事しか、戦せん場じようではしないさ……！」
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　柴しば田た班はんの北門は、航こう空くう戦せん艦かんが兼ねていた。着ちやく地ちして、艦かん底てい部ぶにある輸ゆ送そう搬はん入にゆう口こうを左さ舷げんと右う舷げんで開ければ、そこに関せき所しよが出来上がる。今はその入口を閉じているが、正面の広場に展開している誰だれも彼もにとって、中心の基き準じゆんはそこだった。

　今、北門前、中央に控えていた第一陣じんと二陣は崩くずされ、第三陣が、左右の第二、三陣と速度を合わせるようにして突とつ撃げきを掛けている。

　三方向から、羽は柴しばの異い族ぞく部ぶ隊たいを迎げい撃げき。中央の第三部隊が相手を意い地じでも堰せき止め、左右の部隊が挟きよう撃げきして潰つぶすと、そういう算段だ。

　いくら異族達の小回りが利くとは言え、いきなり左右への九十度転身は難しいだろう。大体、そんな事をやったら、分ぶん隊たいされ、結局は押し負ける。だから、

「これで終わりだ……！」

　中央第三陣が、防ぼう護ご障しよう壁へきを前に掲かかげて行った。

　距きよ離りが詰まる。お互いが加速し、等距離を行った辺りで、しかしそれが起きた。

　異族部隊が、いきなり、左右に割れたのだ。

「進路を分けるか!?」

　挟撃を避けるため、中央を行く第三陣の進路から避けようというのか。

　だが、そんな事をしても無意味だ。第三陣は速度を調ちよう整せいしている。

　異族部隊は、第三陣の必ず手前で、左右からの挟撃に潰されるのだ。

　だから、相手の行動は、自分達の終わりを早めるだけだ。

　ゆえに第三陣は、慌あわてる事なく、防護障壁を構えて吶とつ喊かんした。両肩の加速器任せに、半なかば浮ふ上じよう状態で壁を作り、後列が前を支える形で押し出しながら前進する。

「行くぞ……！」

　叫び、一いつ斉せいの統とう御ぎよが為なされた加速を踏んだ時だ。

　前列の誰だれもが、それを見た。

　左右に割れた異族部隊の向こうに、彼らの後続がいるのを、だ。
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「あれは──」

　加速をやめぬまま、第三陣の最前列にいた者達は、異族部隊の後続を確かく認にんした。

　それは、負ふ傷しよう者しやの集団だった。誰も彼も、第二陣との激げき突とつで疲ひ弊へいしたばかりの者達。流血もあれば、明らかに腕などがあらぬ角度に向いている者達も居る。

　そりゃそうだ、と誰だれかが呟つぶやいた。こちらは機き動どう殻かくの一千人。それを百七十人弱で押し返すどころか叩たたき潰つぶしたのだ。見たところ、負ふ傷しよう者しやの数は三十人を下らないが、そのくらいは被ひ害がいが出ていて貰もらわないと割に合わない。

　誰も彼も、足を止めるどころか、倒れ伏していた。

　負傷と疲ひ弊へいか。杖つえのようなものにすがって、身を伏している。

　違った。

「長ちよう銃じゆうだ……！」

　敵は、戦せん闘とうを諦あきらめてはいなかった。

　負傷した異い族ぞく部ぶ隊たいの後続は、伏ふく臥が姿勢からの狙そ撃げきを狙ねらっていた。

　無ぶ事じな連れん中ちゆうは、こちらへの突とつ撃げきに活路を見いだそうとしているというのに。負傷した者達は、もはや左右の挟きよう撃げきに見向きもせず、這はうような姿勢からの狙撃で、

「総員、加か速そく中止……！」

　相手が何を狙っているのか悟さとった瞬しゆん間かん。方ほう陣じんの四よ隅すみにいた指し揮き役やくが叫んだ。

　遅かった。

　銃じゆう声せいが響ひびき、反動で異族部隊の負傷者達が後ろに転がっていく。その顔が、明らかに笑っていた。月を仰あおいで、牙きばを光らせ、嗤わらっていたのだ。

　何故なぜかを問うまでも無い。直ちよく撃げきしたのだ。

　本来ならば異族達を押さえ込む壁。前に突き出した防ぼう護ご術じゆつ式しきの下にある僅わずかな隙すき間まを撃うたれた。上下幅５センチ程の空間。その向こうにある、機き動どう殻かくの脚きやく部ぶを、正確に、だ。

「……っ！」

　全員ではない。幾いく人にんか。しかし確実にバランスを崩くずし、彼らは転てん倒とうした。

　その瞬間。第三陣の皆は見た。

　左右に分ぶん隊たいしていた異族の突撃が、一いつ斉せいに殺さつ到とうしてきたのだ。それぞれの爪つめや武ぶ器きを構え、転んだ獲え物ものをただただ狩りに、だ。
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　三重の蹂じゆう躙りんが発生した。

　一つは、広場を左右から挟む打だ撃げきが、動けなくなっていた異族部隊の後続を食らった事。

　もう一つは、

「おお……！」

　穴の開いた第三陣の前列に飛び込んだ異族部隊が、嚙かみついて飲み込むように、その全員を破は砕さいしたのだ。

　第三陣の被ひ害がいは深しん刻こくだった。衝しよう突とつのタイミングを計っていたとはいえ、挟撃の狭まるのに合わせるようにして、異い族ぞく達が流れ込んできたのだ。

　まるでそれは、挟きよう撃げきによって押し込まれるような侵しん行こうだった。

　集団の中に飛び込まれれば、人が機き動どう殻かくを身につけていても、対する異族は正まさしく化ばけ物ものだ。人間の膂りよ力りよくや、可動範囲などは容易たやすく圧あつ倒とうする。

　そして何よりも、動きを統とう御ぎよされているというのが、第三陣じんの地じ獄ごくだった。すぐさまに迎げい撃げきに移ろうとしても、総合的なフィードバックによって他の者達につられてしまう。

　結局、満足に動く事も出来ず、

「あ、あ……、あ[image: ]」

　砕くだかれ、叩たたかれ、潰つぶされ、そしてあるものはそのまま加か速そくして逃げようとして、

「あ……！」

　蹂じゆう躙りんの三つ目として、左右からの挟撃に巻き込まれたのだ。
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　上こう坂さかは、後続の連れん中ちゆうに内ない心しんで感かん謝しやした。

　……よくやった！

　森の中と同じだ。今回の出場に際し、決めごとがあるのだ。

　負ふ傷しようして崩くずれた連中は置いて行く。だけど、そうなったら銃じゆうを構えて援えん護ごしろ、と。

　異族で、獣変調しているというのに、よく狙そ撃げきした。訓くん練れん中は、銃なんて獣が使うもんじゃないと不平を言っていた連中だが、やはりキメるところはキメる辺り、こちらには見えないところで訓練をしていたのだろう。

　役に立った。

　無む論ろん、これは糟かす屋やも理解している事だが、彼女は自分以外の連中をどう〝使う〟かについては経けい験けんが無いだろうし、自分達のような連中の覚かく悟ごもまた、解わかっていないだろう。

　今、視覚術じゆつ式しきのバイザーを掛けたまま第三陣じんの撃げき破はに入っているリーダーは、後ろに振り向いていない。

　だが、気付いていない筈はずもない。あのまま放っておいても、ただ左右の挟撃に食われたであろう後続だったのだ。きっと彼らについていろいろと思っているがゆえの正面集中だ。

　怒りとも、憤いきどおりとも、やるせないものが、敵を打だ撃げきしている。それが強い。ただただ強い。

　ゆえに自分達は、この長についていく。

　だがその一方で、彼女はまた、敵に対しても甘い。自分達が爪つめや武ぶ器きで切り裂さき、致ち命めいを与える事を厭いとわないのに対し、基本は打撃だ。

　無む論ろん、その打撃も相当に重たいのだが、相手は機動殻。どちらかというと吹き飛ばし、戦せん場じようからのリタイアを狙ねらっている節ふしもある。

　……どうしてそこまで、甘い？

　身内とは言え、敵は敵だ。下手へたをするとこちらがやられる。だが何故なぜ、

「失わせない……？」

　何となく、そんな事を思った時だ。前を行く狼おおかみが叫んだ。

「上こう坂さか！　稲いな田だ！」

　敵を砕くだき、打だ撃げきによって、防ぼう御ぎよも何も無意味に打ち跳ねながら黒の狼が言った。

「左右を任せますの！」
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　糟かす屋やは息を吸った。

　左右の打撃は、先さき程ほどとは違う、完全なコンビネーションブロウだ。

　右と左、しかし基本は下から上に打ち上げながらのスマッシュ。そして左右を巻き込むようなフックを付け、

「る、ら……！」

　穿うがつ。敵の攻こう撃げきや防御をかいくぐり、力任せに砕きながら前に行く。

　もはや森を抜けた時の勢いはない。全体も、第二陣じんを抜けた時に疲ひ弊へいしている。

　このところ組んでいた平ひら野のや左さ近こんも居なければ、あ、大おお谷たにもですの。あと、以前に組んだ可か児にのような手て練だれも居ない。だが、

「行きますのよ……！」

　叫んだ声に、後ろから応じる叫びがあった。

「おお……！」

　Ｔｅｓテスタメント．でもShajaでもない。この部ぶ隊たいの長となった自分への、応答となる咆ほう吼こうだ。

　そして皆が、左右を砕く。

　いつもの強力な仲間ではないが、両りよう翼よくを任せられる者達だ。自分が守れるというのが自うぬ惚ぼれに感じるくらいに、それぞれが役目を果たそうとする。だから、

　……私は、中央ですの……！

　打撃し、捌さばき、打ち払って前へと行く。走る。駆かける。その勢いを上げ、

「ら……！」

　瞬しゆん間かん。不ふ意いに周囲が涼しく感じた。

　……あ。

　敵の群を、突き抜けていたのだ。

　いつの間にか、第三陣を、皆で破は壊かいしていた。
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　柴しば田た隊たいは、冷静である事を心掛けた。

　今、自分達は攻められている。だが、まだ有利で、圧あつ倒とう的なのは、こちらなのだ。

　敵は自勢の中央、第一陣じん、第二陣、第三陣を破は壊かいした。しかし、

「……疲ひ弊へいしたぞ！」

　第三陣を砕くだいた異い族ぞく部ぶ隊たいの、その動きが今までよりも明らかに落ちている。

　獣変調のせいだ。

　人狼ルウガルウのように精せい霊れい系けいに近く、土地などと結びついていれば、獣変調で自分の〝場〟を作り、そこから流りゆう体たいを補ほ給きゆう出来る。だが、ほとんどの獣じゆう人じん系異族はそうではない。獣変調によって姿すがたを変えた後、その姿は多くの流体を消しよう費ひする。

　月下で獣の本性が強化されるのは、月光で流体の供きよう給きゆうが過か剰じようになるからだ。逆に言えば、獣変調とはそれを必要とするくらい、負ふ担たんの大きいものなのだ。

　月に浮かれて遊んで騒さわげば、疲れて眠るだけ。目覚めればまた人に戻っている。

　この二連れん撃げきで彼らは疲ひ弊へいした。だとすれば、ここですべきは、

「射しや撃げき用意……！」

　最初はかわされたものだが、今は違う。動けない相手ならば、確実に当たる。

　ゆえに射撃は三段構えとする。前列が腰を落とし、次が膝ひざで立ち、三列目が立ち姿勢での狙そ撃げきを行う。後はただ、全員が敵のそれぞれを見み据すえ、撃うつだけだ。

　今、相手は加か速そくし始めた。だが遅い。ゆえに落ち着いて、指し揮き者しや達が、

「撃……」

　て、という言葉は成立しなかった。

　異族が来たのだ。前からではない。森からでもない。

　ただそれは、空から一直線に、こちらの真っ正面に来て、

「上手うまく空あけてくれたわね、糟かす屋や」

　金色の六枚翼よくを全開状態で降り立った相手。その名は、

「十じつ本ぽん槍やりの四番、加か藤とう・嘉よし明あき。──対人で〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟の対たい艦かん砲ほう状態を使うのは初めてよ」

　既すでにそれは展開していた。金きん属ぞくの加速板の群を、三十メートル超の砲ほう門もんへと組み替えた対艦加速砲だ。

　それを持つ相手、金きん翼よくの魔女テクノヘクセンが、砲の周囲に一いつ斉せいの魔術陣マギノフイグーアを立てながら言った。

「手伝って頂ちよう戴だい。──早く終わらせるのを、ね」

　言葉と同時に、砲ほう撃げきがぶち込まれた。
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　轟ごう音おんが反はん響きようした。

　爆ばく発はつは、火か焰えんをともなわないもので、基本は着ちやく弾だんの衝しよう撃げきと、その軌き道どう上から生まれる衝撃波だった。

　ただ爆ばく圧あつは何もかもを薙なぎ払った。

　機き動どう殻かくが吹き飛び、北門となる戦せん艦かんの外壁と防ぼう護ご障しよう壁へきに幾いくつも激げき突とつした。

　危険なのは手放された装そう備び品ひんで、無数の鉄てつ槍やりが宙ちゆうを飛び、左右に控えていた機動殻隊や、城じよう塞さい艦かん列れつの上、甲かん板ぱん上じようにて射しや撃げきを送っていた者達へと降り注そそいだ。

　幾いくつかはそのまま甲板に刺さり、幾つかは衝しよう撃げき波はと共に城塞艦列を護まもる防護障壁に刺さり、それらの何枚かを一度消失させた。

　艦列の上から下を見れば、北門の前には何もかもが散らばっていた。未いまだに舞う爆ばく風ふうの砂煙の下では、機動殻も、装備も、悉ことごとくが倒れ、しかし生きている。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　声を掛ける者達は、仲間の無ぶ事じを確かく認にんすると共に、それを見た。

　北門となる戦艦の表面。装甲類は、幾らかが剝はく離りしていても、砕くだかれていなかったのだ。

　やった、と誰だれかが叫んだ。

「守り切ったぞ……！」

　下に倒れた者達も、無む駄だではない。そういう意い図との声が、各所から生じた。

　皆が、広場に行こうとした。降こう下か術じゆつ式しきや、階段を使用し、しかし装備は忘れずに走った。

　そして眼がん下か、広場の中を走っていた砂煙が、巻き上がっていく。戦せん場じように生まれた風によって、空へと散っていくのだ。

　次の一いつ拍ぱくで、あるものが現れた。

　砲だ。

　先さき程ほど、白の魔女テクノヘクセンが撃うち込んだものとは別。

　黒の対たい艦かん砲ほうが、砂煙の舞い散った底から姿すがたを現したのだ。
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　誰もが動きを止め、ただ爆風の圧が熱を伴って広場を回る中、嘉よし明あきは口を開いた。己おのれの〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟を巡じゆん航こう状態へとアジャストしながら言う台詞せりふは、

「魔女テクノヘクセンは、一人ではないのよ」

「Ｔｅｓテスタメント．、白が居れば黒もいるよー。アンジー、一応五番だから宜よろしくね」

　言う姿は、横にいる。〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟を対艦砲状態で構えた姿は、その発はつ射しや準備を完了に向かわせて行きながら、

「後ろ、地上部ぶ隊たいの本隊も兵へい站たん連れてきてるから。タケはこれから中だろうけど、他、やられてるのは一ひと息いきつけるよ」

　あ、と安治アンジーが言った。

「御ご免めん御免。まだ、中入れなかった。──今開けるね」

　安治が頭を搔かき、正面の戦艦に向かって声を上げる。

「オハヨ──！」

　まだ零れい時じ前よ、と思うが、挨あい拶さつと共に、力が炸さく裂れつした。

　自分に続く二発目。全ての本ほん命めいとなる一いち撃げきが、北門を戦せん艦かんごと穿うがったのだ。





●






「よく出来ましたあ──」

　竹たけ中なかは、厨ちゆう房ぼう側から来る拍はく手しゆに両手を広げて振り上げながら、一ひと息いきついた。

　……うわー、ストレスからの解放──。

　柴しば田たの城じよう塞さい艦かん列れつを抜いた。来ている報告では、艦かん底てい部ぶの搬はん出しゆつ口こうを中心に貫かん通つうし、縦たて五メートル、横十五メートル程の通路が出来たという。

　今、異い族ぞく部ぶ隊たいはその戦艦の内部攻こう略りやくと確保に入ったらしい。広場にいた残りの敵地上部隊は、糟かす屋や班はんの後続となるこちらの地上部隊が、その数で対たい処しよ出来るだろう。

　人数にして七千人。糟屋達の行ったルートを安全圏けんとして移動していった彼らには、補ほ給きゆう物資などを運ばせている。

　この賤しずヶ岳たけの戦いは短期決けつ戦せんだが、拠きよ点てんが有る無しで、味み方かたの士気も違えば、敵の戦せん術じゆつも大きく変わる。城塞艦列の内、相手の北門となる艦と、広場に面した二、三艦は確保したいというのが自分の欲だ。そうすれば、安あ土づちも柴田の布ふ陣じんの北面に近づけるようになるし、拠点としての安全性も増す。

[image: ]

　……何しろ、今行ってる地上部ぶ隊たいは、ほぼ非ひ襲しゆう名めい者しやの集まりですからねー……。

　十じつ本ぽん槍やりのような英えい雄ゆうはいない。訓くん練れんはしているが、若い学生達を主とした七千人だ。

　だけど彼らが柴しば田た班はんを制圧し、押さえ込む。そのつもりで動かしている。

「あとはまあ……、出来れば、柴田班をこっちに吸収したいんですが」

　それが本ほん音ねだ。
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　竹たけ中なかの思し案あんとしては、柴田班の攻こう略りやくには、彼の〝英雄〟性が、厄やつ介かいであり、要かなめでもある。

　柴田、丹に羽わ、佐さ久く間まと言った実力者が居て、彼らの下に猛も者さがついている。だが、佐久間班が大半撃げき沈ちんの後も柴田班に合ごう流りゆうしたのは、それがまあ、極きよく東とうの戦せん術じゆつらしいとは言え、

「……やっぱり、柴田さんや丹羽さんがいれば何とかなると、そんな空気強いですよね」

　撤てつ退たいはするが、必死の抵てい抗こうはしない。降こう伏ふくは後回しだ。とにかく英雄の下へと集まって、即そく座ざの再さい起きを願う。

　そういう意味で言うと、佐久間はこっちの捕ほ虜りよになっているのに、ついてきた者達はいなかった。これはつまり、

・黒　竹：『佐久間さん、カリスマ性どのくらいあります？』

・飴ドロ：『おいおいおい！　あるよ！　たっぷりあるよ！　それよりこの部屋、ゲーム用の伝讃筐体ＰＣ無いから寄よ越こせよ！　蜂はち須す賀かのスコア上回ってやっから！』

　捕虜が元気なのはいい事だ。

　だが、柴田班と、彼に連なる者達の流れを見ると、最重要はやはり、柴田の攻略だろう。そして丹羽や他の実力者達をどうするか、だ。

　大だい事じなのは、倒した後、どうするか。

　一番は、もはや実力者同士の決けつ着ちやくで結果となる訳わけでは無いと、そう見せる事だ。こちらも拠きよ点てんを作り、随ずい時じ、降伏や投とう降こうを呼びかけて、柴田班を吸収する。

　実力者同士が戦って決着をつけるのは、柴田班をこちらに組み込む説せつ得とく力りよくになるだろう。力が全てではないが、力ないものには付いていかない彼らにとって、それ以上の実力者がいる事を示す意味はある。

　その上で、こちらもまた、実力者だけではないと知らせなければいけない。同じように戦せん場じようを動かし、支えて行く者達がいるのだと、気付かせねばならない。それが何よりも、投降への道をつけるのだ。だから、

　……糟かす屋やさん達には、道をつけて、安全な場を確保しながら、実力者を倒していって欲しいところですが……。

　流石さすがに注文が多過ぎる。だけどまあ、指し揮き役やくとしては望んでしまうのだ。

「──昔に比べて、随ずい分ぶんと強くなりましたねえ」

　慶けい長ちようの役えきでの敗北が、糟かす屋やや嘉よし明あき、脇わき坂さかにとっては随分と糧かてになった。この〝北門抜き〟の作戦で、彼女達が得ていた敗北感を少しでも払ふつ拭しよく出来れば良いのだが。

　それに、自分もいろいろと見直しだ。

　備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いでは、十じつ本ぽん槍やりの皆に負ふ担たんを掛け過ぎた。戦せん場じようの規き模ぼと、向こうの出してくる地ち竜りゆうとか天てん竜りゆうとかのエクシヴファンタジーに付き合い過ぎた感はある。夏休みもあったのだから、どうせなら安あ土づちをぶつけて超ハイダメージとかするとかなり解決だったんじゃないかと思うんですよね。ええ、いいですよね巨きよ艦かん突とつ撃げき。うわあ。うわあい。うわあ……い！

・安　土：『竹たけ中なか様、何か黙だまっておられると不安になるので、何か適当な事で良いので喋しやべっててくれませんか。ええ。──Shaja』

　流石さすが〝安土〟、こちらのパターンがよくお解わかりで。

　だが、糟屋達にはこれから敵が集中する。追加の戦せん士し団だんで拠きよ点てんを作り、どちらかというと今度は外と中を逆転させたような戦場が展開するだろう。

「だから次は、こっちも奥の手を行きますか──」

　横、厨ちゆう房ぼうから皿さらが運ばれてきた。アップルパイ。そう、今の内に食べておけば、今度ストレスが来た時にえろれます。いい循じゆん環かん。頑がん張ばりますよー。

・黒　竹：『じゃ、清きよ正まささん、次の手て筈はず、頑張って下さいね──』

　賤しずヶ岳たけの戦いを、次のステージに向ける。その流れが始まるのだ。ゆえに、

・巨　正：『Ｔｅｓテスタメント．、清正隊、目的地に到とう着ちやくしました』

　おお、とカウンターに飲み物を注ちゆう文もんしていた片かた桐ぎりが振り向く。

「──作戦、的てき確かくに進行してますね」
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　清正は、月をぎりぎりで浴びれる場所にいた。

　森と、広場の縁へり。境きよう界かいとなる位置だ。

　広場と言っても、今、糟屋達の居る城じよう塞さい艦かん列れつの北面ではない。その逆側、艦列を前にした南面の広場だった。

　やる事は一つだ。柴しば田た班はんを挟きよう撃げきする。竹中の作戦によって、主力の北面を陽よう動どう役として、柴田の布ふ陣じんを南面から破は壊かいするのが己おのれと、清正隊五百人の役目だった。そして、

「早期に決けつ着ちやくし、本ほん能のう寺じへと向かいます」

　振り返る南東の空は、森でよく見えない。だが、確かにそこにはあるのだ。自分達が追う武蔵むさしの行き場。本能寺から空へと昇る光が。

　そして正面に視線を戻すと、今の敵が見える。並ぶ艦列は、

「……これは、城しろですね」

　正面、一キロ先、そこにある戦せん艦かんの並びで出来た城じよう塞さいを見て、己おのれはそう感想した。

　航こう空くう艦かんを並べて円形の壁とする。艦かん間かんの隙すき間まはあるが、粗あらく壕ほりが掘られているし、場合によっては艦の間に掘り土が土ど塁るいとなって固められたり、雪が積まれてもいる。

　艦の高さは、最低でも十五メートルを下らない。堅けん牢ろう性で言うならば、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じよう扱いとなっていた巴パ里リの市し壁へき以上だろう。

　登って越えるのは無む理りだ。

　だとすれば艦間の隙間をどうにかして空あけていくしかない。

　今、城塞の中は北に集中している。そちらに安あ土づちがあり、糟かす屋や達が突とつ破ぱ口こうを作ったのもあるだろう。先さき程ほど、北面から大きな爆ばく風ふうと砂煙が二つ上がるのが見え、こちらとしても糟屋達の成果を喜んだのだ。

　向こうはこれから激げき戦せんになる。それを理解の上で、

「ようやく、こちらの手て筈はずが始められますか」

　言うと、背後の皆が苦く笑しようで頷うなずいた。

「とにかく進めましょう。北側、皆、頑がん張ばってますし」

「うちはホント、押さえの要かなめみたいな扱いだから、こういうの多いですよね」

「福ふく島しま隊たいがいると、また別なんだろうけどなあ」

　と聞こえる言葉に、自分もまた苦笑するしか無い。何しろ、ここに来るまでが大変だった。

　……普通、高速挙きよ動どう中の艦から飛び降りませんよね……。
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　清きよ正まさは、嘆たん息そくでふと思う。また無む茶ちやをやらされましたね、と。

　備中高松城でも武ぶ神しんや地ち竜りゆう相手によくやったものだが、普通、人がやるような事ではない事ばかりやっている気がする。

　今回は、高速挙動している艦からの集団ダイブだ。

　機き会かいはあった。佐さ久く間ま艦かん隊たいとの戦せん闘とうがあったからだ。

　安土が最初の突とつ撃げきをした時に、やった。中央前ぜん艦かんと後こう艦かんを前に突っ走らせ、しかし強ごう引いんに牽けん引いん帯たいで引き戻す瞬しゆん間かん。そこで速度も何も零ゼロになる瞬間があったのだ。

　あの突とつ出しゆつと引き戻しは、チキンレースでも無ければ、無意味でもない。佐久間艦隊の真っ正面に中央前後艦を飛び込ませた時、その下部から自分達が降こう下かするためだ。

　あの瞬しゆん間かんのみが、最も安土が速度を落とせるものとして、予測された。そしてあれ以後、佐久間艦隊は安土にしか集中出来なくなると、そう見切ったのだ。

　その通りだった。

　下に降りたのは自分を主体とした別べつ働どう隊たい。己の班はんならば、過か酷こくな行動の下でも乱れずに動けるというのは、備中高松城の戦いで解わかっている。

　それに幾いくつかの隊たいをつけて補ほ強きようし、柴しば田た班はんの南面から突とつ撃げきさせる。

　とはいえ、すぐに行ってはいけない。

　南面には丹に羽わ達が警けい備びに入っているという情報があったのだ。更さらには、佐さ久く間ま班の者達も、退たい艦かんしてからは南面に向かい、柴田班との合ごう流りゆうを狙ねらっていた。

　急いで南面に向かえば、彼らと衝しよう突とつし、戦せん闘とうになってしまう。

　ゆえに、糟かす屋や達には負ふ担たんを掛けるが、北面で突とつ破ぱ作さく戦せんを敢かん行こうして貰もらう。

　彼女達が本隊なのだが、そちらを陽よう動どうに、自分達は南面から切り込んでいくのだ。

　そうすれば、安あ土づちに正せい対たいした柴田班の後ろから、攻こう撃げきが出来る。

　これが、竹たけ中なかの立てた作戦の主しゆ筋すじだ。

　無む茶ちやな、と思うが、確かに自分の領りよう分ぶんだろう。

　……私の隊は、防ぼう護ご行動に慣れてますし、カレトヴルッフによる一いち撃げきの必殺性では、十じつ本ぽん槍やり随ずい一いちとなりますからね。

　ただ、防護主体なので、足がちょっと遅い。平へい均きん以上ではあるのだが、例えば糟屋達に比べると話にならない。だから北面突破は糟屋隊。こっちは自分となったのだが、その際、竹中から注ちゆう文もんを一つつけられている。

「カレトヴルッフは一発のみ」

　右手の中、左右合ごう一いつ状態の両りよう鎌がま槍やりがある。

　カレトヴルッフ。

　この神しん格かく武ぶ装そうは弾だん数すう保持が出来るが、無限ではない。特に夏休みはP.A.Odaの流りゆう体たい関係が本ほん能のう寺じの準備に向けられた事もあり、流体補ほ給きゆうの優先順位が下げられた。

　……なのに真さな田だで一発撃うっちゃいましたよね……。

　やってしまった。

　いやまあ、赦ゆるせない事があったのです。そういう事です。ええ。

　今さっきも、部ぶ隊たいの子が福ふく島しま隊たいがいればなあ、と言われたのに対し、動どう揺ようはしませんでしたけど、心しん底そこそう思いました。ええ。まあ、いて下さったとしても、ここは戦せん場じよう、浮かれたような思いには陥おちいらないと、そう堅く誓ちかっておりますが。

　ともあれカレトヴルッフは、現状、三発装そう弾だん。

　一発はここで、あの城じよう塞さいを破は壊かいするのに使用し、二発は賤しずヶ岳たけの戦いより、後で使用する。

　対武蔵むさし戦だ。

　賤ヶ岳の戦いが終われば、そして本能寺の変へんが終われば、恐らく戦闘が始まる。それも長く、連戦になるかもしれないのだ。戦局を変える程の力を使うなら、その時にこそ、だ。

　何しろこの賤ヶ岳の戦いは、こちらが勝つと歴史再さい現げんで決まっている。だから、

「────」

　己おのれは息を吸った。

　冷静になれ。

　広場は、奥行きにして一キロ程。カレトヴルッフを全開で叩たたき込めば、余よ裕ゆうで貫かん通つう出来る。

　……可能であれば、糟かす屋や様の方に向けて放つと、援えん護ごになりますでしょうか。

　南の城じよう塞さい艦かん列れつが砕くだかれたところで、こちらにいる総そう勢ぜいは自分が率ひきいる五百人。実際は攪かく乱らんと陽よう動どう役だが、柴しば田た班はんから見れば、いきなりのカレトヴルッフは動どう揺ようを誘うだろう。こちらが本隊だと錯さつ覚かくしてくれれば、糟屋達の益えきに充分なり得る。

　……精せい々ぜいと頑がん張ばりましょう。

　思い、安あ土づちが上空から撮さつ影えいした画が像ぞうを表示枠レルネンフイグーアに展開。自分の位置情報を重ね、移動する。

　と、その時だった。

　己は気付いた。こちらに展開し、壁となった艦かん隊たいの上に、幾いくつもの影が並んだのだ。

「あれは──」

　知っている。見覚えはある。直接に同じ戦せん場じようを迎えたのはノヴゴロド。無む論ろんそこでも、肩を並べた訳わけでもないが、P.A.Odaに属するならば、誰だれでも知っている。

「丹に羽わ様と、麾き下かの戦楽部隊メフテルですね……？」

　こちらの挟きよう撃げきが、読まれていたのだ。







[image: 第二十八章『牢屋の元気少女』]
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　清きよ正まさは、麾き下かの五百人に対し、後ろへ下がれと手で指し示じを出した。

　こちらの数は、寄せ手としては少ないのだ。森の中に隠かくれていた方が、丹に羽わ達の警けい戒かい心しんを失わずに済む。

　そして見る正面。一キロ向こうの壁上に立つのは、丹羽と、彼女の麾下。その数は三千。防ぼう御ぎよ部ぶ隊たいとしては少ないが、

「丹羽様の戦楽部隊メフテル。──都市制圧用かと思いましたが、防御、または周辺展開も用意しているようですね」

　実際は、もっと後ろに控えている可能性もある。安あ土づち側が側そく転てん状態で上を回った時、その辺りが確かく認にん出来ているといいのだが。

　だが、彼女達はまっすぐにこちらを見ていた。

　待ち構えられていたのだ。

　実際、報告では丹羽が滝たき川がわ隊たいに荷か担たんするため、佐さ久く間ま班はんの合ごう流りゆうを補ほ助じよした後は北面に移動していた筈はずだ。

　だがそうではなかった。

　それは丹羽が北面を捨てた、という事になる。

　そして、戻ってきた彼女達、三千人に、今、構えの乱れが一切無いとするならば、

「……私達が、安土とは別べつ働どうしていると言う事が、読まれていましたか」

　問うた先、丹羽が、艦かん上じようからこちらを見み据すえている。

　五ご大だい頂ちようの一人。P.A.Odaの重じゆう臣しんとしてみれば、実際のトップ２を柴しば田たと分ける存在だ。

　自分達が従う羽は柴しばの姓せいは、この二人の字を一字ずつ得て組まれたものとなる。

　そして今、彼女がここにいるのは、夏休み直前に引退した滝川の代だい理りだという。

　滝川とて、相当の実力者なのだ。それを代理すると言って、違い和わが無いのが丹羽だ。

　そんな存在を正面に見て、自分は息を吸った。

「さて」

　気になる部分はある。艦で作られた城じよう塞さいを前に、己おのれは確かく認にんを取る。

・巨　正：『竹たけ中なか様、──現げん着ちやく、接敵しました。そちら、どうですか？』
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　竹中としては、頭は抱えたくなかったのだ。というか、この状態になるのがちょっと早過ぎる。大体、まだアップルパイにフォークも刺してないです。もはやこれは見るだけでえろれという事か。

　否いな、頭働いてないですよ自分。

　……すみません。ちょっと考えさせて下さいー。

　ハイダメージだったら頭働くんです、食らうの嫌いやだし相手に目にもの見せてやりたいってのもありますんで。でも、

「……どーしてこう、中ちゆう途と半はん端ぱな構えをしてきますかねー柴しば田たさぁ──ん……」

　正直言うと、側そく転てん機き動どうは絶対に読まれると思っていた。

　安あ土づちが出来る手段として、側転機動は美お味いしい。

　相手の裏に回れるし、何よりも下にいる敵群に対しての威い圧あつ感かんが凄すごい。

　だからやる。

　そして柴田クラスの相手ならば、対応する。こちらが裏に回ろうとするなら、先に裏を向いて待つだろうと、そういう風ふうにこちらの〝読み〟を重ねたのだ。

　つまり自分達は、側転機動で柴田班はんの〝裏に回って正せい対たい〟する。

　だがそれでは、お互いが読み合いに満足するだけだ。結局、正対には変わりが無い。

　だから仕込む。

〝裏に回って正対〟する一方で、別べつ働どう隊たいを下に降ろすのだ。

　やるなら側転機動の前。突とつ撃げきのフェイントを行ったタイミングで地上部ぶ隊たいを降ろすのは、読まれないだろうと思っていた。

　何しろ、降りる清きよ正まさ達にとっても無む茶ちやなのだ。

　だが、読まれていた。

　……これは……。

　何となく解わかる事がある。つまり、

「読んでいた？　違いますよねー、柴田さん。だって柴田さん、そこまで考えないでしょ」





●






　吐と息いきしつつ、竹たけ中なかは身を起こす。口は横に軽く引きつり気ぎ味みだ。まさか、とは思うが、しかしこれだけピースが揃そろってくると、推すい測そくは確定でいいだろう。

　……丹に羽わさんが〝読んだ〟部分は、確かにあると思います。

　だけど、北面にこちらは当面の総そう攻こう撃げきを掛けているのだ。そこに対して、丹羽が何もしないというのがおかしい。ならば、

「いるんですよねー……、多分」

　思し案あんしながら、通つう神しん用の表示枠レルネンフイグーアを引き寄せる。三さん千ぜん世せ界かいを手元に新しく展開しながら作られる台詞せりふは、

「糟かす屋やさん？　あと、嘉よし明あきさんに脇わき坂さかさん、そっち、気をつけて下さい」

　何故なぜなら、

「いるんです。柴田、丹羽に匹ひつ敵てきする実力者が。──だから丹羽さんがそっち行かない事になってますんで、とりあえず警けい戒かいを」
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　は？　と安治アンジーは首を傾かしげた。

　今、この北面にある城じよう塞さい艦かん列れつ前の広場は、自分達がほぼ制圧した。後から来た戦せん士し団だんが、異い族ぞく部ぶ隊たいの小しよう隊たいを中ちゆう核かくとして他の防ぼう御ぎよ方ほう陣じんや艦列を攻こう略りやくに掛かり、広場一帯は安全地ち帯たいになりつつあるのだ。後から来た者達が中心になって、今は陣じん幕まくを急ぎ作り、負ふ傷しよう者しやや投とう降こう者しや達の居い場ば所しよを作っている位だ。

　今も頭ず上じように安あ土づちと柴しば田た班はんの砲ほう火かが行き来しているが、

　……流石さすがに、柴田班の残ざん存ぞんや捕ほ虜りよも多いから、曲きよく射しやでここを撃うってこないなあ。

　いずれ来るかも知れないが、今、対空防御用の大型防ぼう護ご障しよう壁へきを張る旧派カトリツク式機き構こうの設置も進められている。全ぜん域いきは無む理りだが、自由落らつ下かに頼る曲射なら、要所はこれで対応出来るだろう。

　だが、そうしてみると、

「これから実力者が来るの？　誰だれ？　というかこっち、現状でもアンジー達結けつ構こう強いよ？」

「アンジー、慢まん心しんしていたら駄だ目めよ」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですのよ？　たとえばですけど、平ひら野ののような遠えん隔かく射しや撃げき系けいの攻こう撃げきなどもありますもの。実力者と言っても、常に近接戦と、そういう訳わけではありませんのよ？」

　それは解わかる。でも、素直に疑問も浮かぶのだ。だって、ここは自分達が制圧している場所で、確保した艦列の向こう側、柴田の布ふ陣じんの内部でも、既すでに相手は距きよ離りを取ってこちらを牽けん制せいしている状態だ。

　そこに誰かがやってくるとしても、

「誰だろう。確か、触しよく手しゆの人が、武ぶ神しん使えたよね？」

「武神だったら、接近してくるだけで大体解りますのよ？　跳ちよう躍やくで一気に来たら、それこそこちらの確保した艦列の方でも監かん視ししてますもの」

「じゃあ、御お市いち様だっけ？　すっごいバーサーカーな人が登場とか」

「アンジー、御市様は敵味み方かたに公平な方よ。皆平等にぶった切るので、つまり御市様が登場となったら、柴田班がまず引くわ」

「じゃあ、誰だろ」

・ＡｎＧ：『ショーロク、佐さ久く間まさん逃げたりしてない？』

・６　　：『あんなスコアで勝負になると思ってるのか』

　何か盛り上がっているらしい。というかショーロクも来なよ早く。

　……だけどまあ、誰かいるんだろうね。

　だったら今の状況の見直しだ。まずは敵の捜そう索さくから始まり、

「タケ、その相手が見付かったら、対応する？」

「私、……それこそ、丹に羽わ様に対応する予定だったんですのよ？」

「どちらかというと清きよ正まさの方が心配ね」

　と、嘉よし明あきの言う通りだ。だからこちらとしては、

「内部がもうちょっと落ち着いたら、逆にこっちから仕掛けようか。上からアンジー達で、下からタケが行って、積極防ぼう衛えいっていうか」

　そうね、と嘉明が頷うなずき、糟かす屋やも下に首を振った。

「警けい戒かいして、油ゆ断だんはしないように──」

　と、嘉明が言った時だった。いきなり自分達、総そう勢ぜいの横に表示枠レルネンフイグーアが現れた。

　警けい報ほう。警けい告こく。危険を示す音と光と同時に、突とつ然ぜんの色が周囲に沸わき立った。地面、その全面から立ち上がるのは、

「冷気の白……!?」
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　嘉明は危険を感じた。

　魔術テクノマギを修めるものならば、この冷気の正体は知っている。アンジーも、

「ええと、コレ、何だっけ？　知ってる！　知ってるんだけどなー」

「アンジー、ちょっと足りないところを隠かくさないでいいのよ」

　コレはアレだ。周囲、自分が為なすべきは、急ぎの対策。

「総員！　急いで森の中へと退たい避ひしなさい！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだ。いきなり、それが来た。

　……手！

　地面から、青白い、流りゆう体たい光こうで出来た骨の腕が生はえたのだ。これは、

「霊魂展開術式ネクロマンス……！」

　霊れい体たいだ。

　こちらの足を摑つかもうと、そうする事で身体からだを引き出そうとする動きに対し、己おのれは安治アンジーを手で制しながら急ぎ下がる。その時にはもう、周囲から驚きとも悲鳴とも言える声が上がっていた。そして正面、艦かん列れつの方からは、狼おおかみがこちらに振り向いて、

「嘉明！　脇わき坂さか！」

「前を向きなさい糟屋！」

　言った瞬しゆん間かんだった。一いつ斉せいに、大だい地ちから死者の骨身が起き上がった。更さらには、

「退たい艦かんしろ！」

　艦列側からの叫びが上がったと同時、いきなりの光が発生した。

　正面。糟屋の背後にあった北門の戦せん艦かんが、両断されたのだ。

　走ったのは流体光の一いち撃げき。それを振るい、発生した爆ばく圧あつと張り裂さけの音を掛け、戦艦を押しのけてくるのは、

「霊れい体たいの大型骨こつ格かく……！」

　だとすれば、解わかる。ここに誰だれが来ているのか、もう解る。艦かん列れつを押しのけ、こちらに来ようとする大型骨格の姿すがたは既すでに八体。それらの向こう、広場に立っているのは、

「前まえ田だ先せん輩ぱいですか……！」
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　ああ、うんうん、と利とし家いえは腕を組みながら頷うなずいた。

　今、現場は白の冷気漂ただよういい空間だ。ノヴゴロドでもそうだったけど、冷えた環かん境きようと霊体は相あい性しようがいい気がする。見た目が。性能の変化は知らん。

　だが、今、霊体の戦せん士し団だんは大量に呼び出し中だ。

「四グルテンで雇やとわれ、神しん聖せいなる大だい地ちと神に誓ちかいして戦う独逸傭兵団ランツクネヒト……」

　いいね、と己おのれは思った。久しぶりだ、と。そしてまた、

「何だろうね。御ご免めんね君達。面めん倒どう掛けさせて。ホント、思うんだ。何しているんだろう僕は、って。だって、仲間割れとか、結けつ構こう嫌いやでさ。今回も、皆が上手うまく収まるといいなあ、と思って、退出する艦を出したんだよ。君達と合ごう流りゆうして、琵び琶わ湖こ安あ土づちで待ってようか、って」

　でも、

「出来ないんだから、戻ってきたんだから、僕もまだ、割り切り悪いよね」

　指を鳴らす。貨か幣へい刀とうの鍔つばを弾はじいて金をこぼす。

　資金は潤じゆん沢たくだ。ここに戻ってきた時、柴しば田たに言われた。あるだけ使え馬ば鹿か、と。そして、

「柴田先輩との契けい約やくで、僕の出場は三十分。──聖せい譜ふ記き述じゆつにある通り、途と中ちゆうで僕は羽は柴しば側に寝返るから、そうしたら琵琶湖安土へ行くとするよ。

　でもそれまで、僕の義ぎ理りに付き合ってくれ羽柴勢ぜい」

　湧わき上がる霊体の戦士団が、金を拾い、こちらに手を上げて戦列へと向かう。

「そうだ。頼むよ皆。ここにカレーはないんだ。御お市いち様がよく作るけど今夜は違う。匂においがしないからね。だから──」

　行け、と己は、肩において小さな翼つばさを広げたまつとと共に、前を指差した。

「行け、加賀百万Ｇカガ・ミリオネンガイスト、──祭を退出する僕に、少しは演出させてくれ」
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　上こう坂さかは、稲いな田だと共に即そく座ざの動きで艦列内から広場へと飛び出した。

「森の中へ退たい避ひ！　急ぎな！」

　地ち脈みやくとして見た場合、地相が変われば結けつ界かい系けいの術じゆつ式しきは届かなくなる。前田の加賀百万Ｇが、基本、敵地内で使用されたり、逆に内部からの浸しん透とうが難しいのはそのためだ。

　今回も同様だとするならば、

　……新人や、一般の連れん中ちゆうは下がらせるしかない……！

　後は自分達の仕事だ。やたら数が多いというのは知っているし、それが十体単たん位いで固まって、形状も戦せん闘とう力りよくもランクアップしていくのも解わかっている。自分達とて、M.H.R.R.神聖ローマ帝国での戦闘で、幾いく度どか前まえ田だと戦列を組んでいるのだ。何しろ彼は、

　……傭よう兵へい王おうヴァレンシュタインだ……！

　まさかここで敵となるとは。だが、

「行くよ皆……！」

　疲ひ労ろうはある。しかし補ほ給きゆうはしたし、疲労回復や冷れい却きやくの術じゆつ式しきは掛けている。

　三十分。動きの遅い霊れい体たいを相手に立ち回るなら、何とかなるだろう。しかし、

「──は？」

　いきなり目の前に飛び込んできた敵に、一いつ瞬しゆん反応が出来なかった。

　霊体。その筈はずだ。色も流りゆう体たい光こうも、見覚えのある形をしている。だが、その速度が違った。人ひと型がたの場合は、ただ遅く、量だけが脅きよう威いの筈だった。

　それなのに今、一体の、どうという事のない骨こつ格かくが目の前に飛び込んできたのだ。

　……しまった……！

　予想外の事への油ゆ断だん。視し界かいが、こちらに突き込まれる刃やいばを確かく認にんした。しかし、

「上こう坂さか！」

　相手を横から砕くだいたのは、熊くまの爪つめだった。

　稲いな田だだ。彼は、僅わずかに身をすくませていたこちらの横から前に出て、相手の残ざん骸がいを膝ひざで砕き割る。そして流体光を散らしながら、その中からあるものを摑つかみ上げた。

「見ろ、これを！」

　稲田が持ち上げるもの。それは鉄で出来た装そう備び品ひんだ。

「まさか──」

　相手は確かに霊体だ。でも、彼らの挙きよ動どうが人以上に速く、重いのには理由があった。

「霊体の戦せん士し団だんに、高機動型の機き動どう殻かくを用意したのか！」
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　嘉よし明あきは危険を感じた。

　正面。戦せん艦かんを割り砕いてくる大型骨格は、その全高十メートルを超えている。

　だが、それだけではなかった。

　まるで武ぶ神しんのような、全身を荒っぽくも包み、補ほ強きようする装そう甲こうがあった。

　両腕うでに持つのも、爪や腕ではなく、正式な長刀や槍やりだ。これはまるで、

「即そく座ざに量産出来る武神隊たいじゃない……！」

　言葉と同時に、大型骨こつ格かくの群が叫びを上げた。軋きしむような、捻ひねるような声だった。

　直後に彼らは武ぶ器きを振りあげ、両断した戦せん艦かんを膂りよ力りよくと補ほ強きよう任せに開門した。

　開く。

　戦せん場じようが、内と外で繫つながる。自分達が作り上げていた拠きよ点てんは、柴しば田た班はんの布ふ陣じん内部へと一体化。そして見えたのは、広大な敷しき地ちを埋める大量の骨格や、骨で出来た大おお猿ざるの群れだった。

　月下に広がる死者の園そのは、酷ひどく白い。

　そんな白と流りゆう体たい光こうの野原の中。皆、こちらへと赤い光の視線を向けていた。その三分の一程は粗あらい作りの機き動どう殻かくに身を包んでおり、その上で開門した大型骨格も何もかもが、

『……！』

　吠はい声せいをあげ、こちらへと殺さつ到とうした。
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　音が結けつ構こう響ひびく。外から聞こえる咆ほう吼こうや砲ほう音おんもだが、

「……意い外がいに、檻おりを叩たたくと音がするんですね……！」

　可か児には、どうしたものですかね！　と一いつ瞬しゆん考えた。今、自分は、たらふく食って寝て、とりあえずの一ひと息いきの後、ここを脱だつ走そうしようとしている。

　出て行こうと思ったのは、外がえらく騒さわがしくなりました！　というのが理由だ。

　よく解わからないけれど、艦内居きよ住じゆう区くのここは人が少なくなり、外からは砲ほう撃げきと破は砕さい音が連続している。

　賤しずヶ岳たけの戦いが始まり、どうも、布ふ陣じん内にまで味み方かたがたどり着いたらしい。

　だとすれば、自分も出場すべきだ。これまでも機き会かいはあったが、仲間がいなければ無意味なので動かなかった。だから食って寝ていたが、

　……ここ、〝笹ささ群むら〟が呼び出せません！

　自分の入っている檻の中に、結けつ界かいが作られているらしい。結けつ構こう単純に、〝笹群〟を召しよう還かんすれば終わりとも思っていたが、そうでもない。だからまず、脱走のために、

「とう……！」

　部屋の端はしからダッシュを掛けて、檻に蹴けりを叩たたき込む。

　激音がして、一いつ瞬しゆん、入口の錠じよう前まえに施せ錠じよう術式の表示枠レルネンフイグーアが立つ。だが、檻は淡く曲がるが、まだこちらを出せる程に破は壊かい出来ず、

　……しぶといですね！

　だけど、何とかなるかも知れないと、そう思っていると、廊下が騒がしくなった。

　見ていると、見知った姿すがたがやってくる。あの、タコさんウインナーに似ているのは、

「森もり先せん輩ぱいですね！」

『あっ！　可児君！　こんな処ところに収しゆう監かんされていたんですか！』

　と、触しよく手しゆがやってきた。彼はしかし、こちらの檻おりの状況を見て、

『可か児に君!?　やりたい事は解わかるけど、駄だ目めです！　脱だつ走そうしようとしちゃいけません！』

「何だか凄すごく、その通りですね！」

『Ｔｅｓテスタメント．！　近ちか頃ごろの若い子は、すぐに刺し激げきを求めていけません。いいですか？　この檻だって、P.A.Odaの税ぜい金きんで作られているんです。つまり、君のお父とうさんとお母かあさんが納めた税金で出来ているんです。それを今、君は壊こわそうとしています。いけない事です。違いますか？』

「あの、いいですか森先輩！」

『何です？』

　はい！　と己おのれは応じた上で触手に疑問した。

「学校にあるトイレの紙は、税金で賄まかなわれているので、つまり自分のお父さんやお母さんのお金で出来てます！　それでお尻しりを拭ふいたらお金で拭いたのと同じですか!?」

『年とし頃ごろの女の子が触手を相手にお尻云うん々ぬんとか、い、言ったらいけませんっ！　ぼ、僕はそういうの、良くないと思いますっ』

　話をすごくはぐらかされた感じがする。だが、

　……あれ!?

　表示枠レルネンフイグーアの状況を見ていると、ちょっと好転が見えた。

　ゆえに自分は、檻の曲がっているカーブに、背中と腰を合わせる。廊下に、背を押しつけるようにして、

「あの！　森もり先せん輩ぱい！　ちょっと退どいていて下さい！」

『可児君！　檻をそれ以上曲げたら駄目ですよ!?』

「はい！　檻はもう、曲げません！」

『それは良い事です！　皆も安心します！』

「はい！　だって、ちょっとここ、結けつ界かいが廊下側にもある程度広がってるんですが、間ま取どり基き準じゆんみたいで、檻を曲げたのには追つい随ずいしないんです！　だから結界の外まで檻を曲げて、こうやって背中を押しつけると、〝笹ささ群むら〟の召しよう還かん座ざ標ひようを廊下の方に出せるんです！」

　つまり、

「脱走します!!」

『ちょおっと待ったあ──！』

　何を待つのか解らなかったので、とりあえず〝笹群〟を召還した。
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　……射しや出しゆつ召還は、勢いがあって狭いところでは駄目ですね！

　可児は、反省した。

　狭い廊下で〝笹群〟八本を召還したのがいけなかったのだろう。射出された機き殻かく槍やりは、狭いスペースだと言う事を認にん識しきすると、何とか周囲に当たらないようにしようとして、逆に八本全部が激げき突とつ、その勢いで跳ね上がった全てが、廊下を割って砕くだいて壁ごとぶちまけていた。

「うわあ！　スッキリしました！」

　可か児には、基部ごと外れた檻おりを踏み倒し、慌あわてて廊下に出た。

　そこは、外がよく見えるベランダになっていた。

〝笹ささ群むら〟八本が、廊下から解放されて宙ちゆうに浮いているが、何となく、素知らぬふりをしているようにも見える。自分としても、やってしまった事は仕方ないが、これが見えていると誰だれか駆かけつけてくるかも知れないので、とりあえず再度収しゆう納のう。

　一応、この艦かんのインフォメーションに接続して、破は損そんの報告はしておく。

　……正直が一番です！

　そして思い出した事がある。

「あ！　森もり先せん輩ぱい！」

　周囲にいない。だとすると、割れた構こう造ぞう材ざいと一いつ緒しよに下だ。確かここは、三階に該がい当とうする位置。下を見ると、見事に砕くだけた建けん造ぞう材ざいが山となっていて、

「森先輩──！」

　瓦が礫れきの山の中にいるのか解わからないが、返事がない。

　どうしよう！　死んでしまってるとは思えないが、怪我けがをしていたらすまないと思う。何しろあんなに肉屋に並んでいたら美お味いしそうな人は見た事がない。一回、前まえ田だに「森先輩って、輪切りにすると美味しそうなタイプですよね！」と言ったら、周囲の男子連れん中ちゆうが全員動きを止め、前田が笑顔で「可児君？　それ、男の人の前で言うと、かなり危険だからね？」と言われたので、以後、女性陣じんの前でしか言ってない。不ふ破わ先輩には超ウケました！

　どうしましょう！　と思っていると、横に人ひと影かげが来た。

「なにやってるの、と思ったら、……あれ？　可児!?」

「不破先輩！」

　不破だ。冬服に、コートを纏まとった彼女が、あーあ、と檻の状況を見ている。
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　……あー。つまり可児がここにいたのね……。

　不破は、大体の状況を察した。

　可児は脱だつ走そうしようとして、それを何とかしでかしたのだ。自分は、ここがとりあえず柴しば田た班はんの事務関係などに集中している艦かんだったので寄ってみたが、

「可児、とりあえず聞くけど、何これ」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．！　ちょっと〝笹群〟召しよう還かんしたら、森先輩を巻き込んでしまって！」

「んー、アレ多分そのくらいじゃ死なないから、気にしなくていいわよ」

「そうなんですか!?　解わかりました！」

　ちょっと森もりに悪い気もした。だが、不ふ意いに可か児にが問うてきた。彼女は外の方を、開いた穴から確かく認にんしながら、

「あの、不ふ破わ先せん輩ぱいは何をしてるんです!?　確か、外行きの艦かんに乗りましたよね！」

「ああ、うん、ちょっとまあ、馬ば鹿かと話したりで、少し別行動って感じで」

「あっ、あっ、す、すみません！　佐さつ々さ先輩と別れたんですか！」

「そういう事じゃないわよ──？」

　怒ってはならない、と思えるくらいには後こう輩はいに対して年長だ。だがまあ、だからといって、どういう事なのだと逆意で問われると困るのだが、ただ、

「不破先輩！　不破先輩は、何しに来たんですか!?」

　それ問われると、凄すごく困るのよねー……。
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　あー、と不破が声を伸ばすのを、可児は聞いた。

　そして彼女が、一回、顔に手を当てた。

「あのさ、可児」

「何ですか!?」

「正直、あんまり乗り気じゃないんだけど、でもまあ、しょーがないかなー、って」

　うん、と、不破が、両手を外に軽く振った。

　その動きに合わせ、幾いくつもの表示枠インシヤ・コトブが、彼女の周囲に展開する。

　そして不破が、眉まゆを下げた笑えみを見せた。

「まあ、どうなるか、解わからないけどさ」

　いや、解る。そうだ。そうです。この人は、

　……襲しゆう名めい者しやで、役やく職しよく者しやなんです……！

　だから、己おのれは言った。後輩として、目め下したとしてこう言った。

「挑ちよう戦せんを、受けてくれますか！　不破先輩！」

　言葉を投げた先。不破が一いつ瞬しゆん、眉まゆを上げた。

　見開かれた目は、しかし弓ゆみになり、唇くちびるが動きだけで確かに告げた。

「馬鹿」

　はい！　と己は思う。馬鹿です！　と。だって、

「後輩ですから！　足りないんです！」

　だから、と己は今こそ正しく、〝笹ささ群むら〟を召還した。言うべきは、もはや一つしか無い。

「宜よろしく御願いいたします！」

　外から、大きな咆ほう吼こうが響ひびく。まるで、こちらの意い気きに応じるように。
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　丹に羽わは、遠くに見える清きよ正まさから視線を動かさぬまま、背後、北側で生じた音を耳にした。

　鉄が裂さけ、衝しよう突とつし、火花を散らした響ひびきだ。

　何が起きているかは解わかる。北側にて、前まえ田だがハシャいでいるのだ。

「前田君も、何だかんだで参加したがってましたからねえ……」

　男の子は、頭の良い振りをしていても、結局馬ば鹿かだから。感情に身を任せる前に、義務とか何とかで自分を先に縛しばってストレスにしてしまう。

　その分、己おのれは違う。

　基本、自分は各所の緩かん衝しよう役やくである事が多く、聖せい譜ふ記き述じゆつでも、織お田だの旧きゆう家か臣しんでありながら、羽は柴しばに後々までいろいろ忠ちゆう告こくしたり、頼られた存在だ。

　優ゆう秀しゆうな隙すき間ま家具と、そんな風ふうに自覚もするが、ただ、得え手てもあるのだ。

「じゃあ、こっちはこっちで行きましょうか」

　行って、己は右の手を高く上げ、そして振った。

　描く図形は四拍びよう子し。指し揮きだ。背後に控える戦楽部隊メフテルを、一いつ斉せいに動かすための動作だ。
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　清正は、いつの間にか丹羽が広場に降りているのを見た。

　見み逃のがした訳わけでは無い。ただ、丹羽の体たい術じゆつが見事なだけだ。こちらも、降りた直後からは捉とらえているので問題は無い。だが、そんな事よりももっと別の部分に気がかりがあった。

　音が無いのだ。

　先さき程ほどから、丹羽は右の手を上げて、振っている。

　応じるように、彼女の背後、城じよう塞さい艦かん列れつの上では三千人の戦楽部隊が音楽を奏かなでている。

　ある者達は弦げん楽がつ器きを弾ひき、ある者達は打だ楽がつ器きを叩たたき、ある者達は管かん楽がつ器きを吹き、またある者達は歌い、そして踊りで手拍子などを打っている。

　だが、それらの音が聞こえない。

　音声ステルスの結けつ界かいを作っているのかと思えば、三千人の周囲にはそれらを示す術じゆつ式しき陣じんが出ていない。ただ光としてあるのは、彼らの眼前や手元に出ている、楽がく譜ふ表ひよう示じの表示枠インシヤ・コトブくらいだろう。

　しかし音は鳴らず、丹羽がこちらに近づいてくる。

　足取りはステップで、彼女にはしかし、聞こえぬ曲が耳に届いているようだ。だからだろうか、丹羽は長い結ゆい髪がみを揺らしながら、髪を縛しばる布に手を掛け、

「────」

　踊る動きで、布の一枚を解ほどいた。

　瞬しゆん間かん。清きよ正まさは叫んだ。背後の皆に対し、

「下がって下さい！」
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　危険という言葉を清正は思う。

　……丹に羽わ様は、五ご大だい頂ちようです！

　六人いるのに五大頂！　というのはP.A.Oda名物〝五大頂饅まん頭じゆう〟のＣＭコピーで、コレは五個入りが常に一個サービスで六個、というのにも由ゆ来らいしている。これについて嘉よし明あきなどは「いつも六個でいいんじゃないかしら」と言うのだが、それは話せば長くなる人間の心理というものがあるのだろう。

　だが、そんな感じでP.A.Oda内ではメジャーな五大頂だが、羽は柴しばも含め、それぞれにはあるものが織お田だ・信のぶ長ながから与えられているのだ。

　それは、大罪武装ロイズモイ・オプロがP.A.Odaには配布されないと決まった時、信長が代わりに与えたもの。

「天の使いの力……！」

　正確には術じゆつ式しきだ。

　前まえ田だ・利とし家いえと佐さつ々さ・成なり政まさには大だい地ちの力を貸す〝癒使イスラフイル〟。

　明あけ智ち・光みつ秀ひでには、言葉の権けん能のうを与える〝力使ジブリール〟。

　そして丹羽には、

　……力の作用を自在に転化する〝炎使ウーリエル〟。

　その権能を丹羽はこれから使うだろう。

　今夜は彼女の友人であり、同どう僚りようである柴しば田たの最後の夜。これは祭だ。ならば、

「──っ」

　身み構がまえた視線の先で、丹羽が宙ちゆうに放った布が光に散った。

　流りゆう体たいの飛沫しぶきだ。だとすれば、あれは術式布。そして続く効果は、

　……竜りゆう？

　丹羽の右肩に、石で出来た小型の竜が現れた。とはいえ実体ではない。光る姿すがたは、

「清正様、土ど竜りゆうです！　土の精せい霊れいの中では、地じ震しんを起こすくらいの大だい規き模ぼなもので……」

　と背後の森から来た忠ちゆう告こくは、最後まで続かなかった。

　踊るような動きで、土竜を右手に掲かかげた丹羽が、右の足を高く上げたのだ。

　すると、ある事が生じた。

　土竜が、いきなり消えたのだ。代わりに生じたのは、丹羽の姿の変化だった。流体光をまとった彼女の身。その頭から流体で出来た岩の角つのが生はえ、手足には同じテクスチャの装そう甲こうがまとわれる。そしてテールスタビライザーとしての尾も接続され、

「都市破は壊かい用術じゆつ式しき。──岩流囲い」

　丹に羽わが、流りゆう体たい光こうの散る中で呟つぶやいた直後だった。

　続く動作で彼女は、振りあげていた足を斧おのの軌き道どうで振り下ろした。

　行った。

　踵かかとが大だい地ちを打った瞬しゆん間かん。快音が響ひびくと同時に、ある事が生じた。

　こちらと丹羽の間に、一いつ瞬しゆんで視し界かいを塞ふさぐ程の岩がん壁ぺきが生はえたのだ。

　……は!?

　突とつ然ぜんの事に、こちらが何も理解出来ないでいる間。風を裂さいて地面から岩が突き上がって来る。それは丹羽の足あし下もとからこちら、幅にして軽く七百メートルを超え、そして高さにして三十メートルを超過する岩壁が、一気にこっちの下へと、風をぶち抜く勢いで、

「……っ！」

　岩がん塊かいの地ち殻かくが、広場の南側を空へと吹き飛ばし、一いつ斉せいに起き立りつした。
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〝安あ土づち〟は、理解の出来ないものを見た。

　……は？

　自じ動どう人形なのに疑問形で終わってしまったのは、前例のない出来事だったからだ。

　位置は、柴しば田た班はんの布ふ陣じんの向こう。恐らくは清きよ正まさ達のいる辺りだろう。だが、そこに、妙みようなものが突とつ然ぜん存在していた。

「……岩がん壁ぺき、ですか。──Shaja」

　あり得ない、と思ったのは、それが流りゆう体たいで出来ておらず、自然物だったからだ。

　地じ震しんも何も計けい測そく出来ていない。ただあるのは、柴田班の向こうに、巨きよ大だいな岩壁が生はえたという、ただそれだけの事。

　夜よ目めに黒い岩は一枚岩で、しかし大きさが尋じん常じようではない。断層がそのまま屹きつ立りつしたような形は、幅にして八百メートル弱、高さにして三十メートルを下らない。

　鉄てつ甲こう船せんが、そのまま地面から生えたのに近いだろう。

　しかし、気になるのは、

「清正様は、大だい丈じよう夫ぶですか……！　──Shaja！」
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　丹に羽わは、軽いステップを踏んで踊っていた。

　両の腕を上げ、土ど竜りゆうの装そう甲こうを月に掲かかげると、腕の隅すみ々ずみにまで一度光が走った。

　……やはり精せい霊れいは、月に憧あこがれますか。

〝囲い〟の術じゆつ式しきは、自分を依より代しろとして、精徒ジンと同一化するものだ。

　借しやく体たいの術式である。

　だが、ただの借体ではない。普通にそれを行うと、精徒に身体からだを任せてしまうからだ。この場合、意い識しきがあったとしても精徒がこちらの身体を乗っ取ってしまい、獣けものじみた動きしかしなくなる。

　その場合、大体は、食事の時だけ活発になって、後は寝てるようになる。そう、精徒といえど、獣は結けつ構こう自じ堕だ落らくだ。勉強も鍛たん錬れんもしないし、食べるものが無くなってどうしようもなくなると、意い外がいとすぐに生きる事を諦あきらめて地ち脈みやくに帰っていくので困る。

　とはいえこの辺り、悪用する者もいるのが常で、毎年、二、三件は「そ、某それがしがお触りしたのではない！　借体の際に精徒が勝かつ手てにお触りを！」という案あん件けんが通報されて、自分も参考人として「んな事ないですから」と言うハメにもなってはいる。

　ゆえに借体では、気をつける事がある。それは、精徒と遊ぶという事だ。

　身体からだを貸してはいるが、乗っ取られてはならない。

　そのために、遊ぶ。簡単に言えば、リードをするのだ。

　精徒ジンが自分の中にいるのを理解して、子犬や猫ねこと遊ぶように、向こうの興きよう味みが引く動きを、自分の方からしてやる。

　手を伸ばし、足を踏み、軽く踊って、時に身を低くして視線を合わせ、舞う。

　今回の土ど竜りゆうは、精徒としては、土つち属ぞく性せいの最大級。P.A.Odaの立地で言うと砂さ竜りゆうの方が獲かく得とくしやすいのだが、欧おう州しゆう戦せん線せんを見越して土竜を選んだ。まあ捕つかまえたり懐なつかせるのがえらく大変。とにかく引っ込み思じ案あんなので、一いつ緒しよに踊れるまで十七……、あ、いえ、私まだ若いので。

　ともあれ、全ては上手うまく回っているらしい。

　踊る。

　精徒もまた、地ち脈みやくから生じたものなので、テンポがいい。踊りや舞の動きには、リズムを合わせるように乗ってくる。

　ムラサイでは、歌が、精徒達を喜ばすとも言われている。

　だから音楽は必要だ。

　そして精徒の力を借りた上で、あるものを更さらに重ねる。

〝炎使ウーリエル〟だ。

　効果は、力の作用などを自じ在ざいとする事。

　これが使えるなら、後は簡単。三千人の戦楽部隊メフテルに、精徒をヨイショする音楽を掛けさせた上で、それを自分の放つ攻こう撃げきの一点に集中するのだ。

　人間の身体で精徒の力を全力放出すれば、身体の方が壊こわれてしまう。しかし、借しやく体たいの上で、〝炎使〟の力も重ねて自在化したらどうなる？

　答えはもう出ている。

　眼前に突き立った巨きよ大だいな岩がそれだ。

「でもこれ、ちょっと精徒の機き嫌げん任せなところがあるから、人口密みつ集しゆう地ちの近くでは使えないんですよね。万が一があると、P.A.Odaに抗こう議ぎ来ちゃうんで」

　だから、いつもは、この技を分解して使う。

　ノヴゴロドでは、精徒を己おのれに重ねただけ。

　ネルトリンゲンでは、三千人の戦楽部隊を動かしただけ。

　両方伴い、〝炎使〟で繫つなげるのは、久しぶりだ。だから、

「──どうです？　加か藤とう・清きよ正まささん」

　言った瞬しゆん間かんだ。目の前にあったものが、瓦が解かいした。

　分厚く長大な岩がん壁ぺきが、その中央から貫つらぬかれ、砕くだけ散ったのだ。

　破は壊かいの中央にあるのは光、一直線にこちらに伸びてくるのは、

「カレトヴルッフ……！」
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　清きよ正まさは、完全に狙ねらった。

　背後の皆を、森に退たい避ひさせておいたのは正解だった。

　丹に羽わの地ち殻かく隆りゆう起きは森にまで届かず、自分はそれを挟んだ状態で丹羽の位置を読んだ。

　……左右への移動はしていない筈はずです！

　ゆえに、先さき程ほどの位置から己おのれはまっすぐ引き、決めた。カレトヴルッフの一発をここで使うべきだと。

　カレトヴルッフならば、この岩がん壁ぺきを砕くだく事が出来る。そして眼前にある巨きよ大だいな岩がん塊かいは、それ自体がもはやお互いを隔てる遮しや蔽へいだ。一いつ瞬しゆんで伸長するカレトヴルッフならば、銃じゆう弾だんより速く丹羽の下へと届くだろう。だから、

「果てろ！　カレトヴルッフ……！」





●






　白の閃せん光こうが突っ走ってきた。

　その光と威い力りよくもだが、狙いに一切の迷いがない事に、丹羽は笑った。

「見事だ……！」

　借しやく体たい時じは、精徒ジンにナメられてはいけないので、言葉が堅くなる。些いささかキャラが変わり過ぎだと思うが、致いたし方かたない。ただ今は、滝たきのように降り落ちる瓦が礫れきと岩片の向こうにいる清正を見つけ、

「──蒼そう雷らい囲がこい」

　己は二つ目の術じゆつ式しき布ふを解いた。

　重ねる。

　既すでに己に抱えた土ど竜りゆうと共に、遊ぼうという精徒は、

「雷らい獣じゆう。──電でん光こう石せつ火かの加か護ごを見るといい……！」
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　胸元へと突き込まれてきた強大な流りゆう体たい光こうの刃やいば。

　それに対し、丹羽は動いた。

　獣けものの耳を得て、爪つめを得て、土竜の力や姿すがたと、雷獣のそれを月の下で合成し、

「遅い」

　肩を動かさずに発はつ射しやした右のフックで、刃を砕いた。

　カレトヴルッフの豪ごう剣けんを、借体の加護が籠こもった右拳こぶしで割り飛ばしたのだ。
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　……は!?

　清きよ正まさは、あり得ないものを見た。

　カレトヴルッフの刃やいばが砕くだけたのは、今が初めてではない。備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いでも、その最終局面で太陽王ロワ・ソレイユの加か護ごに負け、砕かれている。だが、

　……素す手でですよ……!?

　だが、やられた。それも一発ではない。伸長はまだ続行しているのだが、閃せん光こうと真っ正面に向き合った丹に羽わが、高速の連打を放ったのだ。

　一いつ瞬しゆんという時間の中で、一発一発。右と左、拳こぶしと足、そして身を回し、踵かかとやバックハンドを打ち付け、カレトヴルッフの刃を伸びる分だけ高速に砕いていく。対するこちらはただ、カレトヴルッフを支え、

「届いて……！」

　撃うち込んだ。だが、己おのれの視し界かいは見た。動作し、砕く丹羽がこちらを見て、

「────」

　笑った。動く唇くちびるが、はっきりとこう言っていた。

「おそいよ」

　遅くはない。速過ぎるのだ。

　明らかに、丹羽の速度が上がっている。反応速度も、身しん体たい能力も、だ。

　……雷らい獣じゆうですね……!?

　雷らい光こうと共に地上へと降りてくる精徒ジンを借しやく体たいすれば、どうなるか。

「は」

　最後の一いち撃げきが、もはや伸長しなくなった光の刃の、その先せん端たんを砕き割った。

　終わったのだ。

　全ては瞬またたく間の動作だった。後に残るのは、割られて散ったカレトヴルッフの流りゆう体たい光こうと、手元に残った本体と、破は壊かいした岩がん壁ぺきによって生まれた谷間と、

「見ろ」

　丹羽が右足を振り、大だい地ちへと叩たたきつけた瞬しゆん間かん。

　己が砕いたよりも激しい震しん動どうと打だ撃げきによって、左右の岩がん塊かいが爆ばく砕さいした。

　巨きよ大だいな体積が刹せつ那なで砕けた事によって、衝しよう撃げき波はが生まれ、爆ばく風ふうと快音が響ひびき渡る。

　無数の岩が砕け、広場に散って、積もると言うより落ち重なる中、視界が開けた。

　そして己は見た。丹羽が指差す方角。南東のそちらは、

　……森が……。

　先さき程ほどまであった森の間ま際ぎわが、岩塊の発生と爆砕による衝撃波で、大きな範囲で倒れていた。

　そうやって開けた夜空の向こう。浅い位置に、あるものがあった。

　夜空の中に、光を帯びながら射しや出しゆつされてくる巨きよ大だいな艦かん影えいの群。

　本ほん能のう寺じの発する光の柱はしらに、沿うように出現してくるのは、

「武蔵むさしが、出たのですか……！」

「さあ、時間が無いぞ」

　言った丹に羽わが、武蔵を指差していた手を、髪かみに回した。

　放たれるのは、最後の髪かみ留どめ。散る布は、やはり術じゆつ式しき布ふで、空に光と消えた。

　代わりというように、丹羽の手に、一いつ匹ぴきの走徒マウスが乗る。色は赤。炎ほのおで出来た獣けものの名は、

「フェニックス。──捕つかまえるの凄すごく大変だったけど、可愛かわいいのさ、コレが」

　笑う彼女の手の中に、赤の鳥が沈んでいく。

　借しやく体たいが三重になる。

　そんな相手を目の前にして、こちらは既すでにカレトヴルッフを撃うち込んだ。だが、

　……やるしかありませんね。

「解わかりました」

　武蔵を視し界かいから外し、己おのれは言った。

「──行きます」

「来るのかい」

「違います」

　ただ〝行く〟のではない。武蔵とて、同じだったろう。三み方かたヶ原はらの時は、ただ関かん東とうへと行こうとした。だけど、次に自分達と向かい合った時は、きっとこうだったのだ。

「行きます」

　払いのけ、打ち崩くずし、損なわれようとも、行く。

　同じ言葉だが、意味が違う。その差を心に感じながら、己は言った。

「……行きます！」
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「行く、というより、通りませ、か……」

「通とおし道どう歌かですか正まさ純ずみ様、何なら一発歌いますが！」

　という右手挙きよ手しゆのホライゾンに対し、正純は手を左右に振った。

　今、自分達は集合場所の浅あさ間ま神じん社じやにいる。武蔵はこれから本能寺に向かうが、そこに到とう着ちやく次第、ここから下へと、輸ゆ送そう艦かんで降こう下かする。武蔵自体が防ぼう壁へきとなるように動くため、安全は保ほ証しようされるが、本能寺までやや遠くなるのが難だ。

　……だがまあ、危険な状態から始まるより、いいか。

　そういう意味で〝通りませ〟だ。しかしまあ、

「ステルスの白の外に出たら、夜空かと思えば光こう柱ちゆう立ってたりで、今日きようはダイナミックだな」

「何だか、こういう異常な状況に慣れてきましたわよねー……」

　今までいろいろあったもんなあ、とは思う。だが、

「皆」

　呼びかける先、全員がいる。これまでの道すがら、合ごう流りゆうした者達も含め、託され、残ってきた連れん中ちゆうばかりだ。

　役やく職しよく者しやや、同級生ばかりではない。戦せん士し団だんや、各委員会の面々もいる。

　それらを前に、己おのれは言った。

「──今回の本ほん能のう寺じの変へん。局地戦だが、いいか？　解わかっているな？」

　つまり、

「本能寺だけに、ほんのぅ時間差で失敗するかも知れないから気をつけるんだ」
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・金マル：『今……、何が起きたのか、……な？』

・●　画：『アチャ──────』

・貧従士：『というか、何が通ると思ったんですか、今の、副ふく会長、あの』

・副会長：『そ、そんな完全倒とう置ち法ほうで言う事か!?　批ひ判はんを！　バルフェット！』

・俺　　：『倒置が伝染うつってるぞ、オメエも、セージュン』
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　お前もな、と馬ば鹿かに半はん目めを送った上で咳せき払ばらいして、正まさ純ずみは口を開いた。

「いいか？　皆。これは大だい事じな戦いだ。つまり──」

『正純様！　武蔵むさし野の艦かん橋きようです！　左さ舷げん、北側、そちらを御ご確かく認にん下さい！　──以上！』

「話の腰を公的に折りに来たぞ……！」

　まあいいんじゃね？　と馬鹿が言う。そして馬鹿は、

「北って、あっちだろ？　本能寺の光が昇ってる、そっちの横の方」

　どれどれ、と皆が境けい内だいを左舷に振り向く。

　浅あさ間ま神じん社じやは吹き抜けの中にある構こう造ぞうだ。今は外壁の向こうがパージされており、外がい界かいの確認の為ため、大型の表示枠サインフレームが外の風景を見せている。

　画面の向こう。今や武蔵むさしはステルス空間を完全に解除していた。

　……もはや、何もかもが本能寺の変に向かっていくのだな。

　そう思い、表示枠の先に見る眼がん下かには、

「おお……」

　夜景と、それによって作られる京きようや、奈な良らの町並みがあった。

　もう深夜ではあっても、外がい灯とうや、夜尚なお動いている京きようの復ふつ興こう事業の明かりがある。そして琵び琶わ湖こ周辺は、恐らく本ほん能のう寺じの変へんや、琵琶湖安あ土づちの関係で、不ふ夜や城じようなのだろう。

「北の方、戦火の光ですね、あれは」

　立たち花ばな嫁よめの言う通り、北ほく陸りく方面の空が、青白く下から照らされている。重じゆう奏そう領りよう域いきの光も見えるという事は、あれが恐らく、羽は柴しば勢ぜいのいる賤しずヶ岳たけの戦いなのだ。そして、

　……本能寺か。

　艦かん首しゆ側の大だい地ち。見れば、空に昇る光こう柱ちゆうに照らされ、その丘と周辺は薄暗くも確かに形が見えていた。

　報告にあった通り、流りゆう体たい光こうの光柱によって、本能寺の内部は見通せない。時とき折おり、ちらりと隙すき間まが生じるが、

「フフ、何だか、露ろ天てんのステージがあるって聞いたけど、確かにそれっぽいわね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それも含めての、突とつ入にゆうにおける作さく戦せん会議を、急ぎ始める」

　だが、と己おのれは疑問した。今、眼がん下かに見えるもので、何か異常はあっただろうか、と。

　……〝武蔵むさし野の〟が言っていた確かく認にん物ぶつって、何だ？

　見渡す先、琵琶湖安土はステルス状態で、白い霧きりが掛かったように見える。そして本能寺は、相変わらずというか、先さき程ほどからそのままだ。

　時折、本能寺の方から、妙みような鼓こ動どうのようなものが感じられるのは、地ち脈みやく炉ろだろう。

　大きな事が始まるのは解わかる。しかし、

　……何か、あるか……？

　と疑問し、もう一度表示枠サインフレームを見た時だった。

「あ」

　と、向むか井いが耳に手を当て、声を上げた。彼女は武蔵野艦かん橋きようから情報を得ているのだろう。表示枠ではなく、北東の浅い位置を指差す。

「あれ……！　航こう空くう艦かん、飛んで、る……。本能寺の、方、ほら……！」
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　ナイトは、浅あさ間まが即そく座ざの手て捌さばきで表示枠を拡大操そう作さするのを見た。

　浅間がこちらを窺うかがうのに対し、「解った」と手で制す。そして

　……あった。

　いた、ではない。拡大表示の中で艦は既すでに捉とらえている。〝あった〟のは、艦横の紋もん章しようだ。

「羽柴のエンブレム。丸まる瓢びよう簞たんだよね、これ……」

「量産式のものではなく、登録の為なされているオリジナル版か？　だとすると、本人が乗っている事になるな」

「羽柴がここに？　……前から言われてましたけど、でも本番でホントにそんな動きをするなんて。どういう事なんです？　羽は柴しばが本ほん能のう寺じの変へんに、参加するなんて……」

　浅あさ間まの問う意味は、こちらも疑問に思うところだ。

　うーん、と皆が一度腕を組んで思し案あんする。

　すると二つ程横、ネシンバラが幾いくつも表示枠サインフレームを展開した。彼は、武蔵むさしと並行して、しかし本能寺に急ぐ戦せん艦かんに視線を向けると、

「いいかい？　僕の予測では──」

「まあ、ここで待たい機きしていて、私達の本能寺の変が終わったら、即そく座ざに山やま崎ざきの合かつ戦せんを成立させたいとか、そういう事だろうか」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　そうだねヅカ本ほん多だ君！　そして山崎の合戦を成立させるためにも──」

「北陸の空を賑にぎやかにしてる賤しずヶ岳たけの戦いを、早期に終えねばならないわね」

　成なる実みにまで台詞せりふを食われて、ネシンバラが動かなくなった。

　……だからイニシアチブが遅いんだって。

　そう思うが、言わない事にしておく。ともあれ、何故なぜか羽柴が本能寺には向かうのだ。気をつけておくに越した事はないかな、と思っていると、

「あれ？」

　拡大して表ひよう示じされていた画が像ぞうの中、己おのれはあるものに気付いた。

　加か速そくして、武蔵から距きよ離りを取り、本能寺の裏手側、北側へと進路を向けた羽柴艦。その艦かん尾び甲かん板ぱんに、一つの影が立っていたのだ。

「あれは──」

　浅間が更さらに画面を拡大し、補ほ正せいを掛けると、顔が見えるようになった。

　光学的に結けつ構こうな増ぞう幅ふくを入れるが、本能寺の光こう柱ちゆうがあるので楽だ。そして見えるのは、

「ソーチョー！　羽柴がいるよー！」
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　羽柴は、空を軽く見上げ、一ひと息いきを吐いた。

　武蔵だ。

　彼らから見て、今の自分は、本能寺の光柱を半なかば背負った形になっている。

　しかし、己から見れば、武蔵の行く先には、満月が二つ並んだ夜天があるのだ。

　広く、寒ささえ感じさせる、がらんとした青黒い空。そこに浮かぶ白と黒の巨きよ大だい航こう空くう艦かんを相手に、これから本能寺の変が始まろうとしている。

「さて……」

　己は呟つぶやき、頭を下げ、被かぶっていた帽ぼう子しを外した。そして、

「──宜よろしく御願いいたします」

　言って、身を起こす。

　まっすぐに、何の遮しや蔽へいもなく、己おのれは武蔵むさしを見み据すえた。

　向こうから、自分は、どのように見えているだろうか。
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　浅あさ間まは、息を詰めていた。

　皆の眼前に広がった表示枠サインフレームの中、羽は柴しばの姿すがたが見えていた。

「これは──」

　と、己が口に手を当てると、横で彼が真似まねをして、ホライゾンと喜き美みが真似をして、ミトツダイラも、ノリキも点てん蔵ぞうも、え？　え？　とメアリや、他の皆も真似をして、

「これは──」

「い、一いつ斉せいに言わなくていいですよ！　それっぽい反応したからって！」

　向こうで、ネシンバラが、「くそ！　くそ！　何で僕は……！」と甲かん板ぱんの床を叩たたいているが、そんなに自分発でやってみたかったんですか。

　だが、確かに見えているものがある。それは、表示枠の中で、まっすぐこちらを見上げている羽柴の顔だ。白くも見える相そう貌ぼうは、

「これ、何処どこかで見た事ありますね」

　言ってホライゾンが首を傾かしげるのを見て、自分は皆を見渡した。すると、ホライゾンの両腕うでが、さん、はい、と音おん頭どを取るので、今度は己おのれも加わって声を上げた。

[image: ]

「ホライゾンですよコレ……！」
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　正まさ純ずみは、一回頭を振った。

　……ちょっと冷静になれ、自分。

　一度、ホライゾンを見る。するとホライゾンが、両腕うでの指を使って口を横に開き、変顔をぶちかましていた。

「いや、ちょっと、ちょっとホライゾン、比較させろって、なあ、おい」

「いや、比較も何も、他人のそら似でしょう」

　本人談だ……、とナイトが顔を背けながら言うが、確かにそんな気もする。だけど、

「違いますか、ね」

　遠ざかっていく画が像ぞうの中、もう一度頭を下げる羽は柴しばを見て、ネタを振った浅あさ間まが自分でこう言った。

「確かに、そう言われてみると、髪かみが黒いですし、今のホライゾンに比べて、もっと幼おさないですね……」

「まさか、十年前の、とか言わないわよね？」

　いや、と言ったのは、馬ば鹿かだった。馬鹿は、うーん、と首を傾かしげて、

「どっちかって言うと、あれ、中ちゆう卒そつくらいのイメージ？」

「……だとしたら、何だか中ちゆう途と半はん端ぱですわね」

　だよなあ、と己も思う。だが、ホライゾンが右手を挙げた。

「──とりあえず本ほん能のう寺じで見つけたら、詰きつ問もんしてみてはどうでしょうか」

「オマエ、自分がやりたい事を他人に勧すすめるのやめない？」

　だが、確かにホライゾンの言う通りだ。

「本能寺に行けば、いろいろ解わかるという事か」

「……この前、そんな考えで、内だい裏りの地下行って恥はじ搔かかなかったかしら」

　それを言われると確かにその通りだが、どうしたものか。ただ、

『皆様、これより武蔵むさしは、本能寺に正せい対たいするため、回かい頭とう運動に入ります。出場の皆様は降こう下かの準備など御願いいたします。──以上』

　そういう事だ。

　事じ態たいは進む。ならば後は、

「行くぞ、本能寺」

　武蔵の作る風が変わり、風景が横に流れ出すのを悟さとりながら、己は言った。空に昇る光こう柱ちゆうの下、そこにある本能寺の敷しき地ちへと、視線を向け、

「……ここで、創そう世せい計画についても、決けつ着ちやくだ……！」
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「決着と、そう言うのかな、蘭らん丸まる君」

　大きな光による逆光が、半はん竜りゆうの姿すがたを黒く露あらわにしているのに、蘭丸は首を傾かしげた。

「……この状態では、姿すがたが丸見えですね、弥や助すけ様」

「君、本気で僕とまともに話をしないなあ……」

　いえ、と己おのれは言った。今、自分達が立っているのは本ほん能のう寺じの入口に当たる位置。そこから武蔵むさしを見上げるという事は、

「……ここまで、彼らは来ると、そう思いますか、弥助様」

「結けつ構こう強いよ、彼ら」

　そうですね、と己は頷うなずいた。

「……まさか、明あけ智ち様の導きで、内だい裏りの底にまで入られるとは」

「君の先せん輩ぱい達、どうだったんだろうね」

「悪い結果ではなかったと判はん断だん出来ます。だから──」

　推すい測そくを言うのは珍めずらしいと、そう思いながら、自分は言う。

「最終的に、という前置きがあっても、悪い結果にならねば、とは思っていますよ」

　そうだね、と弥助が言う。

「頑がん張ばらないと」

「はい。そうですね。何しろ、心強い加か勢せいもいますし」

　と、己は、弥助と共に横を見た。

　右。そこにはやはり、逆光を背に浴びた一つの姿がある。

　先さき程ほど、輸ゆ送そう艦かんでこちらに来て、合ごう流りゆうした姿。それは、弥助に言わせると、

「あのう……、聖せい譜ふ記き述じゆつでは、ここにいない筈はずですよね？」

「ああ？　だから一戦せん士し団だん員でいいっつったろ？　襲しゆう名めい者しやじゃねえよ、文もん句くあるのか、それで」

「いえまあ、それだったら……」

　はい、と己は頷き、彼を見上げた。

「加勢の方、宜よろしく御願いいたします」

　頭を下げ、言っておく。

「佐さつ々さ・成なり政まさ様。──偽ぎ名めいですよね、解わかっておりますとも」

　午前零れい時じ、本能寺の変へんが正式に開始される時じ刻こくは、すぐそこにまで迫っていた。







あとがき




　そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅨ上』をお届けいたします。今回、多分上下巻なのでいろいろ詰まってる感ありですね。

　本ほん能のう寺じの変へんもですが、並へい行こうして始まった賤しずヶ岳たけの戦い。自分的な感想として言ってみると、本能寺よりも賤ヶ岳の戦いの方が、羽は柴しばの人生にとっては大だい事じだったのではないかな、と感じていたりします。何しろ、本能寺の変が起きなくても、やがて信のぶ長ながは何らかの理由で死に、跡あと目めの問題が出てきます。ここで信長が遺ゆい言ごんで子供達の誰だれかを推おしても、実力的には遙かに上を行く連れん中ちゆうばかりの織お田だ家けで、内部分ぶん裂れつはいつか起きたのではないか。

　だとすると、本能寺の変は、それを早めただけで、羽柴にとっては織田家との決けつ着ちやくを付ける流れを確定する賤ヶ岳の戦いこそがどのようなルートを通っても必然となるのではないか、とか。そんな風ふうに思ったりです。

　ではいつものチャット。

「何か学生時代の痛い話ある？」

『ああ、小学校の時さあ、俺おれの住んでる所、工事が多くてさ。ダンプ通りまくるから、子供は歩ほ道どう橋きようを渡れ、みたいなのがあったんだわ』

「あー、何か昭しよう和わっぽい話ねー」

『いやギリ昭和。──で、歩道橋から、下を行くダンプに唾つばを落とすってのが流行はやっていたのな？　で、どんだけ唾を溜ためて落とせるかで勇ゆう者しや度どが決まる訳だ』

「俺、今は車運転する年ねん齢れいだからそういうガキは張り倒したくなるわー」

『まあそれでな？　皆で帰ってる時、歩道橋の下をダンプが来るの見えたんで、俺は勇者度の最上級を確立するため、堂どう々どうとチンコー出してショット開放始めたのな』

「ショット開放」

『そしたら、俺のショットが当たる前に、ダンプがキキって急停車してな。運転手が飛び降りて歩道橋の階段駆かけ上がってくるんだわ。で、俺、恐きよう怖ふのあまり開放が止まらなくなってな。それで先に逃げて行く皆に〝おい！　救たすけるのだー！〟って言ったけど、ヤツら無視して逃げたね。俺、そのまま運転手にタコ殴なぐりにされて、翌日は朝礼台の上で謝らされたよ』

「あのね。何で君、そういうのを何十年も隠かくして生きてきた訳？」

　ホントそう。で、今回の作業BGMは松まつ任とう谷や由ゆ実みでANNIVERSARY。明日あしたを信じてる、って深い歌か詞しだよなー。最近ホント、そう思います。

　では今回は、「誰が一番退ひいてないのか」という事で一つ。次は下巻、少々お待ち下さい。


平成二十七年十二月　雪の朝っぱら　　　　　　　　

川上　稔みのる
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